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現代語訳　平家物語

尾崎士郎訳


序詞（祇園精舎）

　祇園精舎ぎおんしょうじゃの鐘の声、諸行無常の響ひびきあり。娑羅双樹しゃらそうじゅの花の色、盛者しょうじゃ必衰の理ことわりをあらわす。おごれる人も久しからず、唯、春の夜の夢のごとし。猛たけきものもついにはほろびぬ、偏ひとえに風の前の塵ちりに同じ。


第一巻

　
二十余年の長きにわたって、その権勢をほしいままにし、「平家に非あらざるは人に非ず」とまで豪語した平氏も元はといえば、微力な一地方の豪族に過ぎなかった。 
　その系譜をたずねると、先ず遠くさかのぼって桓武天皇の第五皇子、一品式部卿葛原親王いっぽんしきぶきょうかずらはらのしんのうという人物が、その先祖にあたるらしい。 
　葛原親王の孫にあたる、高望王たかもちのおうは、藤原氏の専制に厭気いやけがさし、無位無官のまま空しく世を去った父の真似まねはしたくないといって、臣籍に降下し、中央の乱脈な政治を見限って、専ら、地方で武芸をみがいてきた。その子良望よしもちから正盛まで六代、諸国の受領ずりょうとして、私腹を肥やす傍ら、武門の名を次第に轟とどろかしていったのである。 
　正盛は、白河法皇に仕えて、信任を得、その子忠盛ただもりは、鳥羽院に取入って、それぞれ、徐々に勢力を拡張していった。といっても、たかだか、受領職にある身では、とても昇殿を許されるというところまではいかない。当時にあっては、昇殿を許され殿上人てんじょうびとと親しく交わることが、及びもつかない栄誉であったから、この律義りちぎで賢い田舎いなか武士、忠盛の心に昇殿を望む気持が頭をもたげてきたのは当然のはなしである。
殿上の闇討やみうち

　昔の権力者は、地位が安定してくるとやたらに、お寺とか、お墓とかを建てる習慣があったらしい。人力では及びのつかない、神仏の加護を借りて、権力の座にいつまでも止とどまることを願うという心理にもとづくものである。鳥羽院もかねがね三十三間の御堂みどうを建てたがっていた。これが忠盛の尽力で完成したときは、大へんな喜びようだったといわれる。そのとき備前守びぜんのかみだった忠盛は、但馬国たじまのくにの国司に任ぜられ、その上、あんなに待ち望んでいた昇殿を始めて許された。時に忠盛は、三十六歳の男盛り、その感激は又ひとしおであった。
　ところが、ここに意外なところから、反対運動がもりあがってきた。それは、今まで、さしたるライバルもなく、呑気のんきにあてがい扶持ぶちに満足していた公卿たちである。
「どうもあの男は、唯のネズミではない、今の内に始末しておかないと、とんだことになるぞ」鷹揚おうような公卿の中にも、敏感に頭の働く男がいたようである。
　それが、事のはじまりで、天承元年の十一月二十三日、豊明とよあかりの節会せちえの繁雑さにまぎれて、やっつけてしまおうという計画がいつかできあがってしまった。
　一方忠盛の方も面白くない胸の内を、お世辞笑いにまぎらしている公卿の気持が手に取るように判るから、こいつは今に何か面倒なことがあるなと思っていた。ともかく計画というものは、大方、どこからか情報がもれてくるものだが、恐らくは、忠盛ほどの男だから、密偵みっていの一人や二人は、しのびこませていたにちがいない。事前に、計画は筒抜つつぬけになった。
　もちろん、こういう挑戦を聞いては、もともと、武士の生れで、武器をとっては、後おくれをとらない忠盛のことだから、内心は、むしろほくそ笑えんでいたのかも知れないが、「まあ本職の武士が、遊び人風情ふぜいの公卿なんかにやられたとあっては、名折れだし、第一、近頃、目をかけてくれている鳥羽院だって、がっかりしちまうだろう」――武骨者にしては、用意周到な知恵者でもあった忠盛は、何を思ったか、わざわざ刀を小脇にかかえて参内した。
　戦場で鍛え上げた忠盛の目は、宮中のうす暗いところで、かすかに人の気配のするのを敏感に感じ取った。彼はやおら、刀を抜き放つと、びゅん、びゅんと振り廻まわしたからたまらない。大体が、臆病者揃いの公卿たちは、闇夜やみよにひらめく一閃いっせんのすさまじさに、かえって生きた心地もなく、呆然ぼうぜんと見ていただけだった。
　主人が大胆な男だから、家来の方もまた粒よりだ。左兵衛尉平家貞さひょうえのじょうたいらのいえさだという男は、狩衣かりぎぬの下にご丁寧にも鎧よろいまでつけて、宮中の奥庭に、でんと御輿みこしを据えて動かない。蔵人頭くらんどのとうの者が、目ざわりだから、どいてくれと言うと、こっちは、待ってましたとばかり、
「どうも今夜あたり、闇討があるって話ですね。やっぱり主人の死に際は、見ておきたいからね」と洒々しゃあしゃあと答えたまま平気な顔をしていたという。
　ここまではっきりいわれては、どうにも仕方がない。闇討計画は、自然、おじゃんになってしまった。
　やがて節会がにぎやかにはじまると、忠盛も、鳥羽院にうながされて、舞を舞いはじめた。武芸にすぐれ、度胸満点の忠盛も、舞の方は余り得手えてではない。それにこの人は生れつきの眇目すがめである。眇目の踊りは、どうひいき目にみても、余り優美ではなかったろう。それを公卿達は喜んだ、日頃のうっぷんをはらすのはこの時とばかりにはやし立てる。
「伊勢平氏いせへいしは眇目すがめ、伊勢平氏は眇目」
　この単純な言葉の中には、忠盛の自尊心をおそろしく傷つけるものがあった。
　伊勢は元々、平氏の本拠である。ここはまた、陶器の産地であって瓶子へいしや酢すがめが作られる。
　今は、昇殿も許され、殿上人に伍ごして舞う身ながら、元はといえば、お前なんか、伊勢の田舎いなかものじゃないか、ひっこめ、ひっこめ、というわけなのである。
　さすがに忠盛も、この意地悪な公卿共の相手が、わずらわしくなってきて、刀を主殿寮とのもりょうに預けるとさっさと帰ってきてしまった。
　ところで、腹の虫のおさまらないのは公卿達である。闇討は、ばれてしまうし、折角、酒のサカナにして、満座で恥をかかせようと思うと、とっとと帰ってしまうし、このまま引き下るのは、何としても業腹である。すると、その一人が、
「大体、節会の晩に、刀を持ってくるというのは、不見識きわまる」
　といい出した。
「まったくだ、第一、あいつは、武装兵のお供まで連れていたんだぞ」
「こりゃ、明らかに、法律違反じゃないのかな」
　理由さえつけば、でっちあげは、お手のものである。早速、代表者が、鳥羽院のところへ訴えてきた。
　呼び出しが来ても、しかし、忠盛はあわてなかった。むしろ、今来るか、今来るかと待っていたところである。心配そうな鳥羽院や、ざまあ見やがれとでもいった公卿たちを尻目しりめにかけて、彼の弁舌はさわやかであった。
「どうも、私の知らないうちに、家の者が、勝手に何かしたらしいですなあ。何か不穏な噂うわさでも聞きこんで、心配して来たんじゃないかと思っています。もし何なら、呼び出しましょうか？　どうも近頃の若い者は、気が早くて困りますよ。何？　刀、ああ、あれは、主殿寮の人に渡した筈ですよ、とにかく、中を見てから、文句はきかせて頂きましょう」
　こういった調子である。ところで、問題の刀が提出されてみて、公卿達は、あっと、驚いた。中には銀箔を塗った木刀が、麗々しく、黒塗のさやに納っていたのである。


鱸すずき

　仁平にんぺい三年正月、忠盛は、五十八歳で死に、息子の清盛きよもりが、跡を継いだ。
　清盛は、父親にもまして、才覚並々ならぬ抜目のない男だったらしい。保元ほげん、平治へいじの乱と、権力者の内紛に、おちょっかいを出しながら、自分の地歩は、着々と固めていって、さて皆が、気がついた時分には、従一位じゅういちい、太政大臣だじょうだいじん平清盛という男が、でき上っていた。異例のスピード出世というところである。
　この時代は、成功も失敗も、一様に、神仏に結びつけたがる傾向があった。平氏の繁昌はんじょう振りをみて、これは、熊野権現くまのごんげんのご加護だと誰からとなくいい出した。ところが、この噂の出どころは、実は清盛なのである。
　伊勢から熊野へ渡る航海の途中、鱸が、清盛の船の中にとびこんできた。
　乗り合せていた案内人は、この時とばかり、
「こりゃめでたい、熊野権現のおしるしですぜ」とお世辞をいった。もちろん、清盛は、心中でニヤリとしたが、そこは、神妙な顔で、
「うん、わしが昔読んだ書物に、天下を平定した周しゅうの武王ぶおうの船にも、白魚が躍りこんできたとかいう話があったのを覚えてるよ。とにかくめでたいことだから、こいつをみんなで喰おうじゃないか」
　といった。清盛の脳のめぐりの良さも知らず、乗船の一同、恐懼きょうく感激して、一きれの魚を味ったに違いない。予想通り、この話が、巷ちまたに伝えられて、熊野権現加護説を生み出したのだから、まさに清盛の思う壺つぼだったというべきである。


禿童かぶろ

　清盛は、五十一歳の時、出家し、浄海じょうかいと名乗った。大病にかかったのが、きっかけで、さしもの彼も、少しばかり、気が弱くなったらしい。しかし、たちまち、病は全快、彼はつるつる頭を撫なでながら、「まだ当分生きられるぞ」といってほくそ笑んだ。
　とにかく、平家一族の繁栄振りは、ちょっと類がなかった。かつての名門の貴族たちにしても、今では、まともに顔も合せられない有様である。
　平家に非ずんば人に非ずといった言葉も、むしろ当然のように迎えられたし、六波羅ろくはら風と言えば、猫も杓子しゃくしも、右へならえで、烏帽子えぼしの折り方やら、着つけの仕方まで、皆が平家一族を真似するのである。
　こういった平氏の専横に対して、不満の声のない方が不思議な位なのだが、そこはそれ、万事、ソツのない清盛入道は、言論弾圧の機関もちゃんと用意していた。いわゆる平家直属の秘密警察とも言えるこの一隊の正体は、十四、五の少年部隊である。髪をお河童かっぱに、赤い直帯ひたたれを着た禿童と呼ばれる面々は、街々の角々で、一寸ちょっとした噂うわさばなしにさえ、聞耳をたてていた。一言でも、平家の悪口なぞ、いおうものなら、たちどころに、家財没収、強制収容の憂き目に会う。今はただ、眼をとじ、耳をおさえ、口をふさいで、人々は、黙々と平家の命に従うばかりである。それを良いことにして、禿童かぶろたちは、京の街々を、我が物顔に歩き廻る。今日の愚連隊どころではない、絶対の権力を背景にしているだけに、それはもっと始末の悪いものだったにちがいない。


一門の栄華

　平家一族は、高位、高官の顕職を、ほしいままにし始めた。一寸見廻しただけでも、長男重盛しげもりは、内大臣ないだいじん兼左大将さだいしょう、次男宗盛むねもりは、中納言ちゅうなごん右大将、三男知盛とももりが三位さんみの中将、孫の維盛これもりが四位しいの少将といった具合である。このほかに数えあげれば、きりがないくらいで、参議さんぎ、大、中納言、三位以上の公卿十六人、殿上人三十余人、各地の地方官がざっと六十何人という盛況だった。
　清盛は、息子のほかに、八人の娘を持っていたが、これ又、揃いも揃って、権門、貴顕に縁づいている。即ち、花山院かざんのいん左大臣の奥方、建礼門院けんれいもんいんといわれた安徳あんとく天皇の生母、六条摂政ろくじょうのせっしょう、藤原基実ふじわらもとざねの奥方で白河殿と呼ばれた人、普賢寺ふげんじ藤原基通もとみち夫人、冷泉大納言れいぜいのだいなごん夫人、七条修理大夫しちじょうしゅりだいふ夫人、今一人は、白河法皇の女御にょうごで、最後は、臈ろうの御方おんかたと呼ばれる、花山院の上臈じょうろうであった。


妓王ぎおう

　当時、京都には、妓王、妓女ぎじょと呼ばれる、白拍子しらびょうしの、ひときわ衆に抜きん出た姉妹があった。その母も刀自とじと呼ばれ、昔、白拍子であった。
　清盛が目をつけたのは、姉の妓王で、片時も傍を離さずに寵愛していた。おかげで、母親も妹も、家を建てて貰ったり人にちやほやされて、結構な暮しをしていた。
　白拍子というのは、鳥羽天皇の時代に、男装の麗人が、水干すいかん、立烏帽子たてえぼしで舞を舞ったのが始りとされているが、それがいつか、水干だけをつけて踊る舞姫たちを白拍子と呼ぶようになったのである。
　京の白拍子たちは、玉の輿こしにのった同性の幸福を羨うらやんだり、ねたんだり、中には、せめてその幸せにあやかりたいものと、妓王の妓をとって、妓一、妓二などと名前を変える者まで出るほどの評判であった。
　その間にも、月日はいつか過ぎて、三年ばかり経った頃、加賀国かがのくにの生れだと名乗る一人の年若い白拍子が、彗星すいせいのように現れた。仏ほとけという変った名前を持つ、まだ十六歳のうら若い乙女おとめであった。この娘の舞を見た者は、優雅な姿態と、さす手、ひく手の巧みさに魅せられて、異口同音いくどうおんに、その素晴しさを賞ほめ讃たたえるので、たちまち京の街の人気をかっさらってしまった。
　ぽっと出の田舎いなか娘が、これほどの成功をかち得たのだから、満足してもよさそうなものなのに、欲望と野心は際限のないものである。仏は、自分を天下人である清盛に見て貰いたいと言い出したのである。
「私の名もこれほど宣伝されてるし、清盛様だって噂ぐらい聞いてる筈なのに、一度も招よぼうとしないんだから、待ってたってしようがないわ、どうせ、私たちは芸人で、芸を売るのが商売なんだから、押しかけたってかまうものですか」
　若いだけに度胸が良い。思い立つと仏は、早速、紹介状もなしに清盛の邸へやってきたのである。今をときめく人気スターの訪問に、家来の方が喜んでしまった。
「今評判の仏御前が、参りました」
　といそいそと、清盛に取次いだ。
「何、仏？」
　清盛だって、名前ぐらいは、とっくに耳に入っているくせに、どこの仏が来たと言わんばかりの意地の悪い顔つきで家来をにらみ据えた。
「それが、例の人気者の白拍子、仏御前の事でして」
「バカ者めが」
　清盛は大喝だいかつした。
「どこの仏か神か知らないが、招ばれもしないでのこのこやってくるとは、何たる身の程知らずの女だ。第一、この清盛には、れっきとした妓王という白拍子がいるのを、知らんことはないだろう。とにかく、そういう、押し売りみたいな奴には用はないんだ、とっとと追い出してしまえ」
　つむじを曲げたら、てこでもきかないという清盛が、頭に湯気を立てて怒っているのだから、家来も驚いて、青くなって出ていってしまった。
　側で終始、清盛の腹立を、はらはらしながら見ていた妓王は、元来が、気質のやさしい女である。興奮の鎮しずまるのを待って、それとなくとりなしにかかった。
「そんなに私の事を大事にしていただきまして、何とお礼も申しようもないくらいですけど、でもねえ、芸人なんてものは、売りこみが、出世の第一なんですからねえ、それに聞けばまだ若い子らしいし、何だか、私も昔を想い出しちゃって身につまされてきますわ。一寸でも逢ってやるだけで、良いじゃありませんか？　あれじゃ、余り身もふたもありませんわ、もう一度、思い直して下さいません？」
　興奮がさめてみると、清盛にしても、余り大人気おとなげないやり方で、一寸恥ずかしい気がしないでもない。その上、可愛い女に、やんわり口説くどかれれば、そこはそれ、男の弱味で、強いて反対もできないものらしい。
　邸を出ようとしていた仏は、たちまち呼び返されて、清盛の前に連れて来られた。逢ってみると、何せ、今をときめく白拍子である。年は若いし、器量は良いし、その上、持ち前の度胸のよさで、清盛の前に出ても、ハキハキと受け答えする様子が、いかにも溌剌はつらつとしていて、かつてない新鮮な色気を感じさせる。
「今様いまようでも歌ってみろ」
　といわれれば、
「殿とのに逢えた嬉しさに、私の命も伸びるでしょう」
　と、臆する色もなく、受け答えをしてから、目出度い歌を口ずさむ機転の良さに、清盛の気持も次第に和なごやかになってきた。
「歌がうまいのなら、舞うのもうまそうだな、一つみせてくれないか。おい、こら、誰か鼓打つづみうちを呼べ」
　さっきの怒りもどこへやら、いつか一座は、陽気なざわめきに満されていった。
　仏の舞姿は、一段と又みごとであった。あでやかな姿形、豊かな声量、巧みな歌いっ振りに、いつか、清盛の目は仏に釘付くぎづけになっている。ひとさし舞い終ったとき、仏を見てほっと我に返った清盛は、門前払いを喰くらわせたことなぞ、とうの昔に忘れたように、仏の袖をとらえて、口説き出すのである。予想以上の上首尾は、嬉しいけれど、さすがに仏も、それほど、厚顔無恥な女ではなかった。
「いいえ、それはいけません、とにかく、私は、妓王様がいらっしゃらなければお目通りもできなかったんですもの。そればかりは、いくら私だって恥ずかしくて」
　仏の拒否に遭って、清盛の執着は、一層つのってきた。
「何も、そんな、遠慮することはないではないか。だがな、お前が、妓王のいるためにそういうことをいい出すんだったら、妓王をくびにしちまえば良いんだろう。そうだ、それがいい」
「とんでもない」
　清盛のとっさの思い付きに、仏は一層驚いた。
「一緒にご寵愛をうけるのさえ、気がひけるというのに、そんな、恩人を追い出して、私が居坐るなんてことがどうしてできましょう、とにかく今日のところはこのまま返して下さい」
「いや、わしはお前が一目で、好きになったんだ、どうあっても、お前はわしのものにする。それより妓王、何だ、まだそんなところにうろうろしおって、お前は早くあっちへゆけ」
　清盛は、その場を去る事もならず、目のやり場に困って、隅にかしこまっている妓王に、情なさけ、容赦ようしゃのない言葉を浴びせかけた。
　もともと、気の変りやすい清盛の許に奉公して、いつかは、こういう目にも遭おうかと折につけては想像していたものの、余りにも早くやってきた破局の意外さに、妓王は言葉もなく、涙ぐむばかりである。
　思い立ったら、赤児よりも始末の悪い清盛のことだから、口答えなどはしたくともできず、妓王は、三年の間、なれ親しんだ西八条の住居に別れを告げたのであった。別れるとき、妓王は、居間の障子に一首の歌をかきつけた。

もえ出るもかるるも同じ野辺の草
　　いずれか秋にあわではつべき

　今は得意絶頂の仏さま、貴女あなただっていつ何時、私みたいなことにはなりかねないかも知れませんよ。――それは、妓王の精一杯の無言の抗議だったのである。
　妓王が西八条からはなれたことはたちまち、京都中に知れ渡った。毎月欠かさず母の許に送られてきた、手当金もぱったり途絶えた。そして今は仏御前の親類縁者たちが、莫大ばくだいな仕送りで生活しているという噂がひろがっていた。清盛の寵姫であったあいだは、高嶺たかねの花よと諦めていた妓王が、一度び市井しせいの人間になると、あっちこっちから、口がかかってきた。しかし妓王は、もう二度と、人の想い者にはなりたくはなかった。清盛の屋敷でうけた手痛いショックは、かつての陽気で、明るい妓王の性格をすっかり変えてしまったのである。妓王は毎日外に出ず、内にひっそりとして暮していた。
　その年も暮れて、春になったある日、清盛のところから使いがやって来た。
「近頃如何どうしている？　仏がどうも退屈してるらしいから、慰めに来てくれ」
　という虫のいい文句である。今更返事をするのもしゃくだから、ほったらかしておくと、
「何故なぜ返事をしないのだ、来るか来ないかはっきりしたらどうなんだ、そっちがその気ならこっちにも考えがあるぞ」
　と今度は重ねて脅迫めいた伝言の仕方である。どんな残酷なこともしかねない清盛の気性を知っている母親は気が気ではなかった。
「何とか返事したらどうなんだい？　あの様子じゃ、お前、どんなことをされるかわからないよ」
　母はそれとなく、西八条へ行く事を勧める様子である。
「でもね、お母さん、考えてもご覧なさい、行くならば行くって言いますよ。行かないのに、行きませんなんてはっきり言えるものですか。どっちにしたって、田舎に追放か、それとも殺されるか、私は、もう如何どうなったって構わないんです、おめおめ、あの人の前に出ることとくらべたらその方がまだずっとましですわ」
「お前の気持は、よくわかるけどね、今の世の中で、あの方に反抗して、一体、どんな利益があると思う？　第一、男女の問題なんてものは、千年も万年もって具合にいくもんじゃない。お前なんか三年間可愛がって頂いただけでも大したものと思わなくちゃ。それに若いお前は、田舎のあばら屋でも我慢もできるだろうが、私はどうしても都を離れたくないのだよ」
　涙ながらにかきくどく母の言葉には、抗さからうすべもなく、妓王はいやいや、妹と他の二人の白拍子と連れ立って西八条に出かけていった。
　その日妓王の通された席は、以前とは段違いの末席である。
　悪いこと一つしたわけでもないのに、暇を出されて、おまけに席まで落されるなんて余りだわ。
　今にも涙ぐみそうになるのをぐっとこらえている妓王の様子に、仏御前の方が胸が一杯になってきた。
「あんな末席にお通ししなくたって、元はここがあの方の場所だったところなんですよ、あの方を、ここへお呼びなすったら？」
　といったが、清盛は知らん顔である。仏御前はいたたまれず席を外してしまった。
　すると清盛は妓王に、
「今まで、どうしていたんだ、何しろ仏が退屈しおって淋しがるからなあ、まア歌ったり踊ったりして慰めてやってくれよ」
　清盛の言葉に、妓王は口惜しさが胸にこみあげてきたが、じっとこらえて歌い出した。

仏ほとけも昔は凡夫なり　我等も遂には仏なり。
何いずれも仏性ぶっしょう具ぐせる身を　隔へだつるのみこそ悲しけれ。

　俗謡ぞくように事よせて、切々と歌い続ける妓王の姿は、並みいる人の涙をそそるものがあった。清盛も少しは気の毒に思ったらしく、ねぎらいの言葉を与えて家へ帰した。
　我が家に帰りつくと妓王は又さめざめと涙を流しながら、こんな生き恥をさらしているより死んだ方がよっぽど良いと母の膝によりすがって、かき口説くどく。妹の妓女も、姉が死ぬならと、暗に、自殺をほのめかす。年老いた母一人が、おろおろしながら、二人の短慮を戒めて、もう一度考え直させようとする。それにつけても、清盛の仕打ちの口惜しさが、又想い返されてきて、母子おやこは又涙に埋れるのであった。
「お母さんの仰有おっしゃるのも尤もっともです。それなら都にいさえしなければ、こんないやな目にもあわずに済むんですもの」
　と妓王は、二十一という花の盛にいさぎよく別れを告げると、髪を切って嵯峨野さがのの奥に小さな庵いおりをつくって引籠ひっこもってしまった。姉の出家に刺激され、妓女も十九で髪を下し、念仏三昧ねんぶつざんまいに日を送るようになった。二人の娘に尼になられた母もやがて後を追い、ひっそりした尼僧庵の生活に入ったのである。
　やがて春も過ぎ、夏も去り、初秋の風が吹き始める頃、漸く静かな暮しにもなれた三人のところに、意外にも人の訪れる様子がした。竹の編戸をひそやかにたたく音がした。こんな山深く、人の訪れる事もない僧庵暮しである。さては魔性ましょうの者でも、きたのかと、恐るおそる戸をあけてみると、何と、仏御前が、旅装束のまま戸口にうなだれて立っていた。
「まあ仏さまではございませんか。一体、今頃、どうなすったのです」
　妓王の驚く声に、仏も、おろおろと涙を流した。
「始めっからの事を申し上げるのも気がひけますけど、とにかく聞いて下さい。西八条のお邸には、私の方からのこのこ出かけて行って、貴女のご尽力で、清盛さまにもお目にかかることができたのに、清盛さまから意外にも召しかかえられ、かえって貴女を不幸な目にあわせてしまいました。本当に私は申しわけなくてつい先達ても、お邸へ来て下さった時だって胸が一杯だったんです。今でこそ、豊かな生活をさせて貰って、結構ずくめで暮していたって、ああいう気まぐれな人のことですもの、いつ何どき、貴女と同じ身の上になるかわかりゃしません、貴女の書き遺のこして下すった歌を見ては、そのことばかり、考えていましたわ。一時、皆さんの行方が判らず如何どうなさったのかと思っていましたけど、近頃、ここにこうやって暮していらっしゃる話をきき、とうとう決心して、やってきたわけなんです」
　仏の真実味あふれる告白をきいて今迄の憎しみも忘れ、三人はじっと聞き入った。
「いくらお暇をお願いしても、清盛様は、駄目だとおっしゃるし、でも考えれば考えるほど、現世の楽しみなんて限りのあるものですものね。一時の楽しさに酔っても、あとあと、地獄に行くなんて、考えるだけでも恐しいことですもの。そう思うと矢も楯たてもたまらず、今朝思い立って、こんな格好できたんです」
　とかぶっていた被衣かつぎを脱いでみると、闇にもほの白い坊主頭である。
「こうまで決心してきたんですもの。今迄のことは、どうぞ水に流して下さいませ。もし許して下さらないっておっしゃるんなら、仕方がありません。あてどなくどこかを漂さすらい歩いて、一生念仏して暮すだけのことですもの」
　それまで黙って聞いていた妓王は、思わず息を呑のんだ。
「貴女の気持も知らないで、実は私、すこし、貴女のことをうらんでいたんですのよ。仏の道に帰依きえしたくせに、人をうらむなんてと思いながら、やっぱり若くてお美しい貴女の面影が心を悩ましていたんです。でもね、そうまでして訪ねていらした貴女を、仏さん、どうしてうらむ気持がおこりましょうか。貴女が尼になられた心境に比べれば、私達の出家の動機なんて、お恥ずかしいくらいですわ、十七歳というお年でよくそのご決心のつきましたこと。貴女のような方こそ、私達のちっぽけな気持を導いて下さる方ですわ、こちらからこそ、お願いしたいくらいです」
　今は、恩讐おんしゅうを越えた、晴れやかな表情で、妓王は仏の手をとって中へ導き入れた。
　以来、四人の尼たちは、朝晩香華こうげをたむけ、念仏三昧ねんぶつざんまいに日を送りながら、安らかな往生を遂げたと言われている。


二代の后きさき

　とかく戦乱がうち続き、世の中が騒然としてくると、倫理とか、道徳といったものが、無視されがちである。
　平家一門の栄耀栄華えいようえいがの陰には、敗戦の不運に泣く源氏の将兵があり、又、天皇と上皇は、互にけんせいし合いながら、政権をねらうという、不穏な空気が時代を支配していた。
　ところで大ていのことには驚かなくなっていた人々が、こればかりはと眉をひそめた話がある。
　故近衛院このえのいんの后きさき、太皇大后宮たいこうたいこうぐうと呼ばれる女性が話題の人である。右大臣公能うだいじんきんよしの娘で、天下第一と言われる程の美貌の持主であった。先帝の死去の後は、近衛川原このえがわらの御所に、静かな明け暮れを営んでいた。
　これに目を留められたのが、二条にじょう天皇で、元々、女好きの帝みかどであったが、事もあろうに先帝の未亡人に想いを寄せ始めたのである。もちろん未亡人とはいえ、まだ、二十二、三歳、花の盛りを過ぎたとはいっても、このまま、一生後家暮しで終らせるには、惜しい程の器量であった。天皇は、近衛川原に使いをやって想いのたけを打ち明けたけれど、大宮の方では、てんで相手にもされなかった。ところが、そうなると執心が一層つのるものらしい。とうとう宣旨せんじを下して、直接右大臣家に働きかけたのである。こう事が公けになっては、公卿達も黙っていられない。早速、会議が開かれて、討論が始まったが、事が、事だけに、無論、双手もろてをあげて賛成する者はいない。唐とうの則天武后そくてんぶこうという先例はあっても、これは他の国の話で、日本ではこういう例は今までに一度もないのである。上皇始め、一同大反対だったが、しかし、そうなると、ますます愛恋の情がつのってきたらしい。
「自分ほどの身分で、心にまかせぬことがあるものか」と天皇は勝手に入内じゅだいの日取まで決めてしまったのである。ここまできてはもう、どうにも仕方がなかった。
　大宮としては、余り気乗りのしない結婚である。それもひどく浅ましいことのような気がして、終日、涙に打ち沈んでいた。
「全くあの時、先帝と一緒に死んでしまえば、こんな辛い目にもあいませんでしたのに」と嘆き悲しむのである。その娘の心を哀れと思いながらも、父親は父親で又、別の望みに心をときめかしていた。
「何にしても勅命が降りた以上、仕方がないよ、まあ仰せに従うのが幸せなことだと、私は思うね。ひょっとして、もしお前に男の子でもできてごらん、お前は国母こくも、私は外祖父ってことにならないとも限らないんだから」
　父親の本心を知るにつれても大宮の心は一層、深い憂愁にとざされていった。

うきふしに沈みもやらでかわ竹の
　　世にためしなき名をや流さん

　という哀れな心境を、世間の人々もいつか聞き知って、そっと同情の心を寄せていた。
　入内の日が来たが、大宮は、中々家を出ようとしないのを、父の右大臣が無理に車に乗せたほどである。
　内裏だいりの様子は、先帝のいた当時と少しも変っていないのが、又、大宮の涙を誘った。当時の楽しかった結婚生活が、ありありと思い出されてきて、返すがえすも、我が身の不幸が偲しのばれてくるのであった。
　入内の後は、大宮は、麗景殿れいけいでんに住み、遊び好きで、政治の嫌いな天皇に、何かと政務を見る事をすすめていたという。変則な時代の犠牲者とも言える女性の一人である。


額打論がくうちろん

　永万えいまん元年の春頃から、病みつき勝ちだった天皇の容態が急変し、六月には、大蔵大輔伊岐兼盛おおくらのたいふいきのかねもりの娘に生ませた第一皇子に位を譲られた。間もなく七月、二十三歳という若さで世を去った。時に新天皇は二歳という幼な児であった。
　天皇の葬儀の夜、一寸ちょっとした争い事が起った。元々、天皇崩御の儀式として、奈良、京都の僧侶がお供をして、墓所の廻りに額がくを打つ習慣があった。それも順序が決っていて、第一が、奈良東大寺ならとうだいじ、次が興福寺こうふくじ、延暦寺えんりゃくじという順で、代々守られてきたのである。ところがこの日、何を思ったか、延暦寺の坊主が東大寺の次に延暦寺の額を打ちつけたのである。すると、おさまらないのは興福寺である。あれこれと文句をいっているところへ、興福寺では、荒くれ者で聞える坊主が二人、鎧よろいに長刀なぎなた、大刀をかいこんであっという間もなく延暦寺の額をたたき割って、「うれしや水、鳴るは滝の水、日は照るとも絶えず」と陽気にうたいながら、南都の坊主の中に引き揚げていった。


清水きよみず炎上えんじょう

　二条帝の葬儀の際の、興福寺と延暦寺の争いは、このまま治まるとは誰も思わなかったが、案の定、それから二日おいて二十九日、比叡山の僧兵が、大挙して山を下るという噂うわさが拡がった。この時誰がいい出したのか、
「何でも、後白河院が、平家追討を叡山の坊主に申付けられたって話だぞ」といったたぐいの噂が、まことしやかに、人の口から口へと語り継がれていった。
　慌あわてた平家方は、御所の囲まわりをがんじがらめに警戒し、一門は六波羅に集って、善後策を協議することになった。慌てたのは、後白河院も同じである。日頃から、平家の専横を快く思っていないだけに、アリバイが危いとばかり、早速、車をとばして、これも又六波羅へかけつけた。
　何が何だかわからないから、清盛も不安で仕方がない。日頃から、沈着冷静を以て聞える重盛だけが、「そんなばかなことがあるもんか」といって皆をなだめて廻っているが、目に見えない不安に脅かされた人達は、重盛の言葉にも耳を借そうとしなかった。
　六波羅が、てんでに右往左往している間に、叡山の僧兵は、六波羅には、見向きもせず、清水きよみず寺へ押し寄せて、またたく間に焼き払ってしまった。とにかくあっという間の出来事で、どうもこれが、例の額打の仕返しとも思われるやり方であった。
　坊主達が山に引き揚げて、漸く京の街にも生色が蘇よみがえってきたので、後白河院も、六波羅をあとにされた。平家側からお供は重盛唯一人つき従った。
「どうも、今度の後白河院の行動はふに落ちんところがあるな」
　任を果して帰ってきた重盛に、清盛が口火をきった。
「前から、くさいくさいと思っていたんだが、とにかくあの人は、余り我々のことをよくは思っていないんだから、お前なんか、うまくまるめこまれて、利用されてるんじゃないのか？」
「まったく父上は、何でもずけずけいうんですなあ、そういうことは、私だから良いようなものの、他人の前では言わない方がいいですよ。とにかく、余計な事を考える前に、もう少し行ないを慎んで、人にも親切にしてやるんですな」
　日頃、余りに傍若無人な父の行為に腹立ちを感じていた重盛は、ずけずけと、言いにくい事までいってのけた。
「全く、あいつはくそ度胸の良い男だ」
　清盛は、つくづくそう思った。
　一方後白河院の方でも、一党の面々が集って、この度の、妙な噂の出どころに就て、話が持ちあがっていた。
「どうも話がおかしいよ。平家追放なんて夢にも考えたこともないのになあ」
　院としては、極力、身の潔白を証明したいところである。けげんなお顔でそういうと、傍に控えていた西光法師さいこうほうしという男が、何食わぬ顔で、
「これも皆、天の配慮ですよ、とにかく平家の奴らは目にあまりますからね」
　と、深刻な表情をしていったので、聞いている一座の者も一寸気味が悪く、それこそ、これが禿童かぶろに聞かれでもしたらと、みんな背筋に粟あわのたつ思いをしていた。


東宮立

　その年は喪中のため即位の行事も取やめになったが、暮の二十四日、東の御方、建春門院けんしゅんもんいんの腹になる、後白河院の皇子に親王の宣旨せんじがあり、明けて、年号が変って仁安にんあんとなった。この年の十月、この皇子が東宮になられたが、何と東宮は伯父おじで六歳、天皇が甥おいで三歳という、全く政権争いの格好な道具でしかなかったのだ。
　仁安三年には、この天皇が位を伯父の東宮に譲り、新院になった。新院は五つ、天皇は八つ、西も東もわからない、いたいけな幼児たちは、この頽廃たいはいした院政の、最も大きな犠牲者だったのである。
　というのも、新しく即位した高倉たかくら天皇の母は平家の一族、清盛の義妹に当り、大納言時忠だいなごんときただは義兄である。今や、天下の政事は八歳の子供の手を離れて、ことごとく平氏の一門の思いのままになったわけで、官の任免を始めとして、清盛は、何かと、時忠を重宝がったので、彼の事を世間では、平関白へいかんぱくなどといったりしていた。


殿下でんかの乗合のりあい

　嘉応かおう元年七月十六日、後白河院が出家された。といっても、今まで通り、政務は、続けられていたから、別に変りはなかった。益々わがまま一方になる平家のやり口については、心の内で、何かとご不満を感じていられた様子だったが、それを公けにされたわけでもなく、平家の方でも当らず、さわらずといった態度で、表面は、何事もない平和な日が過ぎていった。が、事件は、思いがけないところから、口火を発することになった。
　重盛の次男で、新三位しんさんみの中将資盛すけもりは、まだ十三の腕白坊主だが、年は若くても、良い星の下に生れたおかげで、身分は高く、したい放題の事をしても、誰もとがめるものがいないから、図にのって、遊び廻っていた。
　嘉応二年十月十六日、珍しく雪が降った。たいした雪でもなかったが、退屈していた資盛は、雪にかこつけて、枯野かれのへ鷹狩たかがりに出かけていった。年頃も、同じ程度のいずれおとらぬ、腕白共を従え、京に帰ってきたのは、既に日暮れ方である。家に向う途中、摂政せっしょう藤原基房もとふさが、参内途中の行列とぱったり出喰くわしてしまった。
　何分、薄闇うすやみの中で、余り柄の良くない若僧の一隊が、天下の摂政の行列にぶつかってきたのだから、基房の家来達は、
「馬を下りろ、馬を下りろ、摂政殿下のお通りだぞ」と口々にどなりつけた。
　資盛の方は、これで一人でも、世間並みの常識を持ち合せている年輩者でもいればよかったのだが、とにかく、血気にはやる若者ばかりで、馬を下りるどころか、群になって、かけ抜けようとした。
　この傍若無人さに、かっとなった基房の家来達は、資盛一同を、馬からひきずり下すとこっぴどい目にあわせてやった。暗いさなかで、顔は、はっきり、判らなかったとはいえ、うすうす、平家の公達きんだちであることぐらいは感づいていたものの、そこは何喰わぬ顔で、日頃の、うっぷんをたたきつけたのである。
　泥だらけになって、半べそをかいて帰ってきた資盛から、わけを聞いた、これも万年腕白坊主の清盛は、かんかんになった。
「何が殿下だ、実力もないくせして、大きな面つらばかり下げて、それも、こんな子供相手に、そういう真似まねをするとは、実にけしからん。とにかく平家一族を、ばかにするのも甚しい、よし、今に何とか仕返しをしてやるぞ」と大変な興奮の仕方である。
「しかし、父上、これは、こちらにも落度があるのではありませぬか」
　重盛が、早速、なだめはじめた。
「これが、頼政よりまさとか、光基みつもととかいう、源氏の一家にやられたということになれば、我々一族の面目にもかかわりますが、とにかく、相手は、何と言っても殿下です。むしろ、これは、殿下に行き逢って、馬を下りなかった資盛の非礼を責めるべきで、全く、家来共も、気のきかないちんぴらばかりで」
　重盛は、そのときの若侍達を呼び出し、
「今後、二度とああいう無礼を働くようなら、直ぐさまくびにするぞ」
　ときつくおどかしたのであった。
　ところが、重盛の諫言かんげんなどは、馬の耳に念仏である。とにかく、腹が立って仕方のない清盛は、いずれも、腕力に覚えのある、子飼いのならず者ばかりを、各地からこっそり呼び寄せていた。
　二十一日は、高倉帝の来年の元服が決まる大事な日で、もちろん主役である基房は、参内することになっていた。清盛はその日に目をつけて、ひそかに、仕返しを企んでいたのである。
　そうとも知らず、基房は、普段よりも、行列を美々しく飾り立て、しずしずと、堀河ほりかわのあたりまでやってきた時であった。「わあっ」というときの声と共に、鎧よろいに身を固め、物々しく武装した一隊、二百余騎に囲まわりをどっと取り囲まれてしまった。元より、多勢に無勢、不意の事でもあり、基房の家来達は、右に左に追っかけ廻され、馬から引き落され、散々なぶりものにされた上に、もとどりを一人残らず切りとられてしまった。これが、清盛が命じた、秘かな使命だったのである。その上、基房の乗っている車の中へ弓のはずを突き入れたり、すだれをひきちぎったりいやがらせをやってから、意気揚々と引き上げていった。
　基房は、涙ながらに、漸く車をひかせて、とぼとぼと邸に引き返した。
　この知らせに、清盛は喜ぶまいことか、手をうって笑いがとまらなかった。
「あいつが、車の中で、どんな顔をしていたかと思うと、おかしくてならぬ。蔵人大夫くらんどのたいふのもとどりを切る時、これは基房のもとどりのつもりだと言ったって、そいつは愉快だ。とにかく、こんな、気持の良い事は又とありゃせん。ざまあみやがれ、天下の平家に楯たてつくとどうなるってことがこれで、よくわかった筈はずじゃ」
　重盛もこの噂うわさを聞いてびっくりした。清盛に賞められて、有頂天になっていた関係者を呼びよせると、即座に、くびにして追い出してしまった。
　更に、息子の資盛には、
「争いのもとは、皆お前の不行届きだ、少し田舎いなかに行って頭でも冷してこい」
　といって、伊勢国いせのくにへ追いやってしまった。さすがに重盛だけの事はあると、彼一人でやっと平家の不評をとりもどした。


鹿ヶ谷ししがたに

　思い掛けぬ出来事があって、天皇元服の決め事も伸びのびになっていたが、二十五日に無事に行われた。基房は、太政大臣に昇任したが、何となく割り切れない昇級でもあった。
　年も明けて、嘉応三年正月、無事に元服が済み、清盛の娘の徳子とくこ（後の建礼門院）が十五歳で女御になった。
　内大臣、左大将、藤原師長もろながが、左大将を辞任した。この顕職の後釜あとがまをねらって、猛烈な就職運動が始ったのである。即ち、徳大寺大納言実定とくだいじのだいなごんじってい、花山院中納言兼雅かざんいんのちゅうなごんかねまさ、新大納言成親しんだいなごんなりちか（故中御門藤中納言家成の三男）の三人がそれぞれ名乗りをあげていたが、中でも、家柄はよし、才能もあり、末は大臣大将と噂されていたのは徳大寺大納言で、いわば本命であった。
　後白河院の後楯うしろだてがあるものの、どうも形勢不利とみて、この上は、天の助けにすがるよりほかはないと思い立った成親は、男山おとこやまの石清水八幡宮いわしみずはちまんぐうに、百人の坊主を頼んで、七日間、大般若経だいはんにゃきょうを、読経させた。その最中、八幡宮の一隅にある、甲良大明神こうらだいみょうじんの前の橘たちばなの木に山鳩やまばとが三羽とんでくると、お互に食い殺し合って死んでしまった。とにかく鳩は、八幡大菩薩だいぼさつの第一の使者と信じられているので皆薄気味悪がって、早速、占いをたててみると、
「天下騒乱の気配濃厚、臣下はよろしく謹慎すべし」
　ということである。
　成親は、これでこりたかと思ったが、占いよりも現実の官位に余程執着があるらしく、今度は夜になると、賀茂かもの上社かみやしろへ七日続けて参詣を始めた。七日目の晩、家で寝ていると夢をみた。上社の御宝殿ごほうでんの戸が開いて、さわやかな声がした。

桜花かもの川風うらむなよ
　　散るをばえこそとどめざりけれ

　という歌がきこえてきた。これだけとめだてされても成親の野望は、一層激しくなるばかりである。今度は、御宝殿後の大杉の洞穴ほらあなに祈祷師を一人とじこめて、大願成就を百日祈らせた。すると、ある日、轟とどろく様な雷が鳴り出したかと思うと、たちまち大杉に落ちかかり、そのために、社殿の方へ燃え移りそうになったため、神官達がかけつけ、漸く事なきを得た。怒ったのは神官達で、外の騒ぎもものかは、未だに祈祷を続けている祈祷師を、洞穴から引ずり出すと、文句も言わせず、追い出してしまった。これだけ、手を尽した猛運動にも拘かかわらず、ふたをあけてみると、それは、成親の思惑おもわくをはるかに通り越したものであった。左大将は大納言右大将の重盛がなり、中納言宗盛は、一躍右大将になっていた。とにかく当時の人事は、全く平家の独壇場であり、摂政関白の意向はもちろん、後白河院さえ無視されていた状態だったから、結果としては、むしろ、当然過ぎるほどの任命だった。
　唯誰もがその任官を、疑いなく思っていた徳大寺大納言は、さすがに、平家専横の世界に愛想がつきたのか大納言をやめて、家にひきこもってしまった。
　一方、成親の不満はつのるばかりであった。席次が上の徳大寺大納言や花山院に先を越されることは、彼としても仕方ないとは思っていたものの、宗盛が右大将になるだけは、どうにも我慢のならない事実であった。彼の気持の中に、平家への憎悪が次第に厚みをなし、幅をひろげ、形を整えてくるのは、或は、当然の事だったかも知れない。しかし、世間はそうばかりもみないもので、むしろ、今までの成親が平家から受けた恩義の数々をあげ、重盛とは、平治の乱以来、因縁浅からぬ関係にある事を言い立て、彼の現実的なえげつなさを責めるのであった。
　ところで、成親と、動機こそ違え、志を同じくする者は、まだ幾人かあった。彼らがいつも好んで寄り集りの場所にしたのは、鹿ヶ谷ししがたににある、これも同志の一人俊寛しゅんかんの山荘である。ここは、東山のふもとにあり、後は三井寺に続いた、要害堅固なところで、こういった陰謀を企むには、まさにもってこいの場所だったのである。
　ある晩、後白河院が、お忍びでここにお出でになり、話がいつか、平家に対する不満から次第に、平家を葬る具体的な話になりそうになってきた。後白河院のお供で席に連っていた浄憲法印じょうけんほういんは思慮深い男であったから、
「まだこの種の話し合いはすべきではない。それに、こう人数が多くては、どんな事でもれるかわからない。とにかく、事は慎重にはかるべきだ」
　と一座を眺め廻していった。おたがいが、まだ腹のさぐり合いをしている最中だから、浄憲の言葉は、尤もっともなのだが、他の連中は、何となくしゃくにさわる。成親などは、顔面蒼白そうはくになって立ち上り、浄憲につめ寄ろうとした拍子に、着物の袖がふれて前にあった瓶子へいしが倒れた。
「どうしたんだ、成親」
　後白河院も、座の白しらけた様子に、少し腹立しそうに成親に言った。
「いやあ、平氏が倒れたのです。目出度い事ではありませぬか」
　当意即妙の思いつきである。途端に、院の顔色がさっと晴れやかになった。
「何か茶番でもやらぬか」
　院のお声がかりで、平判官康頼へいはんがんやすよりがついと前へ出てきた。
「余りに、へいしが多過ぎて、酔いの廻るの早いこと」
「はて、さて、どうしたものじゃろうか」
　俊寛が直ぐ後をうけていった。
「首を取るのが一番じゃ」
　西光さいこう法師は、そういうとたちまち、瓶子の頭を切り落してしまった。
　これには、一座が拍手かっさいで、後白河院もすこぶる機嫌がよかった。浄憲だけが、余りの他愛のなさに、怒りもできず、押し黙っているだけであった。
　これまでのところ、名前のわかっている陰謀荷担者は、近江おうみの中将入道蓮浄れんじょう俗名成正なりまさ、法勝寺執行ほっしょうじのしゅぎょう俊寛僧都そうず、山城守基兼やましろのかみもとかね、式部大輔雅綱しきぶのたいふまさつな、平判官康頼、宗判官信房そうはんがんのぶふさ、新平判官資行しんへいはんがんすけゆき、摂津国せっつのくに源氏多田蔵人行綱ただのくらんどゆきつなといった連中で、他に北面の武士が多かった。
　この中で、俊寛というのは、京極源大納言雅俊きょうごくのげんだいなごんがしゅんの孫であるが、この雅俊が、奇行の多い変人として知られていた。武士でもないのに、気性の激しい、怒りっぽい男で、むしゃくしゃしてくると、自分の屋敷の前に人を通させないというような、とにかく変った男だった。この祖父の血は、俊寛にも脈々とつづいていたらしく、僧侶といっても、頭を丸めているだけの話で、彼は荒々しい気性と言い、人を喰くった傲慢ごうまんさと言い、祖父そっくりで、陰謀好きの事件屋であった。
　この謀みに多く加わっていた北面の武士とは、白河院の時に始めて置かれたものだが、この時代になると、相当羽振りをきかしたもので、中には、五位以上に叙せられ、昇殿を許された者もあり、公卿を公卿とも思わぬ連中が多かった。中には、知勇に優れ、実力で地位をかためてゆく者も何人かあったが、故少納言入道信西しょうなごんにゅうどうしんぜいの家来で師光もろみつ、成景なりかげ等も、ひときわ目立った才能のある武士で、それぞれ、左衛門尉さえもんのじょう、右衛門尉になったが、信西が殺された時、同時に出家して名を改めた。この師光が、西光であり、成景が西景さいけいである。


鵜川うかわの軍いくさ

　安元あんげん三年三月五日、藤原師長もろながは太政大臣、その後を重盛が襲って内大臣に任命された。当然内大臣になるべき、大納言定房さだふさを越えての栄進であった。
　ところで話は二年程さかのぼって安元元年加賀守かがのかみに任ぜられた師高もろたかという男があった。彼は例の西光の息子である。この男、人を人とも思わぬ暴君で、加賀国一円に暴政の限りをつくし、悪評ふんぷんたるものがあった。ところでこの弟の師経もろつねが、又兄貴に輪をかけたような乱暴者で、加賀の代官に任ぜられた時、鵜川という山寺で、僧侶がお湯を沸かして浴びていたのをみつけると、あっというまに、入りこんできて、僧を追い出し、自分が浴びたあとで、馬を洗わせるような事をやった。
　怒った坊主達は、不法侵入をなじって、追い出そうとしたが、師経の方も、意地になっているから、弓矢にかけてもと頑張って動こうとしない。坊主達も今はこれまでと、たちまち、射合い斬り合いが始ったが、師経の馬が脚を折り、どうも戦況も不利なので、師経は一先ず、総勢を収めて、退却した。夜に入ると、今度は新たな加勢を千余人引連れ、一つ残らず、寺の内を焼き払って揚々と引揚げた。
　寺をやかれて、このままおめおめ引下る山寺の坊主ではない。まして鵜川は、加賀国にその由緒ゆいしょも古い、白山はくさん神社の末寺なのだ。
　七月九日の暮方、白山三社八院から成る二千余の僧兵は、智釈ちしゃく、覚明かくみょう、宝台坊ほうだいぼう、正智しょうち、学音といった、全寺きっての老僧を先頭に、師経の館やかた目指して押し寄せてきたのである。
　明日の夜明けを待って総攻撃という事に決った。面々は、唯じっと静まり返ったまま時の過ぎるのを待っている。暗い闇の中に、時折、稲妻いなずまが走る。その度にかぶとの星が、夜目にもはっきりと、きらりきらりと輝くだけで、人のそよとも動く気配も感じられないのが、一層、不気味さを誘う。
　館の高窓から、この様子をちらりと見た師経は、戦わぬ先に臆病風を起し、こっそり夜逃げして京へ行ってしまった。
　あくる朝、待ちかねた一同が館まできてみると、中はも抜けのからである。人の子一人姿が見えない。歯ぎしりして口惜しがった僧兵達は白山中宮ちゅうぐうの神輿みこしをふり立てると、山門に訴えようと、比叡山に行進を開始した。昼夜兼行の強行軍で八月十二日、比叡山の東坂本ひがしさかもとに神輿が到着すると、何の前ぶれか、北の空から雷鳴が轟とどろき、いつか都の空にも拡がり、雪が降り出して、みるみる、山上から、洛中くまなく真白になってしまった。
　白山の神輿を迎えて、いやが上にも、士気のたかまってきた比叡山三千の僧、及び白山七社の神官達は、日夜、祈祷に専念すると同時に、師高の流罪、師経の禁獄という、二大要求を掲げて、朝廷に早期裁決を迫った。しかし、その裁断は、一日伸ばしに伸びて、一向にご沙汰の様子がなかった。心ある公卿等も、陰では、成行きを心配し、
「とにかく、敵に廻したら、うるさい山門の事だし、昔から、山門の事では、幾多の重臣が、ひどい目にあってるんだから、師高ぐらいの人間なら、さっさと、山門の要求を容いれてしまえばいいのに」
　と、言う意見もあるのだが、なまじ公けに事を持出すと、どんな目に遭あうかも知れず、我が身可愛さに、みんな口をつぐんでいるのであった。


願立がんだて

　藤原氏の専横を抑え、院政の始りを開いた程の、豪気な帝であった故白河院が、
「賀茂川の水、双六すごろくの骰さい、比叡の山法師、これだけは、いかな私でも手に負えない」
　といって嘆いたという話がある。山門の横暴振りは他にも伝わっている。
　鳥羽院の時、白山平泉寺はくさんへいせんじを比叡山が、しきりに欲しがったことがあった。余り無理な願いであったから、あわや、却下と思われたが、大江匡房おおえのまさふさが、法皇を諫いさめて、
「お断りになってもようございますが、もしも、山門の僧兵共が、神輿みこしを先頭に攻めてきたら、如何いかがなさいますか、面倒な事になるかも知れません、それならいっそ、聞き入れてやった方が」
　と、山門に刃向う、ばからしさを説いたので、法皇も気が変り、
「全く、山門が相手では、どうしようもない」といって許したのである。
　山門の威力に就ては、こんな話もある。
　それは、嘉保かほう二年の事であるが、美濃守みののかみ源義綱よしつなという男が、叡山の僧であった円応を殺した事件があった。早速、叡山側から、日吉ひえの社司、延暦寺の寺官等、三十余人が、訴状を持って、当時の関白、藤原師通もろみちの許へ脅迫にやってきた。関白は、権少輔頼春ごんのしょうよりはるという侍に命じて、武力で追っ払えと命令を下した。突然の武力の応酬に、殺される者、傷を負う者が続出、山門の使いは、ほうほうの態で逃げ帰った。これを聞いた、山門の幹部達が事の子細を、朝廷に直訴にやってくると聞いた関白は、再び、武士、検非違使けびいしに先手を打たせ、都に入らぬ先に、追い返してしまった。
　いよいよ怒った山門の衆徒達は、今は、唯、憎い関白を、祈り殺せとばかり、七社の神輿を、根本中堂こんぽんちゅうどうに振上げて、その前で七日間、大般若経だいはんにゃきょうを読み続けた。最後の日になると、仲胤法印ちゅういんほういんという僧が立ち、おそろしい声で、
「われらの神よ、何卒、御二条ごにじょうの関白に、かぶら矢を当てて下さい。何卒お願い申します、八王子権現はちおうじごんげんの神よ」
　といって願った。
　その晩不思議な夢を見た人があって、八王子権現の社から、かぶら矢の放たれる音がしたとみる間に、京の御所を指してとんでいったというのである。ところがもっと不思議な事には、翌朝、関白の家の格子こうしをあけると、今、山からとれたばかりとしか思えない樒しきみが、一枝置かれていた。従来、不吉な木である樒が関白の家の前にあったことは、たちまち、京都中の評判になったが、その噂も広まらぬ先に関白は重い病にかかり、明日あすをも知れぬ身となってしまった。今更、山王の祟たたりの恐しさをまのあたりにみて、関白の母である摂政藤原師実もろざねの妻は、もういても立ってもいられない気持である。ある日こっそり、身をやつして日吉の社にこもって、七日七晩、祈り続けた。願が、かなえられた暁には、芝田楽しばでんがくを百回、百番のひとつもの（祭礼の行列で、一様の装束をしたもの）、競馬くらべうま、流鏑馬やぶさめ、相撲すもうをそれぞれ百、仁王講にんおうこうを百座設け、薬師講やくしこうを百座、親指と中指の長さの薬師百体、等身大のもの百体、並びに釈迦しゃか、阿弥陀あみだの像をそれぞれ造立ぞうりゅう寄進するという条件であった。その上、心中には、尚なおひそかに、願立てたことがあったが、それは、内深くひめて表には出さないでいた。
　満願の夜、八王子の社の参詣人の一人で、奥州の方から上京してきた少年が、突然、気を失って倒れた。人々がいろいろ手を尽して介抱すると、まもなく息を吹き返したが、今度は、よろよろっと起き上ると、人々の呆然ぼうぜんとした顔を尻目しりめに、舞を舞い始めた。舞うこと半時間ばかりすると、山王の神がのり移ったのか、少年は、不思議なご託宣を述べるのであった。
「皆様方よ、確かにお聞き下さい。関白殿の母上様は、今日で七日、この社におこもりになった。それは知っての通り関白の命乞いに来たので、この際母上には、三つばかり、願立てをされたのです。それは、一つは、この社の下段にこもっている片輪に混って、一千日の間、山王に仕えようというお心なのです。殿下の母であり、摂政の妻ともある高貴の人が、こういう思いきった気持になる程、母の愛は強いものなのでしょう、それにしても又何とあわれな事でございましょう。二つ目には、大宮おおみや橋のたもとから八王子のお社まで、廻廊を作って寄進すると申されているのです。三千人の大衆が、参詣の時、雨降りや、日照りに悩まされる事もなくなって、どんなに助かる事でしょう。三つ目には、殿下のお命が長らえた時には法華経ほっけきょうの講読を毎日、一日の休みなく行わせましょうというのです。この三つどれも中々大ていな事ではありませんが、先の二つはともかく、法華講だけは是非やって貰いたいものです。とは言え、今度の訴訟は、お取上げ下さればわけない事だったのを、中々お許しにならなくて、そのため、神官や、宮仕えの者が殺され傷を負って、泣くなく山王に訴え出た様子をみると、どうにも、気の毒で忘れられないのです。その上、彼らが受けた傷は、実は、和光垂跡わこうすいじゃく（神仏が姿を変えてこの世に現れ出ること）のお肌に当ったので、そのしるしにこれごらん下さい」
　肩を脱いだところをみると、左の脇わきの下に、大きなかわらけほどの傷口があるのだった。巫子みこは言葉を継いで、
「というわけで、母上の願は尤もっともなことですが、もし法華講をきっとやってくれるというならば、三年だけは、命を助けてあげましょう。しかしそれ以上のことは、私としても力及ばぬことです」
　そこまでいうと、山王のご託宣は終った。関白の母は、もちろん、心中ひそかに、願立てたことで、人にもらした覚えもなかったから、疑うことなくご託宣をうけ入れた。
「たとえ一日でも、命を伸ばして下さったら有難い事でございますのに、三年とは、何と嬉しい有難い話でございます」
　と感激の涙を流して都へ帰っていった。早速、関白領であった、紀伊国きいのくに、田中庄たなかのしょうを、八王子に寄付された。今日まで、法華経が八王子の社で絶えないのは、そのためだとも言われている。
　関白師通は、間もなく病気が回復した。が、三年という限られた月日は、またたく間に過ぎ、永長えいちょう二年六月二十七日、髪の生え際にできた、できもののために、三十八歳という若さで、惜しまれつつこの世を去った。
　山門に刃向う事の恐しさをまざまざと見せつけられた事件であった。


御輿振みこしぶり

　加賀守師高、目代師経の断罪を度々叫び続けていたのにも拘らず、一向に沙汰のないのにしびれを切らした山門の僧兵達は、再び実力で、事を処理する決心を固めた。
　折柄行われる予定の日吉ひえの祭礼をとりやめると、安元あんげん三年四月、御輿を陣頭に京へくり出して来た。賀茂の河原から、法成寺ほうじょうじの一角に兵をくり出し、御所を東北から囲む体形で迫ってきた。京の街々辻々には、坊主、神官、その他、各寺、神社に仕える者達がはしくれに至るまで、都大路をぎっしり埋めていた。神輿は、折柄の朝日を受けて、輝くばかりのきらびやかさで、人目をうばうばかりである。事に驚いた朝廷側からは、早速、源平両家の大将軍に、出陣の命令を送った。
　平家方からは、左大将重盛が三千余騎で、陽明ようめい、待賢たいけん、郁芳ゆうほうの三門を固め、宗盛、知盛とももり以下の諸将は、西南の守備に就いた。一方、北門は、大内だいだい守護の職にあった源三位頼政げんざんみよりまさが、僅か三百余騎の手兵を持って守っていたが、何分、広さは広し、人数は少いので、自然まばらな配置になるのも無理のないことであった。
　この北門守備の手薄に目をつけた僧兵は、ここから、神輿を入れようと、攻勢を開始した。ところが、頼政は智力勇気共に備わった一筋縄ではいかぬ男であったから、この形勢をみると俄にわかに馬から下り、兜かぶとを脱ぎ、手を洗い清めると、うやうやしい態度で、神輿に拝礼した。総大将のする様子をみて、三百騎の家来どもも、それぞれ、礼をつくして神輿を拝んだ。僧兵は、予想もしなかったこの光景に、しばし呆然ぼうぜんと立ちすくんでいると、頼政の軍から、一きわ華はなやかに鎧よろいをつけた男が、進み出てきて、神輿の前に跪ひざまずくと主人からの口上を、力強い声で述べたてた。
「暫く、山門の方々お聞き下されい、主人頼政が、皆様方に申し上げたい事を言いつかって参ったものでございます。この度の山門の方々のお訴えは、まことに、理由のある尤もっともな事なのを、今の今までお取上げにならない、お上の態度には、私自身も、そして世間もともどもに、残念に思っていたのですが、不幸にもこういう事態になり、神輿をお通ししたいのは山々でございますが、何分頼政の兵は少なく、この頼政が明けて通したとあっては、後々、山門の貴方方がどんな風に言われるかもわかりません。又私といたしましても、易々やすやすと門を明けることは、勅命にもそむく事であり、と言って、年来、信仰して居ります山王様に弓矢をひいたとあっては、どのような罰を蒙ります事やら、弓矢の道も捨てねばならぬ次第ともなり、いずれにしても、この苦しい胸の内をどういたそうかと迷っているのです。ただ東の陣は、小松殿が多勢の軍勢で固めておられますので、そちらからお入り下されば、全てが救われるのではないかと思うのですが」
　使者の言葉に、僧兵一同、暫くためらっていた。若い者の中には、
「何も遠慮することはない、さっさと入ってしまおう」
　というものも多かったが、中に、雄弁家として知られた老僧、豪運ごううんが、
「頼政殿のいうところ、まことに尤もである。われわれとしても、神輿を陣頭に、訴えにやってきたのだから、多勢の中を打ち破って通ってこそ、始めて、後々まで評判が残ろうというものだ。頼政殿は、清和せいわ源氏の嫡流ちゃくりゅうで、武芸はもとより、文武両道に優れた得難いお人、かつて近衛院の頃、お歌会で、深山みやまの花という即題に、

深山木のそのこずえともみえざりし
　　桜は花にあらわれにけり

　と即座に、お答え申し上げた程の風流のたしなみも一方ならぬお人じゃ。これ程の人物に、いかに時が時だといっても、恥を与えて、神輿を通すことができようか、さあ皆の者、もう一度、神輿をかついで他に廻ることにいたそう」
　豪運の名調子には数千人の僧兵の内、誰一人異議をはさむ者もなかった。神輿をかついで今度は、重盛の固める待賢門に向って行軍を始めたのである。
　待賢門から神輿を乗り入れようとすると、ここでは、待ってましたとばかり、平家の兵達が、一斉に弓を射たので、神輿にも、何本か矢が当り、僧兵達は、射殺されるもの、傷を負う者が続出した。さながら、阿鼻叫喚あびきょうかんのちまたで、この圧倒的に優勢な兵力の前には、さしもの僧兵も、神輿を振り捨てると、一目散に、比叡の山へ帰っていった。


内裏だいり炎上えんじょう

　僧兵の引揚げた後、取り残された神輿について、俄かに、公卿会議が開かれた。とにかく、いささか、不気味なお土産みやげだけに、いくたの論議が繰り返されたが、結局、保延ほうえん四年神輿入洛じゅらくの前例にならって、祇園の神社に奉置することに話が決まり、夕刻を選んで、祇園別当、澄憲ちょうけんの手で、祇園の社に入った。神輿に突き刺った矢は神官が抜いた。昔から、山門の僧兵を先頭に、都に押しかけたことは、何度かあったが、今度のように、神輿に矢が当ったのは始めてのことであった。それだけに、一般の庶民はもちろん、殿上人の中にも山王の祟りを恐れて、戦々兢々せんせんきょうきょうとする者が多かった。
　その日が明けて十四日の夜、今度は又々、山門の僧兵が、大挙して、都に攻め寄せるという風説が広まった。
　これに恐れをなした朝廷方は、先ず、主上が、御輿にのって、法住寺殿ほうじゅうじどの（院のお住居）へ、続いて、中宮は牛車に乗って跡を追い、それぞれ身分の高い宮々、公卿、殿上人もあちこちに避難することになった。重盛は、直衣なおしに弓矢を負い、維盛は束帯にこれも弓矢をつけ、ものものしいいで立ちでつき従った。この急の御所の移転さわぎには、京都の町中の者も驚きあわて、家財道具を持って逃げ出す者まで出てくる始末であった。
　一方叡山では、早速、今度の手痛い打撃に就て、報復するための会議が開かれた。これ程の恥を蒙った上はもう遠慮もへちまもない。叡山の大宮おおみや以下、諸堂全てを焼払って、全山、叡山を立ち退こうという強硬論が、勝ちを占め、評議一決した時、法皇の使者に立てられた、当時、左衛門督さえもんのかみの平時忠が、風雲渦巻く叡山に、数人の供を連れただけで乗りこんできた。「時忠来たる」の報に興奮した僧の中には、
「冠なんかうちおとして、ふんじばって、湖に沈めてしまえ」
　などという者も現れ、今にも、時忠にとびかからんとする気配であった。時忠は、しかし、少しも騒がず、落着いた物腰で、言い放った。
「方々、暫くお静まりを、一言申上げたい事があります」
　と懐中から、懐紙と硯すずりを取出し、さらさらと何事か書き終ると、山門の僧兵達に渡した。取上げてそれをみると、
「貴僧らが乱暴狼藉ろうぜきを働くのは、これ全て、魔性ましょうのしわざであり、主上がこれに対しておとめだてなさるのは、あくまで不動明王ふどうみょうおうの加護に依て、仏の道に導き参らせたいという有難いご趣旨から出たことである」
　と書かれていた。
　坊主達は、この道理の正しさには、返す言葉もなく、
「尤もな事じゃ」と口々にいいながら、散っていってしまった。
　とにかく、怒れる僧兵三千を相手に、たった一枚の紙で、これを押えてしまった時忠の偉さは、一躍評判になった。と同時に、普段は、うるさい事をいい立て、乱暴を働く坊主も、道理はわきまえていたのだと、これも又評判がよかった。
　二十日には、師高、師経の裁判が、花山院中納言の手で開かれ、師高は尾張に流罪るざい、師経は禁獄に処せられ、更に、神輿に矢を射た重盛の家来六人も獄につながれた。これで僧兵の要求通り、事件は落着したかにみえたが、実にそのあとに、尤も恐るべき事件が発生したのである。
　四月二十八日の夜、樋口富小路ひぐちとみのこうじから火が出た。折からの東南の風にあふられて、大車輪のような炎が、三町、五町は難なくとびこえて西北の方角へ、はすかいにはすかいにとんでいく。その恐しさは、とても恐ろしいなどと言えるものではなかった。神社、仏閣、貴族の邸宅をみるみるうちになめつくし、京の街々を、はいずり廻った火は、その勢で御所に向い、朱雀門に先ず飛び火し、またたく間に、全内裏だいり中を焼きつくしてしまった。家々に重代伝わる家宝のたぐいは勿論、日記も、書類も、持出す暇はなく、全て灰燼かいじんに帰した。
　この大火事は、人々の胸に、あの神輿の一件を新たに思い出させるのに十分だった。ある人などは、手に手に松明たいまつをもった大猿、二、三千匹が、叡山から下りて焼打ちしたのだとまことしやかなうわさをする人もいたくらいである。


第二巻


座主ざす流ながし

　治承元年五月五日、叡山の座主、明雲めいうん大僧正は、宮中の出入りを差しとめられた。同時に、天皇平安の祈りを捧げるために預っていた、如意輪観音にょいりんかんのんの本尊も取上げられた。更に検非違使庁けびいしのちょうを通じて、神輿を振り上げて、都へ押し寄せた張本人を摘発せよという命令もきていた。
　こうした、矢次ぎ早の朝廷の強硬策は、先の京の大火事に原因と理由があったろうが、もう一つには、とかく、法皇の信任厚い西光さいこう法師が、あることないこと、山門の不利になることばかりを、後白河法皇に告げ口したためであった。そのため、法皇は、ひどく山門に対する心証を害されているようだった。
　唯ならぬ事態の変化を読み取って明雲は、早やばやと、天台座主てんだいざすを辞任してしまった。
　変って、鳥羽天皇第七皇子、覚快かくかい法親王が、天台座主となった。
　その同じ日に明雲は、前座主の職を取上げられた上に、監視までつけられ、水さえもろくろくのまされず、まるで罪人扱いであった。
　十八日には、この明雲の処遇問題に就ての会議が開かれた。
　誰もが、法皇の前をはばかって、これという意見を出す者がなかったが、一人、左大弁宰相さだいべんのさいしょうの藤原長方ながかたがひざをのり出し、
「法律家の意見に依れば、死罪を一等減じて、流罪ということになっている様でございますが、とにかく、前座主、明雲大僧正は、他の者とは事変り、その学問の深さ、天台、真言両宗を会得した当代稀なる名僧で、行ないは清浄、戒律を破った事のない徳高い人です。その上、我々にとっては、お経の師でもあり、高倉帝には法華経を授けられた師でもあります。これ程の人を流罪にする事は、決して穏便な事ではござりません。何卒、もう一度お考え直しになった方が良いのではありますまいか」
　と、苦々にがにがしげな顔を一層硬ばらせている法皇の前で、恐るる色もなく述べたてた。
　一座の者も誰一人反対する者はなく、我も我もと賛成したのだが、しかし、法皇のお憤いきどおりは、寵臣から焚たきつけられているだけに根深いものがあり、誰一人法皇の心を柔らげる事ができなかった。清盛も、何とか、法皇の気持をとりなそうと参内したけれど、風邪かぜ気だからと体のいい玄関払いを喰くらう始末で、この一件だけは、徹頭徹尾、法皇の無理が通ってしまった。
　ここに前代未聞の座主の流罪が決ったのである。明雲大僧正は、僧籍をとりあげられ、俗人の扱いをうけ、大納言大夫藤井松枝ふじいのまつえだという俗名をつけられ、伊豆国いずのくにへ流される事になった。
　この明雲大僧正は、久我大納言顕通こがのだいなごんあきみちの子で、仁安にんあん元年座主となり、当時天下第一と言われる程の智識と高徳を備えた人で、上からも下からも、尊敬されていた人だったが、ある時、陰陽師おんようしの安倍泰親あべのやすちかが、
「これ程、智識のある人にしては不思議だが、明雲の名は、上に日月、下に雲と、行末の思いやられるお名前だ」
　といったことがあったが、今になってみると、その言葉もある程度うなずけるものがある。
　二十一日は、座主の京都追放の日であった。執行役人に追い立てられながら、座主は泣くなく京をあとにして、一先ず、一切経谷にある草庵に入った。二十三日がいよいよ、東国伊豆に向って出発する日である。さすがに日頃住みなれた都を離れ、恐らくは二度と、帰れぬであろう関東への旅に立つ大僧正の心の内には、様々の想念が渦巻いていた。
　一行は、夜あけがた京都を立ち、やがて、もう大津の打出の浜にまで来た。そこからは、比叡の山の青葉若葉の萌もえたつような色どりの中に文殊楼もんじゅろうの軒端のきばが白々とみえる。朝夕なれ親しんできた、その姿をみると、座主の目は忽ち涙でかき曇ってしまい、それからは二度と顔をあげて振り返ろうとしなかった。澄憲法印は、余りにも痛わしい座主の嘆きをみかねて、粟津あわづまで送ってきた。しかしどこまでも送っていくわけにもいかないので、そこで別れを告げることにした。澄憲の気持に感激した座主は、年来、心中にあった一心三観の教義――これは釈迦相伝の大事なもの――を伝授された。もちろん、澄憲はこれを大切に心中におさめて帰京したのである。
　山門ではこの度の沙汰は不満どころか、全山、憤慨の極にあった。それも西光法師親子の告げ口のせいだとばかり、西光法師親子の命をとり給えと呪い続けていた。
　いよいよ座主が伊豆送りされた二十三日、山門では、大会議が開かれていた。
「初代義真ぎしんより今日まで五十五代、座主が流罪になるなどという不法は行われなかった。いかにこの様な乱世末世の時代とはいえ、栄えある当山をないがしろにするやり方だ。即刻座主をうばい返そう」
　勢の良いこれらの言葉はまるで、はやてのように全山に拡がり、われもわれもと、わめき声をあげて、東坂本にかけ下りてきたのである。ここで再び会議が開かれた。
「とにかくここにいる誰もが、粟津に行って、座主を取り戻したいと思っているのは確かだが、役人がついている以上、果して無事に取り返せるかどうかが心配だ。それには先ず、山王権現のお力を借りる以外に手がない。もし我々を助けて、無事に座主を取戻せるものなら、先ずここでその兆しるしをみせて頂こう」
　という提案で、老僧達は一心不乱に祈り始めた。すると、山門に使われている鶴丸つるまるという少年が、急に体中から汗をふき出して苦しみ始めた。
「私に十禅師権現じゅうぜんじごんげんがのり移ったのです。どんな事があっても当山の座主を他国へ追いやる事は許せません。そんな事になっては、私がこのふもとに神として祭られていても、何の意味もない事です」
　左右の袖を顔にあてはらはらと涙を流す。この不思議さに、
「お前が本当に、十禅師権現だというのなら、私共が証拠の品を渡すから、元の持主に返してみるがいい」
　と老僧四、五百人の手にした数珠じゅずを、床の上に投げあげた。少年は走り廻って拾い集めると、一つの間違いもなく持主に返した。ここに、全山の衆徒は勇気百倍し、座主を取り戻す決意を新たにしたのである。
「これ程の神のご加護があるならば、恐るることはない。命をかけても、座主を連れ戻そう」
　海からも山からも、座主の跡を追いかけてくる、雲霞うんかの如き衆徒の群に肝きもをつぶした護送役人は、座主をうっちゃって、命からがら逃げ出してしまった。
　驚いたのは、明雲大僧正である。元々、道理一点ばりの人だからここに及んでも、喜ぶより先に、この事件の行末を気にかけていた。
「私は、法皇の勅勘を受けて流される罪人なのですから、少しも早く、都の内を追い出されて、先を急がねばならぬ身です。お志は有難いが、貴方あなた方に迷惑はかけたくない、早くお引き取り下さい」
　と言う。しかし、このくらいで引き下る衆徒ではない。何が何でも山に戻って貰わねば、山の名誉にもかかわるとばかり、座主の決意を促した。
「家を出て山門に入ってからというもの、専ら、国家の平和を祈り、衆徒の皆さんをも大切にしてきたつもりですし、我が身にあやまちがあろうとは思われず、この度の事でも、私は、人をも神仏をも誰一人お恨み申してはおりません。それにしても、ここまで追いかけてきて下さった衆徒の皆さんの志を思うと、何とお礼を申し上げてよいものやら」
　後は唯涙をぬぐうばかりで、荒くれ男の多い衆徒達も一様に涙を誘われた。
「とにかく早くこれにおのり下さい」
　衆徒の一人がせきたてると、
「いや昔は三千の衆徒の上に立つ主でも今は罪人の私、輿こしなどはもったいない。たとえのぼるにしてもわらじばきで、貴方方と一緒に」
　といって輿にも乗ろうとしない。すると先程からこの様子にみかねたのか、西塔さいとうの阿闍梨あじゃりで、祐慶ゆうけいという、名うての荒法師が、白柄の大長刀おおなぎなたを杖について、七尺の長身を波うたせながら、人の列をかきわけて前に出てくると、
　座主に向って、
「そう理屈ばかり仰有おっしゃるから、今度のような事にもお遭あいになるのですよ。とにかく、さっさと乗って下さいよ」
　とせかせたので、座主も、今はと諦めて、御輿に乗った。
　無事に座主を取り戻した嬉しさに、衆徒一同は喜び勇んで、けわしい山道も難なく越えて、叡山へ帰ったのである。
　叡山に戻った明雲前座主を一先ず、大講堂の庭に置くと、再び会議が開かれた。
「勅勘を蒙って流罪と決まった前座主を取り戻したはいいが、果して再び座主として我らの頭上に頂くべきであろうか？　一体如何いかがいたしたものであろう？」
　これを聞いて先の祐慶は、再び前に進み出ると、かっと見開いた両眼から、はらはらと涙をこぼしながら、
「皆の方々、よく承れ、この叡山はそもそも日本に二つとない霊地であり、鎮護国家の道場である。当山の衆徒の意見は、世間からも尊重され、決してあなどられた例ためしはない。まして、高貴高徳の人である三千の衆徒の主が、無実の罪をうけた事は、当山はもちろん、世の人々が、憤ってやまない事なのじゃ。この罪なき人を、何で主と崇めて悪いことがあろうか、もし、又これがため、朝廷よりおとがめある時は、この祐慶喜んで罪に服すつもりでいるのじゃ」
　全山に轟とどろくばかりの大音声だいおんじょうは、山々の峰にこだまして、なみいる大衆の心をゆさぶった。前座主は、東塔の南谷みなみだに、妙光坊に入られる事になった。これ程有徳の人物でも、たまには災難にあわれることもあるのである。


西光被斬さいこうがきられ

　山門の衆徒が、前座主ざすの流罪を妨害して、山へ連れ戻した知らせは、後白河法皇をひどく怒らせた。
「山門の大衆どもは、勅命を何と心得えて、このように言語道断のことをするのだろうか？」
　側に侍はべっていた西光法師も、前座主帰山の知らせに何か手をうたなくてはと、考えていた矢先だから、ここぞとばかり、一ひざ進めると、
「山門の奴らの横暴な振舞は今に始った事ではございませぬが、此度は又以ての他の狼藉ろうぜき振り、これは余程、厳重な処分をいたさねば、後々までも禍根は絶たれぬものと思います」
　したり顔に申し上げた。とにかく讒臣ざんしんは国を乱すということわざがあるが、西光らもその良い例で、何かと、自分の都合のよいように法皇の心を引き廻していたともいえる。
　こんなうわさが山門にまで伝わってきて、中には、新大納言成親に命じて既に山攻めの仕度が始ったなどという者もあり、そうなってくると、「勅命にはそむきたくない」「いや勅命よりも座主が大事」という二派に意見が別れて山門の中で、仲間割れも起りそうな状態である。妙光坊にある明雲前座主は、気がかりで仕方がない。
　一度勅命を拒否した以上、今度はどんな目にあうのかと、夜もおちおち眠れぬ始末なのである。
　ところで話は変って、内外多事の情勢で、この所、例の陰謀運動も、はかばかしくはかどらない。とにかく平家は、びくともしない程不動の位置を保っているし、六波羅の守りは固い。一寸やそっとの謀叛むほんでは、さゆるぎもしそうもない現状に、いち早く気づいたのは、鹿ヶ谷ししがたにの定連の一人、多田蔵人くらんど行綱である。彼はかつて、新大納言成親から、
「貴方一人が頼みです。もしこの事に荷担下さるなら、恩賞は思いのまま、これはまあとっておいて下さいよ」
　と弓袋ゆぶくろの料にと白布五十端を送られた事があった。貰ったものは、遠慮なく、家人に使わせて、着服してしまったものの、元来が気の小さい男だから、どうも不安で仕方がないのである。大納言や西光は、まるで簡単に平氏を滅すことができるようなことをいうけれど、それも、あの人里離れた鹿ヶ谷でこそ、安々と通る陰謀であって、実際、これが表に現われた時に、そううまくいくかどうか、何よりも、先ず自分の命が危いのではないか。彼らは、他人の命の事などさして気にもとめていないが、自分にとっては大切な生命、そうやすやすと殺されるのは真平まっぴらだ。――そこまで考えてくるうちに行綱の胸の中には、どうしても、この事を清盛に話してしまわなくてはという考えが、次第次第に広がっていくのを押える事ができなくなってきた。
「返り忠をすれば、命は助かる、いやそれだけが、自分の命を助ける唯一の道だ」
　そこまで考えると、もう居ても立ってもいられない気持だ。今夜中に話してしまわなければ、明日になれば又どんなことになるかも知れない。とにかく早い方がいい。
　行綱は、馬の仕度をさせると、夜更けの京の街を、西八条めがけて走り続けた。
　額に汗をみなぎらせ、真蒼まっさおな顔に息使いも荒く、西八条の邸に入ってきた行綱に、家来達も驚いて、早速、清盛の所に知らせた。
「何、行綱だと？　めったに来もしない奴が、又何でこんな夜中にやって来たんだ？　とにかくおそいから、わしは逢わん、盛国もりくに、お前が、言伝てを聞いてこい」
　清盛は傍らの主馬判官しゅめのはんがん盛国にいった。
　暫くして盛国が戻ってきて、
「何か、直じきじき、お話したいとか」
「直きじきだと？　一体何だろう？」
　さすがに清盛も、行綱の唯ならぬ様子に、何事か起ったのかと、不安になってきて、自分で渡殿わたどのの中門まで出てきた。
「この夜更けに、一体、何の用で、わしに逢いたいのじゃ？」
「実は、昼のうちは人目につきやすく、中々その折もございませんで、夜中お騒せしてまことに心苦しいのですが、このところ、後白河院の御所で、兵具ひょうぐを整え、軍兵ぐんぴょうを召集しているご様子はご存じでございますか？」
「ああ、あれか」
　清盛は、人騒せな男だと思いながらのんびり答えた。
「あれは、何、叡山攻めの仕度じゃよ」
「それがそうでないのでございますよ」
　行綱は、身近く清盛の側に寄ると小声で囁いた。
「実は、平家ご一門に関かかわる事でございまして、れっきとした謀叛むほんの準備なので」
「えっ？」
　清盛も一瞬、さっと顔色を変えた。今の今まで、のんびりと行綱と話をしていた清盛とは人が違った様だった。目がきっと坐り、眉がぴりぴりと動いた。体が小きざみに震えて、今にも行綱にとびかかりそうである。
「院はご存知なのであろうか」
「もちろんでございますとも、第一、軍兵の召集は、院宣いんぜんということでお集めになりましたもので、ご存知にならぬ筈はございません。いつぞや、鹿ヶ谷の山荘で、院もお出での席、こんな事もあったのでございますよ」
　と陰謀の始めから終りまでを、ある事ない事まぜこぜてしゃべりたてた。
　清盛はまなじりをぴくぴくさせながら、それでも最後まで聞いていたが、
「うん、わかった、ご苦労だった」
　というが早いか、自ら、大声で、侍達を呼び集めに奥に入っていった。
「既に火は放たれた」火つけ役の行綱は、任を果した安らかさと同時に良心の呵責かしゃくも加わって、別に追手などいるわけもないのに、はかまのもも立ちを高くとると、そのまま外へ逃げ出し、家に帰ると、ひっそり小さくなっていた。
　清盛は、一族郎党をその夜の内に、ひそかに西八条の邸に召集した。寝耳に水の謀叛の知らせに、人々はまだ、半分、耳を疑ってはいたが、とにかく清盛のお召しなので、右大将宗盛、知盛らの諸将も甲冑かっちゅうに弓矢という、完全武装で集ってきた。その数はおよそ六、七千騎であった。
　翌くる六月一日の未明、清盛は、検非違使安倍資成けびいしあべのすけなりを召し、院の御所への使いを命じた。資成は御所に着くと、大膳大夫信業だいぜんのだいふのぶなりを呼んで清盛の伝言を、法皇に伝えてくれるように頼んだ。
「わが君の仰有おっしゃるには、法皇側近の方々が、平家一門を滅して天下を乱そうという計画をお持ちとききました。こちらとしても捨てては置かれませんから、一人一人召し捕え、いい様に処分するつもりでいますが、その点あらかじめご了承下さって、何卒ご妨害などしないで頂きたいのです」
　信業もこの知らせにひどく、どぎまぎしながら、
「暫くお待ちを、唯今、法皇にお取次ぎいたしますから」
　と言い置いてあたふたと、院の前にかけつけてきた。
「どうやら、鹿ヶ谷の一件を、清盛が嗅ぎつけたらしく」
　信業の知らせに、日頃、沈着な院も、返す言葉がない。唯、唇をわなわな震わせて、
「一体如何どうしたものであろう、のう信業、どうしたらよかろう」
　と、咄嗟とっさの分別もつかずに、まごまごしておられる。信業だって、良い思案の浮ぶ筈もなく、それでも頭の利く男なら、何とかこの場は取り繕って、玄関に待たせっきりの資成に色よい返事を送って一応帰してしまえばいいものを、普段、のんびりと、公卿達との交渉ばかりで、こういう緊急事態に直面した事がないから、一緒になって、
「如何いたしましょう、如何取り計いましょう」
　と、さっきから同じ事ばかりを繰り返している。
　資成は、役目柄、どうもはっきりした態度をとれないらしい法皇の立場に、逸早く気づいたから、これで用事は済んだとばかり、さっさと清盛の所に帰ってくると、
「何か、ひどく慌てふためいている様子で、ろくすっぽ返事をくれません」と報告した。
「なる程、返事ができないわけだわい。行綱が申したことは、やはり真実であったか、やれやれ、あいつのおかげで、わしも生命拾いしたというわけか」
　様子が判ってみれば、ぐずぐずしている間に、知らせが方々へとぶかも知れない。万事、早いに限ると、清盛は、飛騨守景家ひだのかみかげいえ、筑後守貞能ちくごのかみさだよしらに命じて、即座に、謀叛を企てた者の逮捕を命じることにした。
　清盛は、先ず、使いの者を、新大納言成親邸へ走らせ、
「ご相談があるので、是非お出で頂きたい」と言わせた。
　成親は、まさか謀叛がばれたとは思わないから、
「どうせ、山門攻めは見合すようにとか、何とか法皇に意見しろというんだろうが、とにかく、山門のことは、法皇も、てんで聞き分けがないから、難しいのになあ」
　と呑気のんきな事を考えながら、車を走らせた。もちろん、これが最後とは思い知るわけもなく、いつもよりも、一段と美々しく着飾った行列でやってきたのは、虫の知らせであったろうか。
　西八条の屋敷近くまでくると、甲冑かっちゅう、物具もののぐをつけた兵士達が、満ち溢れて、どことなく緊迫した空気が漂ただよっている。
　成親も、思わず胸騒ぎがするのを感じたが、「まさか」と打消して、急いで牛車から降り立った。途端に、成親の囲りをぱらぱらっと、荒武者どもが取り巻いた。
「しばるのでございますか？」というと、
「まあいいだろう」
　と答えたのは、誰あろう清盛入道である。
「かしこまりました」
　と答えると侍共は、成親が一言もいうすきも与えず、縁の上に、引ずりあげて、とある一間に押しこめてしまった。そうまでされても成親は、事の意外さに、日頃の判断力も失って、唯、呆然ぼうぜんとするばかりである。
　まもなく、陰謀の一味の面々、近江中将入道蓮浄、法勝寺執行俊寛僧都、山城守基兼、式部大輔雅綱、平判官康頼、宗判官信房、新平判官資行らが、続々と捕えられて、西八条に連行されてきた。
　一味うたるの報に、西光法師は、もちろん、陰謀のばれた事を覚ると、馬に鞭をあて、矢庭に院の御所へ急いだ。しかし、それも道を固める平家の侍達に、たちまち捕ってしまった。
「西八条のお召しじゃ、早く参れ」
　と西光の囲りを取り囲むと、この時に及んでも大胆な西光は、
「どうしても申上げねばならぬことがあって院の御所に行くところだ、帰りに西八条に寄るからそのように申せ」
　と人を喰くったことを言う。
「何と不敵な男だ、何を院に申上げるかわかったもんじゃない、そうはさせないぞ」
　多勢に一人身の悲しさ、西光は、馬から引ずり下され、しばりあげられて、清盛の面前に連れてこられた。
　とにかく、陰謀の首魁しゅかいと目されている男だから、清盛の憎しみも又人一倍で、中庭に引き据えられた西光をみると、
「よくも、おのれ、この清盛に謀叛の心をおこしたな。それにしても、今のそのしばられたざまは何じゃ、何も言えまい、言えるものか、それ、こっちへ引ずれ」
　と縁近く、西光を引ずり出すと、履物をはいた足をあげて、西光の顔を右左に、ごりごりと踏みにじった。
「元はといえば、たかが北面の侍の分際で、うまく院に取り入って、父子おやこ諸共、身分不相応の官職をだましとり、目にあまる行ないは前々から腹に据えかねていたが、此度このたびは、罪もない天台座主に無実の罪をなすりつけ、それでも事足りず、この平家滅亡の陰謀をめぐらした張本人、今はもう全てを諦めて、素直に白状しろ」
　と怒鳴りつけた。西光は名だたる豪の者であったから、先程から、顔の色一つ変えず、傲然ごうぜんと清盛の言葉を聞いていたが、
「全く余計なことまで仰有おっしゃるお人だ、そういうことはこの西光の前では、口を慎んだ方が安全ですよ。とにかく、私は院に仕える者だから、院の執事しつじである成親卿が、院のご命令といって催されたことには、もちろん参加するのは当然のことで、それを、荷担しないなどとは申してはおりませんがね。唯一つさっきから黙って承っていると耳ざわりな事を仰有る。私が、身分不相応で、下臈げろうの分際だというのなら、一体貴方は何ですか、公卿からけいべつされていた刑部卿忠盛の子というだけで、十四、五の頃までは無位無官、京わらべからさえ、高平太たかへいだといわれて、さんざからかわれていたくせに、それが、海賊を追払ったのがきっかけで、とんとん拍子に出世したまででしょう。その貴方と、北面の武士の子で、受領になった私とじゃ、余り違わないどころか、余り大きな口をきくとぼろが出ますぜ」
　といい返した。
　清盛は、真っ赤になって怒りだした。唇ばかりぶるぶる震えて、とっさに言葉も出ないほどである。とにかくしゃべらせておくと又何を言い出すかわからないし、言葉の上では分が悪い。
　清盛は、松浦太郎重俊まつうらのたろうしげとしをかえり見ると、
「直ぐにも首を打ちたい奴だが、陰謀の全部を白状するまでは、責めて責めて責め抜いてやれ」
　といいつけると奥へ入ってしまった。
　重俊は、主人の言葉通り、あらゆる拷問を加えた。西光はここまできては別にかくし立てすることもなかったから、ありのままを白状した。白状の調書は、四、五枚に記され、用がなくなると、
「あいつの口をさいて、斬ってしまえ」
　という清盛の命令通り、五条、西朱雀にしすざくで首を討たれた。
　続いて、先に、流罪中の西光の嫡子加賀守師高、師経、その弟の師平もそれぞれの場所で首をはねられた。


小松教訓

　清盛邸の一間に押こめられたままの新大納言成親は、次第に冷静になるにつれて、陰謀露顕の理由をあれこれと考えていた。
「それにしても、用意周到にとは思い続けておったが、どこかに疎漏な点があったのであろう？　北面の武士の内の誰かなども、今にして思えば、少しうかつであったか？」
　いろいろに思い廻らしている時、後の方から、荒々しい足音がして、障子を手荒く引あけたのは、満身怒りにおののいている清盛その人である。
「そもそも、其許そこもとは、平治の乱で、殺されるばかりのところを、重盛が命乞いして助かったお人、それを、どんな恨があってのことか、当家滅亡の陰謀に荷担せられ、それでも人間か？　人間は恩を知ればこそ人間、受けた恩を仇で返すはさてもさても畜生同然、さあ有りのまま、逐一かくさず、この清盛に聞かせられたい」
　言葉は丁寧だが、怒気は言外に溢れ、成親は恐しさに身も縮むばかりであった。
「全く以て、左様な恐しい事に組した覚えはございません。誰か私に恨をもつ者の讒言ざんげんでは」
「お黙りなさい、この期ごに及んでも、まだ白ばっくれると仰有るなら、これ、誰か、西光の自白調書を、これへ」
　持ってこられた西光の白状書きを、声高らかに読み上げた清盛は、
「これでもまだ、知らぬと言わるるか、これでもまだ弁解の余地があると言うのだな」
　と憎々し気に成親をにらみつけ、書類を顔にたたきつけると、障子をがたっと閉めて出て行ってしまった。
　しかしそれでも、清盛はまだ腹の虫が治まらなかったらしい。難波経遠なんばのつねとお、瀬尾兼康せのおのかねやすを召し寄せると、
「きゃつを庭へ引ずり下せ」
　と言いつけた。
　二人は一瞬顔を見合せて、互の腹の内を確かめ合った。
「何をぐずぐずいたしおるのじゃ」
　清盛は焦々いらいらしている。
「さようにございますが、成親卿は小松殿のご親族、小松殿の思惑も如何いかがかと」
　恐るおそる切り出すと、案の定清盛は、かんかんになった。
「この馬鹿者、お前らは、重盛が大事で、この清盛の命令は二の次だと言うのだな。それならそれで清盛にも考えがあるぞ」
　大きな眼をぎろりと動かした。二人はこの上の反抗はかえってよくないと思い直して、仕方なく成親を庭へ引ずり出した。
　その様子を見て清盛は、漸く少し愉快そうな顔つきになった。
「それ、声を出すまで、ねじ伏せろ」
　二人は、左右から清盛に気づかれぬ様に成親の腕をとると、
「何でもいいから声をお出しなさいませ」
　と囁いた。
　成親は、いかにも苦しそうに、うめき声を出した。その様子をみていると、本当に切なさそうで、全く、地獄で、娑婆しゃばの罪人を業ごうの秤はかりにかけ、浄玻璃じょうはりの鏡にひきむけて、閻魔えんま大王の家来達が、折檻せっかんしているようにしかみえなかった。
　成親は、庭先に頭をすりつけられながらも、息子、丹波少将成経たんばのしょうしょうなりつねを始め幼い子供達が、この後、どんな苦しみにあうのかと、そればかりが心配であった。丁度六月のさ中で、気候も暑い上に今、炎天下に引き出され、汗と涙にまみれながら、成親は、「小松殿だけは何とか、よいように取り計らって下さるであろう」とそればかりに、はかない望みをかけているのであった。
　その小松内大臣重盛は、事件が一先ず落着いた頃になって、嫡子維盛と同道で、僅か七、八人の供を連れたまま、何事もなかったように悠々とやってきた。
　清盛を始め、一同が、意外な面持で見守っている中を、ゆっくりと重盛は車から降り立った。貞能さだよしがつと走り出て、
「お家のおん大事というのに、又一人の軍兵もお連れにならぬとは、何とした事で」
　と問いかけると、重盛は静かな口調で、
「大事とは、天下の大事を申すものじゃ、かようの私ごとを、大事とは言わぬものなのじゃ」
　と言い捨てて奥へ入っていった。
　今の今まで、ものものしく武装して緊張していた者たちは、何となく、きまりのわるい思いがしたのである。
　屋敷うちに入ると、重盛は、早速成親を探して歩いた。あちらこちら、障子を引あけ引あけしているうちに、とある一間に厳重に木材を打ちつけたところがあった。押し入ってみると、成親が、うつ伏せになったまま、泣いていたらしい。途端に、ぱっと面を輝かして、重盛にすがりついた。地獄で仏とはまさにこのことであろう。
「どうしたわけか、かように情ない目にあっております。貴方のお出でを今か今かとお待ちしていたのです。かつて平治の乱には、あわやというところをお助け頂き、その上今日は正二位大納言にして頂きました。年既に四十を越え、生きている間にご恩をお返えしできるかどうかさえわかりませんが、何卒、今一度、この命をお助け下されませぬか。命さえ助かれば出家遁世とんせいの上一生菩提ぼだいをとむらって暮します。どうぞお願いいたします」
「もちろんですとも、まさか、お命を取上げるような事はないでしょう。万一そのような事があったとしたら、この重盛が、わが身にかえても助命を嘆願するつもりでいますし、何卒、そんなにお嘆きにならないで、気を強くお持ち下さい」
　優しく慰めて、早速、清盛のところにいった。
「父上、お憤りは尤もの事と存じますが、成親卿の首をはねられる事はお取止めになった方がよろしゅうございます。とにかく、白河院の御時からの名家で、正二位大納言というご身分、加えて、院のご寵愛並々ならぬ人を殺すことは、どんなものかと思います。都の外へ追放すれば、それでよいではございませんか。昔から、菅原道真すがわらみちざね公、或は、源高明たかあき公といった人々が讒言ざんげんのために、無実の罪を着せられた例もあり、往々にして誤りはあるものでございます。刑の疑わしきをば軽んぜよ、功の疑わしきをば重んぜよという言葉もある程でございます。まして、お手元に現在、召し捕えられている以上、逃げもかくれもできません、急ぎ処刑の必要はちっともない筈です」
　いつもながらの重盛の能弁には、清盛も言葉をさし挟む余地もなく、苦虫をかみつぶしたような顔をしていた。
「私が、かように、成親卿をかばうのは、私が成親卿の妹を妻とし、又維盛が、卿の婿だからといった、縁戚関係があるから言うわけではないのです。その点よくよくお間違い下さらぬよう。私はひとえに、世のため、君のため、そして我が一門のためを思って申し上げているのです。かつて、少納言入道信西が二十五代絶えていた死刑を復活し、藤原仲成なかなりを殺したり、又、左大臣頼長よりながの死骸を掘りおこしたりなどして評判を落した事を覚えておいででしょうが、昔からよく、「死罪を行なえば海内に謀叛の輩ともがら絶えず」と申します。平治の乱に、信西の死骸をわざわざ掘りおこし、首をはねてさらした事もありました。あれなどは、信西が自ら行なった行為が、我が身に返ってきたと申しましょうか、とにかく恐しいことです。成親卿らは、気も弱い男ですし、それ程大胆な人でもなく、まして朝敵というわけではなし、いずれにしても、成親一人を死罪にしても、しなくても、たいしたことではありますまい。父上には一代の栄華を極められて、これ以上のお望みはないでしょうけど、この上は、子孫代々いつまでも、一門が繁昌して欲しいと思います。とかく、先祖の悪事が子孫に及ぶ事があります。善事を行えば、又必ず報われることもございます。何卒、もう一度お考えになって、今宵こよいの死刑は思い止まって下さい」
　理路は整然と、情には溺れず、あくまで大義名分の立場から説き起してくる重盛の正攻法には、いつでも清盛もかぶとを脱がずにはいられない。とうとう、成親の死罪だけは思い止まった。
　重盛は、父を諫めて、中門から出てきたが、清盛の承諾を得たものの、まだ何かと不安であったから、侍達を集めると、
「たとえ清盛公のご命令だからといって、大納言を殺すような事はするな。清盛公は、気の短いお人だから、腹立ちまぎれに、かっとなっては、後でいつも後悔なさる。お前達も、間違った真似まねをして、あとで、この私にどのような目にあわされても、恨むでないぞ」
　とじろりと侍達を見廻したので、一同、恐ろしさに震え上った。重盛は、その中に、難波経遠、瀬尾兼康の二人を見つけると、ずかずかと側に寄り、
「さても、経遠、兼康、今朝方、成親卿に対する振舞は余りにも礼儀知らずであったぞ。重盛の耳に入ることを考えてはいなかったのか、田舎武士いなかざむらいはいたし方ないものだのう」
　といったので、二人とも、恐れ入ったまま返事もできずうなだれていた。
　成親捕わるの知らせは、成親についてきた侍達の足で逸早く、北の方かたに住む中御門烏丸なかみかどからすまるの邸に知らされた。北の方を始め、おつきの者達も、人目もはばからず泣き叫んだ。
「既に西八条から追手が出たと申します。少将殿始め、若君達も、全て捕われるという話でございますから、とにかく、急いでお姿をおかくしになった方が身の為でございます」
　侍の言葉にも、北の方は、唯、よよと身を震わせて、泣き崩れるばかりである。
「こんな悲しい身の上になって、いつまで安穏に生きのびるより、大納言様と同じく殺されてしまった方がいい。それにしても、今朝が今生最後のお別れだったとは、何としても悲しいものよ」
　そのまま、泣き伏してしまうのである。そのうちに、追手の武士達が迫っているという情報がもたらされて、やはり捕まって恥知らずな悲しい目にあうよりもと、仕方なく、十の長女と八つの男の子とを連れ、どこというあてもなく、車に乗った。といっても、どこかに落着かないわけにもいかず、北山の雲林院うんりんいん近くの僧庵の一つに漸く身をかくまった。送ってきた侍達も、わが身の愛いとしさに、暇を告げて帰ってしまうと、残っているのは、頑是がんぜない子供ばかりである。話相手もないまま、自然想いは、夫大納言の身の上にとんでゆく。暮色も漸く迫ってきた。庭のあたりを見ながら、大納言のお命は今夜限りかと思えば、又新しい涙がつきるところを知らない。
　いつもは、侍女、侍達がせわしく働いている屋敷の内も今は唯ひっそりとして、物は取り散らかされ、門をしめる者もいず、馬に草をやろうともしない。僅かばかり北の方についていた留守居の者たちも、今は何をする気力もなく、唯、これからの不安に茫然ぼうぜんとするばかりである。
　昨日までは、夜もまだ明けやらぬ内から、車馬が立ち並び、邸の中は客人でにぎわって、毎日を遊び暮し、世を世とも思わぬ豪勢な暮しっ振りで、近所の人も声を忍んで遠慮する程の家だった大納言家も、たった一夜の内に、余りといえば余りの変り方である。
　栄える者は必ず滅びる、楽しみ尽きて悲しみきたる。この言葉を、まざまざとみせつけられた大納言家の変りようであった。


少将乞請こいうけ

　丹波少将成経なりつねは、その夜、院の御所の宿直で、まだ家には帰っていなかった。そこへ、大納言の家来が、急を知らせにかけつけてきた。始めて、事の子細を知った少将の驚きも深かった。それにしても、宰相さいしょう殿から、何ともいってこないのは変だ、と思っていた矢先、宰相からも使いの者がとんできた。宰相とは、清盛の弟教盛のりもりのことであるが、教盛の娘が成経の妻になっていたから、成経には舅しゅうとであった。
「何事か存じませぬが、清盛公から、西八条へ出頭するようにというお達しが参っておりますが」
　宰相の使いの言葉を聞くより早く、少将は、その意味を察して、法皇の側仕えの女房を呼び出すと、事の次第を物語った。
「昨晩は、何となく往来のあたりが騒然としておりまして、私なども、又、山法師が、陳情にでも参ったものかとばかり、うかつに考えておりましたが、何と、この成経の身に関りのあることだったのでございます。聞けば、父、大納言は、今夜斬られるとかのこと、私とても、同じ事であろうと思います。もう一度、院の御前に伺候しこうし、お別れをしたいと思いますが、おとがめをうけた身となっては、却ってご迷惑がかかってはと思うのでございますが」
　年にも似ず、落着いた態度であったが、女房はびっくりして、法皇にこの事をご注進申しあげた。
　法皇も、今朝の清盛の使いで事件の起きた事は知っていたが、さすがに側近く仕える者の身にも及んだのかと改めて驚かれた様子だった。
「やっぱりそうだったのか、とうとう、もれてしまったのだな。それはそれとして、少将に遠慮せず参れと伝えよ」
　院のお言葉に従って、少将が御前に進み出たが、涙が先に立って、言葉も出ない。法皇とて、思いは同じである。顔を見交しては、袖を顔にあて泣くばかりである。しかしそうそう長居もできないから、少将は法皇の前を引下ってきた。法皇は、少将の去りゆく姿をみながら、
「世も末というが、まことにそうじゃのう。これ限りで、再び少将にも逢えないのであろうな」
　とまた涙をお流しになった。
　院中の人々も、少将の袖をとらえて離さず、袂たもとにすがって、いつまでもいつまでも別れを惜しんでは、又ひとしきり涙を流すのであった。
　舅の教盛の許には、北の方がお産のため、実家に帰っていたが、この知らせを聞いてから唯ならぬ身体が一層衰弱して、床に就いていた。少将は、御所を出てから、ずっと涙を流しっ放しであったが、この北の方の哀れな様子を見ては、いよいよ嘆きはつのる一方である。少将の乳母うばで六条ろくじょうという女が、
「貴方様が、お生れなされた時から、お乳をあげ申して以来、我が年の老いゆくことよりも、ご成人が嬉しくそればかりが楽しみに、いつか、二十一年にもなってしまいました。院へお務めになるようになっても、お帰りが遅いのさえ心配で、お顔をみるまでは安心もできませんでしたのに、今はまた、どんな目にお遭あいになるのでしょうか？」
　と、よよとばかりに泣き崩れる。
　少将も今更に事の恐しさが身にしみるけれど、
「そんなに泣くでない。宰相がおいでになるからには、命だけは、何とか乞こい請うけて下さると思うよ」
　と慰め顔にいったが、六条は、耳もかさないで泣き崩れるばかりなのだった。
　そうこうするうち、清盛からは、しきりに、少将を同道せよというさいそくが来る。
　宰相も、今は仕方なく、
「ともかく、行くだけ行ってみよう、その上で、又、どうにかなるであろう」
　と少将と相乗りで、西八条にやってきた。
　邸近くで車をとめ、取次ぎを頼むと、
「丹波少将は、此の邸内には入れてはいかん」
　という清盛の言いつけであった。仕方なく少将は、近くの侍の家に一先ず置いて、宰相が一人、門の内に入った。宰相の姿が見えなくなると直ぐ、少将の囲りを軍兵が取り囲んだ。宰相とも別れ、全く一人ぼっちになった少将の心細さは、何ともいえないものだった。
　中門に入った宰相に、清盛は目通りを許さなかった。仕方なく宰相は源げん大夫判官季貞すえさだを通じて、言葉を伝えて貰う事にした。
「つまらない人間と関り合いになったことは、返すがえすも残念ですが、これもいたし方ありません。成経に縁づいた娘が、身重の体で、実は今朝から、この嘆きのため、息も絶えだえなのです。如何いかがでございましょうか、少将一人生きていても如何どうなるものでもありません、暫くこの教盛にお預け下さらぬか、決して間違いなどは起さぬように厳重に監視いたします」
　これを聞いて清盛は、
「又教盛のあれが始ったな、全くわけの判らんことばかり申して」
　とろくすっぽ返事もしなかったが、暫くして、
「新大納言成親は、平家一門を滅して天下を乱そうとしたのじゃ、少将は、この成親の正真正銘の嫡子じゃ、宰相が彼と親しかろうが、親しくなかろうが、そんな事は知ったことではないが、それ程の重罪人をかばおうと思っても無駄じゃ。第一この反乱がもし成功していたら、今頃、宰相だってそうやって、のこのこと歩き廻ってなどおられなかった筈じゃからなあ」
　清盛の言葉を宰相に伝えると、ひどく失望した様子で、もう一度伝言を頼んだ。
「保元、平治の合戦以来、いつも殿のお命に代る覚悟で働いてきました私、この後も、一度び事が起らば、必ずご馬前にはせ参ずる覚悟で、又私が年老いて役に立たなくなっても、子供達が何人かおりますから、必ずや、一方の御楯みたてとなって、手となり足となるつもりでいますのに、成経を一時お預け下さることさえ、お聞き入れないとは、どうやら、この教盛に二心あるとでもお思いとしか受取れません。それ程、ご信用がないのでしたら、この世にあって、何の生き甲斐がございます事やら、それならば、出家入道し、どこかの山里に庵を結んで、静かに菩提ぼだいをとむらいます。世にあれば、望みもでき、望みもかなわなければ、恨みも起るものですから、仏の道に入ってしまえば、そんな気持も起らないでしょうから」
　季貞は清盛に宰相の言葉を伝え、
「どうやら宰相は、本当に諦めてしまったらしいようで、どうにでもお気の済むようにといっていられます」
　と言い添えた。
　清盛もさすがに驚いて、
「いくらなんでも、出家までせずともよいわ。仕方がない、少将を暫くの間、教盛に預けると申しておけ」
　と漸くに折れた。
　清盛の許しを聞いて、肩の重荷を下した教盛はしみじみと、
「全く子供など持つものではござらぬのう、娘婿むすめむこだからこそ、これ程まで心を砕くので、全く赤の他人にはできぬことじゃのう」
　と述懐した。
　教盛の姿を見た少将は、走り寄ってたずねた。
「ご首尾は？」
「清盛公、かつてないお腹立ちで、お目通りも許されず、助命嘆願も受付けては下さらなかったのを、わしが出家入道するとまで申したもので、仕方なく、一時、私の家にいる事は許して下さった。しかし、これも長続きするかどうかはわからぬのう」
　と暗然たる面持ちであった。
「いや、それはそれで、一時にせよ、おかげを持ちまして、命は伸びたのでございますが、父の方の事は如何なったか、お聞きにはなりませんでしたか？」
「そこまでは、とても手が廻らなかったのじゃよ」
　少将は、さめざめと涙を流し、
「命を長らえさせて頂いたご恩は、何とも有難いのですけれど、命の惜しいのも、もう一度、生きて父に逢いたかったからのことで、父が斬られては、私一人生きて何になりましょう。それよりも、生きるも死ぬも、一緒にお考え下さるように申し上げて下さいませぬか」
「さよう、のう、そなたのことばかり考えていたから、つい父上の事にまで思い至らなかったが、聞くところに依れば、小松殿が今朝、いろいろ手を尽して助命をお願いしていたらしいから、ここ暫くはお命に別条ありますまい」
「それは、又何と有難い事で」
　少将は、今度は、嬉しさに泣くなく手を合せた。この窮境におち入っても、尚、親の身の上に思いをはせる心は、やはり誠の親子なれで、教盛も、貰い泣きしながら、やはり持つべき者はわが子だと、つくづく思ったのである。
　教盛と打ち連れて帰ってきた少将をみると、女達は、生き返った人を迎える程の喜び方で、またまた話を聞いては嬉し泣きをつづけた。


教訓

　陰謀荷担者のほとんどすべてを捕え、これを幽閉した清盛は、まだそれでも気の済まないことが一つあった。いうまでもない、陰謀の本当の元凶というべき法皇を、目と鼻の先に野放しにしていることだった。とにかく相手は法皇であって、西光や成親とはわけが違う、うかつに手の出せないことが、余計、彼を焦々いらいらさせていたのである。
　やがて清盛は、赤地錦あかじにしきの直垂ひたたれに、黒糸縅くろいとおどしの腹巻、白金物しろかなもの打った胸板むないたを着け、愛用の小長刀こなぎなたをかいばさんだ物々しい装立いでたちで、側近の貞能を呼びつけた。
　清盛の前に伺候した貞能も、木蘭地もくらんじの直垂、緋縅の鎧よろいを着用している。今にも戦の始りそうな、そんな二人の装立ちである。
「のう、貞能、つくづく思うに、過ぐる保元、平治の乱には、この清盛が、一命を投げうって朝廷のお味方をいたし、逆徒を平げてまいったことは、そちもよく存じておろう。そのために、何度か命を失わんとしたこともあった。たとえ、誰が何といおうと、この忠臣一門を七代まではお見捨てなさるまいと思っていたわしが、うかつであったろうか？　それも、成親、西光の如き賤しい奴らのいうなりになって、我が一門を滅ぼそうとなされる法皇のお気持は、何としても心外じゃ。この後にも、何日いつ、何時なんどきそういったふらちな奴らの言葉に耳をお傾けになって、院宣をお下しになるか、わかったものではない。もしそうなって、当方が朝敵と呼ばれたあとでは、いかに悔やんでもこっちの負けだ。今暫く、世が静まり、不穏の気配のなくなるまで、法皇に鳥羽殿に移って頂くか、またはこの六波羅へお移り願うのがよいと思うのじゃよ。それに就ては、おそらく北面の武士の間に異議も起り、矢も放つ者も出てこようと思う。侍共にも、一応、軍いくさの用意をさせておけ。とにかく、わしは、あの気の変り易い法皇様へのご奉公だけはこりごりいたした。さア、馬にくらおけ、鎧を出せ」
　いつに変らぬ気の短い清盛の命令で、邸内はてんやわんやの大騒ぎである。この混乱の真最中を、主馬判官盛国は、いち早く重盛の邸へ報告にかけつけた。
「一大事でございます。清盛様のお気が変り大変な事になりました」
　重盛はとっさに、成親のことと思い違えて、
「では、とうとう、成親卿は首をはねられたのか？」
「いえ、いえ、そのことではございません。清盛公は鎧を召され、侍どももすべて物具もののぐの用意をいたし、唯今より、法住寺殿へ押しかけるご決意のようでございます。何でも、法皇様をしばらく鳥羽の北殿きたどのへお移し申すか、それとも六波羅へ来ていて頂こうというおつもりとのことでしたが、内心は、九州の方へでもお流し申そうというご計画に思われます」
「そんな恐しいことを、いかに父上でも」
　と、一たん否定した重盛も、今朝方の清盛の興奮の様子では、そういうこともあるのかも知れないと思って、車をとばして西八条にかけつけてきた。
　西八条の邸内には、既に一門の重だった者たち数十人が、思い思いの鎧をつけて、ずらりと立ち並び、諸国の受領ずりょう、衛府えふなどは、縁先からあふれて庭を埋めている。それぞれ、旗さしものを側近く引き寄せ、兜かぶとの緒おをしめて、馬の腹帯をかたくして、出陣の命令を今かいまかと待ちわびているのであった。
　重盛は、烏帽子に直衣なおしという平服姿で、さらさらと衣ずれの音をさせながら、終始、落着き払って、清盛の座所にやってきた。重盛の到着を聞いた時から、「あいつのことだから、又じゃらじゃらした平服姿で、わざとやってくるぞ、少しは意見してやらねば」
　と思っていた清盛だったが、わが子とはいえ、一目いちもくおいている上に、その礼儀正しさと、慈悲深さは定評のある男であり、会ったとたんに清盛は、自分の格好が恥ずかしくなってきた。急いで障子を立てると、彼は、慌てて腹巻の上から法衣をひっかけたが、胸板の金物が、ともすると着物の合せ目から見えるのを、無理にひっぱって、しきりに衿えりをかき合せていた。
　重盛は、弟宗盛の上座に着くと、黙って父の顔を見た。しばらく沈黙が続いていたが、清盛の方から先に口を切った。
「いろいろ調べてみると、成親の謀叛むほんは、ほんの出来心で、実は、すべてを計画し、宰領したのは法皇らしい。そこで、とにかく世の中が一応治まるまで、鳥羽の北殿か、またはこの六波羅に移って頂いていた方がよかろうと思うのじゃが、どうであろうかな？」
　清盛は、重盛の顔色を伺いうかがいそれだけ言った。すると重盛の顔から血の気が引いたと思うと、彼ははらはらと、涙をこぼした。
「如何どういたしたのじゃ、何か気にでも障ったのか？」
「父上、唯今のお言葉を承っておりますと、平家一門の運命もここに極まれりという感じです、とかく人間は、運のつかない時に悪いことを思い立つものです。それに父上のそのご様子は、どう見ても正気の沙汰とは思えないのです、天孫降臨以来この方、太政大臣ともあろう人が甲冑かっちゅうをつけたということは、今まで聞いたことがありませんし、どう考えても礼儀に背くことと思われます。更に父上、父上は出家の身ではなかったのですか、出家の身で甲冑をまとうのは、これ又破戒無慚むざんの罪、その上に仁義礼智信の法にもそむくことになりましょう。子として父上に意見するのは、おこがましいことですが、心に残したことは、後々までしこりになって残ると申します。思い切って申し上げましょう、世に四恩ありと申します、天地の恩、国王の恩、父母の恩、衆生の恩、その内で最も重いのが国王の恩だと言われます。まして、我が一門は、先祖にも例のない太政大臣の高位にのぼり、無能無才の私でさえ内大臣の位を頂いております、それだけではございません、国土の半分は一門の所領となり、荘園の権利はすべて一門の手中にあります、これが朝廷のおかげでなくて何でしょうか。この莫大ばくだいな恩義を忘れて、法皇に礼を失することは、天照大神、正八幡宮の神慮にもそむくことです、それに大体、法皇のお考えになりましたことも一理ないことではございません、とかくこの一門はその武功に目がくらんで、傍若無人の振舞をすることも何度かありました。とにかくこのたびは、ご運に恵まれて、陰謀露顕、その上、成親卿始め一味の面々も捕えられた上は、法皇がどのようなご計画をお持ちであろうと、恐れることはございません。適当の処分を行なった上は、益々ご忠勤を励まれるがよろしゅうございます。そのうちには法皇も当方の誠心にお気づきになるに決っております。君主である法皇と、臣下である父上とを並べて考えれば、当然、法皇にお味方せねばならぬのが私の立場、法住寺殿を守護し法皇をお守りするのが、並々ならぬ君恩へのせめてものご奉公と思います。幸い常日頃、私のために一身を捨てようという部下もあり、彼らをひきいて法住寺殿にはせ参ずることになりますれば、何といっても容易ならざる大事になりましょう。君に忠を捧げんと思えば、山よりも高き父の恩を裏切ることになり、不孝の罪を逃れんと思えば、不忠の罪を冒すことになり、私の進退もここに極まった感があります。唯、こうなった上は、むしろ、いさぎよく重盛の頸くびをおはね下さい。法皇の御身を守ることも許されず、まして攻めるなどとは思いもよらないこの私です、生きていては唯、板挟みの責苦にあうばかりです。それにしても、我が一門は、あまりに短時日の内に、この世の栄華富貴を極め過ぎたようです、この家には、高禄、高位が重なり合っております、一年に二度実のなる木は、その根が必ず傷むという言い伝えがあります。平家の御運も、そろそろ末になったのではないかと案じている次第でございます。かような末世に生れ合せた私の運命を、悲しく思います」
　情理をつくし、誠心誠意かきくどく重盛の心の内を推し量って、座にあるすべての人々は、みんな涙に暮れてしまった。
　こうなっては、いつもの通りの横車も押すことのできない清盛である。諸将の手前もあるし、一門の人望の中心である重盛を相手では、どうにもできない。この機会こそ、院政打破の絶好の時と思っていただけに、清盛は内心がっかりしてしまった。
「まア、まア、重盛、落着きなさい。おれだって、君恩の並々ならぬ事ぐらいは知っている。しかし、後白河法皇はこれまでにも、何度かそういう噂の渦中に立った方でもあり、また、いつ、どこかの悪党どもにそそのかされて、つまらぬことでもお考えなされぬでもないと思ったまでのことじゃよ」
「これは、ほんのたとえでございます。いかなる事態が出来しゅったいいたしましても、法皇を何とかなされるなどとは、以てのほかのお考えと思います、それは父上、余りに思いあがった、ご思案としか思えませぬ」
　重盛は、それだけはっきり清盛にいうと、ついと立って、中門のあたりにたむろしている侍達を呼び寄せた。
「唯今、重盛が、入道殿にご意見申し上げたことを、お前達も聞いたであろうか、今朝も実はこういう事態が起ろうかと内々心配いたし、ずっと留まっていようかとも思ったが、余り騒がしいので、一先ず帰ったのじゃ。さて皆の者、清盛公について、御所攻めのお供に加わるのは、お前らの勝手じゃが、この重盛の頸がはねられたのを、しかと見届けた上で出陣いたせ、わかったな、では帰るといたそう」
　来る時と同じ静かな行列は、西八条の邸を出ていった。


烽火ほうか

　宿所に帰った重盛は、主馬判官盛国を呼びだすと、
「唯今、重盛が、天下の大事を聞き出して参った。常日頃、重盛のために命を惜しまぬ者があれば、急ぎ集めるように」
　といった。この知らせがたちまち広がったから、日頃、物事に動じぬ人のお召しというので、まさに天下の一大事とばかりに、誰も彼も、おっとり刀で小松殿へ集ってきた。小松殿で何事かが起るという知らせは、西八条にも届いていた。西八条につめていた数千騎は、誰いうとなく、一人残らず、小松殿にとんでいってしまい、清盛邸はひっそり閑としてしまった。驚いたのは、清盛である。貞能を呼ぶと、
「一体、重盛は、何のつもりでこれらの兵を狩り集めたのだろう。まさか、さっきわしに申した事を実行して、このわしに弓矢を引こうというつもりではないだろうな」
　といささか心細げにいった。
「とんでもございません、あの方に限ってそんな馬鹿な真似まねをなさるはずはございません、むしろ、余り言い過ぎたぐらいに思っていらっしゃるくらいです」
　しかし清盛は、先程の闘争心を失って、今は、もうすっかり気が滅入っていたし、まして重盛と仲違いすることの不利なことはわかりきっているのだから、法皇を六波羅へ移すことも今はすっかり思い止まっていた。彼は着ていた腹巻を脱ぎ、いつもの法衣を身にまとうと、気のない念仏をくり返していた。
　一方、重盛邸に集った兵はおよそ一万騎という多勢であった。重盛は中門に出て一同に向い、いつに変らぬおだやかな口調で、
「日頃の約束通りはせ集ってくれて、まことに有難い、ところで中国にこんな話がある。周しゅうの幽王ゆうおうに一人の寵妃ちょうきがあった、ところが、彼女は笑ったためしがない。たまたま、天下に乱が起き、兵を集める目的で烽火を挙げた、この国では、乱が起き兵を集める際、太鼓をたたき、所々に火を揚げさせる習いなのじゃ、ところで妃は、烽火を見て、はじめて笑った。それ以来妃の笑顔がみたくなると、幽王は烽火をあげさせた。そのうち余りにそれが重なるので、いつか兵も集まらなくなった、そこへ実際に乱が起き、幽王の身辺が危くなった。すると幽王は早速、烽火をあげた、誰一人それを真実の烽火と思う者はなく、軍兵はほとんど集らなかった。それで幽王は亡びたのじゃ、これは中国の故事じゃが、今後、再び、重盛の命があったなら、このようにしてかけ集って参れ、実は今日は、特に天下の大事を聞き出したので、早速皆の者を招集したのじゃが、よくよく調べてみると、虚報であった。ご苦労であったが、おのおの方引取られい」
　これは重盛の案じた一計だったのだ。万一の時、我が身にどれ程の味方がつくのかを知り、併せて、父清盛には、この様子をみせて、法皇に対する謀叛心をやめさせようと思ったのであった。
　法皇は、あとからこの事を聞き、ひどく感動された。
「今に始ったことでないにしても、当代稀なる人格者だ。怨を恩で返された心の高邁こうまいさには頭が下がるのう」
　とにかく器量といい、才覚といい、これほどの人物は稀といえるであろう。


新大納言流罪

　六月二日。その日は新大納言成親流罪の日である。都を逐おわれる日なので、特に許されて、客間で食事を饗せられた。さすがに万感胸に迫ってか、成親はろくろく箸はしもとらなかった。するうちに早くも迎えの車がやってきて、早く早くとせきたてる。成親は後髪を引かれる想いで車に乗った。
「もう一度だけ、小松殿にお逢いしたいのだが」といってみたが、許されるわけはなく、囲まわりはものものしい武装兵ばかりがびっしりと取り囲み、一人の縁者、家来の姿もない。
「たとえ、重罪で遠国に流されるにしても、一人の家来もないとは何と心細いことか」
　成親が、車の中で、そっとつぶやくのを耳にして、守護の家来も今更気の毒に思うのであった。
　朱雀大路すざくおおじを南に下ると、やがて内裏が見えてきた。成親は車の中からよそながら別れを告げていたが、大納言流罪の知らせに、集っていた雑色ぞうしき牛飼達は、かつてはあれほどの権勢を誇った大納言が、今は一人淋しく都を去ってゆく様子に涙を流さぬ者はいなかった。まして、都に残る北の方、幼い子供達の行末を考えると、余りの痛わしさに、顔をそむけてしまう者もあった。やがて車は鳥羽殿を過ぎた。法皇が鳥羽殿に行幸の際は必ず供奉ぐぶのうちに入っていた成親であった。それが、余りにも激しい身の上の変化である。華やかなりし時代、成親の別荘であった洲浜殿すはまどのもよそ目に見て通った。過ぎ去った日の一こま一こまが、彼の目の前を、あわただしく通り過ぎるうちに、いつか車は南門を出た。ここからは船旅である。
「これから、どこへいくのじゃ、どうせ殺されるものならば、都には余り遠くないこのあたりで殺して欲しいものを」
　大納言の気持もさこそとうなずかれても、命令のない者を勝手に殺すわけにはゆかない。やがて成親は警固の一人難波次郎経遠つねとおを呼び寄せ、
「もしこのあたりに、わたしの身内の者か、大納言家に関りのある者がおりましたら、探して来て貰いたいのです。舟に乗る前に言っておきたいこともあるので」
　といってたのんだ。
　経遠があたりを走り廻って聞き歩いたが、名乗り出るものは一人もいない。皆は、後の祟たたりを恐れて近寄らないのである。これを聞いて成親はひどくがっかりしたらしい。
「あの当時は、私についていた者は一、二千人もあったろうか？　いやそれではきかなかったかも知れない。だのに、今となっては、他よそながらでも、私の姿を見送ってくれる者もいないのだ」
　と泣く姿には、経遠始め、物に動ぜぬ荒武者までが、ついもらい泣きをしてしまうほどであった。
　成親の乗った船は、普通の屋形船だったが、身に添う者は唯涙ばかり、荒々しい兵士達に囲まれて海上を渡る成親の目には、熊野詣での華やかなりし航海の想い出が、ありありと見えてくるのである。
　大物だいもつの浦に着いた成親一行に、京都からの使いが来たのが、六月三日である。
　死罪を一等免ぜられて、備前びぜんの児島こじまへ流罪という知らせであった。同時に、重盛から成親宛の親書があって、
「何とか、もう少し都に近い山里にもと奔走したのですが、どうも残念な結果になってしまい、申しわけない次第です。しかしお命だけは、確かにお預りしましたから、それだけを心頼みでいて下さい」
　という便りで、同じく難波経遠にも、くれぐれも待遇に注意するようにという伝言があった。更に、身の囲まわりのこまごました仕度までも、何くれとなく気を配ってくれたのであった。
　いよいよ配所が決ってみると、さすがに一縷の望みも絶たれたという感じで、成親は今更に法皇始め都に残してきた妻子のことがなつかしく、二度と再び生きて逢うこともできまいと思うだけに、その想いは切々と心に泌みとおるのであった。
　といっていくら泣いてもわめいても、幽囚の身は如何いかんともしがたく、やがて、大物の浦から何日か船旅をつづけて、備前の児島に着いたのである。
　小さい島はどこでも同じようであるが、後は山、前は海、磯いその松風、波の音、捕われ人の心を慰めるには、余りにもわびしい寒々とした景色であった。


阿古屋あこやの松

　大納言以外に陰謀に荷担した者は、それぞれ遠国流罪を言い渡された。すなわち、近江中将入道蓮浄れんじょうが佐渡国さどのくに、山城守基兼は伯耆ほうき、式部大輔雅綱は播磨はりま、宗判官信房は阿波あわ、新平判官資行が美作みまさかといったぐあいである。
　その頃、清盛は福原の別荘にいたが、摂津左衛門盛澄せっつのさえもんもりずみに命じて門脇宰相かどわきのさいしょうのところへ、
「至急、丹波たんばの少将をこちらへ出頭させるように」
　といい送った。
「何ということだ、今頃になって、もっと前にいってくれれば諦めもつくというのに、又々心配させる気なのだろうか」
　宰相はさすがに兄のやり方が腹立しかった。
「いっても無駄とは思いますが、もう一度清盛様にお頼みになっては」
　そういって女房達は、盛んに宰相に頼むのだった。
「いやいや、いうだけのことはいいました。あとは私が出家でもするよりほかには、いうこともありゃせんよ。私としては今後少将が、どんな人里離れた辺鄙へんぴな場所に行かれても、命のある限り安否をお尋ね申し、力になってあげるつもりです。今の私にはそれが精一杯です」
　平家の一族で、清盛の弟であるこの人がいうのだから、もういたし方はなかった。少将は泣く泣く出発の用意に取りかかった。
　少将には、今年三つの男の子があった。普段は、年若い父親のせいか、子供のことには至って無関心であったが、さすがに二度と再び逢えるかどうかという時になると、子供の顔が見たいといい出した。乳母が抱いて連れてくると、少将は膝の上に抱き上げ、髪をなでなでしながら、
「お父さんはな、お前が七つになったら元服させて、法皇のお側に仕えさせようと思っていたのじゃよ。でももう今は、全ての希望は失われたのじゃ、もし無事に成長したら坊主になって父の後世を弔っておくれ」
　少将の言葉をつぶらなひとみをあげて、じっと聞いていた幼児は、何事かわかったのか、こっくりとうなずいた。そのあどけない様子が一層あたりの人の涙を誘うのであった。
　そのうち又清盛の使者が来て、今夜中に鳥羽まで来るようにとの厳命であった。
「別にそれ程伸びるわけでもないのに、せめて今夜ぐらい都にいたってよいではないか」
　と何度もいってみたけれど聞入れられず、少将はその夜、名残つきぬ別れを後に、わが家を出たのである。
　福原に着いたのは、六月二十二日である。一応備中国びっちゅうのくにに流罪と決まり、瀬尾太郎兼康が警備の任をおびてゆくことになった。兼康は、とかく、あとあと宰相から恨まれるのがこわいから、かゆいところに手の届くような労いたわり方で、少将の心を何とか慰めようとするのであるが、少将の方は一日として楽しまぬのである。彼の心には、父成親の行方だけが気にかかっていたのである。その成親は、備前びぜんの児島が港に近いという理由で、備前、備中の境、有木ありきの別所べっしょという山寺に移された。この有木の別所と、少将のいる備中の瀬尾せのおとは、僅か五十町足らずという目と鼻のあいだであった。
　人づてにそのことを聞いた少将は、どうにもなつかしくなって、ある日兼康に、
「父上のいられる有木の別所まで、何里程のところなのじゃ」
　とたずねた。本当の事をいってはかえって辛いだろうと思った兼康は、
「さあ、片道、十二、三日もかかりましょうか？」
　と空とぼけて答えた。
　少将は、
「日本は昔、三十三カ国であったのを、後に六十六カ国に分けたのじゃ、備前、備中も元は一つの国であった。東国の出羽でわ、陸奥むつもその伝で二つに分れたと聞いている、昔、実方さねかた中将が、奥州へ流され、この国の名所、阿古屋あこやの松を見ようと尋ね歩いたが見つからなかった。たまたま一人の老人に出逢って、当国の名所阿古屋の松を知っているか、と尋ねると、それは大方、出羽国でしょう、という返事に、国の名所が忘れられるとは世も末じゃ、といって嘆くと老人は、「貴方様は、

陸奥みちのくの阿古屋の松に木こがくれて
　　いずべき月の出でもやらぬか

　という歌で、当国の名所をお尋ねになるのでしょうが、これは実は、両国が一つであった時詠まれた歌で、今では阿古屋の松は出羽国にござりましょう」といったそうだ、実方中将はその後出羽国で、松をご覧になったという。ところで貴方は、有木の別所まで、十二、三日かかるというが、筑紫つくしの大宰府だざいふから都まで、十五日でくるものを、いくら遠いといっても備前、備中の間が十二、三日かかるわけがない、せいぜい三日というところであろう。それをあのように出たらめを教えるのは、所詮しょせん、父の在所を私に教えたくないためなのでしょう？」
　少将は二度とこの事を口にしなかった。


大納言死去

　やがて、法勝寺執行しゅぎょう俊寛、丹波少将成経、平判官康頼の三人は、清盛の命令で薩摩潟さつまがたの鬼界ヶ島きかいがしまに流されることになった。この鬼界ヶ島とは、都を遠く離れた孤島であり、便船もろくろく通わないという離れ小島である。住民は、土着の土民がいることはいるが、体は毛むくじゃらで、色は真黒く、烏帽子えぼしをつけている男もいないし、女は髪も下げていない。言葉はてんで通じないという心細さである。田を耕すすべも知らず、食物は専ら魚鳥を常食としている。かいこなど飼うことも知らないから、身にまとっている者はほとんどないという。まったく原始人そのままの生活が続けられていた。島の中に高い山があり、年中火を噴いて、あたりは硫黄が満ちみちていたので硫黄ヶ島とも呼ばれる。雷がしょっちゅう鳴って雨もよく降る。とにかく、およそ、なれない人間の住み得るようなところではなく、ここに流されることは、いわば、自然に死を与えるのと同じ結果であった。
　新大納言成親は、そのうちには、平家の追窮の手もゆるむかも知れないと、やや期待していたものの、成経が、今、又鬼界ヶ島に流されるときいて、もはやこれまでと思い切った。出家の志を申し出て、法皇からの許しも頂いた。長年着なれた着衣と引かえに、墨染めの衣に着替えた時は、さすがに感無量の心持であった。
　成親の奥方は、その頃、北山きたやま雲林院うんりんいんの近くに忍び暮しを続けていた。唯でさえ住みなれぬ場所はいろいろと心苦労の多いところへ、世を忍ぶ身はひとしおで、その日その日をやっとの思いで過している有様であった。昔は、召使いも家来も多く仕えていたけれど、平家に、にらまれて以来、後難を恐れてか訪ねてくる者もなかったが、唯、一人源左衛門尉信俊げんざえもんのじょうのぶとしだけは、昔と変りなく、時々訪ねては、何かと面倒を見、慰めていってくれるのであった。ある日、奥方は信俊に、
「何でも、殿は一時は備前の児島とかにいられたときいたが、近頃は有木の別所におられるという話です。何とかしていま一度、お便りを差し上げ、できたらあちらの様子も知りたいと思うのだけれど、どうにかならないものだろうか？」
　と相談を持ちかけた。
「それはよい考えでございます。是非私がお使いに参りたいと存じます」
「だが、有木の別所までは、かなりの道のりだそうな、どんな危険があるかも知れぬのに」
「何を仰有おっしゃいます、幼少から殿にはお目をかけて頂いた私、未だにそのお声がはっきり耳に残っております。ご流罪の時にもお供を願い出て、お許しが出なかったのが何よりの心残りでおりました。いかなる目にあいましても、きっと殿様にお目にかかって参ります。是非お文を頂戴いたしとうございます」
　うそいつわりのない真心を面おもてにみせて、涙ながらに言う信俊の言葉に、奥方も一方ならず喜んだ。
　奥方始め、若君、姫君の文をふところにして信俊は、はるばる有木の別所を訪れてきたのであった。難波次郎経遠も、信俊の志に感じて直ぐに成親の所に案内した。
　成親は、丁度今しも、都のことなぞ思い出しつつ、側の者に、いろいろ想い出話をしていたところだったが、都から信俊が訪ねて参りました、という知らせに、「夢であろうか」と疑いながら、急いで部屋の内へ招じ入れた。
　信俊が一歩足を踏み入れると、先ず粗末な部屋の作りが目に入った。同時に、昔に変る墨染姿の成親を見出した時は、いつか目の先さきがぼうっとかすんで、成親の姿もはっきり目に映らぬほどであった。漸く涙をおさめると、信俊は奥方からの心のこもった言伝てをこまごまと伝え、ふところから、命にも換えてと大事に持ってきた手紙を差しあげた。
　さすがになつかしい奥方の筆跡を手にすると、成親の手はぶるぶると震えるばかりで、一向に読み出す事ができない。ようように手紙を開いても、すぐに涙でかき曇って、書いてある字もはっきりと見えないのである。
「子供達が、朝晩、余りに貴方の事をお慕いするので、私も身を切られるように辛く」
　などという文句が、ところどころに読みとれるけれど、こうやって目のあたりになつかしい水茎みずくきのあとをみると、その恋しさ、悲しさはつのるばかりで、主従たがいに涙にむせんで言葉を交すこともできなかった。
　四、五日経った時、信俊は、「お傍にいて、殿のご最後をお守りしとう思います」とくり返し経遠に頼んだが、聞き入れられなかった。成親も、半ば心頼みにしていたのだが、今はもう諦めていた。
「早く帰った方がよかろう、私も近いうちに殺されるらしいが、死んだあとは私の後世でも弔っておくれ。これは奥方に渡してやってくれ、くれぐれも面倒をみてやってくれよ」
　信俊が、「それでは又伺いまする」といって出ようとすると、成親は、「しばらく、しばらく、もう一度戻って顔をみせてくれ」と呼び返し、又暫くして信俊が腰をあげかけると、何のかのといっては、呼び戻すのであった。信俊も後髪は引かれる想いだが、といって、いつまでもこんな事をくりかえしてもいられず、泣くなく後を振り返り振り返り、別れを告げた。
　奥方は、成親の手紙の中に巻きこまれていた黒髪の一房をみて、とてもたまらず泣き伏してしまった。若君、姫君も母に取りすがって、声を立てて泣くのであった。
　八月の十九日、大納言の死罪が決まった。備前、備中の境にある吉備きびの中山が、大納言終焉しゅうえんの場所と言われる。成親の最後の様子はいろいろ伝えられていて、始め毒殺を計ったが失敗し、遂に二丈のがけの上から突き落し、下に刺股ひし（刃物に柄をつけたもの）をたててこれで体を貫いて死んだといわれる。とにかく無慚むざんな殺し方であったらしい。
　夫の死を聞いた奥方は、今は生きていても甲斐はないと、菩提院ぼだいいんという寺で、出家し、成親の冥福を祈って暮すこととなった。彼女は山城守敦方やましろのかみあつかたの娘で後白河院の寵愛も一きわ深かったほど美しい人で、後白河院がお気に入りの成親に下さったものであった。華やかな夢も今は昔の物語、尼姿になった奥方と共に、幼い子供達も、花を折り水をくんで、ひたすら父の後世を弔うのであった。


徳大寺の沙汰

　そもそも成親卿が平家滅亡の計りごとを練るようになったのは、いつかの人事異動が基であったのだが、あの時に、やはり、右大将を平宗盛に横取りされて、がっかりして家にひきこもってしまった人がある。徳大寺大納言実定じっていである。その後も、平家専横の世の中にいよいよ愛想をつかした実定は、出家の志を立てた。ある月の良い晩であった。実定は、南面の御格子みこうしをあげて月を眺めながら、行末のことなど思いふけっていると、藤大夫重兼とうのだいふしげかねという家来が参上してきた。
「何じゃ、今時分？」
「いえ、唯、余りに月がよろしいので、何となくご機嫌伺いに参りました」
「それは丁度よい、わしも話相手がないものかと思っていたところだった」
　実定は重兼を相手に、四方山よもやまの世間話に打ち興じていたが、その内いつしか話題は平家一門の話にもふれていった。
「全く近頃、平家の勢は恐ろしいくらいじゃ、重盛、宗盛と息子が揃って左右の大将、後には、三男知盛、孫の維盛もおることだし、平家以外の家の者では、大将になる望みはなさそうじゃ。わしも、いつかはと思っていたが、この分では、到底、望んでも無駄だと覚ったのじゃ。いっそ出家でもしようかと思ってのう」
「それはとんでもない、早まったお考えかと思います。もし殿がご出家遊ばすような事にでもなったら、家内中が途方に暮れてしまいます。それよりも、私一寸した名案があるのでございます。それは他でもない、安芸あきの厳島いつくしまへご祈願にお出でになるのです。あすこは平家の人々が敬うやまい崇あがめるお社でございます。何もおかしいことはありません、あすこには内侍ないしと申す舞姫がおります。彼女らはきっと珍しがっていろいろ接待する筈でございます、その時、何をお祈りにいらしたのですか？　と聞くに違いありませぬ、ありのまま仰有おっしゃるがよろしゅうございます。ご帰京の際は、重だった内侍を連れて都へお帰り下さい、彼女らは帰りにきっと西八条の清盛公のお邸にご挨拶にいきます。清盛公は、上京の目的を内侍にお尋ねになるに決っております、すなわち、殿のご祈願のことも、清盛公の耳に入ります、平家の尊崇する社に祈願したと聞けば、喜ぶに決っています、何か良いあんばいに事が運ぶかも知れません」
　熱心に耳を傾けていた実定は手をたたいて喜んだ。
「全くだ、確かに妙案かも知れぬ。早速、参詣の準備をいたせ」
　さて、安芸の厳島につくと、そこには内侍と呼ばれる美しい舞姫がいて、日夜参詣人をもてなす習わしであった。
「この社に、平家以外の方のご参詣とは珍しいこと」
　といって、舞楽ぶがく、神楽かぐら、琵琶びわ、琴と、ある限りのもてなしをして、実定を慰めた。
「それにしても珍しい、一体何をご祈願にいらしたのですか？」
　案の定、内侍が尋ねたので、実定はかねて定めた通り、
「日頃望みの大将の位を、他人に越されてしまったので、その祈願達成のため」
　と答えた。
　さて七日の参籠が済むと、重立った内侍十数人は、船を仕立てて都まで見送ってきた。実定は、邸に連れてきて丁重にもてなし、土産まで与えて帰した。
「折角ここまで来たのだから」
　と内侍達は西八条に清盛を訪ねた。突然の内侍達の訪問に、清盛は驚いてわけを尋ねた。
「徳大寺大納言のご参詣の帰途、名残惜しさにここまでついてきてしまいましたので」
「それは珍しい、何で又あの男が厳島に参詣に行ったのじゃろう」
「何でも、大将にご昇進のためのご祈願とか伺いましたが」
「何？　そのためにわざわざ厳島まで下向いたしたと、それは又何と奇特なお人であろう。この京都にも由緒深い神社仏閣も多いのに、わざわざ平家一門の帰依きえする厳島に参詣するとは、見上げた志じゃ」
　清盛は、すっかり上機嫌になった。間もなく重盛が左大将をやめ、宗盛をこえて実定に左大将の辞令が下りた。まんまと、主従の計画が功を奏したのである。それにしても、成親も早まったことをしたものである。謀叛などおこさずにもっと賢明なやり方で、自分の身を守るべきであったのに惜しいことをしたものである。


山門滅亡

　後白河法皇は、前々から、三井寺の公顕こうけん僧正を師範として、真言しんごんの秘法を学んでいられたが、大日経だいにちきょう、金剛頂経こんごうちょうきょう、蘇悉地経そしつちきょうの三部の伝授も済み、九月四日、三井寺で御灌頂ごかんじょうをお受けになることとなった。
　これを聞いた山門の大衆はひどく憤慨して騒ぎが大きくなってきた。
「昔から、御灌頂ご受戒は当山で受けると決っているのに、先例を破って、三井寺でやるのなら、三井寺を焼き払ってしまうぞ」
　といっておどかした。
　法皇は、山門を刺激しても無駄だからと、三井寺での御灌頂は一応お取やめになったが、元々そのおつもりであったから、四天王寺へお出でになり、五智光院ごちこういんを建立、亀井かめいの水を五瓶ごびょうの智水ちすいとして伝法灌頂でんぽうかんじょうをお遂げになったのである。
　この事件はこれでけりがついたわけだが、当時、山門では、学生がくしょうと堂衆が仲が悪く、合戦に及ぶ事も何度かあり、その度に学生が負け、何人かの学生が命を失い、山門の滅亡も時間の問題かと思われてきた。元来、学生とは山にこもって、止観、真言の両業を治め、学問修行に務める者を指し、堂衆とは、学生付きの稚児が法師になったのや、雑役の僧とかであったが、次第に増長し、大衆に立ち向うようになってきたのである。これに手を焼いた大衆は、彼らは、院主、師僧の命に背いて勝手に合戦を企て迷惑いたしますので、速やかにご討伐下さい、と朝廷や武家に願い出たのである。
　清盛は、堂衆討伐の院宣を受取ると、紀伊国の住人湯浅権守宗重ゆあさのごんのかみむねしげ以下畿内の兵二千余人を大衆応援にくり出して、堂衆に立ち向うことになった。
　堂衆は、近江国三ヶ庄さんがのしょうから兵を集め、早井坂そういざかに城を築いて待ちうけた。
　九月二十日午前八時、大衆三千人、官軍二千余騎の計五千人が早井坂に押し寄せたが、大衆は大衆で、官軍に先陣をと願い、官軍は大衆を先登にと思うので、思うようにも戦うことができず、そのうち、城内から石垣をはずして石を転がしたので、大衆、官軍の死者は数知らず、又々戦は堂衆の勝利に終った。堂衆に味方している者の中には、諸国の窃盗、強盗、山賊、海賊といった命知らずの者が多く、自分一人と思い切って戦うので強いのである。
　その後、山門の荒廃ぶりはひどかった。山門に住む人は極めて稀で、真理の都といわれ、上下の人々の尊敬と信仰を集めていた面影は、一つとして残っていなかった。
　今や、三百年の歴史を誇った天台宗の法灯をかかげようとする者もなく、昼夜の別なくたかれていた香の煙も絶えようとしている。かつては青空にそびえたっていた堂舎もすっかり荒れはて、金の仏像も雨にぬれる有様であった。
　こういう様相は日本ばかりでなく、遠くは仏教の発祥地である天竺てんじくでも、竹林精舎ちくりんしょうじゃ、給孤独園ぎっこどくおんといった聖地も、狼や狐のすみかと化し、又、中国でも、天台山、五台山、白馬寺、玉泉寺といった有名な仏寺が、住み手もないままに捨ておかれているらしい。我が国の奈良の七大寺は荒れ果てているし、昔は堂塔が軒を並べていた愛宕あたご、高雄たかおも天狗てんぐのすみかになってしまった。こういう世の有様をみると、あれ程、尊かった天台の仏法が亡びるのも無理はないかも知れないが、それにしても惜しいことである。
　人のいなくなった僧坊の柱に、こんな歌がかきつけられていたという。

祈りこし我が立つ杣そまの引かえて
　　人なき峰となりや果てなん

　これは伝教でんきょう大師が、叡山創立の時、阿耨多羅あのくたら、三藐みゃく、三菩提ぼだいの仏達に祈った時、「阿耨多羅、三藐、三菩提の仏達、わが立つ杣に冥加あらせ給え」と祈られた時の言葉を思い出して詠んだものらしかった。


善光寺ぜんこうじ炎上

　同じ頃、信濃善光寺が火事にあった。この寺の本尊である如来は、昔、中天竺ちゅうてんじく舎衛国しゃえこくに、五種の悪疫が流行した時、月蓋長者がっがいちょうじゃが竜宮城から閻浮檀金えんぶだごんを取り寄せて、釈尊、目蓮もくれん長者ちょうじゃと三者が心を合せて鋳造した、阿弥陀如来の霊像といわれた。それが仏滅の後五百余年、天竺に留まり、後百済くだら国に移り、一千年を経て、欽明きんめい帝の御代に日本に渡り、摂津国難波の浦の底深く金色の光を放っていた。
　たまたま、信濃国の住人に本多善光よしみつという男がいて、都に上り、如来のありかを知って、これを信濃国水内みずちの郡に移した。爾来、五百八十余年程経つが、火災にあったのは始めてのことで、霊寺、霊山が次々に滅びてゆくのは、さしもの平家の世も末になる前ぶれだろうと噂された。


康頼祝詞のりと

　鬼界ヶ島に流された、俊寛、康頼、成経の三人は、少将の舅しゅうと、宰相教盛の領地である肥前、鹿瀬庄かせのしょうから、何かにつけて衣類や食物を送らせるように手配して呉れたおかげで、どうやらこうやら生きることだけは出来たらしい。
　康頼は、かねてから出家の志を持っていたが、流罪の途中、周防すおうの室積むろづみで出家し、性照しょうしょうと名乗った。

ついにかくそむきはてける世の中を
　　とく捨てざりしことぞくやしき

　これはその時の歌である。
　少将と康頼は、前から熊野権現の信者であったから、何とかこの土地にも熊野権現を祭って、一日も早く帰京のかなうように日夜祈参しようという相談が持ちあがった。
「どうじゃ、俊寛殿、貴方も、この計画に一枚お加わりなさい。都へ帰参の望みもかなうかも知れぬ」
　二人が熱心にすすめても、しかし俊寛は、ばかばかしそうに首を振るばかりであった。康頼と少将は、それならばと今度は二人だけでどこか熊野に似た場所を探そうと、島のぐるりをあちこち歩き廻ってみた。こんな島ではとてもみつからないのではないかという懸念を破って、目の前に熊野の山にそっくりの場所をみつけた時は、夢かと思うほど喜んだ。丁度、紅葉の頃で、林は錦繍きんしゅうの装いに包まれていた。雲かと思えるばかりにそびえ立つ峰々は、淡い薄絹に包まれたように、ほのぼのとした色どりをみせている。南をはるかに見下すと、果てしなく続く大洋が、漫々と水をたたえ、北は峨々ががたる山岳から、ほとばしる滝のしぶきの白さが、目にしみるようであった。それはまのあたり、紀伊の熊野が、そこに立ち現れたような錯覚さえ与えるほどよく似ていた。
「ここは本宮ほんぐうといたそう」
「それではこちらは新宮しんぐうがよかろう」
　あちこちの峰にも、いろいろ名前をつけて、康頼を先登に、少将と二人毎日、熊野詣でのまねごとをして真剣な祈りを捧げていた。
「南無権現金剛童子なむごんげんこんごうどうじ、ねがわくは憐れみをおかけ下さいまして、都へ帰し、妻子の顔を今一度びみせて下さいますように」
　これが毎日続くと、着替えの浄衣もないから、麻の衣を身につけ、沢の流れで水ごりをとりながら、岩田川の清流にみたてるのである。康頼は参詣の度ごとに、形通り祝詞のりとを捧げることにした。御幣紙ごへいがみなど気のきいたものもないから、花を手折って代用にしていた。
「維いあたれる歳次さいじ、治承じしょう元年丁ひのとの酉とり、月の並びは十月とつき二月ふたつき、日の数、三百五十余カ日、吉日良辰りょうしんを選んで、かけまくも、かたじけなく、霊顕は日本一なる熊野ゆや三所権現、飛竜大薩埵ひりゅうだいさったの教令きょうりょうのご神前に、信心の大施主せしゅ、少将藤原成経、ならびに沙弥性照しゃみしょうしょう、一心清浄の誠をいたし、三業一致さんごういっちの志をぬきんで、謹しんで、敬い申す。それ、熊野本宮の阿弥陀如来は、済度苦界の教主、法身ほうしん、報身ほうしん、応身おうしんの三身を具そなえたる仏なり。或は早玉宮はやたまぐう本地ほんちの薬師如来は衆病悉除しゅびょうしつじょの如来なり。或は、結宮の本地薬師如来は衆生救済の仏等覚の菩薩なり。熊野第四宮十一面観音は娑婆世界、苦を救い無畏むいを施す仏にして、頭上の仏面を現して、衆生の所願をみて給えり。是によって上一人かみいちにんより、下万民に至るまで、或は現世安穏のため、或は、後生善処のため、朝に浄水を結んで煩悩ぼんのうの垢をすすぎ、夕べに深山に向って宝号を称うるに、感応なき事なし、峨々たる嶺の高きをば、神徳の高きにたとえ、嶮々たる谷の深きをば、仏の誓の深きになぞらえて、雲を分けてのぼり、露をしのいで下る。ここに、菩薩の利益りやくを頼まずば、いかで嶮難の路を歩まん。権現の徳を仰がずんば、何ぞ幽遠の境にましまさん。依て証誠大権現しょうじょうだいごんげん、飛竜大薩埵ひりゅうだいさった、青蓮せいれん慈悲じひのまなじりを相並べ、さおしかの御身をふりたて、我らが無二の誠心を知見ちけんし、一つ一つの願事きき入れ給え。結むすぶ、早玉はやたまの両所権現、各々その機に従って有縁うえんの衆生を導き、無縁の群類を救わんため七宝に飾られたる極楽の光を捨て、六道三有ろくどうさんうの煩悩の塵ちりにまじわり給え。故に定業じょうごうを転じ、長寿を求め、長寿を得るため、礼拝袖を連ね、幣帛へいはく礼奠れいてんを捧ぐる暇なし。忍辱にんにくの衣を重ね、覚道かくどうの花を捧げて、神殿の床を動じ、信心の心池水の如く澄ませたり。神明納受し給わば、願い事何ぞ成就せざらん。願わくは、十二所権現、左遷の愁いを休めて、帰洛の本懐をとげさせ給え」


卒都婆そとば流し

　少将と康頼の熊野詣では、異常な熱心さで続けられた。時には、徹夜で祈願をすることもあった。ある日いつもの通り、夜になって、二人は一晩中、今様いまようなどを歌い続けて、さすがに明け方疲れ果てて眠ってしまったことがある。康頼も知らずしらずの内にまどろんでいたらしい。沖の方から白帆をかけた小舟がやってきて、中から紅の袴はかまをつけた女達が三十人ばかり、岸にあがってきて鼓をうち、声を合せて今様を歌い出したのであった。

よろずの仏の願がんよりも　千手せんじゅの誓ちかいぞ頼もしき。
枯れたる草木も忽ちに　花咲き実なるとこそきけ。

　三べんほど、くり返すと、その姿はかき消すようにみえなくなった。
「あれ、女達が」
　自分の声で目を覚した康頼は、始めて夢であったことに気がついて不思議な気がした。
「どうやら、あれは竜神の化身であったらしいが、三所権現の内、西の御前と申すは、千手観音がご本体、竜神は千手観音の守護神じゃ。これは、熊野権現がわれらの願をおきき入れになったしるしかも知れぬぞ」
「今後は一層の精進をいたそう」
　暫くして、又ある晩夢を見た。
　沖から吹いてきた風に、二枚の木の葉が舞い下りてきて、二人の袂たもとに吹きかけた。手にとってみると、熊野の南木なぎの葉である。虫に食われて、ところどころ穴のあいているのが、よくみると言葉になっていた。

千早ぶる神に祈りのしげければ
　　などか都へ帰らざるべき

　少将と康頼は、夢から覚めたあと、いつまでもそのことを話し合っては、勇気づけられたのである。
　康頼は、何としても故郷の恋しさに耐えられなかったので、せめてもの心の足しにと、千本、卒都婆そとばを作り、梵字、年号、月日、それに、平判官康頼と署名し、二首の歌を書きつけた。

薩摩潟沖の小島に我ありと
　　親には告げよ八重の潮風
思い遣やれしばしと思う旅だにも
　　なお故郷ふるさとは恋しきものを

　その卒都婆を、浜辺に持ってゆくと、
「八百よろずの諸々の神々よ、願わくは、一本なりと都に伝えて下さい」
　と祈りながら、寄せては返す波のたびごとに、そっと卒都婆を海へ送り出した。卒都婆を作っては流し、作っては流ししていたから、長い間には、卒都婆も随分の数になったわけである。
　康頼の真心が通じたのか、神明のご加護があったのか、その内の一本が安芸あきの厳島いつくしまに流れついたのであった。
　康頼の知り合いのある僧が、便船でもあったら鬼界ヶ島にでも渡り、康頼の消息を訪ねてみたいと思い立ち、西国修行に出かけて厳島に参詣した。厳島大明神は、元々海に縁故のある神で、娑竭羅しゃかつら竜王の第三の姫宮といわれ、今日まで、いろいろ不思議な霊顕のあったことを聞かされて、僧は暫く止まって参籠することにした。
　厳島大明神は、八つの神殿から成り、海の際に臨んでいた。夜になると月が昇り、その澄んだ影は、水にも、砂浜にも、美しい光を投げていた。満潮になると、大鳥居も、朱塗りの玉垣も、瑠璃るり色を帯びて青白く光った。引潮になると、社前の白砂には霜が降りたようにみえた。その神秘的な美しさに我れ知らずうっとりとしていた僧が、気がついてみると、波の合い間合い間に漂い流れている藻くずの間に何やら妙なものが浮いていた。手に取って拾い上げてみると卒都婆である。
「何だってこんなものが」
　と思いながら、よくよく眺めてみると、それが例の康頼が流した内の一つなのである。文字を彫りこんでおいたものが、波に洗われても消えずにそのまま残っているのであった。僧は早速、この卒都婆を持って急いで京に行き、一条の北、紫野むらさきのに忍び住む康頼の老母と妻子にみせたのであった。
「何と不思議な、いくらでも海辺はあるものをよりによって厳島とは、それにしても、もろこしのあたりにも流れつかずに、こんな所まで流れてきて、又々私達に悲しみを憶い出させようというのか」
　老母は卒都婆を手にして、しみじみと眺めながらつぶやいた。
　この事が法皇のお耳にも入り、
「何？　彼らはまだ生きていたか、何と哀れなことよ」
　と、また更に涙を流しておいでになった。
　法皇は、更に、重盛にこの事を伝え、遂に卒都婆は、清盛の手にも渡った。さすがに木石でもない清盛も、心中同情を禁じ得なかったらしく、憐れみの言葉をもらしたのであった。


蘇武そぶ

　この話は、洛中に広がっていった。特に、清盛までが哀れに思ったというので、いつしか康頼の歌は、京の、上下、老いも若きもが、鬼界ヶ島流人の歌として口ずさむようになった。千本作った卒都婆だから、それ程大きいわけはなく、むしろ小さなものだったろうに、波に押し流されることもなく、はるばる万里の波濤を越えて故郷に届いたのは、やはり康頼の一念が通じたのかも知れない。ところでこれに似たような話が、中国の故事にある。
　昔、漢の武帝ぶていが胡国ここくを攻めた時、始めは、李少卿りしょうけいを大将として、三十万騎を差し向けたが武運つたなく敗れ、李少卿は捕虜になった。次に蘇武を大将として五十万騎を派遣したが、これも散々の敗けいくさである。六千余人が生捕られ、その中に蘇武も含まれていた。胡国は、彼らのうち重立った者六百三十余人の片足を切って追放した。その殆んどが死んでしまった中で、蘇武一人は生き残った。不自由な片足で、野山の草の実を拾い、野草を食べ、どうにか生き長らえていた。野原に降り立つ雁の群さえ、蘇武の姿をみて、逃げるものは一匹もいなかった。この雁は秋になるとここを去って遠く漢の都へ飛んでゆくことに気のついた蘇武は、一羽の雁の足に手紙を結びつけて、心から漢王の手に渡してくれるように祈った。
　漢の都では、ある日漢王が上林苑にいる時、一群の雁の列から一羽がさっと舞い下りて、手紙を落した。不思議なこともあるものかなとそれを開いてみると、
「巌窟がんくつにとじこめられて三年、今では、荒れ果てた曠野こうやに捨てられ、一本足の身で生きています。たとえこの身は胡の国で死んでも、魂は決して君のお側を離れぬつもりです」
　とあった。
「何と、まだ蘇武が生きていた、これはまさしく蘇武の筆跡」
　驚いた漢王は、今度は百万の大軍を胡国に差し向けた。今度は漢の勝利となったので、蘇武は、びっこをひきひき漢軍の陣営を訪ね、蘇武であることを名乗った。十九年の後、蘇武はやっと故郷へ帰ることができたのである。漢王は大いにその志に感じ、高官に任じ、大国を与えて労をねぎらった。
　一方李少卿も、国へ帰りたい心は同じだったが、胡王が許さないので悶々の日を送っていた。そうとも知らない漢王は、不忠の男だ、と死んでいた両親を掘りおこしてむちでうったり、親類縁者をそれぞれ罪に服させたりした。このことを伝えきいた李少卿は、恨み悲しみはしたが、なお故郷恋しの一念やみがたく、筆をとって、不忠ではないことをこまごまと記して送った。漢王はそれを読んで、自分の行為をひどく悔やんだそうである。
　漢国の蘇武は、雁に便りを託し、我が国の康頼は、波に便りを託して想いを故郷に告げた。上代と末代、胡国と鬼界ヶ島と、土地こそ変れ、心は相似たようなものである。


第三巻


赦文ゆるしぶみ

　治承二年の正月がやってきた。宮中の行事はすべて例年の如く行われ、四日には、高倉帝が院の御所にお出でになり、新年のお喜びを申し上げた。こうして表面は、いつもながらの目出度い正月の祝賀風景が繰りひろげられていたが、後白河法皇の心中は、内心穏やかならぬものがあった。成親はじめ側近の誰彼が、殺されたり流されたりしたのは、つい去年の夏のことである。その生々しい光景はまだ、昨日のできごとの様に、まざまざと心に甦よみがえってくる。その事をおもい出すごとに、法皇の胸には、清盛に対する、いや平家に対する憎悪の念が、いやましにひどくなってゆくのである。諸事万端、物憂く、政事まつりごともつい投げやり勝ちな日が続いていた。
　一方、清盛の方でも、多田蔵人ただのくらんど行綱の密告をうけてからというもの、ぬかりなく法皇の周囲に対する監視を怠らなかった。表面だけ鷹揚おうように構えてはいるが、どうして、どうして、清盛の鋭く光る目は、院の御所に向ってひときわ、きびしい光を見せるのであった。
　正月七日、突如、東方の空に彗星すいせいが現れ、十八日には、光が一段と増した。
　清盛の娘で、当時中宮であった建礼門院は、病床に伏していたが、秘法、妙薬の甲斐もなく、病状は一向はかばかしくなかった。国中あげて、病気回復を祈っていたが、これが、やっと妊娠のためだとわかったのである。時に天皇十八歳、中宮は二十二歳、もちろん初産である。平家一門の喜び方は大変だった。
「これで、皇子誕生となれば万々歳じゃ」
　とまるで既に皇子が誕生でもしたかのように、勇み立っていたし、世間でも、
「勢に乗ってる平家のことじゃ、皇子誕生も間違いなかろう」
　というのが、一般の噂であった。
　ご懐妊の事実がはっきりしてくると、今度は前以上に、国の全力を挙げて皇子誕生の祈祷が行われることになった。
　ありたけの高僧貴僧が呼び集められ、秘法の限りを尽すことになった。星を祭り、仏や菩薩ぼさつには、皇子誕生のことばかりを祈願した。六月一日は、岩田帯の儀式があった。
　仁和寺にんなじの御室みむろ、守覚しゅかく法親王が参内、孔雀経くじゃくきょうの法で祈り、天台座主覚快かくかい法親王も揃って祈祷した。これは変成男子へんじょうなんしの法という秘法で、胎内の女児を男児に変成するものである。
　月が進むに従い、中宮の苦しみ方は、傍のみる目も痛わしかった。一度び笑えば百媚ひゃくび生ずといわれた美貌も、すっかりやつれ果て、長い黒髪をがっくり横たえて、頭を上げるのもやっとというその姿は、まさに、梨花りか一枝いっし、春雨はるあめを帯おぶ、という風情であった。
　ところで悪いことには、悪いことが重なるもので、唯でさえ衰弱している中宮に、またしても物ものの怪けがとりついたのである。童子に物の怪を乗り移らせて占ってみると、多くの生霊、死霊が、取りついていたことがわかった。とりわけその内でも執念深いのは、去る保元の乱に讃岐に流された崇徳院すとくいんの霊、同じく首謀者、左大臣頼長、新しい所では、新大納言成親、西光、それに鬼界ヶ島の流人の生霊などであった。
　清盛は即座に沙汰を下すと、崇徳院には、追号を捧げ、崇徳天皇とし、頼長には、贈官贈位で太政大臣の贈位をし、勅使として少内記惟基しょうないきこれもとが派遣された。
　その他さまざまの怨霊慰撫が行われたが、このことを聞いて、門脇かどわきの宰相さいしょうは早速重盛を訪ねた。
「中宮の御産のため様々のお祈りをなされていると聞きますが、何と申しましても、特赦にまさるものはないと思います。中でも、鬼界ヶ島の流人をお召し寄せになったらいかがでしょうか？」
　重盛も尤もっともなことだと思ったから、直ぐ清盛の前にまかり出た。
「門脇の宰相が逢うたびにいろいろお嘆きになるので、気の毒なのですが、何でも近頃、中宮に物の怪がおつきになったとか、中には成親卿の死霊もあるとか聞いております。就きましては、死んだ者の霊を慰めるためにも、生きている少将を呼び返してやるのが、一番かと思います。父上、人の思いをかなえてやれば、自分の願いも達するとよく申すではありませんか、人の願いを聞き届けてやれば、必ず我らの望み通り皇子ご誕生間違いなしと思いますが」
　さすがにいつもの清盛にも似ず、重盛の言葉に一々うなずいていたが、言葉も柔らかく聞き返した。
「お前のいう所はわかった。だが俊寛と康頼はどうする？」
「それも同じことでお許し下されるのが至当でしょうな。一人でも残したら、かえって罪作りなことと思いますが」
「さよう、康頼はまあよかろう、しかし俊寛は」
　いままで穏かであった清盛の言葉が、次第に激しい口調に変ってきた。
「きゃつはいかん、断じていかん、あいつは、わしの手で一人前にしてやったのに、それでいて、しゃあしゃあと裏切りおった。自分の山荘に人を集めて謀叛を企んだ憎い男だ。何かにつけて、人をあざむこうとした恩知らずだ。あの男を許すことなぞ、駄目だ。どうあっても駄目だ」
　これ以上説いても無駄なことだと知った重盛は、そのまま黙って前を引き下ると、早速宰相にこの嬉しい知らせを告げた。
「どうやら、少将はご赦免になりそうですよ」
「えっ、それは本当？」
　早くも宰相は涙声であった。
「あの子が島に行く時も、これしきのことで、何故、申し請けできないのかと言いたげに、私を見て泣いていた顔が忘れられないのです。それにしても何と嬉しいお知らせ」
「子は誰しも、可愛いものですよ。とにかく父にはよくよく申しておきましょう。もうご心配にならない方がよろしいでしょう」
　と重盛は慰めるのであった。
　鬼界ヶ島流人赦免のことは正式に決まり、清盛から赦文ゆるしぶみを貰った使者の一行は都を立っていった。宰相は余りの嬉しさに、自分の使いも一緒に旅立たせた。夜を日についで急ぎの旅を続けたが、何しろ道は遠いし、七月下旬に都を出て、島に着いたのは九月も半ばを過ぎていた。


足摺あしずり

　大赦の御使、丹左衛門尉基康たんざえもんのじょうもとやすとその供のものをのせた船は、目指す鬼界ヶ島についたが、荒漠とした孤島のさまは、都より訪れた人々に、おそろしく激しい印象を与えた。船が島につくや、波にぬれた浜に一気に飛び下りた基康は、大声をあげた。
「都から流された平判官康頼入道、丹波少将殿はおらるるか」
　供の者もこれに和して、口々に尋ねたが、しばしは波の音がこれに応えるばかりであった。
　というのも、康頼と少将の二人は例の熊野詣に行っていたからであったが、ただ一人俊寛は小屋のほとりに寝そべったまま、一人京の街をおもい、故郷の寺の山々に思いをはせていた。人の声もまれで、耳にするのは、風の音、波の音、時折り島を渡る海鳥の叫びぐらいで、近頃物音に無関心になっている俊寛の耳に、海辺から人の叫び声が伝わって来たのである。愕然がくぜんとして身を起した俊寛はわが耳を疑った。だが、熊野詣の二人を呼ぶ島人ならざる人の声は、確かに聞えた。
「これは夢にちがいない。寝ても覚めても京の都のことばかり思いつめていたための幻まぼろしの声だ。悪魔がおれの心を惑わそうというのか。とても現実とは思えん」
　と一人わななきながら呟つぶやく俊寛の足は、飛ぶように声のする海辺へ向った。俊寛は走っているつもりではあったろうが、その形は殆んど倒れながら転がるにも似ていた。
　俊寛が使いの丹左衛門尉基康の姿を認めるのと、流された俊寛は私だ、と叫ぶのと同時であったが、彼自身、現にあることが、事実か幻か、判別出来ぬ有様だったのである。
　漸く落ちついた俊寛の前に、清盛の大赦文ゆるしぶみをしたためた赦文が差し出された。ふるえる手つきでこれをあけた俊寛は一気に読み下した。
「重罪は今までの流罪によって許す。都に早く帰ることを考えよ。このたび、中宮の安産のお祈りによって、大赦を行なう。故に鬼界ヶ島の流人、少将成経、康頼法師の両人赦免」
　だが俊寛の名はどこにもなかった。目を血走らせた彼は、赦文の包み紙をひったくるようにして見た。やはり彼の名はなかった。半狂乱になって赦文を隅々まで探したが、求める二字はなかったのである。今こそ俊寛は、これが幻であれと心の中で叫んだであろう。
　やがて姿を見せ、ことの成行きを承知して喜色を浮べた幸運の二人、少将、法師の姿も俊寛には見えなかった。彼の欲したのは、ただ二つの文字、俊寛の名前だけであった。同情した二人が共に俊寛の名前の空しい捜索を手伝ったが、結果は同じことであった。何より彼を絶望させたのは、後の二人に縁者から手紙言づけの類が山程あったのに、彼には全くなかったことである。
　夢から覚めた、いや現実からさめた俊寛の胸には、おれの親類縁者は一人も都にはいないのかという思いが湧き上がってきた。やがて、すべてに見離されたと知った俊寛の口から絶望の声がもれたのである。
「一体、この三人は同じ罪なのだ。流された所も同じなら、罪の重さも同じはずだ。おれ一人ここに残すというはずはないのだ。平家が思い忘れたか、赦文を書いた役人の書き間違いか、これはどういうことなのか、おれにはわからん」
　狂ったように泣く俊寛の両手には、浜のぬれた砂がつかまれた。汀なぎさに打ち伏したまま泣き叫ぶ姿に、誰も声が出なかった。
　やおら身をおこした俊寛は、丹波少将の袂たもとをむずとつかんで、哀訴した。かつての傲然たる面影は全くない。あるのは、都に帰りたい執念が一時に爆発した一人の男がいるだけである。
「俊寛がいまこんな有様になったのも、あなたの父の謀叛からじゃ。あなたも知らぬ顔はできぬはずじゃ。頼む、許されぬとあらば都とまでは言わぬ、せめてこの船で日向か薩摩の地まで連れて行ってくれい。あなた方が島にいればこそ、時には故郷のことも伝えきくことができた。今わし一人になったら、それもできなくなるのじゃ」
　俊寛は少将の袂をつかんで離さぬ。袂が島と本土とむすぶただ一つの橋のように、彼は両手でつかんでいた。俊寛に口説かれた少将は、もともと気性の優しい人だけに涙ぐみながら、何んとかこの男に希望を与えようとして懸命に慰めた。
「まことにご尤もの話しと思います。われら二人が召し帰されるのは嬉しいが、あなたを見ては行くに行かれぬ気持です。お言葉通り、船に乗せてお連れしたいが、上使の方が、それはだめじゃと、それ、さきほどからくり返して申しておらるる。許されもしないのに三人一度に島を出たと知れたならば、こんどはひどいお咎とがめがあるかも知れぬ。今やとるべき道はただ一つ。わたしが京に帰り、人にも相談をして、入道殿のご機嫌もうかがって、何んとか取りなすつもりです。その上で、お迎えの人をさし上げたいと思うのです。それまで、どうかご辛抱頂きたい。たとえ、今度の赦免でもれていても、そのうち必ずお許しがあるはずです」
　言葉をつくした少将の慰めも、俊寛の耳には入らなかった。何んとしても帰りたい一心の彼は、船に飛び乗って、京に帰るのじゃ、と叫んだかと思うと、波打際に飛び降りては、潮を浴びたまま、連れて行ってくれいと号泣するのであった。
　帰京の喜びに出発の準備も弾む少将、法師も、さすがに哀れに思わざるを得なかった。乏しい持物の中から、二人は形見を残してやった。少将は夜具、法師は「法華経」である。
　やがて船出の時が来た。ともづなが解かれ、船は押し出された。一行をのせた船は漕ぎ出された。
　だが、俊寛はともづなから離れなかった。綱とともに海に入った俊寛の腰から胸へと波が洗っても、彼は船とともにいた。人びとの制止の声にもかかわらず、背が立たなくなれば、泳いで船にすがりついた。そして血を吐くような声で皆に頼んでいた。
「どうしてもわしを見捨てるのか。お願いじゃ、都とは言わぬ、九州のどこへでも連れて行ってくれい。日頃の情をかけて下され」
　俊寛の叫びに耳をおおうようにした一行は、船にとりつく彼の手を払いのけて、ようやく漕ぎ出すことが出来た。
　汀にもどったまま打ち倒れた俊寛は、泣き叫びながら、足ずりした。幼児が母親を慕って泣くように、俊寛は足を砂浜にすりつけて、喚わめき叫んだのである。
「わしを乗せてくれい、どうか連れていってくれい」
　このくり返された叫び声は、白波を跡に沖へ漕ぎ出す船を何時までもとらえていた。
　立ちあがって、船を探した俊寛の目は涙にくもって、何も見えなかった。
　夢中で島の小山の頂に走った彼は、波のあいだに小さく消える船を見つけた。今や声もかれ、涙も果てた俊寛は、ただ両手を何時までも船に向って振りつづけるのだった。船が暮色の海に溶けるように薄れて消えると、鬼界ヶ島を夜が包んだ。一人になった俊寛には、今日一日のことが幻の様に思われる。抱きつづけていた夢が残酷な現実となった。打ちのめされた彼のさまよう足取は、何時しか運命の水際にきた。一人で苦しむより、むしろ、思いきって死のう、海に身を投げて命を捨てようと何度も考えた彼を、思いとどまらせたのは、かねてから優しい心をみせていた少将に僅かな希望を託した言葉であった。思いやりのある彼のことだ、京に帰れば有力者も身内に多いのだから、入道にも頼みこんでくれるにちがいない。そしておれも遅くとも来年には、などと、夜の浜に打ち伏したまま、星夜の中に京へのなつかしいおもいをたどるのである。


御産ごさん

　鬼界ヶ島を立った丹波少将らの一行は、肥前国鹿瀬かせの庄しょうに着いた。宰相教盛は使いをやって、「年内は波が荒く航海も困難であろうから、年が明けてから、京に帰るがよい」といわせたので一行はここで新年を迎えることにした。
　十一月十二日未明、中宮が産気づかれた。このうわさで京中はわき立ったが、御産所の六波羅の池殿いけどのには、法皇が行幸されたのをはじめとして、関白殿以下、太政大臣など官職をおびた文武百官一人ももれなく伺候しこうした。
　これまでに、女御にょうご、后きさきの御産の時に大赦が行なわれたことがあったが、今度の御産の時も大赦が先例に従って行なわれ、多くの重罪の者も許された。こうしたなかで、鬼界ヶ島の俊寛が、ただ一人許されなかったのは気の毒なことであった。
　中宮は、安産の願立がんだてを行なわれ、皇子がお生れになったら、八幡、平野、大原野などへ行啓になるということであった。神社は大神宮をはじめ二十四カ所、仏寺は東大寺以下二十カ所で安産が祈られた。安産読経の御使には、中宮の侍の中でも官位あるものがえらばれ、何れも平紋ひょうもんの狩衣かりぎぬに帯剣、お経の施物、御剣ぎょけん、御衣ぎょいを捧げ持ち、次々に東の対たいより南庭を渡り、西の中門へ静かに出て行くさまは、まことに壮厳で美しかった。
　中宮の兄に当る小松大臣重盛は、良いにつけ、悪いにつけ、騒ぎ立てぬ性格であったが、今度の御産のときでも、大騒ぎが一段落してから、長男少将維盛以下の子息の車を続けて御産所に送られ、御衣四十かさね、銀剣七ふり、馬十二頭に引かせてこられた。
　なお伊勢大神宮を始め、安芸の厳島神社など七十カ所余りに、神馬を寄進し、宮中にも御馬数十匹を奉った。
　一方、有名な寺の高僧たちは、安産のためあらゆる秘法を動員して、最後の努力をはらっていた。すなわち、仁和寺にんなじの御室みむろ守覚しゅかく法親王は孔雀の法、天台座主覚快かくかい法親王は七仏薬師ぶつやくしの法、三井寺の円慶えんけい法親王は金剛童子の法、そのほか五大虚空蔵ごだいこくうぞう、六観音から、普賢延命ふげんえんめいにいたるまで、ありとあらゆる秘法が行なわれたのである。このため、護摩ごまの煙は御所中にもうもうと立ちこめ、振る鈴の音は地を這い天にまでのぼる始末、修法の声は身の毛もよだつようにとどろく有様で、これでは、どんな物の怪も退散すると思われた。
　ところで中宮の御産は、陣痛は続くのだが、難産である。なかなかご誕生にならない。つきそっていた入道清盛や奥方は、ただ胸に手を押しあてたまま、おろおろするばかりで、頼りにならぬことおびただしい。人びとが、うかがいを立てても、
「どうかうまくやってくれ、よいように急いでやってくれ」
　と声をふるわすばかりであった。戦場なら、こんなみじめな思いはしないと、後程人に話したが、人の親清盛の狼狽ろうばいぶりは想像にあまりあるものがある。
　このご難産に、殿中でお祈りする者は、房覚ぼうかく、性運しょううんの両僧正、俊尭しゅんぎょう法印、豪禅ごうぜん、実全じつぜん両僧都などで、何れも僧伽そうがの句などをくり返し読み秘法をつくした。中でも法皇は、この時、熊野御参詣の前でご精進中であったのだが、わざわざ中宮の帳の近くに坐られて、千手経を声高く読経されたのであった。
「たとえ、どんな悪霊でも、この老法師がここにいる以上近づくはずはない。いまとりついている物の怪は、何れも皇恩で人となったのだから、物の怪に報恩の心はなくとも、祟たたりをなすことが出来ようか、悪霊共よ、速かに退散せよ」
　といわれると、今まで荒れ狂っていた物の怪もしばしはしずまったのである。さらに、
「女人の難産にも、心をこめて大悲呪だいひじゅを称えれば、鬼神退散、安産疑いなし」
　と、水晶の数珠を取りだして押しもむと、中宮はご安産であったばかりでなく、産れたのは皇子であった。
「ご安産です。皇子ご誕生ですぞ」
　とみすの中から躍るように出て来て、喜び声で高らかに告げたのは中宮亮重衡ちゅうぐうのすけしげひら卿、法皇を初め、関白太政大臣以下の公卿たち、下々しもじもにいたるまで、どっと歓びの声をあげた。歓声は御所から門外に、そして京の街々を包んだ。
　清盛は嬉しさのあまり、声を立てて泣いたという。
　小松大臣こまつのおとどは、金銭を九十九文、皇子の枕元において心から祈った。
「天を父とし、地を母と定め給え。ご寿命は不老長寿の仙人のように保ち給え。御心には天照大神入らせ給え」
　そして古式に従って桑の弓に蓬よもぎの矢をつがえ、天地四方を射たのであった。


公卿揃くぎょうぞろえ

　乳母には、平大納言時忠の奥方が選ばれた。これは後に帥典侍そつのすけと呼ばれた人である。
　法皇はやがて、御所へ還御になったが、清盛は余りの嬉しさに、お土産にと、砂金一千両、富士綿二千両を進呈したのは、今までに類のないことだけに、人々に異様な感じを与えたようである。
　今度の御産ごさんにあたっては、変ったことがいろいろあった。その第一は、何といっても、法皇が、自ら祈祷者として、祈られたことだったろう。その二には、后きさき御産の行事として、御殿の棟から甑こしきを落す習慣があり、皇子の時は南、皇女の時は北と決まっていたが、この時には間違って北に落してしまい、慌てて落し直すという珍事ちんじがあった。悪い前兆でなければよいが、と思った人もいたらしい。
　一番面白かったのは、清盛の日頃に似合わぬあわて方であった。重盛は、例によって、少しも騒がないところは立派だったが、気の毒だったのは、宗盛が奥方を難産で失い、職を一時やめて引こもってしまったことである。この奥方は、最初、皇子の乳母になる予定の人であっただけに、突然の逝去は惜しまれた。
　面白い話では、七人の陰陽師おんようしが呼ばれて、千度のお祓はらいをした際のことだったが、中に掃部頭時晴かもんのかみときはるという老人がいた。供も少く人の群を、かきわけかきわけ進む内に、右の沓くつを踏み抜かれてしまった。あわててまごまごしている内に、冠までも落されてもとどりがむき出しになってしまった。きちんと礼装をつけた老人が、冠をとられてまごついている格好はどうにもおかしく、見ていた公卿殿上人はわあっと笑い出してしまった。
　とにかく今度のお産には、その他いろいろ不思議なこともあったが、その時はたいして気にもならなかったことが、後から考えると、成るほどと思うことが多かった。
　公卿殿上人は続々お産のお祝に、清盛邸へ集り、その時不参の人々も後からもれなく、お祝に集ったようである。


大塔だいとう建立こんりゅう

　中宮御産ごさんの際、ご祈祷に精進した者たちには上から下までもれなく恩賞があって、その労をねぎらった。
　中宮の体も、ようやく元通りになったので、中宮はふたたび六波羅から内裏に帰られた。
　中宮に皇子が生れることは、中宮の入内当初からの清盛夫婦の夢であった。
「いつか、皇子が誕生し、御位におつきになったそのときは、外祖父、外祖母じゃ、どうか早く皇子がお生れにならんものかのう」
　この願がかなって、目出度く男子出生したのも日頃信心深い厳島の賜物かも知れなかった。平家の厳島信仰の始りは、清盛が安芸守時代にさかのぼる。まだ鳥羽院の御時、高野の大塔の修理を仰せ付けられ、六年がかりでそれを完成した。清盛が、大塔を拝み、奥の院に行くと、どこからともなく、眉の白い俗人離れのした老僧が現れ、暫く話をするうちにこんなことを言った。
「この山は、真言密教の聖地として連綿として続いておる名山じゃが、安芸の厳島、越前の気比けひの宮も共に、この山には由緒のある所じゃ、気比の宮は栄えているが、厳島はみるかげもなく荒れ果てておる。次には是非奏聞して、厳島を修理されるがよい、すれば、貴方は天下に肩を並ぶ者のない身分になること間違いなしじゃ」
　そのまま、すたすた歩きだした老僧を不思議な事をいう人かと思って、跡をつけていくと、忽ち見えなくなってしまった。
「さては、弘法大師であったのか」
　いよいよ不思議な念に捉われた清盛は、高野山の金堂に曼陀羅まんだらを書いて贈った。西曼陀羅は、常明じょうみょう法印という絵師にかかせたが、東曼陀羅は自分でかき、何のつもりか大日如来の宝冠は、自分の首の血で書いたといわれる。
　都に帰った清盛は、事の次第を早速、報告した。鳥羽院もひどく感動され、清盛の任期を延長して厳島の修理に当らせた。
　鳥居を立て替え、社を新築し、百八十間の廻廊も造った。修理が済んで、清盛が厳島に参籠していると、ある晩、御宝殿の戸が開いて美しい少年が現れ、
「大明神の使いで参った者ですが、この剣をもって全国を鎮め、朝廷をお守りするようにとのお告げです」
　と銀の蛭巻ひるまきした小長刀を枕辺に置いて、姿を消した。気がついてみるとそれは夢であったが、枕元をみると確かに、その小長刀が置かれていた。その後再び大明神のご託宣があり、
「いつぞや、老僧を以て言わせたことを忘れるではないぞ、但し御身に悪行あらば栄華は一代限り」
　というのであった。以来、厳島は平家一門の護り神の様にされているのである。


頼豪らいごう

　白河院がまだご在位の時、関白藤原師実もろざねの娘、賢子けんしの中宮をひどく寵愛されていた。かねがね、この御腹に、一人皇子が欲しいと望んでいられたが、当時、その道では聞えた三井寺の頼豪阿闍梨あじゃりを呼び出した。
「賢子の中宮の御腹に皇子誕生を祈祷してくれまいか、願いのかなった暁は、恩賞は望み次第じゃ」
「お安いご用でござります」
　頼豪は三井寺に帰ると、百日の間、心をこめて祈り続けた。やがて百日の内に、中宮にご懐妊の徴候が現れ、承保しょうほう元年十二月、目出度く皇子が誕生した。
　主上の喜びは殊のほかで、早速頼豪を招いた。
「そなたのお陰で、皇子が生れた。約束通り恩賞をとらそう、何なりとも望みの物を申せ」
「ほかに望みはございませんが、山門にある戒壇かいだんを三井寺にも建立こんりゅうする事をお許し頂ければ」
「何？　戒壇と？　それだけは以てのほかのことじゃ、高位高官は望みのままとらそうと思っていたが、そのことばかりは許されぬ。皇子ご誕生を願ったのも、やがて朕のあとをついで即位し、世の中が今迄通り平和にという思惑からじゃ。それをそなたのいうように、三井寺に戒壇を建立いたさば、山門の憤りは火を見るより明かである。やがては、両門の合戦に及び、世は騒然として、天台の仏法も滅びるようなことがあっては困るのじゃ」
　といって遂に許されなかった。
　頼豪は口惜しがって、飢死をする覚悟で、三井寺で断食を始めた。これには主上も驚かれて、かねて頼豪とは師弟関係を結んでいた、大江匡房おおえのまさふさを呼んで、頼豪を説得するように頼んだ。
　匡房が頼豪の断食の場所に行ってみると、うす汚れた持仏堂の中から、頼豪の陰にこもった恐ろしい声が聞えてきた。
「天子の言葉には戯れはないと聞いておった。一度び口に出した言葉は二度と戻らぬことをご存じか？　それ程の望が叶えられないというのなら、わしの祈りも今では無駄じゃ。わしが祈って生まれ出た皇子なら、もう一度、連れ戻すのもわしの勝手、皇子は頂戴して、私も魔道にいくつもりじゃから、帰ってその様にお伝え申せ」
　といったまま、とうとう逢おうとしなかった。頼豪は、予定通り飢死したので、主上はどうなることかと気をもんでいるうちに皇子は病の床に就いてしまった。お祈りも様々にさせてみたが、いつでも、皇子の枕元に白髪の老人が錫杖しゃくじょうを持ってたたずんでいて、決して退散しない。そのうちに、とうとう亡くなってしまった。
　主上の嘆きは、またひとしおであったから、今度は、後に山門の座主になった良真りょうしん僧都を呼び出した。
「折角授かった皇子を、頼豪のために失ってしまったが、何かよい思案はないか？」
「そもそも三井寺にお頼みになったのがまずうございました。始めから山門にお頼み下されば、こんな事にもなりませんでしたのに、冷泉れいぜい院ご誕生の時も、山門の慈慧じえ大僧正に九条右丞相くじょうのうじょうしょうがお頼みなされた先例もございます」
　といって比叡山に帰り山王大師に百日祈願したところが、再び中宮はご懐妊、お生れになったのが堀河天皇である。
　このように、怨霊おんりょうというやつは昔からたちの悪いもので、今度の門院の御産に大赦が行われたけれども、俊寛一人が残されたことは何としても後味が悪い気もする。
　同じ年の十二月八日、皇子は東宮に立ち、東宮輔佐は小松内大臣重盛、東宮大夫は池中納言頼盛が任ぜられた。


少将都帰り

　宰相の領国鹿瀬庄で、暫く休養していた成経は、ようやく体力も元通りになり、そろそろ気候もよくなってくるので、都に帰る事を思い立った。治承三年正月下旬、肥前鹿瀬庄を海路出発した。早春とはいえ、まだ海は荒れ模様で、島伝い浦伝いの航路を続けて、備前の児島に着いたのが、二月の十日頃であった。父成親ゆかりの場所、有木の別所は、ここから程近い。今は遺跡となった住家を訪ねてみると、障子や唐紙には、成親がつれづれのままに書き記したあとが残っていた。
　安元三年七月二十日出家、同二十六日、信俊のぶとし下向とあるところで、少将は始めて源左衛門尉信俊がここを訪ねたことを知った。
　又、側の壁には、「三尊来迎さんぞんらいこう便りあり、九品往生くほんおうじょう疑なし」ともかかれていて、今更に父が最後の時まで、欣求浄土ごんぐじょうどの念を捨てなかったことも知った。
「これ程ありありと、当時を偲ばせてくれる形身があるであろうか、もし父上が書きおいて下さらなければ、何もわからなかったかも知れない」
　ありし日がそのまま甦よみがえってくるような筆の跡を、何度も何度も読み返しては、少将も康頼も涙を拭うのであった。
　成親の墓は、およそ墓というには余りにも貧弱な、唯少しばかり土が盛られてあることでそれと知られるだけであった。
　少将は堪えられなくなって土の上に膝をつくと、まるで成親が傍らにいるでもするかの様に語りかけるのであった。
「都を離れた所で、帰らぬ人になってしまわれたことは、風の便りで聞きましたが、何せ自由にならぬ島暮し、直ぐにもお傍に急ぎはせ参じたいと思いつつ、とうとう、これまで打ち過ぎてしまいました。この度どうにかこうにか生き長らえて、再び都の土を踏むことになった嬉しさは格別ではございますが、父上が生きておいでで、お目にかかれると思えばこそ、命を長らえていたわけでございますが、この様なおいたわしいお姿になってしまっては、私も、都へ急ぎ上ろうという気もなくなってしまいました。それにしても、余りに情ないことでございます」
　さめざめと涙を流し、いろいろにかき口説くのだが、苔こけの下からは答える者もなく、松風の響きだけが、静かな山の空気を震わせるだけであった。その夜は一晩じゅう、墓の廻りで念仏して、成親の霊を慰め、翌くる朝からは、新しく土を盛り、柵を作り、前には仮屋まで立てて、どうにか墓所らしい体裁を整えた。その中で七日七晩、念仏し、経を書き、満願の日には大きな卒都婆を建て、「過去聖霊かこしょうりょう、出離生死しゅつりしょうじ、証大菩提しょうだいぼだい」と書き、年号月日の下には孝子成経と署名した。
　年月は経っても忘れられぬものは、年頃、育ててくれた父母の恩であり、今更に、夢、幻の如く思い出され、尽きぬ恋しさばかりが残るのである。
　それにしても、これ程迄に父を想う少将の心が、亡き成親の霊に通じないはずはあるまい。
「まだまだ、念仏もいたし、お側にもおりたいのですが、都には、母上始め待つ者も多くございますので、又必ず参ることにいたします」
　と、そこにある人の如くに暇を告げると、泣くなく出立したのである。
　三月十六日、少将は鳥羽に着いた。ここには、成親の山荘である洲浜殿すはまどのがある。かつて美しかった邸宅も、今は住む人もなく荒れるに任せていた。
　苔むした庭園は、人の訪れもないらしい。池のあたりを見廻すと、折柄春風に小波が立ち、紫鴛しえん白鴎はくおうが楽しげに飛び交いしている。昔、この景色の好きだった父、ああ、あの頃は、この開き戸をこういう風にお出入りになっていたっけ、あの木は確かお手ずからお植えになったものだった。――一つ一つの思い出が、ある事ない事、ぼうっとうかんできて、少将のやるせない慕情を一層激しくかきたてるのであった。
　庭のそこここにはまだ春の花が乱れ咲いていた。主人の留守の間にも、花だけは、春を忘れず咲き誇っていたのであろう。ふと少将は知らずしらずのうちに、古い詩歌を口ずさんでいた。

桃李不レ言とうりものいわず春幾暮はるいくばくかくれぬる　煙霞無レ跡えんかあとなし昔誰栖むかしたれかすんじ
　ふる里の花の物言う世なりせば
　　　いかに昔の事を問わまし

　いつまでも名残尽きぬ荒れた邸に、いつか月が昇ってきていた。破れ果てた軒の間から、月の光はいたるところに射しこんでくるのである。離れ難い思いが少将の心をとらえるのだった。しかし都では、迎えの乗物を持って待ちわびている家族たちがあった。少将は名残惜しさに泣くなく洲浜殿を出て都に向った。都が近づくにつれて、さすがに喜びはかくせなかった。と同時に康頼との別れも近づいている。康頼にも迎えの乗物が来ているのに、康頼は少将の車から中々降りようとしなかった。七条河原迄来ても、まだついてきた。花の下で遊んだ半日の客、月夜の宴で一夜を語った友、雨宿りに立ち寄った一樹の下の友、そんな短い友情でさえ別れる時は何かと名残り惜しいものなのに、康頼と少将は、二年間、それも荒れ果てた孤島で、うれしいにつけ、悲しいにつけ、同じ罪業を背負って暮した仲間である。別れ難いのも尤もっともな話だった。
　少将は、舅しゅうと宰相の邸に入った。少将の母は、昨日から宰相邸で帰りを待っていたのである。命があったればこそ、といいもたまらず嬉し泣きに泣き伏してしまった。少将の北の方、乳母の六条の喜びようも一通りではなかった。六条は積る憂いに、黒髪もすっかり白くなっていたし、かつては、あでやかな美貌をみせていた北の方は、やつれ果てて、この人が、あの人か？　と思えないほどの変り方であった。少将が、都を去る時は三歳の幼児だった息子が、すっかり大きくなって、今は、きちんと髪まで結っている。その側に三歳ばかりの童児がいるのに目を留めた少将が、けげんな顔をして、
「あれは？」
　と尋ねた。すぐさま六条が、
「あの方こそ、御下向の時」
　といったまま、袖に顔を押しあててあとが続かない。少将も漸く気がついて、
「あの時、腹にいた、そういえば奥がひどく苦し気で、気がかりであった」
　といってやっと思い出した。
「よくぞ丈夫で大きくなったものじゃのう」
　と又ひとしお感慨深げであった。
　少将は再び院に仕え、宰相中将に上った。康頼は、東山双林寺そうりんじの山荘で、世を捨てた生活を送りながら、「宝物集ほうぶつしゅう」を書いた。

ふる里の軒の板間に苔むして
　　思いしほどはもらぬ月かな

　都に帰ってからの康頼の所感である。


有王

　たったひとり、鬼界ヶ島に取り残された俊寛が、幼い頃から可愛がって使っていた有王という少年があった。鬼界ヶ島の流人が大赦になって都入りをするという話を伝え聞いた有王は、喜び勇んで鳥羽まで出迎えにいった。「どんなにおやつれになってお帰りだろう、随分辛いことだったろうなあ」
　あれこれ考えているうちに、鬼界ヶ島の流人らしい一行が到着した。見送り人のごった返す中で、有王は、俊寛の姿を探し求めたが、それらしい人の姿は見当らなかった。有王は次第に不安と焦燥を覚えながらも、「そんなはずはない、そんなバカなことはない」と自分にいい聞かせながら、一人一人の顔をのぞきこむようにして探した。何度探しても結局は、無駄であった。俊寛らしい人の影はみえないのである。
「もし、一寸お尋ねいたします」
　思い切って有王は、人に尋ねてみようと決心した。
「今日ご大赦のあった鬼界ヶ島流人のうちの一人、俊寛僧都のご消息をご存じではありませぬか？」
　年端としはのゆかない少年に声を掛けられて、一寸迷惑そうな様子をみせた者も、そのひたむきなまなざしを見て、驚いたらしい。
「あの方はな、まだ罪が許されずに、島に残されたという話じゃよ」
「それは、真実のことでございますか？」
「お前様には気の毒なようだが、本当のことらしい。係りの役人もそういっておったようでのう」
　有王は、すっかりがっかりして、疲れた足を引きずって京に戻ってきた。
　それから有王の六波羅通いが始まった。もしやご赦免のお沙汰でもないかと、六波羅の邸のあたりをうろうろしたり、人の話に聞耳をたてたりした。しかし、一向に赦免の様子もなく、日が過ぎていった。
　ある日、有王は決心した。「このまま、べんべんと六波羅の許しを待っていたのでは、いつになるかわからない、ひとつ、自分が訪ねて行ってみよう」
　思い立つと、有王は直ぐに、俊寛の娘が一人でそっと隠れ忍んでいるところにいって、自分の決心を語った。
「この度のご大赦には、何とも残念な事、僧都お一人お許しが出ず、その後もいろいろ調べてみましたが、当分ご赦免の様子もありませぬ、そうとなれば、私が、何とかして島に渡り、お行方をお尋ねして参りたいと思います。就きましては、姫君自らのお文を頂戴できれば、どんなにかお喜びになりますことか」
　姫の手紙をしっかり元結もとゆいにかくしこんで、有王は身軽な装立ちで都をあとにした。両親にも知人にも、誰にも知らさず、こっそり出発したのである。
　四月の末であった。
　苦しい旅路を続けて、どうやら薩摩潟さつまがたに着き、薩摩から鬼界ヶ島へ渡る商人船の船着き場で、この土地に見慣れぬ有王の風体を怪しむ者がいて、着ている物をはぎとられて調べられたが、元結の中に隠した姫の手紙は、うまい具合に見つからなかったので、どうやら事なきを得たのであった。幾多の危難を冒して、漸く目指す鬼界ヶ島へ着いたとき、有王は、聞きしにまさる荒漠たる風景に驚かされた。田もなかった。畠もなかった。もちろん村とか里とかいったものも見当らず、たまに通りかかる島の土着民は、これ又今まで聞いたことのない言葉で物を言い、何を尋ねても、話が通じないのである。
「もしや、このあたりに都から流された法勝寺ほっしょうじの執行しゅぎょう、俊寛僧都のお行方、ご存じありませぬか？」
　法勝寺だの、執行だのといっても、馬の耳に念仏で、ぽかんとして、みんな有王をみていた。島の人の一人が、それでも漸く話が解ったらしい。
「さあてねえ、そんな人は三人いたようだがなあ、何でも二人は都へ帰けえって、残った人は一人でぶらぶらしていたようだったが、この頃は見えねえようだな」
　とそれだけ教えてくれた。
　今は有王が独力で探す以外に方法がなかった。有王は、山から山、峰から峰へと渡り歩き、終日、俊寛の姿を尋ね求めた。しかし影すらも見当らない。再び浜辺に戻ってきた有王は、暫しぼうぜんと沖の方を眺めてはため息をついた。ここまで尋ねてきて、逢わずに帰るのは、何としても残念であった。たとい、今はこの世の人でなかろうと、有王は一目、俊寛の姿をみたいと思ったのだ。人の姿も恐れずに砂浜に遊びたわむれる、鴎や沖の浜千鳥でもいいから、俊寛の行方を知らせてはくれまいか、有王はつくづくそう思ったのである。
　ある朝であった。有王は来る日も来る日も、まだ諦め切れずに俊寛を求めて探し歩いていたのだが、磯のあたりを、よろよろしながら歩いている、かげろうのようにやせ細った人影に出逢った。頭の具合からみると昔は坊主だったのかも知れないが、髪の毛は伸び放題に伸び、藻くずだか、それとも、ごみだかわけのわからぬものが一杯ついている。着ている物といったら、絹か布かの区別どころか、ようよう身を掩っているという感じで、骨と皮ばかりのたるんだ肉体が、ところどころからのぞいている。片手にはあらめを、片手には魚を下げて、歩いているとはとてもみえない。よろよろと地上をはうようにしてやってくるのである。
「都で、ひどい乞食はいろいろ見たことがあるが、こんなにひどいのは始めてじゃ、まさか、餓鬼道へ迷って来たわけでもないのに」
　有王は、その乞食をやり過そうとして、ふと思い直した。「こんな者でも、もしかして、お主しゅうの行方を知っているということもあるからな」有王は、乞食に近づくと、いんぎんに声をかけた。
「一寸お尋ねしたいのですが」
「何事？」
「もしや、都から流されてきた法勝寺執行、俊寛僧都のお行方をご存じありますまいか？」
　聞きもやらず、乞食は、まじまじと有王の顔をみつめた。
「おれじゃ、おれじゃあ、俊寛は」
　途端に彼は、手に持っていた物を投げ捨てるとその場に倒れ伏してしまった。
　さすがに、有王も唖然あぜんとして言葉が出なかったが、すぐさま、抱き起こすと膝の上に抱きかかえて、むせび泣きながら、かき口説いた。
「有王でございます。有王が来たのです。はるばる苦しい旅を続けながら、貴方さまに逢いたいばかりにやってきたというのに、どうか、お気を確かにして下さい。この有王を見て下さい」
　暫くして、次第に生気を取り戻した俊寛は、もう一度、有王の顔を喰くいいる様に見るのだった。
「本当だろうか、本当にお前が来てくれたのだろうか、毎日毎夜、都のことばかり思いつめて、今では恋しい者の面影が、夢かうつつか、わからなくなってしまったのだよ。お前の来たのは夢ではないのか？　本当にお前が来たのか？　夢であったら覚めた後がどんなに辛い事か」
「僧都様、これは本当でございますよ。決して夢ではありませぬ。それにしても、よくこうやって生き長らえておいでになりました」
「まったくそうなんだ、お前のいうとおりだが、恥ずかしい話、わしは少将が島を去る時、よしなに取計うから待てといった言葉が忘れられなかったのじゃよ。おろかなものでのう、その一言に、もしやと頼みの綱をかけ、一日一日を生き伸びていたのじゃ、何せ、ここは食い物のないところで、わしも丈夫な折は、山にのぼって硫黄いおうとやらを取り、商人船の来る度に食物と代えて貰っていたが、体が弱ってからは、網人あみびとや釣人に手をすり合せて、魚さかなを恵んで貰い、時には貝を拾い、あらめをとって命をつないでいたのじゃよ、それにしても、ここでは落着いて話もできん、まあ家に参ろう」
「家？」
　有王は思わず聞き返しそうになるところを、ごくりとつばをのみこんだ。この有様で家を持っているというのが、どうしても信じられなかったのである。
　しかしやがて、松林の中に案内されて、家の前に立った時は、余りのみすぼらしさに胸が一杯になってしまった。
　家とは名ばかりの、竹を柱とし、葦を横木にわたし、床と屋根を松葉で覆った、それだけの住居であった。これでは、雨や風は吹き放題漏り放題、どうやって雨風をしのいでいるのかと思われた。それにしても、かつては、法勝寺の事務職で八十余カ所の荘園を管理し、四、五百人の家来に取りかこまれて、気ままな生活を楽しんでいた人のなれの果てにしては余りにもみじめであった。
　しかし、俊寛も漸く、有王の来訪を現実の事と覚って少しずつ話しを始めた。
「去年、少将や康頼入道に迎えの来た時にも、わしの所には、便りが一本もなかった。今、お前がこうやって訪ねてきてくれたのに、誰からも言伝てがないのか」
　有王の顔が次第に曇って、みるみるうちに涙が一筋、二筋と、頬を伝わって流れ落ちてきたが、とうとううつ伏せになったまま泣き伏してしまった。俊寛は暗然たる面持ちで有王を眺めていた。一言も聞かぬ先から、彼は既に何事かがあったことを知ってしまったのである。有王は、暫くして涙を押えながら、途切れがちに話しはじめた。
「貴方様が、西八条にお召し捕られてあと、それは恐ろしゅうございました。直ぐに追手の役人共が参り、ご家来の方々はほとんど捕われ、いろいろに責めさいなまれ、訊問じんもんされ、最後には一人残らず皆殺しでした。奥方様は、若君様とこっそり鞍馬の山奥に忍んで居られましたが、お訪ねする者もなく、私が時折、様子を伺いに参上いたしますと、いつでも、お話は鬼界ヶ島の貴方様のことばかりで、とりわけ若君様には、有王よ、鬼界ヶ島に連れて行け、連れて行け、とおせがみになり、その度に奥方様と私、どうやっておなだめしてよいやら、途方に暮れるのでございましたが、去る二月、疱瘡ほうそうが重くなられたままおなくなりになってしまわれました。……奥方様は、あれやこれやと余りにお嘆きが多く、お床に伏す日も多くなり、とうとう若君様より一月遅れて」
　語る有王も、今は涙を拭おうともしなかった。俊寛は、じっとうなだれたまま、時々肩をふるわせている。
「姫御前お一人は、ご壮健にて、奈良のおば上の許においでで、この度もお文を頂いてまいりました」
　有王が元結もとゆいから取り出した文を俊寛は大切そうにひもどいて、むさぼるように瞳をこらした。
「三人流されたうちのお二人はお戻りになったというのに、何故お父上はお帰りにならないのでしょう？　私が女の身でなかったら、とっくに父上のおられる島にまいりますのに、どうぞ有王をお供に一日も早くお帰り下さい」
　まだ幼い筆跡の中にこめられた願が、痛々しかった。
「有王、どうじゃ、この文の子供っぽいこと、お前を供に早く帰って来いといいおるわい。わしの自由になる身ならば、何もわざわざ、こんな島に三年も暮しはせぬ。今年は確か十二になるはずだと思うが、こんなに聞き分けがなくては、行末が案じられるのう、これで人の妻にもなり、宮仕えもできるのだろうか？」
　こんな逆境にあっても、やはり人の子の親である。娘の身を気遣う親心の悲しさである。
「この島に流されて、暦もないまま、自然の移り変りを数えて三年みとせの月日を数えてきたが、今年六歳になったと思っていた幼い悴せがれが、わしが家を出る時、「いっしょに行く」といってきかないのを、何とかうまくだまして出てきてしまったのがついこの間の事のようだ。その子ももういないのか、全く、人目にも恥ずかしい暮しをしてまで生き長らえてきたのも、ただ一目、恋しい者達に逢いたかったまでのこと、この世にいないと聞けば、もうわしにも未練はなくなったよ。姫一人は心配だが、この子も、生きている身ならば、嘆きながらでも暮していくだろう。この上おめおめ辛い目をみながら、生きてお前にまで憂き目をみせるのも辛いことじゃ」
　俊寛は以来、それまでも少量しかとらなかった食事をぱったりやめてしまった。
　毎日を念仏だけを称えながら、やがて有王が島に来てから二十三日目、三十七歳で世を去った。
　有王は、死骸に取りすがって、嘆き悲しんだが、
「後世のお供もいたしたいのですが、姫君の事も気にかかりますし、後世を弔う人もござりませんから、暫く生きてご菩提を弔いましょう」
　と庵を焼いて、なきがらを荼毘だびに付し、白骨を拾って箱におさめ、それを頸にかけると、再び商人船に乗って都に帰ってきた。
　早速、姫君の所に行き、始めからのことをこまごまと話した。
「貴女様のお文は、くり返しくり返し読んでは、涙を流しておられ、一層、恋しい想いをつのらせていられたようで、お返事もどんなにかお書きになりたかったことと思いますが、硯すずりも紙もないところではどうにもならなかったのですよ。たとえ、いく度生れ変っても、もう二度とお父上のお姿を見、お声もきくこともできなくなってしまったのです」
　姫君は有王の話に、唯もう泣き伏して、声を立てて泣くのであった。
　姫はそのまま、十二歳という幼ない年で尼になり、奈良の法華寺で念仏三昧ざんまいの日を送って暮した。
　有王は俊寛の骨を高野の奥の院に納めたあと、出家し、主人の菩提を弔うため、全国修行の旅に上った。


飈つじかぜ（つむじ風）

　治承三年五月十二日の正午、京都につむじ風が起った。
　東北の方から、西南の方角に吹いて、屋根や門は、四、五町から十町も吹きとばされ、桁けた、なげし、柱は、あたりに飛び散った。
　家屋の損失ばかりか、人畜にも多数被害があり、まさに地獄のつむじ風であった。
　これは唯事でないと早速占いをたてたところ、
「高位の大臣に災難あり、ひいては天下の大事となり、兵乱巷ちまたにおこるであろう」
　というご託宣であった。


医師問答

　その頃、丁度熊野に参詣した重盛は、一晩中、何事かを祈願していた。日頃から、平家の行末に、暗い予感を感じている重盛にとって、それは一身をかけた重大な祈りであった。
「父の清盛入道は、何かと悪逆無道を働き、法皇の心を悩まし、息子としては、精一杯諫言いたしておりますが、我が身が至らぬため思うようにまいりません。この様子では、父清盛一代の栄華さえ案じられる状態でございます。ましてや、子孫が相次いで繁栄などは以ての他の事かとも思われます。ここに至って私の思いますには、なまじ高位高官に列せられ、世の浮沈をなめるよりは名誉を捨て、官を退き、この世の栄誉を捨てて、来世の極楽往生を願った方がどんなに良いかとも思うのですが、凡夫の悲しさ、中々実行できません。願わくは、南無権現、金剛童子、清盛入道の悪心を柔らげ、子孫繁栄、朝廷にお仕えしていついつまでも天下に平和をもたらしめて下さい。もし又それがかなえられず、清盛入道一代の栄華に終るならば、この重盛の命をお取り上げになって、来世の苦輪くりんをお助け下さい」
　重盛が一心に祈っている最中、灯籠の火のようなものが、重盛の身から発したかと思うとぱっと消え失せた。見ていた者は多かったが、気味の悪さに誰も口には出さなかった。
　参詣の帰りに岩田川を渡った時、嫡子維盛始め公達きんだちが、折柄、夏の事で暑い盛りでもあったので、涼みがてら水遊びなどをした。彼らは一様に浄衣の下に薄紫色の衣を着けていたが、水にぬれて、丁度喪服の色に見えた。
　筑後守貞能ちくごのかみさだよしが、これをみて、
「何で又、喪服めいた浄衣などお召しなのですか？　縁起でもない、お召し替えなされませ」
　というと、重盛が軽く制して、
「私の願いが聞き届けられたのだろう、着替えるには及ばぬ」
　といって、熊野にお礼の奉幣使を送った。人々は何の事かよくわからずに、おかしなことだと思っていた。
　熊野から帰ると間もなく、重盛は病の床に就く身となった。もとより覚悟の前であるから、療治もされず祈祷も許さなかった。
　その頃、宋から、名医といわれる医師がやってきて京都に滞在していた。福原にいた清盛は、使者を遣わして、この名医の診察をうけるようにとすすめさせた。
　重盛は、使いの越中守盛俊えっちゅうのかみもりとしを病室に招き、蒲団ふとんの上に起きなおって、
「わざわざ、医療のためのお使い有難く思っておりますと、お伝えしてくれ。それから、もう一ついうことがある。それは醍醐天皇のことだ。醍醐天皇は、あれ程の賢主であったけれども、異国の人相見を都にお引き入れになったのは、大へんなお心得ちがいだったといわれている。まして、重盛ごとき凡人が、異国の医師を自分の屋敷の内に入れることは一門の恥ではなかろうか？　漢の高祖が淮南わいなんの黥布げいふを討ったとき、流れ矢で傷を受けた后きさき呂太后りょたいこうが良医を迎えて診察させると、医師は五十斤の金を下されば癒してみせますといった。高祖はその時何といったか？　戦場で傷を受けるのは、命運のつきたしるしじゃ。命は即ち天にあり、いかな名医でも治療はできぬ、といって、金を惜しむようにうけとられては残念じゃ、といって金五十斤を医師に与えて、診療を断わった。この話は未だに私の耳に残り肝に銘じている。重盛も、天運の力で高位高官に列しておる。もし私の運命尽きずば、療治を加えずとも助かることは確実である。かの釈迦仏さえ、跋提河ばつだいがのあたりで入滅したのも、これすべて定められた命運が、医療ではどうにもならぬことを身をもって示されたのだ。もしどんな病でも癒るものならば、かの名医耆婆ぎばがついていて何故、釈尊が入滅することがあったろう。又、もし宋国の医師に依て生命が長らえたとあっては、我が国医術の面目も丸つぶれになるし、効き目がなければ、面謁して意味はないであろう。更に、わが国の大臣の一人として、異国の客人に診療を乞うとは国の恥でもある。この重盛、死んでも国の恥を思う心は失わないつもりであると、父上にお伝えしてくれ」
　盛俊は、清盛に事の次第を言上した。すると清盛も重盛の志には感じ入ったらしく、
「これほどに国の恥を思う大臣は、未だ前例を知らぬのう。まして末世末代にあるべきはずはなし、この日本には不相応な立派な大臣じゃから、今度はきっと死なれるにちがいない」
　といって急ぎ都にのぼった。
　重盛は、七月二十八日、出家した。法名は浄蓮じょうれん。やがて八月一日、ついに不帰の客となった。享年四十三歳。まだまだ働き盛りの年頃である。
「入道相国が無茶なことをしても、この人のおかげで、何とか無事におさまってきたのに、これから先きはどうなることやら」
　京の人たちは、みんな、ひそひそとつぶやき合ったという。
　都の上も下も、一様に重盛の逝去を悲しんでいる中で、ひとりほくそ笑んでいたのは、前右大将宗盛の身内の人たちである。
「いよいよ、うちの殿様の天下じゃ」
　と彼らは内心の喜びをかくせなかった。


無文の太刀

　重盛は、未来を予見する不思議な能力を持っていた。これは生前の話であるが、ある夜、重盛は夢を見た。場所ははっきりとはわからないが、どこかの浜辺を歩いていると、道の傍に大きな鳥居がある。「これは、どこの鳥居だろうか？」と道ゆく人に聞いてみると、春日大明神の鳥居ですと答えた。鳥居の周辺には、何やら人が集って騒いでいる。よくみると、その中に、坊主頭の首を高々とさしあげている男がいた。あの首は、一体誰のか、といって尋ねると、「これは、平家の清盛公の首じゃ、あまりにも悪行が過ぎ、当社の大明神によって、召し捕られたのじゃ」と答えるものがあった。その声に重盛が、はっと思ったとき、目が覚めたのである。しかし考えれば考えるほど、近頃の平家一門の思いあがり振りが気になって、中々寝つかれない。そこへ、ほとほとと、忍びやかに戸をたたく者があった。こんな夜更けに一体誰が来たのかと思って尋ねると、それは、瀬尾太郎兼康せのおのたろうかねやすであった。
「今時分、一体何の用で？」
「されば、唯今、不思議な夢をみたもので、どうにも夜の明けるまで待っていられず、深夜と知りつつ参上仕りました。何卒お人ばらいを」
　兼康の真剣な顔つきから、何事かを感じとった重盛は、人ばらいをしてから、彼が見た夢の話を残らず聞いた。それが驚いたことには、重盛が見た夢と寸分も違わぬものであった。重盛は、今更に平家の行末に思いをはせて深いため息をついたのである。
　翌朝重盛が、院の御所へ出勤する維盛を呼び寄せると、
「親の欲目ということがあるが、そなたは、わが息子どもの中では、とりわけできのよい子じゃ、ゆくゆく、人に抜きん出て出世もいたすであろう。しかし近頃の世の中の様子では、この先どんなことがあるかもわからぬのう、そなたも苦労するであろう、こら誰かおらぬか貞能はいないか？　少将に酒を」
　といって酒が運ばれてくると、重盛が三度うけ、続いて少将も三度飲み乾そうとしたとき、重盛が、
「少将への引出物をこれへ」
　といった。重盛の言葉に、貞能がつと立って錦の袋に包んだ太刀たちを捧げ持ってきた。維盛は、すぐにそれが家の宝刀といわれる小烏こがらすという太刀であることを知って、内心喜びを押え切れず、膝を乗りだして押しいただくと、さっと袋から取出した。途端に維盛の顔色が変って青白くなった。維盛は、貞能の方を訊問じんもんするようににらみつけた。それは、小烏どころか大臣葬だいじんそうのとき使われる無文の太刀だったからである。重盛は、維盛のいきり立つのを片手で制しながら、静かな口調でいった。
「そんなに怒るものではない、それは貞能が悪いのではない。この私の心遣いなのじゃ、そなたも一目でおわかりのはずじゃが、これは大臣葬の時用いる無文の太刀じゃ。清盛公に万一の時があったら、この重盛が着用に及ぶつもりで、持っていた物じゃ。今、入道殿に先立つ身の私としては不必要な品、これをそなたに譲ろうと思うのじゃよ」
　人生の宿命を観じとった父重盛の言葉に、維盛は返す言葉もなく涙ぐんでいた。
　このことがあってから、熊野詣でがあり、重盛は間もなく帰らぬ人となったのである。


灯籠とうろう

　生前から、来世の幸不幸を案じていた重盛は、東山の麓に四十八間けんの精舎を建て、一間いっけんに一つずつ灯籠を置き、毎月、十四日と十五日には、容貌の優れた若い女房を集め、一間に六人ずつ、四十八間に二百八十八人をあつめて、念仏を称えさせた。十五日の日中ひなかを満願とし、大念仏を行ない、重盛自らもその列に加わって、極楽往生を願うのであった。重盛を灯籠大臣というのもここからきている。


金渡し

　安元の頃、重盛は、九州から妙典みょうでんという船頭を呼び寄せ、人払いして親しく目通りをしたことがある。
「お前の正直を信頼して頼みがある。ここに大枚三千五百両の金がある。五百両は、そなたの使いに対するほんの志じゃ、あとの三千両を持って宋へ渡り、一千両は育王山いくおうざんの僧に寄付し、二千両を宋の皇帝にお渡しして、この重盛の後世を弔って貰うよう、お頼みしてきてくれ」
　妙典は、忠実に重盛の言葉を守り、宋に渡ると、育王山の方丈、仏照禅師徳光に逢い、重盛の言葉をつたえた。禅師は、はるばる万里の波濤を越えてやってきた奇特な信仰心に感激し、二千両を皇帝に奉り、事の子細を奏上すると、皇帝も喜んで、五百町の田地を育王山に寄進した。今日でも、育王山では未だに、日本の大臣、平重盛の後世を弔っているという。


法印問答

　重盛に先立たれて以来、清盛は福原の別邸に引きこもったまま、世間に姿を見せなかった。何かというと、清盛の行動を邪魔立てするうるさい重盛であったが、心の底から清盛のことを親身に考えている息子でもあった重盛が、遠く帰らぬ人となってみると、清盛には、彼のえらさ、立派さがつくづくわかるように思われてならぬのである。おのれとはまるで、異質の息子であり、考え方も随分と違っていた。しかし、親と子の間をつなぐ強い絆だけは、しっかりと結びついている。人の死など何とも思わない清盛が、重盛の死だけはよほど身にこたえたものらしかった。
　十一月七日の夜、地震があった。不気味な地鳴りが鳴りやまず、人々は恐ろしさに身の縮む思いであった。陰陽師おんようし、安倍泰親あべのやすちかが内裏だいりにかけつけて、
「この度の地震は、天下に大事の発生する前兆で、それも年内かこの月のうち、又もしくは今日のうちという切迫した事態でございます」
　と言上した。内裏じゅうはこの予言に色を失い、あわてふためいていた。若い殿上人の中には、
「何をあのへぼ占うらない師めが、人を騒がせおって」
　などとあざ笑うものも多かった。
　安倍泰親は、陰陽師として名声を博した晴明の子孫で、その予言の適確なことでは定評のある人だったから、彼のいうことに間違いがあるはずはなかった。
　続いて十四日、
「清盛入道が数千騎をひきいて、朝廷に攻め寄せてくるそうじゃ」
　という流言が京の町にひろがっていった。まことしやかなこの噂の出所はハッキリしなかったが、人心の動揺はいちじるしいものがあった。
　関白基房も日頃平家には弱味がある身なので、この噂におびえた一人である。彼は早速参内して、
「このたび、清盛入道上洛の一件は、この基房を滅す計画のようでございます。どんな目に逢いますことやら、主上のお身の上も気がかりになってかけつけて参りました」
　主上も、この基房の奏上には驚かれたらしい。
「そなたがひどい目に逢うのは、結局、朕の身を傷めつけることと同じじゃ、はてさてどうしたものかのう？」
　とはらはらと涙を流されたのであった。
　法皇にもこの清盛反乱の噂は耳に入っていた。うそにせよ、まことにせよ、現在の情勢で、清盛と対等に物がいえるのは、法皇一人ぐらいのものだったのである。法皇は、側近の浄憲じょうけん法印を使者にして法皇の言葉を清盛に伝えさせた。
「最近の内外の情勢は、未だ予断を許さず、人心の不安は、いよいよ拡大する傾向にある。朝廷では世間の成行きすべてに就て、いろいろと心を悩ましているが、何くれと頼りにもし、力と頼んでいるのは、その方一人である。それが近頃は、天下の平和を心掛けるどころか、朝廷に向って弓を引くという噂さえあるのは、一体何事であろうか？」
　清盛は、しかし使いの浄憲法印を、朝から夕方まで、待たせっ放しで逢おうともしないので、しびれを切らした法印は、使いの趣を源大夫季貞げんたいふすえさだに言い置いて、暇乞いをして帰ろうとした。
　すると、「法印を呼べ」という清盛の声がかかったのである。清盛は法印を前に置いて猛々たけだけしい声でいうのであった。
「法印御坊、わしのいい分も聞いてくれ、重盛の身まかったことぐらい、わしの心に打撃を与えたものは未だかつてなかったくらいだ。そなたもこの清盛の心持を察してくれるであろう。保元、平治の乱と、うち続いた天下の乱れが漸く治ったのも、実は重盛の陰かげの力が物をいったからだ。わしの働きなど問題にはならぬ。とにかく、朝廷の公事百般、もろもろの政治の事にこれほど誠を尽し、勤め励んだものがあろうか？　親の欲目にしても、重盛ほどの人材がざらにいようとは思われぬ。昔から、賢臣の死には、君主が礼を尽して逝去を悲しみ嘆いたものじゃ。しかるに法皇が、四十九日も済まぬうちに八幡に行幸、御遊ぎょゆうあそばされたのは、ひとえに、この清盛、重盛親子を煙たく思われている証拠であろう。更にもう一つ、重盛亡き後も永久に子孫代々変らずというお約束で下された越前国を、重盛の死後直ぐお取上げになったのは、こちらに不都合があったというおつもりであろうか。更にもう一つ、中納言欠員の際、摂政基実もとざねの子息、基通もとみち公を家柄といい、才能といい、申し分のない方と思い、この清盛があえてご推薦申し上げたのにお取り上げにならず、どう見ても不適格と思われる関白の子息を中納言にされたのは、道理にかなったこととは思われぬぞ、それから最後に一つ」
　そこで清盛は一段と声を張りあげて、じろりと法印をにらみつけた。
「例の鹿ヶ谷の陰謀は、何と申し開きなされる。あれは単なる私事の謀叛むほんではない、法皇が一枚加わっておられることは、もうとっくに調査済みじゃ。それほど迄に忌み嫌われ憎まれて、子々孫々まで朝廷に召し使われるのも覚束なく、余命いくばくもないこの清盛が今また片腕と頼んだ息子を失い、この浮世にも、ほとほと厭気がさしてきた。今迄はいろいろ遠慮もいたし、気もつかってきたけれど、これからは自分の勝手にしたいと思い立った次第じゃ」
　時には、かっと腹立たしげに顔を紅潮させ、時には又、ほろほろと涙を流して、かき口説く清盛を見ていると、法印は恐ろしさと同時に哀れさを覚えるのである。
　浄憲は、鹿ヶ谷の会合にも、法皇のお供でしばしば出席していたこともあり、今又目の前でそのことを言われた時は、さすがに首筋がひやりとするほどの恐ろしさを感じ、このまま、あの事件の片割れとして、なわを打たれでもするのではないかとさえ思ったが、もとより豪気な気性の法印は、気を持ち直して清盛にいった。
「お言葉よくわかりました。しかし貴方様の功労の大なることは、法皇も常にお認めになっておられるところです。しかし、鹿ヶ谷の陰謀に法皇が荷担しておられるとは、これは全く、空々しい讒言ざんげんでしょう、小人の言葉をうのみにして法皇のお心にそむくことは、臣下の道に外れたことと思いまする。およそ、天空は、青々として果てしなく、測り難いもの、君の心もそのように我々下々には測り知れないこともござります。貴方もこのたびのお腹立ちは尤もなことながら、よくよく考えられた方がお身の為でございます。とにかく貴方様のお言葉は、残らず法皇にしかとご報告いたします」
　おもねることなく、悪びれることなく、天下の勢力者、清盛の面前で、堂々と意見を開陳した法印の勇気は、後々までも賞賛の的まとになった。


大臣流罪

　法印からの話を聞かれた法皇は、もうそれ以上は何事も仰有おっしゃらなかった。清盛の話を、もっともと思われたのではなく、いっても無駄と諦めてしまわれたものらしい。
　十六日になって、突然関白基房始め四十三人の公卿殿上人に、追放の命令が下った。これは、かねがね清盛が考えてもいた事で、世間では当然予測されていたのだが、さすがに実際の命令が下ってみると、いささか無理押しの感じは免れなかった。
　関白基房は、鳥羽とば古川ふるかわのあたりで髪を下して出家した。
「こういう世の中では、こんな目に逢うのも仕方がないことじゃ」
　いさぎよい諦めの言葉にも、どこか割切れない淋しさが残っていた。年はまだ三十五の男盛り、礼智に長け、公平な物の観方で政治に臨んできた態度には、各界から異口同音の同情が寄せられた。基房の落着いた先は、備前国湯迫ゆはざまであった。
　大臣が流罪に処せられた前例は、今迄に六人程はあるが、現職の摂政関白で流罪となった例は今回が始めてであった。
　基房の後任には、清盛の婿に当る二位中将基通が、破格の昇進で、大、中納言をさしおいて関白に任ぜられた。これ迄にもそのような事はままあったけれども、余りにも情実の見えすいた清盛独断の人事には、人々は苦い顔をしていた。
　太政大臣師長は尾張国へ流罪と決まった。師長は、去る保元の乱にも土佐に流されており、その後、流された四人兄弟の内たった一人残って許されて帰京したのである。それからあとは、調子良く昇進を重ね、太政大臣の高位にまで上った人である。詩歌管絃、いずれおとらぬ風流人であったから、尾張国に流されても、専ら、月を友とし、風に心をうたい、琵琶を弾いたりしては、のどかな日々を楽しんでいた。
　ある時、熱田明神に参詣し、熱心に琵琶を奏かなでた。もとより、風流の道などてんから解らぬ村人たちは、この都落ちの貴人みたさに大勢集ってきたが、いつか、その妙なる調べに知らずしらず耳を傾けているのであった。
　名手の弾く琴には魚も躍りあがり、歌人の歌うを聞けば塵さえも動くといわれるが、師長の弾く琵琶にはまさにそのように、天地、大自然をも動かすほどの響きがこもっているのであった。
　次第に夜も更けゆく中で、琵琶の音はますます冴えわたるばかりである。今は唯、我を忘れて秘曲を弾き続ける楽人、石像のように押し黙ったまま指一つ動かさず聞きいる村人たち、――この微妙な雰囲気はまさに絶妙といいたいほどで、とうとう、しまいには、宝殿がぐらぐらと震動したといわれている。やっと我にかえった師長は、
「平家のために流罪にならずばこの瑞兆ずいちょうもみることができなかった」
　と感激の涙をもらすのであった。
　都では、免官される者も多く、重だったものでは、按察大納言資賢あぜちのだいなごんすけかた、子息右近衛少将うこんえのしょうしょう兼けん讃岐守源資時さぬきのかみみなもとのすけとき、参議皇太后宮権大夫さんぎこうたいこうぐうのごんのだいふ兼けん右兵衛督藤原光能うひょうえのかみふじわらみつよし、大蔵卿右京大夫おおくらきょううきょうのだいふ兼けん伊予守高階泰経いよのかみたかしなやすつね、蔵人左少弁くらんどのさしょうべん兼けん中宮権大進藤原基親ちゅうぐうのごんのだいしんふじわらもとちからがそれで、そのうちでも按察大納言は、子息、孫共に都を追放の憂き目にあった。


行隆ゆきたかの沙汰

　関白基房の家来、江大夫判官遠成ごうたいふはんがんとおなりという者がいた。日頃から平家には反感を抱いていたが、六波羅からの追手が迫ると聞き、息子江左衛門尉家成ごうさえもんのじょういえなりといっしょに揃って家を出た。家を出てみたが、結局は行く目当もなく頼る人もない二人は、稲荷山いなりやまにのぼって相談の結果、住みなれたわが家で死のうと、再び川原坂の宿所にとって返した。
　六波羅からは、源大夫判官季貞、摂津判官盛澄らが、武装兵三百騎を引き連れて押し寄せてきた。江大夫は縁に立ちはだかると、群がる敵をはったとにらみつけ、
「各々方、この場の様子、とくと六波羅に報告いたせ」
　といい放つと、矢庭に館に火を放ち、親子揃って従容として腹かき切ったのであった。
　多くの犠牲者を出し、四十余人もの人々が憂目を見た今回の事件も、発端はごく些細な出来事で、関白になった二位中将基通にいのちゅうじょうもとみちと、前関白基房さきのかんぱくもとふさの子師家もろいえの中納言争いが原因であった。基房が事件に関わりのあるのは当然として、他の人々は、全く無実な意味不明の免官であり、追放であった。一種の清盛の気まぐれがさせたいたずらにしても、これは、あまりに性が悪すぎた。いよいよ物情騒然たる世の中である。
「清盛入道の心は天魔に魅入られたのだろう」
「これからどんなことが起ることかのう？」
　京の上下は恐れおののいているのである。
　ところでここに前左少弁行隆さきのさしょうべんゆきたかという男があった。故中山中納言顕時なかやまのちゅうなごんあきときの長男で、二条院ご在世の折には、それでも結構羽振りをきかしたものだったが、この所十余年ばかり、失業状態が続いて生活は苦しい一方であった。この世間から全く忘れ去られたかに見えた男のところへ、ある日清盛から、「用事があるから、是非来るように」という使いがあった。行隆の驚きは、むしろ恐怖に近かった。今まで清盛に呼び出された人のうち、無事で帰ってきた者はなかったのだから無理はない。しかし、彼は世間から遠ざかっていた十余年間は、陰謀や権力争いとは、まるで無縁の生活をしていた。
「はてさて、わからぬのう、このわしが十余年間何もしなかったことは確かじゃが、ひょっとすると、人の讒言ざんげんということもあるのう」
　考えれば考えるほど、突然の清盛の呼び出しは彼にとって謎である。北の方らも、
「どんな目にお逢いになりますことやら」
　と袖を押えて、行くことをとめる始末だった。しかし清盛の呼出しが二度三度と重なってきては断わり切れなかった。行隆はやむなく決心すると、人から車を借りて西八条に赴いた。
　不安な想いで、西八条の門をくぐった行隆は、思いもかけず丁重な扱いをうけ、待つ間もなく清盛にじきじきの目通りを許された。
「お父君には、清盛もいろいろ大事、小事を相談いたしたものじゃったが、そなたのことも決して忘れていたわけでなく、長年、官を離れていることも気になっておったが、法皇のご政務中は中々そうもいかなかったのだ。しかし、今は遠慮は不要じゃ、明日からでも出仕して下されい、官職のことは追って手配しましょう」
　おだやかな顔に微笑まで含んでそういわれたときは、一瞬自分の耳を疑った。まるで夢を見るような思いで行隆は、とぶようにして家に帰った。
　とても帰らぬと思っていた行隆が、生きていたばかりか、嬉しい知らせを持って帰ってきたので、家中は唯嬉し泣きに泣くばかりであった。
　続いて清盛は、源大夫季貞を使者として、以後、支配する荘園を示させ、更に当座のまかないにと、馬百匹、金百両、米などを贈り、出仕の仕度にと、牛車、牛飼、雑色ぞうしきまで整えて贈った。この至れりつくせりの恩典に、行隆は唯呆然ぼうぜんとするばかりである。
「夢ではないのか、夢ではないのか」
　彼は、くりかえしつぶやいていた。翌日には、五位の侍中じちゅう、元の左少弁に復官したのである。時に行隆、既に五十一歳という年齢であった。


法皇被流ほうおうのながされ

　治承三年十一月二十日、清盛の軍勢は法皇の御所を取り囲んだ。
「平治の乱の時と同じように、御所を焼打ちするそうだ」という流言が広がって、御所の中は、上を下への大騒ぎとなった。
　その混乱のさなかに、平宗盛が車をかって御所へやってきた。
「急いでお乗り下さい。お早く」
　単刀直入の宗盛の申し入れに法皇も驚かれた。
「一体何事が起ったのじゃ、わしに何か過失があったとでもいうのか、成親や俊寛のように遠国へ流すつもりなのだろう？　わしが政務に口を出すのは、まだ天皇が幼いからじゃ、それもいけないというのなら、以後、政治には関りはもたぬことにしよう」
「いや、そのことではないようでございます。とにかく、世の中が一時いっとき落着くまででも、鳥羽殿にお移り頂きたいという父の願いでして」
「それならば、そなたが、そのまま供奉ぐぶしてまいれ」
　法皇の言葉に一瞬たじろいだが、それでも彼は供奉しようとはしなかった。この様子を見た法皇は、改めて亡き重盛の忠誠を思い浮べるのであった。
「やはり重盛とは格段におとった兄弟じゃわい。先年も、かような目に逢うところを、重盛の一身を賭しての諫言で、事なく済んだものだが、今や諫める者もいなくなれば、清盛の勝手だからのう」
　とつぶやかれたのであった。
　法皇は車に乗られたが、お供とは名ばかりで、数人の北面の武士と、金行こんぎょうという身分卑しい僧侶が一人、ほかには法皇の乳母の二位殿一人であった。法皇を乗せた車が都大路を南に下っていくのを見た人々は、改めて、いくつかの地震の予言を思い出し、法皇の胸中を察して悲しさに顔を掩った。
　鳥羽殿に着くと、どうやってまぎれ込んだものか、大膳大夫信業だいぜんのだいふのぶなりが法皇の御前に伺候した。このなじみ深い近臣の出現に法皇もひどく嬉し気に見えたが、側近くに呼びつけると、
「何か、今夜あたり殺されそうな気がしてならぬのじゃ、ついては、行水などして身を清めておきたいのだが」
　といわれた。唯でさえ、今朝からの出来事で気の転倒していた信業だが、法皇の仰せを有難くうけ給わると、早速、そのへんの垣根を壊して薪を作り、釜に水をくみ入れて、即製の行水をつくった。
　一方、法皇の近臣の一人、例の浄憲法印は、臆する色もなく一人で西八条の邸に出かけ、
「法皇が鳥羽殿へ行幸と伺いましたが、聞けば、人一人御前にはおらぬとのこと、余りのことと思いまする。私ひとりがお傍にいても別に差し障りがあろうとは思えませぬ。是非、お側にまいりたいと思いますが」
　といった。
　法印にはかねがね好感を抱いていた清盛は、
「貴方ならば誤ることもないわ、早く行きなさい」
　と異例のお供を許したので、法印は鳥羽殿に飛んでいった。
　法皇は、乳母の二位殿を横に坐らせて、お経を読んでおられたが、読みながらも、とめどなく涙を流しておられる様子に、法印もつい貰い泣きをしてしまった。
　二位の尼御前が、
「法印殿、法皇様には、昨日の朝、御所でお食事を召し上ってからは、夕べも今朝も召し上らず、夜分もお休みにならず、これではお命にかかわること故、心配いたしておりますのじゃ」
　と心細そうにいった。
「いやいや、平家も楽しみ栄えて二十余年、そろそろ限りのくる頃と思えます。まして、天照大神、正八幡、ましてや、ご信仰厚い日吉山王ひえさんのう七社が、法皇をお見捨てになるような事がござりましょうか。やがて賊臣は、水の泡の如く消え失せ、再びご政務は法皇の御手に戻ること間違いなしと存じまする」
　と面に誠を現して慰める法印の言葉に、法皇の顔にも、漸くほっとした思いが立ち戻られた様子であった。
　主上は、関白の流罪からこの方、引き続いた多くの殿上人の災難をひどく気に病んでおられたところへ、法皇が鳥羽殿にお移りになったと聞いて以来、食事もろくろく咽喉のどを通られず、病気と称されて寝殿にこもる日が多かった。
　夜になると、臨時のご神事と称し、清涼殿でひたすら法皇の無事を祈られるのであった。


城南離宮せいなんのりきゅう

　その頃内裏だいりの主上から、鳥羽殿にある法皇の許に、ひそかにお便りがあった。
「かような世になりましては、天皇の位にあっても何の意味がありましょうか？　むしろ宇多法皇、花山法皇の例にもならい、出家して山林流浪の行者にでもなろうかと思います」
　法皇はこれに対して直ぐお返事をおつかわしになった。
「余りそのようにはお考えにならない方がよろしいでしょう。貴方がそうやって御位に即いていられるのも、私にとっては一つの頼みなので、仰有おっしゃるように出家でもなさってしまわれたら、誰を頼りにしたらよいでしょうか？　とにかくこの私が、どうにかなるのを見送ってからのことになすって下さい」
　主上は法皇の返書を顔に押しあてて、涙ぐまれるのであった。
　ご信任厚い公卿殿上人も、今は、死んだり殺されたりして、古くからお仕えする人で残っているのは、宰相入道成頼さいしょうにゅうどうなりより、民部卿入道親範みんぶきょうにゅうどうちかのりの二人という淋しさであったが、この二人も、近頃の時勢に厭気がさし、出家の決心を固め、親範は大原、成頼は高野にと、それぞれ分け入って、静かな読経の日々を過す身となった。
　二十一日、天台座主ざす覚快かくかい法親王が、座主を辞任、変って再び前座主さきのざす明雲めいうん大僧正が座主になった。
　ようやく思い通りに事も運び、関白には娘婿が就任し、後顧の憂いなしと見た清盛は、
「政務は主上のよろしいように」といって福原に引きこもってしまった。
　宗盛がこの事を主上に言上するために参内すると、主上は、
「法皇自らがお譲り下されたものなら、喜んで政務も見ようが、そうでもないものには関りは持ちたくない。関白とお前とで好きなようにやるがよかろう」
　という素気ないご返事であった。
　城南離宮鳥羽殿せいなんのりきゅうとばどのに、冬も半ば近くをお過しになった法皇の日常は、わびしいという一言に尽きるものがあった。
　雪の降りつもった庭には訪れる人もなく、氷の張りつめた池には鳥の羽ばたきも聞えなかった。大寺おおでらの鐘の音を聞いていると、白楽天の詩にある遺愛寺いあいじの鐘を聞く想いがし、又西山にしやまの雪景色は香炉峰こうろほうの眺めを思わせた。かつてはお耳に達したこともないような砧きぬたの響き、道を行く人の足音、車のきしりなど枕辺の近くに聞えることもあり、雲井の上では及びもつかない下々の生活にも、思いをはせられることが多くなっていた。
　何かにつけて思い出すのは、盛んなりし頃のいろいろのお遊び事、ご参詣の行事、又御賀おんがの儀式の盛大なさまなど、事々に涙の種とならないものはなかった。
　そんな明け暮れのうちに、いつしか治承三年も暮れて、新しい年がやってきた。


第四巻


厳島御幸

　治承四年正月一日、法皇の鳥羽殿とばどのには、人の訪れる気配もなかった。入道相国の怒り未だとけず、公卿たちの近づくのを許さなかったし、法皇も清盛をはばかっておられたからである。正月の三日間というもの、朝賀に参上するものもいなかったが、僅かに桜町中納言とその弟左京大夫脩範さきょうのだいふながのりだけが特に許された。
　正月二十日は東宮の御袴着おんはかまぎ、ついで御魚味初おんまなはじめというので、宮中はめでたい行事で賑ったが、落莫らくばくとした鳥羽殿の法皇にはほとんど別世界の出来事のように思われた。
　そして二月二十一日、高倉天皇のご譲位があり、東宮が即位された。高倉天皇は別にご病気でもなく、ご欠点もなかったのであるから、清盛の強引な政策の仕業ともいえよう。平家の一門は、時節到来とわが世の春を謳歌し、またこれに対する非難の声はひそかに京の街を流れたのである。
　ご即位とともに、三種の神器、八坂瓊曲玉やさかにのまがたま、草薙剣くさなぎのつるぎ、八咫鏡やたのかがみは新帝の御所へ移され、公卿たちは古例に則った儀式をとり行なったが、このあと、公卿の控所に顔を出した左大臣藤原経宗が、ご譲位の真相を告げたので、心ある貴族たちは、悲憤し、たがいに涙を流したという。自らすすんでのご譲位でも、やはり哀れさはつきまとうものである。まして無理強いの譲位であればと、上皇のご心中を思って涙に咽むせぶ人々が多いのも当然のことといえる。すでに上皇の御所からは歴代の宝物は新帝の所へ移されてある。灯火ともしびの数も少く、時を告げる役人の声すら、ここでは聞くことがない。新帝の即位という華かな祝宴の中に、高倉上皇の閑院殿かんいんどのはひっそりと暗い翳かげを落していた。
　新帝安徳天皇、ときに御年三歳。そして、旧帝への同情を交えた「余りにも幼なすぎる」というささやきが身辺にくり返されていたのである。噂を耳にした平大納言時忠は、憤怒の面持で、故事をひき先例をあげて、即位の正当なることを述べたが、その声は、むしろ怒鳴るのに近かった。もちろん、時忠が新帝の乳母、帥典侍そつのすけの夫であることもその原因の一つであろう。時忠はいった。
「新帝が若すぎるというのは愚かな話だ。異国の例はいくらもある。周の成王三歳、晋の穆帝ぼくていは二歳、本朝をみるなら、近衛院三歳、六条院二歳である。みなおむつに包まれていたため、装束を正すことができなかったのは残念だが、いずれも摂政が背に負うとか、母后ぼこうがお抱きになるとかして、即位の式はとどこおりなく行なわれている。これはすべて書物に明記されてあるではないか。何の不都合もないのだ」
　この歴史的弁護論は当然、「そんな勝手なことがいえるのか」とか、「先例はすべて善例なのか」といったような反論を貴族の間によび起したが、しかしいずれも私語の域は出なかった。
　新帝の即位は、皇室との親族関係樹立という清盛永年の悲願をかなえさせた。入道相国夫婦は天皇の外祖父、外祖母である。ともに准三后じゅんさんごうの宣旨をうけ、年官年爵を頂戴した。絵や花で飾られた衣をまとった公卿たちでごった返す入道邸は、院の御所を思わせた。そこには、殿上人を召使いのごとく頤あごで使う習慣のついた、そのくせ満面の笑えみを浮べる入道夫婦がいたのである。
　この年の三月上旬、位を譲られた高倉上皇が、安芸の厳島へ御幸みゆきになるという話が伝わった。ご退位後の諸社への御幸始はじめは、八幡、賀茂、春日などであるから、先例を破られてのご決意だったわけである。不審に思う人は多く、さまざまな臆測も例によって行なわれたが、すべて的は外れていた。上皇の安芸御幸は深い祈願が秘められてのご決意であった。厳島は平家の守護神として、別格に崇敬されている社である。これに参拝されれば、平家への協力への証あかしともなろう、清盛の心を和やわらげることもできよう。が、これは表のことである。上皇の心中には、鳥羽殿に幽閉同然の毎日を送られている父法皇を、この参拝で救いたかったのである。
　しかし、この御幸は思わぬところから横槍よこやりが入って一時延期された。厳島神社に先をこされた叡山衆徒の憤激である。面子めんつをつぶされた衆徒どもは、先例を楯たてにとった。
「天皇ご退位後の御幸始は、八幡、賀茂、春日にあらずば、わが叡山の山王にお出になるべきである。はるばる安芸の厳島とは奇怪なこと、いかなる先例もない。ご強行になるとあらば、神輿を振り奉って、断固お止め申せ」
　出発は延引されたが、上皇御幸の主旨、まことにもっともと相好を崩した清盛のあっせんが功を奏し、御幸出立は三月十七日にきまった。
　その日、八条大宮へ御幸になられた上皇は、夜になると、ただちに厳島明神の御神事を始められ、翌十八日清盛邸へ入られた。この夕刻、上皇は前さきの右大将宗盛を御前によばれた。
「明日厳島へまいるが、その途次久々に鳥羽殿へ法皇をお尋ねしたいと思うが、この旨、入道へ知らせておかねば悪いであろうか」
　すでに、安芸御幸の決意のとき、このお気持があったことは明らかである。宗盛はつつしんでこたえた。
「その儀、ご無用に存じまするが」
「それでは、早急に今宵こよい、鳥羽殿へ参り、このことを伝えてくれ。使いは卿がよろしかろう」
　使いとなって、その夜輿をとばした宗盛の知らせに、法皇は夢ではないかと喜んだ。
　翌十九日、大宮大納言隆季たかすえの徹宵の準備で御幸はつつがなく行なわれた。三月も半ばを過ぎている。霞に曇る有明の月おぼろな空の下、御幸の一行は、地に淡い影を落しながら鳥羽殿へ向った。鳥の声、空を渡るのを見上げれば、遥か北陸を目指す雁の群である。一群消えればまた一群、哀れをもよおす雁の声は、御幸の者の胸にひびいた。鳥羽殿についたのはまだ未明であった。御車より上皇は降り、門を開いて進んだ。
　すでに春は暮れなんとしている。薄暗い木立、人の気配すらない。木々の梢の花色あせて、樹葉は早くも夏を告げる装いをしている。鳴く鶯うぐいすの声も力なく老いていた。上皇の胸には、われ知らず去年の盛儀が思いだされてきた。正月六日、朝覲ちょうきんのための法住寺殿への行幸である。訪れた上皇を迎えて、笛、鐘、太鼓が一斉に乱声らんじょうの楽を奏した。正装の諸卿は列を正してこれを迎え、六衛府の官人が幔幕まんまくを張った門を開けた。先ず上皇を迎えたのは、すでにわが季節の去り行くのを知った鶯の年老いた声である。
　法皇は知らせを受けて、寝殿の階はしがくしの間まに上皇を待っていた。高倉上皇、今年ことし二十歳、夜明けの月の光をやわらかに浴びて立っていた。青年の優美な姿は、上皇に息子の母、故建春門院のありし日を偲ばせた。涙にくれた法皇は、この暁、二人の人にあったのである。その一人はわが子であり、他の一人は、かつての寵妃ちょうきである。父と息子との対面は静かに行われた。間近かに設けられた座についた法皇、上皇の御前に伺候したのは尼御前ただ一人、二人の話し声は低かったが、夜が明け陽が高くなるまで続けられた。
　法皇に暇を告げられた上皇は、草津から海路、安芸へ向われた。


還御

　高倉上皇が厳島にお着きになったのは、三月二十六日、清盛入道相国が最も寵愛した内侍の家が仮御所となり、なか二日の滞在中には、読経の会と舞楽がにぎやかに行なわれた。満願の日、導師三井寺の公顕こうげん僧正は高座にのぼり、鐘を鳴らして表白を声高らかに読みあげていわく、
「九重の都を出でられ、八重の潮路をかきわけて、ここまでお出でになられた陛下の御心はかたじけない極みである」
　この神前に捧げられた言葉には、上皇を始め諸臣みな感激した。
　そのあとで上皇は末社にいたるまで隈なく御幸になり、また厳島の座主尊永を法眼ほうげんの位に上らせるなど、神主たちの位階昇進を行なわれたが、入道相国の心もこれでやわらぐかと思われた。
　上皇は、二十九日、美しく飾られた船で還御されようとしたが、途中、烈風にあふられて海上が荒れたので、厳島のうちの蟻ありの浦まで漕ぎもどられた。波風静まったその日の夜おそく再び船を出され、備後国敷名しきなの港に着かれた。波路を心も晴れやかに京へ向う上皇の一行は、四月二日備前の児島、五日には播磨はりまの国山田に着かれ、ここから御輿で陸路福原へ、途中、鳥羽殿には寄られず、まっすぐ公卿殿上人お迎えの中を清盛邸へ無事に帰られたのであった。
　四月二十二日、新帝安徳天皇の即位式が行なわれたが、先年の火災で焼失した大極殿だいごくでんが使えないので、紫宸殿ししんでんが評議の末、式場にあてられた。即位式には平家一門こぞり参列したが、重盛の息子たちは喪中なのでひきこもっていた。
　蔵人衛門権佐定長えもんのごんのすけさだながが、とどこおりなくめでたく終った新帝の即位式の有様を、和紙十枚ばかりに書いて、清盛の奥方、八条の二位にうやうやしく奉ると、奥方は、これをくり返しよまれては何時迄も幸福そうな笑えみを顔に浮べていた。


源氏そろえ

　そのころ、後白河法皇の第二皇子、以仁もちひと親王は、三条の高倉に住んでいたので高倉宮とよばれていた。彼は十五歳の年に、近衛河原の大宮の御所で、世を忍ぶように、ひっそり元服した。宮は才芸、人に勝れ、ご筆跡もまことにうるわしく、側近のものを感心させていた。世が世なら、皇太子にもなり、皇位につかれる方であったが、故建春門院のそねみをうけて、押しこめ同然の境遇におられた。そのため、春、花ほころべばその下で能筆を振っては詩を草し、秋、月の宴には、愛蔵の笛を手にして雅曲を奏していた。花に不遇の心をうたい、月に満たされぬ思いを語る風雅の道に世を捨てたように生活していた。そして治承四年をむかえた。時に高倉宮三十歳である。
　平家一色の京に源氏としてとどまりながら、巧みな政治力でその地位を保っていたのは、この頃近衛河原に住んでいた源三位げんざんみ入道頼政であったが、ある夜ひそかに高倉宮を尋ねた。うけ入れられぬこの世に望みを捨てたのか、自然を心の友として、月日を送ってきた宮の前にあらわれた源三位頼政の顔は緊張にみちていた。何の火急の用かと不審気な宮の面を凝視みつめながら低く語る頼政の声は、宮の心に強くひびいた。
「君は、天照大神より四十八世の御子孫、神武天皇より七十八代にあたらせられる尊い御方。本来なら皇太子にも立ち、天子の位にもつかれるご身分です。しかるに君の御年すでに三十歳、今もってただの宮家でお過しになっていられる、残念なことと思召されぬか。ご病身の御方ならいざ知らず、才覚人にすぐれ給う宮が、世に捨てられたままで終られてよいと思召すか。平家の専横のため、鳥羽殿にご幽居されている父君法皇のお憤り、お悲しみを安じられようとはお思いになりませぬか」
　たたみかける頼政の声は無気味な力をもって宮に迫ってきた。
「ただちに平家撃滅のご謀叛むほんあるのみですぞ。平家、この世から去らば、宮はご即位、そして法皇へのご孝養もできます。これに過ぐるものはござらぬはず。今こそ、宮のご決意の秋とき。もし、決意あられて令旨を下され給うなら、宮のもとに喜び勇さんで馳はせ参ずる源氏の兵は、諸所諸国に宮のご想像より遥かに多いのです」
　高倉宮の面をわれ知らずよぎる動揺の色を読みとったのか、頼政は膝を進めて、かねて調査してあるところを示した。謀叛成功への現実的証拠ともいうべき反平家勢力の人名表である。
「まず、この京にかくれて平家を窺うかがうもの、出羽前司光信でわのぜんじみつのぶの子、伊賀守光基いがのかみみつもと、出羽判官光長はんがんみつなが、出羽蔵人光茂くらんどみつしげ、出羽冠者光義かんじゃみつよし。熊野にかくれる者は故六条判官為義はんがんためよしの末子、十郎義盛よしもりです。摂津には多田蔵人行綱ただのくらんどゆきつながおりますが、こやつは新大納言成親卿の謀叛のとき、一度びは味方につきながら、途中で寝返りを打った裏切者ですから論外です。しかしその弟、多田次郎朝実ただのじろうともざね、手島冠者隆頼てじまのかんじゃたかより、太田太郎頼基おおたのたろうよりもとは信頼するに足る存在です。さらに、河内かわちには石川の郡を領する武蔵守むさしのかみ入道義基よしもと、その子の石川判官代義包いしかわのはんがんだいよしかね。大和やまとには宇野七郎親治うののしちろうちかはるの子の太郎有治たろうありはる、次郎清治きよはる、三郎成治なりはる、四郎義治よしはる。またさらに近江には山本、柏木、錦織にしごり。美濃、尾張には山田次郎重弘、河辺太郎重直、泉太郎重光いずみのたろうしげみつ、浦野四郎重遠うらののしろうしげとお、安食次郎重頼あじきのじろうしげより、その子の太郎重資しげすけ、木田三郎重長、開田判官代重国かいでんのはんがんだいしげくに、矢島先生重高やじまのせんじょうしげたか、その子の太郎重行。甲斐には逸見冠者へんみのかんじゃ義清、その子の太郎清光、武田太郎信義、加々美次郎遠光かがみのじろうとおみつ、おなじく小次郎長清、一条いちじょうの次郎忠頼、板垣いたがきの三郎兼信、逸見兵衛有義ひょうえありよし、平賀冠者盛義ひらがのかんじゃもりよし、その子の四郎義信、故帯刀先生義賢たてわきのせんじょうよしかたの次男木曽冠者義仲きそのかんじゃよしなか。伊豆いずの国には流人るにん前右兵衛佐頼朝さきのうひょうえのすけよりとも、常陸ひたちには信太三郎先生義憲しだのさぶろうせんじょうよしのり、佐竹冠者昌義さたけのかんじゃまさよし、その子の太郎忠義、三郎義宗、四郎高義、五郎義季、陸奥には故左馬頭義朝さまのかみよしともの末子ばっし、九郎冠者義経くろうかんじゃよしつねなど。いずれも皆六孫王経基つねもとの子孫で、多田新発意満仲ただのしんぼちみつなかの後胤こういんなのです」
　頼政の弁は熱をおびてきた。あたかも諸国に兵を蓄えてひそむ源氏の網の目に、平家がしぼられて行くような感さえ、宮に与えたかも知れぬ。頼政は語調を変えてつづけた。
「われら源家のもの、朝敵を武力で平らげ、宿望を達した点においては、平家に一向劣りませぬ。が、いまは宮もご覧の有様、源平は今や雲泥のへだたり、主従の間柄より劣るのが現状です。国にまいれば国司の家来、荘園では預所に使われている始末、京にあれば、公事くじや雑事ぞうじに追い立てられて、心の安まる暇ひまもない日を送っているのです。ひるがえって今の世を見ますなら、平家の威に服しているように見えるのは表面だけのことです。誰しもその心中、折あらば平家に一太刀というのが源家一統の悲願、この頼政も人後に落ちませぬ。もし宮が思し召し給うて令旨を下されるなら、雌伏する諸国の源氏は令旨を奉じて夜を日についで京に馳せ参ずるは必定、平家滅亡に時日は要しますまい。その儀なれば、この頼政、年こそ寄りましたが、あまたの若き児、孫もござります故、引具して第一番に御許に参じ奉る次第」
　宮の胸中は千々に乱れた。軽々しく決するには事は余りに重大である。筆と笛を愛して、風雅の道に生を終るべきか、それとも剣を選んで帝位を窺うべきか、これはまた生か死かに通じよう。しばし承引の返事もなく思いわずらう宮の胸中を一条の光芒こうぼうが閃いた。相人そうにんの上手うまいといわれた少納言惟長これながのことである。惟長は阿古丸あこまる大納言宗通の孫、備後前司季通びんごのさきのつかさすえみちの子だが、人相を卜ぼくすること当時並ぶ者なしといわれ、人よんで相そう少納言と敬された公卿であったが、相少納言は高倉宮を見て恐るる色もなく言下に答えた。「皇位に即かせ給うべき御相おんそう、天下のことお諦め給うな」今、宮の胸によみがえったこの言葉は、源三位頼政の進言と相俟あいまって、強い啓示となった。さては、かくなすべしとの天照大神のお告げに違いなしと宮は信じた。承引の言葉を与えた宮の顔は頼政の眼には蒼白に光って見えた。
　ことは隠密裡に運ばれた。令旨を奉じて東国へ下る密使は新宮しんぐうの十郎義盛よしもりときまった。十郎義盛は蔵人に任ぜられ、行家と改名した。行家は四月二十八日、ひそかに京を立った。近江国より始めて、美濃、尾張の源氏どもに令旨を伝達して廻るうちに、五月十日には伊豆の北条、蛭ひるが島についた。ここの流人るにん、前右兵衛佐頼朝さきのうひょうえのすけよりともに、宮の令旨をとり出して奉った。さらに頼朝の兄、信田三郎先生義憲しだのさぶろうせんじょうよしのりを尋ねて信田しだの浮島へ下り、木曽冠者義仲も甥おいなので令旨を伝えようと、行家は中山道へ赴いた。
　このころ、熊野別当湛増たんぞうは、平家の重恩を受けていたが、どこからこの令旨のことをもれ聞いたのか、
「新宮の十郎義盛は高倉宮の令旨を抱いて、すでに謀叛を起さんとしている。那智、新宮の者どもは、定めし源氏の味方をするであろうが、この湛増は平家のご恩を山より高く受けている身、いかで謀叛にくみしえよう。まず那智、新宮の者どもに矢一つ射かけて、その後、都へことの詳細を報告することにしよう」
　と、甲冑に身を固めた兵、一千余人を引きつれて新宮の港へ向った。新宮では、鳥居の法眼、高坊たかぼうの法眼、武士には宇井、鈴木、水屋、亀甲かめのこう、那智では執行法眼以下、その勢合せて二千人余が陣を構えた。来るべき嵐の前ぶれともいうべきこの戦は激しかった。双方鬨ときの声をあげ、矢を射合わせて、合戦の幕は切られた。源氏の陣にはかく射よ、平家の者にはこう射よと、互にゆずらぬ弓から放たれる矢は絶え間なく飛び交い、射手のあげる雄叫びは衰えることなく続き、鏑矢かぶらやのうなりは鳴りひびいて、死闘は三日間続いた。しかし、さしも腕に覚えの法眼湛増も、家の子郎党を数多く射たれ、わが身も傷を負って、命からがら本宮熊野へ逃げ帰ったのであった。


鼬いたちの沙汰

　さて、後白河法皇は、成親、俊寛のように自分も遠い国、遥かな小島に流されるのではなかろうかと、お考えになっていたが、そういうこともないまま鳥羽殿に治承四年までお暮しになっていた。この年の五月十二日の正午ひるごろ、鳥羽殿の中で鼬いたちがおびただしく走り騒いだ。常にないことである。法皇は何の兆きざしかと自ら占われて、近江守仲兼おうみのかみなかかね、その時まだ鶴蔵人つるくらんどとよばれていたのを御前に呼ばれた。
「この占いを持って安倍泰親あべのやすちかのもとへ行き、しかと考えさせて、吉凶の勘状を取って参れ」
　仰せを受けた仲兼は、安倍泰親のもとへ急いだが、折悪しく家におらず、白川まで赴いて法皇の勅諚ちょくじょうを伝えた。やがて卜占ぼくせんした泰親が記した勘状を懐にして鳥羽殿へ急いだ仲兼は、御所の前ではたと立止った。警固の武士が厳重に門を固めている。何んと頼んでも門を通さない。御所の勝手知っている仲兼は土塀どべいを乗りこえ、大床おおゆかの下を這はって、法皇の御座まで進み、御座の切板の隙間から泰親の勘状を差しあげたのであった。法皇がこれを開いてご覧になると、「この三日のうちに、お喜びのこと、並びにお嘆きのこと」と記してある。法皇は、
「この憂き身に喜びのことありとは結構だが、嘆きとは何か。この上また、いかなる辛い目にあうのか」
　と仰せられた。
　さて翌五月十三日、前右大将宗盛、父清盛入道の所に行き、法皇のことを度重ねて説いたので、清盛もようやく思い直し、法皇を鳥羽殿から出し奉って都へ移し、八条烏丸からすまるにある美福門院を法皇の御所とした。この三日のうちの喜び、という泰親の占いは、これを指したのである。こういう情勢のなかで、新宮の合戦に敗れた熊野別当湛増は、急飛脚をもって高倉宮謀叛のことを都へ知らせたのである。前右大将宗盛は顔色を変えて、このとき福原の別荘にあった入道にこれを伝えた。入道相国は一瞬疑うように宗盛の顔をみつめて沈黙したが、忽ち顔を朱に染めて激怒した。
「それがまことなら、高倉宮を直ちに搦からめ取って、土佐の畑はたへ流してしまえ」
　と、こう命じた。この衝にあたったのは公卿で二条大納言実房さねふさ、職事しきじは頭弁光雅とうのべんみつまさである。武士には源大夫判官兼綱げんだいふのはんがんかねつなと出羽判官光長の二人。この源大夫判官というのは、源三位頼政の次男である。この人を謀叛鎮圧の使者の中に加えたというのは、平家が頼政の陰謀画策をまだ察知していないということを意味する。高倉宮逮捕の一行は、甲冑に身を固めた兵三百余騎を引きつれて、月明らかな道を宮の御所へ向った。


信連のぶつら合戦

　この日五月十五日、満月である。三条の御所で高倉宮は、雲間にかくれ移る皓々こうこうたる月を眺めていた。遥か東国に下した密使の行方、そして源氏勢の反応、あるいは俄かに可能性をおびて身に迫ってきた皇位のことに思いを廻らせていたのであろうか。雲間をよぎる月の光を浴びた宮の姿は、無心に月夜を楽しむとも見えた。この時、息せき切って宮の御所に現れたのは入道頼政の急使である。宮の御乳母の子、六条亮大夫宗信ろくじょうのすけのだいふむねのぶは使いの手紙をあわただしく宮の御前にひらいた。
「宮のご謀叛のことすでに露顕、宮を土佐の畑はたへお流し申さんと、官人ども検非違使別当の命を受けてお迎えに向う。急ぎ御所を出でさせ給い、三井寺へ入らせ給え。この入道頼政も即刻御許に参じ奉らん」
　意表を衝つく知らせである。宮は狼狽ろうばいした。才覚すぐれたとはいえ、月を賞めで虫に聴きく風雅の道に今まで過して来た宮である。危急の際の身の処置に、殆んどなすところなく呆然ぼうぜんとするばかりであった。このとき宮の御前近くにあったのは長兵衛尉長谷部信連ちょうひょうえのじょうはせべののぶつらという侍、進み出て気転の策を申し上げた。
「かくなる上は、もう外に方途はございませぬ。女房装束に変装されて、お逃れ遊ばしませ」
　これは妙案であると、側近が手を借して、宮の髪は忽ち解かれて下げられ、衣を何枚も重ねて、市女笠いちめがさをかぶられ、顔をかくした。御所の門を出た女装の宮のお供は、傘からかさを持った六条亮大夫、袋にものを入れて頭にのせた鶴丸という童、あたかも若侍が女を迎えて連れて行く姿であった。三井寺へ向って北に落ちて行く一行は道を急いだ。途中に大きな溝があったので、宮は女であることを忘れ、われ知らず軽やかに飛び越えた。これを見た通行人たちは、「なんとはしたない女房の溝の越えようか」といって立止まり、いぶかし気に見つめたので、宮の一行はますます足を早めた。
　御所の留守居役は、長兵衛尉長谷部信連であったが、残っていた女房たちを御所のあちこちへ隠しおき、さて見苦しいものがあったら取り片づけておこうと部屋部屋を見廻るうちに、宮の居間の枕もとに笛が忘れられているのを見つけた。小枝さえだと名づけられた高倉宮愛蔵の一管である。「これは宮さまご秘愛の笛、余りに心急せかれてのご失念か、思い出されればお嘆きあるに相違なし」と咄嗟とっさに笛を掴むと宮のあとを追った。ものの五町と走らぬうちに追いついた信連が、宮に笛を差し出せば、手にした宮の顔は喜色に溢れた。
「われ死なば、この笛も棺の中に入れてくれよ。信連よ、このまま余の供をしてくれぬか」
　と宮は頼まれたが、信連は答えた。
「間もなく御所には検非違使の役人どもが参るはずでございます。その御所に人一人おらぬとはまことに残念に存じまする。その上、あの御所にこの信連いるとは世間もよく存じておること、今夜おりませぬならば、さぞかし奴らは夜逃げをしたと思いましょう、これが信連口惜しゅう存じまする。この信連は弓矢取る身、かりそめにも名を惜しみます。ご安心召されませ、押し寄せる役人どもをしばしあしらった後、一方を打破って、後程、宮のお側に参じ仕ります」
　こういった信連はただ一人御所へ引き帰した。
　御所の三条大路に面した門、高倉通りへの門もすべて開け放して、信連一人悠然と敵を待っていた。この夜の信連の装束は、萌黄匂もえぎにおいの腹巻をつけ、上には薄青の狩衣かりぎぬ、腰には衛府えふの太刀。やがて午前零時、騎馬の音が門外に近づいた。源大夫判官兼綱と、出羽判官光長の率いる三百余騎である。すでに父頼政の意を体している源大夫判官は、はるか門外にひかえて様子をうかがった。蹄ひづめの音高らかに門内に乗り入れたのは出羽判官光長、前庭に控えると、静まり返った御所の隅にまで轟くばかりの大音声をあげた。
「宮のご謀叛はすでに露顕つかまつった。土佐の畑はたへお流し申さんがため、別当の命を受けて役人参上、直ちに出させ給え」
　声に応じて広縁に姿を現わしたのは信連である。
「宮はただいまご不在じゃ、したがってここは御所ではござらぬ。宮はご参拝中でいられる。夜おそく大声をあげられても迷惑じゃ。一体何事かな、落着かれて事の子細を申されてみい」
　落ちつきはらった信連の言葉に、光長は逆上した。そして前に増す大声をあげた。
「いうな、この御所でなくてどこに宮が行かれるか。いないというか、さがしてみしょう。下郎ども、御所へ入ってぬかりなく探せい」
「下郎ども、ものをわきまえぬか。馬に乗ったまま門から入るさえ無礼なことじゃ。あまつさえ下郎が御所内を捜すとはなんたること。入るつもりか、長兵衛尉長谷部信連が目に入らぬのか。近寄って怪我をするなよ」
　空にはすでに雲が切れて、月が輝いていた。広縁に身構えて不敵に立ちはだかる信連の姿に、役人たちは一瞬声もなくひるんだ様子である。しばし睨み合いのつづくかともみえたが、この時、つつっと走り出たとみるや、鞘さや走らせた大太刀をきらめかせて広縁に飛び、信連目がけて斬りつけた男がいた。検非違使庁の下郎で金武かなたけという者、かねて大力の名をとっていた男である。金武の振舞いに、同じ仲間十四、五人も一斉に打物とって、どっと信連を襲った。一歩すざった信連は左手で狩衣の帯紐を一気に引き捨てた。その右手には抜かれた太刀があった。衛府の太刀は装飾もかねるので、一体が華奢きゃしゃな作りだが、信連のは、かねてから事あるべきを期して入念に鍛えさせたもの、野戦の用にも耐える業物である。下郎たちの振う大太刀、大長刀に信連の太刀が交叉した。力に任せた大長刀が振り下せば空を斬り、振り上げた大太刀の相手の胸を信連の太刀が襲った。軽やかな身のさばきから必殺の刃がおどり出てくる。入り乱れて打ち合ううちに、斬り立てられた役人がちりぢりに庭へ追い落された。嵐に木の葉が散るようであったといわれる。
　五月十五夜の月に照らされた御所は明るかった。敵も味方も戦いやすい条件ではあったが、敵は不案内、信連は近よるものを廻廊に誘い寄せては一刀のもとに袈裟けさがけに斬り、壁に何時しか追いつめては胸を刺した。
「宣旨の使いだぞ、手向うのか」
　と信連を持て余した役人どもがおめいた。
「宣旨とは何じゃ」
　と嘲笑あざわらうそのひまにも、信連は太刀を振った。入念の作りとはいえ、彼の太刀は衛府作りの華奢なものである。激しい打合いに刀身が曲れば、咄嗟に手で直し、それでも及ばぬ時は足で刀身を正しながら、縦横に白刃を躍らせた。幾多の合戦で身につけた信連の太刀捌さばきは水際立ち、彼の刃に伏した者は忽ち十四、五人を数えた。倒された仲間の血が彼らを奮起させたのか、新手は死物狂いで大長刀を打ち振りながら立ち向って来る。ひと声叫んだ横なぎの一撃を、信連が応と受け止めた時、鋼がなったとみるや、太刀の切先三寸が折れ飛んだ。飛びすざった信連にしたりと追手が迫る。太刀を捨てた彼は、もはやこれまでと切腹を決意した。鞘巻さやまきを逆手に握ろうと腰間を探ったが、しかし斬合いのうちに落したのであろう、鞘巻は腰になかった。素手の信連は襲いかかる敵の刃の下に身を沈めるや、一気に庭に降り、高倉通りに面した小門を目ざして大手をひろげて駆け出した。必死の形相で通りへ躍り出ようとする信連の横合いから、大長刀が振られた。瞬間、気合とともに地をはねた信連は刃をかわそうとした。しかし長刀の方が速かった。刃は信連の股を縫った。どうと地に転がった信連の上に役人たちが群がり、彼は生捕りにされたのであった。
　ただちに御所内に乱入した役人は血眼で高倉宮の姿を探しもとめたが、もちろん、いるはずはない。地団駄ふんだ彼らは、隠れひそんでいた女房たちに悪態の限りをつくしたあと、信連を縛りあげて、六波羅へ引き揚げたのであった。報告を受けた宗盛は大床を踏み鳴らして現れると、庭先に引き据えられた信連を見すえて、わめいた。
「おのれは、宣旨の使いと名乗る男を、何が宣旨じゃと申して斬ったとな。嘘とはいわせぬ。そのうえ、検非違使庁の多くの下郎もあやめた。断じて許さぬ。よい、河原に引き出して、その素っ首を打ち落してやる。が、その前に宮の行方をかくさず申し立てい、おのれは承知しているはずだ。こやつをきびしく糺問きゅうもんしてみよ」
　信連は不敵な表情で坐り直すと、あざ笑った。
「近頃、御所の廻りを妙な奴輩やからがうろつくのは存じておった。大したこともあるまいと、今夜も馬鹿にしておったのは拙者の間違いであったが、どうも大層なことをやるご仁たちじゃ。物音がするので出てみれば、鎧武者よろいむしゃが三百騎、余程あの御所が恐いとみえる。何用じゃと尋ねると、宣旨のお使いだという返事じゃが、昨今はあちこちで、窃盗、強盗、山賊、海賊など性の悪い奴らが、公卿がお出でになったとか、おれたちは宣旨のお使いであるなど称して悪事を働いていることは、拙者よく耳にしているのじゃ。夜半ものものしい出立の人相の悪い奴輩やからから、のっけに宣旨の使いといわれても信用はできぬ。腕に覚えがあるかどうか知らぬが、いきなり斬りかかってくる。宣旨とは何じゃと申して斬り捨てたまでじゃ。しかし生捕りとは無念。この信連、甲冑かっちゅうを身につけ、鍛えあげた太刀を持てば、押し寄せた役人どもを一人でも無事に帰してはおらぬ。宮の行方をお尋ねのようじゃが、拙者知り申さぬ。たとえ存じていても申しはせぬ。糺問などしても信連には無駄なことじゃ。侍が決心したことを拷問などでおどかされるとは、卿も侍じゃ、ご存知あろう」
　こう宗盛をにらんで答えた信連は、言い終ると固く口を結んだ。そしてそっぽを向くと、もう如何なる質問にも唖おしのように沈黙した。
　この信連の態度は居並ぶ平家の侍たちを感心させた。「これこそ一騎当千の侍」という言葉が互に囁かれた。またある男は、「彼の武勇は今に始ったことではない。先年、彼が院の蔵人所くらんどどころにいた時だが、手強い強盗六人を取りおさえたことがあった。この強盗は、守護の武士でも立ち向えなかった程の奴らであったが、逃げる賊をただ一人で追いかけ、二条堀川で六人を相手の斬合いじゃ。そして四人を斬り、二人は生捕った。左兵衛尉に任ぜられたのは、この時の手柄からじゃ。今斬られるには惜しい侍よ」と語る者もいた。この噂が耳に入ったのか、清盛入道は、信連を斬るのを止め、彼を伯耆ほうきの日野へ流すことにきめたのであった。
　その後、平家亡び、源氏の世になった時、信連は東国へ下り、梶原平三景時に仕えたが、あるとき、この合戦の話をすると、頼朝公がこれを聞き、「けなげなやつ」といって、能登国に領地を与えられたという。が、これは後日の話である。


高倉宮園城寺おんじょうじへ入御

　一方、女房装束に身をやつし、市女笠いちめがさで顔をかくして三井寺へ落ち行く高倉宮は、高倉小路を北にとり、更に近衛大路を東にすすんだ。月を映してさわやかに流れる賀茂川を渡れば、もう如意にょい山である。追われる身の宮は踏みなれぬ夜の山路をひたすら急いだ。御殿育ちの身である、宮の足は何時しか血にまみれ、立ち止まって一息つけば、足下の砂は紅に染まった。夏草の露は宮の裾すそをぬらした。疲労にもつれる足は一層重くなったが、心をはげましては山路をひたすら急いだ。宮が目指す三井寺へ到着したのは、暁方、東の空すでに白み、高い樹木の梢には朝陽がさしていた。夜を徹しての山路歩きで、宮の顔はやつれ果てていた。
「この寺の衆徒を頼みに、参ったぞ」
　という宮の言葉は、多くの寺の中から、この寺だけがえらばれたという感動を三井寺の衆徒に与えた。喜んだ寺側はただちに法輪院に御所をしつらえ、心身ともに疲れた宮に食事を差しあげたのであった。


競きおう

　高倉宮が法輪院で休まれている頃、京の街は宮の謀叛むほんの噂でもちきっていた。戦乱はもはや免れまい、あわてて逃げ仕度にかかる者さえいた。と共に一体何が宮を謀叛に走らせたのかというせんさくが囁き交された。黒幕とも目される源三位頼政の名が、人々の口に上ったのもこの時である。高倉宮謀叛の知らせは京都に大きな衝撃を与えた。騒動はいつ終るとも知れなかった。
　宮を打倒平家へ走らせた源三位入道頼政は、どんな動機を持っていたのだろうか、今迄都にあって誰たれと衝突するでもなく穏かに過して来た侍である。何故、今年になって急に平家滅亡を心に誓ったのか。
　つらつら案ずるに、これは入道頼政が、勝手気ままな仕打を続けてきた平家の次男宗盛を憎んだためと思われる。
　三位入道の嫡子伊豆守仲綱いずのかみなかつなは木この下したと名づけられた鹿毛かげの名馬を持っていた。宮中にまでその名が知られた逸物で、乗り心地といい、走り具合といい抜群の鹿毛で、恐らく世に二匹はいまいといわれたほどである。これを知って欲しがったのが宗盛である。早速、仲綱のところへ使者が立てられた。
「世に聞えた名馬「木の下」を所望いたしたいが」
　という。仲綱は使者に答えた。
「お名指しの馬は確かに所有しておりましたが、近頃あまり乗りつかれさせたので、しばらく休ませようと田舎に送っている次第です」
　使者の報告を受けた宗盛は、それでは仕方ないとあきらめた。ところが、平家の侍どもは口々に宗盛に告げた。
「あの馬なら一昨日おとといも昨日きのうも私は見ております。現に今朝も庭で調教しているのをこの目でしかと見ました」
　怒ったのは宗盛である。何というけちな奴、惜しい余りに嘘をつきおったな、それならそれで、こちらも断じて貰いうけてやる、とばかりに使者を再び立てての矢の催促である。断わられても引き下がる男ではない。二度三度が、七度八度となって仲綱をせめ立てた。これを耳にした三位入道頼政は息子を呼んでいい聞かせた。
「たとえ黄金こがね作りの馬であっても、人がそれほど欲しがるのを、断わるのはよろしくない。侍たるものが物惜しみすると人にいわれてはならぬ。馬はやるがよい」
　父に説かれて愛馬を手離す気にはなったものの、いざとなるとその決心もにぶりがちである。漸く一首の歌を記して、馬とともに宗盛の所へおくった。歌にいう。

こいしくば来ても見よかし身に添うる
　　かげをばいかが放ちやるべき

　もちろん宗盛は返歌などという礼儀は守らなかった。もっぱら愛憎二つながらまじる目つきで「木の下」をねめ廻していた。
「噂にたがわぬ名馬じゃ。馬は良い、だが持主の惜しみ方が憎い。それならば仲綱めが心を慰めてくれよう、やつの名を馬に印しるせよ」
　仲綱の焼印を押された「木の下」はこうして宗盛の厩に収まったが、伝え聞いた客たちが訪れて、一目名馬をと所望すると、薄笑いを浮べた宗盛は馬をひかせると怒鳴った。
「仲綱めに鞍をおけ、引き出せい。仲綱めに乗れい、打て、なぐれい」
　無念の涙にくれたのは仲綱である。掌中の珠たまを奪われたばかりか、ことごとわが身を嘲弄される。父の前に現れた仲綱は、父への恨みもまじるまなざしを投げながら訴えた。
「わが身にも代えたいあの馬を、あたら権力で奪われたのは無念に存じまする。そのうえ、天下の笑い者になっておりますこの身、父上、あきらめられぬ恨事にござります」
「わしも人を見る明がなかった。お前の胸のうちは察してやる。それにしても侍の道を知らぬ奴輩やからじゃ。われらに何もできまいと思うて、平家はかかる仕打ちも平気で行なっておるのじゃ。これほど馬鹿にされては源氏の名もすたる。生きながらえても、所詮しょせん命の無駄使いじゃ。わしも決意した、機会をうかがって奴らに思い知らせてやる所存じゃ。仲綱、今はこらえてくれい」
　こうして、頼政は機会を狙っていたが、遂に高倉宮を動かして、このたびの挙に出たものである。これは、世間の人が噂していることであったが、信ずべきものと思われる。
　さて、高倉宮が三井寺へ逃げた十六日の夜、京の源三位入道頼政の家は突然あちこちから火の手があがり、どっと炎上し始めた。火焔の明りで人々が見たのは、甲冑かっちゅうに身を固めた武者三百余騎が北へ目指して走り去る姿であった。源三位入道頼政が、嫡子伊豆守仲綱、次男源大夫判官兼綱、六条蔵人仲家ろくじょうのくらんどなかいえなどを引きつれて三井寺へ馳せ参ずる姿である。おのれの邸に火を放って、決意を示したのであった。
　あわてて駆けつけた六波羅の役人たちは、燃え落ちた邸にいる一人の男を見つけたので、引きつれて帰った。男は頼政長年の家来で、渡辺源三競わたなべのげんぞうきおうの滝口たきぐちという侍である。
「お前は先祖代々三位入道に仕えてきた者であるが、何故主君と共に行かずに、一人邸にとどまっていたのか」
　宗盛自身の取調べに対して競はかしこまった口調で、ためらいなく答えた。
「私めは、一朝ことあればまっ先にかけつけて、主君のために命を捧げようと思っておりました。所が今日はどうしたことか、頼政さまは一言も私にお話がありません。何も知らない私は仕方なくうろうろしていたのでございます」
「左様か、お前が当家にも見参していたのは承知している。お前の家の将来を思うて当家に味方をするつもりか、それとも朝敵となった頼政につこうとするのか、よく考えてありのままを申してみよ」
　この宗盛の言葉を聞くと、競は感動を表にあらわして、はらはらと涙をこぼした。
「私の胸のうち、ありのままに申し上げます。いかにもこの身、頼政さまに先祖代々お仕え申してきました。宿縁もご恩も感じてはおります。しかし私は朝敵の汚名に身をけがす心は毛頭ございませぬ。この競、唯今より御殿に奉公いたしとう存じまする」
「それは重畳、お身には頼政の時に劣らぬものを与えよう」
　勇武の誉高い競が奉公を志願したのであるから、宗盛の機嫌は一度によくなった。この日は朝から夕方まで、ことあるたびに競はおるか、競はどこじゃと大層なお気に入りであった。十六日も暮れた。宗盛が競の前に姿を現わしたとき、真心あらわれた顔で競が言上した。
「奉公始めに手柄一つも立てとう存じまする。聞くところによりますれば、源三位入道は三井寺におられるとのこと、必ずや夜討など仕掛けるに相違ありませぬ。三井寺の手勢は三位入道の一党、渡辺の郎党たち、それに三井寺の法師たちでございますれば、敢えて恐るるに足らぬ小勢でござります。私めにお任せあれば、夜を幸い寺に忍びまいり、朝敵のうち手強い奴を打ちとってまいりまする所存、かくすればあとを蹴散らすはたやすきものにございます。が、今はかないませぬ」
「何故じゃ」
　と宗盛は思わずつりこまれた。
「馬がござりませぬ。私も武士のはしくれ、手がけてきた良馬を持っておりましたが、先頃、友人に盗まれてしまいました。いま、御馬一匹貸し賜りますれば、見事手柄を立ててご覧に入れましょう」
　競の語勢に動かされた宗盛は、愛馬に鞍をおかせて貸し与えた。南鐐なんりょうと名づけられた宗盛秘蔵の白葦毛しろあしげである。
　南鐐を駆って家についた競は、妻子郎党を呼び集めて、決意を申し伝えた。
「これから頼政さまのいられる三井寺へ参る。合戦には三位入道殿の先陣に進んで討ち死する覚悟である。皆も肝に銘じくれ。夜にならば、出発いたす」
　動揺にみちた不安な空気のまま京都は夜を迎えた。競は妻子たちを隠し忍ばせると、南鐐にまたがった。渡辺源三競の滝口、出陣の出立は、狂紋きょうもんの狩衣かりぎぬに大きな菊綴きくとじ、先祖代々伝わる所の着長きせなが緋縅ひおどしの鎧よろい、兜かぶとは銀の星をいただいている。太刀は怒物いかもの作り、それに重籐しげとうの弓、大中黒おおなかぐろの矢、替え馬にのった家来一人、下郎にも楯を持たせた。わが家にも火を放って焼き払わせると、競は三井寺へ夜道を疾駆した。
　六波羅へ、競の家の火災を知らせる使いが飛んだ。驚いた宗盛が急ぎあらわれると、
「競はおるか、競はおるか」
　と尋ねれば、「おりませぬ」との返事である。宗盛は激怒した。
「すわ、奴に油断してたばかられたか。遠くへはまだ行くまい、追手を出せい。必ず競を討ちとれ」
　宗盛の激しい下知に家来は御前をあわてて引き下ったが、さて追う勇気のある奴はいない。すでに競の大剛力、弓の速射では並ぶものなしといわれた腕前は、家来どもも十分に知っている。競の持つ矢が二十四本なら、二十四人は死ぬだろう、こう考えると、われこそは、と名乗り出るものもなく、追手は自然消滅の形となった。
　この頃、三井寺にあって合戦準備に懸命であった渡辺党は寄り集って競の噂をしていた。一人でも手勢が欲しい時、競の不参は打撃である。それに同族である。渡辺党の一人が頼政に近づくと思い切って申し立てた。
「競は殿もご承知の武勇のもの、何んとかして、あの競を召しつれてくるべきでした」
　頼政は不安気な渡辺一党の顔をみると微笑した。競の本心を熟知している人の笑いである。頼政は慰めるようにいった。
「あれほどの者だ、めったなことで捕われまい。きゃつはこの入道に心を捧げている。心配いたすな、見ていよ、間もなく競はここに来るであろう」
　という言葉が終らぬうちに、どっと渡辺の党勢から歓声がわいた、競、競という歓迎の叫びである。会心の微笑を浮べる頼政の前に、武者振り水際立った競がかしこまった。
「競、ただいま参上、お土産みやげがございまする。伊豆守殿の「木の下」の身代りといたしまして、六波羅の「南鐐」を持参いたしました。伊豆守殿への贈物にございます」
　頼政が破顔大笑すれば、かたわらの伊豆守仲綱は躍りあがって喜んだ。しばし三井寺の頼政陣には人のどよめきが流れ、気勢大いにあがった。やがて南鐐は尾の毛を切られて、追い帰された。
　六波羅の厩番うまやばんが夜も更けたころ、不図目をさますと厩が馬鹿に騒々しい。起き出てみると、奪われたはずの南鐐が、ほかの馬たちと噛みあっている。驚いた番人が飛びこんで宗盛に報告する。半信半疑の宗盛がかけつければ、間違いなく南鐐である。しかし尾の毛は切られ、
「昔は南鐐、今は平宗盛入道」
　と焼印が押してある。宗盛は体をふるわせて呪いの言葉を吐いた。
「油断したのが無念じゃ。よいか、今度三井寺へ押し寄せたとき、競を殺してはならぬ。必ず生捕るのだぞ。そして鋸でゆっくりきゃつめの首を引き切ってやる」
　とはいえ、これも後の祭りであった。名馬はもはや昔に戻らぬ姿のまま、怒り狂う宗盛の前でまぐさを喰はんでいた。


山門への牒状

　高倉宮を迎え、頼政一派を受け入れた三井寺の大衆は、起り得べき事態にそなえて急遽その対策をねった。ほら貝が吹かれ、鐘が打ち鳴らされて衆徒が一堂に集められ、真剣な会議が開かれた。平家の大勢に抗するに所詮人数が足らぬとあれば、味方を至急集めねばならない、ではいかにして動員するか、衆徒の会議の焦点はここにあった。
「つらつら近時の世相を案ずるに、仏法の衰微、政道の弱化がいまに過ぐるものはない、もし清盛入道の暴悪をこらしめなければ、いつの日を期せようか。宮の当寺への入御も正八幡宮の加護というべきだ。仏も神もわれわれの挙にその力を与え給うにちがいない。思うに比叡山は天台宗の一味、奈良興福寺は安居得度の戒場である。彼らに檄げきをとばすなら、必ずやわれらに味方しよう」
　という意見が全員一致でむかえられた。直ちに檄文が草されて、比叡山と興福寺へおくられた。
　比叡山への状にいう。
「格別のご協力を願い、当寺の破滅を救っていただきたい。入道清盛ほしいままに仏法を亡ぼし、朝政を乱そうとする現状を、われらひそかに嘆いていた。ところで、今月十五日夜、高倉宮不慮の難を逃れられて当寺へ入御されたのであるが、平家は院のご命令と称して宮の引渡しを度重ねて要求してきている。当寺は固い決意をもって拒否してきたが、平家は武力に訴えてもと、軍勢を当寺へ差し向けようとしている。当寺の危急存亡の秋とき、破滅のときである。
　案ずるに、延暦、園城おんじょうの両寺は、今山門と寺門とにわかれてこそいるが、学ぶところは共に一つの天台宗である。これを例えるなら、鳥の双翼、車の両輪ともいえる。もしこの一つでも欠けたなら、その嘆きこれにまさるものはないと信じている。どうか格別の協力で当寺の破滅を救っていただきたい。
　右はわれら衆徒全員の決議である。よってこの檄文を貴寺へお送りする次第である。

治承四年五月十八日

大衆一同」


南都への牒状

　三井寺から檄文を受けとった比叡山門の大衆は、いささか機嫌を損じた。山門は本山であるとの自負がある。「鳥の双翼、車の両輪」という文句が気に障った。当山の末寺三井寺が山門を同格に扱うのは無礼であるというのである。憤慨のうちに返事はのばされた。これと殆んど時を同じうして、天台座主明雲大僧正が突然山に来て、衆徒を説得して廻った。清盛の打った手である。こうして、三井寺への返事には、態度未定、目下検討中という政治的用語をふんだんに使われた返書が送りかえされた。入道清盛から、さらに比叡衆徒の懐柔策がとられ、通りがかりの手土産として、近江米二万石、北国の織延絹おりのべぎぬ三千疋を山門へ寄せた。急ぎ皆に分け与えよ、というので谷や峰の僧坊にわけられたが、突然のことで分配はうまくゆかず、どさくさに紛れての一人占めなどの火事場泥棒騒ぎであった。
　また奈良興福寺への三井寺からの檄は、比叡に送ったものとほぼ同文であったが、その末尾に、
「特に貴寺においては、罪なき関白藤原基房卿を鬼界ヶ島に流されるなど、清盛からは多くのはずかしめを受けられている。この時恥をすすがずんば、いつの日を期し得ようか」
　と特記し、格別の協力を要請したのであった。


南都返牒

　山門から拒否同様の返事を受けた三井寺衆徒は、これで孤立するのではないかとの不安におののいていたが、興福寺からの返書は大いに気勢を上げさせた。それほどこの返書は激越な文句で綴られていたのである。
「興福寺より園城寺へ返事申す。当寺一味同志決議したこと左の如し。
　ともにわれわれは釈迦一代の教文を奉ずるもの、喜んで貴寺へ合力を誓うものである。
　およそ清盛入道は平氏のかす、武家のごみと申してよい。彼はもとより賤しい身の出であって、かつては名もない若侍さえ彼に仕えるのを恥じたものであったが、今や一族を貴官に列し、百官を下僕のように召し使い、王侯公卿でも意のままに捕縛する暴虐を行なっている。家代々の領地、荘園を奪うなど、その例数えるいとまがないほどであるが、去年の冬十一月には関白を配流されたのである。この古今に例のない暴悪に、われらは賊徒として彼をその罪に問うべきであったが、あるいは神慮ととなえ、あるいは勅旨と称して偽りの名分を立てるなどで、われわれも隠忍せざるを得なかった次第。ここに平家ども御所を包囲したところが、春日大明神ひそかに姿を現して高倉宮を貴寺に送り届けたのは、王法未だ衰えざる兆とみるべきものである。
　貴寺が身を捨ててご守護申し上げるのは喜ぶべきこと、当寺も合力に全力をあげるものである。当寺すでに十八日朝大衆を集め、諸寺に檄を飛ばし末寺に指令を与えるなど、合戦の準備を行なっていたところへ、貴寺の芳翰ほうかんを得たのであるから、われら衆徒一同の年来の不平霧消、士気大いにあがった。
　われら協力すれば、邪臣をうち払うことも難からずと信じている。貴寺親王を守りて、われらの進発の報を待たれたい。

治承四年五月二十一日

大衆一同」

　まさに会心の返書である、三井寺衆徒が何れもくり返しこれを読んだその心は察するに難くはない。夜を日に継いでの戦への準備もはずんだ。


大衆そろえ

　三井寺は防備のため山を切り開いて、大小の関所を作った。こうした中で衆徒一同が集って評定が真剣に行なわれた。
「比叡は変心、頼みの奈良興福寺の援軍はまだ来ていない。このまま徒らに時を延ばすのは平家を利するだけだ。直ちに六波羅へ今夜押しかけ夜討をかけよう。ついては、老人と若い者を二手にわける。老僧たちを如意ヶ峰より敵の搦手からめてに向わせる。足軽どもを先手としてまず白川の民家に火を放てば、六波羅の武士たちは、敵襲と思うてここに駆けつけるにちがいない。この間岩坂、桜本のあたりで防戦、しばらく時をかせぐと共に敵をここへ引きつけておく。こうしておいて、大手の松坂から伊豆守を大将軍として若大衆と勇猛な僧たちが六波羅を襲い、一挙に風上に火をかけて焼き払い、決戦を挑んで強襲すれば清盛入道を焼き出して討ちとれぬことがあろうか」
　戦略に長たけた一人が述べれば、それは妙案であると大衆は賛同した。ところが、かつて平家のために祈祷したことのある一如坊いちにょぼうの阿闍梨真海あじゃりしんかいという坊主は、弟子など数十人引きつれて、この評定の席に進み出ると、彼の意見を開陳した。
「私が申すことを平家の為にする言葉と思われては迷惑至極、私とて衆徒としての道義を思い、寺の名を惜しむことは人後に落ちぬものです。昔は源家、平家ともに朝廷の護衛をつとめたものでしたが、今や源家の運傾き平家世を取って草木も従う勢いでございます。見らるる通り寺側の勢いきわめて少く、これで六波羅へ押し寄せるのは無謀の極みと愚僧思案いたします。それ故、ゆっくり策戦を練り、改めて軍勢を募ってはいかがでございましょう」
　無論、この真意は夜討ちを延引させるためにあったが、少勢という現実をついた言葉に大衆たちも一考を要せざるを得ない破目とはなり、ああでもない、こうでもないという長評定が続く始末とはなった。
　この時、衣の下に萌黄匂もえぎにおいの腹巻を着こみ、大太刀を無造作に差し、白柄の長刀を突き立てた僧が進み出ると大音声をあげた。乗円坊の阿闍梨慶秀という者、真海をはったとにらみつけながらいった。
「火急の場に長評定するのはもう聞き飽きた。外に証拠を求める必要はない、この寺建立の願主天武天皇いまだ東宮であらせられる時、大友皇子に襲われて芳野よしのから大和国宇多うだの郡こおりを通られた際の兵、わずかに十七騎であった。しかし伊勢に越え、美濃尾張から集められた軍勢で、大友皇子を亡ぼし位につかれたのだ。窮鳥懐に入らば猟師もこれをあわれむという。他の者はいざ知らず慶秀の門弟は今夜六波羅において討死するつもりである」
　凜りんたる言葉は満場を打った。円満院大輔えんまんいんのたいふ源覚はひざを進めるときびしい声でいった。
「枝葉末端の多い論議はひまをつぶすばかりだ、この貴重な夜がふけるばかりである。急げ、押し寄せて討ちとるべし」
　漸く大衆の決意はきまった。たちまち部隊の編成が行なわれた。
　搦手に向う老僧たちの大将軍には源三位入道頼政、乗円坊の阿闍梨慶秀、律成坊りつじょうぼうの阿闍梨日胤にちいんなどをはじめとして、その軍勢およそ千人、手に手にたいまつを持ち進発した。
　大手の大将軍には嫡子伊豆守仲綱、次男源大夫判官兼綱、六条蔵人ろくじょうのくらんど仲家、その子蔵人仲光をはじめとし、大衆には円満院大輔源覚、律成坊の伊賀公いがのきみ、法輪院鬼佐渡など、いずれも剛力で弓矢打物をとっては鬼をもひしぐという一騎当千の精強である。このほか平等院、北の院などの強僧も加わり、武士には渡辺わたなべの省はぶく、播磨の次郎じろう授さずく、競きおうの滝口たきぐちなどその勢合せて千五百余人、眉宇に決意を秘めて三井寺を出発したのであった。
　ところが、寺には堀がひかれ、要所には楯を並べ逆木さかもぎを立てつらねるなど、急造ながら厳重な防備が作られてあったため、軍の進発にはこれを一つ一つ取りのぞいてゆかねばならなかった。堀に橋を渡し、逆木を取り払うなど面倒な作業を行って、漸く、逢坂の関にかかったとき、鶏鳴が暁を告げる始末、夜襲の時刻は遥かに過ぎてしまった。大将軍伊豆守仲綱は、
「ここで鶏が鳴くようでは、六波羅へ押し寄せる時はもう真昼となる。夜討ちの奇襲ならばどうにか戦える覚悟であるが、昼の戦ではこの小勢で勝目はない。先手のものを呼び返せ」
　と下知した時、もう夜は白々と明けていた。大手、搦手、ともかく兵を帰したが、収まらぬのは若大衆である。夜討ちの時期を失したのは、かの一如坊の長談議のためである、きゃつは平家に寄せる心があるに違いない、裏切者を倒せとばかりに坊に押しかけて、そこの坊主どもを片端から斬り殺した。一如坊自身も満身に傷を受けたが漸くそこを脱し、這うようにして六波羅へたどりつき、これを涙と共に訴えた。しかしこのとき六波羅に集った軍勢数万騎、些かも動揺する気配を見せなかったのである。
　こうした中で高倉宮は沈痛な面持で夜も寝ずに考えこんでいた。山門は変心し、興福寺の援軍未だ来らず、この三井寺の手勢では圧倒的な平家の大軍に敵することは難しい、それならここより優勢な奈良に行くのが良策であると、二十三日暁方に三井寺を立つことに決めた。このとき宮は二本の笛をもっていた。小枝さえだ、蝉折せみおれと名づけられた古今の名笛で、笛の名人とたたえられたため宮がこの笛を受けたものだが、中でも蝉折は宋から渡来して朝廷に献じられたもので、蝉の形をした竹の節があり、あるとき公卿がこの笛を粗末にも膝から下に置いたところ、これを笛がとがめたのか蝉の所から折れてしまったという程のもの、いま宮は三井寺を立つに及んで本堂の弥勒菩薩みろくぼさつに供えたのであった。
　宮のお供には、三位入道と渡辺の一味、それに寺の若大衆が従った。宮は老僧たちに別れを告げた。乗円坊の阿闍梨慶秀は鳩はとの杖にすがって宮の前に進むと、涙はらはらとこぼして申しあげた。
「拙僧、宮にいつまでもお従いしたき心にございますが、年すでに八十歳、足もなえて歩くのも困難でございます。代りに弟子の刑部房俊秀ぎょうぶぼうしゅんしゅうをお召し連れ下さい。この者先年平治の戦で故左馬頭義朝さまのかみよしともに従って討ち死いたしました須藤刑部丞ぎょうぶのじょう俊通の子にございますれば、その心底拙僧よく存じておるもの、どこまでもお召し連れ下さい」
「今までこれというよしみもなかったこの私に、それほど心をかけてくれるのか」
　宮は今さらながら感動の涙を押えかねた。そして、手勢一千五百人を引きつれて興福寺へ向われたのであった。


橋合戦

　しばらく進むうちに、高倉宮は宇治橋に来るまで六度も落馬した。側近が昨夜お寝みにならぬお疲れのためであろうと、平等院びょうどういんにお入れして休息させた。敵襲をおもんばかって、宇治橋の橋板三間を引きはがし、宮と共に兵もここで一息入れていた。
　一方、宮奈良へ落ち給う、という情報を掴んだ六波羅では、ただちに追って討ちとれと、大将軍に左兵衛督知盛さひょうえのかみとももり、頭中将重衡とうのちゅうじょうしげひら、薩摩守忠度さつまのかみただのり、侍大将に上総守忠清かずさのかみただきよ、飛騨守景家ひだのかみかげいえを始めとした軍勢二万八千余騎が木幡山こばたやまを越えて急追した。
　六波羅勢の先兵が宇治橋のたもとにつけば、橋の板が外され、川向うには頼政の兵が陣を構えていた。見るみるうちに平家の勢が橋のたもとに黒山のように集った。どっと起る平家の鬨ときの声に応じて、宮の側でも鬨をあげる。と、小勢と見てとったか平家が一斉に橋を押し渡ろうと進みはじめた。あわてたのは先陣の兵である。
「橋板がとってあるぞ、進むな、進むな」
　と声を嗄からしての制止も、はやり立った後陣の耳に入るわけがない。われ先にと進む兵たちに押され押された先陣の兵は、悲鳴をあげながら川に落ちては次々と溺れていった。ようやく事態を察して兵を収めた平家と、高見の嘲笑を投げていた宮側とは川をはさんで対峙たいじした。
　この日を最後と心に決めた源三位頼政は、科皮縅しなかわおどしの鎧を着て、兜はつけていない。嫡子伊豆守仲綱も兜を外している、これは弓を強く引くためであった。
　両軍の矢合せが戦を告げた。宮側の五智院の但馬たじま、渡辺の省はぶくなどが射かける矢は、強弓から放たれた。楯を抜き鎧を通して人を倒した。両軍から矢が飛び交い、矢叫びの声高まって行くなかに、一人の侍が大長刀を鞘さやからぬくと、するすると橋の上に進んだ。五智院の但馬である。これを見た平家から、不敵な奴、よき目標ぞ、射ちとれ、射ちとれと雨のように矢が飛んだ。橋の真中に構えた但馬の長刀は神速の業をみせた。頭を狙う矢には身を沈め、低い矢は飛びこえた。真向うから飛び来る矢は長刀で丁と切って落し、横から襲う矢を騒がず柄ではたき落す。長刀の刀がきらめくとみるや二つになった矢が散り落ちるさまに敵も味方も感嘆した。
　また堂衆の一人、筒井つついの浄妙明秀じょうみょうめいしゅうは黒皮縅の鎧に五枚兜の緒をしめ、二十四本の黒ほろの矢を背に白柄の大長刀を掴んで橋に一人進み、轟く大音声をあげた。
「遠からん者は音にも聞け、近からん人は目にも見よ、三井寺には隠れなき筒井の浄妙明秀という一人当千のつわもの、われと思わん人々は近う寄れ、見参せん」
　といい終るや否や、彼の手は黒ほろの矢を弓につがえて放った。たまらず射抜かれた一人が倒れる間もなく、明秀の弓から引きも切らず正確な矢が飛ぶ。背の箙えびらに矢が一本もなくなったとき、十二人が射殺され、十一人が負傷したという速射であったが、弓をがらりと捨てた明秀はつらぬきを脱いではだしとなるや、ひらりと橋桁にとんだ。猿の如く橋桁を走るとたちまち敵陣に近づき、白柄の大長刀を打ち振う。小癪っとばかりに躍りかかる敵兵一人二人が血煙をあげ、その数五人を数えた。立ち向う六人目の敵の長刀を心得たりと受け止めた時、彼の長刀は真中より折れた。すかさず腰の黒漆の太刀を抜けば、そのまわりを敵兵が取り囲んだ。しかし明秀の振う大刀は縦横に暴れた、十字を画き水車のように廻っては四方に斬りつけた。すでに八人の敵が死んだ。九人目に、こやつもと真向から鋭い刃風とともに打下ろした明秀の太刀は兜の頂に当った。目貫の元から折れた刀身は抜けて川に飛んだ。いまや頼みとするは腰刀一つ、明秀はここを死場所と覚悟して死物狂いで再び大勢の敵に向った。
　このさまを見て続いたのは阿闍梨慶秀の弟子一来法師いちらいほうしという大剛力のもの、長刀を小枝のように打ち振りながら敵を倒していたが、橋桁が狭く前に明秀がいるので進めない、そこで「浄妙房、ご免」と叫ぶや、彼の兜の錣しころに手をかけると一気に跳りこえた。剛力で斬りつける長刀にしばし敵を支えていたが、おめいて斬りかかる敵の胴を見事に薙ないで二つにしたとき、後へ廻った敵兵の刃に死んだ。浄妙明秀はようやく帰って来たが、矢の跡六十三、しかし何れも急所を外れていた。橋上はたちまち混戦になった。三位入道の一族、渡辺党があいついで橋を渡り、刀折れれば敵のを奪い、重傷で倒れれば残る力で腹かき切って川へ飛んだ。両軍の血で橋は染り、雄叫びは火花の散るほど激しかった。
　この橋上の激戦を眺めていた平家の本陣は、次第に焦立ってきた。死物狂いで防戦する頼政一党を破って、橋から宮のいる陣へ突入するには時間がかかる上に、第一狭すぎる。敵が宇治橋の防戦に全力をあげている虚をついて、一気に宮の本陣に全兵力を投入して討ち果したい、それには川を渡らねばならぬが川の深さははかり知れぬ。
　平家の侍大将上総守忠清は、大将軍知盛の前にあらわれると指揮を仰いだ。
「ご覧のごとき橋上の激戦、今はこの川を渡る以外に手段はございませんが、五月雨さみだれで増水しているところへ無理をして渡河強行いたしますならば、人も馬も多く失われるは必定、淀、一口いもあらいへまわるか、または河内路へまわって、そこから対岸に渡るべきか、二つに一つを選ぶよりほかに道はないと存じます」
　これをそばで聞いていた当年十七歳になる下野国しもつけのくにの住人足利又太郎忠綱は、憤然として知盛の前に進むと断固たる口調で進言した。
「淀や河内路まで廻って渡河しようというお話ですが、支那か印度の兵でも呼んで川を渡そうというのですか。戦をしているのはわれわれですぞ。目の前にいる敵をいま逸したなら、宮を奈良へ落ちさせてしまいます、そうなったら、吉野、十津川の軍勢が宮のもとに大挙して集るのは目に見えています、これは一大事ですぞ。板東武者のならいとして、敵を目前に控え、川が浅いの深いのと考えこんでいる暇は持ちませぬ。この川の深さとて利根川と余り違いはないはず」
　というや、ひらりと馬にまたがり、自分の家来たちの前にくると叫んだ。
「今こそ死ぬべきときだ、さあ、われに続け」
　彼は馬に一鞭くれると、さっと川におどりこんだ。これに勇を得て続く侍は大胡おおご、大室おおむろ、山上やまかみなどの面々、しぶきをあげて流れに馬を乗り入れるもの三百余騎である。そのとき振り返った足利又太郎が、大音声をあげて注意した。
「弱き馬は下流に、強き馬を上流に立てよ。馬の足川床を歩む間は手綱をゆるめ、足とどかずに泳ぎはじめたなら手綱をしめよ。流される者あらば弓をあたえて引き戻せ、手を組み肩を相抱いておくれずに渡れ。川の中で弓を引くな、敵射てきても相手になるな、兜を傾けて矢を避けよ、下げすぎては首を射らるるぞ。馬には弱く、水には強く当れ。流れに逆わず従って渡れよ」
　この適切な助言は、水に経験の浅い軍勢にたいして極めて効果的であった。かくして渡河の先陣三百余騎は全員無事対岸にたどりついた。


宮の御最後

　岸に先手をきっておどりあがった足利又太郎の装立ちは、赤革縅の鎧、黄金作りの太刀、二十四本背に差したるは切斑きりふの矢、重籐しげとうの弓を小脇にかいこんで、乗る馬は連銭葦毛あしげ、鐙あぶみをふんばって声を轟とどろかせた。
「昔、朝敵将門まさかどを亡ぼした俵藤太秀郷たわらとうたひでさと十代の後胤、下野国の住人足利太郎俊綱の子又太郎忠綱、生来十七歳のもの、かく無位無官の者が宮に弓を引き奉るは恐れ多いことなれど、弓矢の冥加みょうが平家の上にとどまっているものと存ずる。三位入道の御方のうち、われと思わん人は寄りあい給え、見参せん」
　こう名乗りをあげると、足利は平等院の内へ攻めこんだ。
　この有様を眺めた大将軍の知盛は、全軍に下知して渡河を命じた。二万八千余騎どっと川に馬を入れれば、さしも早い宇治川の水もたまらず上流に押し返される有様である。一度び押し返された水は激しい急流となって流れこみ、このため伊勢、伊賀両国の兵の馬筏うまいかだが破られてあれよと言う間に水に流される始末だ。萌黄もえぎ、緋縅ひおどし、赤縅など色とりどりの鎧の兵が浮きつ沈みつ流され、溺れるもの六百余人を数えた。平家の大勢が河を渡ると、そのまま水しぶきをあげて平等院になだれこんで、両軍必死の戦いが始まった。三位入道、渡辺の勢が矢を射かけ太刀を振って防ぐ間に、高倉宮は奈良を目指して落ちていった。
　源三位入道年すでに七十余り、左の膝がしらを射られて歩行が困難になった。今や心静かに自害せんと平等院の中へ引きあげようとするとき、追いすがった敵があった。このとき、次男源大夫判官兼綱、この日紺地の錦の直衣ひたたれに唐綾縅からあやおどしの鎧を着て奮戦していたが、父の危急をみると、ただちにとって返して防ぎ戦った。追いすがる武者を斬り伏せたところへ、上総太郎判官のひょうと射る矢が兼綱の内兜を射当てた。がっくり弱る兼綱に上総守の大力の子息次郎丸が馬をさっとそばに乗りつけると、兼綱をむずと掴んで共に馬から落ちた。地に転がりながら死力を尽してもみ合ううち、大力の兼綱は次郎丸を組みしいたとみるや、腰刀でその首をかき切った。よろめき立ち上る兼綱の上に、十四、五騎が折り重なってとびかかった。力尽きた兼綱は此処に首級をあげられたのである。
　伊豆守仲綱も、激戦のすえ体に多くの傷手を負うと平等院の釣殿つりどので自害した。その首を打った下河辺藤三郎清親は、敵の手に入らぬようにと大床の下へ投げ込んでかくした。六条蔵人仲家その子蔵人太郎仲光も共に同じ場所で討死した。平等院に入った三位入道頼政は、渡辺長七唱ちょうしちとのうを召し寄せると、
「わが首を打て」
　と静かな声で命じた。涙をはらはらとこぼした家来は、
「私には出来ませぬ。ご自害遊ばしましたら、その後にこそ御首みしるしを頂きましょう」
　と声をつまらせている。その顔を見つめた頼政は、かすかに肯くと正座して西方に向いた。しわの多い手で合掌すると、落ちついた声で念仏を十度び唱えた。口をかたく結んだ頼政の表情は謀破れた無念さは止とどめず、穏かなものがあったという。再び開いた唇は辞世の歌を詠んだ。

埋木うもれぎの花咲くこともなかりしに
　　みのなるはてぞ悲しかりける

　老人の手に刃が冴さえて光り、頼政はうつ伏した。涙をぬぐった長七唱の太刀が振られた。主君の首を包んで小脇に抱えた長七唱は走り去った、今やこの首を何んとしても敵に渡したくないだけである。人気のない河原に出ると、彼は大石を拾い、首をくくりつけると宇治川の底深く沈めたのであった。
　宮の勢を破り頼政一味の大将たちを討ちとった平家は、何んとかしてあの競の滝口を生け捕りたいものと機会をうかがっていたが、もとより心得ていた競は存分の戦で敵を数多倒すや腹かき切って自害した。また円満院大輔源覚は、もう宮も遥か落ちたであろうと、右手に大長刀、左手に大太刀を持って敵中を突破、宇治川に出るや水にもぐると物具一つ失うことなく対岸に着いた。そして小高い所に走りのぼると大声で嘲弄した。
「どうじゃ平家の者ども、ここまで来られたら来てみるがよい」
　しばらくからからと笑うと、三井寺へ帰っていった。
　この乱戦の中で、平家勢の飛騨守景家ひだのかみかげいえはさすが歴戦の強者だけあって、素早く判断を下した。この戦いにまぎれて高倉宮は奈良へ逃げられたにちがいない、今なら間に合う、と選えりすぐった精兵四、五百騎を引きつれると馬に鞭をあて、鐙をけって疾駆した。蹄の音どうどうと急追する景家は、やがて光明山こうみょうせんの鳥居付近でおよそ三十騎ばかり宮を守ってひたすら落ちる一群を見つけた。それっとばかりに矢が雨のように宮の周囲に降る。両者の距離はたちまちつまった。宮のお伴鬼佐渡、荒あら土佐、刑部俊秀必死に防ぎ戦ううち次々と討死、一本の矢が宮の脇腹を射抜いた。体を折って馬から落ちた宮にわらわらと敵兵駆けより、宮の首はあげられたのであった。
　この時、宮の一行が知らなかったことがある。興福寺の援軍はすでに出発していたのであった。大衆七千余人武装して宮を迎えに出ていたが、先陣は木津まで進んでいた。宮の討たれた光明山鳥居との距離は、僅かに五十町である。伝令が宮の最後を伝えたので興福寺の大衆は引き揚げたのであるが、僅か五十町の間をもちこたえられず果てられた宮のご運こそ痛ましい限りである。


若宮御出家

　三位入道、渡辺などの党を殲滅した平家の兵たちは、三井寺の大衆もまぜて凡およそ五百ほどの首をあげた。頼政の首級は遂に発見できなかったが、彼の子息たちの首はすべて探し出された。太刀、長刀の切先にこの首を突きさした平家の軍勢は勝鬨かちどきをあげ、勇みわめきながら帰途についたが、その騒ぎは大きかった。斬り落した首をかかげた軍勢が六波羅についたのは夕方近かった。首実検は簡単にすんだが、問題になったのは高倉宮の首級である。宮の世に隠れたような生活から御所に出入してその顔を知っているものは少い。先年宮が病気のとき召された医者典薬頭てんやくのかみ定成がいるはずである、あの者なら首を確認できようというので、使いが走ったが、ただいま病の床に伏しているのでお役には立てない、と申したきり出てこない。そこで宮の情を受けた女が求められた。ここに宮が長年寵愛しつづけて、宮の子も多く生んだ女房が漸く見つかり、これなら見損じはあるまいと呼び出された。宮の首を一目見たこの女房は、袖を顔に押しあてるとそのままうつぶした。肩が大きく波打ち、こらえきれぬ嗚咽おえつがもれる。宮の首は確かめられたのである。
　一方、平家首脳の間では、高倉宮の子供たちが八方手をのばして追求された。宮には腹違いの子供が多かったのであるが、その中に八条女院に仕えていた伊予守盛教の娘で三位局さんみのつぼねと呼ばれた女房には、今年七歳の若宮と五歳になる姫宮がいた。清盛入道の弟池いけの中納言頼盛よりもりは使いとして八条女院の御所を訪ね女院に言上した。
「姫宮については何も申しませぬ。若宮を当方に引渡して頂きとう存じます」
「今はもう遅うございます。若宮お召出しという噂がここにも伝わった暁方、乳母たちが浅はかな考えから若宮を連れ出してしまいました。この御所にはおりませんし、私もどこへかくれているのか知りませぬ」
　と女院は答えた。もちろんこれはかくまうがための方便であったが、頼盛が仕方なくこの旨を入道に伝えると、清盛は声を荒らげていった。
「お前も何んという人の好い奴だ。若宮があの御所にいなくてどこにいる。あそこにいないというなら武士どもをやって、も一度探し出してまいれ」
　こうした中で若宮は女院に悪びれるところなく申しあげた。
「これほどの大事になりました以上、もはや逃げかくれいたしますることはできませぬ。どうか私を六波羅へさし出して下さいませ」
　若宮の子供とは思えぬ毅然きぜんとした言葉に女院は涙を新たにした。
「七つ八つの年頃の子といえばまだ聞き分けのない頃、自分のための騒ぎと知ってこんなことをいうのを聞くのは悲しいこと、六年も七年もの間、わが子のように慈しみ育ててきたのに、今このような辛い目に会おうとは」
　と泣かれて、六波羅へ若宮を渡す気持にはなられない。そこへ再び頼盛が来て申しあげたので、女院もとうとう、あきらめられた。
　その当日、若宮の母三位局は、朝早くからわが子のそばにつききっていた。泣くなく着物を着せ、髪を何遍も丁寧に梳くしけずる、わが子の手にふれ、肩にふれ、顔を両手でおさえて離さなかった。六波羅からの車に若宮は乗せられた。女院をはじめ、局の女房、童女にいたるまで涙とともに見送った。若宮の車が六波羅につき車から降されたとき、前右大将宗盛がその姿を見つめた。しばらくして父清盛に宗盛はいった。
「前世の宿縁とも申しましょうか、若宮を一目いま見まして宗盛胸が痛みました。余りに痛わしく存じます。若宮の命を助けても大きな影響はもはやありますまい。どうかこの宗盛に若宮の命をおあずけ下さいませぬか」
　この言葉に清盛は考えこんだ。恐らく彼は宗盛のいう前世の宿縁など問題にしていなかった。彼の頭は高倉宮謀叛と頼政一味の蹶起けっき、この事件が影響を及ぼす政情の推移、あるいは諸国の治安の紊乱、一代にして築いたおのが地位など考えぬいたであろう。宗盛には父の前に坐っている時間が、おそろしく長く思われた。やおら清盛はこまねいた腕を解くとそっけなくいった。
「それならさっさと出家させてしまえ」
　宗盛からこの知らせを受けた女院は、喜ぶには余りにも大きな衝撃をうけていたのか、顔色を変えたまま、
「何の異存がありましょう、ただ早くして下されませ、ただ早く」
　とくり返すばかりであった。
　こうして若宮は髪を落し、法師の姿となって仁和寺にんなじ御室おむろの弟子になった。後に東寺とうじの一の長者安井宮の大僧正道尊といわれた人は、実にこの若宮であった。


通乗とうじょうの沙汰さた

　また高倉宮の子は奈良にも一人いたが、守護役の讃岐守重秀さぬきのかみしげひでが出家させて、北国へ逃れ落ちていった。後に木曽義仲が京へ攻めのぼるとき皇位につけようと還俗げんぞくさせたので、還俗の宮とも、木曽の宮ともよばれたのである。
　昔、通乗という人相の達人がいたが、宇治関白頼通、二条関白教通の相を見て、三代の天子の関白となり八十歳長寿を保つといったが、見事これに違わなかった。この達人が高倉宮の人相は皇位につかれるべき御相だなぞといっていた。人々は人相を占った通乗のことをさまざまに噂しては、以後信頼を寄せなかったのである。
　さて清盛は事態が収まると恩賞を行った。まず宮の謀叛調伏について必死に祈念した高僧たちにそれぞれ位を与えた。宗盛の子侍従清宗は三位に叙せられたが、その辞令には、
「源以仁みなもとのもちひと、並びに三位入道頼政父子追討の賞」
　とあった。源以仁とは高倉宮のことである。皇子を討った上に臣下扱いの姓を与えるなど、あさましい行ないの限りであろう。


鵺ぬえ

　源三位入道頼政は、摂津守頼光から五代目の子孫三河守頼綱の孫、兵庫頭ひょうごのかみ仲政の子である。保元の合戦のとき朝廷側につきさきがけしたが別に恩賞はなく、平治の乱においても親類などを捨てて合戦に力をつくしたが、みるべき恩賞は与えられなかった。大内守護として長年勤めていたが、昇殿は許されなかったのである。年すでに老いた時、一首の歌を詠んだ。

人知れぬ大内山の山守は
　　木こがくれてのみ月を見るかな

　この歌が目にとまり昇殿を許されたうえに、正下四位を与えられたが、頼政はさらに三位の位にのぞみをかけた。

昇るべきたよりなき身は木この下したに
　　しいを拾いて世をわたるかな

　そして念願の三位に進み、出家したので三位入道頼政といわれたが、時に七十五歳である。
　この頼政には特に有名な手柄があった。仁平の頃、近衛院が位にあった時のことである。天皇は毎夜うなされ、おびえ続けていた。高僧貴僧が命じられて大法秘法を徹宵行ったがその効験は見えない。天皇は毎夜およそ午前二時頃、東三条の森の方角から黒雲が、ひとむら湧き起り恐しい早さで飛来して御殿の上を蔽うと、ひどく苦しまれるのであった。
　高僧たちの修法はさっぱりと験しるしがなく、天皇の毎夜の苦しみは一向になくならぬのにあわてた公卿たちは、深刻な顔で会議を開いた。席上、昔の話が出て、堀川天皇が夜なよなおびえられたことがあったが、時の将軍源義家朝臣は南殿に宿直とのいしており、御悩みの刻限にいたるや弓弦を三度響きわたらせると、高声で、「前陸奥守さきのむつのかみ源義家」と名乗ると、弓勢に劣らぬ裂帛れっぱくの気勢は聞く者の身が総毛立ち、天皇の苦しみも俄かに軽くなったという、との意見があった。しからばこの先例によるべしと、武士の警固が行なわれることになった。源平より選ばれた中に頼政も入っていたが、この時まだ兵庫頭であった。
「宮中に武士をおくのは、反逆のものを退け、勅に背くものを追討するのを本務とする。目に見えぬ化性の退治とはまだ聞き及ばぬこと」
　と極めて不服そうであったが、勅命とあらばいたし方なく参内した。
　頼政はかねて信頼をよせている郎党、遠江国の住人猪早太いのはやたただ一人を連れた。この男に鷹の羽の矢を持たせ、自分は二重ふたえの狩衣、山鳥の尾ではいだ鋒矢とがりやを二本、重籐しげとうの弓を持った。この鋒矢二本というのは、雅頼弁がらいのべんという公卿が変化へんげのものを退治るのは頼政であろうといったので、もし一本で妖魔を射損じたなら、残る矢であの雅頼弁の細首を射抜こうと決意したものであった。
　南殿にきた頼政は、猪早太をかたわらに控えさせると空を仰いだ。静かに晴れた夜空である。変化飛来の噂など信じかねる穏かな夜であった。変化退散の仕事は僧侶にあるはずだ、弓矢とるこの身は、などと頼政の心中には恐らく不平が渦巻いていたであろう。夜は更けていった。午前二時近くか、風のないのに木々の梢が立ち騒ぐ。俄かにきっとなって御殿の上を仰いだ頼政の顔は蒼白かった。噂にたがわぬ黒雲ひとむら三条の森から飛び来り、ぴたりと御殿の空を蔽う。鋒矢弓につがえて黒雲を凝視すれば、その中程あたりに怪しき物の姿が隠顕する。灯のもれる主上の室ではお苦しみの声が高まるような気がする。やがて物音は絶えた。陰鬱な風が音もなく頼政の衣を吹きぬけたとも思えた。かっと見開いた頼政の目に化性のおぼろな姿が次第に輪郭をとってきた。射損じたらわが命はないであろう。彼の弓は満月のように引きしぼられた。南無八幡大菩薩、と心に唱えれば鋒矢は弦を離れた。弦が鋭く鳴った。黒雲の中に目にも止まらず吸いこまれて行く鋒矢が消えたとみるや、一声異様な叫びがひびき、どうと地に落ちてきたものがある。してやったりと叫んだのは頼政である。ぱっと走り寄った猪早太、もがく化性のものをおさえるや刀で柄も通れと突き刺した。一度、二度、早太の刀は九度まで獲物を貫いた。
「頼政仕止めたり」
　の高らかな声に、人々は手に手に炬火かがりびを持って駆けよってきた。恐るおそる眺めると、見たこともない異形の化物である。頭は猿、胴は狸、尾は蛇であり、四つ足は虎の如く、鳴く声は鵺ぬえに似ていた。
　御悩み快癒された天皇は、喜びのあまり獅子王ししおうという剣を頼政に賜った。宇治左大臣頼長がこれを頂いて御前の階段を半ばまで降りたとき、ほととぎすが鳴いて空を渡った。頼長は、しばらく足を止めたが、

ほととぎす名をも雲居にあぐるかな

　と突然詠みかけた。皇居の空に名をとどろかした頼政をほととぎすにかけたのである。これを聞くと頼政、つと右膝をつき、左の袖をひろげると月を斜めに見上げた。

弓張月のいるにまかせて

　とよどみなく下を詠む。月にかけたまことに謙虚な態度である。居あわす人々は文武にすぐれた頼政に感動したのであった。
　また応保の頃、二条院が位にあったとき、鵺という怪鳥が宮廷で鳴き、天皇をひどく悩ましたことがあった。再び頼政が召された。時五月二十日すぎの夜、ぬばたまの闇である。弓を持った頼政が久しく待つと、鵺は一声高く鳴いた。所在を確めようと空を見上げたが鵺は二度と鳴かなかった。御殿の屋根さえ夜空に溶けこむ闇夜である。さすがの頼政も弱ったが、やがて肯くと鏑矢かぶらやを弓につがえた。先程鳴いたと覚しき闇空にひょうと放った。うなりをあげて飛ぶ鏑矢に驚いたか、果して鵺は高く鳴いて飛びあがる。間髪を入れず頼政の弦から小鏑矢が鋭い音をひいて飛べば、鵺はばったり落ちる。どっと歓声が宮中にわいた。天皇は大層喜ばれて頼政に御衣を賜ったが、彼の肩に御衣を着せた大炊御門公能おおいのみかどのきんよしは、

五月さつきやみ名をあらわせるこよいかな

　と詠みかけた。

たそがれ時も過ぎぬと思うに

　こう答えたのは頼政である。歌にもすぐれていた彼の面影を伝えるものであろう。
　頼政はその後伊豆国を賜わり、その子仲綱を伊豆の受領ずりょうとして自分は三位にのぼり、丹波国の五箇の荘、若狭の東宮川とうみやがわなどを所領として、誰もが晩年は安らかに過すと思っていたが、このたびの謀叛で自分も子孫も亡ぼしてしまったのである。


三井寺炎上

　五月二十七日、三井寺攻略の軍が起された。奈良興福寺と三井寺互に呼応して謀叛の宮を受け入れ、あるいは武装して出迎えるなど、これは朝敵の行為であると平家は断じ、共に討つべしとの声が高まったが、まず三井寺からと軍が編成された。大将軍は頭中将重衡、副将軍に薩摩守忠度、その勢合せて一万余騎、三井寺向って進発した。寺の衆徒一千余人、死を決してこれを迎えた。逆木さかもぎを設け、関所を数多くつくった。戦は朝六時から矢合せで始められ、十分の一の小勢ながら死物狂いで防戦する三井寺の衆徒に平家も手をやいた。日が暮れ夜に入っても戦は激しくなるばかり、すでに三百余人が討死した寺側の防備のうすいところを狙って夜襲を敢行した攻略軍は、遂に寺に攻めこんだ。寄手の兵が寺の坊という坊に火を放ち始めれば、たちまち三井寺は巨大な焔に包まれた。生き残った衆徒は四散し、寺の火災はいつ止むとも知らなかった。
　これで灰燼かいじんに帰したのは、本覚院、成喜院じょうきいん、真如院、鐘楼、護法善神の社壇、新熊野の宝殿など、もろもろの堂舎塔廟六百三十七むね、それに大津の民家一千八百五十三家、この火災で智証大師が唐からたずさえた所の一切経七千余巻、仏像二千余体は灰となった。
　三井寺は天智天皇の御願寺ごがんじ、その後智証大師がここを伝法灌頂かんじょうの霊所として園城寺おんじょうじを建てた尊い場所である。が、今はもう焼跡しかない。修行の鈴の音も絶え、仏前にそなえる水を汲む人影もない。三井寺の首長円慶法親王は別当を免ぜられ、役僧も免官、堂衆三十四人は流罪に処せられた。
　このような国土の騒ぎ、天下の乱れはただごととは思われない。平家の世も末になる前兆か、と人々はひそかに噂し合っているが、噂はもう高声で話される始末である。


第五巻


都うつり

　京都の街は公卿も庶民も動揺した。治承四年六月三日の日、天皇は福原へ行幸し、都うつりさせ給うとのことである。都うつりの噂はかねて流れてはいたが、まだまだ先のことであると人々は思っていた。それが三日ときまっていたのを一日早められた。ことの意外に京中はあわてふためいた。院政に訣別し新帝を擁して平家独裁政府樹立にふみ切った清盛の意志は固かった。六月二日午前六時、天皇は御輿にのった。年僅かに三歳の幼児である。無心に乗る帝と共に同乗したのは母后ぼこうではなく御乳母おんめのとの帥典侍殿そつのすけどの一人、そして中宮建礼門院、後白河法皇、高倉上皇も御幸ごこうになれば、太政大臣以下の公卿殿上人、平家では入道清盛以下一門がつき従った。一行は翌三日福原に入った。入道の弟池いけの中納言頼盛よりもりの山荘が皇居にきめられ、四日頼盛はその賞として正二位に任ぜられた。
　清盛は諫められたこともあったので、漸く後白河法皇を鳥羽の北殿から出して京都へ移したが、法皇の御子高倉宮の謀叛を大いに怒り、このたび福原への御幸を強しい、四方に板垣をめぐらし、入口を一つだけ開けた三間四方の粗末な板屋を作り、ここに法皇を押しこめた。守護の武士としては原田はらだの大夫種直ただ一人だけつけておき、容易に人の出入りも出来ない有様である。大人たちは御所と称していたが、何事も現実的に表現する子供たちは、これを牢と呼んでいた。法皇が世を厭われたのは当然であろう。あれほど強かった政治への執心も今は全く薄れ消えたかに思われた。
「今の世の政治にかかわろうとは露も思わぬ。ただ霊山名刹を廻って修行し、心慰めたいものである」
　と側近にもらされていた。
　さる安元以来、多くの大臣公卿を殺し、あるいは流し、法皇を押しこめたり、第二皇子高倉宮を討ちとるなど、悪逆非道の行ないを尽している平家の残された悪行は、都うつりだけである。それでこの挙に出たものであろうか、などと人々はいい交していた。
　もっとも都うつりには多くの先例がある。神武天皇以来代々の帝王が都をうつすことは三十度にも四十度にもなる。桓武天皇の御代、延暦えんりゃく三年十月三日に、奈良の都、春日かすがの里から山城国長岡にうつり、その十年の正月に大納言藤原小黒麻呂おぐろまろ、参議左大弁紀古作美さだいべんきのこさみ、大僧都玄慶だいそうずげんけいらをこの国の葛野郡宇多村かどのこおりうだのむらに遣わしたところ、
「この地の形相をみまするに、左さ青竜しょうりゅう、右う白虎びゃっこ、前ぜん朱雀すざく、後ご玄武げんむの四神の配置にふさわしき土地、帝都の地としてまことに適当と存じます」
　という奏上があった。そこで天皇は愛宕郡おたぎのこおりにある賀茂大明神にこれを告げ、延暦十三年十一月二十一日、長岡の都からこの京へうつられ、以後帝王三十二代、星霜三百八十余歳を数えたのである。これ以来代々の天皇は、諸所に都をうつされたが何れもこの京都ほどの地はなかった。京都を殊の外気に入られた桓武天皇は、大臣公卿、諸国の才人などに命じて、土で八尺の人形をつくり、鉄の鎧兜を着せ、弓矢をこれに持たせて東山の峰に西向きに立てたまま地に埋めた。この都は永久に続くべしという桓武天皇のご祈念であった。
「末代になるともこの地から都うつすなかれ、うつさば守護人となりてこれを罪せよ」
　という意味であった。それ故天下に大事の起る時、常にこの塚が鳴動するのである。平ら安き都と書いた平安城は京都のことであるが、平家の先祖桓武天皇が自ら定められ、愛された土地から都をうつすとは、情ないことである。
　先年嵯峨天皇のとき、先帝の平城天皇が都を他国へ移そうとされたことがあったが、公卿や諸国の人民こぞって反対したので沙汰止みとなったのであった。いま入道相国は大した理由もなく、臣下の身分でこれを敢て行なったのである。
　京都はすばらしい都であった。王城守護の鎮守はこの地を安泰に守り、京の南北には霊験あらたかな寺々甍いらかを並べて壮観を極めた。五畿七道へ通じる八達の路は開けて交通の要衝であり、百姓万民心を安んじて生業にはげむことのできる土地であった。
　いまその面影はない。軒をつらねた家々は傾き、たまに訪れる人は勝手のちがう様子に道に迷って途方にくれるばかりである。都うつりの時、新都に住家をつくるため、壊せる家は壊して材木にして筏いかだを組み、賀茂川、桂川に浮べて運び、あるいは持てる家財を運んだあと叩き壊して川に打ち捨てたのであった。
　かくて花の都も、いまや荒れた田舎である。ふるき都の内裏の柱にこれを惜しむ歌二首が記されてあった。

百年ももとせを四かえりまでに過ぎ来にし
　　おたぎの里の荒れや果てなん


咲き出ずるはなの都をふり棄てて
　　風ふくはらの末ぞあやうき


新都

　この年六月九日、新都の政事始めとして、造営の計画が練られた。上卿しょうけいには徳大寺の左大将実定卿じっていのきょう、土御門宰相つちみかどのさいしょうの中将通親卿とうしんのきょう、奉行弁ぶぎょうのべんには、前左少弁行隆さきのさしょうべんゆきたかが任ぜられ、役人多数引きつれて土地の検分を行ない、和田の松原の西の野を九条まで区割りしたところ、一条から五条までは土地があったが、それ以上の場所がない。この報告を受けた政府では、それなら播磨はりまの印南野いなみのか、この摂津の昆陽野こやのかなどと公卿会議の席上でも討論されたが、実行に移されるとも見えなかった。新都建設は進まず、人心は浮雲のごとく、すでに住んでいた民はその土地を失い、新たに移ってきたものは家の建築に苦しみ、何れも皆心落ちつかずに茫然ぼうぜんとなる始末である。夢のごとき有様といえようか。ここに土御門となった宰相中将通親は、再三にわたって開かれた会議で強く発言した。
「異国の例では三条の大路を開き、十二の洞門を立つと書物にある。土地検分では五条あるという、五条の都に内裏だいりが建てられぬ道理はない、まず里さと内裏をつくるべきだ」
　これが会議の決定となった。清盛は五条の大納言国綱に臨時に周防すおうの国を与え、内裏の建設を命じた。
　この国綱は当代屈指の富豪であったから、内裏建設はもとより困難ではなかったが、使役される人民の苦しみは尋常一様ではなかった。かかる乱世に国を遷し内裏を造営するなど、時宜に適せぬことである。その昔、民の炊煙の乏しきを憂えられて、内裏には茅をふき、貢物を免除されるなど、上代の聖君は民を恵み、国を富ますことに心を払われたのであるが、それに比べて今のやり方は、などと人々は話し合ったのである。


月見

　しかしながら新都の建設は少しずつ進んでいった。六月九日起工の式、八月十日上棟じょうとうの式、十一月十三日遷幸と定められ、人々も多少はゆとりをもってきた。福原にどうやら新都らしいおもかげが出てきたが、凶変の重なった夏もすでに過ぎ、秋はすでに半ばである。人々は仲秋の月に心を慰めた。福原の新都に落ちついた公卿たちは月見に出かけた。かねて名所といわれたところや、そのかみの源氏の宮を慕って人々は須磨から明石へ浦づたいに赴いた。白浦しらら、吹上ふきあげ、和歌の浦、住吉、難波、など景勝の地に月を賞ずるものもあれば、尾上おのえの曙の月を惜しむものもいた。
　もとの都、京に残った者は、これも伏見、広沢で月を仰いだ。なかでも徳大寺の左大将実定は旧都を忘れかねて、八月十日すぎ福原を立ち京へ上った。京に入った彼は、二月のあいだに変り果てた昔の都に心を痛めた。多くの家は取り壊され持ち去られて、たまに残った邸の門前に草が茂り、庭をおおう夏草には露をおびている。かつて持主が誇った庭園はよもぎの山と化し、かやが風にゆらぎ、黄菊、紫蘭しらんなどの野草が僅かに秋の風情を伝えるばかり。草むらに鳴く虫の声も古き恨みを告げている。徐々に賑いをみせてきた新都福原にひきかえ、荒れた田舎がここにあった。
　実定の身内のもので、この京に残っているものは近衛河原の大宮ただ一人、荒野をさまようにも似た心地の実定は大宮を訪れた。従者が大門を叩く。
「どなた、蓬の露を払ってまで訪れる人もないのに」
　とは女の声、あとは一人呟くともとれぬ声である。
「福原から大将殿がお見えでございます」
「まことでございましょうか、大門には錠がかかっております。東の小門からお入り下さりませ」
　東の小門から内に入った大将は、南面の格子を開き琵琶を弾いている大宮を認めた。寂しさのあまり、こうして一人昔のことを偲んでいたのであろうか。すっと室に入った大将に大宮は夢とばかりに喜んだ。
　この席に、大宮に仕えている待宵まつよいの侍従がよばれた。彼女はある時御所で、
「恋人を待つ宵、帰える朝、いずれが哀れまさろうか」
　との問に、

まつよいの更けゆく鐘の声きけば
　　かえるあしたの鶏とりはものかは

　と詠み、待つ宵のやる瀬なさを歌ったので、以後待宵の侍従と呼ばれた。三人でつもる話がはずみ、夜は更けていった。この夜、大将実定は、古き都の荒れ行くさまを今様いまように歌った。

ふるき都を来て見れば　浅茅あさじが原とぞ荒れにける
月の光は隈くまなくて　秋風のみぞ身にはしむ

　庭に生い茂る野草が月明らかに照らし、草をそよがす秋風に降る虫の声が哀れにまじる。今様を三度くり返すうちに、大将も大宮の眼にも涙が浮んだ。侍従は袖で顔をおおった。
　一夜明かした実定が暇を告げた。しばらくして供の蔵人くらんどを召した彼は、
「侍従待宵はどう思っているのだろう、あまりに名残惜しく見えたから、お前戻って何か申してまいれ」
　蔵人が走り帰って侍従にあい、

物かはと君がいいけん鶏とりの音の
　　今朝けさしもなどか悲しかるらん

　女房はただちに詠み返した。

待たばこそ更けゆく鐘もつらからめ
　　帰るあしたの鶏とりの音ぞうき

　実定のところにもどってこの由をつたえると、大将は大いに感心したが、以後この蔵人は「ものかはの蔵人」と呼ばれたのであった。


物怪もっけ

　平家が福原へ都をうつしてから、どうしたことか清盛は妖怪変化へんげの類を見るようになった。さして体が悪いというのではないが、胸騒ぎがする。夢を見るたびにうなされる。朝起きてみると汗をしたたるほどかいていることが多くなった。あるとき、清盛が寝所におり不図頭をめぐらすと、大きな目が清盛をにらむ。思わず起きあがると、一間四方もある巨大な顔だけの化物が部屋の一方を壁のごとく占めて、寝所をのぞきこんでいた。強気の清盛がはったとにらみ返すと、すうっと消えた。また、岡の御所というのは新築したばかりで、付近にも邸内にも巨木というものがないのに、ある夜轟然ごうぜんと大木が倒れる音が邸をゆるがす、と今度は凡そ二、三千人にもなろうか、人々がどっと笑う声が夜空にひびき渡る。人々はおそれ、おののいた。天狗てんぐの仕業ではないか、というので警固の武士を揃えた。昼五十人、夜は百人の武士が蟇目ひきめの当番と名づけて、毎晩、威嚇の音高らかに矢を射させた。空に鳴る矢が天狗のいると覚しきあたりに風を切れば、物音はしないが、あらぬ方に向って斉射するとどっと笑いが虚空にひろがる。人々はわが耳を疑った。
　またある朝、清盛が寝床から起きぬけて妻戸を押し開いて小庭の内を眺めると、こはいかに、死人の髑髏どくろが小庭を埋めつくしている。やや、奇怪、と目を見張れば、その髑髏は上になり、下になり、骨と骨のふれ合う乾いた音が不気味に小庭に満ちみちている。清盛は、
「誰かあるか、誰かあるか」
　と怒鳴ったが、家来は一人も出てこない。そのうちに互に上へ下へと動き廻る髑髏が、やがて一つにかたまり、庭に溢れるほどの山になるとみるやたちまち一つの大髑髏に変った。虚ろな眼をかっと開き、歯をかすかに鳴らして清盛を見る。と大髑髏に何千何万の人の眼が現れ出でて、あたかも生きた人のように、うらめしそうに清盛をにらむ。清盛は、しかし珍奇な見世物でも見るように平然としていたが、数万の眼が彼をにらめば清盛もきっとにらみ返す。瞬間朝陽に溶ける霜のように跡かたもなく髑髏は消えた。
　入道は愛馬を持っていた。相模国の住人、大庭おおばの三郎景親かげちかが関東八カ国随一の馬として献上したもので、黒い毛並だが額が少し白い、そこで望月もちづきと呼ばれた名馬である。清盛はそれが気に入って第一の厩うまやに入れ、馬番を多数つけて大切にしていたが、一夜のうちに鼠が望月の尾に巣をつくり子を生んだ。これはただごとではない、と占わせると、
「重き御慎おんつつしみ」
　と出た。さすがの清盛も所有する気になれず、陰陽師おんようしの安倍泰親に与えてしまったが、鼠が一夜に巣をつくるのは昔にもあった。天智天皇の御代に異国の凶賊の蜂起したことが「日本書紀」に見えている。
　また源げん中納言雅頼卿がらいのきょうのもとに使われている若侍が見たという夢は、実に不吉を極めた。その夢とは、宮中の神祇官の庁舎とおぼしきところで貴人たちが評議をしていたが、そのとき平家の味方らしき末座の貴人を追い上座にある気品高い老人がいうには、
「近頃、平家があずかるところの節刀を取りもどし、伊豆の国の流人るにん、前右兵衛佐頼朝さきのうひょうえのすけよりともに授けようぞ」
　という。傍らの老人も進み出ると、
「その後はわが孫にも賜れ」
　という。若侍が夢の中である翁にその意味を問うと、
「追われたる末座の貴人とおぼしきは厳島の大明神、節刀を頼朝に賜うといわれたのは八幡大菩薩である。また、わが孫にも賜れというは春日の大明神である。わしか、わしは武内の明神じゃ」
　という。余りに奇怪と身もだえしたときに夢がさめたと若侍は人に語った。この話が人から人に伝わり、清盛の耳にとどいた。清盛の使者が立ち、雅頼に、若侍の話を詳細に聞きたいから、当方へ差し出されたいと申し出た。しかしすでにかの若侍は、後難を恐れて逐電ちくでんして行方は誰も知らない。雅頼は清盛のところに参上して、そのような噂は作りごと、全く事実でありませぬ、と申したので、この夢の話は不問とはなった。
　しかし奇妙というか、暗合というか、不思議なことがおこった。清盛は枕もとから銀の蛭巻ひるまきをした小長刀こなぎなたを離さず、常に寝所に守り刀として置いていたが、ある夜急に消えた。盗まれたかと八方調べたが行方が知れぬ。この小長刀は清盛がまだ安芸守であったとき、厳島神社に参拝した折、霊夢があらわれて、現実にこの小長刀を大明神から授けられたものであった。この紛失は、清盛が勅命に背いたので取返されたのであろうかと、噂されるようになった。


大庭おおばが早馬

　治承四年九月二日、相模国の住人大庭三郎景親かげちかが、福原へ差し向けた早馬のもたらした報告は、新都を着々建設して、平家独裁の政府を樹立し一門繁栄の夢をむさぼろうとした平家にとって、驚くべき報告であった。
「さる八月十七日、伊豆国の流人前右兵衛佐頼朝、舅しゅうとの北条四郎時政を味方に引き入れ、伊豆国の目代もくだい和泉判官兼隆いずみのはんがんかねたかを八牧やまきの館に夜討かけ討ち果しました。その後、土肥どひ、土屋、岡崎などの兵、合せて三百余騎と共に石橋山に立て籠りましたが、景親、平家に心を寄せる味方一千余騎を引具して石橋山に押し寄せ、激しい攻撃を加えましたところ、兵衛佐の勢ちりぢりに敗れて、彼は七、八騎で土肥の杉山へ逃げ籠りました。これに味方しました三浦大介の子ども三百余騎は、平家の側に立った畠山はたけやま勢五百余騎と由井ゆい、小坪こつぼの浦で激戦を交えましたが、畠山勢が敗れ武蔵国へ退却しました。その後、畠山の一族や、河越、稲毛、小山田おやまだ、江戸、葛西かさいなど七党の兵二千余騎が集められて、再び三浦の衣笠きぬがさの城に攻撃をかけ、一日一夜攻め続けて大介は討ちとり、残った子供たちは九里浜の浦より舟で安房、上総へ渡った、との知らせが参っております」
　東国の一地方の局部的戦闘にすぎぬではないか、いや源氏勢のあいついだ蜂起は無視できぬ、今のうちに芽を刈るにしくはない、などと一見勝利を伝えた大庭の早馬の注進は、福原の平家の間にさまざまな波紋を呼んだのであった。
　事実、遷都して、しばらくこの些か荒涼とした土地にいるうちに、平家のものは退屈してきた。もとより新都建設への情熱などあろうはずがない。平家のみでなく若き公卿や殿上人たちでさえ、何事か起ればよい、事変が起れば自分がまず対手となろう、などと刺激に飢えた心を持て余していたのであった。こうした他愛のない放言の中にあって、多くの人は現地の詳報と情勢分析を求めていたが、丁度大番役で在京していた畠山庄司重能はたけやまのしょうじしげよしがいった。
「余りご心配になることはあるまいと存ずる。確かに北条は頼朝と親しくなっていたので、彼に味方することは考えられますが、よもや朝廷に弓を引くことはありますまい。待たれよ、いまに異る吉報がまいるぞ」
　この確信あり気な答えに、
「お話はもっとも至極」
　と今にも吉報が来でもするように首をのばす公卿もおれば、
「いやいや、これは天下の大事件になるのではなかろうか」
　と深刻に考えこむ輩やからもいる。ともかく早馬の注進は一つの衝撃を福原に与えた。
　その中で最も激怒したのは清盛である。青筋を立ててののしる清盛の姿をみては、人々も何かただごとでないものを感じた。
「そもそも頼朝という奴は、あの平治元年十二月、父義朝よしともの謀叛で死罪になるはずだったのだ。池禅尼いけのぜんにの嘆願でようやく死一等を免れて流罪になった奴だ。奴の命を助けたのは誰と思っているのだ。この大恩を忘れて当家に向って弓を引き矢を放つ、畜生に劣る奴じゃ。こうした奴を神も仏もお許しになるはずがない、頼朝の上にはただちに天罰が下るであろう」
　清盛の怒りはとどまるところを知らず、あらゆる呪詛じゅそを頼朝に浴せかけたが、側近もこんなに怒っている清盛を見たことはまだ一ぺんもなかった。


文覚もんがくの荒行

　清盛のいうように頼朝はさる平治元年十二月、父左馬頭さまのかみ義朝の謀叛によって殺される運命にあったが、池禅尼の必死の嘆願で死を免れ、十四歳のとき、永暦えいりゃく元年三月二十日、伊豆国北条ほうじょう蛭ひるが小島こじまに流されたものである。頼朝はここで二十余年の春秋を送り迎えた。これまで静かに流人の生活を送ってきた彼が、何故今年ことしになって兵を起し、平家に立ち向ったのか。それは高雄たかお山の文覚上人の勧めがあったからである。
　この文覚上人というのは、渡辺の遠藤左近将監茂遠えんどうさこんのしょうげんもちとおの子で、もとは遠藤武者盛遠えんどうむしゃもりとおといって上西門院じょうせいもんいんの家臣であった。ところが十九の年、仏門に帰依する心が俄かにおこり、ただちに髻もとどりを切り捨て修行に出かけた。この若者は修行とは辛いものと聞き及ぶが、どの位のものか、俺が一つ試そう、辛い修行に耐えるかどうか俺の心が知りたいといって、夏の六月、山里の藪に入って修行した。雲一つない空からぎらつく太陽が照りつければ、灼やきつく大地に風一つなく草の葉一枚もそよがぬ日、山ぞいの藪の中に入ると裸になって大の字に寝ころんだのである。熱気こもる藪の中に吹き出す汗の流るるにまかせて寝ていると、蚊が群がり寄って思う存分血を吸う、虻あぶが刺し、蜂が刺す、大きな毒蟻どくありが噛み、文覚の五体は、しばらくすると無慚むざんな有様となったが、彼は足の指一つ動かさなかった。こうして飲まず喰くらわず七日間寝ていた。八日目になると、やおら起きて衣をつけて山を降りた。毒虫の好餌となってゆがんだ顔で人に尋ねた。
「修行とはこの程度の苦しみなのか」
「いや、そんなことを続けていては、命がいくつあっても持ちますまい」
「これしきのことでか」
　といい捨てると再び修行に出かけた。熊野那智神社に参籠しようとしたが、まず修行の始めに世に聞えた那智の滝へ打たれてみようと滝壺のところへ赴いた。
　厳寒の十二月中旬である。熊野は雪におおわれていた。雪降りつもり水氷って谷の小川は音もない、峰々から逆巻き吹きおろす風は身を切り、滝の白糸はつららとなって垂れ下がっている。四方を見上げても白銀一色の世界、梢も見定められぬその中に轟々と瀑布ばくふが地を揺がして鳴っていた。文覚は衣を捨てると、雪を踏み氷を割って滝壺に下り、首まで体を沈めた。みるみるうちに足の手の感覚が失われてゆく。文覚の唇から白い息とともに慈救じくの呪文じゅもんが滝音に抗するように唱えられた。こうして不動明王の呪文十万遍を唱え切ろうというのだが、二、三日は忍び耐えた。五日目にもなれば知覚は体から殆んど消えた。やがて失神の文覚が浮びあがると、数千丈の断崖から落下する滝水の勢いにあっという間に流された。刃のように切り立った岩と岩の間を水にもまれ流されること五、六町、流木の如く水にもてあそばれて所詮命はないものかと思われたが、突然何処より現れたか、美しき童子が忽然として姿を見せると、文覚の手を取って岸に引きあげた。これを目にとめた修験者たちは、不思議に思って懸命の介抱を行なった。氷のような文覚の体を焚火で暖めるなど手をつくすと、文覚はほどなく生命をとりもどした。だが生き帰った文覚は修験者たちに礼一ついわなかった。介抱者たちをあたかもおのが修行の邪魔者であるかのごとく、はったと睨まえると大音声をあげた。
「わしはこの滝に三七、二十一日打たれて慈救の呪十万遍唱えるとの大願を立てた。今日はまだ僅か五日目にすぎぬ。七日目も来ぬというのに、このわしを連れ出したのは誰かっ」
　雪を素足で踏んでの文覚の形相と大音声は、修験者たちには天狗てんぐの出現とも見えたのか、彼らは顔色を変えて身をふるわせた。後を振り向きもせず文覚は滝壺に真直にもどっていった。
　再び首まで凍る滝壺に身を沈めた文覚の口から朗々たる呪文が聞えた。二日目、呪文は途絶えがちである。一際高くなったかと思うとばったり消えた。その時降りつづく雪にまぎれて舞い下りたか、八人の童子が姿を現わし、文覚の手をとって引き上げようとする。気のついた文覚は引き上げられまいと掴み争う。半死の人間の激しい抵抗がしばらく滝壺で続き、まもなく、童子たちは姿を消した。最後の気力をふりしぼって呪文を唱えるというより、わめきちらす文覚の姿は、もはや人間とは見えなかったという。その翌日、文覚は凍る水の中で息が絶えてしまった。神聖な滝壺を汚すまいというのか、びんずらに髪をゆった天童二人、滝の上から現れ、香ぐわしくも暖い手で、文覚の頭を撫で、手足の爪先、掌にいたるまで丁寧にさすってやった。すると文覚は夢心地で息を吹き返した。そして、
「貴方たちはどなたなのです、どうしてこの私を憐んで救って下さるのか」
「私たちは大聖不動明王だいしょうふどうみょうおうの御使の、金伽羅こんがら、勢多伽せいたかという童子、文覚無上の大願を起して勇猛な行ぎょうを企てているから、行って力を借してやれとの仰せ、不動明王のご命令で現れたのです」
　と童子の一人が答うれば、文覚はたちまち声を荒らげていった。
「不動明王はどこにおられるか？」
「都率天とそつてんに」
　と優しい声で答えると、天童二人笑をたたえてゆるやかに空高く昇って消えた。
　文覚は思わず正座すると合掌した。さてはわが行ぎょうを不動明王がしろしめすところとはなったか、これなら大願も成就するであろうと勇気百倍、晴れやかな顔で滝壺にもどっていった。果してそれからというもの、文覚の身に瑞相ずいそうが現れた。吹き荒ぶ冷い嵐も彼には春の微風と思われ、凍る滝壺の水も湯のように感じられた。こうして三七、二十一日の大願遂に成ったので、那智神社に千日間参籠、ついに目的を遂げたのであった。その後、大峰に三度、葛城かつらぎに二度、高野こうや、粉川こがわ、金峰山きんぷせん、白山はくさん、立山、富士の嶽たけ、伊豆、箱根、信濃の戸隠とがくし、出羽の羽黒など、日本全国くまなく廻り修行した。この文覚について都人たちは飛ぶ鳥でも祈り落すであろう、刃のように鋭い修験者だと評判しあったのである。


勧進帳

　京に帰ったあと、文覚は高雄の山奥で修行した。この山には神護寺じんごじという山寺があったが、久しい間誰も修繕しなかったので荒れるままに放置されている。春は霞に立ちこめられ、秋は霧の中に捨ておかれ、傷みきった寺の扉は風に吹き倒された。そのかみ称徳天皇の御代、和気清麿が建立したというこの伽藍がらんも、今は落葉の中に朽ち果て、甍いらかをおかす雨風は、壁が崩れ落ち柱が倒れてむき出しになった仏壇を朽ちさせていた。むろん住持の僧もなく、参拝に訪れる人もないので、この寺の堂内に入るものは日の光、月の光だけである。この神護寺の有様をみた文覚は、何んとしてもこれを再興しようと心に固く誓い、それからというもの勧進帳を手にして檀那だんなを廻り歩き、寄進を募ったのであった。そのある時、文覚は後白河法皇の御所法住寺殿ほうじゅうじどのにやってきた。御奉加賜れと奏上したが、折しも管絃の催しの時だったので、誰もこれを法皇に伝えなかった。いくら待っても一向に返事の気配見えないので、ついに文覚は意を決した。生来不敵、筋金入りの荒法師であったから、誰も取りつがぬものときめてずかずか中庭に踏みこんだ。もとより御前の礼儀作法は知らぬ。よし知っていたにせよ頓着する男ではない。絃が鳴り渡る中で、
「法皇は大慈大悲の君であられる、これしきのことをお聞き入られぬはずはない」
　と勧進帳を引きひろげると、声高らかに読み始めた。高く低く心をこめて弾かれる弦楽を圧するように、文覚のしゃがれた太い声がひびき渡った。
「沙弥しゃみ文覚敬いて申す。貴賤道俗の助成を蒙って、高雄山の霊地に一院を建立し、現世来世安楽を願わんとする勧進の状。それおもんみれば真如しんにょは広大、衆生と仏と名を異にするとはいえ、法性ほっしょう随妄ずいもうの雲厚く覆って、十二因縁の峰にたなびいてからこのかた、人間本来の清浄心かすかにして、未だ三徳さんとく四曼しまんの大虚たいこあきらかならず。悲しいかな仏日はやく没して、生死流転しょうじるてんの衢ちまた冥々みょうみょうたり。人ただ色に耽り酒に耽る。誰か狂象きょうぞう、跳猿ちょうえんの迷を取り除くを得ん。徒らに人を謗ぼうし法を謗す。これあに閻魔えんま獄卒の責めを免れんや。ここに文覚、たまたま俗塵を打ち払って法衣を飾るといえども、悪行なお心にあって日夜つのり、善言耳にさからって朝暮にすたる。いたましきかな、ふたたび三悪道に帰りて四生ししょうの輪廻りんねに苦しむとは。この故に釈迦の経文千万巻、巻毎に仏種の因をあかして、縁に随い真を明す教法、一つとして菩提の彼岸に至らずという事なし。故に文覚、無常の関門に涙を落し、上下の僧俗を浄土に結縁して、等妙覚王とうみょうがくおうの霊場を建てんとすなり。それ高雄は山高うして鷲峯山じゅぶせんの梢に似、谷しずかにして商山洞しょうざんどうの苔こけ敷くに似る、岩間の清水流れること白布の如く、峰の猿木々の枝に遊ぶ。人里遠くして汚れなく、地形すぐれて仏天を崇むに格好の地、誰を助成せざらんや。ほのかに聞く、童子の砂で作りたる仏塔の功徳、たちまち成仏の因縁となる。いわんや一紙半銭の寄進においてをや。願わくは建立の大願成就して、皇居安泰の願満たされ、都鄙とひ遠近ともに、僧俗ともに尭舜ぎょうしゅんの世の平和を謳歌し、長き太平の世を喜ばん。殊にまた死者の霊魂死の前後、身分の上下に関係なくすみやかに一仏真門の台うてなにいたり、法報応三身の功徳集らんことを願う。よって勧進修行の趣、けだし以てかくの如し。

治承三年三月　　日

文覚」

　と読み上げたのである。


文覚被流もんがくのながされ

　このとき後白河法皇の御前では賑やかに楽が奏されていた。妙音院の太政大臣は琵琶を弾じながら詩歌をみごとに朗詠していた。按察使あぜちの大納言資賢すけかたは和琴わごんを鳴らし、その子右馬頭資時うまのかみすけときは風俗ふうぞく、催馬楽さいばらを歌い、四位の侍従盛定もりさだは拍子をとりながら今様いまようを歌うなど、和気藹々あいあいのうちに得意の芸が披露されていた。楽しいざわめきが院中に渡れば、法皇も興がのったのか附歌つけうたを共に歌う。そこへ文覚の音声とどろく勧進帳の読みである。那智の滝に、山の嵐に鍛えた彼の声には、繊細を尊しとした温室育ちの殿上人の声などはひとたまりもなかった。たちまち朗詠の声は消され、調子は狂い、拍子は乱れた。御遊ぎょゆうは中断した。そして威嚇的な文覚の声がひびき伝わる。法皇が顔色を変えて怒られたのも無理はなかった。
「御遊の最中というのに何者だ、まことに無礼なやつ、そっ首掴んで放り出すがよい」
　この仰せに院中の血気ざかりのものがばらばらと進み出た。その中の一人資行判官すけゆきはんがんという男は文覚を認めると大手をひろげて怒鳴った。
「無礼者め、とっとと出て失せい」
　その姿をにらまえた文覚、
「高雄の神護寺へ、荘園一つご寄進頂かぬ限りは、退出いたさぬ」
　という。かっとなった資行判官は、つかつかと文覚に近寄ると衿首えりくびつかんで外へ突き出そうとした。と、文覚は手にした勧進帳を取り直すと烏帽子えぼしをいきなり叩き落し、虚をつかれた資行の胸もとを拳で突き飛ばした。資行はばったりのけぞって倒れた。起き上ると恐怖にかられたのか広縁に逃げあがった。
　そしておもむろに懐に手を入れた文覚は、馬の尾で柄を巻いた刀を出すと鞘さやをはらった。氷の刃がぎらっと光る、抜身を構えた文覚は近寄るものあらば刺さんという態度である。これを取り押えようとする者との間に大立廻りが始まったが、右の手に刀、左手に勧進帳振りかざす文覚は、あたかも両刀を操るように見える。荒れ廻る文覚に御遊も琵琶もあったものではない。院は大混乱となった。
　その時、武者所むしゃどころにあった信濃国の住人安藤武者右宗は、この騒ぎ何事ぞ、と太刀を抜いて走ってきた。これを見た文覚は目を輝かすと勇んで飛びかかった。一歩すざった安藤武者は、ここで血を流してはまずかろうと咄嗟とっさに思案して太刀を取り直すや、峰打ちを文覚の右腕にくれた。打たれてひるんだ文覚に、太刀をがらりと捨てた安藤武者が組みついた。両人ともに剛力のものである。互にえいおうと力の限り上になり下になり転がってもみ合った。文覚力をこめて安藤武者の右腕をぐいと突けば、突かれながら文覚を絞め上げる。その時人寄り集まり、しめたとばかりに手足をばたつかせる文覚を縛り上げた。ほっとした彼らが文覚を引き立てようとすると、文覚は焔を吐くような眼で御所の方をかっとにらむと、大音声をあげた。怒鳴りながら憤怒の形相で躍り上る、夜叉やしゃのような姿である。
「ご寄進なさらぬばかりか、この文覚を痛い目に合わせましたな。必ず思い知らせましょうぞ。三界さんがいに焼ける火、王宮といえども逃れられはしませんぞ。十善の帝位に誇られる身であっても、黄泉の国に行かれてから、牛頭馬頭ごずめずの責を免れられぬのですぞ」
「不逞ふてい至極の坊主なり、牢に入れよ」
　と文覚は検非違使庁の役人の手で牢に入れられた。
　こうして院の騒動は終りをつげたが、文覚に烏帽子を打ち落された資行判官は、これを恥じてしばし出仕せず、一方安藤武者は取り押えた賞として即座に右馬允うまのじょうに任ぜられた。
　この頃、美福門院がおかくれになったので大赦があり、牢につながれた文覚もこの恩恵に浴し、出獄した。しかし文覚は、遠くの山にでも行って修行でもなされば、という声には一向馬耳東風、平然たる面持で再び例の勧進帳を京の街に読み、諸方に寄進すべき檀那を求め歩き廻っていた。これだけでなく、勧進帳を読むかたわら不吉なことを大声にいいふらすのである。
「もはや今の世は末世じゃ、この世に戦乱起って乱れ、君も臣も共に亡びるじゃろう。かくすることこそ、この浅ましき世の救いとはなるじゃろう」
　すでに戦乱の不安にさらされていた人心である。この確信ありげな坊主の託宣に動揺する懸念は十分にある。人心のみでない、政府自体が動揺していたのであるから、この文覚の言に過敏な神経をとがらした。
「あの法師は都におけぬ、流罪にせよ」
　との命が下されたのは、むしろ当然であった。文覚は伊豆国に流されることに決まった。
　時の伊豆守は源三位入道頼政の嫡子仲綱である。彼の采配で東海道を船で流すがよいということに決まった。出立を控えて、文覚の護送役となった検非違使庁の下役人はやんわり話し出した。
「お坊様もこれからの長旅、難儀なさいますが、われわれがお傍にある以上ご心配はいりませんぜ。まあ、こうした点でですな、依怙贔屓えこひいきと言っちゃ聞えが悪いが、われわれもお坊様のことではあり、道中十分に気を配るつもりですがね。そこでですな、魚心に水心のたとえもあり、遠国に流されるのですから、土産みやげものとか食料品とかを知合の方に頼まれたら如何でしょう。今までどなたも心よく応じてくれましたからお坊様も遠慮は無用ですよ。お使いならわれわれ引き受けますぜ」
　文覚は眼で笑いながら下役人の話を聞いていたが、
「このわしにそうした調法な知人は余りおらんな。しかしお前たちを失望させるのも気の毒じゃ。うん、東山のあたりに懇意のものがおる、手紙で頼んでみようか」
　そこで下役の一人が、懐からごそごそ粗末な紙を引き出して筆を添えて文覚に手渡した。文覚は眼玉をぎょろりと光らせるとたちまち怒りだした。
「いやしくも頼みの文じゃ、この粗末な紙に書けると思うのか」
　と、紙を投げ返した。見幕に恐れをなした下役は慌てて厚手の上質の紙を持ってきた。文覚これを受け取るとにやりとした。
「わしはな、よう字を書かんのじゃ。すまんがお前ら書いてくれんか」
　ちびた筆で下役の一人が口述筆記をすると、やがて厚手の和紙に汚い字が並ぶ。
「この文覚は高雄の神護寺創立供養のため、百方勧進帳を捧げて檀那を求め歩いたが、寄進してもらえぬばかりか、今流罪の憂き目に会っている。遠く伊豆へ流されるこの身には、土産もの、食料が必要と存ずれば、この文持つ者にお渡しあれ」
「で、宛名はどなたでございましょう」
「清水の観音じゃ」
　と平然という文覚に、役人がこんどはむっとした。
「われわれは役人、それを知ってからかいなさるのか」
「いやいや、わしは決して人をだましたり、からかったりいたしはせぬ。この文覚、清水の観音を深く信じ頼りにしているものじゃ、わしの知合いといったら観音以外にないのじゃよ」
　賄賂わいろをとり損って仏頂顔の護送役と共に、文覚は伊勢国阿能あのの津から船で東国へ下った。遠江国天竜灘にさしかかったとき、海が俄かに荒れた。突風にあおられた激浪は船を木の葉のごとくもてあそび、船頭水夫の必死の作業も及ばず、転覆寸前の状態となった。風浪いよいよ険しくなれば、舵を離し帆を捨てた乗組員は観音の名を連呼し、観念したものは念仏を唱えるなど、沈没を目前にひかえた船上はいよいよ断末魔の様相をおびてきた。文覚は先程から船底にあって、木の葉に揺れる舟を心地よい揺籠ゆりかごと心得たかあたりはばからぬ大鼾おおいびきで、荒れ狂う海など知らぬ気に眠りつづけている。しかし傾きに傾いた船がもはや沈没かと思われたとき、俄かに両眼をかっと開き、身を躍らせ船底より甲板に出るや、仁王立ちとなって逆巻く海を睨らみつけると、波の音も消す大音声を張り上げた。
「竜王はいずくぞ、竜王はおるか。聞け、竜王よ、大願を起した聖の御坊この舟に乗る。過あやまとうとすな、過たばただいま天の責めを受けようぞ、竜王よ聞け」
　この声が竜王にとどいたか、あれほど荒れ狂っていた波風が、ほどなく静まった。怒濤よりも文覚を恐れた乗組員と護送役を運ぶ船は、穏かな海路を渡ってやがて伊豆の国に着いた。
　文覚は京を立つ時より、心の中に深く誓ったことがあった。再び京にもどり、悲願の高雄神護寺創立供養をするまでは決して死なぬ。もしこの願かなわぬならば途中死ぬであろう、という誓である。彼は断食した。京都から伊豆まで穏やかな順風の日は少なかったので、浦づたいの船路は実に三十一日を費したが、そのあいだに文覚の断食はつづけられた。船底にあって修行を行ないながら伊豆の国に着いたが、少しも気力は衰えず、これを見る人の眼に彼の姿は尋常の人間とはとても信じられなかった。


伊豆院宣

　文覚は伊豆の住人近藤四郎国隆くにたかのあっせんで奈古屋なごやの奥に住んでいたが、ここから兵衛佐頼朝のいる蛭ひるが小島こじまは近かった。頼朝と親しくなった文覚は、話相手として殆んど毎日のように訪れていた。ある時、急にあらたまった口調で頼朝に話しだしたのである。
「思うに平家も今や衰運の兆きざしが、ありありとあらわれていると存ずる。小松の大臣殿おおいどのは心も剛勇、智謀人にすぐれたお方じゃが、去年の八月亡くなられた。大黒柱が倒れたのじゃ。ところで、わしが源平の武士を見るにどれもこれも小粒じゃ、将たる器うつわなく士たる勇を持つ人もまれな程じゃが、拙僧の眼力をもってするに、残るは唯、御辺ごへんだけじゃ。天下の将軍の相を持ち、これを成就する実力を持つもの、それは御辺じゃ。兵を挙げられるなら、日本国を治め給う日も近いことと存ずるが如何いかん？」
　しばらく窓外に眼をやっていた頼朝は、文覚に視線を移すと、すぐ答えた。
「それは思いもよらぬこと。かく申すわれは故池禅尼いけのぜんにに命を助けられた身、そのご恩に報ぜんと毎日法華経一部を転読しておるものでござるが、この外に何も考えてはおりませぬ」
「お言葉じゃが、天の与うるものを取らねば、かえってその咎とがを受くという。時至りたるを行なわざれば、かえってその禍を受くともいう。かく申せば御辺の心を引こうとのたくらみの言葉とも存ぜられようが、左様な儀ではない。わしはかねてから御辺に深い志を寄せている、疑わるるか、まずこれを見られい」
　と懐より白い布に包んだものを取り出した。うやうやしく布をとると一つの髑髏どくろである。文覚はそれを頼朝の前に置いて、じっと正面から眼を据えた。
「これは」
「御辺の父故左馬頭義朝殿の首じゃ。平治の乱以後、この頭は獄舎の前の苔こけの下に埋もれ、後世を弔うもの一人といえどおらぬのじゃ。わしは存ずる旨あって獄守にこの髑髏を乞い、以来山々寺々を修行で廻る間、これを首にかけて二十余年、弔い奉ったのじゃ、いまは定めし迷いも晴れて浮ばれたことと存ずる。わしはわしなりに故義朝殿のおんためにはご奉公して来たものと存ずるのじゃ」
　と頭を垂れて下に置いた髑髏を見、また二十余年の修行を回顧するもののように眼を閉じた。頼朝は俄かに信じかねる面持ではあったが、父の首と聞き懐しさの余り涙をこぼした。しかし相手は名にし負う怪僧である、父の首という髑髏を前にして疑心湧き出ずるのを押えることは出来なかった。そもそも文覚が伊豆へ尋ねて来ての話なら筋が通る。しかし流された土地がこの伊豆というのは偶然である。神護寺じんごじ再建の悲願のかたわら、平家覆滅の大願を秘かに抱きつづけたという話も特に聞いたことはない。二十余年髑髏と共にあったという、それならば修験者たちも何時しか知り得ようし、その大願が人に伝わるであろう、が、一向に聞いたこともない。聡明な頼朝は考えこんでしまった。しかしまた、文覚の話を全くの嘘ときめつける反証も彼にはない。特に信じてならぬという理由もない。
　しばらくして頼朝は静かにいった。
「そもそも頼朝は勅勘の身、罪人にござる。これの許しなくして、いかにして謀叛が起せましょうか」
「そのことならば、いとも、たやすい、わしが京に上り御辺の許しを頂いてこよう」
「御坊も勅勘の身でござるぞ、その身で他人の咎の許しを貰おうとは、些いささか笑止、そなたの言葉は信用できぬ」
　と嘲笑あざわらうと、文覚は急に不機嫌になった。
「わしの身を願いに行くのならそれは間違っていよう、じゃが御辺のことじゃ、何んでわしが遠慮いたそうか。御辺は笑うが、笑うのは間違いじゃ。わしは福原の新都に上る、三日以上はかかるまい、院宣を頂くに一日は要る、もどるまで八日もあれば足りよう、御辺はわしの吉報を待つがよい」
　まだ信じかねる心を抱きつづける頼朝を後に、文覚は奈古屋に帰った。弟子には、人に隠れて伊豆山中に七日間参籠する、といい置いて直ちに新都に向った。福原についたのは三日後である。多少の縁があった前右兵衛督光能さきのうひょうえのかみみつよしのもとに赴き、驚く光能にいった。
「拙僧がお尋ねしたのは外でもない。伊豆国の流人るにん頼朝はわしの見るところ、兵家の棟梁とうりょうたる人物、また天下の源氏を糾合きゅうごうするに足る材じゃ。もし勅勘を許され院宣を賜わるならば、関東八カ国の兵を集めて、平家を亡ぼし、乱れた天下を鎮めよう。わしの頼みはこれじゃ、どうか引き受けて下され」
「御坊のお話は、よくわかりました。が、自分とて昔とちがい、今は三官みなやめさせられて、無官の身でござる、苦しいところじゃ。法皇もおしこめられておられるから、近づくのも容易ではない。御坊のたくらみも成功は覚束かぬとは思うが、折角の頼みだし、法皇も御坊の趣旨にはご賛意があろうと思う、とにかく、できるだけのことはしてみよう」
　光能は、そういって法皇のところに行き、機会をとらえて秘かに奏上すると、果して法皇は大きく動かされた。平家の強引な政策の重圧下にあった法皇にとって、これは重大な情報であった。孤立して何んの手段も持たぬ法皇が、これに希望を託さぬなら、まったく囚人同様の月日をあるいは永久に送らねばならぬかも知れぬ。院宣を下した法皇にとってこれは大きな賭だったが、相当確度の高い賭にはちがいなかった。
　やがて、院宣をしっかと首にかけた文覚は喜び勇んで伊豆へと下った。旅程は三日である。頼朝の前に現れた文覚は、首からはずした院宣を渡した。さしも沈静な頼朝の顔にも血が上った。実は頼朝は不安な日を送っていたのであった。文覚の余計な奔走が藪蛇やぶへびとなり、この上重い咎なぞ受けてはかなわぬと思っていた。また文覚のいう政治力も半心半疑であった。ここ一週間というもの、文覚の福原での行動が気にかかりつづけていた、どの様な結果がもたらされるか、それは頼朝にもまったくわからなかった。だが、今彼の手にしているのは勅勘の許しであり、平家追討の院宣である。手が震えていたのを文覚はじっと見ていた。文覚が伊豆を後にしてから、彼の言葉のように丁度八日目の正午であった。
　頼朝は新しい烏帽子えぼし、浄衣じょうえをつけ身を浄きよめると、院宣を三度拝してから封を開いた。
「近年、平氏王威を蔑し軽んじ、仏法を破滅し王法を乱さんと欲す。それわが国は神国なり。宗廟相並んで、神徳これ新なり。故に朝廷開基の後、数千余歳の間、帝位を傾け、国家をあやぶまんと欲するもの、みな以て敗北せずということなし。しかればすなわち、かつは神道の冥助めいじょにまかせ、かつは勅旨の旨趣しいしゅを守って、早く平氏の一類を亡ぼして、朝家ちょうけの怨敵おんてきを退けよ。譜代相伝ふだいそうでんの兵略を継ぎ、累祖るいそ奉公の忠勤をぬきんでて、身を立てて家を興すべし。すなわち院宣かくの如し。よって件くだんの如くお伝えする。

治承四年七月十四日

前右兵衛督光能承って謹上きんじょう

前右兵衛佐殿へ」

　院宣を両三度読み終った頼朝は、大きく息を吐いた。流人の生活は、彼の心の中で、今終りを告げたのである。彼の眉宇びうに決意がながれた。
　頼朝はこの院宣を錦の袋に入れて身から離さなかった。石橋山の合戦の折もこの錦袋と共に戦ったという。


富士川

　福原には、頼朝謀叛の兵を起す、との情報が絶え間なく流れこんでくる。彼のもとに集る源氏の兵力もその数を刻々増してゆく情勢である。公卿会議が急いで開かれ、敵の兵力が増さぬうちに一日も早く追手を、という意見が一致して採られ、大将軍に小松の権亮少将維盛ごんのすけしょうしょうこれもり、副将軍に薩摩守忠度さつまのかみただのりが命じられ、侍大将の上総守忠清かずさのかみただきよが先陣ときまる。その勢合せて三万余騎である。九月十八日が新都出発の日である。
　大将軍の維盛は生年二十三、容姿端麗な青年であったが、重代のきせなが唐革縅からかわおどしの鎧よろいをかつがせ、自分は赤地の錦の直垂ひたたれに萌黄匂もえぎにおいの鎧を着こみ、金覆輪きんぷくりんの鞍置いた連銭葦毛れんせんあしげに乗った姿は、絵にも筆にも及び難しと人々は賞めそやした。副将軍の薩摩守忠度は紺地の錦の直垂に、黒糸縅の鎧、逞たくましき黒馬に鋳懸地いかけじの鞍置いて打ちまたがった威風あたりを払う姿は、都でも大層な見物という評判であった。
　この忠度には、心やさしい話がある。彼はさる皇女から生れた女房を恋してそこへ通っていたが、ある夜、訪ねてゆくと、合憎、女の来客中であった。話がはずむのか客は帰らず、夜は空しく更けてゆく。客は高貴な女房であるから、忠度といえどもお帰り願う訳にはいかない。焦いらだった忠度は軒端近くたたずみ、扇を手荒く使ってそれとなく意志を伝えようとしたが、一向にその効果はない。夜は、いよいよ更け行く。軒端の忠度の扇がばたばた物すごい音を立てる。すると室内から優しい声が外に洩れてきた。
「野もせにすだく虫の音よ」
　この口ずさむ声に忠度は、おとなしく扇を収め、そのまま家にもどったのである。その後、女房のところに通った夜、
「いつかの夜、なぜ扇を使い止められたのですか」
　と女房に問われた忠度は、
「かしがまし野もせにすだく虫の音よ、とおっしゃったでしょう。それで残念でしたが、淋しくひとり帰ったのですよ」
　といった。この女房は忠度出陣の噂を聞き、小袖一かさねを贈ったが、千里の旅の別れを惜しんで和歌一首を添えた。

東路あずまじの草葉をわけん袖よりも
　　たたぬ袂たもとの露ぞこぼるる

　忠度はすぐ歌を返した。

別れ路を何かなげかん越えてゆく
　　関もむかしの跡と思えば

　この、関も昔の跡というのは、先祖平貞盛、俵藤太秀郷たわらとうたひでさとが将門まさかど追討のために東国へ下ったことを思い出して詠んだものである。
　さて、昔は朝敵を討ちに都から立つ将軍には節刀を賜うのが例であったが、こんどの頼朝追討には、讃岐守さぬきのかみの正盛が、前対馬守源義親さきのつしまのかみみなもとのよしちか追討の例に従い、鈴だけが下賜され、皮の袋に入れて雑兵の首にかけさせた。昔、朝敵を討ちに行く将軍には三つの心得が必要とされた。第一に節刀を賜わる日は家を忘れ、第二に都から出る日は妻子を忘れ、そして戦場ではわが身を忘れる、この三つであるが、このたびの征討の大将軍維盛も、副将軍の忠度も、恐らくこの心得を胸に刻んでいたであろう。武士の常とはいえ、哀れなことである。
　軍勢は九月十八日福原、十九日京都につき、その翌日東国へ向って出陣した。すでに戦の旅路である。平安の身で帰れるとは限らぬ。追討の軍は野を踏み山を越え、河を渡った。荒原の夜露とともに眠り、高峰の苔に枕した。こうして都を立ってからほぼ一カ月がすぎて、十月十六日に駿河国清見きよみヶ関せきに着いたが、遠征の途中の国々で兵を集めたので、清見ヶ関では七万余騎を数えた。先陣は蒲原かんばら、富士川に進み、後陣はまだ手越てごし、宇津谷うつのやにひかえていた。大将軍維盛は侍大将の上総守忠清を召すといった。
「維盛が思うには、これから足柄の山を越え、広い土地に出て決戦するのがよいと思う」
「お言葉ではございますが、入道殿福原を立つときに、いくさのことは忠清に任せよと仰せられました。ご覧うじませ、伊豆、駿河の軍勢が来るはずでございましたが、未だ一騎も見えませぬ。味方の軍勢は数こそ七万余騎でございますが、道中の国々から駆り集めた武士たち、今は人も馬も疲れ果てております。関東八カ国の武者は何れも兵衛佐頼朝についておりますから、その数何十万騎になるか存じません。いまはただ富士川を前にして陣をしき、味方の兵力をふやして戦われるのが得策と存じます」
　といえば、維盛も止むなくその言葉に従った。
　一方、頼朝は鎌倉を立ち、足柄山を越えて駿河国黄瀬川きせがわに着いた。甲斐、信濃の源氏勢が馳せ加わり、浮島うきじまで勢揃いした時には二十万騎になっていた。その頃、平家方では都に文を届ける源氏勢の雑兵一人を捕えた。手紙は女房のもとへ送る他愛のないものであったが、その雑兵を忠清は尋問した。
「源氏の勢はいかほどか、隠さず申し述べよ」
　といえば、
「下郎げろうの身にございますれば、四、五百、千までの数はわかりますが、それ以上はわかりませぬ。軍勢が多いのか、少いのか、わかりかねますが、凡およそこの七日八日の間というものは野も山も武者で埋まってしまいました。昨日きのう黄瀬川で人々が申したことを聞きますと、その勢二十万騎とのことにござります」
　下郎の話は至極曖昧あいまいではあったが、忠清にも源氏の勢が相当の大軍であることは推察できた。二十万、もし話半分としても容易ならぬ兵力である。
「うむ、これは遅かったか。大将軍の悠長ほど困ることはない、一日でも早く討手を出していたら、大庭おおば兄弟、畠山一族など皆味方に加わっていたはず。彼らが参らば伊豆、駿河の勢は皆これに従ったものを」
　と嘆息したが、今更手の打ちようはなかった。
　維盛は東国の事情に精通している長井の斎藤別当実盛さいとうべっとうさねもりを召して聞いた。
「実盛は強弓の名があるが、そなたほどの強弓精兵は関東八カ国にいかほどいるのか」
　実盛は軽蔑の笑いをこめて答えた。
「君は実盛を強弓のものと思召さるるか。私はわずか十三束ぞくの矢を引くに過ぎませぬ。私ほどのもの、関東八カ国には数えられぬくらいおります。関東で大矢を引くというのは、何れも十五束そく以上のもの、弓も強力の者が五人、六人かかって張るものでございます。こうした弓で射られた矢は、鎧の二、三枚は軽く射通してしまいます。関東で大名と申される武士は少くも五百騎は養っており、戦場にては、親討たるれば子これを踏み越え、子討たるれば親これを乗り越えて、最後まで戦うのです。西国の軍というのは、親討たるれば子は引き下がって、嘆き悲しんで仏事を営み、忌いみあけてからやおら戦う、また子が討たるればこれを泣いて攻めて来ませぬ。兵粮米ひょうろうまいが尽きれば、春は田作り、秋は刈り収めてから戦うのです。夏は暑い、冬は寒いなどと嫌がる。東国では笑われますぞ。特に甲斐、信濃の源氏たちはこの地に精通しております。富士の裾野から搦手からめてに廻るかも知れません。私がこう申すと、大将軍の御心を脅かすように思召されるかも知れませぬが、毛頭そのつもりはございませぬ。君にあえて申しますなら、戦は兵力の多少で勝敗がつくものではございませぬ、一に大将軍の謀によるものと伝えられておりまする」
　実盛の言葉は率直なだけに、聞くものに強い効果を与えたようであった。今から震えおののく兵も多かったのである。
　十月二十四日早朝六時、富士川で源平の矢合せと決まる。その前夜である。決戦を控えて緊張した平家の侍どもが、対岸の源氏の陣を見渡した。野に火が上り、海に浮び、河に灯うつる。おびただしい火の大群である。これらはいずれも合戦におびえた伊豆、駿河の人民百姓が野に隠れ、船で逃げ、炊事した火であったが、夜対岸から見れば陣営の遠火とおびとも見える。驚くべき大軍じゃ、野も山も河も源氏の勢で埋められたるぞ、とその狼狽ろうばいは一方でない。おののき恐れる心を押さえて、不安の夢をむさぼっていた夜半、富士川より突如大音響がひびいた。雷にもまた大風に似た恐ろしい響が平家陣を一度に揺り起した。何の物音に驚いたか、夜半俄かに飛立った富士の沼の水鳥の羽音であったが、すでに源氏の遠火で十二分に心胆を寒からしめた平家の侍にとって、伝わる響を判別するゆとりはなかった。源氏の夜襲か、と疑心に口走る叫びが伝われば、どっと浮足立つのは当然であろう。
「昨日きのう斎藤別当実盛が申したように、甲斐、信濃の源氏が搦手より廻ったのではないか、包囲されてはかなわぬ、敵は何十万騎あるかも知れぬ、ここを捨てて尾張川、洲股すのまたを防げ」
　という、いささか理屈にかなった説が飛び出すようでは、この混乱も収拾がつくはずはない。口々に叫びをあげながら、一目散に闇夜を走り出す。武器も家宝の鎧もあったものではなかった。弓を掴めば矢を忘れ、太刀を握れば鞘さやだけ残し、人の馬には自分が乗り、日頃自慢する自分の愛馬には他人がしがみつく。手近な馬に殺到するから馬のつないだのさえ判らぬのである。安全地帯目ざして本人は一気に疾駆しているつもりだが、陣屋の廻りを必死に堂々めぐりする勇敢な武士もいた。陣営でさえこの調子であったから、浩然こうぜんの気を養うと称して、付近から遊女をかき集めて酒宴深更に及び、桃源の夢に耽っていた侍たちは、ほとんど半狂乱であった。頭を蹴割られ、腰骨を踏み折られた遊女が、闇の中で泣き叫ぶ。水鳥の羽音の最大の被害者はこのへんであったとも思われた。
　夜は白々と明けた。静かな暁である。定められた六時、勢揃いした源氏は天にもとどけと鬨ときの声を三度あげた。東国武士の野性をおびた声が朝の空気をふるわせた。平家の陣は死んだように静まりかえって物音一つない。敵の策かとしばし様子をうかがったが、やがて偵察の侍が放たれた。
「人みな逃げ落ちています」
　と呆あきれ顔で報告すれば、やがて敵の忘れた鎧を手にして戻るもの、平家の大幕をかついで帰るもの、いずれも口を揃えていうのである。
「平家の陣には蠅一匹飛んでおりませぬ」
　これを聞くと、頼朝はさっと馬から降りた。兜をぬぎ、手水ちょうずうがいをして身を浄めると、京都の方を伏し拝んだ。
「これは頼朝一人の手柄に非ず、ひとえに八幡大菩薩のおんはからい」
　院宣を賜ってからの最大の危機に、一兵も失うこともなく勝利を得た武将の当然ともいえる感慨であった。
　すぐ討ち平らげて、領地とするところであるからと、駿河国を一条次郎忠頼、遠江国を安田三郎義定に預けて守護職とした。平家を追い討ちにするには今こそ、という意見もあったが、後方もまだ固まらず不安である、と頼朝は兵を収めると駿河から鎌倉へもどった。
　一方、この平家の醜態はしばらく東海道の宿場宿場の遊女たちを楽しませた。
「何んて立派な大将軍なんでしょうね。戦いで見逃げした男は卑怯者の典型というのに、平家の方々は聞き逃げ遊ばしたのよ」
　と手を拍って笑いこけていた。まことに平家はこのものたちに豊富な話題を提供したが、それにつれて秀逸なる落書らくしょも多かった。
　都にいる平家の大将軍を宗盛といい、討手の大将を権亮ごんのすけというので、平家を「ひらや」と読んで、

ひらやなるむねもりいかに騒ぐらん
　　柱とたのむすけをおとして

　また富士川をおりこみ、

富士川のせぜの岩越す水よりも
　　はやくも落つる伊勢いせ平氏かな

　また、上総守忠清が、富士川に自分の鎧を棄てたまま素早く退散したのを巧みに詠んだのもあった。

富士川に鎧は棄てつすみぞめの
　　ころもただきよ後の世のため


ただきよはにげの馬にぞ乗りてげる
　　上総かずさしりがいかけてかいなし


五節ごせちの沙汰さた

　一戦も交えず敗走した平家の大将軍権亮少将維盛が、福原に面目ない顔で現れたのは十一月八日である。報を受けていた清盛は激怒した。
「武人たるもの何たる醜態か。恥を知れ、きゃつらの顔など見とうない。維盛は鬼界ヶ島へ流せ。忠清は死罪にせよ」
　といい捨てると、いかなる弁解も受けつけなかった。そこで翌日平家の侍ども老若数百人が集って、忠清死罪の件について評定が行なわれた。席の空気は忠清に同情的であった。主馬判官盛国しゅめのはんがんもりくに進み出ると、
「忠清が卑怯者という話は昔から聞いておりません。たしか彼が十八歳の時と思いますが、鳥羽殿とばどのの宝蔵に五畿内随一といわれた賊二人が逃げこんだことがありました。この時誰も押入って賊を搦からめ取ろうというものは一人もなかったのですが、忠清ただ一人立ち向い、一人を討ち取り、残る一人を搦めとって、大いに勇名をはせたものでした。彼の今度の不覚は彼の臆したためとは思えません。何か尋常でないことがあったのです。これにつけてもよくよく兵乱鎮圧のご祈祷があるべきと存じます」
　こんな次第で、どうやら忠清は死罪を免れた。十一月十日、この会議の翌日任官が行なわれて、維盛は右近衛うこんえの中将に昇進した。人々は何が何だかわからなかった。清盛の言葉も当にはならぬ、功なくして恩賞ありとは何事か、と誰もが首をかしげていた。
　十一日、清盛入道の五男頭中将重衡とうのちゅうじょうしげひらが左近衛権さこんえのごんの中将に昇進した。十三日、福原に新皇居が落成して天皇が移られた。大嘗会だいじょうえが行なわれるはずであったが、新都には大極殿も、即位の大礼を行なうべきところはなく、清暑堂もないので神楽かぐらを奏する場所もない。そこで今年は新嘗会しんじょうえと五節だけを行なおうと公卿会議で決まり、新嘗の祭は、旧都京の神祇宮で行なうことになった。五節というのは、天武天皇の御代、月白く冴さえた嵐の夜、天皇が心すまして琴きんを弾かれていると、これに感じた天女が天降り、五度び袖をひるがえして舞ったという、これが五節の初めである。
　ともかく、東国に燎原りょうげんの火のごとく、源氏はその数を増す状勢にあって、平家は恩賞を行ない、公卿は先例と古式を墨守して儀式の形骸をとりつくろうのに忙がしかった。


都がえり

　新都福原に強引に都を移し、内裏殿などを急造してはみたものの、福原の人気は悪かった。それに地形も宜しくない。北に山々が高くそびえ、波の音は騒がしく、潮風はきびしい。新院もそのためかご病気がちである。君も臣もこの地を嘆くことしきりであったが、比叡山や興福寺の諸寺諸社からの訴えも度重なれば、さしも横紙破りの入道清盛の心も折れてきた。
「京に都をもどす」
　というので、十二月二日の日、都がえりとなった。京に帰るというので人々は急ぎ争って上れば、もはや福原のことなど口に出す者もいない。中宮、一院、上皇が立てば、摂政、太政大臣以下の卿相たちつき従う。さる六月が都移しであったから新都は凡そ半年間しか保たなかった訳だが、困ったのは一般人である。大苦労の末京の家を壊して運び、この地で建て直したりしたのに、いままた気が狂ったような都がえりである。家も財も捨てて京に上るものは少なくなかった。
　法皇は六波羅殿へ、新院は池殿へおいでになった。天皇は五条の内裏へ行かれた。公卿たちの宿泊所も急のこととてないので、八幡、賀茂、嵯峨さが、太秦うずまさ、西山、東山などにゆき、御堂の廻廊や神社の拝殿などに泊っていた。
　ところで今度の遷都の真意は一体何であったか。京は比叡や奈良が近く、何かというと日吉ひえの神輿しんよとか春日かすがの神木しんぼくをかつぎ出して要求を通そうとするのがうるさい、その点福原は山河をへだてて距離も離れているので、坊主神官たちの邪魔はあるまいという点にあった。これは入道清盛の独自の意見だといわれている。
　さて、この十二月二十三日、近江源氏が背いたので追討の軍が出された。大将軍に左兵衛督知盛さひょうえのかみとももり、副将に薩摩守忠度が命じられ、軍勢三万余騎をひきいて近江国に進発した。山本、柏木、錦織にしごりなどという手強い源氏の兵と戦を交えたが何れも討ち破って攻め落し、そのまま軍は美濃、尾張を越えて進んだ。


奈良炎上

　京では、奈良興福寺が三井寺と手を組み、高倉宮を受け入れたり、あるいは迎えに兵を出すなどの行為は、明らかに朝敵であると断じた。奈良には、平家が攻め寄せるとの噂が伝わったので大衆は一斉に騒ぎ出した。これを聞いた関白はことを穏便に計ろうと有官うかんの別当忠成べっとうただなりを使者として立てた。
「いうべきことあらば申し述べよ、何度でも奏上して仕わそう」
　というのである。奈良にこの意を体して赴いた別当忠成の鎮撫ちんぶの言は、いきり立った興福寺の大衆の耳に入らなかった。まして年来平家に対して憎悪の念を抱きつづけてきた寺である。兵が攻めるとの噂にも殺気立っていた。大衆はどっと忠成を取り囲んだ。
「乗物から引きずり下ろせ、かまわぬから髻もとどりを切ってしまえ」
　と口々に叫ぶ。忠成は青くなって逃げ帰った。次に使いとなった右衛門督親雅うえもんのかみちかまさも大衆から同じ待遇を受けたが、二人の雑色ぞうしきが髻を切られてしまった。
　二人の使いを追い帰した奈良では、余勢をかって毬杖ぎっちょうの玉の大きなものを作り、目鼻をつけるとこれを入道清盛の首と称して、踏め、打てなどはやし立てる中を、玉を蹴り、棒で叩くなど大いに憂うれいを晴らしていた。天皇の外祖である入道にこのような仕打ちをするのは、天魔の仕業であるという非難も多く聞かれた。
　清盛は大衆を鎮める決意を固めたが、ことは慎重に運ばれた。瀬尾太郎兼康せのおのたろうかねやすを大和国の検非違使に任じ、五百余騎をひきいて奈良に向うことになったが、出発のとき清盛は更に慎重な注意をあたえた。
「衆徒はいま気が立っておるが、奴等が狼藉ろうぜきに及ぶとも相手になるな。甲冑も弓矢も共に避けよ。こちらから打って出ることは断じてまかりならぬ」
　兼康は武装のない兵五百余騎とともに奈良へ着いたが、もとよりこの間の事情を大衆が知るはずはない。すわ敵寄せたるぞ、とこれを囲み六十四人を捕縛するや一人一人の首をはね、猿沢さるさわの池の端にずらりとかけ並べて見せしめとした。兼康からの報告をきくと今度は清盛も心底から怒った。
「隠忍もこれまでじゃ、奈良を討て」
　たちまち大軍が揃えられ、大将軍に頭中将重衡とうのちゅうじょうしげひら、中宮亮通盛ちゅうぐうのすけみちもりが任ぜられて、総兵力四万余騎奈良へ実力行使と進発した。一方奈良の大衆老若合わせて七千余人、武具に身を固めると、奈良坂、般若寺の二カ所の路に掘割を作り、楯垣を並べ、逆木さかもぎを引いて防備を固めて待ち受けた。
　平家は四万余騎を二手に分け、奈良坂、般若寺からの挟撃態勢をとると、どっと鬨ときの声を上げて一気に攻めこんだ。奈良の大衆は必死に防いだが、こちらは徒歩、相手は騎馬である。しばし応戦するうちに崩れ出した。騎馬が縦横に駆け廻れば、大衆の大半は討ちとられてしまった。この日朝六時の矢合わせから一日戦ったのであるから、大衆必死の防戦は相当手強かったわけである。日が落ち夜になると、奈良坂、般若寺の二つの城郭は時を同じうして破れた。勢いに乗る平家は怒濤のように攻めこんでくる。この日衆徒の一人、坂野四郎永覚さかのしろうようがくという剛の者、弓矢太刀とれば十五大寺に並ぶ者なしといわれていた勇猛な僧であったが、萌黄縅の鎧に黒糸縅の腹巻を重ね、帽子兜ぼうしかぶとに五枚兜の緒おをしめ、白柄しらえの大長刀、黒漆の大太刀を左右の手に握り、同宿の僧十余人を前後左右にひきいると、手蓋てがいの門より打って出た。剛力に任せて水車のように打ちふるう大長刀で馬の足を薙ながれた平家の勢少くなく、討ち果された兵も多く、永覚はしばし少勢でここを支えていたが、新手を次々にくり出して襲いかかる寄手のために同宿のものはみな討ち死し、やがて、彼も南をさして唯、一人落ちていった。
　このとき、大将軍頭中将重衡は般若寺の門の前に立って下知した。
「闇くらし、火をつけよ」
　命をうけた播磨国の住人、福井ふくいの荘しょうの下司げし次郎大夫友方、楯を割るとこれに火をつけ松明たいまつとして付近の住家に火を放った。時に十二月二十八日、折からの烈風に火は煽られ、火元は一カ所だったにもかかわらず、多くの寺院に次々と飛火した。寺の大衆のうち名を惜しむ者は、あらかた奈良坂、般若寺で倒れ、歩行できるものは吉野、十津川へ落ちていったが、歩けぬ老僧、少年僧、女童めわらべたちは逃げ場所を求めて大仏殿の二階や、山階寺やましなでらに避難した。特に大仏殿の二階に逃げこんだもの、老僧女子小供千余人もいたが、助かるかも知れぬというので階段を引き上げ、敵の昇るのを防いだ。ところが敵は昇らなかったが、猛火がこの大仏殿に燃え移った。火の手は大仏殿を包んだとみるやどす黒い煙が噴き出し、やがて紅蓮ぐれんの焔をあげた。大仏殿の二階で全く逃げ場がない避難者たちの喚き叫ぶ声は、夜空に凄惨せいさんなひびきをつたえた。大焦熱の地獄、焔の底の罪人も、これほどとは思われぬ阿鼻あびの地獄であった。
　藤原氏累代るいだいの寺、興福寺は焼け落ちた。仏法と共に日本に最初、渡来した釈迦の像、土中から出た観世音像、瑠璃を並べた四面の廊下、朱丹しゅたんを交えた二階の楼、九輪空に輝いた二基の塔などすべて煙と消えた。
　聖武帝建立の東大寺も灰となった。不生不滅、実報じっぽう寂光じゃっこうの生き身をかたどり、天皇自ら磨かれたという金銅十六丈の廬遮那仏るしゃなぶつも首が焼け落ちて大地に転がり、身体は熱に鎔とけて醜い青銅の堆積とはなった。仏を焼き、寺を焼いた炎は虚空に舞いあがり、煙は天に満ちて見る人の目をそむけしめ、聞く人を呆然ぼうぜんたらしめた。法相ほっそう三論の経典も一巻残らず兵火に消えた。
　炎の中で焼け死んだ者は、後で数えれば大仏殿二階で一千七百余人、山階寺で八百余人、その他合計すれば三千五百余人である。戦場で討たれたものは千余人、山門大衆の半数は死んだのである。平家はそのうち少数の首を般若寺の門にかけ、また首を京に持ち帰ったのであった。
　大将軍頭中将重衡は翌二十九日京に帰り、入道に詳細を報告した。清盛は、よくやった、これで外の大衆も考えるであろうと一人相好を崩していた。しかし、中宮、一院、上皇は、
「たとえ悪僧を滅ぼしても、多くの寺院を焼くことはない」
　と嘆くことしきりであった。公卿会議も開かれたが、最初朝敵の首は都大路を引き廻し獄門にかけるべしなどという勇ましい意見もあったが、東大寺、興福寺焼失の惨状を聞くに及んでは、もはや誰一人これをいい出す者もなく、いつとはなく沙汰止みとなって、衆徒の首はあちこちの溝、掘割に捨てられた。
　こうして兵乱に明け暮れた年も終り、治承五年を迎えた。


第六巻


新院崩御

　治承五年の正月が来た。今年の内裏の正月の淋しさは又格別で、うち続く兵乱のあとでは、正月を祝う心持にもならず、拝賀の式はとりやめ、主上も出御されず、例年の宴会さえ行なわれなかった。陰気に湿った空気が御所の内々を満たし、正月らしい華やかさはどこにも見られなかった。世間は何となく不穏の気がみちみち、今に何か起りそうだという暗い予感が人々の心をとらえていたからである。
　正月五日、南都の僧のうち重立った者は官職を解かれ、又、衆徒の殆んどが射殺され、斬殺され、ここに長い歴史を誇って君臨してきた、東大寺、興福寺も滅亡したのである。しかし、それにもかかわらず、正月八日から十四日まで行なわれる御斎会ごさいえは例年通りというお布令ふれが出たが、南都の僧の全滅した今となっては、顔ぶれを揃えるのも難しい。それでは、京の僧達にやらせようという気にもなったが、とにかく、南都から一人も出席しないのはおかしいという意見もあり、結局、勧修寺かんじゅじに隠れていた成法已講じょうほういこうが探し出されて、御斎会の儀は滞とどこおりなく済んだのであった。
　高倉院は、一昨年おととし以来うち続いた種々の事件で、心も体もすっかり疲れ切っておられた。とりわけ、法皇の鳥羽移り、高倉宮のご最後、福原への都移りなど、かつてない忌いまわしい出来事の連続で、年若い院には余りにも心の重荷がかち過ぎる激しい世の移り変りであった。
　東大寺、興福寺の滅亡を聞かれて以来、以前からすぐれなかった健康が、どっと悪くなられたようである。正月十四日、ついに、その聖徳と仁智を慕われ、人々から惜しまれつつ世を去られた。齢よわい僅か二十一歳、漸くこれからという花の盛りにご逝去になったのである。
　澄憲ちょうけん法印は、新院のなきがらを焼く煙をみながら、

常に見し君が御幸みゆきを今日とえば
　　帰らぬ旅ときくぞ悲しき

　と詠んだ。
　高倉帝は幼い頃から、心の優しい方で、十歳になった頃から、ひどく紅葉がお好きで、わざわざ御所の内に紅葉を植えさせて、一日中あきることなくご覧になっているのだった。ある夜、突然の嵐で、この紅葉が一夜のうちに散りぢりになってしまった。庭掃除の下役人が、翌朝あたり一面散らばった紅葉をきれいに掃除した。その朝は又ひどく冷えこむ日で、不図思いついて、その紅葉で酒を燗かんして腹を暖めたのであった。
　丁度そこへ、やはり夕べの嵐が気になって、係りの者が紅葉の様子を見にやってきた。
　折柄ぱちぱちと気持の良い音をたてて燃えるたき火の前で、下役人が呑気のんきに酒を酌み交しているのにびっくりした。
「やあ、何という心ないことをするのじゃ、あれほど主上が大切にしておられる紅葉をこのようにいたして、お前らは恐らく禁獄になるだろう、管理不行届きの私もどんなおとがめがあるかわからぬ」
　と早くも声を震わせている。下役人も今更ながら、わが身のおろかさに気づいたが、灰となった紅葉の前で悄然しょうぜんとうなだれていた。そこへ主上がお出でになったのである。主上も昨夜の嵐が気がかりであったらしく、いつになく早い行幸であった。ところが、ちり一つなく掃き清められた山には一かけらの紅葉の影もない。
「いかがいたした。紅葉は？　風がひどくておおかた、散り尽したと思ったが？」
「はあ、それが」
「まさか一夜のうちに、消え失せたというわけではあるまいに？」
　何といっておわびしてよいかもわからず、家来の者は冷汗をかくばかりであったが、今はやむなくありのままをお話するのだった。
「なに、紅葉でたき火、酒を飲んだと？」
　どんなおとがめがあるかと体中を硬ばらせていた係の者も、意外に愉快そうな帝みかどの言葉に驚いて顔をあげた。
「「林間、酒をあたたむるに紅葉をたく」という白楽天の詩があるが、よくぞ存じておったのう。これにまさる風流はあるまい」
　と目を細めていられるのであった。
　また五、六年前の話になるが、あるところに行幸になったとき、夜寒の厳しさに、主上はなかなか寝つかれなかったが、不図どこかで、人の叫び泣く声を耳にされた。早速宿直の者が召されて見てまいれという仰せがあった。
　外へ出てみると、この夜更けに長持を持った少女が一人泣いているのである。
「如何どうしたのじゃ？」
「ご主人様のお衣裳を持ってゆく途中を、二、三人ほどの男に取囲まれ、盗まれてしまったのでございます。一体どうしてよいのやら」
　と、途方に暮れた面持ちで泣くのであった。
　このことを帰って主上に奏上すると、
「何というひどいことを、そういう悪行を働く者がいるのも、わしの力が足らぬためじゃ。何とかしてやりたいが、その衣はどんなものだったのか？」
　とお尋ねがあった。これこれしかじかの衣裳だということをきかれると、建礼門院に、
「かようの色の衣裳は持ち合わせはないか？」
　と聞き合わせて下すった。間もなく門院からは前よりも立派な衣裳が届けられてきた。主上はそれを少女に与えると、帰りの道が危いからと、お供までお遣わしになって少女を送らせたのであった。


葵前あおいのまえ

　ある時高倉院は、中宮の女官の側仕えをする少女を、偶然の機会から愛されるようになった。それも、その場限りのたわむれごととかわり、若い純粋なお心で、親しくお側に召されては、いとしく思われる様子で、主人の女官もこのことを知って以来、むしろ少女を、自分の主あるじのように大切に扱うのであった。
　二人のご交情が、日々こまやかになるにつれて、陰では、何かと、そねみや中傷の声が起るのは仕方のないことであった。
「全く女に生れれば有難い幸いですよ、いくら賤しい身分でも、皇子が生れれば、国母こくぼとも仰がれるのですからね」
　少女の名を葵の前というところから、葵の女御などと岡焼き半分に呼ぶ者まで出て来た。元来、聡明な主上は、もとよりいつかそういった非難もうけるのだろうとはお思いになってはいたが、葵の女御などと呼ばれていることを聞かれて以来、ぷっつりと葵の前を遠ざけるようになった。といって、葵の前に対する愛情が変ったわけではない。むしろ心のうちでは、前以上に切ない想いに悶々として、心楽しまぬ日を送られているのであった。
　時の関白基房は、この話を伝え聞くと、早速主上の御前に伺候した。
「聞くところに依りますれば、葵の前を遠ざけられて以来、お心楽しまぬご様子、それほどに深いご愛情ならば、何の遠慮がありましょう？　人の噂などお気になされず、是非お側にお召しおかれませ。また素姓の賤しいことをお気遣いなさるならば、そのご心配は無用かと思います。この基房が近々、養女に申しうけましょう」
「そなたの志は有難いがのう、これが譲位のあとでもあればさようなことも許されようが、在位の時にさようなことをいたすと、後々までもそしりを受けるであろう。私事のために、一代の帝位を傷つけたくはない」
　といってお聞入れにならなかった。一たんこうと決めたことは、決してひるがえしたりなさらない主上の性格を知り抜いている基房は、それ以上は言わずに退出した。しかし主上の胸中の遣瀬やるせなさは益々つのるばかりで、あるとき、古歌の恋歌を冷泉少将隆房れいぜいのしょうしょうたかふさを通じて葵の前にお渡しになった。

しのぶれど色に出にけりわが恋は
　　ものや思うと人のとうまで

　薄様うすようの鳥の子紙に、水茎のあともなつかしいこの主上のお歌を見た葵の前は、主上の近くにいる苦しさに耐えかねて、里へ下ったが、まもなく病気になり、遂に薄幸な生涯を閉じた。


小督こごう

　中宮にお仕えする女房の一人に小督と呼ばれる女官があった。桜町中納言成範さくらまちのちゅうなごんしげのりの娘であり、宮中第一の美人の噂が高かった。その上、琴の名手である。多くの求愛者の中から、ようやく小督の愛をかち得たのは冷泉少将隆房で、以来隆房は清盛の娘である妻のことも忘れて、小督に通いつめているのであった。
　主上が、怏々おうおうとして憂愁の日を送られていることを心配した者たちが、この小督に目をつけたのも無理はなかった。容姿といい才能といい、これ程の女性ならば主上のお悩みも晴れるであろうと相談した結果、小督は否応いやおうなしに内裏に上ることになった。
　失望したのは少将である。といって、主上と寵を争うことは考えるだけでも不可能である。しかし、少将は、小督を忘れることができなかった。用もないのに参内しては、女房達のいる局のあたりを、あっちへいったり、こっちへ来たりして一日じゅう、うろつき廻っていた。御簾みすの中から、少将の焦躁しょうそうが手にとるようにわかる。小督にとってもそれは辛いことであった。しかし、いったん君の想い者になった今では、軽はずみな真似まねは許されなかった。いつまで経っても姿一つ見せるでなく、声すら掛けようとしない小督の態度に、少将はある日我慢しきれなくなって、小督のいるあたりの御簾を目がけて一首の歌を投げ入れた。

おもいかねこころは空にみちのくの
　　ちかのしおがまちかきかいなし

　小督は、一たんは返事を書こうかとも思い迷ったが、さすがにうしろめたい気がして、側仕えの者に命じて中庭に捨ててしまった。返事が貰えると思っていた少将は、自分の手紙がそのまま戻ってきたのをみてがっかりした。しかし、人目については困るので何喰くわぬ顔で拾い上げ、ふところに入れたが、こうまでされても、いやそれだから一層思いがいやまさるばかり、もう一度戻ってくると、

たまずさを今は手にだに取らじとや
　　さこそ心に思い捨つとも

　と書いて投げ入れた。
　小督はそれを一目見ると、余りに少将が気の毒で、せめて声なりとかけてあげたいとは思ったが、やはり思い返して返事も書かなかった。少将も、小督の思いつめた心を知っては今更どうしようもなく、打ちしおれて邸に戻ると、これまた、じっと物想いに打ち沈んだまま、「死にたい」などと口走るようになった。
　小督を召して以来、主上の顔色は、日に日に元のさわやかさを取り戻してこられ、久しく聞かれなかった笑い声さえ、内裏の内からもれるようになった。「小督、小督」と、今は何かにつけて片時も傍を離さぬご寵愛に、小督の心も、次第にこの優しく美しい主上にひかれていくのであった。お側の人々もやっと愁眉を開いて、仲むつまじい二人の様子を、微笑んで眺めるのであった。ようやく高倉帝の周囲にも青春の喜びが立ち返ってきたようで、小督を見つめる若々しいまなざしには、尽きせぬ愛情の想いが、ふかくこめられているのであった。
　この様子に面白くないのは中宮である。近頃では主上のお渡りも稀で、何かにつけて、ひところのこまやかさが影をひそめている。もともと中宮は、四つ上の姉様女房で、そういう意味でのひがみもあったかも知れないのが、とにかく憎いのは小督とばかり、いつか小督を目の仇にするようになった。
　高倉帝が小督を偏愛のこと、冷泉隆房の失恋の話などは、いつか清盛の知るところとなった。
「まったく揃いも揃って、わしの婿を二人もたぶらかすとは、稀代の悪女じゃ、あの女がいる限りろくなことはない、殺してしまえ」
　清盛の怒りをもれ聞いた小督は、恐しさに身を震わせた。
「私一人のことはともかく、主上にまでご迷惑がかかっては申しわけない。やはり私は、ここにいるべき者ではない」
　思い立った小督は、誰にも知らさずこっそり内裏を忍び出た。
　小督の失踪は、主上にとっては、青天せいてんの霹靂へきれきであった。昨日まで生きいきと輝いていたお顔が、一日の内にすっかり肉が落ちて、目がくぼんできた。昼は、ご寝所で涙にむせび、夜は、月の光をみながら、小督のことばかりを思い暮しておられた。
　清盛は、小督の失踪後も変らぬご執着に余計憎しみを増したらしい。
「君は小督一人に未だに恋々としておられるらしいが、それならそれでこちらにも考えがある」
　と、主上介添役の女房の参内を許さず、更に、臣下で参内する者には何かと妨害するので、宮中は人一人訪れることもなく、すっかりさびれ果ててしまった。
　それは八月十日のことであった。月の明るい晩で、例のように主上は、月を眺めては、又ひとしきり小督を想って泣いておられたが、不図思いたって人をお召しになった。弾正小弼仲国だんじょうのしょうひつなかくにが伺候すると、ずっとお側にお呼び寄せになった。
「そなたは、ひょっとして小督の行方を知ってはおらぬか」
「残念ながら、一向に知りませぬが」
「そうかのう、実は、うそかまことか、嵯峨のあたりに片折戸かたおりどした家にしのびかくれているという話なのじゃ、主人の名はわからぬが、そなた一つ尋ね探しては来てくれぬか？」
「しかし、主人の名もわからぬに、どうやって探すのでございます？　すこし無理ではないかと思いまするが」
「まことよのう」
　主上はふっと溜息ためいきをつかれると、はらはらと涙を流された。そのお気の毒な様子に、暫く仲国は考えていたが、不図あることを思い出した。
　というのは、小督は琴の名手で、よく御所で琴を弾かれたことがあるが、その時、笛の伴奏を仰せ付けられるのは、いつも仲国であった。小督の琴は仲国の耳の底にはっきりと残っていて、いつどこで聞いても、聞き違えることのないほどの自信があった。今夜のような月の良い晩、あるいは、ひょっとして琴を弾かれているかも知れぬ。
　そこまで思い付くと、仲国は晴ればれとした顔をあげた。
「主人の名がわからずとも、あのあたりは人家も少く、尋ねてみればわかるかも知れません、一寸行って参りましょう。それにしても、御文ごふみを頂かないとまた、偽にせのお使いとも間違われても困りますから、何卒ご自筆の御文を下されませ」
「行ってくれるのか？　もちろん文は遣わそう、必ず探してまいれよ。さよう、寮の馬を借りてまいるがよい」
　いつもは暗い山里の道も、今日は月の光が明るく、昼間のように白く光っている。馬にむちを当てて、嵯峨のあたりにたどりついた仲国は、これぞと思われる家の前までくると駒をとめて尋ね廻った。もしや御堂なんぞにと思い、釈迦堂しゃかどう始め二つ三つ探してみたが、無駄であった。小督の消息は依然として知れなかった。仲国は次第に焦々してきた。今頃は、内裏で良い返事を待ちわびていられる主上のことを想えば、このまま素手で戻ることなどとても考えられなかった。途方に暮れた仲国は、唯、思いついたまま、法輪寺を尋ねてみようと決めて道を急いだ。
　亀山のほとりまで来たときである。どこからか、かすかな琴の音が風に乗って聞えてきた。仲国は、思わず、ぎくりとして馬をとめた。松風の音に消されて、それはかすかではあるが、確かに琴に違いなかった。仲国が音をたよりに馬を進めていくと、片折戸した貧しげな家の中から琴の音が聞えているのである。その音色は、まごうかたなき小督の手すさびであった。暫く家の前に立ち止って耳を傾けると、何と、それは想夫恋そうふれんの曲である。
　仲国はやがて我に返って、戸をとんとんとたたいた。すぐに琴の音がやんだ。
「内裏だいりより仲国がお使いに参上いたしました、お開け下さい」
　大声でいいながら、なおも戸をたたき続けたが、家の内では、こそとも物の気配がしない。じりじりして待つうちにようやく戸が細めに開いて、可愛らしい少女が顔を出した。
「お間違いではありませぬか、ここは内裏からお使いの来るようなところではございませぬ」
　仲国は、又閉められては大変と、ぐいと体をのり出して戸の中にはいった。そして家の中にもよく聞えるような声でいった。
「主上は、貴女が身をかくされて以来、すっかり打ち沈んでおしまいになり、お命さえも危ぶまれております。これこのように、じきじきの御文ごふみも預ってまいりました、ご覧下さいませ」
　仲国の差し出したお手紙を、さっきの少女が小督に取りついだ。見れば確かに主上のご筆跡である。綿々と恋慕の言葉が書き連ねてあった。小督は、今にもくずおれそうな心にむち打って、お返事を書き、仲国への引出物にと女房の装束ひとかさねを添えて渡したが、自分ではやはり姿を見せなかった。仲国は、装束を押し戴くと、
「他の者ならいざ知らず、普段から内裏で、貴女の琴、私の笛とおなじみ深い仲国がまいりましたのに、ご自身のお言葉も下さらないとは、あまりにも水くさい。主上もどんなにか、がっかりなさいますでしょう。何卒、お顔をお見せ下さい」
　仲国の懸命の言葉に、小督は奥からまろび出てきた。さすがに、重なる苦労で、すっかりやつれてはいるが、青白い月の光をうけた小督の面ざしには、未だに宮中第一の美人の面影が、はっきりと見える。
「お聞き及びのことと思いますが、清盛入道が、私のことを、いかいお腹立ちとのこと、余りに恐ろしくて内裏を忍び出たのでござります。ここに引きこもって以来、琴ともすっかりご無沙汰で過しておりましたが、明日からは大原の里に入って髪を下ろそうと思い、最後の名残りにと、この家の者もすすめるので、弾き始めたのですけれど、やはりなつかしくて、ついつい興にのったまま、弾き続けて、とうとう貴方様のお耳にも入ってしまったようなわけです」
　語りながらも、何度も袖で涙を拭う哀れさに、仲国もついつい貰い泣きするのであった。
「貴女が清盛入道を恐れる気持はお察しいたしまするが、大原にお住みになるなどとは以ての外、貴女ご自身はともかく、主上のお嘆きをどうやってお慰めしたらいいのです、どうかそれだけは思い止まって下さい」
　仲国は、お供についてきた供廻りの者に、この家の囲りを警戒して小督を出さないように命じると、馬に一むち当て、いっさんに内裏へと急いだ。内裏に着いた時は、もう東の空が仄ほのかに白々と明け始めていた。主上は既にお休みになったかと思ったが、念のためご座所に行ってみると、さっきと同じところで、身じろぎ一つされずに月を見ながら、漢詩を口ずさんでいられた。

南みんなみに翔かけり北に嚮むこう
寒温を秋の雁かりに附つけ難し
東ひんがしに出で西に流ながる
只瞻望せんぼうを暁の月に寄す

　仲国の姿に、主上は思わず身をのり出された。
「仲国、首尾は？」
　仲国の話をきき小督の書いた返事を読まれ、主上の想いは、今更に耐えきれぬものがあった。しばらく物想いに沈んでいたお顔をあげると、主上はきらきらとお目を光らせた。
「仲国、再度ご苦労じゃが、今夜のうちに、小督を連れてまいれ」
　仲国ははっと驚いた、一瞬、清盛入道の恐ろしい形相が頭に浮んだ。しかし、唇をきっと結ばれた主上の若々しいお顔に流れる決意の色を読み取ると、仲国は黙って頭を下げた。直ぐに車が用意され、嵯峨に向った。小督は、迎えの車に容易に乗ろうとはしなかった。しかし、仲国の言葉にほだされて、仕方なく承知をした。一行はこっそり内裏に帰った。再び小督を迎えた主上の喜びは大きかった。人目につかないところに、大事な宝物のように小督を置いて、夜になると、こっそりお召しになるのであった。主上のご寵愛は、以前にも増してこまやかで、小督はやがて女の子を一人生んだ。これが後の範子内親王である。
　しかし幸福な生活は長くは続かなかった。いつか清盛の耳にも達することになったからである。清盛は、小督を捕えると、無慚むざんにも尼姿にして追放した。このとき小督は二十三歳、やがて墨染の衣に傷心の身を包んで、嵯峨のほとりに庵をつくって住んだという。
　一説に、高倉院の健康が優れなくなったのも、このことあって以来といわれる。恋すらも自由にできずに薄幸な一生を閉じた帝の、悲しい恋の物語である。


廻文めぐらしぶみ

　その頃、信濃国に、木曽冠者義仲きそのかんじゃよしなかという源氏の生き残りがあった。彼は、源為義の次男、帯刀先生義賢たてわきのせんじょうよしかたの子である。義賢は悪源太義平あくげんたよしひらに殺されたが、そのとき義仲はわずか二歳の幼児で、母に伴われ、木曽中三兼遠きそのちゅうぞうかねとおの許で、二十余年間育てられた。長ずるに従い、ひときわ弓矢の道に優れた、たくましい侍になった。
　彼はある日、育ての親の兼遠に向い、
「諸国の様子をいろいろきくところに依りますと、源家再興の好機は来たようじゃ、東国では、兵衛佐頼朝ひょうえのすけよりとも、既に謀叛を起したときく。この義仲も、一日も早く平家を攻め落したいと思う。そのあかつきには、日本国に二人の将軍といわれることにもなろう」
「まことに頼もし気なお言葉、兼遠、これまでお育て申した甲斐がありました。世評の通り、八幡太郎義家公の再来のような気がいたします」
　と、兼遠は、涙を流して喜んだ。
　義仲は十三歳で元服したが、そのとき石清水八幡宮の社前にぬかずいて、
「四代の祖父、義家公は、八幡様の御子と名乗り、八幡太郎という名を頂きましたが、私もそれにならいたいと思います」
　と神前で髻もとどりをあげ、木曽次郎義仲と名乗った。
　前々から義仲は、兼遠に連れられて、よく都にのぼり、平家の様子などを伺っていたが、頃はよしと、廻し状を信濃の国の周辺に住む源氏の縁者にふれ廻した。
　根井ねのいの小弥太、滋野行親始め、上野国からは田子たごの郡こおりの兵などがはせ集って、義仲の謀叛に参加する事を約束した。
　ここに木曽義仲は、いさぎよく平家打倒の旗を掲げたのである。


飛脚到来

　木曽義仲謀叛の知らせを聞いて、平家の一族は動揺した。東国の情勢不穏の折から、今また、北国も危しとあっては気が気ではない。しかし清盛だけは、自信満々であった。
「何、木曽の山猿ごときが謀叛を起すとは笑止千万、越後には、城じょうの太郎助長すけなが、四郎助茂すけもちといった一騎当千のつわものが控えておるわ、謀叛謀叛と騒ぐこともあるまい」
　しかし、一族の中には眉をひそめて、どうなることかと不安に思うものも少くはなかった。
　兵乱鎮圧のため、写経の行なわれたのは二月の七日である。それから一日置いて二月の九日、河内国石河郡いしかわのこおりに住む武蔵権守入道義基むさしのごんのかみにゅうどうよしもと、同じく義兼よしかねの親子が、頼朝の軍勢に加わるために、東国へ下ろうとした矢先、平家方に嗅ぎつけられ、三千余騎という大軍に囲まれて、義基は討死、義兼は捕えられた。
　続いて十二日、九州より飛脚があって、九州の情勢を報告してきた。それは平家にとって思わしくない知らせであった。
　かねがね平家に服従の様子をみせていた、緒方おがたの三郎をはじめとして、臼杵うすき、戸次へつぎ、松浦まつら党といった面々が、東国源氏に加わったというのである。
　越えて十六日には、四国の動静を知らせる飛脚が着いた。それによると、四国一円はほとんど源氏の味方だということで、ひとり平家に忠誠をみせた備後国びんごのくにの額ぬかの入道西寂さいじゃくが、源氏に心を寄せた河野四郎通清こうののしろうみちきよを討ち取ったばかりに、倅の通信みちのぶから手痛い報復をうけて殺されたという。又、かねがね平家にゆかり深い熊野別当湛増くまののべっとうたんぞうなぞも、平家への恩を投げうって源氏に味方してしまった。京にいる平家一族の耳に入るのは、今日きょうはどこの源氏が蜂起した、昨日きのうは誰それが源氏に味方したというような知らせばかりである。西を向いても、東を見ても、世はまさに、動乱の前夜にふさわしい様相を示しているのである。
　二月二十三日、公卿会議が開かれると、前右大将宗盛が先ず進み出ていった。
「このたび、東国に討手を差し向けましたが、成果ははかばかしくござりませぬ。ついては、この宗盛、このたび征夷大将軍を承わって、東国の兵乱を鎮めたいと思いまするが」
　といった。もとより異論のあろうはずはない。
「大層結構なことで」
「ご苦労なことでござります」
　公卿たちは、自分の身に直接関わりのないことなので口々に勝手な追従ついしょうをいっていた。
　やがて、宗盛を大将軍として、東国北国の凶徒追討という院宣が下った。


入道死去

　宗盛が東国へ出発するという日である。清盛の健康状態が突然悪化し、それがために出発は一時中止となった。
　翌くる日、容態は更に急変し、重病の様子を帯びてきた。「そらみたことか、悪業の祟たたりじゃ」と、京都の街は、その噂でもちきりであった。
　清盛は、病気の始った日から、一滴の水も咽喉のどへ通らなかった。身体じゅうは、火を噴いたように熱かった。側近のものは病床に四、五間近づいただけで、耐え難い熱さにうたれた。清盛は意識不明で、唯、「あつい、あつい」とうわ言をいうばかりである。叡山から冷い清水を汲んできて、水風呂をつくり、それに入れると、水はたちまち湯に変った。少しは楽になるかと筧かけひの水をかけると、焼けた石や鉄のように水がはね返ってじゅうじゅうと音をたてる。たまたま清盛の身体にあたった水は、炎になって燃えあがり、黒煙が邸中に充満するという有様で、さながら焦熱地獄であった。
　この、どさくさの中で清盛の北の方二位殿がこんな夢を見た。猛火に包まれて燃えている車が邸内に入ってきたのである。前後のお供は、馬の顔をしたのや、牛の顔をした者ばかりで、車の前には、無むという字の書いた鉄の札ふだが打ちつけてあった。
「その車はどこから」
　二位殿が、そういって尋ねると、
「閻魔えんまの使いで清盛入道のお迎に参じました」
　という。
「その札は」
　と聞くと、
「数々の悪業により、無間むげん地獄に落すつもりで、無間と書くはずでしたが、間の字を書き忘れたままで」
　という返事であった。
　夢から覚めた二位殿は、逢う人ごとにこの話をしたが、誰もが薄気味の悪さに、身の気のよだつ思いであった。
　ありとあらゆる財宝を投げうって、あらゆる神社仏閣へ病気平癒のお祈りをしたが効果はなかった。
　二位殿は熱さをこらえて、枕元に、にじり寄り、
「お気の確かなうちに、何かいいおくことがおありでしたら何なりとも仰せ下さい」
　といった。さすがに日頃、傲慢不遜の清盛も、病気には勝てない。苦し気な息の下から、彼は弱々しい声で、
「保元平治の乱以来、たびたびの合戦に殊勲を立て、太政大臣に昇り、帝の御外戚にまでなることができ、思い残すことはないが、唯一つ、伊豆の流人るにん頼朝の首を挙げなかったことだけが心残りだ。墓も要らぬ、供養もいらぬ、唯一つ、頼朝の首をはねて、わが霊前に供えてくれ」
　と、烈しい調子でいった。
　清盛の死んだのは、閏うるう二月四日だった。その最後はあまりにも無慚むざんなものでありすぎた。
　板に水を流したところを、あっちへごろごろ、こっちへごろごろしながら、熱い熱いと、わめき叫びつつ、ついに板の上をのたうちまわって最後の息をひきとった。時に六十四歳、栄華を極めた人にしては、あまりにも哀れな死にざまである。
　同じく七日、火葬にして、骨を円実法眼えんじつほうげんが首にかけ、摂津国経きょうの島しまにおさめた。


経の島

　清盛の葬儀の夜、いろいろ思いがけないことが起った。先ず第一に、豪華壮麗を誇っていた西八条の邸が火事で焼けてしまった。これは、まったく突然の出来事で、出火の原因もはっきりせず、放火だという声もちらほら聞かれた。
　また同じ晩、二、三十人ほどの人の声で、「嬉しや水、鳴るは滝の水」と歌いさざめく声がした。よりによってこんな晩に、踊り騒ぐなどとは、気の確かな者のすることではない、あるいは天狗てんぐのたぐいではないかと、血気にはやった若侍が百余人声をたよりにしらべてみると、かつての院の御所であった法住寺殿の中から聞えてくる。ここはこの二、三年、院のお渡りもなく、備前前司ぜんじ基宗というものが留守居をしていた。この法住寺殿の中では、時ならぬ酒盛が始っていたのである。
　基宗の知合いが、二人三人と集っていつか酒を飲み始めた。時が時だから、静かに飲もうと戒め合っていたのに、いつか酔が廻るにつれて、ついうっかり大声で拍子をとり、舞まで踊り始める者も出る始末になった。怪しい歌声と思ったのは実はこの酔っ払いどものさわぎ合う声だったのである。「時節柄、不届な奴」というわけで、三十人ばかり皆な引っくくられて六波羅へ連れてゆかれたが、酔っ払いではいたし方ないというので、無罪放免された。
　清盛の骨をおさめた経の島は、応保おうほう元年二月につくられたものであるが、一度、大風のために崩れ去ったので、同三年三月再工事にかかった。その際、人柱を立てようという意見のあったのを、かえって罪なことだと、石の面に一切経を書いて、その代りとした。そのため経の島と名づけられたが、この島のお陰で、その後、通行の船舶の安全がどれほど、保障されたかわからぬ。清盛とても決して悪業ばかり重ねていたわけではないのである。


慈心房じしんぼう

　摂津国清澄寺せいちょうじという山寺に、もと叡山の学僧で、慈心房尊慧そんえという人がいた。あるとき、夢うつつに法華経を読んでいると、五十歳見当の男が、手紙を持ってやってきた。尊慧がそれを開けてみると何と閻魔えんまの庁からの招待状である。閻魔の庁で大法会が行なわれるから、参加するようにというのである。尊慧は承諾の返事を書いたところで目が覚めた。とにかく余り気味の良い話ではない。彼はその日になるまで、念仏三昧に日を送っていた。当日午前零時近くなると尊慧はひどく眠気を催してきたので、お勤めを終えて、僧房に帰り寝所に入って寝た。二時頃閻魔の庁からの使いの者にゆり起された。いつの間にか、七宝しっぽうで飾った車に従者まで用意されている。尊慧が乗ると、途端に、車は西北の空に向ってかけのぼった。
　七宝でできた閻魔大王の宮殿は、広さも広し、高さも高い。金色に光り輝く美しさは、とても言葉でいい尽せぬほどであった。地獄の役人たちは、みな閻魔の前にかしこまって居並んでいた。その日の法会も終って帰りかけた尊慧は、
「ここまで来たからには、ついでに、未来のことも聞いておこう」
　そう思い立つと、大王の側に近づいた。
「他のものは、皆な帰ったのに、何故、貴僧だけここにまいったのじゃ」
「実は、私の死後のことを知りたく思いまして参上いたしたのですが」
「往生するもしないも、信仰一つじゃよ。そうじゃ、そなたの一生の行ないの書かれてある作善さぜんの文箱ふばこをみせよう」
　地獄の役人が、大王のいいつけで文箱を持ってくると、ことごとく読みきかせた。尊慧の一生のうちの出来事も、頭の中で思ったことも何一つとして洩れなく記されていた。尊慧は涙を流しながら、
「何卒悟りを得る道をお教え下さい」
　と頼んだ。すると、大王も同情して、

妻子王位財ざいも眷属けんぞくも
死去しされば一いつも来きたって相い親しむ無し
常に随したがえる業鬼ごうきは我を繋縛けいばくし
苦しみを受け叫喚きょうかんすること辺際へんさい無し

　という偈げを読んで、尊慧に与えた。尊慧はひどく喜んだ。
「日本の平清盛と申す人は、摂津和田の岬四面十余町に家をつくり、本日の法会のように、数多くの持経者じきょうしゃを呼んで、説法、勤行ごんぎょうを務めております」
　というと、閻魔も大変喜んで、
「うん、あの入道は、唯ただ人ではない、実は慈慧じえ僧正の生れ変りで、天台の仏法を護るため、日本に再誕せられた人なのじゃ。私も日に三度は彼に礼を尽して、経を読むのじゃ、ここにその文句がある。持って帰って、清盛公に差し上げてくれ」

敬礼きょうらい慈慧じえの大僧正だいそうじょうは
天台仏法てんだいぶっぽう擁護者ようごしゃ
示現じげん最初さいしょ将軍しょうぐんの身み
悪業あくごう衆生しゅじょう同どう利益りやく

　尊慧は、これを貰って帰ると早速、清盛のところにゆき、ありのままに話した。清盛は大喜びで、いろいろ尊慧をもてなした上、引出物までも贈った。後に彼を律師りっしとした。以来、清盛のことを慈慧僧正の生れ変りだという説が流布るふされたのである。


祇園ぎおんの女御

　鳥羽天皇の時代の事である。東山のふもと祇園のほとりに、祇園の女御と呼ばれる美しい女性が住んでいた。白河院の想われ人びとで、時々院の御幸があった。
　ある日、白河院が少数のお供を連れ、例の通りお忍びでおいでになる途中、その晩は、暗い上に雨まで降ってきて、一寸先も定かならぬ闇夜であったが、祇園女御の邸の近くの御堂のほとりで怪しい者に出逢った。頭はしろがねの針を磨いたようにきらきらと光り、片手には槌つちのような形のものを持ち、もう一方の手は、これ又何やら光るものを持っていた。
「あれこそ、噂に聞いた鬼と申すもの、手に持っているのは、打出の小槌に違いない」
　一同恐るおそる顔を見合わせて騒いでいた。その頃から武名の誉れの高かった忠盛は、まだ北面の下級武士であったが、直ぐ御前に呼び出され、怪物退治を命ぜられることになった。忠盛は、近づいてよくよく怪物の正体をみると、そう大して強そうにも思われなかった。
「せいぜいきつねかたぬきといったところであろう。これを射殺したり、斬殺したりしては、あとで後悔するかも知れぬ、先ず生捕ってみよう」
　こわい者知らずの忠盛は、ずかずかと側に近づいた。怪しい正体は、しばらくするとパッと光っては、また、しばらくしてパッと光った。忠盛が力にまかせて組付くと、とたんに、
「何をなさる？」
　と声がかかった。魔性ましょうの者と思いの外、それは、まぎれもなく人間だった。
　あかりをともしてよくよく見ると、六十近い老僧で、話を聞けば、この御堂に仕えるものであった。仏前にあかりを付けようと、柄のついた瓶に油を入れ、片手の土器に火を入れ、雨が降ってきたので、ぬれないように、頭には麦藁むぎわらの端を結んで笠のようにしたものをかぶっていたのが、土器に入れた火に、この麦藁が、銀の針に見えたのである。
「それにしても、殺したりなどしなくてよかった。思慮深い忠盛だったから、人の命を傷つけずに済んだのだ。何と感心な奴だろう」
　白河院はひどく感心され、ほうびに、ご寵愛の深かった祇園の女御を忠盛に賜わったのである。
　祇園の女御は、忠盛のところへ来たとき、既に身重であった。
「生れた子が女であったら朕の子に、男なら、そちの子にせい」
　院はそう仰有おっしゃっていたが、生れたのは男であった。忠盛は、このことを奏上する機会を待っていたが、熊野行幸のとき、途中いとが（糸鹿）坂というところで休息することになった。忠盛は、袖に途中でとった山芋の子を入れると、すぐ御前に伺候した。

芋（妹）が子ははう程にこそなりにけれ

　と忠盛が奏上すると、院も直ぐさま気づかれたらしい。

ただもり（忠盛）とりてやしないにせよ

　と即座にお返事を下さった。また、この男の子が、夜泣きのくせがあって困るという話を聞かれ、一首の歌をお詠みになった。

よなきすとただもり（忠盛）たてよ末の代に
　　きよく（清）さか（盛）うることもこそあれ

　このお歌から清盛と名づけられたのである。十二歳で兵衛佐ひょうえのすけ、十八歳で四位兵衛佐となったが、何も知らぬ人が、
「華族ならばともかく、成上り者の子のくせに」
　というのを聞かれた鳥羽院が、
「清盛は、華族同様の者じゃ」
　と仰有ったことがあった。
　清盛が、白河院の御子という説の伝わっている所以ゆえんである。


洲股すのまた合戦

　清盛が死んでまもなく、生前、清盛と親交の深かった五条大納言邦綱ごじょうだいなごんくにつながなくなった。同じ日に病床に就き、同じ日のうちに死ぬとは、又めずらしい契りの深さである。清盛は自分の子、五男頭中将重衡とうのちゅうじょうしげひらを大納言の婿にしている。
　二月二十二日、法皇は、院の御所、法住寺殿に御幸になった。この御所は、去る応保三年に造営され、比叡、熊野の両社も近くにお祭りしてあり、庭の木、池の水にいたるまで、法皇のお気に召すよう心して作られたものであったが、清盛のため、心ならずも離れていられたあいだに、邸内はすっかり荒れ果ててしまっていた。
　せめて修理してからでも、お出で下さいという宗盛の頼みも断わり、「そのままでよいから」と仰有っての御幸であった。
　故建春門院の住まわれていた御殿のあたりも、すっかりさびれ、心なしか松や柳まで年をとったようである。池の芙蓉ふようにも、岸の柳にも、一つ一つ想い出のないものはなく、涙なしには見ることもできないのであった。法皇は、白楽天の長恨歌の一節が今しみじみと思い出されてくるのであった。
　三月に入ると、南都の僧の罪が許され、知行も元通りという命令が出た。又大仏殿の再建が始まることになり、係りの奉行に、左少弁行隆さしょうべんゆきたかが任じられた。行隆が先年男山八幡宮へ詣でた時、こんな夢をみた。
　御宝殿の中から出てきた天童が、
「大菩薩の使いでまいった。大仏殿再建の奉行に任じられた時はこの笏しゃくをもて」
　といって笏を置いていった夢である。目覚めてみると、確かに笏が置いてあった。
「不思議なことじゃ、今どき何の必要あって大仏殿の奉行になるわけもない」
　と思ったが、とにかく、笏を持って帰り、大事にしまっておいたのであるが、夢はまったく現実になったのである。
　三月の十日、美濃国から早馬のお使いがとんで来た。
「東国の源氏は尾張国まで攻めのぼり、道路の通行を止めました」
　この知らせに、平家方も落着いていられず、左兵衛督知盛さひょうえのかみとももり、左中将清経さちゅうじょうきよつね、小松少将有盛こまつのしょうしょうありもりを大将軍として三万余騎の軍勢が、尾張国目指して出発した。
　迎える源氏は、十郎蔵人行家じゅうろうくらんどゆきいえ、頼朝の弟で、卿公義円きょうのきみぎえんを将軍にして、六千余騎、尾張川を挟んで対陣した。
　夜半に入って、源氏方は、尾張川を渡って夜討ちを仕かけてきた。戦は翌日の明け方まで続いたが、平家の方は少しも慌てず、
「敵は、川を渡ってまいったのだから、馬も人もぬれているはずだ、それを目当てにうちとれ」
　と下知したので、平家は多勢を頼んで、源氏をとりかこみ、
「あますな、もらすな」
　と攻めたてたので、源氏方は次第に敗色の色が濃くなってきた。
　行家は危い所を命からがら逃げだしたが、義円はついに討死した。
　平家は源氏の残党を追い、勢に乗じて川を渡り、そこかしこで最後の防戦をつとめる源氏の者どもを討ち取った。
「兵法にも、川を後にするなと書いてあるのに、源氏のやり方はまずかった」
　と世間ではいっていた。
　やがて、十郎行家は、今度は、三河国で矢作川やはぎがわの橋を取り、防戦の準備を整えて待っていた。平家の軍勢が押し寄せたが、またたくうちに攻め落され、その後、三河、遠江一円は、すっかり平家の手中におさまるかに見えたが、惜しいことに、知盛が突然の病を得、急ぎ都へ帰ったので、結局、先陣一つを破っただけで、今回の勝利は余り効果をあげることができなかった。
　前年、重盛が死に、今また、清盛に逝ゆかれ、平家の勢は日に日におとろえる一方で、昔から恩顧のある者のほかは、今やすべて源氏に随いつく世の中であった。


嗄声しわがれごえ

　越後国の住人、城太郎助長は、越後守に任ぜられた。お礼返しの意味もあって、木曽征伐の軍を起した。
　ところが夜中になって、急に暴風雨が吹きまくり、時ならぬ雷まで鳴った。暫くして雨があがると天の彼方かなたから、不気味なしわがれ声が聞えてきた。
「南閻浮提なんえんぶだい金銅こんどう十六丈の廬遮那仏るしゃなぶつを焼き滅した平家に味方する者が、ここにおる、召し捕れ」
　と三声叫んだのである。その声には聞く者の総身をおじけさせるものがあった。
「こんな恐ろしいお告げがございましたのですから、このたびだけは思い留まられた方が身のためです」
　ととめるものが多かったが、助長は、
「弓矢とるものが、一々おじ気をふるっていてはつとまらぬ」
　といって取りあげなかった。
　翌くる朝、城を出た軍勢が十四、五町も行かないうち、黒雲が助長の馬上を取り囲んだかとみるまに、助長はふらふらと落馬した。慌てて、輿にのせ城に連れ帰ったが、三時間ばかりで息が絶えた。この知らせに京の平家一族は色を失なった。
　七月十四日、年号が改まって、養和となった。同日、筑後守貞能は、鎮西の謀叛の征伐のために西国へ下った。同じくその日、治承三年に無実の罪で流された人々が許されて都に帰ってきた。即ち、関白基房、太政大臣師長、按察あぜちの大納言資賢といった面々である。
　師長は久方振りに院の御所に上り、秋風楽しゅうふうらくの曲などを奏したのであった。師長は以前土佐から許されて帰った時には、賀王恩がおうおん、還城楽げんじょうらくを院の前でおきかせしたことがあった。その時々に応じて、いかにもふさわしい曲を選ぶ心がけは、師長ならではと人々は噂しあった。同じ日、按察大納言も、久しぶりに院の御所へ伺候した。
「お前の顔をもう一度見られるとは、夢のようじゃ、田舎住いで歌も忘れたろうが、久しぶりに今様いまようでも一さし舞ってみせてくれぬか」
　大納言は即座に立ちあがると、「信濃にあんなる木曽路きそじ川」という今様の文句を、「信濃にあった木曽路川」と、自分が見てきたところだけに当意即妙に歌いあげた。いかにも才気のあるやり方であった。


横田河原合戦

　将門まさかどの追討会が行なわれた後、純友すみとも追討のために、伊勢大神宮へくろがねの鎧よろい兜かぶとをたずさえた勅使が下向した。勅使、祭主神祇じんぎの権大副大中臣定高ごんのたいふおおなかとみのさだたかは、近江国甲賀こうがで病を得、伊勢の離宮につくと間もなく死んだ。又、源氏調伏のため、立壇の法を行なっていた降三世ごうさんぜの大阿闍梨だいあじゃりは、大行事権現の、彼岸会を行なうところで眠ったまま死んだ。このように、源氏調伏のため行われる神事仏事には、一々差しさわりがおこるばかりで、どうやら神仏も、今や平家を見捨てたかのようである。また、安祥寺あんじょうじの実玄阿闍梨じつげんあじゃりは、平家調伏を祈って問題になり、呼び出されて問いつめられると、実玄は、
「朝敵を調伏せよというご命令でござりましたが、つらつら近頃の様子をみると、どうやら朝敵は平家の事らしいので、私も別に罪とも思わずにいたしましたが」
　と平気な顔で申し立てた。
「怪しからんことを申す奴だ、死罪か流罪か」などと騒いでいるうちに、いろいろ内外多事だったのでつい忘れてしまった。後、源氏の天下になってから、頼朝は、実玄の勇気に感じて、大僧正の位を贈ったといわれる。
　その頃、中宮は、院号を賜わり建礼門院となった。天皇が幼なくて母后ぼこうが院号を賜わったのはこれを以てはじめとする。
　養和の年も二年を迎えて、二月二十一日、金星が昴星ぼうせいの星座に侵入した。天文要録という書物には、天空にてこういうことが起るのは、四方に乱がおこり、国が乱れる兆である、と記されていた。また将軍が勅命をうけて、国境を出るともいわれていた。
　三月になると、新たに官の移動があり、平家の一族が、ほとんど昇格した。
　前権少僧都顕真さきのごんしょうそうずけんしんが、日吉ひえの社で法華経一万部を転読した。その際法皇の御幸みゆきがあったが、どこからうわさがとんだものか、後白河院が、山内の大衆に、平家追討の院宣を下したという話がまたたく間にひろまった。すわ一大事と、軍兵は内裏の四方を固め、平家の一族は六波羅へ参集した。本三位中将重衡は法皇をお迎えするために、三千余騎で日吉の社へかけつけた。
　すると、又々平家が山門を攻めるため、数百騎が山に向ったという風説がとんだ。これをきいて驚いた山内の大衆は、ふもとの東坂本まで下り、応戦の準備のための会議が開かれる始末であった。山内はいうに及ばず、洛中洛外も大変な慌て方で、法皇のお供をして日吉についてきた公卿殿上人も青くなって震えていた。三位中将重衡は穴太あのうのあたりで、法皇の一行と落ち合い無事に御所まで送り届けた。これでどうやらこの根も葉もない騒ぎは決着がついたのである。「物詣ものもうでさえも自由にはならぬ世じゃのう」と法皇も嘆息されたという。
　五月二十四日再び年号が変り、寿永じゅえいとなった。同じその日、城太郎助長すけながの弟四郎助茂すけもちが、越後守に任命された。不吉な兄の死を目前にみているだけに、助茂は極力辞退したが、勅命とあっては仕方なく、その代りせめて縁起のよいようにと名前を長茂ながもちと改めた。
　九月二日、長茂は木曽追討のために、越後、出羽、会津四郡の兵四万余騎をひきいて出発、信濃国横田河原に陣を構えた。
　その時、依田城よだのじょうにあった木曽義仲は、急をきいて依田城を出、これも横田河原に向った。その勢ざっと三千余騎である。敵は多勢、わが方は小勢、まともにぶつかったのでは勝味はないと、井上九郎光盛という者の提案により、急いで赤旗を七流れつくり、三千余人を七手に分って、あちらこちらから赤旗を先頭にして迫っていった。長茂はこの様子をみると、
「この国にも平家に味方する者があるらしい。これで当方も力がついた。各々方、ひるむな、退くな」
　と、俄かに勇み立って進んできた。その時、時を見計っていた木曽勢は、時来れりとばかり、七手の軍勢を一手に集め、用意した白旗をさっと掲げると、一度に鬨ときの声をあげた。越後勢は、急に現れた源氏の白旗と、時ならぬ鬨の声にあわてふためき、よくよく見きわめもせずに、
「敵は、何十万という大軍じゃあ」
　と色を失ってまごまごしているところへ躍りこんできた木曽勢のため、川につき落され、断崖だんがいから転り落ち、その殆んどが次々に討たれる有様で、長茂も傷を負いながら、辛うじて川伝いに越後国へ逃げ帰った。
　ところでその頃、都では、敗戦の報もどこふく風という調子で、宗盛が大納言になり内大臣に任命され、そのお祝の宴が、華やかにくり拡げられていたのである。東国、北国の源氏が虎視眈々こしたんたんと都に目を向け、牙をみがいているというのに、これは余りにも呑気のんきな、時局認識に乏しい平家の有様であった。
　まもなく寿永二年の正月が来た。宮中の諸式は、普段と何一つ変りなく行われた。
　二月になって宗盛は、さすがに諸国の戦乱に責任を感じ、内大臣を辞任して引きこもった。
　今や、南都北嶺の僧、熊野金峰山の僧から、伊勢大神宮の祭主神官の末々まで、誰一人として平家に味方する者はいなかった。諸国の至るところ、源氏の白旗がひるがえり、大将軍の下知を待ちながら、戦の準備に余念がなかった。
　院宣も宣旨も、こうなっては何の効き目もなく、平家の運命には次第に暗雲が低迷してゆくのである。


第七巻


北国下向

　寿永じゅえい二年三月上旬、同じ源氏同志の木曽義仲きそのよしなかと兵衛佐頼朝ひょうえのすけよりともとの仲にひびが入った。頼朝は、義仲を討つために十万余騎を引き連れて、信濃国へ乗込んでいった。驚いた義仲は、依田城よだのじょうを出ると、信越の境にある熊坂山に陣をとり、信濃国善光寺に着いた頼朝のところへ、乳母の子で、腹臣の家来でもある今井四郎兼平かねひらを使者として送った。
「どういうおつもりで、義仲を討とうとおっしゃるのですか。貴方は、東八カ国を従え東海道から、私は、東山、北陸道よりと、目的は同じ、一日も早く平家を滅したいということである筈、それを、ここで、貴方と私が仲違いし、同志討ちしたとあっては、今までの苦心も水の泡です、平家の者どもから嘲笑を買うことも目に見えております。確かに、貴方と仲の悪い十郎蔵人くらんど殿は私のところに来ました。しかしわざわざ、義仲の許に来たものを、すげなく帰すのも、気の毒で、今はいっしょにくらしておりますが、そうかといって、この義仲が、貴方に恨みがあるとは、余りに突飛ないいがかりでしょう」
　これに対する頼朝の返事は、
「今はそう申しているが、確かに貴殿が、この頼朝を討とうという謀叛むほんの企てがあると申した者がいるのです。今更、何をいわれても無駄ではありませんか？」
　といって取り合わなかった。その上、土肥どひ、梶原かじわらなどを先陣に、既に討手さえ差し向ける気配であった。慌てた義仲は、謀叛心のないことを証明するため、嫡子清水冠者しみずのかんじゃ義重という当年十一歳の息子に、海野うみの、望月もちづき、諏訪すわなどといった一騎当千の侍達を付けて、人質にさし出したので、頼朝も始めて義仲の本意を覚り、まだ子のないところから、義仲の子を引きとって育てようと、一緒に鎌倉に連れて帰った。
　義仲は、東山道、北陸道をあらかた従え、旭日昇天の勢いで、都を目指して攻めのぼる気配であった。
　平家の方でも、去年から、今年は戦があるからと予告しておいたので、山陰、山陽、南海、西海から雲霞のごとき軍勢が集ってきた。東山道からは、近江、美濃、飛騨ひだのものが来たが、東海道では、遠江とおとうみから東の者は源氏に味方し、それが北陸道となると、若狭わかさ以北は一兵も集らなかった。
　義仲を討った後、頼朝を平げようと、北陸に向けて平家の諸将が下向することになった。
　大将軍に、小松三位さんみの中将維盛これもり、越前三位通盛みちもり、但馬守経正たじまのかみつねまさ、薩摩守忠度さつまのかみただのり、三河守知度とものり、淡路守清房あわじのかみきよふさ、侍大将には、越中前司盛俊のぜんじもりとし、上総大夫判官かずさのたいふのはんがん忠綱、飛騨大夫ひだのたいふ判官景高、高橋判官たかはしのはんがん長綱、河内判官秀国、武蔵むさしの三郎佐衛門有国、越中次郎兵衛盛次もりつぐ、上総五郎兵衛忠光、悪七兵衛景清あくしちびょうえかげきよの面々、合わせて十万余騎の大軍が、寿永二年四月十七日、都を出発したのである。途中、沿道よりの徴発を許された彼らは、行く道々で、租税といわず、物具、食料、ありとあらゆるものを奪いとったので、しまいに、沿道に当る家の者は、家財道具を持って逃げ出す始末であった。


竹生島ちくぶしま詣もうで

　北国へ向けて進軍を開始した平家の一門のうち、経正、忠度、知度らはひと足遅れ、近江国塩津しおつ、貝津かいづのあたりで、暫く止まっていた。経正は、詩歌管絃にひときわすぐれた技倆の持主で、こういう戦乱の最中にあっても、決してみやび心を忘れなかった。琵琶湖のほとりで、何心なくあたりの景色を観賞していると、不図、湖の中にある島が目に入った。供の藤兵衛有教とうひょうえありのりを召して聞いた。
「あれは何という島か？」
「あれこそ、名高い竹生島ちくぶしまでござります」
「ほう、あれがそうだったのか、それならば事のついでだ、参詣いたそう」
　経正は、有教ほか五、六人の供を連れて、島に渡った。丁度四月も半ばすぎて、春もようやく、盛りを過ぎようとしている頃である。鶯うぐいすの声は絶えだえに、今や、ほととぎすの初声も聞えようといった気配であり、島に降りたってみると、その趣きの面白さは、しばらく言葉も出ないほどであった。かの秦の始皇帝、漢の武帝が、尋ねあぐんだ蓬莱洞ほうらいどうも、丁度こういうところではないかと思われるくらいであった。古いお経の文句にある。「閻浮提えんぶだいの内に湖あり、その中に金輪際より生い出でたる水晶の山あり、天女の住む所なり」というのはこの島のことであろうか。
　経正は、竹生島明神の前にひざまずくと、しばらく心をこめて祈念をこめた。そのうちにいつしか、あたりに夕闇がたちこめてきた。折しも昇ってきた陰暦十八夜の月が湖上を昼間のように照し出した。月の光に社壇しゃだん始め、あたりの景色は、昼間とは趣きを変えて、神秘的な美しさを漂わしている。
「よい折でござります、かねてよりご名声の高い琵琶を是非お聞かせ下さい」
　住持が寺にあった琵琶を差し出したので、元々好きな道でもあり、興ものっていたので、経正は喜んで弾き始めた。秘曲といわれる上玄じょうげん、石上せきじょうの秘曲にまでくると、いつしか、あたりの空気も、草も木も人も一体になって、唯、澄みきった琵琶の音だけが、静かな湖水の夜を流れてゆくのである。明神も、経正の神技に感じ入ったらしい。経正の袖の上に、白竜びゃくりゅうとなって姿を現した。
　経正は、あまりのうれしさに、感激の涙を流しながら一首の歌を詠んだ。

ちはやぶる神に祈のかなえばや
　　しるくも色の現われにけり

　幸先さいさき良しと勇みたった経正は、喜び勇んで湖岸の陣所に戻っていった。


火打ひうち合戦

　信濃国にあって、全軍の指揮をしている木曽義仲は、越前国に火打城ひうちがじょうという城を築かせた。ここは天然の要害で、四方を険しい峰に囲まれ、直ぐ後には山を控え、あたり一面は、巍峨ぎがたる岩石の山であった。城の前には、能美河のうみがわ、新道しんどう河が流れ、この二つの川の落ち合うところは、大木を伐きって逆茂木さかもぎとし、水流をせき止めるために杭を打ち渡した。そのために、せきとめられた水が山のふもとにあふれて、時ならぬ湖ができあがった。これでは、舟でもなければとても渡ることは不可能であったから平家の軍勢は、対岸に陣を敷いて、手をこまねいて見ているばかりであった。
　火打城を守っていたのは、平泉寺へいせんじの斎明威儀師さいめいいぎし、稲津新介いなづのしんすけ、斎藤太さいとうだ、林六郎光明、富樫入道仏誓とがしのにゅうどうぶっせいといった面々六千余騎であったが、その中の一人、斎明威儀師は、かねて平家には並々ならぬ恩顧を蒙っていたので、内通の決心をすると、そっと密書を矢尻に入れて、平家方に矢を放った。
　平家の兵がこれを取って早速、大将軍の前に持ってきた。
「かの湖は天然の湖水ではなく、山の川をせきとめて人工的につくったものです。夜に入ってから、そっと水をせきとめている柵を切って落せば、たちまちの内に水の引くことは確かです。さすれば、馬の足場も良いところ故、急いでお渡り下さい。城内よりご加勢いたしましょう、かく申す私は、平泉寺の長吏斎明威儀師にございます」
　平家方は、その夜のうちに、ひそかに足軽に命じて柵を切らせた。たちまちのうちに水の引いたところで、平家の軍勢は、どっとばかりに、ときの声をあげて、城に殺到した。多勢に無勢の木曽勢は、奮戦むなしく一刻ごとに、敗色深くなるところへ、更に斎明の裏切りも手伝って総崩れとなった。大将格の稲津、斎藤、富樫らの面々は、加賀国を目ざして退却した。
　平家は、なおもこれら残党を追って加賀国に追撃、林、富樫、両人の城を焼き払って気勢をあげた。
　勝利の知らせは、直ぐ都に伝わったが、一門の喜びようは大変なものであった。
　続いて、加賀国篠原しのはらで勢揃いした平家の軍勢は、そこで二手に分れた。大手に向ったのは、小松三位中将を大将軍とする七万余騎、搦手からめてには、薩摩守忠度、三河守知度を頭とする三万余騎で、能登、越中の国境、志保山に向った。
　越後の国府こうでこの知らせを聞いた義仲は、五万余騎の手勢をひきいて駆けつけてきた。義仲は軍を七手に分ち、叔父蔵人行家ゆきいえは一万余騎で志保山へ、仁科にしな、高梨たかなし、山田次郎らで北黒坂きたくろさかへ七千余騎、南黒坂には樋口次郎兼光ひぐちのじろうかねみつらが七千余騎、又一万余騎は伏兵として、礪並となみ山の口、黒坂の裾、松長の柳原、茱萸ぐみの木き林ばやしに、今井四郎兼平のひきいる六千余騎は、鷲わしの瀬せを渡って日宮ひのみや林に陣を構え、大将義仲は、一万余騎を引き連れ、埴生はにゅうに陣を敷いた。


願書

　平家の軍勢の様子をうち眺めた義仲は、おもむろに口を開いた。
「平家は大軍じゃから、恐らくは礪並山を越え、広い場所で正面から戦を挑むつもりであろう。しかし、そうなっては、無勢の我が方の不利、それよりも、旗差し物を何十本かつくり、源氏の白旗を一時にさしあげよ。すると、平家方は、源氏方は定めて大勢の様子、のこのこと広い場所に出ていってとりこめられては敵わない、それよりもこの山は、要害堅固の地だから、暫く休息していても大丈夫であろう、と思ってきっと山中で一時の休息をいたすであろう。その間、こちらは、ほどほどにあしらっておき、夜に入ってから、平家方を一挙に、倶利迦羅峠くりからとうげへ追い落すのじゃ」
　義仲の予想はうまく的中した。平家は案の定、礪並山の山中、猿さるの馬場ばばというところで腰を据え、馬に水をやって暫く休息することになった。
　一方義仲は、埴生はにゅうに陣をとり、あたりを眺めていると、赤い鳥居が目に入った。
　義仲は、すぐ、地理に詳しい者を呼び、
「あれは何の宮じゃ、何の神を祭ってあるのか？」
　と尋ねた。
「あれは八幡様でございます。このあたりは、八幡の御領なのでございます」
　義仲はその返事をきくと直ぐに、書記として連れていた大夫房覚明だいふぼうかくめいを呼びだし、
「きくところによれば、八幡宮の側近いようじゃ。義仲は、唯今より合戦に臨むにあたり、後代のため、また勝利の祈祷のため、願書を書いて納めたいと思うがどうじゃ？」
「まことに結構なことでございます」
　といって覚明は馬から下りたって願書を書く用意にかかった。覚明はその日、黒皮縅くろかわおどしの鎧を着て二十四差した黒縨くろほろの矢を負い、塗籠籐ぬりごめとうの弓を脇にかいばさんだ勇ましい姿であったが、兜かぶとを脱いで背中にかけ、箙えびらから、小硯こすずりと畳紙たとうがみを取りだすと、すぐ願書を書きはじめた。
　覚明は、儒家の出身で、蔵人道広くらんどみちひろと名乗って、一時、勧学院かんがくいんにいたことがあるが、出家して最乗坊信救さいじょうぼうしんぎゅうと名乗っていた。例の高倉宮の旗上げのとき、園城寺おんじょうじの牒状に対する南都の牒状を書いたのが、この信救で、「清盛きよもりは、平氏のかす・ぬか、武家のごみ」という痛烈な文句で清盛をかんかんに怒らせ、南都から北国に逃げて来たのである。今では、義仲の書記として、名も大夫房覚明と改めていた。覚明は誠心こめて、戦勝の祈願文を書き綴った。それに義仲始め十三人の上矢うわやの鏑かぶらをぬいて、御宝殿に納めた。八幡大菩薩も、この誠心あふるる祈願には心を動かされたのであろう、折しも雲の中から飛んできた山鳩が三羽、源氏の白旗の上を飛び翔かけったという。
　その昔、神功皇后の新羅征伐の時も、味方の勢が弱く今にも破れそうな時、皇后が天に祈りを捧げると、三羽の霊鳩がとんできて、戦はたちまち逆転、皇后の勝利となったことがある。又、義仲の祖先、源頼義が、貞任さだとう、宗任むねとうを攻めたとき、味方の旗色が悪くなったので、頼義は敵陣に向い、「これは、神火なり」と火を放つと、風向きが変り、火は貞任の城を焼き払い、頼義の軍は大勝したのである。
　義仲はこれらの先例を思いだすと、急いで馬から下り、兜を脱ぎ、うやうやしく鳩を伏し拝んだ。


倶利迦羅落し

　礪並山となみやまをはさんで向い合った源平両家の軍勢は、その間、僅か三町という近さに対陣しながら、一向に動き出す様子がなかった。源氏も進まず平家も進まず、源氏が、弓の精兵十五騎をくり出し、上矢の鏑を平家の軍に射こめば、平氏も又同じ十五騎で、十五の鏑を返すという有様である。源氏が三十騎出すと、平家方も三十騎、源氏が五十騎になると平家も五十騎、源氏方は、一時でも時をかせぐつもりだから、はやる将兵を戒めて、勝負をさせない。平家はこんな術策があろうとは夢にも知らず、便々と日の暮れるまで、このばかばかしい戦いを続けているのであった。
　やがて、いつかあたりも暗くなり、人の姿も定かには見えなくなった頃、北南より廻った搦手からめての一万余騎が、頃は良しと倶利迦羅堂前あたりで落ち合い、箙えびらをたたき、一度にどっと鬨ときの声を挙げた。これに呼応するかのように大手の木曽勢は、日宮林の六千余騎、松長の柳原、茱萸ぐみの木林の一万余騎も、どっとばかりに鬨の声をあげる。四万余騎の鬨の声は夕闇の山々にこだまして、頭上に何千という雷が落ちかかってきたようであった。
　慌てたのは平家である。
「確かに囲りは岩石ばかりで、搦手から廻られるとは思ってもみなかったのに」
　とぼやいたところで後の祭であった。
　腹背に敵をうけて逆上した平家の軍勢は「帰せ、帰せ」という、必死の下知も何のその、もう命が惜しいばかりに、後へ後へと泡を喰くらって逃げ出した。ところが後は、名にし負う倶利迦羅谷が、闇黒の口をあけて待っている。先の者が見えなくなるから「ああ後に道があるのだな」とばかり我もわれもと、谷を目がけて押寄せるので、さしもに深い谷も、みるみるうちに人と馬とで埋まってしまった。子は親の後を追い、弟は兄を追い、それぞれ家来は主の後を追うというわけで、あらかたの平家の軍勢が、倶利迦羅谷の露と消えた。中には、平家方の主だった侍、上総大夫判官忠綱、飛騨大夫判官景高、といった一騎当千のつわものも含まれていた。大力を以て聞えた瀬尾太郎兼康せのおのたろうかねやすは生捕となり、火打城で裏切った平泉寺の斎明威儀師も捕われ、即刻、首をはねられた。
　七万余騎の平家勢の内、辛うじて助かったのが二千余騎、大将維盛、通盛も、漸く命だけは助かって加賀国に逃げのびた。
　翌くる日義仲の許へ、奥州藤原秀衡のところから、駿馬を二頭送ってきた。一頭は黒白毛、一頭は連銭葦毛れんせんあしげの、二頭とも稀に見る逸物であった。義仲はそれに銀の鞍をつけ、白山神社へ戦勝のお礼のために神馬として遣わした。
　倶利迦羅谷の一戦に大勝を博した木曽勢は志保山に廻った。十郎蔵人の軍の様子が気にかかったので、四万余騎の中から、特にえりすぐった二万余騎を引連れて、援軍にかけつけた。途中、氷見ひみの湊みなとを通るとき、折からの満潮で、深さが見当つかない。義仲は、咄嗟とっさに鞍を置いた馬十匹を水の中に追い放った。水は丁度、鞍と端はしとすれすれのところで、無事に十匹は向う岸に着いた。これをみてすかさず、二万余騎が、どっと湊を渡った。
　志保に着いてみると、行家の軍は、平家側に散々てこずって疲労の色が甚しく、一息入れているところだった。義仲は、新手二万余騎を、平家の三万余騎の真中へ突入させた。
　先刻からの激戦で疲れている上に、新手の敵の勢に、平家方も、ここを先途と戦ったがついに空しく攻め落された。
　平家の大将、三河守知度は、この戦で討死した。


篠原合戦

　義仲は、そのまま志保山を越え、能登の小田中こだなか、親王の塚の前に陣を構えた。そこから各神社神領を寄附した。白山には横江、宮丸みやまる、菅生すごうへは能美のみの庄、多田ただの八幡へは蝶屋ちょうやの庄、気比けひへは飯原はんばらの庄、平泉寺へは藤島七郷といった具合である。
　治承四年の石橋山合戦の際、平家に味方し頼朝に弓を引いた者たち、俣野五郎景久またののごろうかげひさ、長井斎藤ながいのさいとう別当実盛さねもり、伊藤いとうの九郎助氏すけうじ、浮巣うきすの三郎重親、真下ましもの四郎重直しげなおらは、そのまま京へ逃げのぼって、平家の侍となっていたが、戦のない時は、それぞれの家に寄り集まっては、酒をくみ交わし世間話に興じていた。ある時、実盛の家で例の通り酒宴が行なわれた時、主人の実盛が一膝乗り出して声をひそめていった。
「近頃の世の有様をみていると、どうも源氏の方に運が強く、平家はどうやら落ち目らしい。このまま平家についていても、面白くない。いっそ木曽殿に味方しようと思うがどうじゃ？」
　一座の者は、実盛の意外の言葉に、急に言葉もなく、「そうだのう」というあやふやな返事をするばかりであった。翌くる日、再び寄合が、今度は浮巣三郎の家であった。すると実盛は、又昨日と同じ様に一膝のり出すと、
「昨日、わしの言ったこと、各々方、どのようにお考えじゃ？」
　と尋ねた。再び一座がしんとしていると、俣野五郎が進み出た。
「我々一同は、とにかく東国では一応、名も知られた者、旗色の良い方にばかりついて尾をふるのは、余りにもみっともない。方々かたがたはどうあろうと、この景久だけは、平家にお仕えして最後の花を飾るつもりじゃ」
　すると実盛は、笑いながら、
「実は、わしは各々方の気を引いてみたまでの事じゃ、わし自身は、今度の戦で立派に討死をするつもりで、二度と生きて都の土は踏むつもりはないと、宗盛むねもり卿にも申し上げておいたのじゃよ」
　一同は、もちろんこの言葉に同意して、同じ決心を固めていた。その約束通り、その座にあった者は残らず今度の北国の軍いくさで討死を遂げている。
　志保山、倶利迦羅谷で手痛い打撃を蒙った平家は、加賀国篠原に陣を敷き、人馬の休息をしていた。
　義仲は、五月二十一日の午前八時、鬨ときの声をあげ、篠原目がけて攻撃を開始した。
　平家方からは、畠山庄司重能はたけやまのしょうじしげよし、小山田別当有重らを先陣とし、木曽勢は、今井四郎兼平、両軍三百騎の手兵で軍を進めた。始めは、五騎、十騎と小競合であったが、次第に戦が進むにつれて、今は敵も味方も全くの乱戦であった。正午を過ぎて、戦はますます白熱化し、両軍共、死傷者がおびただしかった。続いて、今井、畠山の両勢が退くと、代って平家方から、高橋判官たかはしのはんがん長綱、五百余騎、木曽方からは、樋口次郎兼光ひぐちのじろうかねみつ、落合五郎兼行おちあいのごろうかねゆきの三百余騎が、たがいに鬨の声をあげながら戦った。しかし、高橋判官のひきいる面々は、それぞれ、国々から狩り集めた駆武者かりむしゃであったから、命あっての物種と、戦わぬ先から逃げ腰で、戦のさなかになると続々と退却するので、しまいには、判官の囲りの味方は殆どいなくなってしまった。判官は今は仕方なく、一人落ちのびようとしたところへ、乗りつけてきた一騎があった。馬を並べると、むんずと組みついてきた敵を、判官は鞍の前輪まえわに押しつけた。
「何者じゃ、名を名乗れ」
「越中国住人、入善にゅうぜんの小太郎行重、生年十八歳」
　兜の下からのぞいている若々しいひとみを見出したとき、判官は思わず溜息ためいきを吐いた。
「去年失った、わしの息子も、今生きておれば、そなたと同い年どし、とてもわしには、そなたを殺す事はできぬ、助けよう」
　判官は、入善を馬から下し、自分も下り立って暫く休んでいた。
「助けて貰ったが、何としても立派な敵、どうにかして首級を挙げたい」
　そう思っている入善の心中も知らず、判官は、すっかり心を許していろいろ話しかけたりした。そのすきをねらっていた入善は、あっと思う間に判官の内兜に刀を突きさした。「しまった」と思ってももう遅い。更に運悪く入善の郎党もかけつけて来る。大力の判官も深傷には勝てず、遂にそこで討たれたのである。
　平家方の武蔵むさしの三郎左衛門有国は三百余騎、源氏方からは、仁科、高梨、山田次郎、五百余騎で、かけつけて来た。有国は、敵中に突入して戦ううちに、いつか味方と離れていた。群がる敵を射倒し、うち倒しているうちに、矢種は、すっかり尽きてしまった。乗馬も射たれたが、有国はそれでもひるまず、刀を抜くと、あたりの敵を何人か斬り倒したが、自分もその間に体中に矢を射られ、立ったまま討死した。


実盛の最後

　斎藤別当実盛は、その日、赤地の錦の直垂ひたたれに萌黄縅もえぎおどしの鎧を着け、鍬形くわがた打った兜の緒をしめ、黄金こがね作りの太刀に、切斑きりふの矢、重籐しげとうの弓という装立ちで、連銭葦毛の馬に、金覆輪の鞍を置き、人目をひく颯爽さっそうたる姿で立ち現れた。木曽の家来、手塚太郎光盛てづかのたろうみつもりは、実盛に目をとめて呼びかけた。
「天晴れ見事なる装い、味方の落ちゆく中を唯一人、残られたは、一体誰方どなたか、名乗らせ給え」
「そういう貴殿は何者じゃ」
「手塚太郎光盛」
「これはよい相手、わしはちとわけがあって名乗りたくないのじゃ、いざ参れ」
　と、光盛の傍らに寄ろうとすると、光盛の郎党が、主人の一大事とばかり、二人の間に割って入り、実盛にむずと組付いた。
「天晴れな奴め、そなたは、日本一の剛力者に組みつこうというのか？」
　実盛は、郎党の首を前輪まえわにひき寄せると、頸をかき切った。目前に、家来の討たれるのを見た光盛は、実盛の左手に寄ると、鎧の草摺くさずりを引きあげて、ぐいと刀を二度突きさした。さしも剛気な実盛もこの深傷にはたまらず、どうと馬から落ちるところを、上からむずと押えつけて首をとった。
　光盛は、首級を持って義仲の前に出ると、
「おかしな男を討ち取ってございます。唯の侍かと思うと錦の直垂などを着け、大将軍かと思えば後に続く侍もなく、名乗れといっても名乗りたがらず、それに声は坂東声ばんどうごえでござったようです」
「うーん、これは実盛のようじゃが、わしが幼い頃の記憶では、既にその時、白髪混りだったと覚えているが、この首の鬢びんも鬚ひげも黒いのはおかしいのう。そうじゃ、樋口次郎は実盛とは昔なじみ、樋口を呼べ」
　樋口次郎は、実盛を一目見るなり即座に、
「これは確かに斎藤別当でござります」
　と、いいながら、はらはらと涙を流した。
「しかし、それにしてはおかしい。鬢も鬚もまだ黒々としておるわい。もし実盛ならば、もう七十一のはずじゃ」
「それだからでございます。あまりにもあわれで、つい涙をこぼしたのですが、実盛は常から、六十歳過ぎて戦場に出るときは、鬢、鬚を黒く染めて、年より若く見せようと思うといっておりました。若者達にまぎれて先駆けするのも大人気はなし、さりとて老武者と侮どられるのも口惜しいからじゃと申しておりましたが、やっぱりその通りにしたものと見えます。とにかく洗ってみれば、はっきりいたします」
　実盛の首を洗ってみると、白髪頭の老人であった。これには、座にある一同、深く感銘したのであった。
　大将軍でもないのに、錦の直垂を着て出陣したのには、こんな話がある。
　出陣の暇乞いに宗盛のところに赴いたとき、
「実盛、かねがね、例の富士川で、水鳥の羽音に驚いて逃げ帰ったことを残念に思っておりましたが、この度は、北国征伐に加わることができ、老いの身の本望、この上は立派に討死して果てたいと存じまする。就きましては、私は元越前国の者、昔から故郷には錦を着て帰れといわれております。私に錦の直垂をお許し願えないでしょうか？」
　宗盛は、実盛の心掛けにひどく感服して、錦の直垂の着用を特に許したのであった。


牒状ちょうじょう

　四月中旬、都を立つ時は十万余騎の軍勢が、一月経って京に戻ったときは、僅か二万余騎という有様で、夫を失い、子を失った人々の嘆きの声、念仏の声が、あちこちから聞えて来た。
　越前の国府こうにひと先ず落着いた義仲は、家の子郎党を一堂にあつめて会議を開いた。というのは、義仲が都を攻めるにあたって先ず、気になるのは、何といっても山門の去就であったからだ。
「山門を滅ぼしたために、悪運尽きて都を落ちようという平家を倒そうとする義仲が、これまた、山門に刃向うというのでは、平家の二の舞も同然、しかし、近江を通って都へ入ろうという義仲を、やすやすと通す山門でもないと思うし、如何いかがいたしたものであろう」
　大夫房覚明が、一歩進み出た。
「山門の衆徒と申せば、その勢せい、三千という大人数でござります。彼らの意見が、全く同じとは考えられません。とにかく一度、牒状をやってみたらいかがなものでしょうか、山門のあらかたの思惑もわかるかとも思います」
　義仲も、覚明の意見を尤もと思い、直ぐに牒状を書かせた。
「保元、平治以来の平家の悪逆無道振りは、目に余るものありと覚え候。去る治承三年には、法皇を鳥羽殿に押し籠め奉り、又、四年には、高倉宮、以仁もちひと王の御所を取り囲むという無法も敢て行ない候。義仲は、以仁王からの令旨を頂き、勇躍出陣、爾来、連戦連勝の幸運を得候。これ全て義仲の武略に非ず、ひとえに神仏のご加護とのみ覚え候。今日、平氏敗北の後を追い、都への道を急ぐに当り、山門諸兄の思惑いかがかと思い候。平家に同心か、或は源氏へ同心か、もし平家に同心、ひといくさの心構えならば、山門の滅亡は既に時の問題と覚え候。願わくは、神のため、国のため、君のため、源氏に味方されん事を切に乞い願い候」
　山門の大衆は、この義仲の手紙によって動揺した。源氏に味方しようという者、長年の恩義に依って平家を見捨てるべきでないという者、意見は全く二つに分れたかに見えた。するうちに老僧が立って、
「つまるところ、我々は、唯、国家の安泰と天地の長久をお祈りすることが義務であって、政治的な恩義は何一つ受けておらぬはず、平家は天皇の御外戚でもあり、その繁昌を祈るのは当然なれど、余りにも悪行が多過ぎ、今や権威も地に落ちた感がある。それに引き替え、源氏の勢は、あなどり難い。勝運の波に乗っている源氏に背むいて、落ち目の平家に味方して、何の益があろう。そのため、山門の滅亡を招くがごときことあれば当山建立の精神にも反する。平家長年の恩義は恩義じゃが、この際、源氏にお味方するのが当然じゃ」
　この言葉には、山門の一同も尤もなことだとうなずき合い、直ぐその趣旨に従って、義仲に返牒を送った。
　平家の方は、義仲と山門の間に、こんな盟約の交わされたことは夢にも知らなかった。
「興福、園城の両寺とは、いろいろ因縁のある間柄故、とても味方はしまいが、山門は未だ当家に怨もないはず、山王大師に祈誓して、三千の衆徒を味方につけよう」
　と、一門の公卿十人が、連署の願書を書いて山門に送った。
「山門は、伝教でんきょう大師この方、仏法繁昌の霊場として、鎮護国家に備え候。此度、源頼朝大胆にも、朝廷を軽んじ奉り、義仲、行家とかたらって、隣境、遠境、数カ国を掠領りゃくりょう、暴虐目に余るものあれども、官軍利を得ずして、形勢非なり。今神明仏陀のご加護なくんば、反乱を鎮撫するを得ん。いかで今日以後、山門の喜びは一門の喜び、社家の憤りは一門の憤りとなさん。仰ぎ願わくは、山王七社、王子眷属けんぞく、東西満山護法聖衆しょうじゅ、日光月光、無二の丹誠を照らし、唯一の玄応げんおうを垂れ給え。さすれば逆賊謀臣はたちどころに軍門に下り、首こうべを京土にさらさん。依って一門の公卿、異口同音に礼をなし、祈誓をいたす。　従三位行兼越前守平朝臣通盛、従三位行兼右近衛中将平朝臣資盛すけもり、正三位行右近衛権中将兼伊予守平朝臣維盛、正三位行左近衛中将兼播磨守平朝臣重衡しげひら、正三位行右衛門督兼近江遠江守平朝臣清宗、参議正三位皇太后宮大夫兼修理大夫加賀越中守平朝臣経盛、従二位行中納言兼左兵衛督征夷大将軍平朝臣知盛とももり、従二位行権中納言兼肥前守平朝臣教盛のりもり、正二位行権大納言兼出羽陸奥按察使平朝臣頼盛よりもり、従一位平朝臣宗盛」
　天台座主ざすは、この願状にはさすがに気の毒に思い、直ぐに衆徒には披露せず、十禅師ぜんじの御殿で三日間加持をした上で、始めて一同に見せた。願書の上巻に一首の歌が書かれていた。

平らかに花咲く宿も年経れば
　　西へ傾く月とこそみれ

　しかし、今となっては既に手遅れであった。源氏同心の決意を固めた衆徒にとっては、山王大師の憐れみも、天台座主の祈りも、無駄であったのだ。平家は、既に運に見放されていたのである。


主上都落

　鎮西の反乱を鎮めに西下した肥後守貞能さだよしは、叛徒を平げて無事に帰京した。時に、七月十四日である。
　すると、二十二日の夜半、俄かに六波羅のあたりが騒がしく、人馬の往来が激しくなり、家財道具などをあちこちへ運び隠している様子で、まさに敵が京に乗り込んできたかのようであった。
　翌くる朝になって、事の真相がわかった。美濃源氏、佐渡衛門尉重貞さどのえもんのじょうしげさだという男があった。保元の乱のときである。鎮西八郎為朝が落人おちうどになったところをからめ取った手柄がもとで右衛門尉に任ぜられ、それがために源氏一門から憎まれ平家方にこびへつらっていた。
　二十二日の夜、その男が六波羅に駆けつけてきて、
「木曽義仲、既に五万余騎にて攻めのぼり、比叡山東坂本まで来ております。又楯たての六郎親忠ちかただ、大夫房覚明六千余騎は、山門の衆徒三千と合併して都へ攻め入る模様です」
　この突然の知らせに、平家一門は狼狽ろうばいの極に達していた。しかし、このまま慌てふためいても仕方がないので、方々に討手だけは差し向けることになった。先ず、知盛、重衡のひきいる三千余騎は山階やましなへ、通盛、教経のりつねら二千余騎は宇治橋を固め、行盛、忠度の一千余騎が淀の守りに当った。一方、源氏方は行家が数千騎で宇治橋に来たとか、又矢田判官義清やだのはんがんよしきよが大江山方面から都へ攻めのぼるとか、あるいは摂津国河内の源氏が雲霞のごとき大軍で都へ寄せてくるとか、さまざまな怪しい不安にみちた風説がしきりに乱れとんだ。
「此の上は、何処までも一緒になって、どうにでもなろうという意見が、平家の大勢を占め、方々に差し向けられた討手一同を再び都に呼び返し、都落ちの用意をすることになりました」宗盛は、建礼門院のいる六波羅池殿いけどのを訪ねてそういった。「勝ちに乗じた木曽勢は、早晩都へ攻め入る所存と思われます。一族諸共、都の中で、どのようになろうという意見もありますが、私としては、院を始め内裏ともども、一先ず西国へ落ちのび、その上で対策を講じようと思いますが、如何なものでござりましょう」
「今となっては、どのようにでも貴方のいう通りにいたしますよ。それにしても余りに情ない世の中になりましたね」
　と、さめざめとお嘆きになるご様子に、宗盛もこれからの暗澹たる未来を思って、首をうなだれるのであった。
　法皇は、平家の計画を、いつかお気づきになったものらしい。按察あぜち大納言資賢すけかたの御子息、右馬頭資時うまのかみすけとき一人を供にして、いずくともなく、そっと御所を忍び出られた。誰一人としてこのことに気づいた者はいなかった。
　その日、法住寺殿の宿直をしていたのは、平家の侍で、橘内きちない左衛門尉季康すえやすという常々気転のきく男だった。法皇の御座所のあたりが騒がしく、忍び泣きの声さえもれてくるので、そっと聞耳をたてていると、
「法皇はどこへゆかれたのでしょう」
「お姿が先程から見えませぬ」
　などという声が聞えてきた。
　季康が慌てて六波羅へ注進すると、宗盛もどきっとして、
「まさかさようなことがあろうとも思われぬ、――何かの間違いであろう」
　と、いうが早いか、すぐ法住寺殿へかけつけた。確かに、法皇だけがもぬけの殻からであった。二位殿、丹後殿以下の女房たちは、そのまま居残っているが、誰一人法皇がいつ御所を脱け出られたのか、何処へ行かれたのか知る者もなかった。宗盛は、すっかりがっかりして邸に戻ってきた。
　法皇の失踪しっそうはたちまち京の町に知れ渡った。人々の驚きは大きかった。それまではまだ冷静を保っていた平家の一族にとって、それは決定的な打撃に近かった。今は唯、幼い主上ばかりが、唯一の頼みである。その日、主上は、国母建礼門院の膝に抱かれて輿にお乗りになった。六歳の幼児では、もちろん何もわかろうはずはない。そのいとけない様子がかえって哀れである。
「宝剣、神鏡、玄上げんじょう（琵琶）、鈴鹿すずか（和琴）などをとり忘れるなよ」
　平大納言の声がかかったが、何しろ、ごたごた騒ぎの最中で忘れる物も多く、そのとき御座所にあった御剣ぎょけんなども忘れた物の一つであった。
　しかし、ようやく出発の準備が整った。平大納言をはじめ、内蔵頭信基くらのかみのぶもと、讃岐さぬきの中将時実ときざねの三人が衣冠束帯で御輿みこしのお供をし、武装した兵たちが囲りを警護していった。
　摂政基通もとみちも、主上の行幸にお供して加わっていたが、七条大宮のほとりで、一人の童子が車の前を横切った。何気なく見ると、童子の左袂たもとに、「春の日」という文字の書かれているのが眼に入った。「春の日」とは、代々藤原氏の守り神である春日大明神のことだから、基通も何となく心強い気持になっていると、その童子の声らしく、

いかにせん藤ふじの末葉すえばの枯れゆくを
　　ただ春の日にまかせてやみん

　何事も春日大明神にまかせよというご神意であろうか？　基通は、供の進藤左衛門尉高直をかえりみて、
「どうも世の中の様子をみると、主上の行幸はあっても法皇のお行方はわからぬし、この先は不安じゃのう、そなたはどう思う？」
　と、暗に西国落ちに参加したくないことを仄めかすようにいったので、高直も直ぐに主の気持を察し、車の牛飼に目くばせした。牛飼も心得たもので、都落ちの方角とは反対に、都を北へとひた走りに走り、北山の知足院ちそくいんに入った。基通の車が一人外れて、方角違いに走り去るのを見た平家の侍が追い掛けようとしたが、囲りの人々から沮はばまれて、やっと思い留まった。


維盛都落

　三位中将維盛には、過ぐる鹿ヶ谷事件で憤死した新大納言成親なりちかの娘で、当代一の美女といわれるほどの美しい北の方があった。二人の間には、六代御前と呼ばれる十歳になった若君と、八歳の姫君がいた。常日頃から、いつかはこういうこともあろうかと覚悟はしていたものの、いざ別れが現実に迫ってくると、さすがに別れの辛さが身にしみるのである。
　桃の花びらのように可憐な面ざし、風になびく柳のように長く美しい髪の毛、何年間かなれ親しんだ奥方との別れは殊に辛いものだった。
「日頃からそなたも存じておらるるように、此のたびの戦局は我が一門に不利なことばかり、一先ず西国に落ちてその上で、再び旗を挙げようという宗盛卿のお言葉じゃ。依ってわたしも一緒に一門と運命を共にするつもりじゃ。何しろ、行く先々で敵を迎え討ちながらの都落ち故、わたしの身に万一のことがあろうかも知れぬ。もし維盛討死の知らせを耳にしても、決して髪を下して尼などに身をやつすではない。そなたはまだ若く美しい身空、情をかけてくれる人もあろうから、その人にすがって幼い者たちを大事に育ててくれよ」
　維盛の心からの慰めも、今の北の方には一言も耳に入らないらしい。唯、頭から衣をかぶって泣き伏しているばかりである。そのうちに時間も迫ってきて、維盛も気が気ではない。後髪をひかるる思いで立ちあがると、泣き伏していた北の方が、漸く頭をもたげて維盛の袂をしっかとおさえると、
「父成親がこの世を去って以来、私はまったくの天涯孤独の身の上、貴方に捨てられたら一体誰を頼りに生きてゆけばよろしいのですか、それをまた、他の人に縁づけなどと、あまりにもつれないお言葉でございます。夫婦の縁は前世のちぎり、貴方様以外にまみえる気はございませんのに、夜半のむつごとにも、どこまでも一緒に、生きるも死ぬるも一緒、野原の露でも、水の底の藻屑もくずでも、共になり果てようという約束をしておりましたことが、みんなうそになるはずがござりましょうか。それもせめて独り身ならばどのように辛くともがまんもいたしましょう、あの可愛い二人の子をどうせよと仰有おっしゃるのですか、あまりにも情のうございます。何卒、ご一緒にお供させて下されませ」
「私が十五の時に十三のそなたと知りあって以来の縁、私とても、火の中、水の中までも連れて行きたい心は山々なれど、このたびの西国落ちは戦も同然、行く先きざきで、どんな辛い目が待っているかわからぬくらいじゃ、それを思うと、私にはどうしてもそなたたちを連れてゆく気がしないのじゃよ。その上、今度は余りの不意の出立で、用意も何一つできてはおらぬ。この上は、先ずわが身一人先に行き、どこの浦でも、あるいは島でも、仮の宿を決めたところができたらば、直ぐに迎えを寄越そうと思う。せめて、それまで辛抱していてくれぬか」
　維盛の声涙あふるるばかりの嘆願も、今は北の方の嘆きの声にかき消されがちであったが、維盛ももはやこれまでと決心をすると、中門から馬に乗ろうとした。ところへ邸の内から幼い若君と姫君が、ぱたぱたとかけ出してきて、
「いずこへお出ででございます、私も行きとうございます」
「父上、お連れ下さいませ」
　と口々にいいながら、鎧よろいの袖、草摺くさずりに取りすがって離れようとしない。これには維盛も、どうしようもなく、暗然と涙にむせぶばかりであった。そのとき、門外よりひづめの音がして、門の中に入ってきたのは、実弟の資盛始め、清経きよつね、有経、忠房ただふさ、師盛もろもりたちだった。
「いかがなされた、あまりに遅いので案じて参りました。行幸が遅れますぞ」
　その声に、維盛は気を取直し、幼い者の手を優しく離すとひらりと馬にまたがったが、不図思い返し、弓の弭はずで御簾みすをかきあげた。
「各々方、ご覧下されい、彼ら幼き者たちが余りに慕いまするので、あれこれなだめすかしているあいだに、気になりながらも遅れをとりました」
　この言葉に並みいる一同は、鎧の袖を拭うばかりであった。
　維盛の家来に斎藤五、斎藤六という二人の兄弟があった。例の北国の戦でいさぎよい討死を遂げた実盛の息子であったが、兄は十九、弟は十七の若侍で、この日も馬の手綱に取り付いて維盛の供を願った。
「そなた達の志は嬉しいが、父実盛が、北国の戦にそなたら二人を残したのも、今日あることを予想してのことと思う。その志をうけついで、今度だけは邸に留まって、か弱い者達の力になって呉れよ、頼む」
　こうまでいわれては仕方なく、兄弟は涙を呑んで邸に残った。維盛の馬が門を出て、次第にひづめの音も遠去かってゆくのを聞きながら、北の方は、
「長年連れ添っていたが、あれほど強情な夫とは思わなかった。これからはどうやって暮していけばよいのか」
　と、唯もう泣き伏すばかりで、若君姫君の父を慕う声、女房達の泣き叫ぶ声は、遠く西国の空にも響くかと思われるばかりであった。
　平家は都落ちの際、後顧の憂いを絶つために、一門にゆかりのある邸宅、宿所、家屋などをすべて焼き払った。
　代々、聖主臨幸の地であった京都も、今や全く灰に帰そうとしていた。御所を始めとして、かつては華やかなりし后妃達が遊び戯たわむれていた宮殿、月夜に憂さをわすれ、釣に一時の心を慰めたことのある広大な庭園、また日夜管絃の宴にうつつを忘れて騒いだ大臣、公卿、殿上人の邸宅、それらが真紅の炎の中に次第に消えていく光景は、哀れとも、壮絶とも、いいようのないものだった。昨日までは、雲の上に雨を降らす神竜として、当るべからざる平家の勢も、今は衰微の一途をたどるばかりであった。真まことに福と禍は常に表裏一体というものである。保元の春、わが世の春を謳歌した平家も今、寿永の秋を迎えるにあたり、秋風もそぞろ身にしむ風情であった。
　ところで、治承四年七月、大番のために上洛し、そのまま平家方に仕えることを余儀なくされていた一群の東国武士があった。すなわち、畠山庄司重能しげよし、小山田別当有重、宇都宮左衛門朝綱ともつならである。いよいよ平家一門都落ちということになり、彼らの処置が問題になった。
「面倒だ、どうせ彼らは東国のもの、即刻、首を斬れ」
　という意見も多かった。その中で、新中納言知盛だけは、首を横に振っていった。
「たとえ彼らの首を百人千人斬ったところで、大勢たいせいには関かかわりございません。そのために、故郷の妻子を嘆き悲しませるのは気の毒でございます。もし一門の運命が開かれ、再び都へ帰って来るときは、何かの役に立つこともありましょう、今度は許しておやりなされませ」
　宗盛も、知盛の言葉に動かされて、彼らを放免することにした。思いがけぬ助命の言葉から、遂には暇までくれた寛大な思いやりに、彼らも嬉し涙を流しながら、
「治承より今日まで、お命を助け下されたご恩に対しても、われらは、どこまでもご一門と行を共にいたしとうございます」
　としきりに願ったが、宗盛は、
「いや、いや、言葉ではそう申しても、誰しも生国はなつかしいもの、そなたたちの魂は東国にあり、ぬけがらばかり西国へ連れて参っても無駄だからのう」
　といって聞き入れなかった。


忠度ただのりの都落

　いったん一門といっしょに都を後にした薩摩守忠度は、何を思ったか、もう一度京に取って返した。総勢七騎という僅かな人数で、五条の三位俊成さんみしゅんぜいの邸にやってきた。もちろん、一門の都落ちの騒ぎで、どこの家も門戸を堅く閉じてひっそりと静まり返っていたが、俊成の邸も、その例にもれなかった。
「誰方かお出でになりませぬか、薩摩守忠度でございます」
　と声をかけると、そら「平家の落人おちうどだ」と、家の中は急にさわがしくなってきた。忠度は馬から下りて、門の傍に歩み寄り、
「お案じ下さいますな、決して乱暴をするために帰ってきたのではないのです。実は、一言だけ、三位殿に申しあげる事を思い出し、わざわざ途中から引き返し参りました。後にご迷惑になっても相済みませぬ、門は開かなくとも結構でございます。唯、この門の傍近く三位殿にお出でになっては頂けますまいか？」
　この口上を聞いて、俊成卿は愁眉しゅうびを開いた。
「薩摩守だと？　その方ならば遠慮は要らぬ、中へお通し申せ」
　主あるじの言葉で、門が開かれ、主従は中へ通された。向い合って対面した二人は、急には言葉もなく、黙って顔を見つめていたが、やがて忠度が口を切った。
「長年、和歌の道には一方ならぬお教えを承っておりますが、ここ二、三年ばかりは、戦乱兵乱打ち続き、とかく世の中が騒がしく、心ならずも、ご無沙汰を重ねております。しかしこのたびは、主上も都を捨てて、西国へお下りになるという重大な事態、一門の運命も今や風前の灯ともしびでございます。以前から、勅撰集撰定のことある由聞き及び、一生の思い出に一首でもと思っておりましたが、騒乱の世となっては一時沙汰止みと承りました。しかし、これから世の中が静まれば、再びそういう折もあろうかと思います。たずさえ持ちました巻物には、私のつたない和歌の数々、時にふれ折にふれ書き記して参ったものです。もしお目に留まったものがあれば、一首なりと撰集にお加え下されば、どんなに嬉しいことかと思います」
　忠度は鎧の引き合せから、大事そうに巻物を取り出すと俊成に渡した。
　俊成はそれを押し戴いて、中を開いた。日頃から詠んだ歌の中で、特に秀歌と思われるもの百余首が、ずらりと記されていた。そのゆかしい志に、ともすると、涙がにじんで来るのを押えながら、
「かように貴重な忘れ形身をお預りして、俊成これほど嬉しいことはございません。ゆめゆめ疎略にはいたしませぬ。それにしても、この一巻のため、混乱の最中をわざわざ戻っておいでになったとは、あわれを知る人にしてこそ始めてできる行ない、俊成この年にして感涙を押えることができませぬ」
「それほどまでにいって頂いて、忠度今は何一つ思い残すことはございません。今はいさぎよく西海の波に沈むこともできます。さらば、お暇いたしまする」
　忠度は、にっこりと笑うとひらりと馬に乗り、兜かぶとの緒を締め直すと、西国へ向って落ちていった。
　俊成は、名残惜しくて、いつまでも、いつまでもと門の外にたたずんでいるうちに、忠度の声らしく、高らかに漢詩を口ずさむのが聞えてきた。
「前途ぜんと程遠ほどとおし、思いを雁山がんざんの夕ゆうべの雲に馳はす」
　二度と再び相逢うことのできぬ悲しみをこめたその歌の文句が、俊成の心を深く突き刺すのであった。
　これは後日談になるが、後に千載集の選にあたり、俊成は約束通り、形見の巻物の中から一首を撰えらんで入れた。勅勘の身なので、読みびと知らずとして入っているのがこの歌である。

さざ浪や志賀の都は荒れにしを
　　昔ながらの山桜かな


経正つねまさ都落

　皇后宮亮こうごうぐうのすけ経正は、幼い頃、仁和寺にんなじの御室おむろの許で、稚児姿で仕えたことがあった。慌しい都落ちにも経正は五、六騎の供を連れ仁和寺へお別れにやってきた。
　門の前で馬をおりると経正は、
「此のたび、武運つたなく、都落ちをいたすことになりましたが、この世に思い残すことといっては、唯、八つのときから十三のときまで、お仕え申しましたわが君さまのことだけでござります。病気以外は、決してお離れしたこともなかったのに、今後は、西海千里の波を枕に、いつ帰るとも知れぬ戦の道でござります。今一度、拝顔の栄に浴したくは思いまするが、何分甲冑かっちゅうで、御前に伺候することも、如何いかがかと思うのでござります」
　経正の口上を聞かれた御室は、
「構わぬ、そのままでよいから参れ」
　といわれたので、経正はそのまま門に入り、お庭先に控えていた。
　この日経正は、紫地むらさきじの錦の直垂ひたたれに、萌黄匂の鎧、長覆輪ながふくりんの太刀をはき、切斑きりふの矢負い、重籐の弓小脇にかいばさんだ雄々しい出で立ちであった。
　親皇がお部屋の御簾みすを高く掲げて、お招きになったので、経正は前に進み寄ると、供の藤兵衛有教ありのりに赤地の錦の袋に入れた物を持って来させた。琵琶であった。
「先年、私に賜わりました青山せいざんでござります。もちろん日頃いつくしみましたる物ではございますが、この稀代の名器をむざむざ都落ちさせるにしのびませぬ。又折よく運の開けた折には、再び頂きに参上いたしますからそれまでお預り下さい」
　と涙を流していった。親皇も、その心根に感じて一首の歌をおよみになった。

あかずして別るる君が名残をば
　　後の形見に包みてぞおく

　経正にも硯すずりを下すったので、彼も即座に一首を書きのこした。

呉竹の筧かけひの水はかわれども
　　猶すみあかぬ宮の内かな

　暇を告げて外に出ようとすると、稚児を始め侍僧達が、袖に取りすがって名残を惜しむのであった。
　その中でも、経正の幼友達であった大納言法印行慶ぎょうけいなどは、わざわざ桂川の端はずれまでついてきて、別れを惜しむのであった。別れるにあたって、行慶は一首の歌を贈った。

あわれなり老木おいき若木も山桜
　　おくれ先だち花は残らじ

　経正も直ぐに、

旅衣よなよな袖をかた敷きて
　　思えばわれは遠くゆきなん

　と答えた。
　行慶とも別れた経正は、今はと、持っていた赤旗をさっと高く打ち振った。ここかしこで経正の帰りを待っていた家来たちはすわこそと集ってきた。それが百騎ばかりになったところで経正は、一門の後を追って行くのであった。
　この青山せいざんという琵琶は、仁明天皇の御代、掃部頭貞敏かもんのかみていびんが唐の琵琶の博士、廉承武れんしょうぶから、三曲の秘曲を授かったときもらった三つの名器のうちの一つである。帰朝する際、三器の内玄象げんじょう、青山は無事だったが、もう一つの獅子丸ししまるだけは海神の怒りを鎮めるため、海に投げたといわれる由緒のあるものである。
　村上天皇の時だった。その夜は丁度中秋の名月であった。主上は、玄象を手にして、暫し独りで楽しんでいらっしゃると、影のようなものが御前にしのび寄り、気高い声で歌を和し始めた。主上は、弾く手をやすめ、
「誰じゃ、一体どこから入ってきたのじゃ」
　と尋ねられた。影が答えるには、
「私は昔、御朝おんちょうの貞敏に三曲を教え伝えた廉承武でござりますが、三曲の内に秘曲を一曲伝え忘れた罪に依り、魔道に落ちているのです。今、なつかしい琵琶の音につられて、ついのこのこ入りこみましたが、唯今ここで秘曲をお授け申し、わが身も、魔道から浮きあがりたいと思いますので」
　いい終るとすぐ立てかけてあった青山をとり、調子を変えて、秘曲を弾き始めた。今伝わる上玄右上がこれである。このことがあって、主上始め誰も青山に手を触れるのを怖れたので、仁和寺の御室にお預けになった。その青山を、御室はご寵愛の深かった経正に又お預け下されたのである。
　経正は、琵琶の名手であったが、十七の年、宇佐八幡宮に勅使として下向した際、この青山を持って、八幡宮の御殿で秘曲を弾いた。日頃、琵琶の音など聞いた事もない神官が涙を流したほど、その腕の冴えは見事だった。
　青山という名のいわれは、夏山の峰の緑の木の間から、有明の月のさしのぼるすがたをいう。玄象と共に、当代の琵琶の二名器といわれている。


一門都落

　池大納言頼盛は、池殿いけどのに火を放ち、鳥羽のあたりまで落ちていったが、鳥羽の南門まで来ると、「忘れたことがあった」といって急に平家の赤印あかじるしを切り捨て、手勢三百余騎を引き連れ、再び京へとって返した。これを見ていた一門の人々は誰しも、奇異の感じを免れなかったらしい。侍の一人、越中次郎兵衛盛次もりつぐは、宗盛の前に進み出て、
「ご覧になりましたか？　いくら忘れ物と仰有おっしゃっても三百騎が全部付いて参らずともよさそうなもの、ちと様子がおかしゅうございます。大納言殿にはともかく、侍の一人か二人に矢でも射かけてみましょうか？」
　と申し出た。宗盛も、この様子をさっきからみていたが、
「日頃のご恩を投げすて味方を裏切るような奴じゃ、捨てておけ」
　といまいまし気にいい放ったので、盛次もそれ以上は何もいわずに引き下った。
「ところで、小松殿の方々かたがたは如何いたした？」
　その宗盛の問いに、傍らに控えていた知盛が無念そうに口をゆがめた。
「未だ一人も参りませぬ。それにしても、都を出て一日も経たぬうちにこの有様、人の心のうつろい易さは何としたことでござりましょう、この分では行く末が思いやられます。どうせのことなら都の中で、とあれほど申し上げたのに」
　彼は宗盛の顔を口惜しそうに見あげた。
　池大納言が、平家を見捨てて都に留まったのには、こんなわけがあった。というのは、戦乱が始ってからも、彼は頼朝から何度も書状を貰っていたのである。池大納言の母は、頼朝の命乞いをした池禅尼で、頼朝にとっては命の大恩人であったのだ。だから平家追討の者にも「決して池殿の侍に弓を引くな」と固く戒めているのであった。
　最後の際まで迷いに迷い抜いた池大納言は、とうとう、どたん場になって、頼朝の情にすがろうと思いついたのであろう。頼盛は、妻の宰相の縁故を頼って、八条女院がしのんでおいでになる仁和寺の常盤殿ときわどのに身をかくした。
「万一の時は、お助け下さい」
　と頼盛がいうと、女院は、
「昔ならばとにかく、今の世の中では如何どうでしょうかね」
　と頼りないお言葉であった。一門とは離れ、敵中唯一人、頼朝の好意ばかりを頼りにしている頼盛は、どっちともつかぬ不安な気持であった。
　維盛を始めとする小松殿の兄弟六人が、千騎ばかりで一門に追いついたのは、淀の六田むつだ河原近くでだった。さすがに宗盛の顔は喜びをかくし切れなかった。
「今まで何をしておいででした？」
「それが、幼い和子たちが、仲々離さぬのでいろいろなだめておりますうちに遅れてしまいました」
「又どうして、お連れにはならなかったので？」
「つらつら思うに、世の行末も、余り頼もしいとは思われず」
　と暗然として言葉を濁した。
　この日都を落ちゆく面々は、前内大臣宗盛、平大納言時忠ときただ、平中納言教盛、新中納言知盛、修理大夫経盛、右衛門督清宗、本三位中将重衡、小松三位中将維盛、新三位中将資盛、越前三位通盛、内蔵頭信基、讃岐中将時実、左中将清経、小松少将有盛、丹後侍従忠房、皇后宮亮経正、左馬頭行盛、薩摩守忠度、能登守教経、武蔵守知章ともあきら、備中守師盛、淡路守清房、尾張守清定、若狭守経俊つねとし、兵部少輔雅明、蔵人大夫成盛、大夫敦盛あつもり、二位僧都全真、法勝寺執行能円のうえん、中納言律師仲快ちゅうかい、経誦坊阿闍利融円、等、等、等。
　その勢ざっと七千騎、東国北国の戦で、漸く一命を長らえた人たちであった。
　平大納言時忠は、主上の御輿を山崎関戸院せきどのいんに据えると、男山を伏し拝んだ。
「南無帰命頂礼八幡大菩薩、願わくは君を始め、我等一同、再び都に帰れますように」
　出て来たばかりの都の空を眺めやると、空はぼうっとかすんで、ところどころに、煙が一すじ二すじ立ち昇るのが見えるだけである。
　教盛は思わず一首をくちずさんだ。

はかなしな主は雲井に別るれば
　　宿はけぶりと立ちのぼるかな

　経盛も続いて、

故郷ふるさとを焼野の原とかえりみて
　　末もけぶりの浪路をぞ行く

　肥後守貞能さだよしは、淀川の川尻に源氏が来たと聞いて、五百余騎を引連れて出たが、間違いとわかって引き帰してくる途中、宇度野うどので都落ちの一行に出会った。
　貞能は馬からとび下りると、宗盛の前にかけ寄った。
「一体どこへ行こうとなされるのです？　西国へおいでになったら、落人として、あちこちで討ち散らされ、寄る辺のない身の上におなりになりますぞ。それよりも、どんなことになろうとも都においでの方がよいと思いまするが」
「そちは聞かなかったか、木曽勢、五万余騎は既に叡山東坂本まで到着いたしたという話じゃ。昨夜から法皇もどこかに姿をかくしてしまわれた。もちろん、われらばかりであれば、都の内にて一戦も試みたいと思っていたが、女院や二位殿に辛い目をおあわせするのも心苦しい。とにかく一度西国に落ちた上で、陣容を立て直して、再び捲土重来を期そうと思うのじゃよ」
「それなれば、貞能、一先ずお暇を賜わり、自由の身になって、とくと考えまする」
「それはそなたの勝手じゃ、よいようにいたせ」
　貞能は、手勢五百騎の内、大半を小松殿の公達にと残し、自分は三十騎で都に帰っていった。
　貞能、都に帰る、という知らせを聞いて、青くなったのは、池頼盛である。大方、自分を討ちに帰ってきたのだと、彼は小さくなって震えていた。
　貞能は、西八条の邸跡に幕を引かせて、一夜を明かしたが、誰一人、戻って来る者もいないので、翌くる日、重盛の墓を掘りおこし、源氏の馬の蹄にはかけたくないと、骨を取り出し高野山に送り届け、あたりの土は賀茂川に流した。その上で、これ以上、平家に味方しても無意味と覚ったらしく、かつて、貞能が宇都宮を預り、手厚くもてなししたよしみを頼り、宇都宮のもとに落ちていった。
　平家の一門は、維盛以外は、大臣以下、妻子同伴での都落ちであったが、身分の低い者はそうもいかず、いつの日再会することも覚束ないままに、愛する妻子や恋びとを都に見捨てたまま、西国に落ちて行ったのである。


福原落

　都を後にした一同は、憶い出のふかい福原に着いた。ここで宗盛は、数百人の重立った侍を呼び集めた。
「平家の一門、このたびは、ご運も尽き果て、神明からも見放され、君からも見捨てられるという事態に立ちいたった。今後、都を後に、仮寝の夢を結ぶ旅客の身の上、まことに頼りないことじゃ。そなたたちは祖先伝来の家人として、家代々平家の重恩を蒙ってきたものじゃ。今こそ、恩にむくいずして何といたそう。我々は主上を頭と仰ぎ、三種の神器をたずさえて参った。どうじゃ、野の末、山の奥まで、行幸の御供を仕る気はないか」
　宗盛の赤裸々な言葉に一同は深く感動していた。
「鳥や獣さえも恩に報いる心は存じております。まして私共は人間でござります。何でその道に背きましょうか、二十余年間、妻子を育て一家を支えてまいったのも、ひとえに平家のご恩でござります。まして弓矢とる身に二心はあるはずはござりませぬ。雲の果て、海の果てまでもお供いたしまする」
　と異口同音に申し出るのであった。
　その日は福原の旧都に一夜を明かすことになった。丁度月の明るい夜で、眠られぬまま、人々は三年間留守にした、なつかしい都のあたりをあちこちと歩き廻った。
　春の花見の岡の御所、秋の月見の浜の御所、泉殿いずみどの、松蔭まつかげ殿、馬場殿といった所や、人々の邸宅も三年の間にすっかり朽ち果て、寝所には、月の光がさんさんと降り注いでいた。この都を造った頃が、平家栄華の最盛期であったかも知れぬ。それだけに、ひとしお感慨が胸にこみあげ、人々の心に涙をそそるのである。
　翌日は、福原の内裏にも火を放ち、主上以下一門は、そこから船で更に西へ落ちていった。


第八巻


山門御幸

　寿永二年七月二十四日夜半、後白河法皇は按察使大納言資賢あぜちだいなごんすけかたの子息右馬頭資時うまのかみすけときただ一人を供にして、折からの闇にまぎれ人目を忍んで、御所を出た。行先は鞍馬くらまの奥である。迎えた鞍馬寺の僧たちは突然のことに驚いたが、
「ここはまだ都から近うございますので、危険でございましょう」
　と口々にいうので、さらに奥へ入った。笹の峰、薬王坂などの険しい道を進み、ようやく横川よかわの解脱谷げだつだににある寂定坊じゃくじょうぼうに辿たどり着かれた。ところが多くの僧たちは騒ぎ立てた。
「東塔とうとうへ御幸ごこう頂きたい」
　というのである。難をさける身であるから、再び東塔の南谷にある円融坊に行かれ、そこを御所とされた。そこへ武士、寺僧たちが集まって御所を厳重に守護した。しかし、ここにもすでに多くの噂が伝わっていた。天皇は平家と共に西海に落ちられ、上皇は吉野の奥に身を隠されているという。女院や宮々も八幡やわた、賀茂、嵯峨さが、太秦うずまさ、西山にしやま、東山などの片田舎に難を逃れている。平家一門は都より落ちたが、源氏はまだ京に入っていない。京は主のない都となった。
　そのうちに、法皇が比叡山におられると聞き伝えた殿上人たちは、われもわれもとお迎えにかけつけた。入道殿と当時いわれた前関白基房さきのかんぱくもとふさ、当殿とうどのと呼ばれた近衛、それに太政大臣師長もろなが、左右大臣、内大臣実定じってい、大納言忠親、中納言実宗などの外、参議、三位、四位も集る。世に重んじられ、位階昇進に望みをかけ、所領官職を持った人たちは、すべて法皇のところへやってきた。まるで都が遷ったような円融坊の賑わいであった。もともと狭いところに都の人たちが押しかけたのであるから、堂に入り切らぬ者は外で右往左往し、一眼でもいい、自分の参上の趣きを法皇に認めてもらおうとしてひしめきあった。喜んだのは比叡山の大衆たちである。山門の名誉この上なし、と彼らはまるで山門に政府でも出来たように悦に入っていた。
　法皇は二十八日都へもどられた。この時は木曽義仲が勢五万余騎を引き連れて守護したが、近江おうみ源氏山本冠者義高やまもとのかんじゃよしたかは、白旗を高く風に靡かせて先陣となった。威風あたりを払う入京は都人の目をみはらせたが、一際目についたのは白旗である。平家一色の京に住みなれた人々は、珍しい源氏の白旗を新しい歴史の動きとして見つめた。実に二十余年ぶりの白旗の都入りであった。そのうちに、十郎蔵人行家くらんどゆきいえ、数千騎を率いて宇治橋を渡って京に入る。陸奥みちのくにの新判官義康しんはんがんよしやすの子、矢田判官代義清やだのはんがんだいよしきよが大江山を越えて都へ、また摂津国、河内の源氏勢も協力して都へ攻めのぼる。たちまちのうちに京の街は源氏勢で埋めつくされた。
　そして義仲、行家はただちに院に呼ばれた。勘解由小路かげゆのこうじ中納言経房つねふさ、検非違使別当左衛門督実家けびいしのべっとうさえもんのかみさねいえの両人は、院の殿上の間の板縁に出ていた。そこへ現れた義仲の装立ちは、赤地の錦の直垂に唐綾縅からあやおどしの鎧よろいを着こみ、腰に銀づくりの太刀を帯び、二十四本の切斑きりふの矢を背に、重籐しげとうの弓を小脇にかいこみ、兜かぶとはぬいで鎧の高紐にかけてかしこまった。行家は紺の錦の直垂に黒糸縅の鎧、二十四本の大中黒おおなかぐろの矢を背に、塗籠籐ぬりごめとうの弓を脇にはさみ、兜を同じく高紐にかけて控えた。法皇から平家追討の仰せが下った。前内大臣宗盛をはじめ平家一族を討てとの命である。かしこまって法皇の命を受ける義仲の顔には、別に深い感動の色もない。退出するとき、両人とも宿所がない旨奏上すると、すぐさま宿所が与えられた。義仲は大膳大夫成忠だいぜんのたいふなりただの宿所の六条の西洞院にしのとういん、行家は法住寺殿の南殿みなみどのと呼ばれた賀陽かやの御所であった。
　そのとき幼少の天皇が、外戚の平家に連れられて、西海の波の上に流浪されているのを法皇は嘆き、天皇と三種の神器とを無事に返せと度々西国にいる平家に申し伝えていたが、無論平家は一向に聞き入れなかった。ところで、先帝高倉天皇には四人の皇子があり、一人は安徳天皇で、二の宮は皇太子にしようと平家が連れて落ち、都に残ったのは三の宮と四の宮であった。八月五日、法皇は二人の宮を院に呼んだ。皇太子決定のためである。まず五歳になった三の宮をそばに呼ぶと、
「これこれ、どうじゃな」
　といえば、しばし老人の顔を見つめた三の宮は、急に怯気おじけ立ったものらしく、わっと泣きだした。側近の者があわてて宥なだめたが一向にきき入れぬ。機嫌を損じた法皇は、もうよいと室外へ連れ出させた。これに反して四歳の四の宮は呼ばれると、にこにこしながら法皇の膝にのぼり笑顔で法皇の顔を眺めた。まことに人懐っこい態度であったから、法皇はひどく喜んだ。老いの目に涙が溢れた。
「可愛い子じゃ。縁もゆかりもない子供が、この老法師を見てこんなに懐しそうにするのは、わしの本当の孫に相違ないからじゃ。この笑顔も高倉院の幼いときを思い出させる。これほどの忘れ形見を今まで会いもせずにいたとはなあ」
　と、四の宮を愛撫しながら、涙を押えることが出来なかった。
　浄土寺の二位は、この時まだ丹後といっていたが、法皇の御前にかしこまった。
「では、御位はこの宮でいらせられましょう」
　といえば、
「いうまでもないことじゃ」
　こうして皇位継承は短時間のうちに決定した。内々で占わせてみると、四の宮即位せば百代の後までも日本の主あるじたるべし、と出た。四の宮の母は七条修理大夫信隆しちじょうのしゅりのだいふのぶたかの娘、建礼門院が中宮であらせられた時に宮仕えしていたが、高倉院の目にとまり常に召されて寵愛されているうちに、次々と多くの皇子をもうけたものである。
　この信隆には娘が多かったが、そのうち一人でも女御か后にでもと、かねてから願っていた。あるとき、白い鶏千羽飼えば、その家から必ず后が出る、という話を聞き、家に白い鶏千羽を養った。そのためか、娘がはからずも皇子をたくさん産んだのであるが、信隆は皇子が誕生しても、平家や中宮に遠慮して皇子を大切には扱わなかった。これを清盛の奥方の二位が聞き伝えた。
「よいよい、構うことはない、私がお育てして皇太子にしてさし上げましょう」
　と乳母までつけ、大切に育てたものであった。
　その皇子たちの中でも四位の宮は、清盛の奥方の兄、法勝寺ほっしょうじの執行能円しゅぎょうのうえん法印の養君やしないぎみとなっていたが、平家の都落ちで法印は西国に、彼の妻とこの四の宮を残して行ってしまった。しばらくして妻のところへ、法印の使いが来て、
「四の宮をおつれ申しあげて、共にわが許に参れ」
　という。彼の妻はひどく喜び、急いで支度を終えると四の宮を連れて邸を出て、西の七条まで来た所に、妻の兄であった紀伊守範光が懸命に引止めたのであった。
「そなたは気でも狂ったのか。こんな気狂いじみたことをされてはいかぬ。この宮のご運、今にも開け給うというのに、何ということをされる」
　その翌日、法皇からお召しの使いが四の宮のところに来た。およそ物事には定められた成行きということはあるが、この四の宮の運命を守った功績の人といえば、紀伊守範光をあげることができよう。とはいえ、四の宮は範光の忠義を心にとどめていないのか、何の沙汰もなく空しく月日がたってしまった。
　ある時、範光はもしやと思って歌二首を詠み、宮中に落書らくしょしたのであった。

一声はおもい出て啼なけほととぎす
　　おいその森の夜半の昔を


籠この中うちもなおうらやまし山がらの
　　身のほどかくすゆう顔のやど

　四の宮はこれをお聞きになった。知らなかったのは我が身の愚かさゆえ、と範光を召すとただちに正三位に任ぜられた。
　寿永二年八月十日、木曽義仲は左馬頭さまのかみとなり、越後国を賜わった。その上、朝日の将軍という院宣も頂いた。十郎蔵人は備後守となり、備後の国を頂く。義仲が越後を嫌ったので代りに伊予を賜り、十郎蔵人が備後はいやだと断わったので備前が与えられた。その他源氏のもの十余人が受領、検非違使、靱負尉ゆきえのじょう、兵衛尉ひょうえのじょうなどに任ぜられた。そして八月十六日、前内大臣宗盛以下平家一門百六十余人の官職をすべて剥奪、殿上の間から除籍された。除籍を免れたのは、平大納言時忠へいだいなごんときただ、内蔵頭信基くらのかみのぶもと、讃岐さぬきの中将時実ときざねの父子三人である。これは天皇と三種の神器を京に返すよう交渉が執拗にくり返されていたが、その交渉の相手が時忠であったためであるといわれる。
　さて、翌十七日、平家一族とその勢は筑前国三笠郡太宰府に着いた。ようやく一息ついた一行に京都より従っていた菊池次郎高直は、肥後の国境大津山の関所を開いてお迎えの準備をしたいと願い出ると、すぐ肥後に一人でもどっていった。国に帰った彼は自分の城に引きこもると、一向に迎える準備もしなければ、部下を連れて太宰府を守りに来る様子もない。不安を感じた平家からの度重なる使いにも返事はなかった。次郎高直の離反は今や決定的である。その他、九州全域の侍たちは、われらは平家の味方、天皇のおんために馳せ参ずる決意、などと立派な返事を出しながら、誰一人として太宰府に来る者はいなかった。ただ一人、岩戸いわとにいる大蔵種直たねなおが伺候しているだけである。かつて平家の全盛時代に恩を受けた武士たちも、落目の平家には冷たかった。
　十八日、平家は安楽寺へ参拝して、夜もすがら歌を詠み、連歌をするなど神を祭っていたが、その中で本三位中将重衡が悲痛な歌を詠んだ。逆境に神を祭り、歌を詠んで僅かに心を慰めていた時、俄かに人々の心底を衝く歌が現れた。人々は辛い現実に再び立帰ると共に身の不遇を泣き、あらためて望郷の念にかられたのであった。

住みなれしふるき都の恋しさは
　　神も昔におもい知るらん

　そして二十日には、京で法皇の宣命せんみょうで四の宮が閑院殿かんいんどので即位した。摂政には近衛がそのままなり、蔵人頭や蔵人などの任命があって、人々は退出した。法皇の前で泣いたばかりに機会を失った三の宮の乳母は、これを聞くと泣いて口惜しがったが、些か遅すぎた。
　天に二つの日なし、国に二人の王なし、というが、平家の悪行のために京と田舎いなかに二人の国王がいられることになったのである。


宇佐行幸

　四の宮即位の情報は、間もなく九州の平家に伝わった。安徳天皇を擁し三種の神器を抱えこんで、錦の御旗は手中にあるはずの平家も、落目となってはこの即位の話ほど衝撃をうけたものはなかった。共に帝皇をいただいてその正統性を現実に証明するとなれば、恐らく武力以外にはあり得ない。さればといって事態はすでに落人おちうどの境遇にあり、捲土重来を期する気魄も乏しいとなれば、現在の平家としては愚痴をこぼすだけが落ちである。
「ああ残念なことをした、こうなると知っていたなら、三の宮も四の宮もこちらがお連れして来ていたものを」
　こうした声が幾度なく互に交されて、何時止むとも知らない。一門の者は、愚痴をいうことが身の上の慰めでもあるかのように嘆きあった。ついにこれにたまりかねたか平大納言時忠は、きっとした口調で話しはじめた。
「今更悔いても詮せんなきことじゃ。たとえ残りの宮方を一人余さずお連れ申しても、同じ事態にはなったであろう。高倉宮の御子の養育役、讃岐守重秀がご出家させて北国へ連れ落ちていることは諸卿もご存知であろう。木曽義仲が都へのぼるとき、この御方を天皇にさせ奉らんと、還俗げんぞくさせてお連れしているから、その時はこの方を御位につけよう、同じことじゃ」
「お言葉ですが、出家された宮が還俗されたとしても、その宮を皇位におつけすることは出来ますまい」
　と人々はこの論理に救いでもあるかのように語調を強めた。
「それはそうかもしれぬ。しかし還俗された方が帝位につかれた例は異国にもあるのじゃ。またわが国にもある。天武天皇がまだ皇太子であらせられた時、大友皇子に襲われて髪を下しご出家になって吉野の奥へ難を避けられたが、後に大友皇子を亡ぼされ御位につかれた例もあるのじゃ。また、孝謙天皇も、あるとき大菩提心を起されて出家遊ばされ、法基尼ほうきにと申されたが、後再び位につかれて称徳天皇と申されたことがある。木曽が崇めている還俗の宮を位につかせられたとしても、差支えあるまいと存ずる」
　時忠の言葉は、人々を直ちに説得はしなかったが、もし都に新帝を樹立する決意があれば、その方法は幾らでもあるという現実に目覚めさせたことだけは事実である。一同は自分たちの奉ずる天皇の存在は忘れて、専ら都の新帝即位の事態に悩み果てていた。
　九月三日、都の法皇は伊勢へ公卿の勅使を立てられた。その使いは参議長教ながのりである。法皇が伊勢へ勅使を立てられたのは、朱雀、白河、鳥羽三代の先例があるが、何れもご出家以前のことである。出家以後の例としては今度が始めてであるという。
　平家は九州で都を定め、内裏を造ろうと評議を重ねてはいたが、とても実行には至らなかった。天皇はこの頃、岩戸いわとの少卿大蔵種直の家を仮の御所としていた。人々の家も野や田の中に散在する始末であるから、さながら大和の十市とおちにいるような感じである。天皇の内裏となった種直の家は木立深い山の中にあった。丸木で造った山小屋の風情がなかなか風雅であるという者もいたが、これはそのかみ、斉明天皇が三韓交渉の折、筑紫の朝倉に進んだとき造られた木きの丸まる殿どのになぞらえたものであった。天皇はここから宇佐神宮へ行幸になった。大宮司公通きんみちの家が皇居となり、社殿が公卿、殿上人の宿となった。廻廊には五位、六位の官吏がつめ、庭には四国、九州の武士たちが鎧兜をつけ、弓矢を携えて集まっていた。古びた神社も装いを新たにしたような賑いであり、境内の朱色の玉垣までが輝くように思われた。一行は七日間参籠した。満願の暁、祈願する宗盛に突如夢のお告げがあった。宝殿の前で朝敵退散、平家興隆を祈りつづけていた宗盛は夜明ければ満願と知って、気力を持ち直して祈っていた。夜が明けそめるのか社殿の中も薄明るくなった時、宝殿の扉が音もなく開くと、尊くも気高い声が奥より聞えた。

世の中の憂さには神もなきものを
　　何祈るらん心づくしに

　宗盛、はっと目覚めて姿勢を正した。奥からの声は一度きりである。しきりに胸騒ぎがする。不吉な影が身うちをよぎる。お告げの意味を考えて忽ち暗然とした表情になった。それにしても意外な夢のお告げである。この世の様さまには神の力も及ばぬというのである。

さりともと思う心も虫の音も
　　弱り果てぬる秋のくれかな

　こう古歌を口ずさむ宗盛の顔にはしかし諦めたような穏かさがあった。宗盛はこの夢のお告げを誰にももらさなかった。やがて参籠がつつがなく終った。喜びの一行と共に太宰府へ向う彼の顔は、寥々りょうりょうたる微笑ほほえみをたたえていた。
　九月も十日を過ぎた。配所に月を見る思いの平家一族には、秋風が身にしみた。荻おぎの葉をそよがせて吹く夕べの風に、ひとり旅寝の床もわびしく、片敷く袖もぬれがちである。いずこも同じとはいうが、流浪するにも似た旅の空の淋しさは、誰の胸にもひしひしと迫った。九月十三夜の月は、この太宰府の秋の夜空にも皓々こうこうと冴さえてはいるが、仰ぐ人の心には京で楽しく月を賞でた夜の思いが湧く。空を仰ぐ目が何時しか涙に曇れば、月もおぼろに定かでない。人々は月明の夜に己が感懐を託して歌を詠んだが、いま心を慰めるのは、この夜の月ではなく華やかな過去である。人々の歌には押え切れぬ昔への懐慕があった。
　薩摩守忠度の歌、

月を見し去年こぞの今宵の友のみや
　　都に我を思い出ずらん

　修理大夫経盛の歌、

恋しとよ去年こぞの今宵の夜もすがら
　　契りし人の思い出でられて

　皇后宮亮経正の歌、

分けて来こし野辺の露とも消えずして
　　思わぬ里の月を見るかな


緒環おだまき

　九州の豊後国ぶんごのくには刑部卿三位頼資ぎょうぶきょうさんみよりすけの所領であるが、代官にはその子の頼経朝臣よりつねあそんがなっていた。この頼経のところへ京の父から急使がとどいた。父の手紙を開けてみると、
「九州の地へ落ちた平家は、すでに神に見離され君にも捨てられたるもの、帝都を逃げて今や波の上に漂う落人おちうどなり。然るに九州の者どもこれを迎え取り、お仕え申すとは不埒ふらち、わが所領においては一向随うべからず。汝東北の国々と同心して、彼の一族を九州の地より追い出すべし」
　という文面である。そこで頼経はこの国の住人緒方三郎惟義おがたのさぶろうこれよしを呼ぶと、父の手紙を見せて平家掃討を命じた。
　この緒方三郎惟義というのは、ただ者ではない、恐ろしい者の末裔まつえいである。その昔、豊後国のある片田舎に住む夫婦に、一人娘がいた。まだ夫もなく慕いよる男もなかったが、ある夜、若い男が娘を訪れた。気品があり、その優しい態度に娘は心を惹かれた。そして男は毎夜毎夜娘の所にかよった。そして月日が重なるうちに、この娘は身ごもった。母が、
「お前のところに来る者は、どんな男じゃえ」
　と尋ねると、
「来る時は見まするが、帰る時は知りませぬ。暁方何時とは知らず帰ってしまわれるのです」
　と答えた。ともかく娘の男の素姓を知らねばならぬ。そこで母は知恵をさずけた。その夜、男は何時ものよう、水色の狩衣姿で娘のところに現れた。娘は男に悟られぬように狩衣のえりに針をさし、麻糸の玉の緒を結んだ。男は常と変らず優しかった。一夜が明けると、もう男の姿はなかったが、閨ねやから戸外へ一条の麻糸がのびている。娘は従者十人余り連れて糸を追った。糸は里から山にのびている、これを追う娘の足は早かった。何者であれ、一眼いい交した男の姿は見たかったのである。やがて娘の一行は豊後の外れ日向との国境、姥嶽うばがたけのふもと、そこにある岩屋へと着いた。糸はその中へ明らかにのびていた。一足進んだ娘はとどろく胸を押えて、中をうかがった。中からは妙なうめき声が聞える。娘は意を決すると大きな声で問うた。
「貴方のお姿を一眼でもと思って、ここまで尋ねて参りました」
　といえば、はたとうめき声が止んで、しばらくしいんとしていたが、やがて岩屋の中から太い声が聞えた。
「わしは人の姿をしておらぬ。お前はわが姿を見れば肝も魂も飛ぶ驚きをするだろう。どうかわしの子を産んでくれい、お前にできる子は男の子だ、弓矢、剣を取らせれば九州に並ぶ者なき者になるはず。わしの姿などはどうでもよい、無事に帰って子供を頼む」
　しかし娘は重ねていった。
「どのようなお姿でありましょうとも、私には常々のお情けを忘れることはできません。一眼でもと思いつめて、私はお尋ねしたのです。どうかお姿を見せて下さい、昼の私はお気に入らぬのですか」
　岩屋の奥では物音一つしなかった、娘は石のように立ち尽して返事を待っていた。すると岩屋から地響きの様な音が伝わってきた。忽ち一行の前に、とぐろのさしわたし五、六尺、頭から尾まで十四、五丈と思われる大蛇が這い出してきた。その喉笛のどぶえには娘がえりに刺した筈の針がささっている、娘は悲鳴をあげると地にくずおれた、従者たちは叫びをあげて逃げ散った。やがて一人の従者が失神した娘をこわごわ助け起し、ようやく家に連れ帰った。間もなく娘は一人の男の子を産み、母方の祖父が引き取って育てた。その子は逞しく育ち、まだ十歳にもならぬというのに背は高く顔は長く、七歳で元服させた。祖父の名が大太夫だいたいふというので、大太だいたと名づけた。夏も冬もこの子の手足に何時もあかぎれがあった。人これ見て胝大太あかがりだいたとも呼んだが、武力は常人を超え、九州で恐れぬ者はいなかった。
　さて緒方三郎惟義は、この大太の五代目の孫である。不敵で、行なうことがすべて大胆である。頼経の命を受けるや、直ちにこれを院宣である、従わなければ朝敵の汚名を受くるぞ、と号して九州中へあまねく回し文をした。そのため相当な武士までも惟義の命に従わざるを得なかった。惟義の先祖である大蛇は、日向国で尊崇されている高知尾たかちおの明神の神体であるという。


太宰府落ち

　太宰府に落ちて、やや小康を保った平家は、九州に都を定め、皇居を造るべきであるなど、公卿たちが相談してはいたが、惟義これよし謀叛むほんせりとの報が伝わると、俄かに動揺した。内裏建設も直ちに沙汰止みである。しかし惟義への対策は何とかせねばならない。協議の席上、新中納言知盛はいった。
「あの緒方三郎は小松殿の家来であった者です。小松殿の若君のどなたか一人出向かれて、彼をなだめられたら如何でしょう、主筋の方のお言葉なら必ずや聞き入れると存じますが」
　これは名案であると、新三位中将資盛が五百余騎を率いて豊後に向った。惟義と会見した資盛は言葉をつくしてなだめたが、惟義は一向に従わない。
「折角のお頼みですが、惟義はっきりお断り申し上げる。私はこのまま貴方様方を捕えたいとさえ思っております位。しかし大事を前に控えての小事は、今問題になりません。小勢の貴方たちを捕えようと帰そうと、大勢には影響いたしません。このままお帰りになっても、今後大したことはお出来になりますまい、そう思うて捕えないだけです。ともかく、さっさとお引取り願いたいものです、太宰府の方々がこれからどうなろうと私は知りませんぞ」
　といって追い帰した。資盛が失望の色を浮べて太宰府に帰ってくると、これを追うように惟義の次男、野尻次郎惟村が使者としてやってきた。
「われわれはかねてから平家の重恩を受くる身にございますれば、主君に向うことなどできませぬ。兜をぬぎ、弦をはずして降るべきとは存じまするが、後白河法皇のご命令には、平家を速かに九州の地より追い出せ、とのことにございます」
　この言葉に平大納言時忠は、緋色の緒のついた袴、葛糸織くずいとおりの直垂、立烏帽子たてえぼしという姿で惟村の前にあらわれると、きつい語調でいった。
「ここにいらせられる君は、天孫より四十九代にあたる正統、人皇八十一代の帝であられるぞ。天照大神、正八幡宮もこの君をお守り遊ばされておる。また、故入道清盛殿は、たびたびの乱に逆賊を鎮め、九州の者たちも内裏へ召すなど、多くの恩賞を与えられておられた。この恩を忘れ、東国の叛徒頼朝や北国の凶徒義仲に瞞されて、勝ったなら国を預けよう、荘園を与えようなどいう言葉を信じ、鼻豊後はなぶんごの指図に従おうとは、もっての外の振舞じゃ、よく惟義に申し伝えい」
　この時忠の言葉の中で鼻豊後というのは、豊後の国司刑部卿三位頼資が大きな鼻の持主であったからである。惟村は急ぎ帰ると父にこれを伝えた。惟義はふふんと嘲笑った。
「まだ勝手なことを抜かしおる、落ち目になっても大きな口をきく奴じゃ、昔は昔、今は今だ。そういうつもりならこちらにも覚悟がある、よろしい兵を集めろ。大軍で一挙に追い出してくれよう」
　と、ほとんど最後は怒気をふくんでいい放った。惟義の下知が八方に飛び、各地から兵が呼び集められた。噂を聞いて公卿たちは怯えたが、憤然と起った武士もいた。源大夫判官季貞すえさだと摂津判官盛澄もりすみである。
「彼奴のような者をそのまま捨て置いては、今後のためにならぬ。後輩への影響も少くない。まことにけしからぬ奴じゃ、召し捕えて参りましょう」
　と兵三千余騎を連れると筑後国を越え、高野たかのの本庄ほんしょうに向った。ここで惟義の軍と戦うこと一日一夜、しかし九州各地から雲霞の如く集り押し寄せる惟義の大軍には、勇敢な攻手もかなわず引き退いた。
　そのうちに太宰府に、惟義が三万余騎を以てすでに寄せるとの報が伝わった。平家は取るものも取りあえず、慌てて逃げ支度をはじめた。折からの豪雨の中、混乱を極めた落ちようであった。あれほど心頼みにした天満天神の注連しめとも別れるのは心細く、行先に不安の念を抱く者は多い。天皇は粗末な腰輿ようよを召された。輿こしをかつぐ者もないのである。葱花そうか鳳輦ほうれんとは名ばかりであった。御母建礼門院を始め高貴の女房たちも袴の裾をかかげ、内大臣宗盛以下公卿殿上人は指貫さしぬきのももだちをはさんで、はだしのまま逃げた。水城みずきの戸を出れば、われ先きに箱崎の津へと必死になって落ちて行く。宮中の礼儀も、挙措きょその優雅もあったものではない。そして強風を交えた豪雨である。横なぐりに車軸を流す雨が叩きつければ、土砂を巻きあげる突風が襲う。衣は風にちぎれるばかりに舞い、雨に全身はびっしょりとぬれた。都を落ちてから最もみじめな逃げぶりである。しかし今この悲しみに泣いている余裕は、誰にもなかった。はだしの足で雨にぬかるむ地をひたすら急いだのであった。住吉すみよし、箱崎、香椎かしい、宗像むねかたを伏し拝み、天皇の都へ帰られる日一日も早からんことを祈り、垂水山たるみやま、鶉浜うずらはまなどの険路、難所を越えた。何れも慣れぬ足での強行である。天皇の足に血が何時しかにじんできた。果てもないと思われる砂地へ一行は踏みこんだ。雨風はすでに止んだが、空は低く重く地に迫っている。彷徨ほうこうの足取りはもつれて、天皇が立ち止れば御足の下の砂が紅に染まり、白い御袴も血に汚れた。かの唐の太宗の命を受けて印度に向った玄奘三蔵げんじょうさんぞうが、流砂りゅうさを渡り葱嶺そうれいを越えた苦難の旅も、これほどではあるまいと思われた。三蔵のは求法ぐほうのための困苦である、それは自他の利益もあったであろう。これは闘戦の道である、来世の苦しみは思うだに悲しいことといえようか。
　さて、原田大夫種直はらだのだいふたねなおは二千余騎で京都から平家の供をしていたが、数千騎で迎えに来ていた山賀兵藤次秀遠やまがのひょうどうじひでとおとはかねて不和の仲、彼がいるならわしは供をせぬ、それにこの中にあって争いが起きるのは具合悪かろうと、途中で引返してしまった。これで貴重な兵の主力は去ったのである。
　まもなく平家は葦屋あしやの津つを過ぎた。これは都から福原へ通った時、往還に見なれた摂津の葦屋の里と同じ名前である。そういえばこの風物も何か似かよっているようにも思える。人々が思わず望郷に誘われれば、追われる身に一時忘れていた悲しみが俄かに湧き起る。みじめな現実に気力も失せた。もうこの国にいたくないと泣き出す者もいる。新羅しんら、百済はくさい、高麗こうらいに逃げたいと夢のようなことをいえば、いや雲の果て、地の果て、海の彼方に行きたいと叫び出す者もいる。そうだ、海の彼方ならこの苦しみもあるまい、と汀みぎわに駆けて強い風に波頭が白い飛沫をあげる暗い海を狂おしく見つめる者もいた。疲労と絶望が都の弱い公達きんだちの神経を乱したのである。ようやく兵藤次秀遠につれられて、山賀城に籠った。しかし疲労をいやす暇はなかった。山賀にも敵が寄せるとの知らせに、一行はわれ先きにと逃げ出し、小舟に分乗して漕ぎ出せばもう陽は落ちていた。荒れる夜の海上を闇を衝いて渡り、暁の訪れる頃、豊前の柳浦やなぎがうらに辛うじて着いた。一息つけば公達の里心が出てくる。またしても公卿会議が開かれ、ここに都を定め、内裏を造ろうということになる。だが場所はなかった。そうこうするうちに、ここにも長門の源氏が押し寄せるという。忽ちのうちに逃げ支度もそこそこにして再び海の上に出た。
　十月の頃である。小松殿の三男の左中将清経ひだりのちゅうじょうきよつねは、かねてから何事も深く思い込むたちであったが、ある夜月の美しさに誘われたか、舟を沖に漕ぎ出し舷に出て横笛を吹き奏で、朗詠をして心を慰めていた。供の者も波穏かな海原に月を打ち仰ぎ、笛の音を聞いてしばし辛い身の上を忘れていた。やがて笛を収めた清経は、海を眺めて一人呟つぶやくようにいった。
「都は源氏の勢に攻め落され、九州からは惟義に追い出された。網に囲まれた魚のように逃げ場もないのがわれわれじゃ。何処に逃げても同じこと、行先にはまた憂きことが待構えておろう。生き永らえても詮なき身じゃ、わが身ももはやこれまでか」
　といって供の顔を見て淋しく微笑んだ。やがて静かに読経をし、念仏を唱えるが早いか、清経は身をひるがえして海に飛びこんだ。月明らかな海原の波が割れて清経の姿は消えた。月の光を浴びた彼の姿は美しかったと、涙ながらに供の女は語っていた。
　長門国は、新中納言知盛の所領であった。ここの目代もくだいは紀伊刑部大夫通資みちすけという者であったが、平家の一行が小舟で海の上に漂っているということを聞くや救いの手をのべた。大船百艘余りを整えると平家に提供した。仏にでも会ったように感激した平家一門は早速これに乗り移ると、やっと生気を取り戻したようであった。船を連らねて四国に渡れば、阿波あわの民部重能しげよしの指図で讃岐の屋島の磯に形ばかりの内裏や御所が急造された。これが出来あがるまで賤しい民家を皇居とするには及ぶまいというので、大船の一艘が御所となった。天皇がこの有様であるから、宗盛以下の公卿たちの仮住いは漁夫の小屋である。小屋に入り切れぬ者は船の上に泊った。
　波に揺られる船上の御所に、安らかな時のある筈はない。磯の小屋に夜を過す平家も心の安らぎはなかったのである。月を浮べてたゆとう海のようにその憂いは深く、霜をいただいた葦の葉のように脆い運命である。州すに騒ぎ鳴く暁方の千鳥の声が人々の恨みをまし、磯にこぐ梶の音が夜半に悲しく伝われば、小屋に伏す者の心を傷めた。眠られぬ夜は続き、平家の人々は人の影にも怯えていた。遥か彼方の松に白鷺の群がるのを見れば、ややっ、あれは源氏の白旗ではないかと浮足立ち、海に野雁が鳴けば、敵兵の鬨ときの声かと顔色を変えた。誰もが憔悴しょうすいしていた。潮風に吹かれれば玉の肌は荒れ果てて、翠黛紅顔すいたいこうがんの容色もとみに衰えてゆく。翠帳紅閨すいちょうこうけいの美殿に臥した身はいま、潮風にはためく葦すだれの小屋の中で、土の上に寝て波の音を聞く生活である。女房たちは尽きぬ思いに血涙を止め得ず、昔の美しい面影は跡さえも止めていなかった。そして、浜に立って紺碧こんぺきの海を見つめる人の数がふえ、その眼には望郷の涙が溢れていた。


征夷将軍の院宣

　一方、鎌倉の前右兵衛佐頼朝の武勇の名は一日ごとに高まっていった。そこで鎌倉にいたままで、征夷将軍の院宣を賜わることになった。その使いは左史生中原泰定さししょうなかはらのやすさだである。泰定は十月四日、家来とともに鎌倉に到着、そこで頼朝に会った。頼朝がいうには、
「この頼朝は武勇の誉によって、関東にいながらにして征夷将軍の院宣を受けたのだ。私人でこの院宣を受ける訳には参らぬ、若宮の拝殿で頂こう」
　といって若宮へ行った。八幡宮は鎌倉の鶴岡つるがおかにあり、その地形は石清水と同じもので、廻廊、楼門があり、参道十余町が見下された。
　院宣の受けとり手には誰がなるべきかの評定があり、三浦介義澄よしずみに白羽の矢が立った。義澄はすでに関東八カ国にその名を知られた武士の名門、三浦平太郎為嗣ためつぐの子孫であり、その父大介義明おおすけよしあきも君のために命を捨てた武士であった。この因縁から父大介の亡魂を子が院宣を代表で受けとることで慰めたいというのである。その日、院宣の使い泰定は、身内の者二人、家来十人を従えていた。身内の者とは和田わだの三郎宗実むねざね、比企藤四郎能員ひきのとうしろうよしかずであり、その十人の家来は十人の大名に命じて一人ずつ出させた者である。三浦介は紺の直垂、黒糸縅の鎧を着こみ、黒漆の太刀を腰に帯び、二十四本の切斑きりふの矢を負い、重籐の弓を脇にはさみ、兜を脱いで高紐にかけ、謹んでかしこまった。やがて三浦介が腰をかがめて院宣を請け取ろうとしたとき、左史生が、
「唯今院宣を請け取らんとする者は何人か、名乗られよ」
　というと、口を開こうとした三浦介がはっとなった。三浦介といえば頼朝の兵衛佐ひょうえのすけと同じに聞えるからである。
「三浦荒次郎義澄と申す者」
　と咄嗟に彼は名乗った。左史生が覧箱らんばこに入れられた院宣をうやうやしく渡すと、義澄は兵衛佐頼朝に渡し、しばらくしてから覧箱だけが左史生の手に返されたが、受け取った彼は箱がずしりと重いのに驚いた。開けると砂金百両がまばゆく輝いている。
　この後、八幡宮の拝殿で泰定に酒がすすめられた。陪膳ばいぜんの者は斎院さいいんの次官親義ちかよし、五位の一人が膳部を取りつぐ役を勤めた。馬三頭が贈られ、その一頭には鞍がおかれてあった。これを引くのは大宮の侍工藤くどう一郎祐経すけつねである。泰定の宿所として古い萱ぶきの小屋が用意され、中は新しく飾られた。厚く綿の入った衣二かさね、小袖十かさねが長持に入れられて用意してあった。また紺藍摺こんあいずりと白布しろぬのが千反も積んであった。この夜の宴には山海の珍味が出され、調度は華麗を極めて心からもてなされたのであった。
　翌日、泰定は頼朝の館へいった。内と外に侍の詰所があり、共に十六間の建物である。外侍とざむらいには家の子郎党などが肩を並べひざをそろえて、ぎっしり並んでいた。内侍うちざむらいには一門の源氏が上座に、末座には関東八カ国の大名小名が居並ぶ。泰定は源氏の上座に据えられた。しばらくして寝殿に向うと、上段に高麗べりの畳を敷き、広縁には紫べりの畳が敷かれてあり、そこに泰定を坐らせた。やがて御簾みすが高く巻き上げられ、頼朝が現れた。狩衣に立烏帽子、顔が大きく背は低かったが、その顔は優美で、語る言葉は明晰である。口を開いた頼朝はまずことの次第を述べた。
「そもそも平家は、頼朝の威勢に恐れて都を落ちた。その跡に木曽義仲と十郎蔵人が入って来て、いかにもわが手柄顔に官位を思うままにあげ、領地の好き嫌いまで申すとは誠に奇怪至極の振舞い方じゃ。また奥羽の秀衡が陸奥守みちのくのかみになり、佐竹冠者が常陸守ひたちのかみになって、この者たちも頼朝の命を聞かぬ。こうした者も急いで討てとの院宣を賜わりたい」
　凜然たる頼朝の威に、泰定は感嘆したらしい。すぐさま、この源氏の棟梁に随身したい希望を伝えた。
「ここですぐ名簿みょうぶを差し上げたいのですが、今は院の御使の身、都にただちに馳せ帰り、すぐにしたためて差し上げたいと存じまする。私の弟の史大夫重能しのたいふしげよしも同じ考えにございます」
　と性急に申し出れば、頼朝は笑って、
「今の頼朝の身分として、おのおの方の名簿など思いもよらぬことじゃ。けれどそのおつもりなら頼朝も戴いておこう」
　と頗る上機嫌である。しばらく雑談に時を過ごした泰定は、今日これから上洛したいというと、頼朝は今夜は当地に逗留せられい、といってきかない。ひきとめられた泰定が一夜泊まり、翌日頼朝の館へゆくと多くの餞別が彼に贈られた。萌黄糸縅もえぎいとおどしの腹巻、銀の太刀一振、重籐の弓に狩の矢をそえた品々である。馬十三頭が引き出され、三頭には鞍がつけられてあった。泰定の家来十二人にも、直垂、小袖、大口、馬、鞍などが与えられ、馬だけでも三十頭に及んだ。泰定一行の帰りの旅のために、鎌倉の次の宿場から近江の鏡宿に至るまでの各宿場には、十石宛の米が用意された。彼らの食料としては多すぎるので、余った米は窮民へのほどこしに使ったという。


猫間ねこま

　京にもどった使者の泰定は、旅装をとくのもそこそこにして法皇の御所に参上した。御所の御庭に畏まって、頼朝の様子や関東の武士たちの動静などを詳しく報告申し上げると、法皇は頼朝こそ頼りになる天晴れな武士じゃと大層感心された。また、泰定の話を聞いていた公卿殿上人も互に肯きあっては、頼朝を賞めそやしていた。公卿たちは武士の評判をあれこれ話していたが、このとき京の守護職にあった木曽義仲の批評に花が咲いた。頼朝に比べて何んという野育ちまるだしの男か、と嘲り笑われていた。義仲は色白く、顔だちもととのった偉丈夫ではあったが、立居振舞の無骨さ、いう言葉の聞き苦しさは、まったく田舎の山猿にひとしい。彼が二歳より三十の年を過ぎるまで、片田舎の信濃国木曽の山に育ったことを思えば、都風の優雅さも、洗練された作法も持ち合わせなかったのは当然であった。義仲は野人としての生地を何ら隠すことなく、天真爛漫に振舞っていたが、そのため滑稽な過ちは数かぎりなくあった。すぐれた武将であり、卓抜な戦術家でもあった彼も、都では女子供にも忍び笑いの対象とされていたのである。
　その頃、猫間中納言光高という公卿がいたが、義仲に相談することがあったので彼を訪れた。家臣が、
「猫間殿が見えられました」
　と義仲に取りつぐと、
「なに、猫が来た、猫がわしに会いに来たのか」
　と大笑いして相手にならぬ。家臣が、
「いや、猫間中納言殿という公卿の方が、殿にご面会に来られたのでございます」
　と笑いをこらえていったので、ようやく光高と会ったが、義仲は猫間とは呼ばずに猫という。
「猫殿が珍しく食事時に来られた、猫殿に馳走せよ」
「いえ、いえ、今はたくさんです」
　と驚いて辞退するが、義仲は一向頓着しない。義仲は新しいものは何でも無塩ぶえんといえばいいと思っているから、
「それ、ここに無塩の平茸ひらたけがあるのじゃ、早う出せ、早う」
　と家来をせかせて、食事の支度をさせた。陪膳役は根井小弥太ねのいのこやたである。出された食事を見て中納言は驚いた。余り見たこともない深く大きい田舎茶椀に、飯が山盛りによそってあり、おかずは三種、それに平茸の汁が添えてあった。義仲への食事も全く同じものである。義仲は箸はしをとるとむしゃむしゃ美味うまそうに食い始める。中納言は出された田舎茶椀のきたならしさに辟易へきえきして、とても食う気にはならぬ。主人に悪いので箸は手に取ったものの、もじもじするばかりである。この中納言を見て義仲は飯を食いながらも、しきりにすすめる。
「それをきたないと思召さるな、義仲の精進用の椀でござるよ、さあさあ」
　中納言はここで食べなかったら、主人の気持を損ねるだろうと思って箸をつけたが、専ら食う真似ばかりである。そしてすぐに箸を置いた。
「猫殿は小食でござるな。いわゆる猫おろしとは御身のことじゃな、いや遠慮はご無用ぞ、さあどしどし召上り給え」
　と大声に笑いながら食事をすすめる。進退極まった中納言は、いかにしてこの食事を食わないで済むかに懸命となり、肝心の用事も忘れてあたふたと逃げ帰った。
　その後、義仲は院の御所へ出仕することになったが、官位ある者が直垂を着るのはよくないというので、急いで狩衣に替えた。野人の装束であるから、誠に奇態な出来上りである。烏帽子の先から袖のくくり方、袴の裾にいたるまで、とても見られたざまではなかった。その彼が鎧姿に弓矢を持ち、兜の緒をきりりとしめて馬にまたがれば、威風あたりを払う颯爽さっそうとした武将である。今、狩衣姿の義仲と同一人であるとは、とても思えなかった。そしてどうやら牛車に乗りこんだが、車も牛飼もかつて宗盛の所有だったものである。久しく車も引かせず、つなぎ飼いしてあった屈強の牛に、門を出るや否や一鞭あてたものだから、牛は一散に走り出した。車の中の義仲は仰向けに倒れた、蝶のように左右の袖をひろげてばたばたもがいたが、車が止らないので起きあがれない。義仲は「牛飼」という言葉を知らないので、木曽ことばで叫んだ。
「やれ小牛健児こうしごてい、やれ小牛健児」
　一方、牛飼は小牛健児が何を意味するかさっぱりわからなかったが、やれ、というからには車をやれに違いないと解釈を下し、牛に鞭をくれると五、六町も走らせた。折柄、今井四郎兼平が馬を飛ばして追いつき、
「なんで御車をこんなに走らせるのだ」
　と怒鳴りつけた。この牛飼も内心ではしまったと思ったが、
「御牛の鼻力が余りに強いので、止めようとしてもどうしても止まりませぬ」
　といって弁解した。牛飼はここで何んとか義仲の機嫌をとっておこうと考えたのであろう。
「その手形てがたにおつかまり下さい」
　というと、昇降口の木にむずとすがった義仲は、大いに感心した口調でいった。
「うむ、これは巧みな工夫じゃ、牛健児うしごていの知恵か、大臣殿の考えか」
　院の御所に着いて、門前で車かけをはずさせ、車の後から降りようとした義仲に、京の者で雑役夫として院に召使われていた男が、
「車はお乗りになる時は後から、そしてお降りになる時は前からでございます」
　というと、
「車だからというて素通りして悪い訳はあるまい、余計なことを申すな」
　といって後から降りてしまった。この外なかなか面白いことが沢山あったが、皆は義仲を恐れて、殆んど口に出さなかった。またこの牛飼は生意気な奴、というのでとうとう斬られてしまった。


水島合戦

　ところで、平家は讃岐の屋島に本拠を構えながら、山陽道八カ国、南海道六カ国、都合十四カ国を討ち従え、着々とその勢力の拡大を計って油断ならぬ状勢になってきた。義仲はこれを聞くと、安閑としてはおられぬ、平家勢のこれ以上増えぬうちに討ち破らねば、と討手の軍を編成した。討手の大将軍には陸奥の新判官義康の子、矢田判官代義清やだのはんがんだいよしきよ、侍大将には信濃国の住人海野うんのの弥平四郎行広、その勢七千余騎である。山陽道へ向い進発した討手は、備中の水島の瀬戸に着いた、ここから屋島へ一気に押し渡るつもりである。閏うるう十月一日、水島の瀬戸目指して漕ぎ寄せる一艘の小舟がある。漁船か釣船かと源氏が一斉に瞳をこらせば、平家からの書状を携えた使者が乗っている。これを見ると源氏は、かねて陸にあげて干してあった五百余艘の舟をわれ先にと海へ押し出した。一方、平家はこの日に備えて集められてあった船千余艘に乗って押し寄せた。平家の大将軍には新中納言知盛、副将軍は能登守教経のとのかみのりつねである。両軍の距離が迫り合戦の始まらんとするや、能登守は大音声をあげて下知した。
「いかに四国の者ども、北国の奴ばらに生け捕りにされて、口惜しいとは思わぬか。まず味方の船を組め！」
　さすが水軍に長じた平家である。千余艘の纜ともづな、舳綱へづなが組み合わされ、綱の間には船をつないで入れ、歩み板が渡された。平らな陣地であるから行動は自在で陸の陣と異らぬ。迎撃の絶好の陣が生れた。両軍は鬨ときの声を上げて海の上で激突した。矢合わせの矢が潮風を切って飛ぶと、海の上は修羅場と化した。狭い一艘の舟の上の行動と、相互の連絡が緊密で駆け廻れる平家の陣とでは比較にならぬ。源氏はその数においても戦術においても水の上では平家に劣っていた。
　遠矢が飛び交い、漕ぎ寄せては近い者同志の白刃が交叉した。鎧に固めた身である。海に落ちることはまず死を意味した。この水上の合戦では熊手が大きな武器となった。海は忽ち血汐に染まった。斬られる者、斬ろうとして足踏み外し海に落ちる者、熊手に引き落されて溺れる者、組み合って刺されるやそのまま敵と共に海へ転がり落ちる者、平家が足場を十分に利用して戦えば、源氏はその不利を歴戦の勇でおぎなった。
　源氏の侍大将海野弥平四郎行広が討たれた。これを見た大将軍矢田判官代義清は、仇を討てと主従七人小舟に乗るや真先に進んで戦った。遠き者は矢で殺し、近き者は太刀で斬る鬼神の奮戦に、やがて小舟の弱い舟板が割れた。とみるみるうちに舟が沈んで、義清も海に消えた。平家は船に馬を乗せていたが、戦有利と見るや、船を傾けて馬を海に追い落し、海に泳ぐ馬を船に引き寄せ引き寄せ陸地へ向った。やがて馬の足が立ち、鞍の端が海面に浸るところまで来ると、一斉に馬に飛び乗った。教経以下五百余騎、水しぶきをあげて浜に駆けのぼり、喚声をあげて源氏の陣に襲いかかった。すでに大将軍、侍大将が討たれて指揮が混乱しているし、水上の戦いで味方の不利を見ていた源氏は、われ先きにと逃げ散った。天地に轟く勝鬨を、平家は此処に堂々とあげた。都を落ちてから最初の勝利であった。会稽かいけいの恥はじをそそいだその声は、何時までも波の上に響いていた。


瀬尾せのおの最後

　水島の敗報を受けた京の義仲は、これは一大事じゃ、捨てては置けぬ、と自ら一万余騎を率いて備中へ馳せ下った。ここに一人の平家の武士がいた。備中の住人瀬尾太郎兼康せのおのたろうかねやすという者で、名の知られた武士であったが、さる五月北国での戦いに敗れ、加賀住人倉光次郎成澄の手にかかって捕えられた。このとき斬られる筈であったのを義仲が、かかる勇武の男を殺すには惜しい、と弟の三郎成氏に預けた。兼康は人づきあいもよく、優しい気性の男であったので倉光家でもねんごろに待遇していた。昼は終日仕えて木を伐り、草を刈るなど賤しい仕事を黙々とつとめ、夜は悶々として寝ることがなかった。しかし、兼康は一度も敵の中にある身を忘れなかった。機を窺って敵を討ち、一度は主君に会いたいと深く心に祈り続けていたのである。
　あるとき、この瀬尾太郎が倉光三郎に向っていった。
「私は去る五月から死ぬべき身を助けられて参りました者、旧主のことなど今はもう忘れ果てました。今度合戦がございましたなら、だれよりも木曽殿にこの命を捧ぐる心にございます。ついては、兼康が所有しておりました備中の瀬尾というところは、馬を飼うに誠によい土地柄です。貴方がその地をお貰いになれば、随分とお役に立つことと存じます。私がその地をご案内仕りましょう」
　この言葉に動かされた倉光三郎が義仲に伝えると、
「感心なことを申す奴じゃ。汝まず一足先にその地に行き、馬の草など用意させよ」
　と命じた。そこで倉光三郎は手勢三十騎ばかりと、瀬尾太郎を率いて備中国へ向った。兼康の嫡子小太郎宗康も平家の味方であったが、父が義仲より暇をもらって帰ると聞き、以前から心を寄せる家来ども百騎余りを連れて父を出迎え、播磨の国府こうで行き会った。そして倉光三郎などと連れ立って下る途中、一行は備前の三石みついしの宿に泊ったが、折柄兼康に親しい者たちが酒を持参して訪れたので、宴が開かれ深更に及んだ。期するところのある瀬尾は倉光主従に酒をすすめて酔いつぶした。泥の如く眠るのを見定めるや瀬尾たちはこれを襲い、起きる間もあたえず一人残らず刺し殺した。そして手勢をまとめると、折から国府にいた備前国の代官の所へも押し寄せ、これも討ち取った。備前国は十郎蔵人の国である。
　この後、瀬尾太郎は自分の決意をこの付近の武士たちに伝えた。
「兼康は木曽殿から暇賜わって、この地まで下って参った。平家に心寄せる人は、今度木曽殿が参られれば、矢の一つでも射かけるがよいぞ」
　この知らせを受けて、備前、備中、備後の武士たちが集ってきた。その殆んどが、馬や武具、元気な手下のものたちを平家に差し出し、自らは休養していた年寄りであったが、瀬尾の決意にうながされたか、柿色の古びた直垂の紐をつけ替え、布の小袖の裾をからげ、破れ腹巻をつづり合わせて着込んだ上に、山狩り用の靱うつぼ、竹箙たけえびらに僅かの矢を入れて集った。老いの身に鞭打ち、残された武器をかき集めて、平家のために今一度のご奉公をと悲壮な決意をした老武者たちであったが、その勢合わせて二千余騎とはなり瀬尾のところに馳せ集った。瀬尾は備前の福隆寺畷ふくりゅうじなわての笹ささの迫せまりに城を構え、防禦の陣を急造した。楯垣を立て並べ、櫓やぐらを立て、逆茂木を植え、城には幅二丈、深さ二丈の堀を掘って、待ち受けた。
　瀬尾に討たれた代官の下人どもは逃げのびて、京へこの事件を報告しようと上る途中、義仲に行き会った。下人の知らせを受けて義仲は、
「おのれ憎き瀬尾の奴め、思えばあのとき斬って捨てるべきであった。油断して奴に謀はかられたのは無念なことじゃ」
　と歯がみをして怒った。この時、今井四郎は、
「彼奴きゃつの面つきはただ者とは思えませんでした。それで私は千度も奴を斬るべきだと申し上げていたのですが、果たして不敵な振舞、しかし大したことはございません。この兼平まず備前に下り、殿の恨みを晴らしてみせましょう」
　というと、三千余騎を率いて、備前は瀬尾の居城へ急行した。福隆寺畷の道は細い一本道、幅が弓の長さ位で、その距離は西国道で一里、左右は深田で馬の足も立たぬ。今井四郎の軍勢も心はせいているが、どうにもならない。馬の足に任せて漸く着いた。寄手が来たとみるや、瀬尾は急いで高櫓にのぼり大声でいい放った。
「さる五月から、かいなき命をお助け下すった各々方に深くお礼申し上げる。よくぞお出で下さった。私のささやかなお礼心をお見せしたい」
　と二十四本さした矢を弓につがえては放ち、つがえては放った。これを合図に瀬尾の勢からは矢が一斉に寄手の中に射こまれた。寄手は今井、宮崎、海野うんの、望月、諏訪、藤沢など一騎当千の面々が、これを物ともせず兜を傾けて飛び来る矢を防ぎながら、城に攻め寄せた。討たれた人、馬などを片っ端から堀に投げ入れ、深田を埋め、これを乗り越えて進んでいった。馬の胸や腹が隠れる泥の中もいとわず、深い谷も嫌わず、駆けこみ駆けこみおめき叫んでは襲いかかった。一歩も退かぬ決意の寄手の激しい攻撃に、瀬尾の者たちは大方討ちとられ、城は壊滅に陥った。夜になっても寄手の攻めは衰えず、遂に笹ささの迫せまりは破られた。かなわぬと見た瀬尾はここを退き、僅かな手勢と共に備中の板倉川のほとりに楯を並べて、最後の抵抗を試みた。しかし寡兵ではあり、老武士である。矢も射つくした。勝ちに乗じて襲う今井四郎の攻撃を支えかねて、一人一人と落ちていった。瀬尾太郎はたった主従三騎となり、板倉川に着いて緑山みどりやまに逃れた。
　この合戦に加わっていた倉光次郎成澄は、さる五月北国で瀬尾を生け捕ったものであるが、弟の三郎成氏を殺されて激怒していた。今度こそ再び彼奴きゃつをわが手で捕えてみせよう、とただ一騎馬に鞭をくれて瀬尾を追っていった。倉光次郎は遥かに落ちる瀬尾主従三騎を認めるや、必死に馬を走らせてその距離をおよそ一町にちぢめた。声のとどく間隔である。彼は大声を上げて瀬尾を呼んだ。
「そこに落つるは瀬尾とみた。武士とあろうものが敵に後ろを見せるのか。返せ返せ」
　この声を聞いた瀬尾は、かつて己れを生け捕った敵を見た。板倉川を西へ渡り、川の流れに馬をとどめて待ち受けた。倉光次郎は鞭を振い、鐙あぶみを蹴って一気に川に乗り入れて瀬尾に追いつくや、そのまま、むずと組みついた。二人は組み合ったまま川にどうと落ちた。双方何れ劣らぬ大力の者、水の中を転げ廻りながら相手を抑えつけようと死力を尽くしているうちに、岸近い淵の中へ転げこんだ。倉光は泳げぬが、瀬尾は水練の達人である。共に水底へ沈んだ時、瀬尾の手は倉光の腰から刀を抜いて、水中でもがく倉光を抑えるや、鎧の草摺を上げて、柄も通れ、拳も突き抜けよとばかり彼を三度刺して、その首をあげた。血に染った水を体に浴びた瀬尾は、自分の馬は乗りつぶしたので倉光の馬を奪い、落ちていった。瀬尾と共に落ちた彼の嫡子小太郎宗康はこの時二十歳、肥満した体なので一町も走れぬ、目をつぶって瀬尾はわが子を見捨てて二十町余り馬を飛ばした。と、突然馬を止めると彼は郎党にいった。
「日頃は、千万の敵に向うとも四方晴れて、わが心に一片の雲だにないが、今日は小太郎宗康を捨てて行くからか、先が暗うてわしには見えぬ。この合戦に生きのびて、再び平家の軍に参るとも、「兼康は六十を過ぎる身なのに、あと幾つ生きようと思ってただ一人の息子を捨てて来たのか」と仲間にいわれるに違いない。これは心外なことじゃ」
「さればこそ、お二方そろってどのようにでもなされませ、と申したのはそのことでございます。お引き返しなされませ」
　と家来がいえば、莞爾かんじとした瀬尾は今来た道を再び馬を飛ばした。息子のいるところに着くと、小太郎宗康は歩けぬ程足が腫れてしまったので道に伏していた。馬から飛びおりた瀬尾は息子の手をとった。
「お前と運命を共にするのだ」
　といえば、小太郎は泣いて父にいった。
「たとえ私がここで自害しましても、それは私が未熟者のためでございます。私のためここで父上が命を失われるのは、五逆罪となりましょう、私を捨ててどうかお早く落ちて下さい」
「小太郎よ、もうわしは決意したのだ」
　というと、息子の傍らに腰を下して動こうとはしなかった。そこへ新手の源氏五十騎あまりがおめき叫んで追い迫った。瀬尾は射残した矢八本を引いては放ち、つがえては射た。この練達の速射に、生死はわからぬが源氏勢八騎が馬から落ちた。弓を捨てると抜いた太刀で彼は息子の首を討ち、敵の中へ駆けこむと武士の最後を見よと縦横に暴れ廻り、敵兵数多討ち取って死んだ。家来も瀬尾と共に散々に戦ったが重傷をうけて倒れ、その翌日死んだ。主従三人の首は備中の鷺さぎが森もりにかけられたが、この模様を聞いた義仲は、
「天晴れ剛の者、しばらく助けておきたかった」
　と嘆賞したという。


室山むろやま合戦

　義仲は備中国びっちゅうのくに万寿庄まんじゅのしょうで勢揃えすると、一挙に平家の拠点屋島を陥そうと決心した。この時、都の留守に残してきた樋口次郎兼光からの急使が来た。
「殿ご不在の間、十郎蔵人行家殿は院のお気に入りとして、殿のことをさまざまに讒言ざんげんいたしております。西国の軍いくさ暫くさし控えられ、急ぎ上らせ給え」
　というのである。容易ならぬ情報である。義仲は平家を目前に眺めながら考えた。ここで決戦を行なって平家を討ち、禍根を絶って都に帰るべきか、それとも都に急ぎ帰り地歩を固めて再び下るべきか。義仲は自分の不安定な現在を思うと後者を取った。軍をまとめると夜を日についで京に急いだ。このことを知った十郎蔵人行家は、もし義仲が京に入れば自分との間に不和が起ると察知して、五百余騎を率いて京を下り丹波路を通って播磨へ向った。義仲は摂津を経て都へ入った。
　一方、平家は義仲を討とうと大将に新中納言知盛、本三位中将重衡しげひら、侍大将に越中次郎兵衛盛次もりつぐ、上総かずさの五郎兵衛忠光、悪七兵衛景清などを命じて先陣とし、二万余騎の兵で播磨に押し渡り室山に陣を構えた。行家は、ここで平家と一合戦し、幾分なりと功名を上げたなら義仲との間もうまく収まると考えたのか、五百余騎の勢で室山に陣取る平家の大軍を襲った。平家は五つに陣を分けた。まず伊賀平内左衛門家長が二千余騎で一の陣、越中次郎兵衛盛次は二千余騎で二の陣、上総五郎兵衛忠光、悪七兵衛景清が三千余騎で三の陣を固め、本三位中将重衡は三千余騎で四の陣を構え、新中納言知盛は一万余騎で五の陣に控えた。この布陣の中に行家の五百余騎が突入した。一の陣がしばし応戦すると見せて中央をあければ、行家の軍はどっと躍りこむ。二の陣も中をあけて通した。三の陣も同様である。四の陣も突破したように思われた。そして行家の軍は最後の知盛の陣にぶつかった。その時である、先程突破した筈の一から四の陣の勢一万余騎がどっと背後から襲いかかり、これに呼応した五の陣の兵が討って出た。四囲攻撃である。袋の鼠と化した行家は謀られたと知ったが、すでに遅い。進むことも退くことも出来ぬが、こうなれば死物狂いである。死ぬならば一人で十騎はあの世の道連れ、もはや、命などいらぬという決意が五百騎にみなぎり、およそ二十分の一の源氏勢は鬼神をも倒す意気で戦った。知盛が最も頼りにしていた紀七衛門きのしちえもん、紀八衛門、紀九郎など一騎当千といわれた平家の武士も行家に討たれた。激闘数刻、雲霞の如き平家の包囲を破って脱出したとき、行家の兵は僅かに三十騎ばかりになっていた。何れも大半は身に傷を受けていたが、行家だけは、かすり傷も受けなかった。落ちのびる行家たちは播磨の高砂から船に乗り、和泉いずみの吹飯浦ふけいのうらに押し渡り、そこから河内の長野城に立て籠ってしまった。一方平家は、室山、水島の合戦で源氏を破り士気大いに揚あがるとともに、各地の軍勢が傘下に集って、その勢力はいちじるしくのびてきたのであった。


鼓判官つづみはんがん

　この頃、京都には源氏の兵が満ちあふれていた。兵の中にはあちこちの人家に侵入して掠奪をしたり、加茂、八幡の御領地に入っては勝手に青い稲を刈り馬の飼料にするものもいた。また人の蔵を破っては財宝を持ち出し、通行人の衣をはぎ取り、物を奪うなど狼藉ろうぜきの行ないが多かった。
「平家が都にいたときは六波羅殿といってただ恐ろしい存在だったが、人の衣をはぎ取るようなことはなかった。それが今はどうじゃ、平家と源氏が入れ替ったおかげで、とんでもないことになってしもうた」
　と京の人々は噂し合い、非難の声が次第に高まってきた。これを聞いて法皇の憤りもひと方ならず、義仲へ兵の狼藉を静めよ、との仰せが出され、その使者として壱岐守朝親いきのかみともちかの子、壱岐判官知康ともやすが立てられたが、彼は天下に聞えた鼓の名手であったので、鼓判官と呼ばれていた。この鼓判官が義仲を訪ねて対面し、法皇の仰せを伝えたが義仲はこれに対する返事もせずにせせら笑った。
「いったい鼓判官というのは皆の人に打たれなさったのか、それとも張られなさったのか」
　この無礼な言葉に知康はむっと押し黙まり、そのまま法皇の所に急ぎ帰ると、
「義仲は大馬鹿者でございます。一刻も早く追討遊ばしませ。今に朝敵になりましょう」
　と申しあげた。法皇はすぐ決意したが、しかるべき武士にはこれを命ぜず、叡山の座主、三井寺の長老に命を下して、ここの悪僧どもを召し集めた。また公卿、殿上人の集めた軍勢もあったが、どれもとるに足らぬ浮浪者や乞食法師ばかりで、子供たちと小石遊び位しか出来ぬ烏合の衆であった。そのうちに、この密かな情報を耳にした信濃源氏の村上三郎判官代が、義仲に叛旗をひるがえして法皇の側についた。間もなく法皇は義仲に対して不信の念を持たれているという噂が広まると、最初は義仲に従っていた五畿内の武士も彼から離れ、義仲も孤立の形勢になってきた。これを重視した今井四郎は主君にいった。
「これは殿、非常な大事件でございますぞ。さればとて天皇に向かい申して、弓引く訳にも参りませぬ。もはや仕方ございませぬ。兜かぶとをぬぎ、弓の弦つるをはずして降参なされませ」
　すると義仲はその言葉に耳もかさず、まるで今井四郎が敵ででもあるかのように目をむいて睨むと、声高にいい放った。
「痴たわけたことをいうな。われは信濃を出てから小見おみ、合田あいだの合戦を初めとし、北国では礪並となみ、黒坂、塩坂、篠原、西国では福隆寺畷ふくりゅうじなわて、笹ささの迫せまり、板倉城と攻めたが、一度たりとも敗けたことはない。たとえ相手が天皇であられても同じことじゃ、兜をぬぎ、弓の弦をはずして降参することなど出来るものか、もっての外じゃ」


法住寺合戦

　昂然こうぜんとして戦う決意を明らかにした義仲は、さらに語を継いだ。
「たとえば都の守護に任ずる者が、馬の一匹も飼いこれに乗らなくて何でその職が勤まる。田圃たんぼなど幾らもあるのだ、刈って秣まぐさにしてなんで悪い、馬には食わせなくてもいいというのか、法皇がお咎めになるのは筋違いじゃ。そして兵の食糧も少いのだ、食う物がなくなった若い兵どもが、西山や東山で多少人家の物を取ったりしても大騒ぎすることはないのだ。大臣家や宮方の御所へでも押し入ったのなら話は別じゃ。これは、どう考えても鼓判官の讒言と思われる。あの鼓の奴めを打ち破れ。今度こそ、義仲最後の軍となるであろう、それに頼朝への聞えもある、者ども合戦準備をせい、おくれをとるな」
　というが早いか、さっと立ちあがった。下知が次々と下され、軍がたちまちのうちに編成された。北国の勢は初め五万余騎といわれたが、その後、本国などに逃げ帰った者も多く、義仲の手許にあるのは僅かに六、七千騎だった。義仲は軍いくさの吉例であるといって、勢を七手に分けた。まず樋口次郎兼光に二千余騎を与えて新熊野の方から敵の背後に向わせた。残る六手の勢は各宿所から一斉に出発、六条河原で合流せよと指示を与えて進発させた。味方同志の目印として松葉が兵につけられた。
　合戦は十一月十九日の朝である。法皇の御所法住寺殿には、軍兵二万余が立て籠り攻撃を待ち受けているという。義仲は法住寺殿の西門に押し寄せて見れば、法皇勢の指揮を命ぜられた鼓判官知康が御所の西の垣根の上に立ち、赤地の錦の直垂に四天王と書いて貼った兜だけをつけていた。義仲の勢を見ると鉾ほこと金剛鈴を左右の手に持ち、鈴を打ち鳴らし、時には奇妙な舞を見せるなど、とても常態とは思えぬ。公卿、殿上人がこれ見て、
「知康には天狗でもついたのか」
　と苦笑いを浮べていたが、知康は一向頓着せず狂ったように鉾と鈴を振り廻しながら舞いつづけ、これでも軍の士気を鼓舞しているつもりであった。やがて鼓判官は寄手に向って形相物凄く大音声をあげた。
「朝敵の者どもよっく聞け。昔、宣旨を読めば、枯れた草木も花をつけ実を結んだ、飛ぶ鳥も落ち、悪鬼悪神もこれに慄えて従ったものだ。末代とはいえ、天皇に対し弓矢をもって向い奉ることが出来ようか。汝らの放つ矢は汝らの身に立つであろう。太刀抜けばわが身を斬るであろうぞ」
　といって罵った。義仲はこれを聞いて、
「破れ鼓め、気が狂いおったか。彼奴きゃつの広言を許すな」
　この下知に寄手はどっと鬨ときの声をあげた。
　この鬨の声に応じて法住寺殿の裏手から鬨の声が起った。新熊野より搦手に廻った樋口次郎兼光の率いる二千余騎の声である。義仲と共にあった今井四郎兼平、しばし敵陣を睨むと、やおら背の箙えびらより鏑矢かぶらやを取り出し、その中に火を入れて弓につがえた。きりきりと引きしぼって放つと、火を吐きながら飛ぶ鏑矢は法住寺殿の御所の棟に立った、と折柄の烈風にあおられた火の手は忽ち虚空に立ち上った。法住寺は火焔に包まれ、黒煙は風と共にここに籠る軍勢の上に逆巻いた。法皇勢の指揮官であった鼓判官は、青くなって真先に逃げ出した。指揮官が逃げ出す騒ぎであるから、ここの二万余騎も俄かに浮き足立ち、背後から火焔に迫られてわれ先にと逃げ出した。もとより急募してかき集めたのが大半の軍勢である。混乱はひどかった。弓取るものは矢を忘れ、矢を抱く者は弓を捨て、長刀を逆さまに抱いて駆けんとすればわが足を刺し、弓の先を物に引っかけてじたばた騒ぐ者もあった。法皇勢は鏑矢一本の火で崩壊に陥った。わめき叫びながら逃げ落ちる兵たちは、京の街路を必死に駆けた。七条通りのはずれには摂津の源氏が守っていたが、彼らは、
「落人あらば、用意して打ち殺せ」
　との院の命を受けていた。そこへ法住寺殿から逃げてきた摂津の源氏がさしかかった。屋根に楯を並べ、屋根の石を集めて待っていた勢は、それ落人ぞとわめき立ち、石を拾って投げ、投げられぬ石は転げ落した。驚いた摂津の源氏は、
「院方であるぞ、院の勢ぞ、まちがいするな」
　と口々に叫んだが、
「いわせるな、奴らの嘘は聞くまいぞ、院のご命令ぞ、打ち殺せ、打ち殺せ、一人とて逃すな」
　といっては、激しく石を投げつけた。たちまち頭を割られる者、腰を打ち折られる者、馬より落ちて這って逃げる者、そのまま死ぬ者などが多かった。また八条のはずれを叡山の僧が守っていたが、恥を知る者はここで死に、恥知らずは逃げ散った。
　ここに主水正親業もんどのかみちかなりという者が、薄青の狩衣の下に萌黄縅の腹巻を着こみ、白月毛の馬にまたがり、河原を上に逃げていたが、これを追ったのが今井四郎兼平、馬上にて矢をつがえ満月に引きしぼってひょうと放てば、狙い誤たず親業の素っ首を射当て、そのまま馬より逆さになって落ちた。この親業は清大外記頼業せいだいげきよりなりの子である。明経道みょうきょうどうの博士の子が甲冑を身につけたのはこれが始めてであるという。また法皇勢のうち、近江中将為清、越前少将信行、伯耆守ほうきのかみ光綱、その子の伯耆判官光経も義仲の武士たちに射落され首を討たれた。そして義仲にそむき院方へついた信濃源氏の村上三郎判官代も討ち取られた。按察使大納言資賢あぜちのだいなごんすけかたの孫、右少将雅賢まさかたも鎧に立烏帽子という姿で出陣していたが、樋口次郎兼光の手にかかって生け捕りにされた。天台座主明雲大僧正、三井寺の長吏円慶えんけい法親王は院の御所に立て籠っていたが、火に追われて馬で逃げ出すところを源氏の兵が見つけて矢を散々に射かけたので、ついに馬から落ちたところを二人とも首をあげられた。
　法皇も御輿に乗って出ようとしたところへ矢を雨のように射られた。慌てたお供の豊後少将宗長が、
「これは法皇の御幸であるぞ、過ちするな」
　と叫んだので、武士どもは馬から降りて輿のそばにかしこまった。法皇が、
「何者ぞ」
　と尋ねれば、
「信濃国住人八島四郎行重」
　と名乗り、輿は武士の手に引き取られ、法皇を五条内裏へ押しこめて、厳重警護した。
　豊後国司刑部卿三位頼資よりすけも御所にいたが、黒煙に追い出されて、河原へ逃げ出した。このとき、武士の下部しもべたちが彼を襲い衣類一枚残らず剥ぎ取ったので、真裸のまま寒風にさらされて呆然ぼうぜんと立っていた。頃は十一月十九日の朝であるから寒さもきびしい。河原に素っ裸の三位を見つけたのは三位の兄の家来である雑役法師で、軍見物をしようとうろうろ出かけた時に偶然見つけたのであった。急ぎ走り寄って、白い法衣二枚重ねて着ていたので一枚をぬぎ三位に投げかけた。短い法衣一枚で帯もない姿の三位は、白衣の法師を供にして街を歩き、
「あれは誰の家か、これは何者の宿所か」
　などといって立止るので、見る人たちは手をたたいて笑い転げた。
　一方、天皇は池に舟を浮べこれに乗られて難を避けられたが、義仲の武士たちは舟を目がけて矢を射ちかけたので、お供で乗っていた七条侍従信清、紀伊守範光が、
「天皇がおいで遊ばすぞ、過ちするな」
　というと、武士たちは馬から下りて畏まった。そこで天皇は閑院殿へ行幸されたが、そのみすぼらしさはとても言葉ではいいえなかった。
　院の味方につき、法住寺の西の門を五十騎ばかりで守っていた源蔵人仲兼のところへ、近江源氏山本冠者義高が戦塵にまみれ、汗びっしょりの馬に鞭をあててやってきた。
「おのおの方、一体誰を守らんとしてここにおられるのか、すでに院も主上も他所へお出でになられましたぞ」
　という。さらばわが手並のほど見せてくれんと、仲兼は五十余騎を引きつれると群がる敵陣の中へ割って入った。ここを死場所と暴れ廻り数多の敵を討ち取ったが、囲を破って脱出した時は主従僅かに八騎。この中の一人に河内の日下党くさかとうの加賀房かがぼうというものがいたが、彼の乗る馬は月毛の荒馬、口力強くて御しにくいことおびただしい。そこで加賀房はいった。
「殿、この馬は悍かんが強すぎて私には手に負えませぬ」
　仲兼はそれならばと、自分の乗っていた栗毛の尾の先の白くなった馬を与えた。折から河原坂に義仲勢の根井小弥太が二百余騎ばかりで控えているのを認めるや、この中に八騎で突入した。敵中を突破すると、主従五騎に減っていた。折角馬を替えて貰った加賀房はこの戦闘で死んだ。
　源蔵人の家臣に次郎蔵人仲頼というものがあったが、栗毛の馬で尾の先の白い奴がとぼとぼこちらへ歩いてくるのを見つけた。下部を呼んで、
「確かこの馬は源蔵人の馬と思うが、違うか」
「いや、その馬でございます」
「矢張りそうか。この馬はどこの陣へ行ったのか、どこから出て来たか、お前知っているか」
「源蔵人様は河原坂の敵の中へ駆けこまれました。この馬はそこから飛び出して来たのでございます」
「うむ、遅かったか。殿はもはや討死なさったであろう。幼少竹馬の昔から、死なばもろともにと誓いあったのに、この期に及んで死ぬる所が別々とは無念じゃ」
　といって使いを源蔵人の妻子のところにやり、彼の最後の様子を報告させると、次郎蔵人仲頼はただ一騎河原坂へ馬を駆って、勝ち誇る敵の中に躍り入ると大音声をあげた。
「われこそは敦躬親王あつみのしんのうより八代目の後胤、信濃守仲重の子、次郎蔵人仲頼と申す生年二十七歳の者、われと思わん人は寄り合え、見参せん」
　と太刀を振りかざし、縦横無尽に敵の中を駆け破り駆け廻り、敵をあまた討ち取ったが、自分もここで討たれた。一方源蔵人はこれを少しも知らず、兄の河内守仲信とともに主従三騎で南を指して落ちていった。摂政基通も戦火を避けて都を出ると、宇治へと逃げ出して来たが、遠くからこれを認めた仲兼が疲れた馬に鞭打って木幡山こばたやまで基通に追いつき、馬から下りて畏まった。基通らは恐れおののいていた。そこへ塵にまみれ、返り血をあびた武士が前にかしこまったが、木曽の残党としか思えなかった。
「何者ぞ」
　と勇を振って聞いた基通に、
「仲信、仲兼」
　と答えると、喜色がたちまち摂政の顔にのぼった。
「そちたちも伴をせよ」
　と感激した基通にいわれて、宇治の富家殿ふけどのまで送り、自分たちは河内の国へ落ちていった。
　かくて戦闘は一日で終った。その翌二十日、木曽左馬頭義仲は六条河原に立ち、昨日斬った首をみなかけ並べ、しるしをつけて数えてみると六百三十あまりあった。この中には天台座主明雲大僧正、三井寺の長吏円慶法親王の首もあった。これを見て思わず泣く者が多かった。やがて義仲は軍勢七千余騎を集めると、馬の頭を東にめぐらせて、天にも響き地をも揺がす鬨の声を三度あげた。この声は京都の街々にも轟き渡り、人々は何事かと大騒ぎしたが、義仲勢の勝利の鬨と知って、やっと胸を撫で下ろしたのであった。
　故少納言入道信西の子息宰相長教さいしょうながのりは、法皇のいられる五条内裏へ参上して門から入ろうとしたが、警備する武士たちが遮って入るのを許さない。そこで長教は勝手知った所だけに付近の小家に入り頭を剃り、墨染の衣を身にまとって再び五条内裏へ現れた。
「かく出家したからには差支えがもはやあるまい、開けて入れよ」
　といえば、武士たちもようやく許した。長教が泣くなく法皇の御前に現れると、この合戦で討たれた主な人々のことを申し上げた。法皇は、
「明雲が非業の死を遂げるとは露とも思わなかった。このたびは、とても助からぬこのわしの代りになってくれたのだ」
　と御涙を押えかねておられた。
　十一月二十三日、三条中納言朝方ともかた以下四十九人が官職を解かれ、押しこめられた。平家の時は四十三人であったから、平家の悪行よりもひどいということになろう。義仲はまた前関白基房の姫君を無理に貰い受けると、強引に関白の婿になってしまった。その当日義仲は家臣どもを集めて評定した。
「この義仲、一天の君に向い奉って、戦に勝った。さてわしは主上になったものか、法皇になったものか、ま、今は思いのままじゃ。法皇になろうとは思うが坊主になるのは面白くない、主上になろうと思うが童わらわになるのは困る。どうじゃ、それなら関白になろうと思うが」
　といえば、書記役として連れていた大夫房覚明が進み出た。
「関白には大織冠鎌足公の御子孫藤原氏の公達がなられるのが定めにございます。殿は源氏ですから関白はかないますまい」
　といえば、義仲は、あっさりと、
「さらば止むを得ぬ」
　と院の御厩おうまやの別当となり、丹波国を領した。院が出家されると法皇と申し、主上が元服されぬうちは童の髪形であられることを、義仲は今まで知らなかった。
　そのうちに、鎌倉にいる前右兵衛佐頼朝は義仲の都における狼藉を静めようと、範頼のりより、義経よしつねに六万余騎を率いさせて上ったが、すでに京に戦闘が起り、御所、内裏みな焼き払われ、天下は暗闇となったということが伝わったので、すぐに今、都へのぼっても軍のしようもあるまい、と軍勢を尾張の熱田のあたりに止めて形勢をうかがっていた。そこへ上皇に仕えていた宮内判官公朝くないはんがんきんとも、藤内判官時成とうないはんがんときなりが京都の義仲の暴挙を訴えようと尾張へ馳せ下ってきた。範頼と義経は、
「それは宮内判官ご自身が鎌倉へ下って直接申された方が宜しいと存ずる。われらより使いを出してもよいが、事情をよく知らぬ者がいって色々尋ねられても困ることが多かろう」
　といった。そこで公朝は、今度の合戦で部下が皆討たれてしまったので、十五歳になる息子公茂きんもち一人を連れて昼夜兼行の旅を続け、鎌倉へ着き、ことの子細を頼朝へ訴えた。
「鼓判官知康がつまらぬことを申し立てて主上を悩まし奉ったのみならず、多くの高僧、貴僧を失ったのはかえすがえすも惜しいこと、また不埒な振舞じゃ。こういう者を今後も召し使われれば、天下の騒動は絶ゆることはあるまい」
　と頼朝は宮内判官の報告を詳しく聞いた後でいった。これを伝え聞いた鼓判官は、青くなると共になんとか申し開きをしようと、これも夜を日についで鎌倉へ馳せ下った。頼朝に面会を求めた鼓判官は、そのまま、あっさりと断られてしまった。そこで梶原平三景時かじわらへいぞうかげときを頼って、なんとか己れの弁解を頼朝に伝えてもらおうとしたが、
「彼奴などに会うな、相手にもなるな」
　という頼朝の言葉に誰も鼓判官の相手にならぬ。毎日毎夜頼朝の館へ通いつづけたが、所詮徒労であった。そして遂に面目を失い都へ逃げ帰って、辛うじて命だけを永らえて稲荷いなりの付近にわび住いしていたという。
　こうした状勢に京の義仲は苦慮した。腹背に敵を受け、全く孤立した形である。それに手勢も少くなる一方である。現在の拠点である京も政治的に極めて不安定である。死中に活を求めようとした義仲は、西国の平家へ急使を送った。
「急ぎ上洛せられよ。共に一つになり関東へ馳せ下り、兵衛佐を討たん」
　という主旨が伝えられた。この使いに平家の宗盛をはじめ一門のものは大いに喜び、これでわれわれも助かると今にも上京しそうな様子であったが、その中で新中納言知盛は断固としていった。
「たとえ末世になるとも、義仲の如きに瞞されて都に上るなど、どうして出来よう。天子が三種の神器を持たれてわれわれと共にある以上、義仲に降参せよと、こちらから申すのが本筋でありましょうぞ」
　この知盛の気魄に押されて平家一門はたちまち義仲降伏説に賛成した。そこで宗盛は義仲の使者にこの旨伝えよと申し渡した。無論義仲は平家の申し入れを黙殺した。こうした中で入道の松殿は義仲を自邸へ呼ぶと、いんぎんに諫めた。
「入道清盛公は悪行の多い人ではあったが、稀代の善根を積まれたので、二十余年も世の中を平和に保たれたのです。悪行ばかりで世を治めることはできぬはず、ですからさしたる理由もなく押しこめた人々の官職はみな許されたがよいでしょう」
　といわれて、義仲も考え直した。荒夷あらえびすのような彼も松殿の意見に従い、押しこめた人々をみな許したのであった。これと同時に松殿の子息師家がこの時まだ中納言中将でいたのを、義仲のはからいで大臣摂政に推挙した。おりから大臣の欠員がなかったので、徳大寺実定が内大臣であったのを借りて、師家を大臣に据えたのであった。これについて世間はうるさかった。新しい摂政を仮の大臣などといっていたのである。この年十二月十日に、法皇は五条内裏をお出ましになられて、大膳大夫成忠なりただの宿所、六条西洞院にしのとういんへ移られた。同十三日年末の御修法あり、その日任官式が行なわれたが、義仲の一存で人々の任免を思うままに行なった。
　平家は西国に、義仲は京都に、頼朝は東国にと、それぞれ勢力を張り、互ににらみ合いをつづけていた。戦乱と共に中央からの諸国への威令も行なわれず、各地で群将が割拠したため、京都へ通ずる四方の関所も閉鎖同然の有様であった。朝廷への年貢も絶え、一般の物資も欠乏していた。狭い土地に閉じこめられた京の人々は、さながら水溜りの中に喘あえぐ魚のように頼りなかった。
　戦乱に終始した年も暮れた。明くれば寿永三年である。


第九巻


小朝拝こちょうはい

　寿永三年正月一日、法皇の御所は大膳大夫成忠の宿所、六条西洞院であるから御所としての体裁は整っていない。それ故、院の拝礼もなく、また内裏での行事である小朝拝も行なわれなかった。
　屋島に立てこもる平家はここで新年を迎えたが、元旦の儀式がうまくゆかぬのは当り前である。主上はおいで遊ばすが節会せちえも行なわれず、腹巻の奉納もなく、吉野の国栖人くずびとの歌舞奉仕もなかったので、
「いかに末世とはいえ、都にいればかかる有様はなかった」
　などと嘆くことしきりであった。
　世に青陽せいようの春が訪れ、磯吹き渡る風も和やかに、陽の光も長閑のどかにはなってゆくが、ここの平家は氷に閉じ籠められた気がして、とても心のどけき春などという心境とは遥かに遠いものがあった。平家が語るは昔のこと、都の楽しかりし思い出ばかりである。京の東岸西岸の柳も今は相前後して芽を吹き、南枝北枝の梅が咲けば花が散る時期はちがっているなどと話し合い、花の朝あした、月の夜に詩歌管絃、鞠まり、小弓、扇合せ、絵合せ、草尽くし、虫尽くしなど、心楽しく遊んだ思いを語り続け語り明かし、春の遅日を過すのであった。


宇治川

　寿永三年正月十一日に木曽左馬頭義仲は院に参上して、平家追討のため西国へ出発する旨を申しあげた。十三日には早くも出発ということにきまった。そこへ、頼朝が京で義仲の狼藉ろうぜきを鎮しずめようと範頼、義経を将として差し向けた軍勢数万騎が、美濃、伊勢に到着する頃だろうという報告があった。驚愕した義仲は、宇治、勢多の橋板を取り外し、そこへ軍勢を派遣して防禦ぼうぎょに当らせた。手勢が少なかったので、勢多の橋へは今井四郎兼平に八百余騎を率いさせて向け、宇治橋へは、仁科にしな、高梨たかなし、山田次郎に五百余騎をつけて派遣した。一口いもあらいへは伯父の信太三郎先生義憲しだのさぶろうせんじょうよしのりを三百余騎とともに向わせた。
　東国から攻めのぼる大手の大将軍は蒲御曹司かばのおんぞうし範頼、搦手からめての大将軍には九郎御曹司義経、これに従うは東国の主な大名三十余人、その軍勢合せて六万余騎という大軍である。
　この頃、頼朝は生食いけずき、磨墨するすみという二匹の名馬を持っていた。この生食をしきりに欲しがったのは梶原源太景季かげすえである。梶原は頼朝に度々生食拝領を願い出たが、
「生食は、大事起らばこの頼朝が物具つけて乗ろうと思う馬である。磨墨もこれに劣らぬ名馬であるぞ」
　といって磨墨を梶原に与えた。その後、京へ征討の軍がのぼるとき、暇乞いに来た近江国の住人、佐々木四郎に頼朝は、なんと思ったのか生食を与えてしまった。そして、
「生食は所望したものが多かったが、誰にも与えなかったものだ。お前もこれは承知しておけ」
　というと、佐々木はひと方ならず感激した。
「今度この馬にて必ずや宇治川の先陣を務めてご覧に入れます。もし佐々木死んだと聞こし召さるれば、他の者が先陣したと思し召し下さい。まだ生きていると聞かるれば、先陣はこの佐々木が仕ったと思し召し下さい」
　と頬を紅潮させて、自信の程を主君に断言した。この席にいた大名小名たちは、
「すさまじいことをいうやつだ」
　と、いわぬばかりにみんな顔を見合わせた。
　鎌倉を出発した武士たちは、それぞれ好む道を志して出立した。足柄山を越える者もあり、箱根山にかかる者もあり、思いおもいに京をさしてのぼっていった。この中で梶原源太景季が、駿河国浮島が原にさしかかった。高い丘にのぼり、馬を止めて見渡すと、前後左右、鎌倉勢の大軍がゆっくり移動している。景季の眼は何時しか武士たちの乗る馬々を評価するように眺めていた。各自趣好の鞍をおき、色とりどりの尻ひもが華やかさをそえ、左の手綱だけを口取りの男にとらせる武士、あるいは両の手綱を左右からとらせるなど、幾万という馬が陸続と野を埋めている。これほど夥おびただしい馬の中にわが乗る磨墨ほどの逸物はいないと思うと、景季はひとりこみあげる微笑を抑えることが出来なかった。しばらく彼は馬に一息つかせながら、磨墨の頸を軽く叩き、鬣たてがみを愛撫して武士の生甲斐とでもいうものを感じていた。すると、そのとき、彼の眼に妙な情景が映った。逞たくましい一頭の馬が金覆輪の鞍をおき、小総こぶさの尻ひもをつけ、白轡しろくつわつけた口は白泡を噛んで舎人とねり数人がつきそっているが、激しい馬をとめることは出来ない。それが、よく見ると、どうもあの生食らしい、景季の顔色は、たちまち変った。彼は磨墨にひと鞭あて生食と覚しき馬に近よると、
「これは誰の持馬だ」
　と尋ねた。すると、舎人が、
「佐々木殿の御馬でございます」
「佐々木は三郎殿か四郎殿か」
「四郎殿の御馬でございます」
　という。間違いなく生食である。してみると主君はこれだけは手離せぬといわれた秘蔵の馬を、佐々木四郎に与えたに違いない。景季の顔にはみるみる怒りの色が浮んだ。
「つまらぬ。同じご奉公の身でありながら、景季を佐々木に見替えられたことは無念なことじゃ。今度都へ攻めのぼらば、木曽殿の四天王と聞える、今井、樋口、楯、根井と取組んで死ぬか、あるいは西国へ下り一人当千といわれる平家の侍どもと軍いくさして、天晴れ討ち死しようと覚悟して来たが、わが君がそのお気持ではわしもつまらぬ。よい、それならここであの佐々木を待ち受け、彼と取り組み刺し違えてよき侍二人死んで、鎌倉殿に損をおさせ申そう」
　と内心恐ろしいことを決意すると、彼は佐々木四郎を待ち受けた。そこへ佐々木が爽かな顔をして現れた。景季の眼が光った。そ知らぬ表情で静かに近づきながら、馬を乗り並べ組み討とうか、正面からぶち当てて馬から奴を落して刺そうかと考えて近づいたが、まず声をかけた。
「いかに佐々木殿、生食賜わってのぼられるのだな」
　佐々木は、眼を異様に光らせて近づく景季を見てはっとした、途端にこの男が執拗に生食を所望したということを思い出し、また生食を与えた時の頼朝の言葉が甦よみがえってきた。
「おう、これは梶原殿、実は内聞に願い度いのです。今度この大事な合戦に攻めのぼる時、敵は必ず宇治や勢多の橋をはずすに違いない、その時は川を乗り渡らねばならぬ、そこでどうかして生食を欲しいと思いました。と申しても梶原殿がお願いになっても下さらなかったというこの生食、どうして佐々木ごときに下されましょう。一時諦めたのですが、なんとしても生食は欲しい、そこであとでわが君からどんなお叱りあろうとも構わぬ、と決心いたしまして出発する前夜、殿の馬番としめし合せてご秘蔵の生食を盗み出して参ったものでござるよ」
　咄嗟の気転でにこやかに梶原に話しかけた。すると、景季はからからと笑った。
「うむ、してやられたか。そうと知ったらこのわしも盗んで置くのだった」
　と高笑いに心のしこりを揉みほぐして、二人ともども進んでいった。
　佐々木四郎が拝領した生食は、太く逞しい黒栗毛、馬でも人でもそばへ寄るものに食いついたのでこの名があり、その丈は四尺八寸という。梶原が拝領した磨墨も極めて太く逞しく、黒光りのする馬なのでこの名がつけられたが、どちらも何れ劣らぬ名馬であった。
　東国より攻めのぼる鎌倉勢は尾張国より大手、搦手の二軍に分けられ、大手の大将軍には蒲御曹司範頼、これに伴う人々は、武田太郎、加賀美次郎、一条次郎、板垣三郎、稲毛三郎、榛谷はんがえ四郎、熊谷次郎、猪股いのまた小平六を先陣としてその勢合わせて三万五千余騎、近江国の野路のじや篠原しのはらに陣を張った。搦手の大将軍には九郎御曹司義経、これに従う人々は安田三郎、大内太郎、畠山庄司次郎、梶原源太、佐々木四郎、糟屋かすやの藤太、渋谷右馬允うまのじょう、平山武者所を先陣として、その勢二万五千余騎、伊賀国を経て宇治橋のきわに押し寄せた。
　義仲勢は、宇治も勢多も橋板をはずし、川底に乱杭らんぐいを打ちこみ、そこへ縦横に大綱を張り廻らし、またこれに逆茂木さかもぎをつないで流してある。時に一月も二十日過ぎ、川上の比良ひらの高根、志賀の山、長良山に積っていた雪も消え、谷川の氷も溶け、水量の増した川に音を立てて流れこんでいる。川の急流白波を噛み、早瀬は滝の如く流れ落ちる。激しい水勢であった。夜はすでにほのぼのと明けたが、川霧が深く立ちこめて、馬の毛、鎧よろいの縅おどしの色も定かには見えぬ。
　大将軍九郎御曹司、川の岸に駒を進めると、逆巻いて流れる水の面を見渡していたが、家来の反応を見ようと思ったのか、
「すさまじい水勢じゃ、淀、一口いもあらいへ向うか、それとも河内路へ廻るべきか。また水の引くのを待つべきか」
　と尋ねかけた。武蔵国の住人畠山庄司次郎重忠しげただ、この時二十一歳であったが義経の前に進むと、
「この川のことは鎌倉でも度々うかがっておりました。前に知らなかった海や川が急に現れたのならともかく、この川の水源は琵琶湖にございますれば、ここで待ったとて水の引くことはござりますまい。また取り外された橋板を誰かがかけてくれるものでもござりませぬ。去る治承四年の合戦で足利又太郎忠綱が十七歳でこの川を渡りましたが、彼とて鬼神ではござりませぬ。この重忠が瀬ぶみ仕りましょう」
　という。この声と共に丹たんの党とうを主に凡そ五百騎が岸に轡くつわを並べて今にも躍りこもうとした。と、その時平等院の東北の橘たちばなの小島が崎から武者二騎が激しく蹄の音を鳴らし、川を目指してまっしぐらに駆けよって来た。梶原と佐々木の二騎である。人目にはわからぬが、われこそは先陣、と二人の心の内は必死である。馬に鞭を当てる力もこもっていたが、梶原が六間ほど先へ走っていた。
　少し後れた佐々木は梶原に声をかけた。
「梶原殿、この川は西国一の大河ですぞ、馬の腹帯が延びて見え申す、しめ給え」
　といえば、梶原さもありなんと思ったか、手綱を馬の鬣にかけ、左右の鐙あぶみを強く踏んばって腹帯をしめ直した。その隙に佐々木さっと駆け抜け、そのまま宇治川の急流に馬を躍らせた。はかられた、と知った梶原もこれを追って川に乗り入れるや、
「佐々木殿、高名立てんと不覚取り給うな、水の底に大綱が張ってあろうぞ、心得給え」
　と叫ぶと、佐々木は太刀を抜き放ち馬の足にからむ川底の大綱をふつふつ斬り払って進んだ。いかに宇治川早しといえども、乗る馬は日本一の名馬生食いけずきである。真一文字に川を渡ると対岸に打ちあがった。磨墨は川の中程から水勢のため斜めに流され、ずっと川下から岸に乗りつけた。
　岸に躍りあがった佐々木は鐙を踏んばり生食の上に仁王立ちとなるや、天に轟くばかりの大音声をはりあげた。
「宇多天皇の九代の後胤、近江国の住人佐々木三郎秀義の四男、佐々木四郎高綱、宇治川の先陣！」
　この名乗りにつづいて、畠山の五百余騎が、どっと川に乗り入れて渡りはじめた。対岸から山田次郎が狙いを定めて放つ矢が畠山重忠の馬の額を射ぬいた。畠山は馬から水に落ちたが、弓を杖にして立ち、岩にはねる水が兜に激しく当るのを物ともせず、水底をくぐって対岸に着いた。岸にのぼろうとすると、後から畠山をむずとおさえて離さぬ者がいる。
「誰か」
　と怒鳴れば、
「重親しげちかです」
「大串おおぐしの重親か」
「そうです。余りの急流に馬を押し流し、力及ばぬまま取りつきました」
　この重親は畠山の烏帽子子えぼしごであった。
「何時もお前のような奴は、この重忠に助けられるのじゃ」
　というと、大串を掴んで岸に放り上げた。投げられた大串は立ち直ると、太刀を抜いて額に当て大声で叫んだ。
「武蔵国の住人大串次郎重親、宇治川の徒立かちだちの先陣」
　これを聞いた敵味方も共にどっと笑った。
　畠山はすぐ替え馬に乗るや敵陣に駆け入ったが、魚陵ぎょりょうの直垂、緋縅の鎧着こみ、金覆輪の鞍おいた連銭葦毛に乗った武者一騎、真っ先に進んでくるのを見つけた。
「馬に乗るは誰ぞ、名乗られよ」
　と声をかけると、その武士は、
「木曽殿の家臣、長瀬の判官代重綱」
　と名乗る。畠山これはよき敵、軍神への犠牲いけにえにせんと、馬おし並べてむずと取っ組み引き落し、鞍の前輪に押しつけ、これをびくとも動かさず首をねじ切って、本田次郎の鞍に下げさせた。こうして合戦は始まったが、宇治橋を守っていた義仲勢は、しばらく寡兵で防ぎ戦い持ちこたえているうちに、東国の大軍が続々と川を渡って攻めたてたので陣は破られ、敗兵は木幡山こばたやま、伏見をさして落ちていった。一方、範頼の軍は勢多で稲毛三郎重成しげなりの計によって、田上たがみの供御くごの瀬を渡って進撃した。


河原合戦

　宇治川で義仲勢を破った義経は飛脚を鎌倉へ送り、頼朝へ合戦の模様を報告した。使いを引見した頼朝は真先に聞いた。
「佐々木は如何したか？」
「宇治川の先陣をなされました」
　との答えに、頼朝莞爾かんじとして日記をひらいてみると、
「宇治川の先陣佐々木四郎高綱、二陣梶原源太景季」
　と記してあった。
　宇治と勢多の守りは破られた、と報を受けた義仲は最後の暇を申そうと法皇の御所へ駆けつけたが、御所の前に来てみるとさていうべき言葉もない。ためらった後、彼は引き返し六条高倉に寄った。ここは京都へ来てから初めて愛するようになった彼の女がいるところである。女の家に入った義仲は最後の名残を惜しんで、なかなか出てこない。供につれていた新参の家来に越後中太家光という者があり、これが、
「敵はすでに河原まで攻め入っておりますのに、何で悠々と落ちつかれているのですか。それでは犬死なさいますぞ。一刻も早くお出まし下さい」
　といったが、義仲は返事もしなかった。そこでこの男は、
「それでは、この家光がまずお先に参り、死出の山にて殿をお待ち申し上げます」
　といって腹かき切ってこの場に果てた。さすがの義仲もこれには驚き、
「これはわれを励ます自害、奴には相済まぬことをしたぞ」
　といって直ちに河原へ向った。従うものは上野国の住人那波なわの太郎広純ひろずみを始めおよそ百騎ばかり、六条河原に進んでくると、何処からともなく東国の勢と思われるのが三十騎ばかり現れた。その中から武者二騎が進み出てきた。塩谷しおのやの五郎惟広これひろと勅使河原てしがわらの五三郎有直ありなおの二人である。塩谷が、
「後陣の着くのを待つか」
　というと、勅使河原は、
「敵の一陣は破られている。残党は知れたものだ、かまわず討て」
　と叫んで義仲勢に向い駆けこんでゆくと、後の武士もこれに続いた。義仲も今日を最後とこれを迎え撃ち、東国勢は義仲を討たんと互いに犇ひしめきあった。大将軍九郎御曹司義経は、軍いくさを他の武士に任せ、自分は院の御所が気がかり故これを守護しようと、甲冑つけた五、六騎を率いて院の御所六条殿へ馳せ向った。
　院の御所では、大膳大夫成忠が東の垣の上にのぼって合戦の様子は如何にと眺めていたが、足はふるえ、顔の色も青ざめている。その時京の街をまっしぐらに御所へ向う武士の一団があった。激戦の後と見え、緒ひももゆるんだのか兜もあみだになり、鎧の左袖を春風になびかせ、白旗をさっと押し立てて、砂煙黒く蹴立てて飛ばしてくる。成忠はもう生きた心地もしなかった。
「情なや、木曽が参りましたぞ」
　と泣声を出すと、御所にいた公卿殿上人や女房にいたるまで、今度こそこの世の見納めと震える手を固く握りしめ、譫言うわごとのような声をだして願を立てはじめた。垣の上にいて、ふるえている成忠は武士たちが近づくにつれて、どうも木曽の武士たちとは違うことに気がついた。
「私には今日都へ入った東国の武士たちのように思えます。確かに皆笠印が入っております」
　という言葉が終らぬうちに、御所の門前に汗びっしょりの馬を乗りつけた義経は、ひらりと馬から下りると家来に門を叩かせた。
「鎌倉の前右兵衛佐頼朝の弟、九郎義経にござる。宇治の勢を攻め破りこの御所を守護のために馳せ参った。門を開けて入れ給え」
　と声高くいえば狂喜した成忠は、垣から飛び下りるはずみに腰をしたたか打って起きあがれない。それでも嬉しさが余って傷の痛みも忘れ這って法皇の御前へ参って報告した。法皇も大変喜ばれ義経を中へ入れた。
　義経この日の装束は、赤地の錦の直垂、紫裾濃むらさきすそごの鎧を着こみ、鍬形くわがた打った兜の緒おをしめ、腰に黄金こがね作りの太刀、背に切斑きりふの矢二十四本を負い、かいこむ重籐の弓は鳥打の下を広さ一寸ばかりに切った紙で左巻きに巻いてある。これは大将軍のしるしであった。法皇は中門のれんじ窓からこれをご覧になり、
「雄々しげな者どもじゃ、皆名乗らせてみよ」
　と仰せられたので、まず義経が名乗り、ついで安田三郎義定よしさだ、畠山荘司次郎重忠、梶原源太景季、佐々木四郎高綱、渋谷右馬允重資しぶやのうまのじょうしげすけがつぎつぎに名乗った。この時、義経が連れた武士たちは、鎧こそさまざまであったが、面魂やその骨格何れ劣らぬ強者揃いであった。成忠は法皇の仰せを受けて義経を広縁ひろえんの端に呼び、合戦の様子を詳しく尋ねた。義経は、
「鎌倉の頼朝が木曽の狼藉を鎮めようと、範頼、義経の二兄弟に軍勢六万余騎をつけて京にのぼらせたのです。範頼は勢多の方から参りましたが、まだ一騎も着いておらぬ様子、私は宇治橋を攻め落し、ここの守護に参ったものでございます。義仲は河原をのぼって落ちて行きましたので軍兵に追わせておりますから、今頃は定めし討ち取ったことと存じます」
　と畏まっていえば、法皇も満足のご様子で、
「木曽の残党がまた参って狼藉するかも知れぬ。そちたちはこの御所をよくよく守護せよ」
　と仰せられたので、義経は承って四方の門を固めて待つうちに、傘下の武士たちもここに集り、その勢、瞬くうちに一万余騎になった。
　義仲は、万一のことがあれば、法皇を連れて西国へ下り、平家と合力しようという考えを持っていたので、力の強い武士二十人を連れていたが、義経がすでに院の御所を守護していると聞き、もはやうつ術はないと諦めて河原をのぼって落ちていった。義仲は六条河原と三条河原の間で幾度も討ち死しようと思っていたが、心に浮ぶは右腕と頼む今井四郎のことである。彼は涙を流していった。
「こうなることがわかっていたら、今井を勢多へ行かせるのではなかった。幼い時から死なば一つ所でと誓い合った仲だ、今別々に討たれるのは何としても無念でならぬ。もう一度今井の行方を知りたいものだ、それまでは死ぬにも死なれぬ」
　といって、なおも河原を上へ駆けのぼった。六条河原と三条河原の間で敵が襲いかかれば、取って返しては蹴散らし、引き返しては追い払った。少い手勢で雲霞の如き大軍を相手に戦って追い返すこと五、六度に及んだ。義仲はここから加茂川をさっと打ち渡り、粟田口、松坂にさしかかった。昨年信濃を出発した時その勢五万余騎、今、四の宮河原を過ぎる時義仲に従うものは僅か六騎である。まして今はあの世への旅の空だ。


木曽の最後

　義仲は信濃を出る時からずっと都まで、巴ともえ、山吹やまぶきという二人の美女をつれていた。山吹は病のため都に留まった。巴は色白く、黒髪豊かに長く、容貌もまことにすぐれた美女であった。その上、屈強の荒馬乗りで如何なる難所といえども馬より落ちることはなく、弓矢打物とっては、鬼神にも平然と立向おうという一騎当千の類たぐいまれな女丈夫であった。
　このため義仲は軍いくさという時には、巴に良質の鉄の鎧を着せ、強弓と大太刀持たせて、一方の大将として差し向けていたが、度々の合戦に功名を立て比類がなかったほどであった。それでこの義仲最後の軍でも多くの者が落ちたり、討死したりするうちにも巴は健在で、最後の七騎に加わっていた。
　義仲は長坂を経て丹波路へ行ったともいわれ、また、竜華越りゅうげごえを通り北国へ向かったとも伝えられたが、実は今井四郎の行方が気がかりだったので、引き返して勢多の方へ落ちていった。
　勢多を八百余騎と共に守っていた今井四郎は、範頼の軍との合戦で五十騎ばかりになって、旗を巻き都の方へ向っていた。彼も主君義仲の行方が心配だったのである。この落人たちはばったり大津の打出の浜で出会った。双方の間が一町ほどになったとき、互に相手を認め小躍りして疲れた駒の足を早めた。近寄った義仲は今井の手をしっかと握りしめて、その顔をみつめた。
「義仲は六条河原で最後の決戦をして討ち死するつもりであったが、お前の行方が気になるので敵に後ろを見せて、ここまで逃れてきたのだ」
　というと、今井は、
「お言葉まことに嬉しゅう存じます。この兼平も勢多で討ち死する心でありましたが、殿のお行方が心配で、もしお会いでもできたらと、ここまで落ちて参りました」
「さては互の契りはまだ朽ちなかったとみゆる。義仲の勢は山林に逃げ散って、まだこのあたりにはいるかも知れぬ。お前の旗をさしあげて兵を呼んでみよ」
　と義仲がいうと、今井は巻いて持たせてあった旗を高くさしあげた。これを見つけて、あちらこちらから兵が集ってきた。京から落ちて来た者でもなく、勢多から来たというのでもないが、何時しか三百余騎になった。これをみて義仲は非常に喜んだ。生色甦った彼の顔に不敵な微笑が浮ぶと、彼方に密集している敵の一団を見ていった。
「これだけの軍勢があったら、最後の一戦も出来よう。あそこに群がる敵は誰の手の者か」
「甲斐の一条次郎の手の者と聞いておりますが」
「数はどの位あろう」
「六千余騎とか聞きました」
「うむ、それでは互によき敵じゃ。同じ死ぬなら、大勢の中へ駆け入り、よき敵に会って討ち死したいものじゃ」
　というと、みるまに義仲は真っ先に進んでいった。義仲この日の装立いでたちは、赤地の錦の直垂に唐綾縅の鎧、厳物いかもの作りの太刀、鍬形打った兜の緒をしめ、背に二十四さした石打の矢がうちつづく戦闘でまだ少し残っていた。
　重籐の弓の真中を握り、金覆輪の鞍おいた木曽の鬼葦毛という有名な逸物にまたがっていた義仲は、鐙を強く踏んばって立ちあがるや、大音声をはりあげた。
「日頃から聞いてもおろう、木曽冠者を今日こそ眼にも見よ。左馬頭兼伊予守、朝日将軍源義仲なるぞ。それなるは甲斐の一条次郎と聞く。義仲を討って手柄とせよ」
　これを聞いた一条次郎は、
「ただ今名乗るは大将軍ぞ。討ちもらすな、者ども、討ち取れい」
　と下知して、義仲を取り囲み、われこそ大将軍を討とうと進み出た。義仲勢三百余騎、一団となって六千余騎中に突入し、右に左に駆け抜け駆け破り、敵陣を突破してみると、味方は、いつのまにか五十騎ばかりになっていた。
　そこへ土肥どひの次郎実平さねひらが二千余騎で義仲の行手に待ち構えた。少勢とはいえ歴戦の強者の木曽勢は、ここも蹴破って進んでいった。しかし、あそこで四、五百騎、ここで二、三百騎、百四、五十騎と次々と新手があらわれて行手を遮る。その何れも駆け抜けたあとで、味方はと気がついて見ると、主従合わせて五騎である。この中に巴は討たれもせずに加わっていた。義仲は巴を呼んだ。
「そなたは女の身、ここで落ちてくれ。わしは討ち死するつもりだ。もし人手にかからなければ自害する覚悟じゃ。この義仲、合戦の最後まで女を連れていたといわれては末代までの恥じゃ」
　すると巴はうらめしそうな眼差で義仲を見ると、うつむいたまま返事もせぬ。そして義仲のそばを離れようともしなかった。信濃を出る時から巴は、死なばこの君と共にという決意である。血みどろな乱戦に討たれもせず義仲を守ってきたのも、彼への愛情のためだけである。巴がなかなか落ちることを肯がえんじないので義仲は度重ねて、きびしく巴にいった。巴も彼のきつい言葉のうらにある愛情は知っている。そして遂に決意して一行を先に送ると一人待った。
「よき敵のあらわれぬものか。木曽殿にわらわの最後の軍いくさをご覧に入れようものを」
　と呟いて、落ち行く義仲を見送る巴の眼には涙があふれてきた。彼女の胸には義仲と共に闘った甘い思い出がうかんでくる。やがて巴の前に、武蔵国の住人、御田おんだの八郎師重もろしげという大剛力の者が三十騎余りで現れた。にっこり笑った巴は愛馬の手綱を取り直すと、敵の中へたちまち割って駆けこみ、まず御田八郎と馬を並べると、むずと組んで引き落し、鞍の前輪に御田を押しつけると身動きもさせずその首をねじ切って、放り捨てた。その後敵としばらく闘ったが、やがて巴は鎧を脱ぎ捨てると東国の方へ落ちていった。この戦闘で手塚太郎は死に、手塚の別当は逃げ去った。
　義仲は今井四郎とたった二騎となった。疲労の色濃い義仲はいった。
「日頃何とも思わぬ鎧が、今日は重とうなった」
「何を仰せられますか。御体もまだお疲れになっておらず、御馬も弱ってはおりませぬ。それは味方に続く軍勢がなき故、心臆されてそう思われるのです。この兼平一騎お伴をいたせば、他の武士千騎と思召し下さい、ここに射残したる矢七、八本まだ持っておりますから、しばらく防ぎ矢仕りましょう。殿はあの松原の中へ入られて、心静かにご自害遊ばしませ」
　義仲に背を向けて引き返そうとするところへ、新手の敵が五十騎余り現れた。兼平は、
「この敵はここでしばらく防ぎます、どうか早く松原へお入り下さい」
　というが、義仲は兼平の側からはなれようとしなかった。
「わしは六条河原で討ち死する覚悟であったが、お前と共に死のうと思って多くの敵に背を向けここまで遁れて来たのじゃ。離ればなれに死ぬよりも共に討ち死しよう」
　今にも敵に向って駆け出そうとする。今井は急いで馬から飛びおり、義仲の馬の轡くつわを掴むと、主君を見あげてはらはらと涙をこぼした。
「弓矢取りは、年頃、日頃、いかなる功名を立てましょうとも、最後に不覚をとれば、その身に永久に瑕きずがつきます。御体も疲れ、馬もひどく弱っております。ここで名もない者の郎党に組み落されて討たれ遊ばすなら、さしも日本国中に鬼神と聞え給うた木曽殿、何某の家来が討ち取ったなどといわれるのが無念でございます。ただ理をまげて、あの松原にお入りになって下さい」
　といえば、義仲の眼にも涙があふれた。それならばと、義仲はひたと今井四郎の顔をみつめると、くるりと馬の首を返して、唯一騎粟津あわづの松原に向って馬を走らせた。
　今井四郎、一人で取って返し、新手の勢五十騎余りに立ち向うと、
「遠からん者は音にも聞け、近からん者は目にも見よ。木曽殿の乳母子めのとごの今井四郎兼平、三十三歳になる者ぞ。木曽方に、われありとは鎌倉殿もご存じあろう、この兼平討って兵衛佐殿にご見参に入れよ」
　というと、背に残る矢を弓につがえるより早く放ち、放ってはつがえ、引きしぼってはまたたくまに八本の矢を敵に射れば、生死のほどはわからぬが、たちまち敵八騎が馬から転げ落ちた。矢がなくなると今井四郎は太刀を抜いて斬って廻るが、この剛勇で聞えた武士の相手に向う者はなく、ただ、うち取れ、うち取れと矢を放つばかりである。兼平の鎧は自慢の代物であるから、当っても裏までは通らず、鎧の隙間に当らぬので手傷も負わなかった。
　義仲はただ一騎粟津の松原へ駆けつけたが、時に正月二十一日の夕暮どきである。薄氷の張った深い泥田とも知らず、さっと馬を乗り入れたので、人馬忽ち沈み、馬の首まで泥に埋った。鐙をしめて踏んばり、鞭も折れよと打つが馬は動かぬ。義仲はこの時でも、今井四郎の身が気がかりなので後ろを振り仰いだとき、一筋の矢が飛び来って義仲の兜の内側に突き刺さった。そのまま、彼はがっくりと馬の首に伏し倒れた。後より追って来た相模国の住人、三浦の石田次郎為久の放った矢である。そこへ石田の郎党が駆けつけて、義仲の首をとった。石田はその首を太刀の先に貫き、高く掲げて大音声で呼ばわった。
「長らく日本国に鬼神と聞え給う木曽殿をば、三浦の石田次郎為久、討ち取ったり」
　単身敵を支えて闘っていた今井四郎兼平がこれを聞き、
「こうなった今は、誰をかばって戦おうぞ。これを見よ、東国の者ども、日本一の剛の者が示す自害の手本だ」
　と、太刀の切先を口に含み、馬から逆さまに飛び落ち、そのまま息が絶えた。


樋口被斬ひぐちのきられ

　今井四郎兼平の兄、樋口次郎兼光は十郎蔵人行家を討つために、その勢五百余騎で河内国の長野城へ出向いたが、ここでは行家を討ちもらした。紀伊国名草にいると聞いたのですぐそこへ押し寄せたが、途中、都に合戦がはじまったという情報が入り、慌てて引き返して来た。軍勢を率いてのぼるうちに、淀の大渡おおわたりの橋で、今井の家来に行き会った。その家来が、
「一体どこへ行かれますか。都では合戦が起り、ご主君は討たれ遊ばし、今井殿はご自害なさいました」
　というと、樋口次郎は涙をはらはらと流した。
「各々方これを聞かれい。君への忠義厚からん方は、これよりどこへでも早く落ちて、乞食頭陀こつじきずだの行ぎょうをしても君のご菩提を弔い給え。兼光はこれから都へ上り、敵と一戦を交え討ち死して、冥途にてわが君にもご見参、弟の今井にも今一度まみえたき所存」
　といって進むうちに、五百余騎の軍勢も、いつしか散りぢりばらばらになり、鳥羽の南門を過ぎる頃には、その手勢僅かに二十余騎になってしまった。
　樋口次郎が都へ入るというので、東国の勢も高家こうけも、七条、朱雀、作道つくりみち、四塚よつづかへ馳せ向うなどして守りを固めた。ここに樋口の勢の中に、茅野ちのの太郎光広という者があったが、四塚に集り守る敵兵の中へただ一騎駆けこむと、鐙をふんばって叫んだ。
「この勢の中に、甲斐の一条次郎殿の部下の方はいらるるや」
「一条次郎の手の者でないと相手をせぬのか、誰とでも立ち向え」
　といって、どっと笑った。そこで茅野は、
「かく申す者は信濃国諏訪の上宮かみのみやの住人、茅野大夫光家の子、茅野太郎光広と申す者。必ず一条次郎殿の手の方を尋ねるのではないが、弟の茅野七郎がそこにおるからじゃ。子ども二人信濃国に置いて参ったが、父が戦場で如何なる死に様をしたか案じておる、それ故、弟の七郎の前で討ち死して、子どもたちに、父の最後を確かに聞かせんと存ずる次第。敵かたきを嫌うのではないぞ」
　と、群がる敵の中を駆け廻り、太刀引き抜いて三騎を斬り落し、四人目の敵と刺し違えて死んだ。
　樋口次郎は児玉党と結んでいたので、児玉の人々が寄り集まって、
「そもそも、弓矢取る者が広い世間と交わるのは、万一の際その人に頼って急場をしのぎ、しばしの命を拾うと思うからだ。樋口次郎が我らに縁を結んだのもそのためである、危難の彼を救ってやろう」
　と相談がまとまると、児玉から樋口へ使者が立てられて、意向を伝えた。
「木曽殿の身内で、今井、樋口、楯、根井と申さば天下に聞えた方ではあるが、木曽殿が討たれ給い、今井殿も自害なさった今となっては、差支えあるまいと我々は考え申す。我らの中へ降人こうにんになり給え。手前どもの勲功の賞に替えてでも、お命はお助け申そう」
　というので、音に聞えた勇将樋口次郎は、運いまだ尽きずと思ったのか、おめおめと児玉党へ降った。大将軍範頼が義経にこれを伝えたので、院へ伺いを立てて助命を請われたところ、院の御所の公卿殿上人を始め、局の女房、女めの童わらわにいたるまで、
「木曽が法住寺へ押しかけ、御所を焼き、高僧、貴僧を数多く殺した時、どこへ行っても今井、樋口の名を耳にしたもの、今これを助けられるのは残念にございます」
　と口々に申し立て助命に反対するので、止むを得ず樋口は死罪ときまった。
　同月二十二日、新摂政は解職され、もとの摂政が任ぜられた。その間わずかに六十日であった。
　同二十四日、義仲と残党の五人の首が都大路を引き廻されたが、樋口次郎は降人ではあったが主君の首のお供をしたいと申し出たので、藍摺あいずりの直垂に立烏帽子で首の供をし、翌二十五日に斬られたのである。範頼、義経の二人が色々助命を頼んだが、
「樋口は今井、樋口、楯、根井といって木曽四天王の一人、これを助命したら虎を野に放すようなものだ」
　と鎌倉から特に厳命が下ったので斬られたという。
　さて、西国の平家は昨年の冬の頃から、讃岐の屋島の磯辺を離れ、摂津の難波潟なにわがたへ押し渡り、西は一の谷を城とし、東は生田の森を大手の木戸口と定め、一の谷から生田に至るまで、福原、兵庫、板宿いたやど、須磨に立てこもる軍勢、つまり山陽道八カ国、南海道六カ国、合わせて十四カ国を討ち従えて、その軍勢十万余騎と称された。一の谷は、北は山、南は海を控えて、入口狭く奥は広い。海岸は高くて屏風を立てたような断崖であり、守るには絶好の要害の地であった。平家は、北の山際から南の海の遠浅まで、大石を積み上げ、大木を伐って逆茂木を延々と連ねた上に、海が深いので、ここに大船を並べて楯とした。城の上には高櫓を築き、四国、九州の兵たちが、甲冑に身を固め、弓矢を手にして雲霞の如く並んだ。櫓の前には鞍を置いた馬が十重とえ、二十重はたえにつながれ、城では絶えず太鼓を打って士気を鼓舞していた。平家の勢の持つ弓すでに半月に引かれ、太刀は三尺の秋霜となって何時でも敵の骨を断とうと光を放っていた。高所に立て並べられた平家の赤旗が春風にひるがえれば、さながら天を焦がす火焔のごとくであった。一の谷の平家、ようやく戦意盛んである。源氏一門が互に相手を倒そうと必死の抗争を続けている間、平家は時を稼ぎ、着々戦力を蓄えていたのであった。


六箇度合戦

　平家が一の谷へ移った後、四国の武士は平家に一向に従わなかった。中にも阿波、讃岐の豪族たちは、皆平家に叛旗をひるがえし、源氏に心を通わせはじめていた。
「わしらはもはや源氏の御味方じゃが、さすが昨日今日まで平家へ従っていたものを、今日から源氏の御味方仕ると申し出ても、よもや信用してはもらえまい。それ故、これから平家に矢一つ射かけて、これを証あかしとして源氏に参ろう」
　と相談し合うと、門脇中納言教盛、越前三位通盛、能登守教経父子三人が備前国の下津井しもついにいると聞き、軍船十余艘をもってここへ押し寄せて来た。これを知った能登守は激怒した。
「昨日今日まで我らの馬の草を刈った奴どもが、もう裏切ろうとするのか、その儀なら許さぬ、一人残らず討ちとってしまえ」
　と小舟に乗って迎え撃ち、これを追えば、もともとこの四国の兵ども、しるしばかりの矢を放って、これを手土産にしようという根性であるから、能登守の激しい攻撃に、これはたまらぬと近づきもせぬうちに逃げ出し、淡路の福良ふくら港にこもった。ここには源氏が二人、故六条判官為義ためよしの末子、賀茂冠者義嗣、淡路冠者義久の兄弟を大将として城を構えて待っていた。そこへ能登守が押し寄せ散々に攻め立てたので、賀茂冠者は討ち死し、淡路冠者は生け捕られた。留まって防戦したものもあらかた討ちとられた。能登守は二百三十余人の首を切ってかけつらね、討手の名を連記して福原へ差し出した。それから門脇中納言は一の谷へ移った。
　能登守の子息たちは、伊予の河野四郎が召し出したのに返事をせず出て来ないのを責めようというので四国へ渡り、兄越前三位通盛は阿波国花園城に着き、弟能登守教経は讃岐の屋島に赴いた。これを聞いた伊予の住人河野四郎通信みちのぶは、安芸の住人沼田次郎が母方の伯父であったので、一つになろうと安芸へ渡った。能登守教経はこれを知り屋島を立って追ったが、その日備後の蓑島みのしまに着き、翌日沼田の城へ押し寄せた。すると、そこには沼田次郎、四郎が共に陣を構えて待っていた。能登がどっと攻め寄せ、激しく攻撃すると、沼田次郎は叶わじと思ったのか兜をぬぎ、弓の弦をはずして降人となった。しかし河野はなおも従わず、始めその勢五百余騎であったが討ちとられて五十余騎となり、城を捨てて逃げ出した。その途中能登の家臣平八兵衛為員ためかずが率いる二百余騎に包囲され、辛うじて脱出した時は主従僅かに七騎、助け舟に乗ろうと、細道を通り汀づたいに落ちてゆくと、これを追った平八兵衛の息子讃岐七郎義憲、この男はすぐれた弓の名手だったので、弓をひきしぼって射つと、次々と五騎を射落した。河野はついに主従二騎となった。そこへ追い迫った七郎は、河野が命に替えてもと寵愛していた家来に馬を並べると、組んで共にどうと落ち、忽ち下に抑えこんで首を掻き切ろうとするとき、河野が引き返し、上になった七郎の首を斬り、深田へ投げ捨てた。
「伊予国の住人、河野四郎越智通信、生年二十一歳、軍いくさはこうするものぞ、われと思わん勇士はこのわれを引き留めてみよ」
　といい捨てると、そのまま伊予へ渡ってしまった。能登は河野を討ちもらしたけれど、降人となった沼田次郎を引き連れて一の谷へやって来た。
　また、阿波国の住人、安摩あまの六郎忠景ただかげも平家に叛き源氏に心を寄せた。彼は大船二艘に兵粮米、武器などを満載して都をさして上ったが、これを福原で聞いた能登守は、不埒ふらちな奴と直ちに小舟に乗って追いかけた。安摩は西宮の沖まで引き返し、能登守と海上で激しく闘ったが、
「奴を取り逃がすな」
　という能登守の下知に勇み立った兵の果敢な攻撃に、安摩も敵わずとみて退き、和泉国吹飯ふけいの浦に逃げこんでいった。
　紀伊国の住人、園辺兵衛忠康も平家に叛こうとして機会を窺っていたが、安摩が能登守に攻められて吹飯の浦にこもっているのを聞くと、手勢百余騎を連れて、そこへ行き、共に城を構えて待機していた。能登守はここへも攻め込み、一気に襲いかかると、安摩、園辺の両人は城を捨てて身一つで逃げ出し京へのぼった。残り留って防ぎ、矢を放つ兵たちも殆んど討たれ、百三十余人の首が斬られた。
　また、豊後国の住人、臼杵うすきの次郎惟隆これたか、緒方三郎惟義は、伊予の住人河野四郎通信と一つになり、その勢合わせると二千余騎になった。この軍勢をひきいて小舟に分乗すると備前国へ押し渡り、今木いまきの城に立てこもった。能登守は福原でこれを聞くや、心外なことじゃと軍勢三千余騎をもって備前へ馳せ下り、今木城を攻めたが、簡単には陥ちなかった。そこで能登守は、きゃつらは手強い敵であるから、増勢を頂きたいと使いを出し、福原からは数万騎が援軍として下されるということであった。一方城の中も闘いつかれ、物見少くなり敵兵の武器を奪い、鎧をはぎとるなどしていたが、大軍応援来るという情報が入ると、
「敵は大軍、味方は無勢じゃ。包囲されてはかなわぬ、ここを落ちてしばし一息しよう」
　と臼杵次郎惟隆と緒方三郎惟義は豊後国へ、河野は伊予へ逃げた。そこで能登守は、もはや攻むべき敵はない、と福原へ帰ってきたが、宗盛以下の公卿殿上人は能登守の何時もながらの功名に賛嘆するのであった。


三草勢揃え

　寿永三年正月二十九日、範頼、義経は院の御所へ参上、平家追討のため西国に出発する旨奏上すれば、院は、神代から伝わるわが国の三種の神器をつつがなく都へとりもどすよう仰せられた。
　二月四日、福原で平家は、故清盛入道の命日というので仏事が行なわれた。戦乱に明け暮れる毎日に、月日の過ぎるのも忘れていたが、年も明け春が訪れていたのである。世が世ならどんな寺や塔ででも、仏の供養が出来たのに、今はただ、公達が集まって嘆き悲しむばかりである。福原ではこの清盛の供養とともに、人々の任官が行なわれ、僧俗の別なく皆に官位が与えられた。中でも、中納言教盛を正二位の大納言にするということを宗盛が発表すると、

今日までもあればあるかのわが身かは
　　夢の中にも夢を見るかな

　と歌で返事をして、この官位を辞退したのであった。主上は京を出られてはおるが、三種の神器を携えて天位につかれているのだから、叙位任官が行なわれても何ら不都合ではなかったのである。一方、京にいる人々は、平家がすでに福原まで攻めのぼって来ていることを聞いて勇み立つ者も多かった。その中でも、二位僧都全真は、梶井宮かじいのみやと長年の間同宿の間柄であったので、互に何かと音信を交わしていた。都の宮より文が来た。旅先のこととて、さぞかしお苦しみのことと存じますが、こちらの都も平穏ではありません、などと詳しく記し、その後に歌一首が添えられてあった。

人知れず其方そなたをしのぶ心をば
　　傾く月にたぐえてぞやる

　これを読み終った僧都は、手紙を押しいただいて顔にあて、涙を流した。
　また小松の三位中将維盛は、故郷に残してきた妻子の身の上ばかり思っていた。商人などにことづけて、手紙を交わすにつれて、不安な都で生活を送る妻子の様子がわかり、心を痛めていたが、さりとてここへ迎えても妻子のためにならぬ、あれを思いこれを悩んでは、終日沈んでいた。
　さて、二月四日、源氏は福原を攻める予定であったが、故入道の忌日と聞き、仏事をすまさせるため攻撃はひかえた。五日は西方がふさがり、六の日はこれまた日が悪いというのでとりやめ、七日の朝六時に一の谷の東西の木戸口で源平両軍矢合せと決定した。しかし四日は吉日であるというので、大手、搦手からめての二手に分れ攻め下っていった。
　大手の大将軍には、蒲御曹司範頼かばのおんぞうしのりより、これに伴う人々は、武田太郎信義、加賀美かがみの次郎遠光とおみつ、同小次郎長清、山名次郎教義などがあり、侍大将には、梶原平三景時、嫡子源太景季、稲毛三郎重成、榛谷はんがえ四郎重朝しげとも、小山小四郎朝政ともまさなどを先がけとして、その軍勢五万余騎、四日の朝八時ごろ都を立ち、その日の夕方に摂津の昆陽野こやのに陣をとった。
　搦手の大将軍には、九郎御曹司義経、伴う人々は安田三郎義定よしさだ、大内太郎惟義これよし、村上判官代康国やすくに、田代冠者信綱などがあり、侍大将には土肥次郎実平、三浦介義澄、畠山庄司次郎重忠、和田小太郎義盛、佐々木四郎高綱、熊谷次郎直実なおざね、子の小次郎直家、平山武者所季重すえしげ、奥州の佐藤三郎嗣信つぐのぶ、江田源三、熊井太郎、武蔵坊弁慶などを先がけとして、その軍勢一万余騎、四日の朝八時に都を立ち、丹波路を通り、二日の行程を一日で強行軍して、丹波と播磨との国境にある三草山みくさのやまの東の麓、小野原おのはらに布陣した。


三草合戦

　平家の大将軍には小松の新三位中将資盛、同少将有盛、丹後侍従忠房、備中守師盛、侍大将には伊賀平内へいない兵衛清家、海老えみの次郎盛方が任ぜられ、勢三千余騎で三草山の西麓に押し寄せて陣を張った。
　その夜八時頃、大将軍の義経は侍大将土肥次郎実平を召すと、
「平家はこれより三里離れた三草山の西麓に大軍で控えている。これを夜討ちすべきか、それとも明日襲うべきか」
　と尋ねれば、田代冠者という者が進み出て、
「平家の勢は三千余騎、味方は一万余騎でございますから、遥かに有利、明日の軍いくさに延ばされるなら平家方も軍勢増しましょう、今は夜討ちがよろしいと存じます」
　と述べると、土肥次郎が、
「よういった。誰しも同じ考えじゃ。夜討ちがよかろう」
　と賛意を示した。ところが武士たちは、
「この闇では馬も進めぬ、どうしたものか」
　と口々にいう。義経は、
「例の大松明おおたいまつはどうだ」
「そうでしたな」
　と土肥は肯うなずいて立ち上ると兵に命じた。しばらくすると小野原の民家に火が放たれて燃えあがる。これをきっかけに野にも山にも、草にも火がかけられ、火焔は天にのぼり、昼をあざむく明るさになった。
　夜討ちを提案した田代冠者は、父は伊豆国の前国司中納言為綱の子孫、母は狩野介茂光かののすけしげみつの娘、その子が田代冠者であるが、母方の祖父茂光に預けて、この子を武士に仕立てた。素姓をただせば、後三条院第三皇子輔仁すけひと親王から五代目に当るもの、素姓のよろしき上に、弓矢取らせても立派な武士であった。
　平家の方は、まさか夜討ちがあるなど夢にも知らぬ。
「合戦は定めし明日じゃ。軍いくさに睡眠不足は大の禁物、者ども、今宵はよく寝て明日は存分に戦え」
　といい渡した。先陣は敵との接触が何時あるかわからぬので自ら用心していたが、後陣の兵はいかによく眠るかに苦心した位であった。兜を枕にし、鎧を脱いで頭にかうなど、前後も知らず寝入っていた。その夜半、源氏勢一万余騎、三草山の西麓に押し寄せると、どっと鬨ときの声を地も揺げとばかりにあげた。仰天した平家はあわてふためくこと一通りではない。弓を取る者は矢を忘れ、矢を掴む者は弓を見失うという騒ぎの中に、怒濤の如く騎馬の音が迫る。馬に蹴殺されまいと陣の真中をあけて平家勢は逃げた。一度び本陣を割って駆けこんだ源氏は、逃げ散る平家を八方に追って討てば、たちまち五百人余りがばたばたと討ちとられ、手傷負う者はこれに数倍した。大将軍資盛、有盛、忠房は三草の陣を手もなく破られて面目ないと思ったか、播磨の高砂より舟で讃岐の屋島へ渡り落ちた。師盛だけは夜の混戦にまぎれて一人だけ離れたが、平内兵衛、海老次郎を召し連れて、一の谷に落ちていった。


老馬

　平家の宗盛は、安芸右馬助能行あきのうまのすけよしゆきを使者として、
「九郎義経が三草山の味方勢を討ち破って、ここにも攻め入るという。山の手は大事な場所、各々立ち向ってもらいたい」
　と主な家臣に言い遣わしたが、平家の公達きんだちは何かと口実を設けたり、とやかく言って誰も辞退して引き受けぬ。能登守の所にも使者が来た。
「度々のことで恐れ入るが、今度も御辺ごへんが山の手に向って頂けまいか」
　というのである。命令というよりは丁重な要請である。能登守からの返事は勇将にふさわしいものであった。
「軍いくさは、狩や漁のように足場のよいところには行こう、悪い方は行かぬなど勝手なことをいっては断じて勝てぬものです。幾度でも構いませぬ、手強い敵のいる方へ教経は参りましょう。一方は打ち破ってご覧に入れますから、ご安心下さい」
　もちろん宗盛は大喜びであった。早速、越中前司盛俊をはじめとして能登守に一万余騎をつけた。能登守は兄の越前三位通盛と共に山の手に向った。この山の手とは一の谷の後の鵯越ひよどりごえの麓ふもとを指すのである。
　通盛は、能登守の仮屋へ奥方を呼び迎えると、最後の名残りを惜しんでいたが、これを見た能登守はひどく怒って兄にいった。
「山の手は大事な場所であるから教経が向けられたのです。ここはまことに容易ならぬ所ですぞ。今にも敵が上の山から攻め下って来たら、取るものも取るひまがありますまい。弓取っても矢つがえなければ軍の役に立たず、矢つがえてもこれを放たなければ敵を防ぐことが出来ません。あなたが名残りを惜しまれるお気持はわかりますが、そのような服装で、平時と同じようなお心では、一体いざという時、何の役に立ちましょうぞ」
　と諫めれば、すっかり恐縮した通盛はすぐ奥方を帰すと物具を身につけた。
　五日の夕暮に源氏は昆陽野こやのを立ち、ようやく生田の森へ近づいた。雀すずめの松原、御影みかげの松、昆陽野の方を見渡すと、それぞれ陣を張る源氏勢は遠火をたいている。夜が更けるにつれて、そのあたりは山から出る月の光のように明るい。平家も遠火をたけといって、生田の森に型の如く火をたく。点々と散在する遠火の群は、夜白々と明けるにつれて晴れた空の星屑とも見え、古歌にいう、河辺の蛍ほたるもこのことかと思われた。源氏は好む所に陣をとっては馬を休め、草を与え、兵を休ませて悠々として攻めを急がぬ。平家は何時攻めて来るか何時襲ってくるかと心休まる閑とてはなかった。
　翌六日早朝、大将軍義経は一万余騎を二手に分けた。土肥次郎実平に七千余騎をつけて一の谷の西の木戸口へつかわし、自らは三千余騎を率い一の谷の後の鵯越から降りて平家の背面を衝こうとして出発した。しかし武士たちは何時になく不安であった。恐るべき難所と聞え、地利もよくわからぬ地へ踏みこもうというのだから無理はなかった。
「ここは天下に聞えた険難の地だ。命は惜しくないが、どうせ死ぬなら敵と渡り合って討ち死したい。難所に落ちて死にたくはない。だれか、この山の案内者を知らぬか」
　とさわぎ合っていた。そこへ武蔵国の住人、平山武者所が進み出て敢然といった。
「季重こそこの山の案内です。この山はよく知っております」
　義経はさすがに驚いた。
「そうはいうが、そなたは東国の育ちではないか、今日始めて見る山の案内に詳しいとは、まこととは思えぬ」
「これはお言葉とも思えませぬ。吉野、泊瀬はつせの桜花を歌人が居ながらにして知っていると同じく、敵の立てこもる城の背後は、剛の武者ならば知っております」
　と季重は重ねていう。傍若無人、まことに颯爽とした発言ではあったが、これには義経も苦笑した。
　すると、武蔵国の住人、別府小太郎清重という今年十八歳になる者が進み出て義経にいった。
「父、義重法師が教えましたのに、山越えの狩でも、敵に襲われた時でも、深山で道に迷った時は、老馬に手綱を結んで打ちかけ、先に追い立てて歩け。そうすれば必ず道へ出るものだ、というのでございます」
　といえば、義経深く肯うなずいた。
「よくぞ申した。雪が野原を埋め尽しても老いたる馬ぞ道は知る、という故事もある」
　と白葦毛の老馬に鏡鞍かがみくらをおき、白轡しろくつわかませて目につき易いようにして、手綱を結んで打ちかけ、先に追い立てて、未知の深山へ踏みこんだ。
　頃は二月のはじめ、峰の雪はまだらに残って花かと見まごうばかりである。登れば白雪の峰皓々こうこうとして聳そびえ、下れば青山峨々ががとして懸崖へ連なる。苔こけの細道を辿たどってゆけば、嵐に吹き散る松の雪は梅花のように難行軍の一行の上にふりかかる。東に西に鞭を上げ駒の足を急がせたが、なかなか進まぬ。やがて日は落ちたので、深山の中で馬からおりて陣をとった。
　そこへ武蔵坊弁慶が一人の老翁を連れて来た。義経が、
「それは何者」
　と問えば、
「この山の猟師でございます」
「それでは、山の案内はよく知っているだろう」
「知らぬ筈がございませぬ」
「そうであろう。お前に聞くが、これより平家の城の一の谷へ降りようと思うがどうだろう、降りられるものか」
「とてもとてもかないませぬ。三十丈の谷や、十五丈の岩壁など、容易に人が通れるものではありませぬ。まして馬など思いもよらぬことでござります。その上、城の内には落し穴を掘り、菱などを多く地に植えて待ち構えておりましょう、ご無理なことと存じまするが」
　義経はしばらく考えていたが、
「お前がいうそんな所を鹿は通るのか」
「鹿なら通います。世間が暖かになりさえすれば、奴らは草の深い所で寝ようと移動するものでござります。播磨の鹿は丹波を越えて行き、寒くなれば雪の浅いところで餌をあさろうと、丹波の鹿は播磨の印南野いなみのを越えて行くものでござります」
「それでは馬場と同じことだ。鹿の通える所を馬が通れぬ訳はあるまい。ともかくお前は案内してくれ」
「私めは年老いて、この身かないませぬが」
「それでは、子はいないのか」
「子供はございます」
　と老翁がいうと、熊王くまおうという十八歳になる若者を案内者として差し出した。義経はすぐ熊王のもとどりを取りあげて元服させ、父が鷲尾わしおの庄司武久といったので、その子を鷲尾三郎義久と名乗らせ、案内者として召し連れた。後に平家が滅んで源氏の世となってから、義経と頼朝の間が不和となり、義経が奥羽へ下って討たれた時に、鷲尾三郎義久と名乗って共に死んだのはこの男である。


一二の懸かけ

　この六日の夜半まで、義経と共に搦手の勢に加わっていた武士に、熊谷、平山がいたが、今度の合戦に目覚ましき功名の一つも立てようと決意していた。熊谷次郎は、息子の小次郎を呼んで自分の決心を伝えた。
「この搦手勢が向うところは、名高き難所、城に辿たどりつくだけでも大仕事じゃ、誰が先陣がけするかなど恐らくここでは無理じゃ。いざ参れ、これから土肥が行った西の手へ馳せて、一の谷の先がけをしよう」
　といえば小次郎も、
「おっしゃる通りでございます、誰しも父上のように考えるところです、ではすぐに参りましょう」
　といって父を喜ばせたが、そのとき熊谷次郎がはっと思い出した。
「うむ、平山もこの勢の中にいた。奴やつも人と一緒に足並揃えて軍いくさするのは大嫌いな男じゃ、平山も何かたくらんでおるだろう、奴の様子を見て参れ」
　と下郎に好敵手の動静を偵察に行かせた。熊谷の推察通り、平山は熊谷より一足先に支度をととのえていた。物具もののぐの点検をしながら、
「他人はどうあろうとも、この季重は一歩も後へ引かぬぞ、引くものか」
　と、ぶつぶつひとりごとをいっている。傍らに彼の愛馬が悠然と飼料の中に首を突っこんで喰っている。平山の下郎が、
「全くよく喰う馬だ、その上に長飯と来ているから憎くなる」
　といって鞭で馬を叩く。
「そんなことするな、その馬の名残りも今夜限りじゃ」
　と下郎をなだめていたが、太刀を佩はき、弓を携えると腹のふくれた馬に乗り、さっと闇の中に消えた。この様子を見ていた熊谷の下郎が走り帰って報告すると、
「案の定だわい」
　といって笑い、熊谷も直ちに出発した。
　熊谷次郎この夜の装立は、褐かちんの直垂、赤革縅の鎧、紅くれないの母衣ほろをかけ、権太栗毛ごんだくりげという名馬にまたがる。息子の小次郎直家は、沢潟おもだかを濃く摺りこんだ直垂に、なわ目の鎧を着こみ、西楼せいろうという白葦毛に乗った。旗差しの侍は、黄塵きじんの直垂、小桜を黄に染めた鎧、黄河原毛きかわらげの馬に乗った。主従三騎、味方がやがて落そうとする谷を左に道をとり、人も通わぬ田井たいの畑はたという古い道を急ぎ、一の谷の浜辺に出た。まだ深夜である。
　土肥次郎実平は七千余騎と共に一の谷近くの塩谷しおやに控えていた。熊谷たちは夜の闇にまぎれて、悟られぬようにここを通り抜け、一の谷の西の木戸口に着いた。城を見ると物音一つなく、深い夜の中に眠るがごとく、静かに木戸、楼などが夜空に溶けこんでいる。熊谷次郎は小次郎に低い声でいった。
「ここが難所ということは誰も知っている。われこそ一番乗りと先がけを狙う者は多かろう。すでに押し寄せていて、じっと夜明けをこのあたりで待っている者も多いに違いないぞ。ここにおるのは直実だけと思ってはならぬ。どうじゃ、今すぐ名乗ろう」
　こう息子にいうと、彼は敵陣の並び立つ楯のきわまで馬を進め、鐙あぶみふんばり立ちあがると、大音声をあげた。
「武蔵国の住人熊谷次郎直実、その子小次郎直家、一の谷の先陣ぞ」
　城の中にこの声が轟き渡ったが、
「ご苦労な奴らじゃ。よしよし物音させるな、敵の馬の足を疲れさせ、矢を射尽くさせてしまえ、討ちとるのはその後からじゃ」
　と誰も相手にならぬ。
　ともかく後に声の続く者もないので、まず先陣は確かなこととほくそ笑んだ熊谷父子が一息入れた時、蹄の音が鳴って闇の中から武者三騎が現れた。矢張り先陣を狙う源氏の武士たちである。
「誰ぞ」
　と熊谷が問えば、
「季重」
　と答える。平山であった。
「問うは誰ぞ」
「直実じゃ」
「熊谷殿か、何時来られた」
「宵のうちからじゃ」
「うむ左様か。この季重もつづいて寄せる筈だったが、成田五郎にたばかられて遅うなった。成田が死ぬる時は一所でというので連れだって来たが、「のう平山殿、余り先陣を焦り給うな、合戦で先がけする時は、味方の勢が後ろに控えいるのが大切、それでこそ高名も不覚も人に知られよう。続く者、見る者なく敵の大軍の中へただ一騎駆けこみ討たれては何にもならぬものよ」という。わしも成程と思うて坂にかかった時、馬の首を下に向け何時でも駆け下れるようにして味方の勢を待っていたのじゃ。成田も続いてやって来た。軍いくさの話でもしてここでわしと共に待つのかと思っていると、わしの顔を無愛想にちらと見たまま、そばをぱっと一気に駆け抜ける、うむ、奴は季重をたばかって先がけするよな、と五、六間は先にやらせたが、馬を見ればわしのよりも弱そうじゃ、一鞭あてて追いつき、「成田殿、よくもこの季重をたばかれたな」といって、そのまま後において来た。彼はずっと遅れて来るじゃろう。わしの後姿も見ておるまい」
　と今は笑いながら語った。
　やがて東の空が白み、夜は静かに明けていった。夜でわからなかったが、熊谷が薄明に見廻せば、平山など五騎がいる。熊谷は先程の話を聞き、一度名乗ったが平山の前で再び名乗ろうと馬を楯の前に進ませ、
「そもそも以前名乗った武蔵国の住人熊谷次郎直実とその子小次郎直家、一の谷の先陣ぞ」
　と大音声をあげた。城では、一晩中名乗りつづける熊谷父子をひっ捕えてみしょう、とさっと木戸口を開き、越中次郎兵衛盛次、上総五郎兵衛忠光、悪七兵衛景清、後藤内ごとうない定経など剛の武者二十余騎が躍り出てきた。
　この日、平山は、滋目縅しげめおどしの直垂、緋縅の鎧、二筋引きの母衣ほろをかけていた。
「保元、平治両度の合戦に先がけした武蔵国の住人平山武者所季重」
　と大声で名乗るや、一気に駆けこんだ。熊谷が駆ければ平山が続き、平山が駆ければ熊谷がつづくなど、もみにもみ火の出るほど入れかえ入れかえ攻め立てた。平家の武者たちも熊谷、平山にかなわぬと思ったか、さっと城の中に退くと、中から矢を射かけて防いだ。
　熊谷の馬は腹を射られた。苦しんではねるので馬を下りて弓杖をついて立った。息子の小次郎も年十六歳と名乗りながら、まっ先に駆けて戦ったが、左のひじを射られてこれも馬からおり、父と並びあった。
「如何した小次郎、手傷でも負ったのか」
「やられました、が大したことはありませぬ」
「元気を出せ。よいか、鎧を絶えず揺り動かせ、裏まで射らるるなよ、錣しころを傾けろ、兜の内を射られぬよう注意しろ」
　と口早に教えると、熊谷は鎧に立った数多の矢をかなぐり捨て、城の内をにらむと大声をあげた。
「去年の冬鎌倉を立って以来、命は頼朝殿に捧げ、わが屍しかばねは一の谷にさらそうと決めた直実。室山むろやま、水島みずしま両度の合戦に打ち勝ち功名したと聞ゆる越中次郎兵衛、上総五郎兵衛、悪七兵衛はおられぬか。功名も不覚も敵によるのじゃ。相手かまわず戦っても功名は得られぬぞ、いざ熊谷父子に寄り合えや、直実と組めや組め」
　とののしった。
　これを聞いた城では、越中次郎兵衛盛次が打って出て来た。装立いでたちは彼の好みのもので、紫裾濃むらさきすそごの直垂に、鍬形打った兜の緒をしめ、重籐の弓小脇にはさみ、背に二十四本の切斑きりふの矢を負い、金覆輪の鞍おいた連銭葦毛の馬にのっていた。熊谷父子目ざして駒を進め、熊谷父子の間に割って入ろうとする。そうはさせじと二人は太刀を抜いて額にあて、隙間なく並び立つや、そのまま前へ前へ進む。これを見た越中次郎兵衛、かなわぬと思ったか、城に引き返そうとする。
「なんとした、そこにおらるるは越中次郎兵衛と見た、われらが相手では不足か、馬を並べて組んでみよ、返せ返せ」
　と熊谷がののしるが、次郎兵衛は、
「それはせぬ」
　といい捨てると、後も振りかえらず城に入った。上総悪七兵衛がこれをみて、
「見苦しき殿方の振舞ぞ、きゃつが組もうといっているのじゃ、出合わぬのは心外じゃ」
　といって駆け出そうとする。その鎧をしっかと押えた次郎兵衛が、
「君の大事はこれに限らぬ、思いとどまり給え」
　と強く制止するので、彼も諦めた。
　この後、熊谷父子は替え馬に乗り、おめき叫んで駆け廻った。平山は熊谷父子が戦っている間に馬を休ませていたが、やがて続いて攻めこんできた。平家は、敵は小勢なるぞ、射とれや射とれ、と雨のように矢を放つが、かえって小勢なのでなかなか当らぬ。奴らと組んで討ちとれ、奴と組めいと下知がとぶが、誰も名乗り出る者はいない。馬の相違だからである。平家の馬は食料も少なく、疲れている上に体力もない。これと比べると源氏の馬は鍛えに鍛えた肥え馬である。押し並べれば一当てで蹴倒されることはわかりきっていた。
　平山はやがて、命より大切にしていた旗差しの兵を射られた。憤怒の形相で彼は敵の城に駆け入ると、忽ち敵兵の首をあげて仇をとった。熊谷父子も分捕り品を沢山手に入れた。熊谷父子が一番乗りであったが、城の木戸口が開かぬので駆け入れなかった。平山は後手にはなったが、城内に攻め込み、首をあげた。このため、どちらが一の谷の先がけであるかについて、後まで争いの種になった。


二度の懸かけ

　こうして先陣を争っているうちに、成田五郎も馬を駆って到着した。そこへ土肥次郎が七千余騎を率きつれて押し寄せてきた。色とりどりの旗差しものを浜風にはためかせながら、おめき叫んで攻め立てると、城の平家も防ぎ戦い、合戦は主力が激突して火の出るような、すさまじさに変った。このとき、生田の森を源氏は五万余騎でかためていたが、この勢の中に武蔵国の住人河原かわらの太郎、河原次郎という二人の兄弟がいた。河原太郎は弟の次郎を呼ぶとすぐいった。
「大名たちは自分の手を下さなくとも、家来の功名でわが誉をあげることができる、われわれは自分で直接手を下さねば手柄にはならぬ。いま敵を目前において、矢の一つも射かけないままこうして待っているのは、われながらあまりにも不甲斐ない。われはこれより敵の城の中へ紛まぎれ込み、一矢射てくれようと思うが、恐らく千万に一つも生きて帰ることは期し難い。そこでお前に頼みがある、お前はここに残ってわれのため後の証人あかしとなってはくれぬか」
　というと、弟の次郎は涙をこぼして、
「私達はこの世でたった二人の兄弟です、その一人の兄を討たせて弟が残ったとしても、どれほどの栄華ができましょう。できたとしても、したくありません。離ればなれで討たれるより、一つところで討ち死することこそ兄弟ではありませんか」
　というので、二人の兄弟は手を取りあって共に死ぬ約束をした。下郎を呼び寄せて、兄弟二人の最後の様子を書き送った手紙を妻子のところへ届けさせた。二人は馬にも乗らず藁草履わらぞうりをはき、弓杖をついて、その夜城内へ忍び入った。生田の森の逆茂木さかもぎを乗り越えて城の中へ乗りこめば、星空の夜に城郭はおぼろにかすみ、お互の鎧の色さえも見えぬ。しばらくあたりをうかがっていた河原兄弟はよい足場に辿たどりつくと、急に太郎が大音声で名乗りをあげた。
「武蔵国の住人河原太郎私市高直きさいちのたかなお、同じく次郎盛直もりなお、生田の森の先陣ぞ」
　これを聞いて、城の平家は驚いた。たった二騎で大軍の中へ入りこんで来た大胆さに感心もしたが、同時に呆あきれもしたのである。
「おう、天晴れな武士だ、東国の武士ほど恐ろしい者はいない。しかし、この大勢の中へたった二騎で紛れこんだとしても、何ほどのことも出来まい、そのままに捨て置いて、可愛がってやれ」
　といって、この二人を討とうとする者もいない。しかし河原兄弟はここで一攻めしてわが手並を見せてくれようと、弓に矢をつがえた。太郎も次郎も共に弓の名手として名のある者、二人が張り切って弓勢高らかに放った矢は、次々と平家の兵を倒して行く。つがえては放ち、引いては散々に射かけるので、もう平家でも黙ってはいられぬ。
「こうなっては、奴らを余り可愛がってはおれぬ、構わぬ、討ち取ってしまえ」
　という下知が飛び、これに応じたのが真名辺まなべの五郎という武士である。西国では屈指の名手といわれた強弓の使い手で、備中国の住人、真名辺四郎、真名辺五郎という兄弟があった。兄の四郎は一の谷を守り、弟の五郎は生田の森にいた。
「わしが射取って見せよう」
　と強弓を左手に持ちかえて、河原兄弟を見た。
「相手は剛の者ぞ、見事射るか」
　と傍らの武士が問えば、真名辺五郎は不敵に笑うと背の矢を抜いた。河原太郎は今しも弦に矢をつがえるところである。真名辺は常人にはとても引けぬといわれた強弓に矢をつがえ、きりきりと引きしぼると、一呼吸置いた。あちこちで合戦の叫びが聞えるが、彼のまわりには一瞬、異様な静けさがあった。と、空気を破る弦の音が激しく鳴り、一条の光の走るように矢が河原太郎の鎧の胸板に飛んだ。いましも弓を引かんとした太郎の鎧に矢が当ると、そのまま厚い胸板を苦もなく貫き通した。がっくりと崩れる身体を太郎は弓を杖によろめいて立ちあがった。弟の次郎が走り寄って、矢の刺さった兄の身体を肩にかつぐや、一散に生田の森の逆茂木に走り、これを乗り越えようとした。次郎の鎧の草摺の内がのぞいたとき、真名辺の第二の矢が次郎を射った。兄を肩に次郎はたまらず転げ落ちて伏したところへ、真名辺の下郎たちがかけ寄り二人の兄弟の首をあげた。これを大将軍の新中納言知盛に見せると、
「天晴れな剛の者、こういう武士こそ一騎当千のものであろう、惜しい奴を失ったもの」
　といって感心した。
　河原の下郎たちがかけ出し、
「河原殿兄弟がただいま城内へ先がけして、討ち死なされましたぞ」
　といって叫んだ。これを聞いた梶原平三は、
「河原が討たれたか。わが党の不覚のためなるぞ。寄せる時は今ぞ、者ども駆け入って攻めよ」
　と大声で下知すると、梶原の五百余騎、生田の森の逆茂木を取りのけさせ、どっと叫んで城内へ攻めこんだ。この中に梶原の次男平次がいたが、ただ一騎先へ先へと進むので、父の平三が使者に追わせて、
「後陣の勢が続かぬうちに、先がけした者に勧賞けんじょうなしと大将軍から仰せあったるぞ」
　といわせたが、平次は、しばらく駒を止めて、

もののふの取りつたえたる梓弓あずさゆみ
　　引いては人のかえすものかは

　と詠むとそのまま、むらがる敵の中へ駆け込んでいった。父の平三は、
「平次を討たすな、者ども平次を討たすな、続けよ」
　と叫びつづける。平次の兄の源太、弟の三郎が平次を追い、梶原勢五百余騎は大軍の中へ一団となって疾風の如く駆け込んでいった。群がり寄せる平家の勢の中を縦横無尽に駆け廻り討ち廻りしてから、潮時をはかり、兵をまとめてさっと引きあげた。
「皆の者、よくぞ戦った」
　と犒ねぎらいの言葉をかけながら梶原が部下を見渡すと、嫡子の源太の姿がない。郎党の一人に、
「源太はどうした？」
「あまりに深入りなされたため、お討たれになったものと存ぜられます。遥か向うの方にもお姿は見えません」
　という答えに梶原は、はらはらと涙を流し、
「軍いくさで先がけしようと思うのも子供のためだった、源太討たれてこの景時命長らえても何になろう、さア、者どもかえせ」
　と直ちに馬の首を返すと、再び敵城に駆け入った。
　敵の勢の中に入るや、梶原は鐙あぶみふんばって立ちあがり、大音声をあげた。
「昔、八幡太郎殿の後三年の軍いくさの折、出羽の千福せんぶく金沢城を攻められし時、生年十六歳と名乗って真っ先にかけ、左の眼を兜の鉢つけの板に射つけられながら、その矢は抜かずに、つがえた矢を射返して敵を射落し、勧賞を受け、その名を後代に揚げたる鎌倉権五郎景政五代目の子孫、梶原平三景時という、東国には聞えたる一騎当千の武士じゃ。われと思わん人は寄り合え、見参せん」
　と叫びながら進むと、
「ただいま名乗るは東国で音に聞えた名だたる武士ぞ、逃すな、討ちもらすな」
　と城の武士たちは梶原を包囲して、われこそ討ち取ろうとひしめきながら駆け寄って来た。
　梶原はわが身のことはうち忘れ、嫡子の源太は何処か、源太の姿は見えはせぬかと、必死に駆け廻り、群がる敵を蹴散らして奥へ奥へと探し廻った。すると城の奥、二丈ばかりの崖下がけしたで敵と渡り合う源太を見つけた。源太の馬は射倒されて、いまは徒歩となり、兜は打ち落されて髪ふり乱れ、郎党二人を左右に従え、太刀振りかざして五人の敵を相手に死物狂いに斬り結んでいた。源太はここを死に場所と覚悟きめたか、優勢な敵にひるむこともなく戦っていた。これを見ると喜びの声をあげた梶原は、馬から飛びおりるとすぐかけ寄った。
「源太生きていたか、父の景時参ったるぞ。死んでも敵に後ろは見せるな」
　とはげます言葉にも嬉しさがこもっている。親子で三人の敵を倒し、二人を負傷させるや、景時は、
「武士たるもの、進むも退くも、その折を見るものだ。源太参れ」
　と、源太をつれて意気揚々引きあげてきた。梶原の二度のかけ、とはこれをいうのである。


坂落し

　大手は激戦になってきた。梶原に続き、三浦、鎌倉、秩父ちちぶ、足利の一族、党では猪俣いのまた、児玉こだま、野井与のいよ、横山、西にし党、綴喜つづき党などや、その他の私党の兵が続々と攻めこめば、平家もここに兵力のすべてを投入して戦った。源平両軍の叫ぶ声は山を響かし、馬の馳せちがう音は雷のようだった。互に射かわす矢は雨のように激しかった。手傷負っても尚戦う兵もあり、引き組んで相手と刺し合ったまま死んでゆく兵もあった。相手を地に組み伏せて首を掻く者もあれば、逆に首を掻かれる者もあり、両軍どちらも全力を傾けて攻防の秘術をつくしたが、何れに隙があるとも見えなかった。この一戦に天下を賭け、是が非でもここで源氏に大打撃を与えて、失地を一挙に回復しようとするここの平家はさすがに手強く、大手では源氏もとても勝てそうには見えなかった。
　一方、大将軍九郎御曹司義経は、七日の明方、三千余騎で鵯越ひよどりごえにのぼり、人馬を休ませていたが、その騒ぎに驚いたか、牡鹿おじか二匹、牝鹿めじか一匹が平家の城の一の谷へ逃げ下りた。平家の武士たちはこれを見て、
「奇怪なことじゃ。里近くにいる鹿でさえ人を恐れて山深く逃げ込むのが普通なのに、この人の中へ逃げ下りるとは合点ゆかぬ。これは上の山から源氏が下りて来るのではないか」
　と、大いに騒いでいるところへ伊予の住人、高市たけちの武者所清経が進み出て、
「たとえ何物であろうと、敵の方から出て来たものを通すことはない」
　というと、弓で牡鹿二頭を射とめ、牝鹿だけは見逃がした。越中前司はこれを見ていたが、
「無益なことをする方々じゃ。鹿をいま射られた矢で、敵の十人は防げたものを。殺生で合戦に貴重な矢を無駄にし給うな」
　といって制止した。
　義経は鵯越から平家の城郭を遥かに見下していたが、目もくらむ断崖を前に俄かによい知恵も浮ばぬ。彼の得意とする奇襲にはここは絶好の地だが、想像以上に難所である。しばらく考えていた義経は、
「馬を追い落してみよ」
　といった。数頭の馬を絶壁の上から追い落すと、果して崖の途中で転んで落ちて砕かれる馬、足を折ってそのまま死ぬ馬などもあったが、その中に鞍置き馬三頭がなんと崖の下に無事に降りた。これを認めるや義経は、
「よし、馬の乗り手が充分に心得て落せば、ひどい傷は受けまい。者ども下りよ、義経を手本にせい」
　と、まず彼は三十騎ばかりを連れて真っ先にこの懸崖を馬もろともに降りはじめた。そこで残りの三千余騎、彼につづいて一斉に落ち始めた。馬の足を踏み入れたところは小石まじりの砂地である。砂塵を巻いて一気に二町ばかり滑り落ちた。崖の途中の段になったところで一旦馬を停め、そこから下を見下すと、源氏の武士も背筋に冷いものが走った。苔こけむした大磐石が垂直に十四、五丈もあろうか、壁のように切り立っている。進むことも出来ず、後へ引き返えすこともできないので、兵たちはここでいよいよ最後かと呆然ぼうぜんとしていた。そこへ三浦の佐原十郎義連よしつらが進み出ると、
「各々方、何をとまどっておられるのか。われらの土地では、鳥一羽飛び立ってもこれを追う時は、こんなところを毎朝毎夕馬を飛ばしているものだ。三浦の難所に比べれば、ここなどは馬場みたいなもの」
　と、絶壁を真っ先きに下りはじめた。あっという間もない早業にふるいたった三千余騎が続いて崖を下りはじめた。馬と馬が触れ合い、兜と兜が接するばかりである。えい、えい、と武士たちは忍び声で馬に力をつけながら馬を静かに落して行くのだが、下を見れば目がくらむ。殆んどの武士はわれ知らず眼を閉じたまま、岩に吸い着くように下ってゆく。人間の仕業とも思えない行軍である。漸く下に落ち、大地を蹄がふまえれば武士たちの勇気は百倍した。どっと鬨ときをつくれば、山々、谷々に木霊こだましておよそ十万余騎もあろう声とも聞えた。
　村上判官代康国の勢が、各所に火を放つと平家の陣屋は、たちまち焼き払われ、猛々たる黒煙は平家の陣を襲った。あわてふためいた平家は、助かるかも知れぬと海に向って一散に逃げ出し、浜にあった船を押し出し、われ先に海に逃れようとした。汀みぎわには船はいくらもあったが、一艘の船に甲冑をつけた武士が、人を押しのけてでも乗りこむ。それが四、五百人にも千人にも及び、いざ沖に船を漕ぎ出したところ、みるみる三艘の船が重さに耐えかねて沈んでいった。このあと、船には身分ある者は乗せても下郎は乗せるなといって、武士たちは、雑人が船に近寄れば太刀、長刀で打ち払う。船をめぐって味方同志の凄惨せいさんな場面が展開された。源氏勢とは戦わずに、船にしがみつく雑人を、武士たちもおのれが助かりたい一心でこれを斬った、今迄共に戦って死なん、などいう間柄でもこの混乱にはすべてが忘れられ、刃だけが物をいったのである。一の谷の水際には、腕を斬られ、肱を断ち落されなどした平家の雑人が朱に染まって倒れている。一の谷の浜は味方に斬られた血で汚れた。
　しかしこの浜でも、大手でも、武蔵や相模の若武者たちは敵とわき目もふらず戦い、ここを死に場所と心にきめて敵にうしろは見せなかった。能登守教経は、今までの度重なる合戦で一度も不覚をとったことのない武将であったが、この度はどう思ったか薄墨うすずみという馬を駆って西に落ち、播磨の高砂から船に乗って讃岐の屋島へ渡っていった。


盛俊の最後

　新中納言知盛は生田の森の大将軍だったが、東より攻めよせる源氏に対して一歩も退かずに戦っていた。そこへ山のきわから押し寄せた児玉党から使者が来た。
「貴殿はかつて武蔵の国司であられたから、そのよしみでお教え申し上げる。貴殿の後ろを振り返って見給え」
　という。後ろを向くと黒煙が猛々と襲いかかってくる。すでに西は敵に破られたるかと思えば、俄かに戦意を失った知盛は、もう、どうしていいかわからなかった。人々はとるものもとりあえず、われ先にと落ちていった。
　越中前司盛俊は、山の手の勢の侍大将だった。今更落ちても仕方ないと思ったのか、そこに踏みとどまって敵を待っていた。現れたのは猪俣小平六則綱のりつな、よき敵と見て、鞭打って駆け寄ると馬を押し並べてむんずと組み、そのまま地にどうと落ちた。この猪俣は関東でも聞えた剛勇の士で、鹿の角の枝を両手で苦もなく裂いたという剛力の者である。平家の盛俊も二、三十人力と称されていたが、実際は六、七十人もかかって浜に引きあげる船を、ただ一人が動かすほどの大力の持主であった。地に落ちた二人が力を尽くしてもみ合ううち、盛俊の力がまさったのか、猪俣を取りおさえると身動きもさせぬ。下になった猪俣は、必死に刀を抜こうとするが指の股が広がって掴むことができない。声を出そうとするが、しめつけられていて声も出ない。しかし猪俣も大剛の者だったので、しばらく息を休めると、盛俊に、
「敵の首を討つには、自分も名乗り、敵に名乗らせて始めて大功となるものじゃ。名も知らぬ首とったとて、何の役にもなり申さぬぞ」
　というと、もっともだと肯うなずいた盛俊は、
「われはもと平家の一門であったが、身不肖によって、今は武士になっている越中前司盛俊という者。貴殿は何者か、名乗られい」
「武蔵国の住人、猪俣小平六則綱と申す。ただ今私の命を助け給えば、貴殿のご一門が何十人あろうとも、今度の勲功の賞に替えてお助け申そう」
　というと、盛俊は大いに怒った。
「盛俊不肖の身とはいえ、平家の一門じゃ。盛俊は源氏を頼もうとは思わぬ、源氏もよもや盛俊に頼まれようとは思っていまい。貴殿は憎いことを申す者じゃ」
　と、まさに猪俣の首を掻き切ろうとした。
「卑怯なり、降人となった者の首を討たるるのか」
「左様か、降るのか。それならば助けよう」
　といって許してやった。
　二人が組み打った前は、畑のように乾いた田であるが、後ろは泥深い水田であった。畦あぜの上に腰をおろして盛俊と猪俣は肩をならべて一息入れていた。しばらくすると、緋縅の鎧を着て、月毛の馬に乗った武者が一騎、馬を急がせてやって来た。盛俊が、けげんな面持でそれを眺めやると、猪俣は、
「あれは猪俣が心親しくしている人見四郎と申す侍にござる。この則綱を見て、やって来るものとみえ申す。ご安心なされませ」
　といいながら、人見が近づいてくると、心の中で、こやつと組もう、さすれば彼も寄って来て助けぬことはあるまいと、盛俊の隙をじっとうかがっていた。人見は六間くらいのところまで近づいた。
　盛俊は始め警戒して二人をかわるがわる注視していたが、人見四郎が近づくにつれ、猪俣への監視に隙が出来た。その一瞬をねらって猪俣は、力足をふんばって立ちあがるや、盛俊の鎧の胸板を力をふるって突き、彼をうしろの深田へのけざまに倒した。起きあがろうとする上に乗りかかるや、盛俊の腰の刀を抜き、鎧の草摺を引きあげ、柄持つ拳も通れと三度刺し、そのまま首を取った。そして、首を太刀の先に貫くと高く掲げ、大音声で叫んだ。
「日頃、平家方で鬼神と聞えた越中前司盛俊を、武蔵国の住人猪俣小平六則綱討ち取ったり」
　かくて、その日の功名の筆頭にあげられたのであった。


忠度の最後

　薩摩守忠度は、その時、西の手の大将軍であった。紺地錦の直垂に、黒糸縅の鎧をつけ、逞しい黒馬にまたがって、百騎ばかりで落ちて行こうとしているところを見つけたのは、武蔵国の住人岡部六弥太忠純おかべのろくやたただすみであった。見るからに、天晴れな武士とばかりに追っかけて、大声で呼びかけた。
「そこを落ちゆくお方、お見受けすれば、平家の大将軍と覚えまするぞ、返し給え、敵に後ろをお見せになるとは何たる卑怯」
　六弥太の言葉に忠度はちらりと後ろを振向いた。
「わしは味方じゃよ、お間違いなさるな」
　その途端、黒々と鉄漿かねをつけた歯がのぞいた。
「源氏には、かねをつけた人はおりませぬぞ、いざ」
　六弥太は、駒をかけ並べると、むんずと、忠度に組みついた。忠度の囲りにいた百騎ばかりの兵は、それを見ると、助けようともせず、わあっと声をあげて四方へ逃げ散った。彼らは、一時集めの烏合うごうの衆で、闘う気持は持っていなかったのである。
　忠度は、熊野育ちの名うての大力の上に、身のこなしの軽い早業の持主であったから、素早く六弥太を引っつかむと、
「味方だといわせておけばよいものを、余計なことを申すやつめ」
　と、馬の上で二太刀、馬から落して更に一太刀突いたが、二の太刀は鎧の上からは通らず、三の太刀も浅手であったから、首をかこうとしたところへ、遅ればせに駆けつけた六弥太の郎党が、切ってかかってきた。不意をうたれた忠度は右の腕を肩のつけねから切り落された。忠度も今はこれまでと観念したのか、
「最後の十念を唱える故、そこを退け」
　と、残った左手で、六弥太を投げとばすと、西の方に向かって高らかに、
「光明遍照十方世界、念仏衆生摂取不捨」
　と唱えも終らぬうち、六弥太の刀がとんで、首はころりと前に落ちた。
「余程名のある大将軍に違いないが、一体誰だろう」
　と箙えびらに結びつけられていた紙をほどいてみると、旅宿花りょしゅくのはなという題で、一首の歌が書き連ねてあった。

行き暮れて木この下した陰かげを宿とせば
　　花や今宵の主あるじならまし

　忠度、と書かれた名前から、薩摩守であることがわかったのであった。死ぬまで歌を忘れなかったのは、いかにも忠度らしい襟度きんどだった。
　六弥太が、
「平家にその人ありと聞えし薩摩守忠度、岡部六弥太忠純が討ち取ったぞ」
　と叫ぶと、
「ああ武芸にも歌道にもひときわ優れた名将をあたら惜しいことを」
　と敵も味方も、感じ入ったということである。


重衡しげひらいけどり

　本三位中将重衡は生田の森の副将軍であった。その日の装立いでたちは、褐かちんに白と黄の糸で千鳥が岩に群れ遊んでいる直垂、紫裾濃むらさきすそごの鎧、鍬形くわがた打った兜の緒をしめ、黄金作こがねづくりの太刀、切斑きりふの矢二十四本を背に、重籐の弓を持ち、童子鹿毛どうじかげという名馬に金覆輪の鞍を置いて乗るという華やかなものであった。乳兄弟の後藤兵衛盛長も緋縅の鎧を着て、重衡の大切にしている夜目無月毛よめなしつきげという馬に乗っていた。この主従二騎は船で落ちようと汀みぎわの方へ馬を駆っていたが、源氏の庄しょうの四郎高家と梶原源太景季が、よき敵ぞ討ちとれや、と叫びながら、これを追った。浜に助け舟は多かったが、後より敵が迫るので、船に乗りこむひまがない。止むなく湊川みなとがわ、刈藻かるも川を渡り、板宿いたやど、須磨も通って西へ落ちていった。どこまででも追わん、と決意した庄と梶原は、馬に鞭をあて鐙あぶみを蹴って追跡するが、重衡の乗る馬は稀代の逸物、戦場で疲労した梶原たちの馬の足の及ぶところではない、距離が次第に離れ行く。
「このままでは討ちもらす、遠矢を射て落してくれよう」
　と、距離があきすぎ射当てる自信は梶原にはなかったが、もしやと思い、弓を満月に力一杯引きしぼって放てば、見事その矢は重衡の乗る馬の後のつけ根に深くささり、名馬童子鹿毛の足はみるみる崩れてきた。この有様をみた乳兄弟の盛長は、これでは自分の馬が重衡にとられるだろう、徒歩ではもう逃げることかなわぬ、と俄かに恐怖心にかられ、夜目無月毛に鞭打って逃げ足を早めた。
「これ盛長、待ていと申すに、わしを見捨てて何処に行くのか、日頃の契りを忘れたか、待てい盛長」
　と叫んだが、聞えぬふりをした盛長は、鎧につけた赤印もかなぐり捨てると、必死になって逃げに逃げた。
　盛長に逃げられ、馬も弱った三位中将は、最後の覚悟をきめた。馬もろともにさっと海へ乗り入れ、沖に進んで身を投げようとしたが、ここの海は遠浅でそれもできない。腰の刀を抜くや腹を切ってここに果てようとしているところへ馳せ寄った庄四郎高家が馬からさっと飛びおりると、
「お止め下さい、私がどこまでもお供仕ります」
　と、重衡を自分の馬に乗せて、鞍の前輪にしばりつけた。そして庄は替え馬に乗り、重衡を伴って源氏の陣に帰ったのであった。
　さて、主君重衡を置き去りにした乳兄弟の盛長は、ここを難なく逃げ落ちて、後には熊野法師の尾中法橋おなかのほっきょうを頼って、そこに住んでいた。やがて法橋が死に、その妻が訴訟のため京にのぼったとき、その供をしたが、三位中将の乳兄弟として彼は多くの人に顔を知られていたので、
「あれがご主君と共に死なずに逃げ去った盛長よ、今は後家の尼さんのお伴をしている、憎き男よなあ」
　と皆に爪弾つまはじきされ、さすがに盛長も恥じたのか、扇で顔をかくして京を歩いたという。


敦盛あつもりの最後

　平家の敗北が目に見えてきたので、平家の公達も、続々と助け舟に乗ろうと水際に引き返してきた。これを見て、よき敵を探そうと思い立った武蔵国住人熊谷次郎直実くまがいのじろうなおざねは、磯の方へと道を急いだ。折しも、見るからに華やかな鎧武者がただ一騎、岸づたいに、落ちてゆくのにぶつかった。
　萌黄匂の鎧に、鍬形打った兜の緒をしめ、黄金作りの太刀を佩はき、連銭葦毛の逸物に、金覆輪の鞍を置いた、見るからに堂々たる大将軍である。
「そこを落ちてゆかれるは、確かに大将軍と覚えまする、帰させ給え、敵にうしろを見せ給うとは卑怯であろう」
　と大声をあげ、扇を揚げて招き返すと、水の中に一足踏み出していた武者は、もう一度水際に取って返した。
　直実が、馬上からむずと組みついて馬から引ずり下ろすのに長い時間はかからなかった。取って押えて、首をかこうと、内兜を押しひろげてみると、思いもかけぬ花のような美少年であった。年の頃は十六、七であろう、薄化粧して、鉄漿かねをつけていたが、ちょうど息子の小次郎とほぼ同じ年頃である。直実は、ふっと息を呑のんで訊ねた。
「一体、和殿わどのは誰方でござる？　お名乗り下さらば、お助け申しましょう」
「そういうご貴殿は？」
　組み敷かれたまま鎧武者が聞いた。
「これというほどの者ではございませぬが、武蔵国住人、熊谷次郎直実と申します」
「そなたにはよい敵じゃ、名を名乗らずとも、見知った者もおろうから、首を取ってお聞きになるがよい。知った者があるはずじゃ」
　と、既に観念のまなこを閉じているのを見るにつけても直実は、わが子小次郎が、かすり傷を負っただけでも心配しつづけたことを憶いだし、この若殿の父が、討たれたと聞いて、どんなに悲しむことかと思うと、手を下す気にもなれないのである。
「一人の生命など、戦況には何の関かかわりもないのだからお命を助けて進ぜよう」
　と思ってあたりを見廻すと、間の悪いことに、土肥、梶原と合せて五十騎ばかりが、続いて押しかけて来るのが目に入った。
　直実は、今は助けることも諦めねばならぬと覚ったのであった。
「お助けしとう存じましたが、味方が後から迫って来ております、一旦はお助け申しても、他の者がお見逃しはいたしますまい。それよりも、私がお首をとってせめて後生を弔わせて頂きまする」
「何とでも好きなようにいたせ、早く首を取れ」
　と、せかされても直実は、あまりに気の毒で、唯、涙ばかりが先に立ち、一向に手が下せないのである。しかし心を取り直すと、無我夢中で首をかいた。
「ああ、弓矢取る身の悲しさを始めて知った。武士の子に生れなければ、こんな辛い目には逢わなかったのに」
　と、直実はつくづく、この殺生な商売に厭気を覚えたのである。
　取った首を包もうとして、鎧直垂をほどくと、錦の袋に入れた笛を腰にさしている。
「さては今朝の明け方近く、楽がくの音が聞こえたのは、この人達であったのか、東国の勢、何万騎の内、ただ一騎でも、こんなやさしい心を持った人がいただろうか？　さすがは名門の貴公子ともなれば、軍いくさにも笛を離さぬものとみえる」
　この笛を義経に見せて、事の次第を物語ると、暫くは一座の者も感に迫って涙を流した。
　この笛の主は、修理大夫経盛の息子、大夫敦盛あつもりという十七歳の少年であった。
　この笛は、祖父忠盛ただもりが、鳥羽院から賜わり、経盛が譲り受けた後、敦盛が名うての上手であったところから、敦盛の手に渡り愛用されていた。小枝さえだと名づけられた笛である。
　この事があってから、直実は出家の決心を固めるようになったといわれる。


浜軍はまいくさ

　門脇中納言教盛の末子、蔵人大夫業盛なりもりは常陸国の住人、土屋五郎重行しげゆきと組み討って死んだ。皇后宮亮経正こうごうぐうのすけつねまさは、武蔵国の住人、河越小太郎重房の軍勢に取り囲まれて討ち死をした。尾張守清定、淡路守清房、若狭守経俊つねとしの三人は共に打ち連れて源氏勢の中へ割って駆け込み、冥途への語り草に存分に戦わん、と敵兵を片端から討ちとり、分捕りも沢山したが、ついに三騎とも一つところで死んだ。
　生田の森の大将軍であった新中納言知盛とももりは、部下の勢が逃げ去ったり、討ちとられたりして、息子の武蔵守知章ともあきらと侍の監物けんもつ太郎頼賢よりかたの主従三騎になってしまった。主従で水際の方へ落ちていったが、このとき、児玉党の手の内の勢と思われる団扇うちわの旗を差した十騎ばかりの武者がものすごい勢で追って来る。これを見た監物太郎は、
「しばらくここはわれら防ぎ仕ります、どうか一刻も早く落ちさせ給え」
　といって踏止ると、弓の名手である彼は、真っ先におめいて駆けよる一騎に矢を放つと、敵は首の骨を射抜かれて馬から転げ落ちた。追う武者たちの中で大将と見られる武士がたちまち知盛の馬に馳せ寄るが早いか組み打とうとした。息子の武蔵守が父を討たすまいと、その間にどっと割って入り、武者にむんずと組みつくと、二人はどうと落ちた。素早く敵を押えこんだ武蔵守は、腰の刀を抜くより早く首を掻き切った。首をあげて、立ちあがろうとした武蔵守の背後から敵の童わらべが迫ってきて、その首に斬りつけ、倒れ伏す武蔵守の首を取った。これを見て怒った監物太郎は、この童に馬を寄せるや、飛びおりてこの男を押え、たちまちその首をはねた。監物は矢を射つくしたので太刀を振るって、一人、二人と敵を斬り殺して戦っていたが、左の膝がしらを射られて立ちあがることも出来ぬ、地に座したまま取り囲む敵を太刀で必死に防ぎ、そのまま死んだ。
　この二人の奮戦にまぎれて、知盛は素早く逃げ落ち海へ馬を入れた。彼の乗る馬は力のつづくことにおいて無類の名馬であった。知盛は沖に浮ぶ平家の軍船を目指して馬を泳がせた。浜から二十町はあろうか、馬は波を越え、波に乗って疲れもせずに知盛を宗盛の乗っている船に運んだ。しかしこの船はすでに人間を満載しており、到底馬を乗せる余裕はない。知盛は涙をのんで自分の命を救ってくれた愛馬を岸に追い帰すことに同意した。この時、阿波民部重能しげよしが、
「御馬は敵の手に落ちて使われるにきまっています、それよりもいっそ射殺しましょう」
　と、弓に矢を一本つがえて進み出たが、知盛は、
「たとえ誰のものになろうとも、わが命を助けてくれたこの馬を殺すことはできぬ」
　と強くいった。馬は主との別れを惜しんで、しばらく知盛の乗った船の周囲を泳いで離れず、沖に漕ぐ船をいつまでも追っていた。やがて船が遠く離れてゆくので、馬は諦めたように主のいない浜に向って泳ぎ出した。浜辺に近づき足が立つようになると、もう点のように小さく消える知盛の船に向って高く嘶いななく。これが三度くり返された。この馬がその後浜で休んでいたのを河越太郎がつかまえ、後白河院に献上したといわれている。もともとこの馬は院のご秘蔵の馬であったが、ある時、宗盛が内大臣になった御礼奏上のため院へ参上したとき頂いたもので、これを弟の中納言知盛が預った。知盛はこれをひどく大切にして、毎月一日ごとに泰山府君たいざんふくんを祭り、馬の無事を祈っていたほどであった。それがこのたび、主人の命を助けることになったのである。馬はもと井上黒いのうえぐろと呼ばれていた。
　その後、知盛は宗盛の前で涙を流して述懐した。
「わが子武蔵守にも先立たれてしまいました。監物太郎も討たれました。今は心細くなってきました。子供がふみとどまって父を助けようと敵と組み討つのを見ながら、この子が敵に討たれるのを助けもせず、おめおめとここへ逃げてくる父親が、一体この世にいるものでしょうか。もしこれが他人のことであったら、どんなに歯がゆく思ったでしょうが、自分の身のこととなると、よくよく命が惜しいものとみえます、今こそ恐ろしいほど思い知りました。人はさぞかし卑怯な父親と心の中で私を見ることを思えば、ただ恥ずかしゅうございます」
　と、さめざめ泣いた。人の心のまことに素直な告白であった。宗盛も、
「武蔵守が父の身代りになられたのはけなげなこと、腕もきき、気丈なよき大将であったのに。あの清宗と同じ年、今年は十六歳よなあ」
　といって、わが子の右衛門督のいる方を見て涙ぐむと、居並ぶ人も等しく鎧の袖をぬらすのである。


落足おちあし

　小松兄弟の末子、備中守師盛もろもりは、主従七人で小舟に乗って、沖合目指して落ちてゆこうとしているところへ、知盛の家来で清衛門公長せいえもんきんながという侍が、馬を走らせて飛んで来た。
「備中守の御舟でござろう、お乗せ下されよ」
　と叫んだので、一旦、沖に向っていた舟を渚なぎさに漕ぎ寄せた。公長は馬から小舟に乗り移ったが、その途端、鎧の重みで、小舟がくるりと転覆し、主従ともども海の中にほうり出された。そこへ駆けつけた畠山の家来本田次郎、十四、五騎ばかりが備中守を熊手で引き揚げ、首をかいた。生年十四歳という若さであった。
　また、越前三位通盛みちもりは、山の手の大将軍であったが、赤地錦の直垂、唐綾縅の鎧を着け、白葦毛の馬に乗っていたが、いつしか味方とも離れ、弟能登守の姿も見失って今はこれまでと覚悟を決め、静かに自害しようと落ちてゆくところを、近江国の住人佐々木三郎成綱、武蔵国の住人玉井四郎資景らにさえぎられて、取り囲まれ、ついに首を討たれた。
　戦も今や終りに近づきつつあった。
　矢倉の前、逆茂木の下は、山のように重なり合った人馬の死体で埋まり、一の谷の戦場は薄紅うすくれないに染まるほどだった。この他にも、一の谷、生田の森、山のかげ、海の際で討たれた者を入れたらとても数え切れぬほどで、源氏方が討取った平家の首、二千余人にのぼった。
　その中には、越前三位通盛、弟蔵人大夫業盛なりもり、薩摩守忠度、武蔵守知章ともあきら、備中守師盛、尾張守清定、淡路守清房、皇后宮亮経正、若狭守経俊、大夫敦盛といった名だたる一門の諸将も含まれていた。
　此処ぞ平家反攻の拠点、と思い定めた一の谷の戦に破れて、主上をはじめ一門の人々は悄然しょうぜんと船に乗ると、あてどもなく海上を漂ってゆくのであった。紀伊路へ向うのもあれば、須磨から明石へ浦伝いにゆくものもあり、そうかと思えば、未だ行先が定まらぬのか、一の谷の沖合をさまよう船もあった。今はすっかり疲れ果て、戦い疲れた人々をのせて、唯、潮のまにまに、風にまかせて流れてゆくのである。
　十四カ国の国を従え、十万余騎の軍勢も集り、今度こそ、都へ攻めのぼる絶好の時と思っていただけに、一の谷の戦に破れた人々は、もはや考える気力もなければ、ゆく先きの目あてもなく漂いつづけるのであった。


小宰相こざいしょう

　越前三位通盛の家来に、滝口時員たきぐちときかずという男があった。通盛は生前から、「万一わしが討たれても、お前だけは何とか生きのびて、奥に最後の模様を伝えてやってくれ」と、何度も念を押すのであった。このたび、通盛が首を討たれたと聞いた時員は無念の涙を呑みながら、一人、舟に乗っている奥方小宰相の許へ知らせにやって来たのである。
「殿は、湊川の川下で遂に討死なされました。生前よりのお言いつけで、本来ならば死出のお伴を仕るべき身を、此処までたどりつきました」
　時員が、最後の様子を話しはじめると、小宰相は、ろくろく返事もできず、とうとう突っ伏してしまったのであった。
　人の話で、通盛討死のことは、うすうす聞いてはいたのだが、それでも、もしやと思う希望を捨て切れずにいただけに、小宰相の打撃は大きかった。
　ちょっと二、三日留守にした人を待つような気持で、中々通盛の死が実感にならないのである。しかしそれも、せいぜい二、三日のうちで、四日、五日と経っても帰って来ない日がつづくと、やっぱりあの方は逝いってしまわれたのだという思いが身にしみるのであった。悲しみがつのって小宰相は、すっかり寝込んでしまった。
　明日、屋島に着くという前の晩であった。寝ていた小宰相は、不図起き上ると傍らの乳母に向っていった。
「女心とは何と浅はかなものでしょうね。いくら、殿は討たれたと聞かされても、まだ、明日になればお姿を見られるのではないか、いや今頃は、この舟を探しておいでのところではないかとばかり思いこんで、なかなか諦められません。ほんの今朝がたまでも、まだ私には殿の討死がうそだとしか思われなかったのですよ。でも、さすがに今になってみると、それは本当だという気がいたします。何しろ、誰一人として殿のご無事なお姿を見たものはないのですからね。それにつけても、憶い出されます、明日出陣という前の晩、ほんのちょっとの間、顔を合わせると、なんとなくふだんより心細そうでいらして、
「明日の戦には、どうも討たれそうで仕方がない。わしが死んだら、そなたはどうする」
　などと仰有おっしゃったのを私はこれも戦の常と、さして気にも留めず、まさかそれがこの世の別れになろうとは思いもよらなかったのが、今にして思えば心残りで仕方ないのですよ。それまで黙っていたのですが、身重になったことを申上げると、それは嬉しそうで、
「通盛、三十歳に近くなって始めて父親になるとは、何と嬉しい気持じゃのう。できることなら、男の子が欲しい。此の世の忘れ形見になろうぞ、もう幾月程じゃ、気分はどうじゃ、何せ、不自由な水の上の暮しでは、身二つになっても心配じゃのう」
　などと仰せられていました。何やら聞くところによれば、女は身二つになる時に、十に九つは必ず死ぬとかいうことであるし、恥ずかしい目にあって死ぬのも辛いことです。無事に御子をお生みしても、子供が大きくなれば、一層、殿の面影ばかりを思い出し、かえって辛いこと、又、何とか此の世に生き長らえても、憂き世のならい、どんな思い掛けぬことも起ろうかというものです。生きていて、殿を恋い慕うより、水の底に入ってしまった方がずっとましかと思いまする。今、そなた一人を残すのは気にかかりますが、私の装束をどこぞの僧にさし上げて、殿の菩提を弔い、併せて私の後生も助けて下され」
　小宰相の言葉に乳母は、涙にむせんだまま物もいえなかったが、暫くたって、
「年老いた親、幼い子供を残して、ここまでおつきして参りました私の気持もお汲み取り下されませ。一の谷で討死された方は、殿ばかりではござりませぬ、これらの奥方のお嘆きは、みな一つでござります。左様にお心弱いことでは、いけませぬ。道は一つと思っても、生れ変ってから、必ずしも、又殿にお目にかかるとは限りませぬ。身をお投げになるよりは、無事に身二つになられ、幼い和子わこをお育てしながら、尼になって殿の菩提を弔うことこそ何よりと存じまする」
　乳母の心に打たれたのか、奥方は、
「いえ、いえ、今のは、ほんのたとえなのですよ、世の恨めしさ、別れの辛さに、よく身を投げたいと申すではありませんか？　でもめったにできることではありませぬ。また、もし私が思い立ったとしても、そなたに告げずに一人で死ぬということはありませんよ、安心して下さい。さあ、もう大分更けてきたようです、休んだ方がよいですよ」
　身投げのことは、すっかり忘れ去ったようにいうのであったが、乳母は、その言葉を信用できなかった。とにかく、この四、五日、湯水さえろくろく喉のどを通らなかった人が、急に起きあがってあんなことを仰有るのは、唯事ではあるまいと思い、
「どうしても、身を投げると仰有るのでしたら、千尋ちひろの底までもお供いたします。一人残されては、一時いっときたりと生きようとは思いませぬ」
　と、何度も念を押すのであった。それでも気にかかるので、今夜ひと晩は、寝ずに起きていようと心を決めたが、それでも、ほんの一瞬まどろんだらしい。その僅かな隙をねらって、小宰相は舟端まで出てくると、忍び声で、念仏を百遍唱えた。
「南無西方極楽世界の教主弥陀如来、願わくは浄土へ導き給え、亡き殿と再び一つ蓮はちすに迎え給え」
　と涙ながらにかき口説くと、そのまま、ざんぶと身を躍らせた。
　丁度、真夜中のことで、誰一人気のついた者はなかったが、ただ一人、寝ずに起きていた楫取かんどりがこれをみつけ、大声で呼び立てた。
「おおい大変だ、女房が一人入水なされたぞ」
　この声に、どの船の人も目を覚まして起き出して来た。乳母もその声で、はっと目が覚めた。慌てて傍らを見たが、小宰相の床は藻抜けのからである。
「ああ、何ということをなされたのじゃ」
　と言ったなり、おろおろするばかりである。そのうちに、人々が大勢で海の上を探し廻ったが、唯でさえ、おぼろな春の宵である。水の中に潜って探しても、日の光は雲にさえぎられて、中々見つからなかったから、大分経って引き揚げた時は既に事切れていた。
「これ程まで、思いつめておられたのなら、なぜ、私をお伴にお連れ下さらなかったのですか、せめて、一言でもお名残りを申し上げたかった」
　と、なきがらに取りすがって悶え焦がれたが、もちろん一言の返事も聞くことができなかった。そうこうするうちに、いつしか春の空も明けてきた。いつ迄、こうもしていられないから、通盛の鎧が一領残っていたのを着せて、二度と浮き上らぬようにと海の底へ沈めた。乳母が、今度こそと続いて海に入ろうとするところを、人々にとめられ、仕方なくその場で髪を下し、通盛の弟、中納言律師忠快りっしちゅうかいの手で頭を丸め、主の後世を弔うことになったのである。
　小宰相局は、頭刑部卿則方とうのぎょうぶきょうのりかたの娘で、上西門院の女房であり、当時、宮中でも名うての美貌で知られていた。
　通盛と小宰相が、言い交わすようになったのにはこんな話がある。
　小宰相十六歳の時のこと、上西門院が法勝寺ほっしょうじへ花見にお出でになった。この時、中宮亮ちゅうぐうのすけで供奉したのが、通盛である。門院の女房達の中に、花も恥じらう、うら若い乙女（小宰相）を一目見た時から、すっかり心をうばわれてしまった。歌を詠み、恋文を書いては送ったが、小宰相からは、梨なしのつぶてである。それでも思い諦めず、通盛は何度も何度も手紙を書き、思いのたけを歌によせた。それが三年の間続いたのであるが、小宰相もさるもので一向に取り上げようとしないのである。さすがに通盛も、望みの空しさを覚り始めた。「これでも返事を寄こさぬのなら、仕方ない、諦めよう」と最後の手紙を使いに託した。ところがいつも文使いをしてくれた女房に逢えず、すごすご引下ろうとしていると、小宰相の車が御所へ入って来た。悶々の想いを抱いて待ちわびている通盛のことを考え、使いの者は思い切って、通り過ぎるように装い、車の簾すだれの中へ手紙を投げ入れた。
　開いてみると、又々、通盛の文である。御所へ参内する途中では他に置く場所もないので、仕方なく袴はかまの腰にはさんで出仕した。雑事にまぎれてうっかり忘れているうちに、ところもあろうに、門院の前に取り落したのである。ちらと小宰相の袴から落ちたのを百も承知で、門院は面白そうにいわれた。
「珍しい物を拾いましたよ、誰方のお持ち物でしょうね」
　誰一人知らないという女房達の中で、小宰相だけが真赤になってうつ向いていた。
　門院も、内々、通盛が小宰相に、とうから執心の事は気がついていたことなので、興味深く思われ、ご自分で文をお開きになった。
　匂におやかに香こうのたきこめた手紙には、これまた類い稀な筆跡で、
「貴女のように強情な方も珍しい。それがかえって私の恋心を一層あおり立てるのです」
　などと細々と書かれた上、最後に、

わが恋はほそ谷川のまろき橋
　　ふみかえされてぬるる袖かな

　という歌が入っていた。
　門院は小宰相を招き寄せると、
「これは、逢わぬことを恨んだお手紙ですよ、心強いのも程々になさい。もうお返事をさし上げても構わないでしょう」
　と門院自ら筆を取ると、

ただ頼めほそ谷川のまろき橋
　　ふみ返しては落ちざらめやは

　と返歌をしたため、通盛の許へ送り届けた。門院の暖かい計らいで結ばれた二人は、こまやかな愛情にあふれた生活を送るようになり、その仲は傍目も羨むほどであった。
　都落ちにも、一緒に西国の波の上までも供をして、ついに死出の旅路へ手に手を取って、わけいったものであろうか。


第十巻


首渡し

　一の谷の合戦で討たれた平家一門の首が都に帰ってきたのは、寿永じゅえい三年二月七日である。
　この噂うわさを伝え聞いた平家の縁者たちは、一体誰の首が帰ってくるのだろう、自分にゆかりのある者でなければ良いがと、夜もろくろく眠られない始末である。
　まもなく、首といっしょに一人生捕いけどりになった三位さんみの中将も帰って来るという噂がつたえられた。この噂に心を痛めたのは、小松三位中将維盛これもりの北の方である。三位中将と聞いただけで、てっきり、それは維盛に違いないと思いこみ、悲しみのあまり床に就いてしまったのである。ところが、この三位中将は同じ三位中将でも、本三位中将重衡しげひらのことだということがわかった。しかし、そうなると今度は、小松三位の方は首の中にあるのではないかという疑いが起り、嘆きは更に深くなってゆくのである。
　源九郎冠者義経、蒲かばの冠者範頼のりよりの二人は、これらの首を東洞院ひがしのとういんの大路を北へ見せあるいた上で、獄門にかけたいということを後白河法皇に伺いをたてた。これには法皇もお困りになったらしい。太政大臣以下、重立ったる公卿五人を呼んで相談を掛けられた。すると、期せずして五人の意見は一致していた。いうまでもなく、反対だったのである。
「昔から、卿相けいしょうという高官に就いた者が大路をさらされたことは先例がありません。更にこのたび、入京いたしましたこれらの方々は、いやしくも朝廷の御外戚でもあり、彼らをさらし者にすることは、朝家の威信を傷つける事になりましょう。義経の心中は、同情すべきでしょうが、この事ばかりは、お許しになるべきではないと思います」
　法皇も内々、同じ意見であったから、義経には、不承知の旨が伝えられた。義経の不満は大きかった。戦功の大きさに比べても、法皇のやり方は片手落ちに思えるのである。重ねて、義経は法皇に許可を求めた。
「保元の昔からかえりみますれば、祖父為義ためよしの仇あだ、平治の乱では、父義朝よしともの敵かたきだった平家でございます。この口惜しさ、憤りは私の身にならなければおわかり頂けぬかと思いますが、更に平氏専横の政権をくつがえし、我身を捨てて働いたのも、何を申しましょう、すべて我が君のため、我が祖先の恥をそそがんためでございます。此の度のお願さえお許し下さらぬようでは、以後、何の張合があって戦を続けることができましょうか」
　重ねがさねの訴えには、法皇も志を屈せざるを得なかった。こうして、かつては九重ここのえの奥深く、顔さえみることもできなかった平家の公達きんだちの首が、都大路を幾万という観衆に見世物にされて渡されることになったのであった。それを一目見たさに、つめかけた老若貴賤の人々も、さすがに首となって帰ってきた彼らの姿には、哀れさが先に立ち涙なくしては見られなかった。
　維盛から後事を託された斎藤五、斎藤六の兄弟も、この観衆の中にいて、そっと姿をやつしていたが、見知った首、知り合いの首が過ぎる度に、いつしか、顔中、涙でびっしょりになってしまった。いくら姿を変えていても、これでは、余りに目に立ち過ぎると、早々にその場を引き揚げて、北の方のいる大覚寺だいかくじへと道を急いだ。
　帰ってきた二人の姿を見ると、北の方は気もそぞろに問いかけた。
「どうだったの。殿のお姿は見えましたか」
「小松殿のご兄弟の中では、備中守師盛もろもり殿お一人でございました。その他には、誰々、誰々」
　一人一人、名を数えあげると、
「とても人ごととは思われません、いつ我が身のことになるかも知れぬのに」
　とすすりあげるのであった。
「何でも、人の話ではございますが、このたびの戦では、小松ご兄弟は、播磨はりまと丹波の境、三草山みくさやまを固めておられた由、義経に破られた後は、資盛、有盛、忠房の御三方は播磨の高砂たかさごからご乗船、讃岐さぬきの屋島へ落ちのびられました由、師盛卿お一方だけが離れて一の谷で討死なさったということでございます」
「では、殿は如何どうなされたのじゃ？」
「そのことも聞いて参りましたが、何でも、戦のはじまる前に、ご病気におなりになって、屋島でご養生とか、――此の度の戦にはお加わりになっていないそうでございますが」
「あのようなご不便なところでご病気とは、どんなにお辛つらいことであろうかのう、それというのも、きっと都のことばかりご心配になってのお病気に違いない。私とても風が吹く日には、今日は舟にお乗りか、戦があったときけば、討死なさったのではないかと、何かにつけて、お案じ申し上げぬことはないのに。それで、ご病状はどんな風か、聞かなかったのかい？」
　幼い若君、姫君までも、いっしょになって心配する有様であった。
　この肉親の心が、遠く海を距てた維盛にも伝わらぬはずはない。屋島で、病後を労わっていた維盛も同じように、妻や子の上に思いをはせていたのである。
「奥も、和子わこたちも、どんなに心配しておることであろう。たとえ、首の中にはなくとも、そうなれば、また、溺れ死したとか、矢に当って死んだとか取越苦労をするものだ。或いはもう、この世には生きてはいまいと思っているかも知れぬ、辛うじて生き長らえていることだけは知らせてやりたい」
　と、使いの者を一人仕立てて、京の奥方の許にそれぞれに三つの手紙を書いてわたした。
「敵の中に、か弱い女の身で、和子二人を抱え、どんなに苦労されているかと思えば、心はたちまち、京の空に舞い戻る心地がする。そなた達三人、此処へ迎えて、親子四人が寄り合って暮したいのは山々だが、此の地とても永久に安穏というわけでなし、わが身一人の辛さなれば、どんなことでもがまんするものを、そなたたち三人をこの憂目に合わすのは、何としても心苦しく、ついに思い止まった。云々うんぬん」
　尽きぬ恋しさと、慕情をこめて書かれたこの手紙の最後には、一首の歌がしるしてあった。

いずくとも知らぬ逢瀬おうせの藻塩草もしおぐさ
　　かきおく跡を形見ともみよ

　また子供たちには、
「毎日、どうやって暮しておるかと、そればかり案じている。急いで父の傍に迎えるつもり故、その日を楽しみに、母上を大切にして待っていてくれることのみ念じている」
　と書かれてあった。この手紙を見た北の方は、喜びと同時に一層悲しさがこみあげてきて、もう、なつかしい夫の文字をたどることもできないのである。
　いよいよ、返事を書く段になって、若君と姫君が尋ねた。
「父上には何と書いたらいいのでしょう」
「それはお前方の思ったとおり、心に感じたままをお書きなさい」
　二人は黙ってうなずいていたが、書かれた返事は、
「どうして今まで、お迎えには来て下さらぬのでしょう？　一日一夜とて、父上の恋しくない時はないのに、今度は本当に早くお迎えを下さい」
　と、たどたどしい筆跡であった。
　使いの者は、四、五日逗留とうりゅうした後、屋島に帰っていった。維盛は、開くのももどかし気に、先ず子供たちの便りを読んだが、たちまち両眼をくもらせると、はらはらと涙を流した。
「この世に、親子、夫婦の愛情の絆きずなほど強くひかれるものはない。わしはもう戦もいや、浄土を願うのもおっくうになってきた。それよりも、山伝いでもして、いかなる険路でもよい、再び都に帰り、恋しい者たちに逢ってからでなくては、死ぬのもいやじゃ」
　と、しみじみいうのであった。


内裏の女房

　生捕いけどりになった本三位中将重衡は、六条を東へと引廻された。車の前後の簾すだれをかかげ、左右の小窓も開かれていた。三十騎ばかりが車の前後を取り囲み、土肥どひの次郎実平さねひらが守護した。
　この哀れな姿を見た人々は、
「何の罪の報いか、気の毒なことよのう、いくらもある公達の中で生捕りになって、生き恥をさらすとは、前世の宿縁としてもあまりにも無慚むざんじゃ。清盛公にも二位殿からも、とりわけご寵愛の和子で一家の中でも尊敬されていて、院や内裏の参内の時でも、とりわけ丁重にもてなされた人であったのに、これも、南都を滅し、伽藍がらんを焼き払った罰かのう」
　と、ささやき合った。
　六条河原から、車は故中御門藤なかのみかどのとう中納言家成の八条堀川の御堂に入り、重衡は一先ず、そこに落着くことになった。
　やがて、院の御所から、院宣のお使いとして来たのは、蔵人左衛門権佐定長ごんのすけさだながであった。日頃は眼下に見下し、気にもかけなかった定長だが、今、捕われの境遇で逢ったときは嬉しかった。
　院宣の趣旨は、
「屋島へ帰りたければ、一門にいい送り、三種の神器と引き替えに、命を助けて屋島に送り帰そう」
　というのであった。
　重衡は、じっと聞いていたが、おもむろに口を開いた。
「内府宗盛以下、一門の内一人たりといえども、この重衡の命と引き替えに、三種の神器を戻そうなどと思う者はありますまい。まあ、母の二位ぐらいは、その気になるかも知れませんが、先ず脈はありません、といってこのまま院宣をお帰しするのも恐れ多いので、とにかく一応は、一門にも言い送ることにいたしましょう」
　使いに選ばれたのは、平三左衛門重国へいぞうざえもんしげくにであった。
　宗盛には、院宣の趣旨を書き送ったが、私書は許されていなかったから、屋島にいる愛妻の北の方へ言伝てを頼んだ。
「はかない旅の空でも、一緒の時は、互いに慰め合い励まし合ったものだが、今別れわかれになり、どんなに淋しがっていることであろう。しかし夫婦の契はこの世だけではない、生れ変ったら、必ずまた逢って夫婦になろうと思う」
　泣くなく言伝てをする重衡に、重国も涙を押えかねるのであった。
　重衡が、かつて召し使っていた家来の中に、木工右馬允知時むくうまのじょうともときという男があった。
「私は長年、中将にお仕えしたものですが、西国へもお供したいと思いつつ、八条女院にもお仕えしていたので、それも果さず、日を送っておりましたが、このたびのお気の毒な様子を拝見し、今一度お目にかかってお慰めいたしたいと思うのです。私は合戦のお供もしたこともなく、弓矢取る身でもございませんから、決して無法な真似まねをするつもりもございません、もしご懸念があるのでしたら、刀をお取り上げ下さい。何卒一目お目にかからせて下さいますように」
　と、実平に懇願した。実平はもともと情に厚い侍であったから、この男の一人ぐらいと、刀を取上げて面会を許した。
　右馬允が御堂に入ってみると、重衡は深い物思いに沈んだ様子で坐っていた。心なしか頬のあたりにも、やつれがみえて余計に痛々しかった。
　右馬允の姿に重衡は、夢かとばかり驚いて、とっさに言葉も出ないらしい。唯、両眼から涙があふれ出てくるのであった。しばらく落着いてから、あれこれ昔話をしては、帰らぬ日のことをいろいろなつかしがっていたが、不図ふと、重衡が思い出したようにいった。
「そなたの顔を見て思い出したが、以前、そなたに文の使いをして貰った例のひとは、まだ内裏にいられると聞くが本当か？」
「本当でございますが、何かお言伝てでも？」
「実は、西国に下る時も、一言何か言おうと思いながら、あの騒ぎで果せず、気になっていたのじゃ。きっと向うでは、わしを実のない男と思っているに違いない。今、文をやりたいと思うのだが、持って行ってくれまいか？」
「そのようなことはお安いご用、お文を下されば喜んで参ります」
　重衡は、嬉しそうに手紙を書いて渡した。警固の武士は一旦、手紙と聞いて色めき立ったが、重衡が中を見せたのですぐ納得した。
　知時は内裏に行くと、夜になって人目につかなくなってから、局つぼねの裏口にひそんでいた。すると確かに、訪ねる当あての主ぬしの声で何かいっているのが聞えた。耳を澄ましてみると、
「いくらもある人の中から選りに選って、三位中将だけが生捕りになって大路を引き廻されるとは余りにもむごい、人はみな、奈良をやいた祟りだというけれど、実際、手を下して焼いたわけでもなく、心にまかせぬままにされたことなのに、罪だけ着せられて、お気の毒な」
　そういいながら泣いている様子である。知時も思わず目頭めがしらが熱くなってきた。
「一寸お伺い申します」
　知時が声を掛けると、中から同じ女の声で、
「何御用です？」
「三位中将からのお文を預って参りましたが」
　声を落して告げると、中から転がるように飛んで出てきた女房があった。普段は、人と逢うのさえ恥ずかしがっている人なのに、その時は夢中であったらしい。
「どこに、どこにお文がありますのか？」
　と手ずから重衡の手紙を開くと、むさぼるように、読みふけるのであった。西国で捕われの身になって以来の様子や、暗雲に閉された行末のことなど、こまごまとしたためられ、最後に一首の歌が記されてあった。

涙川憂き名を流す身なりとも
　　今ひとたびの逢おうせともがな

　女房は唯、悲しみに言葉もなく、文をかき抱いて泣き伏していたが、暫くしてから、自分も筆をとって、重衡に別れて辛つらかった二年来のことを書き、終りに一首、歌を詠んで、知時に渡した。

君故にわれも憂き名を流すとも
　　底のみくずとともになりなん

　三位中将はこの手紙に一層恋しさを募らせ、何とかして、もう一度逢うことはできないものかと考えた末、かねがね、情ある計らいをしてくれた実平に、
「実は、重ねがさねのお頼み、恐縮に存じますが、日頃、年頃なじみを重ねておりました女に、一目だけ逢わせては頂けないでしょうか？」
　といって頼んだ。実平は、女に逢う分なら差し支えないと思って許したので、重衡は車を借りて迎えにやった。重衡からの迎えの車と聞いた女房は、夢かとばかりに驚いたが、とるものもとりあえず、車に乗ると堀川にかけつけた。重衡は、最前から気がかりで、車寄せに立って待っていたが、車が入ってくるとかけ寄ってきた。
「武士が見ておりますから、そのまま、車の外へはお降りになりますな」
　重衡は、自ら車の簾すだれをくぐって、顔をさし出した。目と目が合った瞬間、二人の頬は涙でぬれていた。黙って、手と手を取り、顔と顔を押しあてたまま、暫くはそのままじっとしているのであった。
「西国落ちの時も、どんなにお別れに行きたいと思いながら、余りの騒がしさにそれも許されず、一言もお便りせずに黙って発ったことを、何としても申しわけなく思っていたのです。あちらに着いてからも、手紙を上げ、お返事ももらいたいとは思いながら、戦、戦の連続で、思うようにまかせず、気になったまま年月を過してしまいました。それがこのように情ない身になったからこそ、また貴女にもう一度逢えたのかも知れません」
　話しながらも、涙はとめどなく流れるのであった。二人の物語はいつ果てるとも見えないうちに、夜も次第に更けていった。
「近頃は物騒だからもうお帰りなさい、さあ早く」
　重衡はわれとわが心にむち打って、車を出させるのであった。別れ際に重衡は一首の歌を贈った。

逢うことも露の命ももろともに
　　こよいばかりやかぎりなるらん

　すると、女房の返しに、

かぎりとて立ち別るれば露の身の
　　君よりさきに消えぬべきかな

　その後は二度と、逢うこともできず、文通だけは通わせていたが、重衡が斬られたと聞いて、女房も長い黒髪を絶ち、尼になって重衡の菩提ぼだいをとむらった。この女房は、民部卿入道親範みんぶきょうにゅうどうちかのりの娘で、殊に愛情の深い人であったといわれる。


院宣請文いんぜんうけぶみ

　院宣のお使いとして屋島に下った平三左衛門重国は、二月二十八日に到着した。
　平家一門が早速集って院宣を開いた。
「天下の御一人天皇が、皇居を出られて既に数年が過ぎた。その間、三種の神器も、玉体と共に南海四国を転々とするのは、余りにもおそれ多く、これぞ朝家の嘆き、国を亡ぼす基である。そこで、この度、一門の重衡卿は捕われの身となり、東大寺焼失の張本人として、頼朝からも死罪を要求してきてはいるが、独り親しい者たちに別れ、日々、南海をしのび、恋しい者を慕う気持は哀れである。もし三種の神器を返し奉らんという気があれば、特に重衡の命は許し、再び屋島に帰すことも可能である、云々うんぬん」
　つづいて二位殿は、特に許されて書いた重衡の手紙を開いてみた。
「今一度、私の姿を見たいおつもりなら、三種の神器のことを、宗盛卿によきようにお取計らい下さい。それ以外には、生きて再び逢うこともかないますまいと存じます。よくよく母御前を頼んでの一言、哀れと思し召し候え」
　そのうち、一門の重立った者が集り、院宣の対策のための会議が開かれた。その席上、後の障子が開いて、重衡の手紙を持った二位殿が現れ、宗盛の前に倒れ伏して、さめざめと泣くのであった。
「これを、これをご覧下さい、あの子が書いた手紙でございます、何とまあ不憫ふびんな、可哀そうなことではございませぬか、心の中では他にもどんなにか書きたいこともあったのでしょうけど、何卒、此の度は、わたしに免じて、あの子の命と、引き替えに、三種の神器をかえして下されい」
「母上、こればかりは無理なお頼みかと覚えます。宗盛とても、重衡を思う気持、人後に落ちませぬ、といって、重衡一人のためにあの尊い三種の神器をかえしたとあっては、世の聞えはともかく、頼朝にも恥ずかしい思いがいたします、その上」
　そこで宗盛は語を強めると、一座をきっとにらみ廻した。
「三種の神器を持ってこそ、正統の帝王でございます。今、これをおかえししてしまっては、一門の苦労も水の泡、誰しも子は可愛いものではございますが、といって、中将一人のために、他の者を犠牲にすることは許されませぬ」
　宗盛の荒い語気も、この場の二位殿には通じなかった。彼女の心は、今は重衡一人のことしか念頭になかったのである。
「故入道に死に別れて以来、甲斐ない命を長らえてきたのも、あの子あればこそじゃ、その中将が、一の谷で捕われたと知っては、もう生きた心地はせぬ、湯水さえ喉のどに入らなかったのに、此の手紙を読んでは一層、思いはつのるばかり、中将が死んでは、私も生きてはいたくない。もう二度とこんな辛い想いを味わう前にいっそ私を殺してたもれ」
　絶叫するような二位殿の悲痛な声の前では、今は詮議せんぎも忘れて、一座の人々はしずまり返ってしまった。ややあって新中納言知盛とももりが、口を開いた。
「たとえ、院宣の通り、三種の神器を都へおかえししても、果して重衡卿の命を助けるかどうかは怪しいものです。それよりもこの際は、やはり、宗盛卿の仰せ通り、この事をはっきり明記してお返事申し上げるのがよろしいかと思います」
　今は二位殿も、泣き疲れ、叫び疲れて、唯呆然ぼうぜんとしているだけであった。一座の者も、情では二位殿の言葉にひかれつつも、やはり知盛の意見に同意するよりほかはなかった。
　今はすべてを諦めた二位殿は、泣くなく返事をしたためた。重衡の北の方、大納言佐すけ殿は、もう泣いているばかりで、はかばかしい返事も書けないのであった。
　院宣に対する返事は、ざっと以下のようなものである。
「院宣は二月二十八日、讃岐の屋島に到着いたしました。さて院宣にも記されてある通り、重衡のことに就てのお計らいはともかく、われら一門、通盛卿以下一の谷にて討死した者も多く、今更彼一人をおゆるしあられたとて、大勢に影響はないものと信じます。おそれ多くもわが君は、故高倉院よりご譲位をうけ在位四年、天下の政まつりごとは、尭舜ぎょうしゅんの世を習い、ひたすら賢王の道を歩ませられておられます、頼朝、義仲等の輩やから、かたり合い群を成して入京いたしました故、一先ず九国に行幸するの止むなきにいたりました。さて、三種の神器は君主の徴しるしでござります。君主の還都なくば、神器も又還都あるべからずと思います。そもそも我ら一門は始祖貞盛よりこの方、諸国の反乱を鎮しずめ、朝敵の謀臣を誅罰ちゅうばつし、今日に至っております。これひとえに君の為、国の為と存じます。かの頼朝は、平治の乱における左馬頭義朝さまのかみよしともの謀叛むほんに依り、誅伐せらるべきのところを、入道相国しょうこくの大慈悲をもって助け置き下されたものであります。その重恩を忘れてみだりに乱をなすこと、愚かなるも甚しく、院におかせられても当家数代の奉公、亡父数度の忠節を、もし思召し忘れずば、何卒、四国へ御幸下さいますよう、さすればわれら一門、再び院宣を賜わり旧都を回復し、君のため、一代の恥をそそぐつもりでござります。この願いお聞き届けなくば、われら一門、故国を後に、唐から、天竺てんじくまでも三種の神器と共に渡るつもりにござります。さすれば我が国神代の霊宝も、ついに異国の宝となろうかも知れませぬ。よろしくこれらの趣きを奏聞されんことを、云々うんぬん」


戒文かいもん

　院宣のお使いが、平家一門の返事を持って帰ってきた。重衡は、もともと不可能なこととは思っていたものの、さすがに一縷いちるの望みも絶たれたという想いは強かった。
「まったく考えるだけでも無理なことであった。一門の者は、この重衡のいくじなさに腹を立てたであろうか？」
　重衡は淋しそうに笑うのであった。これで重衡の行末もほぼ決ったようなものである。これからは唯、鎌倉へ下る日を待つばかりであった。ある日、重衡は実平に向って、
「出家をしたいのだが、どんなものであろう？」
　といって相談を持ちかけた。
「私の一存ではどうもなりませぬ、九郎御曹司おんぞうしに伺いを立てました上で」
　この話を聞いた義経は、更に院の御所に奏聞した。院の御所からは、
「とにかく、頼朝に引き合わせた上で、出家なり、何なりいたすがよい」
　重衡はこの返事を聞いて黙ってうなだれていたが、
「それでは勝手ながらもう一つのお願いがあります。年来、お教えを蒙っております黒谷くろたにの法然房ほうねんぼうと申す聖ひじりがございます。鎌倉へ下る前に今一度逢って、後生のことに就て教えをうけたいのです」
　これは別に拒否する筋合もなかったから、直ぐに許され、聖が迎え入れられた。
「もはや命運尽き果てました、この上は、後生をいかに過すかということばかりを考えております。かつて殿上人と呼ばれ、公達と敬われていた時は、日々の政務や雑用に追われ、未来の幸不幸も考えたこともありませんでした。更に、世の中が乱れてからは、毎日、生きるか死ぬかの戦場暮し、唯、もう人はどうあろうともわが身一人が可愛くて、ほかのことは考えたこともなかったのです。ところで、私の悪業と噂うわさされている南都炎上のことでございますが、君に仕える武家の習いとしては、命令を拒否することもできず、衆徒の悪行鎮圧のために、戦に赴きましたが、心ならずも不慮の災難で、伽藍がらん炎上、大将軍としては、責任を逃るることはできないと観念はいたしておりました。今日このような目に逢っているのも、ただただその報いとばかり思っております。実はそのためにも出家得度して、ひたすら仏道修業に励みたかったのでございますが、お許しがなかったのです。私の一生をかえりみれば、悪業ばかり多くて、この分では、死んでも決して往生はできないと思うのです。上人様、かような悪人でも、欣求浄土ごんぐじょうどを望めるものなのでしょうか？」
　涙ながらに訴える重衡の言葉に、法然も心を打たれてしばらく押し黙っていたが、まもなく、
「穢土えどを嫌い、浄土を願い、悪心を捨て、善心を発心し給う心さえあれば、三世の諸仏も必ずやお喜びのことと思います。罪深いといって卑下なさらずとも、心を廻めぐらし、仏の交わりを結べば、必ず救われます。往生の得否は、唯、信心の有無だけです、決して疑うことなく深くお信じになることです」
　こんこんと教えを説く上人の言葉を聞きながら、重衡の顔にも次第によろこびの色が浮んでくるのがわかった。
「折角お出で下さいましたおついでに、戒かいをお受けしたいのですが、出家の身でなくても、お受けできるものでしょうか」
「もちろん出家せぬ人も、戒は受けられますのじゃ」
　法然は、重衡の額に剃刀かみそりを当て、剃そる真似まねをしてから、十戒を授けたのである。
　お布施ふせといっても、何もないので、昔からねんごろにしている侍の許に預けて置いた硯すずりを取りよせた。
　この硯は、重衡の父、入道相国が、砂金を宋の皇帝に送ったお礼として貰ったもので、松蔭まつかげといわれる名品であった。
　重衡は硯を法然の前に置いていった。
「これは人にやらずに、お目につくところに、お置き下され、ご覧下さる度に私のことを思出し、何卒、ご念仏なされて下さりませ。又お暇があれば、経などもあげて下さればどんなに嬉しいでしょう」
　法然は、硯をふところにおさめると、泣くなく別れを告げたのであった。


海道下り

　頼朝の命に依って、中将重衡が東国に向って出発したのは、三月十日であった。お供には梶原平三景時かじわらへいぞうかげときがつき従った。
　四宮河原しのみやがわらを過ぎれば、蝉丸せみまるの歌に想いをはせ、勢多せたの唐橋からはし、野路のじの里さとを過ぎれば、既に志賀、琵琶湖にも、再び春が訪れていた。不破ふわの関せき、鳴海なるみの汐干潟しおひがたと次第に東へ下るにつれて、思いは果てしなく都の空へととぶのであった。ある日の夕べ、遠江とおとうみの池田いけだの宿しゅくに泊ることとなり、その日は宿の長者、熊野ゆやの娘、侍従の許に宿をとった。
　侍従は、かつて華やかにときめいた人が捕われの身となって、こんな田舎いなかの宿に泊ることになったのを、ひどく哀れに思ったらしい。一首の歌を詠んで贈った。

旅の空埴生はにゅうの小屋のいぶせさに
　　ふる里いかに恋しかるらん

　重衡も返歌を贈った。

ふる里も恋いしくもなし旅の空
　　都も終ついのすみかならねば

　重衡は侍従の歌を嬉しく思って景時に尋ねた。
「優しい心の女性とみえるが、何と申す者じゃ？」
「実はもうご存じかと思っておりましたが、熊野の長者の娘、侍従と申し、宗盛卿がまだ、当国の大守であられた時、召し出されて厚いご寵愛を受け、都にも連れて行かれた者でござります。卿のご愛惜は深く、暇を下さらぬため、故郷に残した老母の身が気がかりで、丁度、花の盛りの頃、こういう歌を詠んだのです。

いかにせん都の春もおしけれど
　　なれし吾妻あずまの花や散るらん

　すると、卿も感心されて、お暇を賜わることができ、以後、海道一の名人といわれておりまする」
　都を出て既にひと月、春もはや盛りを過ぎる頃であった。重衡卿の心は何を見ても楽しまなかった。華やかだった昔の想い出、そして苦しかったいくさの日のこと、今の哀れな境遇、更に行末に思いを馳せると、ますます胸はふさがれ、心は重くなるばかりである。
　重衡と大納言佐殿との間には子がなかった。そればかりが苦労の種であったが、今にして思えば、まだ子のないことが幸いであったともいえるのだ。
　やがて、小夜の中山、宇津うつの山を越えたとき、遠くに雪を頂いた山が見えた。名を尋ねると甲斐かいの白根しらねというのであった。
　重衡はそこで一首の歌を詠んだ。

おしからぬ命なれども今日までに
　　つれなきかいのしらねをもみつ

　富士の裾野すそのを経、足柄山あしがらやまを越え、大磯おおいそを過ぎて、いつしか一行は、鎌倉に入ったのであった。


千手せんじゅの前まえ

　鎌倉に着いた重衡は、早速頼朝の前に連れて来られた。頼朝はつくづく重衡を見やりながらいった。
「君の御憤りを安め、父の恥をすすぐため、戦いを挑いどんで以来、平家を亡ぼすことは予想通りでござったが、まさか、そこ許とかように対面できるとは夢にも思わなかったことじゃ。この分では、宗盛卿にお目にかかることもできるかも知れぬ。ところで、南都滅亡の大悪行は、故清盛殿のご命令か、もしくは、そこ許のとっさのご思案か？」
「その点は、両方ともに間違っておると思われまする。南都を攻めたのは、唯、衆徒の悪行を鎮めるためでございました。それが思わぬ伽藍がらんの焼失を招いたのは、この身の不肖ふしょうでござりましょう。昔のことを顧みますれば、かつては源平共に朝家のお守りとして活躍したものでした。それが、源氏の運が傾いてからは、当家ばかりは繁栄の一途をたどり、遂には帝のご外戚にまでなり、二十余年の間、一身の栄華を身に受けました。昔から朝敵を平げた者は七代まで、朝恩失せずと申しますが、どうやらこれは間違いだったようですな。平家は一代にて運も尽き果て、都を出てからは、私も山野に死し海上に漂うことは覚悟だったのですが、まさか、この鎌倉まで下ろうとは思いも寄らぬことでした。これも唯、先の世の宿業しゅくごうと口惜しく思います。しかし、弓矢とる身の常として、同じ弓矢の道の敵の手に渡って殺されることは、決して恥とは思いませぬ。この上は一日も早く首をはねて頂きたい」
　重衡はそういうと、後はすっかり黙りこんでしまった。景時始め、並みいる人々も皆、心の内で感嘆しながら袖をぬらすのであった。
　頼朝は重ねていった。
「私の敵としての平家に何の恨みもない。これもただ帝王の仰せに従ったまでのことでござる、お助けしたいは山々じゃが、何せ、南都滅亡の張本人ということになれば、南都の大衆がどのように出るか？　そのいい分も聞かねばならぬでのう」
　といって一先ず、伊豆国住人狩野介宗茂かののすけむねもちに預けられることとなった。狩野介は、情理に厚い武士であったから、罪人としてよりも、むしろ賓客ひんきゃくをもてなすように手厚くもてなし、旅の労をいたわるのであった。
　彼は先ず、湯殿を作って湯あみをさせてくれた。重衡が道中の汗で汚れた体をさっぱりと洗い流し、その上で首を斬られたいとひそかに願っていたからである。その重衡の気持を汲んでくれたような取り計いであった。久しぶりの湯で、すっかり寛いだ気分になっていると、年頃二十程、色の白い優しい顔をした女が、湯殿の戸を開けて入って来た。絞り染の単衣ひとえに湯巻ゆまきをつけたかいがいしい姿であった。その後から十四、五ばかりの童女が手水盥ちょうずだらいに櫛くしを入れて持ってきた。女は背中を流したり、髪を洗ったりして、てきぱきと働いた。湯あみが済んでからその女は、情の深い優しい目に、ふかい同情をこめて、
「男どもにはいろいろ気骨も折れましょうが、女であれば仰有りやすうござりましょう、何でもお望みの事をおっしゃって下さいまし」
　といった。
「このような身とては望みも別にありませぬが、ただ一つ出家をいたしとうて」
　女は頼朝にこのことを告げると、頼朝は首を左右に振っていった。
「そればかりはわしの独断にはいかぬでのう、何せ、朝敵として預った人じゃ、許せぬと伝えよ」
　女は又、重衡の許に来ると、気の毒そうに頼朝の言葉を告げて帰っていった。
　その物腰といい、態度といい、とても東国の女とは思えぬ程の、みやびやかさと気品があった。
「一体、今の女房はそも何という者でしょうか？　まことにすぐれてやさしい女房じゃが」
「あれは、手越てごしの長者の娘で、このあたりでも評判の娘でございます。鎌倉殿のお目に留まって以来、此の二、三年お館やかたに仕えておりますが、見目みめ形は申すに及ばず、心も気質も優しい女性でございます、名は千手せんじゅの前まえと申します」
　警固の侍の言葉に、重衡は深くうなずくのであった。
　その夕方である。雨もよいの空は、暗く低く、何となく気の滅入めいりそうな空模様である。そこへ、千手の前が、琵琶びわと琴ことをたずさえてやってきた。重衡を慰めよ、という頼朝の計らいであった。狩野介も、家の子、郎党十数人を引き連れて一座に加わった。しめやかな酒盛が始った。千手の前の傾ける酒に口をつける重衡の顔には、物憂い表情が漂うばかりで、一向に興あり気には見えなかった。
「私は伊豆の国の侍でございまして、鎌倉滞在中は、いわば殿方と同じ旅の空というわけでございますが、及ぶ限りの事はいたすつもりでございます。何なりと仰せ出され下さい。それ千手殿、そなたも、何なりと歌など歌って、酒などおすすめ参らせい」
　狩野介の言葉に応じて、千手は直ぐさま、

羅綺らきの重衣ちょういたる情なさけなきを機婦きふに妬ねたむ

　という朗詠を、くりかえしくりかえし高らかに歌った。
「この朗詠を歌えば、北野天神が毎日三度、歌った人の囲りをかけめぐり、守護して下さるといわれているが、この私は神にも捨てられた身で、今更、唱和しても仕方がないが、まあいくらかでも罪が軽くなるというのなら一緒に歌おうか」
　すると、千手はあとを続けて、

十悪じゅうあくといえども引摂いんじょうす

　と詠じ、

極楽ねがわん人は、皆弥陀みだの名号みょうごうとなうべし

　と、今様を四、五回歌った。漸く、酒も廻り始めて、座の空気が寛ぎ始めた。千手は琴を取り出して弾き始めた。曲は五常楽ごじょうらくであった。重衡は笑いながらいった。
「この曲は五常楽じゃが、私のためには、後生楽ごしょうらくじゃ、どれ今度は私が、往生の急きゅうを弾こうか」
　こんどは自ら琵琶を取りあげて、皇おうじょうの急を弾き出されるのであった。
　次第に夜も深くなるに従い、重衡の顔は次第にいきいきと嬉しそうに見えてきた。時々千手の前を見遣りながら、
「全く東国の女子に、かように何事にも優れた女性がいるとは知らなかった。千手の前程の人は都にさえ珍しいほどじゃ」
　感嘆の声をもらしながら、今様をもう一曲所望した。

一樹の陰かげに宿り逢い、同じ流れを掬むすぶも、皆是これ先世の契りなり

　という白拍子の歌を、千手は巧みに歌うのだった。この歌にひどく興を覚えた重衡は、続いて、

灯ともしび闇くろうしては、数行すうこう虞氏ぐしが涙、夜深うしては、四面楚歌しめんそかの声

　と朗詠するのであった。漢の高祖との戦に破れた楚その項羽こううが、虞氏ぐしとの別れの切なさを歌ったものだが、今日の重衡の心境そのままをいいあらわしてまことにみごとであった。
　数々の慰みごとに、時の経つのも忘れていたが、気がついてみると夜は白々と明け初めていた。狩野介始め家の子、郎党達、千手の前も暇を告げて重衡の許を辞した。
　その朝のことである。
　頼朝が、持仏堂で法華経を読んでいると、千手が現れた。
「ゆうべはご苦労だったのう、中々取り持ちがうまかったそうだな」
　頼朝は、上機嫌で千手にいった。丁度その前で書き物をしていた斎院次官親義さいいんのじかんちかよしが、けげんな顔をしてたずねた。
「何の事でござりますか」
「いや昨夜、重衡卿のつれづれをお慰めしにこの千手が参ったのじゃが、さすがは平家の公達きんだち、いくさに追われてのあわただしい生活では、遊芸もままならぬであろうと思ったが、どうして、どうして、あの琵琶の撥音ばちおとといい、口ずさまれた歌い振りといい、見事なものじゃったわい。わしは夜中立ち聞きしてしまったよ」
　すると、親義がいった。
「私も昨夜、聞きたい、聞きたいと思いながら、所労のため聞きもらしたは残念でした、これからはいつも立ち聞きすることにいたします。とにかく平家ご一門は、名にし負う才人揃いで、とりわけ重衡卿はその名も高い方です。いつぞや、一門を花にたとえたとき、三位中将は牡丹ぼたんになぞらえられたことがあったほどです」
「確かにそうであろうのう」
　頼朝は後々までも感心したのであった。
　千手の前にとってもこの時の思い出は、忘れられぬものであった。彼女は、重衡が南都へ渡され、斬られたと聞いてからは、墨染の衣に身を変えて、重衡の菩提をとむらったのであった。


横笛よこぶえ

　屋島に毎日を過していた中将維盛は、都恋しの一念を捨てることができなかった。寿永三年三月十五日、とうとう、屋島の館を忍び出て、阿波国結城ゆうきの浦から舟で、紀伊へ向った。お供には、与三兵衛重景よそうびょうえしげかげ、石童丸いしどうまる、それに舎人とねりの武里たけさとというもの三人で、夜陰にまぎれて舟を出したのである。
　無事に紀伊の港に着いたが、此処から都は陸路をたどれば程近い。維盛は、何度か都へ足を向けようという心を押えかねた。
「もう一度、恋しい妻や子の顔を見ることができるならば、何とでもしたいが、しかし、つい先頃、大路を引き廻された重衡殿の二の舞をするのも、くち惜しいし、父の名を恥ずかしめるのも厭じゃ、一体どうしたものであろうか」
　維盛は考えに考えた末、ついに決心をすると、高野山目指して歩き出したのであった。
　高野山には、父重盛しげもりの家来で、斎藤滝口時頼たきぐちときよりという侍が、今は出家して、滝口入道と名乗る立派な聖ひじりになっていたのを頼っていったのである。
　滝口は十三の時、建礼門院に仕える女官で身分の低い雑仕ぞうしの横笛よこぶえという女を知り、互いに愛し合う間柄となった。しかし父の三条斎藤左衛門大夫茂頼もちよりはそれが気に入らなかった。官位も身分もひとかどの者の娘の婿にして、息子の栄達を願っていた父親には、雑仕なぞという、いやしい、はした女に目をくれたことがどうしても不満であったのだ。父の怒りを知った滝口は、
「西王母せいおうぼや、東方朔とうぼうさくといった仙人ならばいざ知らず、人の生命には限りがあるもの、いかに長命いたしたところで、七十か八十、そのうち、花の盛りといえば、たった二十余年、そのはかない人生で、愛する者を妻とすることもできず、心にかなわぬ女とともに一生を送って、何の楽しみがあろう。しかし愛しいと思う女を得んとすれば、父の命にそむくことになる。いっそ、このいとわしい世を捨てて、まことの道に生きた方がよいわ」
　あっさりと、この世の未練を捨てると、十九歳という若さで、もとどりを切って、嵯峨さがの往生院に入った。
　横笛は、余りのことに一時呆然ぼうぜんとしたようであった。
「私を捨てるというのならともかく、お姿まで変えなくともよいものを、どうしてその前に一度でも知らせてくれなかったのであろう。余りにもつれない仕打ちがうらめしい。あの方がどんなに道心堅固でもかまわぬ、一度お訪ねして思いのたけだけでもいい、聞いて頂こう」
　思い立つと、矢も楯もたまらぬ女心であった。ある日の暮方、そっと都を忍び出て嵯峨に向った。春もまだ浅い夜のことで、どこからとなくしのび寄る梅の香り、霞がかったおぼろ月なぞが、横笛の心にひそやかな悩ましささえ感じさせる。
　往生院という名は聞いてはいたが、果してどれがそうなのか見当もつかぬまま、あちこちたずね歩いているうちに、不図ふとみすぼらしい僧坊から聞えてくる念仏の声が、確かに聞き覚えのある滝口の声であることに気がついた。横笛は躍る胸を押えながら、供の女に、
「横笛がはるばる尋ねて参りました。今一度お目にかかりとうございます、お姿をお見せ下さいませ」
　といわせた。
　とたんに念仏の声がはたとやんだ。滝口も、恋する女が訪ねてきたと聞いては、あれほど堅く心にひめた誓いもひるむかと思われた。そっと障子のすき間からのぞいてみると、まさしく横笛が、忘れもせぬなつかしい姿で立っているのである。われとわが身に心をさいなまれながら、しかし滝口の気持は強かった。
「こちらには、そういう方はおられません、お間違いではござりませぬか」
　恋しい滝口の顔が、門口に現れるのを待ち構えていた横笛は、無愛想な、見知らぬ僧の言葉に、がっくりと首をうなだれた。今はこれ以上、いう術すべもなかった。しおしおと首をうなだれて山路を下りていく横笛の後姿を見ながら、滝口は何度か叫びそうになるのを、こぶしを握りしめてこらえているのであった。
　滝口はその後で、同宿の僧に向い、
「此処は閑静この上なく、念仏三昧ねんぶつざんまいに日を暮すには、もってこいと思っておりましたが、どうも昔好きだった女に知られてしまっては、一度は心強く帰しても、二度、三度となれば鉄石ではないこの滝口、再び、昔の情に引きずられることもあるかと思いまする。今度は、もっと人知れぬ山深く入るつもりですから」
　といって暇を告げると、高野山の清浄心院しょうじょうしんいんに入った。
　滝口に見捨てられた横笛も、今はこの世に用はないと、同じく発心して尼となった。滝口はひそかにこの事を聞いて、さすがに哀れさを覚えたのだろう。

そるまではうらみしかどもあずさ弓
　　まことの道に入るぞうれしき

　という歌を贈った。
　横笛の返歌は、

そるとても何かうらみんあずさ弓
　　ひきとどむべき心ならねば

　横笛は出家してから、まもなく奈良の法華寺で、短い一生を終えた。
　滝口入道は、横笛の死の知らせを聞いて以来、ますます念仏三昧の修行に励むようになった。若い日の情熱の一切をたたきこんだようなきびしい行ない振りに、人々は尊敬の念を深くするようになり、ついには父も勘当を許した。人々は、高野の聖と呼んで滝口を敬ったのである。


高野

　三位中将維盛が滝口に逢ったのは、出家以来始めてであった。かつては、侍の中でも一きわ目に立つ美男で、その姿の良さは定評があったものである。それが、今では、まだ年というほどでもないのに、老僧のようにやせ衰え、色黒々と骨筋が張って、濃い墨染一色の袈裟衣けさごろもという簡素ないで立ちであった。しかし、おだやかに澄み渡った深い目もと、静かな額のあたりにも、行ない澄ました者だけが知る平和な安らぎが満ちみちていて、維盛は、思わず羨望せんぼうの溜息ためいきをついたのであった。
　滝口入道は、思い掛けぬ人の姿に驚いたらしい。物静かな表情にも、一瞬、鋭いものがひらめくのであった。
「これは何としたること、夢ではありませぬか？　それにしても、何故このような冒険をなされたので？」
「まあ聞いてくれ。人並みに都を出たのはよかったが、どうにも、都に残した妻子のことが思い切れず、日夜悶々もんもんとしておったのじゃが、この有様が他の人にわからぬはずはない。宗盛卿から二位殿までが、わしのことを、頼盛と同じく二心があるなどと思ってる様子で、屋島にも次第に居辛くなって参ったのじゃ。どうせのことなら、今一度、子供達の顔も見たいと思ったのじゃが、本三位中将のこともあって、そればかりは心にも任せず、今は唯、出家の上でどうにでも成ろうと思って、お前を尋ねて参ったのじゃよ、出家の上は、熊野くまのに行くのが宿願じゃ」
「この世の事などは、一時の夢まぼろし、後生安楽を願って、来世に生きることが大切でございますよ」
　滝口入道は、維盛を案内し、高野の奥の院まで連れて来た。
　高野山は、都から二百里程のところにある霊場である。めったに人の声もしない。聞ゆるものは梢こずえをわたる風の音だけで、八葉の峰と八つの谷を持ち、鈴の音は、峰の雲に響くばかりである。その歴史は遠く古く、今では瓦に松が生え、垣根にも苔こけがむしてしまっている。
　昔、醍醐だいご帝の御代、御夢に弘法大師が現われ、檜皮色ひはだいろの御衣を着せるようにというお告げがあった。勅使中納言資澄すけすみは般若寺はんにゃじの僧観賢かんけんを連れて、高野山に上り、御廟ごびょうの扉とびらを押し開いた。いざ、御衣を着せようとしたが、霧が深くて、大師のお姿が見えない。観賢は前にぬかずくと、涙を流していった。
「私、母の胎内たいないを出て、師僧に仕えてこの方、戒律を破ったことはありませぬ、それなのに、何故、お顔を拝ませて頂けないのでしょう」
　すると、次第に霧が晴れ、大師のお姿がはっきりと見えてきた。観賢は、涙にむせびながら衣を着せ、長く伸びた髪をお剃りしたのであった。勅使と観賢は、お姿を拝することができたが、弟子の石山内供淳祐いしやまのないくじゅんゆうは、当時稚児ちご姿でお供に加わっていたが、拝むことができず、うち沈んでいたので、観賢が手を取って大師の膝に押しあてた。その手は一生芳香ほうこうを放っていたといわれる。
　弘法大師は、帝にご返事を下された。
「我、昔、菩薩ぼさつに逢い、直接印明いんみょうを伝えられました。かつて類のない誓願を抱いて、辺地異域にはべり、日夜万民を憐れみ、普賢ふげん菩薩の悲願に習い、生身のまま入定にゅうじょうした事を実証せんがため弥勒みろくの出現を待つものです」
　と伝えた。
　大師の死んだのは承和二年三月二十一日、午前四時である。


維盛の出家

　都を離れて、波の上での海上暮しで、かつてはたおやかな貴公子であった維盛の相貌も、見違えるように変ってしまった。黒々と日焼けした肌はやせ衰えて、みるかげもなくやつれ果てた顔であった。それでも、しかし、素姓は争われぬもので、どこやらに消えぬ気品はさすがであった。
　高野に着いたその晩は、滝口入道の庵室で、よもすがら昔話に花が咲くのであった。そのうちにも入道の日常の修行を見ていると、世の栄華も離れ、真理の探究にいそしむ生活の底知れぬ深さに、羨うらやましさを抱くのであった。
　どうせ逃れられぬ身ならば、自分もせめてあのようになりたい。維盛は、一夜考え抜いて翌朝、東禅院の知覚上人に出家の志を打ち明けた。
　屋島から高野まで、忠実にお供をしてきた与三兵衛、石童丸の二人を呼び寄せると、
「わしはいずれにしても逃れられぬ身なれば、出家をするつもりじゃが、そなたたちは、まだ前途のある身、広い世間には、いくらもそなたたちを召し抱える者もいるはずじゃ。そなたたちは都に帰り、妻子を養い、又このわしの後生もとむらってくれよ」
　与三兵衛、石童丸は、主人の言葉に一言もいわずに涙ぐんだまま、じっとうなだれていた。まもなく、与三兵衛が顔をあげるとじっと維盛をみつめた。
「それは、あまりにも情ないお言葉かと存じます。私の父、与三左衛門影康かげやす、平治の乱には重盛公の御供に加わり、悪源太義平あくげんたよしひらに討たれて死にました。時に私は三歳で何も知らぬ幼な児でございました。七歳にて母にも死に別れ、全く天涯孤独の身に成り果てたのを、重盛公は、わしの命の恩人の子じゃとて引き取ってお育て下され、貴方様ご元服の日、私も九歳にて元服させて下され、更に、重の一字まで賜わり、重景とご命名下されたのです。重盛卿ご臨終の時にも、何一つご遺言などは申されなかったのに、私を枕元に呼び寄せられ、そなたはこの重盛を父の形見と思い、わしも、そなたを景康の形見と思っていたのじゃ、それも今となっては空しい望みとなった。この上は、維盛をわしと思って仕えて呉れよ、とおっしゃったお言葉、未だに耳の底にありありと残っております」
　重景は、暫く瞑目めいもくしたまま、じっと考えていたが再び口を開いた。
「それをまたどうして、貴方様を捨てて都へ行けなどとおっしゃるのか、お心のうちが恨めしゅうございます。まして、今日世に栄えているのは源氏の輩やからばかり、それに仕えよと仰せられるのですか？　貴方様とお別れしたあと千年万年生きようと、やがては限りあるのが人の命、それよりも、今ここで頭をまるめ、極楽への道をたどる方がどれだけの幸せかわかりませぬ」
　重景は、自らもとどりを切って捨てると、滝口入道に剃髪ていはつを頼んだ。これを見ていた石童丸は、彼も八つの年からご奉公した者であったから、いさぎよく髪を切った。
　家来達が次々に出家姿に変っていくのを見て、今は仕方なく維盛は、

流転三界中るてんさんかいちゅう
恩愛不能断おんあいふのうだん
棄恩入無為きおんにゅうむい
真実報恩者しんじつほうおんしゃ

　と、三度唱え終ると、頭を剃った。変り果てた姿になった維盛は、もう一度昔の姿のままで妻や子に逢っておきたかったと、未練あり気な口ぶりが哀れであった。それからここまで着いて来た舎人の武里には、
「そちは急いで屋島に行け、決して都に行くではない。奥がこの有様を聞いたら、かならず尼になるという気を起すに違いないから、都にはそのうち知れる時まで知らすではないぞ。それから、屋島に参ったらこう申して呉れ。ご存知の如く世の有様も不快なことが多く、つくづく世の中が厭になりましたので、皆様に黙ってかくの如くになりました、小松兄弟の清経、師盛も討たれ、私までがかような身になって、各々方がどんなに心細く思われるだろうとそればかりが気がかりです、尚唐革からかわという鎧よろい、小烏こがらすという太刀たち、祖先貞盛公より、この維盛まで九代、代々嫡流ちゃくりゅうに伝わる家宝につき、もし御運も開け、都に還る事もあれば、六代にお渡し下さい、とそのように伝えて呉れ」
「ご命令の程は確かに承りました。しかし私としては、わが君のご最後の様子をお見届けした上で屋島にも参りたいと思います。何卒お許しを」
　と武里が願ったので、引き続いて供を許された。
　一行五人、維盛主従と滝口入道は、山伏姿に身をやつし、高野山を出発した。道々熊野権現を祭ってある所ごとに、参拝しながら千里の浜の北、岩代いわしろの社やしろまで来た時であった。狩装束した侍が七、八騎ばかり、馬をかって走って来るのが目に入った。
「さては、気づかれたか」
　そう思った維盛は、腰の刀に手を掛けて、あわやとあらば切腹の覚悟を固めていた。馬は次第に近づいて来たが、からめ捕ろうとする様子もなく、意外にも、馬から下りて静かに黙礼すると、遠去かっていくのであった。
「私と知っての上のことに違いないが、それにしても今どき奇特なお人、誰であろう」
　維盛は、危難を逃れた嬉しさに、ほっとしながらつぶやくのであった。
　この男は、紀伊国の住人、湯浅ゆあさの七郎兵衛宗光むねみつという者で、父権守宗重ごんのかみむねしげは清盛にゆかり深い侍であった。宗光が、馬を下りて、みすぼらし気な山伏の一行を見送ったので、郎党達が驚いた。
「一体あの人々は誰なのですか？　何か子細でも？」
「誰あろう、あの先頭を歩いていた、やせ形の山伏こそは、小松殿の御嫡男、三位中将維盛殿に間違いない。与三兵衛、石童丸も、お供いたしておったようじゃが、それにしても、屋島を抜け出て、よくぞここまで落ちのびられた。お目にかかりたかったが、かえって、ご迷惑かと遠慮申し上げたのじゃよ。かつては平家一門のうちでも重んじられていたお方が、あの様子とは余りにお気の毒じゃ」
　宗光ははらはらと涙をこぼした。


熊野参詣

　危険な旅もいつか終りに近づいて、岩田川に着いた。この川を一度渡れば、全ての悪業、煩悩ぼんのう、罪障が消えるといわれている。ここを渡れば熊野である。本宮ほんぐうの証誠殿しょうじょうでんに参った維盛は、神殿の前に脆ひざまずいた。さすがに天下の霊場の有様は、自ら信仰心がみなぎるような冷厳なたたずまいを見せ、詣でる人の心に、頼もしさを感じさせるものがあった。
　夜更けになってから、維盛は神前で心をこめて祈願した。
　父重盛が在世中、この熊野本宮の前で、後世を助けるためわが命を召し給えと祈られたことなどが、今さらのように思い出されてくる。
「熊野権現の本地ほんち、阿弥陀如来あみだにょらい、願わくは、摂取不捨せっしゅふしゃの本願をば誤たず、浄土へお導き下さい。又、都に残った妻や子がこれから一生安穏に暮せるようお護り下さい」
　わずらわしい世間を逃れ、仏門に帰依きえした維盛にしても、妻子への執着だけは尚捨て去ることができなかったのである。
　翌くる日は、本宮から舟で新宮に渡った。神かんの倉山くらやまを拝み、明日あすかの社に拝礼し、那智なちの山にのぼった。数千丈の高さから、白いしぶきを散らしながら落ちてくる那智の滝には、心をつらぬくきびしさがこめられている。観音像は岩の上に鎮座し、谷の底からは始終、読経の声が流れてきた。この那智の御山は、創立以来、古くから、貴賤上下の信仰の聖地として崇あがめられてきたもので、いつでも参詣する者も絶えることなく、勤行ごんぎょうする僧の数も減ったことがないといわれる程である。
　那智の修行僧の中には、維盛の顔を知っている者もいたらしい。ある僧はこんな話をして聞かせた。
「此処につい最近、新しく来た僧形そうぎょう五人の中の一人を、どうも見たような人だと思っていたのが、誰あろう、三位中将維盛殿だったのじゃ、わしも驚いたものじゃよ。ところで、あの方がまだ四位の少将だった時分よ。とにかく類い稀に美しい公達振りであったよ。丁度、安元の春、後白河法皇五十の御賀おんがの祝いがあったのじゃ、当時まだ丈夫でいられた父重盛公は内大臣左大将、宗盛卿は大納言右大将、平家一門得意絶頂の華やかな時代でのう、三位中将知盛、頭中将重衡卿以下公卿、殿上人が綺羅きら星の如く並んでいる中で、維盛卿は、桜の花をかざして青海波せいがいはを舞われたのじゃ、天性の美貌と若さに加えて、ひく手、さす手の巧みさ、鮮やかさ、まったくこの世のものとも思えぬ美しさで、あたり一面輝き渡ったようだった。故建春門院も、これには思わず感動されたらしく、関白基房殿をお使いに、御衣を賜わったのじゃ、父の大臣殿が早速座を立ち、代りに御衣をお受けし、右の肩にかけて、お礼をなされた。その時の嬉しそうな重盛公の様子はなかったそうじゃ。本人の維盛殿も満座の中で、これに過ぎたる面目はなかったであろう、この時の維盛殿の様子を、内裏の女房たちは、深山木の中にうもれた楊梅ようばいのようだと評して、後々までも話の種にしたそうじゃ、あのまま平家の栄華が続けば、大臣大将は間違いないお方であったものが、今かような世になって、変り果てたお姿でお目にかかろうとは夢にも思わぬこと、お気の毒なことよのう」
　かの僧の物語を聞き終えて、座にあった人たちも思わず涙をぬぐったのであった。


維盛入水じゅすい

　熊野三山のお詣りも済み、今は心残すことのなくなった一行は、浜宮はまのみやから舟で沖に向った。途中、山なりの島と呼ばれる小島にのぼり、大きな松の木を削って、そこへ銘跡めいせきを書きつけた。
「祖父太政大臣平朝臣清盛公法名浄海、親父しんぷ内大臣左大将重盛公法名浄蓮、三位中将維盛法名浄円、生年二十七、寿永三年三月二十八日、那智の沖にて入水」
　それから、再び舟で沖へこぎ出した。いよいよ最後の時が迫ってきていた。維盛は次第に落着かなくなって来る心を押えようとするのだが、どうにも、諦め切れぬ想いが未だに心の底に残っているのだった。丁度三月の末で、かすみのたなびく海の上は、このような人間世界の憂愁とは何の関りもなく、うららかな春の気配をふんだんに漂わせていた。一群の雁が空を渡って行くのを見ては、妻子へ言伝てを頼みたいような気持にもなるのであった。
「何というだらしないこと、ここまで来て未だに妄執もうしゅうがつきぬとは」
　われとわが心にむち打った彼は、海に向って手を合わせていると、再び知らずしらず、想いは故郷の妻子の身の上に馳せているのである。
「この私がいまわの際ということも知らず、都では、風の便りの言伝てを、今かいまかと待ちわびているのに違いない。私の死を知ったなら、どんなに嘆き悲しむことか」
　都落ちの時に手にすがって泣いた幼ない子の面影まで、ありありと思い出されて、維盛はこれ以上念仏を称えていることができなくなった。維盛は、滝口入道に向っていった。
「まったく、妻子などという者は持つものではござらぬ、この世でいろいろ案じ心配するばかりか、後世菩提の妨げにもなるものじゃ、たった今も、妻子のことばかりが念頭にあった。かようなことを心に残せば、余りに罪が深いであろうと、懺悔をするのです」
　入道も、維盛の心中を思い遣ると、無理もないこととは思ったが、ここで自分までが負けてしまっては最後だと心に決め、さあらぬ態でいうのであった。
「さようにお思いになるのも当然のことでござります、身分の上下を問わず、恩愛の道だけは思い切り難いもの。その中でも夫婦は、唯、一夜の契にてさえも、五百生しょうの宿縁と申すほどでござります。しかし、生者必滅しょうじゃひつめつ、会者定離えしゃじょうりは浮世の定めでございます。遅かれ早かれの差こそあれ、後れ先立つお別れでござります。たとえ、いかに長生きをなさろうとも、お嘆きは同じことです。第六天の魔王と申す邪道なる者は、人間が生死の悲しみを離れ捨て、悟りを得ることを恐れて、妻となり夫となり、その悟りを妨げようとしているのです。三世さんぜの諸仏は、妻子が、必ずや悟りを妨げることを考慮され、妻を持つことを戒められるのです。といいましても、お心弱くなられることはござりませぬ。昔、源氏の先祖、源頼義は、勅命に依り、安部貞任あべのさだとう、宗任むねとう征伐に向い、十二年の間に人の首を一万六千、その他の生き者を殺したこと、たぐい知れずといわれておりますが、それでも死ぬ時は一念発心菩提心を起したため、往生の素懐そかいを遂げたといわれております。まして貴方さまは出家までなされたのです。莫大な財宝を築き、どんな供養をしようとも、一日の出家の功徳にまさることはありませぬ、罪の深かった頼義でさえ、往生を遂げておりますのに、大した罪もない貴方さまが極楽浄土に行けないということは考えられませぬ。ただ深く信仰されて、決してお疑いになってはいけません、貴方の念仏が聞こゆれば、この権現の本地阿弥陀如来は、貴方を紫雲の彼方かなたに導き参らすべく、極楽の東門を出てお迎えにお出でになるでしょう」
　入道の説得で維盛の気持も次第に落着いて来るのであった。やがて、今こそと、念仏百遍、高らかに唱え、南無なむと叫ぶとともに、水の中に身を躍らせたのである。重景も石童丸も、続いて後を追って入水した。


三日平氏

　三人が飛びこむのを見た舎人とねりの武里も、続いて飛び込もうとするのを、滝口入道は慌てて押えつけた。
「これ、ご遺言を忘れたのか、取り乱したとはいえ、余りに情ないぞ、そちはご遺言の約束を果して、後世をとむらい奉るのじゃ」
　入道の言葉も耳に入らないのか、武里は船底に倒れ伏して泣き叫ぶのであった。しばらく舟を漂わせて、もしや浮き上ることもあろうかと思ったが、一人も浮きあがらなかった。経を読み、念仏を称えているうちに、いつか、海の上にも夕暮がやってきた。尽きぬ名残を惜しみながら、泣きなき二人は舟をかえしたのであった。
　武里は遺言通り屋島に渡ると、維盛の弟、新三位中将に逢って遺書を手渡し、事の次第を細かく物語った。
「兄上は、この私が思うほど、われら兄弟のことは考えて下さらなかったものと見える。それにしても、池いけの大納言のように、頼朝を頼って都に行ったとばかり思い、宗盛卿、二位殿まで、何かと隔て心をお見せになっていたのだが、まさか、熊野でご入水じゅすいとは知らなかった。それなら何故一緒に連れていって、同じ場所で死なせては下さらなかったのか？」
　と嘆くのであった。中将はそういってから、
「何かお言伝てはなかったのか？」
「はい承って参りました」
　武里は維盛にいわれた通り、唐革からかわの鎧よろい、小烏こがらすの太刀たちの事まで話すのであった。資盛は袖を顔に押し当てると、
「今となっては、私もとても生き長らえそうには思われぬ」
　といって、さめざめと泣く様子が、兄維盛に姿かたちが一番よく似ている人だけに、余計哀れを誘うのであった。話を伝え聞いた侍達も、暗い物想いにとらわれるばかりであった。
　宗盛や、二位殿は、
「てっきり池大納言殿と、同じ道をたどられたものとばかり思っていたが、そうでなかったとは気の毒なことをした」
　と、これも又一層嘆き悲しんだ。
　四月一日、年号が変り元暦げんりゃくとなった。この年、頼朝は、一躍、従五位下から正四位下に昇った。
　四月三日には、崇徳院を神と崇あがめることになり、昔合戦のあった大炊御門おおいのみかどの跡に社を建ててお祀まつりした。これは、すべて法皇のお指図によるものであった。
　平家一門を裏切り、頼朝を頼って都に留まった池大納言頼盛は、頼朝だけはかねてから、池禅尼いけのぜんにの子として誠意を尽してくれてはいるが、他の者にどう扱われるだろうかと、そればかりが気になってびくびくしていたが、やがて鎌倉から使いが届いた。
「尼御前にお目にかかることばかりを楽しみにしておりましたが、おなくなりになった今、せめて貴方にでも逢っていろいろ昔のお礼など申し上げたいから、是非鎌倉までお下り下さい」
　頼盛の家来に弥平兵衛宗清やへいびょうえむねきよという侍があった。今度の鎌倉下りにも、この腹心の宗清を供に召し連れるつもりでいたが、宗清はどうしてもうんといわなかった。不審に思った頼盛がわけを尋ねると、暫く黙っていてから、思い切ったようにいった。
「勝手ながら此のお供だけはお許し下さい。殿は、かようにご安泰ながら、ご一門の公達は、西海の波の上を生死をゆだねて漂っておられます、とても今のところ、鎌倉へ下る気が起きません。心がもう少し落着きでもしたら、後から追って参りましょう」
　宗清の言葉に、頼盛は、内心の狼狽ろうばいを隠すことができずに、苦々しい顔になった。
「わしとても、一門を捨てて都に留まったことを、もとより心苦しく思っている。ただやはりわしも人の子、わが身が大事、命も惜しかったのじゃ、そうなった以上、頼朝のいうことを聞かぬわけにもゆくまい。鎌倉といえば、はるばる遠い東国、その遠路の旅でも見送りはせぬというのか？　今頃になって、わしの行動をとやかく申す前に、なぜあの時わしを止めようとはしなかったのじゃ、大なり小なり何事なりとそちに相談していたはずじゃ」
　頼盛が、恨めしそうに宗清を見つめていうと、
「いえ、殿が都にお留まり遊ばしたことを悪いとは申しておりません。身分の上下を問わず、誰しも命は惜しいものでございます。兵衛佐も、危い一命を助けられたからこそ、今日このような幸運をつかまれたのでございます。私が申すのはそのことではござりませぬ。頼朝殿の流罪のとき、尼御前のおいいつけで、私は篠原しのはらの宿しゅくまでお送りしました。その時、頼朝殿は私に、「この恩は決して忘れぬ」といわれたことがありました。このたび、殿のお伴をして鎌倉へ下りますれば、かならずかつてのお礼にと、引出物など下され、いろいろおもてなし下さることも間違いありません。それにつけても、西国においでのご一門の公達、侍が聞いたら、何と申すでござりましょう。何卒このたびばかりは私のわがままをお許し下されませ。はるばる鎌倉下りをされることは、私とても心配には存じております。しかし、これが戦いくさのために下るというのでしたら、この宗清真先に先陣を承りとうございますが、此の度は唯のご道中故、つつがなくお着きになるでございましょう、もし兵衛佐殿が私のことを聞きましたら、体の具合が悪いとでも申しておいて下さい」
　宗清の道理にかなった言葉には、大納言もさすがに恥ずかしかったようである。とうとう宗清のことは諦め、五月四日京を発って、十六日に鎌倉に着いた。
　頼朝は、頼盛の顔を見たとたんに、
「宗清はお供についておりますか？」
　と尋ねた。なるほど宗清のいった通りだわい、と思いながら頼盛は、
「残念ながら、ちょっと体の具合を悪くいたしまして」
　頼朝の顔に、ありありと失望の色が現われた。
「宗清が病気とは、ちょっと信じられぬことじゃ、恐らくは、あれほどの侍故、意地を張って来ぬのであろう。それにしても、昔の宗清の許に預けられた折は、心にしみる親切な待遇をしてくれたものじゃった、今になっても決して忘れはせぬ。大納言殿のお供で必ずや参るであろうからと再会を楽しみにしていたのに、何で又来てはくれなかったのであろう、知行の庄園しょうえん始め、馬鞍うまくら、その他、数々の引出物まで用意して待っておったのに」
　といかにも残念そうであった。重立った大名達も、主の命の恩人への引出物を、それぞれ用意して待っていたので、一層がっかりしたらしかった。
　一月近く鎌倉に滞在した後、頼盛は京へ帰った。
　庄園所領もいっさいもとのまま、一旦取上げられた大納言の官位も再び賜わることになった。帰りには頼朝からの土産物が、延々と続いた。鞍置馬三十、裸はだか馬三十、長持三十には金銀、染物、巻絹などを入れて贈られた。頼朝に見習って、鎌倉の大小名が、我もわれもと贈り物をさし出したので、馬だけでも三百匹になった。命が助かったばかりか、財産まで増やして帰ってきたのも珍しい。
　その頃、伊賀、伊勢の住人で、平家の家人だった者が寄り集り、肥後守定能さだよしの伯父おじ、平田ひらたの入道定次さだつぐを大将として、近江国に討って出た。もとより、源氏の圧倒的な力の前にはあえなく崩れ去ったが、いかに主家を思う情から出たとしても、すこし身分不相応な旗挙げの仕方であった。これを人呼んで三日平氏と言った。


藤戸ふじと

　維盛の北の方は、近頃屋島から一向音沙汰のないのがひどく心配で、毎日、今日は来るか、明日は来るかと待っているうちに、春も過ぎてしまった。一月に一度は便りを欠かしたことのない維盛であったから、さては何事か起ったのかと、そればかり気がかりでいたところへ、「維盛卿は、屋島にはおられぬそうな」という噂が北の方の耳にも入るようになってきた。この話で、北の方はいよいよじっとはしていられぬ気持で、屋島に使いの者を出したのであった。その使いの者も中々帰ってこなかった。そのうち夏も過ぎてしまった。ある日、漸く屋島に出した使いが帰って来た。
「実は殿には、過ぐる三月十五日の未明、ひそかに屋島を抜け出でられ、高野へ参られ、ご出家の後、熊野詣でをなされ、那智の沖にてご投身なされたと、舎人とねりの武里が申しました」
「ああ、やっぱり、変だとは思っていたが」
　北の方は、人目も構わずに泣き伏してしまうのであった。若君、姫君も、おいおい声をあげて泣き叫んだ。若君の乳母の女房は涙に顔をぬらしながら、
「今更のお嘆きは尤もっともでございますが、あの本三位中将殿のように、生捕いけどりという憂き目にあう位、悲しく辛いものはありませぬ。しかし殿様は、高野でご出家、更に熊野に参った後、後世のことをよくよくお願い申した上での覚悟のご入水は、まだ不幸中の幸と申せましょう。必ず、極楽浄土へおいでになることに間違いござりませぬ。これからは残された幼い方々を立派にお育て申しあげるのが、せめて殿のお心を安らげることでござりましょう」
　乳母の言葉も、今の北の方には何の慰めにもならなかった。間もなく北の方は、髪を切り、尼姿となって、夫の菩提を弔うことになった。
　維盛死去の報は鎌倉にも伝わった。頼朝は、
「気の毒なことをいたした。遠慮なく訪ねてくれば、命はお助け申したのに、卿の父君重盛公の事は決しておろそかに思わなかった。池禅尼の使いとして、頼朝を死罪から流罪にするよう尽力して下されたのが重盛公じゃ、この恩は忘れてはおらぬ、重盛卿の子息とあらば、よきように取計らったものを、まして出家したとあっては尚更のことじゃった」
　といって残念がった。
　平家一門が讃岐の屋島へ渡ってから、いろいろ不穏な噂が耳に入ってきた。すなわち、東国から新手の軍兵数万騎が、既に都に到着、屋島目指して攻め下るとか、九州からは土地の豪族、臼杵うすき、戸次へつぎ、松浦まつら党などが、大挙して攻め寄せるとか、耳に入るもの一つとして平家に有利な知らせではない。
「又々、悲しい目に逢わねばならぬのでしょうか」
　女房たちが寄り集ると、話題はつい暗い未来の予想に落ちてゆくのであった。
　一の谷の合戦で重立った諸将、侍が討死したので、名だたる武士は残り少くなっていた。一門にとって、せめてもの心頼みといえば、阿波民部重能あわのみんぶしげよしが四国の武士たちを動員して、「私にお任せ下さい」といってくれたことであった。この言葉が、千万人の味方を得たほど、心強く思われる今の平家であったのだ。いつか、七月二十五日になった。
「去年の今日、都を出たものでした。いつのまにか一年過ぎてしまって、早いものですね」
　余りにも悪夢にも似た思い出の多かった一年である。一つとして、嬉しいことのなかった年月であったけれど。思い出はやはりなつかしく、今になってみれば、尚更いろいろと考え合わされて、夜の更けるのも忘れて話にうち興じるのであった。
　七月二十八日、新帝、後鳥羽天皇が即位なさった。しかし、三種の神器のない即位の例は、古今未曽有のことであった。
　又、蒲冠者範頼は参河守みかわのかみ、九郎冠者義経は左衛門尉にそれぞれ昇級した。義経は九郎判官と呼ばれるようになった。
　いつしか、都には秋の気配が忍び寄っていた。荻おぎの上を渡る風、かすかに聞える虫の声、ざわざわと稲の穂がゆれて、秋は日ましにその色を深めていくのである。唯でさえ秋はうら悲しいというのに、旅の空で、心細い境遇のうちに秋を迎える平家の人々の心は、一層わびしさにさいなまれるのであった。
　かつては、九重の奥深く、にぎやかに春の花を賞めでて遊んだこともあった人たちが、都を遠く離れた屋島の浜で、秋の月を眺める気持はどんなであったろう。
　澄み渡った月を眺めながらも、思いはたちまち故郷の空、都の空、恋しい人への慕情ぼじょうとなるのも無理のないことであった。

君住めばここも雲井の月なれど
　　なお恋しきは都なりけり

　左馬頭行盛の歌である。
　九月になって、源氏は、漸く軍勢を繰り出し、平家追討の戦を進めてきた。
　参河守範頼が大将軍となり、従う諸将は、足利蔵人義兼くらんどよしかね、鏡かがみの小次郎長清ながきよ、北条小四郎義時よしとき、斎院次官親義じかんちかよし、土肥次郎実平、同じく弥太郎遠平とおひら、三浦介義澄みうらのすけよしずみ、同平六義村よしむら、畠山庄司次郎重忠しげただ、長野三郎重清しげきよ、稲毛いなげの三郎重成しげなり、榛谷はんがえの四郎重朝しげとも、同五郎行重ゆきしげ、小山小四郎朝政、長沼五郎宗政、土屋三郎宗遠、佐々木三郎盛綱、八田四郎武者朝家むしゃともいえ、安西三郎秋益あきます、大胡おおごの三郎実秀さねひで、天野藤内遠景あまのとうないとおかげ、比気ひきの藤内知宗ともむね、藤四郎義員よしかず、中条藤次家長とうじいえなが、一品房章玄いっぽんぼうしょうげん、土佐房正俊しょうしゅん、合計三万余騎が、播磨はりまの室津むろつに着いた。一方平家は、小松新三位中将資盛、少将有盛、丹後侍従忠房ただふさを総大将に、飛騨ひだの三郎左衛門景経かげつね、越中次郎兵衛盛次もりつぐ、上総かずさの五郎兵衛忠光、悪七兵衛景清らが、五百艘の船に分乗して備前の児島こじまに着いた。これを聞いた源氏は、備前国西河尻にしかわじり、藤戸ふじとに陣を構えた。船のない源氏は、指をくわえたまま五町先の平家の兵船をにらむばかりで、手も足も出なかった。平家方から血気盛りの若侍が小舟に乗って漕ぎ出して来ると、扇をあげて、「ここを渡っておいで、おいで」と嘲けるようにさし招いた。「何と小しゃくな振舞よ」と地団駄踏んで口惜しがったが、何分船のないことは足をもぎ取られたのと同じで、どうすることもできなかった。
　佐々木三郎盛綱は、この浜の地理に詳しい男を一人探し出し、直垂、小袖、刀などを与えて、機嫌をとってから、
「この海の中で、馬でも渡れるところがあるか」といって尋ねた。
「そりゃあ、浜の人間でも知らん者が多うございますが、丁度うまい具合に私は知っておりますんで、海にも、川の瀬のようなところがございます。月初めには、東、月末には西の方でございます、左様、その瀬の間はほぼ海面十町程でござりましょうか、ここならば馬もたやすく入れまする」
　盛綱はこの話にすっかり喜んで、家の子郎党にも知らせないで、その男と二人で、案内されるままに瀬を渡ってみた。確かにそこはさして深くなく、膝、腰、せいぜい深い所で鬢びんの毛がぬれる程度であった。暫く行ったところで、男は、
「この南は、もっと浅くなっておりますが、裸はだかのままでは、敵が矢先を揃えて待つ所は通れませぬ」
　といったので、盛綱も、そこから引き返した。この瀬のありかを知る者は、今の所、自分とその男の二人だけであった。盛綱は他の者に聞えるのを恐れて、浜へ着くとその男を刺し殺してしまった。
　翌くる日、又昨日のように平家の小舟が、ここを渡って御覧ごろうじろ、といわんばかりにはやしたてた。今こそと思った佐々木三郎は、昨日瀬踏みしたばかりのところに白葦毛の愛馬をさっと乗り入れた。家の子郎党が七騎後に続いた。驚いたのは源氏の面々である。いかに勇猛の名高い盛綱でも余りに向う見ずなと、参河守範頼も慌てて、
「誰か、佐々木を呼べ、佐々木を留めい」
　と叫んだ。土肥次郎実平が、急ぎ後に追い着いて、
「これ、佐々木殿、お気でも狂われたのか、溺れ死するおつもりか、大将軍がおとめなされているというのに、お留まりあれ」
　と呼びかけた。しかし盛綱は、もとより自信のあるところだから、聞こうともせず、どんどん先へ先へと進んでゆく。実平も仕方なく、盛綱の後に従った。
　馬の胸から、腹、鞍壺くらつぼまで届くところもあった。もっと深いところになると馬を泳がせた。すると又浅瀬が現れるといった具合で、陸で見ていた源氏の一同は、徐々に遠去かって一向に沈む様子もない盛綱に驚いて目を瞠みはった。
「さては佐々木にだまされたか、それ各々方、佐々木に続け」
　参河守の号令一下、三万余騎が一度に馬を乗り入れた。平家方は負けじと矢で応戦してくる。源氏方はそれを物ともせず、兜かぶとの錣しころをかたむけながら、平家の船に乗り移って攻め戦った。いつか戦は全くの混戦で、源平の区別もつかぬ程、沈む小舟があるかと思うと、ひっくり返る舟もあって、戦は夜まで続いた。夜になって源氏は岸に、平家は沖に引揚げて休息をとった。
　平家はそのまま、屋島に帰った。源氏はこれを聞き残念がったが、船がなくてはどうすることもできず、もう追い討ちをかけようともしなかった。
「昔から川を馬で渡ることは聞いているが、海を渡ったとは前代未聞じゃ」
　と盛綱は、大いに面目を施し、備前の児島を恩賞として貰った。
　十月になると、海はやがて波風が激しくなった。低くたれこめた曇り空から霰あられが降って来ると、その淋しさは一層つのるばかりで、屋島に残る平家の一門は都の事ばかり考えて暮していた。その頃都では、大嘗会だいじょうえのため、御禊ごけいの行幸があった。執官は徳大寺左大将実定が務めた。一昨年、先帝の行事があった時、この役をやったのは、内大臣宗盛である。他に三位中将知盛、頭中将重衡などが鳳輦ほうれんの御綱みつなに供奉ぐぶして、ひときわ華やかさを競ったものであった。今度の役は九郎判官で、先陣に供奉していたが、木曽義仲とは違って都なれはしていたが、やはり、平家の公達の優雅なたたずまいを見慣れた目には、平家の時よりも見劣りがすると噂された。
　大嘗会は十一月十八日型通りに行われた。ところで備前にあった参河守範頼は、船のないのを良いことに、室むろや高砂たかさごなどで遊蕩にふけって、すっかり戦を忘れ果てていた。あのまま続けて攻めこめば、もとより微力な平家だから一たまりもなかったのに、それを黙って怠っていたのである。うち続いた戦乱で、民衆の憂いはますます深くなるというのに、あまりにも心ない大将軍のしわざであった。そうこうするうちに、その年も暮れてしまった。


第十一巻


逆櫓さかろ

　元暦二年の正月が来た。九郎大夫判官義経は、法皇の御所に行き、大蔵卿泰経朝臣やすつねあそんへ奏上を頼んだ。
「平家一門は、神、仏からも見放され、君にも捨てられて、都を落ち、西海の波の上に漂う落人おちうどとなって早や三年になりますが、その間、微力ながらまだ生き長らえ、諸国の通行を妨げておりますのは、何としても口惜しいこと、此のたび、義経、地の果、海の果までも平家一門を追いつめ、攻め落さなければ、二度と再び都の土を踏まない覚悟でございます」
　法皇はこの義経の言葉を大変喜ばれ、
「夜を日についでも、逸早く勝敗を決して参るように」
　というお言葉を賜わった。
　義経は喜び勇んで、宿所に帰ると侍達を呼び集めた。
「此のたび、義経は、院の仰せを承わり、鎌倉殿の代官として、平家追討を仰せつけられたのじゃ。陸は駒こまの蹄ひづめの通れん限り、海は櫓ろや櫂かいが漕ぎ得る限り、どこまでも戦うつもりじゃ、もしわしの言葉に異論があれば、即刻唯今、鎌倉へ引上げい」
　といい放ったのであった。
　屋島では、正月も過ぎ、二月になった。仮住かりずまいの生活も、いつか三年を数えていた。噂うわさに脅おびえ、風聞に胸を躍らせ、一日たりとも、心の安まる暇のない生活であった。
　新中納言知盛は、
「東国、北国の輩やからは、平家重代の恩を忘れ、約束を忘れて、頼朝、義仲のいいなりに従った。この有様では、西国の者とても同じようなものではないかと考えたからこそ、あれほど、都に留まり、どうにでもなろうと申しあげたのに、お聞き入れなく、自分の勝手にもならないまま、ここまで落ちのびて、こんな辛い日々を送らねばならぬのは、本当に残念じゃ」
　といわれるのも尤もなことであった。
　義経は、いよいよ決意の色を固めて都を出発、摂津国渡辺から船を用意して屋島へ渡る計画をたてた。
　朝廷では二月の十日、伊勢、石清水八幡に官幣使かんぺいしを立てた。主上並びに三種の神器が、無事都に戻るよう、各社において祈祷を行なうようにとのお使いである。
　渡辺に勢揃いした義経の軍勢は、十六日、いっせいに船の纜ともづなを解こうとしたが、その日は、折柄、北風が激しく吹き荒れて、大波が立ち狂い、海辺に並べられた船の中で、破損したものが何隻か出た。仕方がなく、その日、一日修理のために留まった。東国の武士たちは船軍ふないくさには不慣れなので、誰もが半分おっかなびっくりであった。梶原平三景時が進み出るとすぐいった。
「このたびの合戦には、逆櫓さかろをご採用になっては、いかがでござりますか？」
「何？　逆櫓だと？　それは一体何じゃ」
　義経が尋ねた。
「馬でござりませば、前へ行くのも後へ引くのも手綱一つ、駆引き自在勝手でございますが、船はそうはいきません。そんな場合に備えて、船首、船尾に櫓を立て違え、脇梶わきかじを入れて、進むにも退くにも楽なようにいたすためのものでござります」
　すると義経は、景時をじろりと横目でにらみながら、
「門出に当って、何たる臆病風よ。そもそも戦と申すは、一歩も引かじと覚悟してさえ、戦況不利なれば退却せねばならぬものじゃ。まして始めから逃げ仕度などしていて、戦に勝つことができるものか、貴殿方はその逆櫓とやらを、百丁でも千丁でも、好きなだけおつけになるがよかろうが、この義経は、元のまま、一つの櫓で結構じゃ」
　と、ぷいと横を向いた。すると景時も、負けてはいなかった。
「そもそも、名将といわれるほどのお方は、引くべき処も心得、進むべき時は進み、進退処を極めて身を全うするものでござりまして、さように、片手落ちな融通のきかぬ者を、進むを知って退くを知らぬ猪武者いのししむしゃと申すのでござります」
「さようか、猪だか、鹿だかは知らぬが、戦とはひた押しに押し勝ってこそ、快勝というものじゃよ」
　義経の言葉に、東国の大、小名は、目引き袖引きして、景時をあざ笑うのであった。その日、義経と景時との間に、あわや、一いくさありそうであったが、どうにか同志討ちだけはおさまった。
　義経は、船の並んでいるところまで来ると、
「どうやら、修理もできたようじゃな、先ず酒肴しゅこうを用意して、一杯祝い酒といこう」
　と、酒宴の用意を装って、船に米やら、武具、馬などまで積みこんだ。
「さあ、仕度ができた。急ぎ船を出せ」
　驚いたのは、水夫や梶取たちである。
「順風とは申せ、このあたりでこの分では、沖は、さぞかし吹き荒れておるに違いありませぬ。一寸ご無理かと存じます」
　義経は、みるみる顔を真赤にして、怒りだした。
「もしこれが、沖で、強風に逢ったとき、風がこわいといって留まっていられるか、野山に野垂れ死するも、海、川に溺れ死するも、すべて前世の宿業じゃ、これが向い風だというのなら、このわしもあえて無謀はいたさぬが、順風とあっては、怖こわいといって留まってはおれぬ。船を早く出せ。出さねば、一人一人、射殺すぞ、それ、者ども」
　と側近の者達を顧みると、佐藤三郎、四郎兄弟、武蔵坊弁慶などの名だたる面々が、今にも弓を引きしぼるかのように、
「ご命令じゃ、早くいたせ、背く者は、これで、いちいち射殺すぞ」
　とにらみつけた。
「こうなっちゃ仕方がないよ。どうせ死ぬ身なら同じことだ、風がこわければ、こいでこいで、こぎまくって死んでやれ」
　半ばやけっぱちになった梶取たちの中で、船を出そうという者も出てきた。二百余艘のうちこぎ出したのは五艘で、義経の船を始めとして、田代冠者たしろのかんじゃの船、後藤兵衛父子、金子兄弟、淀江内忠俊よどのごうないただとしという船奉行の乗った船であった。残りは、恐ろしいのと景時に気兼ねしたりして、出発しようとしなかった。
「人が行かぬからといって、取りやめることもなかろう。普段は、用心している敵も、まさかこの大風、大浪ではと油断しているに違いない。そこをつけこむのじゃ。各々方の船に灯をつけると平家方の目にもとまり、すわ、大勢押し寄せた、と警戒されるであろうから、この義経の船を本船として灯をつけるから、それを目標に航行せよ」
　と義経は命令を下した。一晩中こぎ続け、普通三日かかる所を三時間で過ぎてしまったのは、まさに奇跡というよりほかはない。二月十六日夜中に渡辺を出た船は、十七日の夜明け近くには、阿波に着いていたのであった。


勝浦合戦

　間もなく夜が明けて来た。渚なぎさのあたりを見ると、赤旗が何本となく風にひるがえっている。
「すわ、敵は、はや待ち受けていたと見える。渚近くなって馬を下せば、敵の的になるに決まっておるから、渚へ着く前に船を踏み傾けて馬どもを海へうっちゃり、船近くを泳がせ、馬の足が立ち、水が鞍のあたりまでになったら、一斉に乗り移ることにいたそう」
　義経の下知通り、渚近くへ来てから、船を傾け馬を海の中へ追い出した。五艘には五十余匹ばかりが積まれていたのを、全部海へ下すと、今度は、余り遠くに行かぬよう、船の近くを泳がせた。岸も近くなり、馬が泳がなくても立てるようになったところで、五十余人が一斉に飛び乗った。義経は、五十余騎の先頭になって、どっと渚にうちのぼった。渚では、百人ばかりの兵が、弓を構えて待ち受けていたが、五十余騎のすさまじい勢いに、これはたまらぬと、二町ほど引き退いた。
　義経は、浜辺で一息入れていたが、伊勢三郎義盛を呼びつけて、
「あの軍勢のうちに、適当と思う男がいたら、一人連れて参れ、一寸聞きたいことがあるのじゃ」
　義盛は、唯一騎で、百騎の中に駆入ったかと思うと、何と言い含めたものか、四十近い黒皮縅くろかわおどしの鎧よろいを着た男を連れて帰って来た。
「あやつは何と申す者じゃ？」
　義経が尋ねると、義盛は、
「当国の住人、坂西近藤六親家ばんざいのこんどうろくちかいえと申します」と答えた。
「何家なにいえでも構わん、とにかく今日からは屋島の案内人じゃ。これ、者ども、やつから目を放すな、鎧を脱がすな、逃げようとしたら即座に射殺せ」
　と、家来たちに命令しておいてから、親家を呼んで、
「この浜は何というところじゃ？」
「勝浦と申します」
「何？　勝浦だと、世辞もほどほどにいたせ」
「いえ、お世辞など、めっそうな、確かに勝浦と申します。この辺の者は、言いやすいようにかつらといっておりますが、字では勝浦と書くのでございます」
　義経は、笑みを浮べて聞いていたが、全軍に向って叫んだ。
「聞いたか、皆の者、戦の門出に勝浦に着いたとは、何たる縁起のよさ、この戦には早くも勝利の兆きざしがみゆるぞ」
　そういってから、
「それから、もう一つ聞きたいことがある」
　再び義経は、親家に向っていった。
「このあたりで、平家の後楯する者は誰じゃ」
「左様でござりますな。阿波民部重能しげよしの弟桜間介能遠さくらまのすけよしとおなどがおりますが」
「よし、それならば、先ず先陣の血祭りじゃ」
　義経は、親家の手勢の中から二十騎ばかりを供に加えると、能遠の城に攻め寄せた。城は三方を沼に囲まれ、一方は堀であった。義経は、堀の方から押し寄せた。城内からは、雨のように矢を射かけてくるが、血気にはやり立つ源氏の者たちは、この矢をものともせず、堀を乗り越えて城内に攻め込んでいった。能遠たちは、もはや敵わぬと思ったのか、家の子郎党たちが必死の防戦をしている中を、屈強の馬に乗って逃げ落ちてしまった。源氏方は、防戦に務めた者たちの首を切って、軍神に祭り、鬨ときの声をあげて、最初の勝利を祝した。


大坂越おおさかごえ

　義経は、また親家を呼んで尋ねた。
「ここから、屋島へはどれほどの道のりがあるか」
「約二日でございましょうな」
「今のところ、屋島の平家は、どのくらいの数であろうかな？」
「千騎より多いとは思いませぬが」
「何とまた、左様に少ないのじゃ」
「四国の浦々、島々の要所要所に、百騎、五十騎と分散させてございます上に、丁度、ただ今、阿波民部重能の息子田内でんない左衛門教能のりよしが、三千余騎で伊予へ向っておるのでござります」
「すると今は、まさに絶好の好機、その隙すきに乗じて攻め寄せるといたそう、さて者ども、急げ」
　義経は、阿波と讃岐の境の大坂越という山を強行軍で越えて、屋島へ向った。その途中、義経たちの一行は、手紙を持って山道を急ぐ男に出逢った。夜の事で、顔や姿もはっきりしないせいもあって男は、まさか、義経勢とは思わず、唯、味方の者が、山越えして屋島へ行くところとばかり思いこんで、いろいろ話をするのであった。
「我々も屋島へ参るところ、道中不案内じゃ、先導してくれぬか？」
　義経がいうと、男は、少しの警戒心も見せず気軽く引き受けるのであった。
「しょっ中行ってますからね、道はよく知ってますよ。どうぞ、どうぞ、私の後についておいでなされ」
「それで、そなたは、誰何どなたのお使いで何処へ参るのじゃ？」
「それがね、都の女房方から、屋島においでの宗盛卿へお手紙をことづかっておりましてね」
「一体何の文じゃ？」
「何でも源氏の軍勢は、淀の河尻かわじりに寄せたとかいう話で、おおかた、そのことが書いてあるんじゃないですか」
「何？」
　途端に義経の顔色が変った。
「確かにそのことに違いない、誰か、その男を押えつけて文をうばえ」
　と命令した。驚いたのは、その男である。今の今まで味方とばかり思っていたのが、実は源氏の同勢と聞いては、唯、足がすくむばかりで声も出なかった。そのうちに持っていた手紙をうばい取られた上、そのあたりの木に、ぐるぐる巻きにしばりつけられた。
　義経が、その手紙を開いてみると、確かに女文字で、
「義経と申すは、まことに素早い男でございまして、どんな大風大浪も平気で海を渡る男でございますから、何卒くれぐれもご油断なく、軍勢は一まとめにしてご用心なされますように」
　と書かれていた。
「うん、これはまさしく、天が義経に与え下されたものに違いない。帰ったら、鎌倉殿にお見せしよう」
　義経は、手紙をふところの奥深くしまい入れた。
　翌くる日、大坂越の麓、讃岐の引田に着き、少し休息してから、再び屋島目指して行軍を開始した。義経は再び親家を呼びつけて尋ねた。
「此処ここから、屋島へ渡る海の様子はどうじゃ？」
「干潮の時は、陸と島の間は、馬の太腹までもござりませぬ」
「うん、それは有難い、では、敵の気付かぬ先に攻め寄せよう」
　と、高松の民家に火を放ち、屋島の城を目がけて押し寄せた。
　丁度屋島では、阿波民部重能の息、教能が、伊予の河野四郎が平家に背むいたのを攻めて、河野だけはうちもらしたが、家の子郎党、百五十人の首を取ってきたので、宗盛の宿所で首実検の真最中であった。すると、高松の民家が火事だという知らせが入った。
「昼間のことで、過失とは思いませぬ、恐らく、源氏が押し寄せたものと思われます。それも定めし大勢でございましょう。とり囲まれては敵いませぬ、さあ、早く逃げた方がようございます」
　という家来の言葉をうのみにした平家一門は我先にと汀みぎわにつないであった船にとびのると、慌てて沖に向ってこぎ出した。
　御所の船には、女院、北政所きたのまんどころ、二位殿以下の女房、又宗盛親子は同じ船に乗った。一町ばかり漕ぎ出したとき、渚に現われたのが源氏の同勢七、八十騎であった。
　丁度干潮ひきしおで、馬の太腹から、浅いところは脚のあたりまでしかない。水しぶきを一斉にあげて、七、八十騎がかけ入った様子は、とても百騎足らずの小勢には見えなかった。更に義経は、敵の目をくらますため、五、六騎、七、八騎と、あちらから現われ、こちらにかけ抜け、何度も、何度も、出てくるのであった。


嗣信の最後

　義経は、その日、赤地錦の直垂ひたたれ、紫裾濃むらさきすそごの鎧よろいを着け、鍬形くわがた打った兜かぶとの緒おをしめ、黄金こがね作りの太刀たちを佩はいた、天晴れ大将軍の姿で、重籐しげとうの弓の真中あたりを握りしめ、沖の平家に向って、大音声で名乗りをあげた。
「われこそは、院宣を蒙り、朝敵追討の為遣わされたる、検非違使五位尉源義経なるぞ」
　続いて、伊豆国住人田代冠者信綱、武蔵国住人金子十郎家忠、同与一親範ちかのり、伊勢三郎義盛、後藤兵衛実基、同新兵衛基清、奥州佐藤三郎兵衛嗣信、同四郎兵衛忠信、江田えだの源三、熊井太郎、武蔵坊弁慶といった、いずれおとらぬ一騎当千の強者たちが、続々と名乗りをあげるのであった。沖でこの様子を見ていた平家は、
「あいつを射とれ、あいつを射てしまえ」
　とばかり、一斉に矢を射かけてきたが、源氏の兵は、そのくらいには物ともせず、左に右に体をかわし、渚に引きあげてある船を手頃な防壁にして、戦いを続けるのであった。源氏方の後藤兵衛実基は、長年の軍いくさの経験から、磯の戦はさしおいて、数人の郎党をひきいて内裏に乱入、あちこちに火を放った。もともと俄か建築の内裏は、たちまちのうちにすっかり灰になってしまった。
　船の上からこの様子を見ていた宗盛は、さすがに口惜しそうに尋ねた。
「敵は内裏に火をつけたな、源氏の勢は、ほぼ何人ぐらいじゃ？」
「どうもさき程から見ておりますと、入れ替り立ち替り出て参りますが、実のところは、せいぜい七、八十騎に満たぬ数のようでござりますな」
「何と、七、八十騎？　たったそれだけであったか、彼らの髪の筋を一筋ずつ分けて取って数えても、我らの方が多い程なのに、すっかりだまされて慌てて逃げ出し、内裏まで焼かれてしまったのは、何たる不覚、それ能登殿はおらぬか、陸に戻って一戦して参られい」
　平家のうちでは聞えた勇将の能登守は、越中次郎兵衛盛次を先頭に、五百余人が小舟にうち乗り、渚まで取って返した。
　義経勢は、丁度矢ごろにうってつけのところに陣取って待ち構えた。
　先頭に立った盛次は、舟の屋形に立ち上って叫んだ。
「先程、お名乗りなされたようであったが、何分、海の上のことで聞き取れぬことも多く、今一度お尋ね申す。今日の源氏の大将軍は、一体誰方でござる？」
　源氏方からは、伊勢三郎が立ちあがって答えた。
「聞くまでもないこと、清和天皇、十代の後胤こういん、鎌倉殿の御舎弟ごしゃてい、九郎大夫判官殿じゃ」
　すると、盛次が再び立ちあがって、
「成る程、それでよくわかり申した。その判官殿と申さるるは、平治の合戦に負け、父を討たれた後みなし子となり、やがて鞍馬くらま寺の稚児ちご、後には金商人かねあきんどの後にくっついて、奥州まで食糧を背負うていった小忰こせがれのことであろう」
　すると義盛が再び立ちあがった。彼の顔は、興奮で真赤になっていた。
「まったく、よくしゃべる奴じゃ、そういうお前らこそ、砥並となみ山の戦で散々にうち負かされ、乞食して都へ上ったのではなかったか」
　盛次も負けてはいなかった。
「そういう御辺こそ、伊勢国、鈴鹿すずかの山賊であった者だろう」
　きりのないいい合いに、源氏方の金子十郎が進み出た。
「いつまで、つまらないざれ言を言っておるのじゃ、そんな空言の雑言なら、誰だっていえる。それ、今度は去年の一の谷の戦で、よくよくご承知済みの武蔵、相模の若武者の手並をおみせしよう」
　家忠がいい終らないうちに、弟の与一親範が、弓に矢をつがえてひょうと射ると、矢はたちまち盛次の鎧の胸板の裏にまで突き刺さった。両軍はこの一矢でしんと鎮まり返った。
　教経は、平家第一といわれる程の弓の名人であり、豪勇を以て知られた男であったが、舟軍ふないくさには舟軍の仕方があると、鎧直垂を着けず、唐巻染からまきぞめの小袖に、唐綾縅からあやおどしの鎧を着け、いか物作りの太刀を佩いた身軽ないで立ちで、次から次へと矢をくり出した。教経の矢面に立った者で、射通されぬ者は一人もなかった。教経は、どうにかして、義経に近づき、一矢報いたいと思った。しかし源氏方もそこは心得たもので、伊勢三郎、武蔵坊弁慶といった義経の側近が、馬の頭を一面に立て並べて、義経の矢面に立ち塞がっていた。
「そこどけ、矢面の雑兵ども」
　教経は、そう叫ぶと、矢次早やに、鎧武者十騎ばかりを攻め落した。中でも、先頭を切って進んでいた三郎嗣信は左の肩から右の脇腹へ射抜かれ、たちまち馬から転がり落ちた。教経の近習で菊王丸という大力の若者が、嗣信の首を取ろうとかけ寄ってきたところ、弟の忠信は、兄の首は渡さじと、菊王丸目がけて矢をひょうと放った。菊王丸は、草摺くさずりのはずれを向う側まで射通されて、四つんばいになった。教経は、左手に弓を持ったまま、右手で菊王丸をつかむと、船へ、からりと投げ入れたが、深傷であったから直ぐ息が絶えた。菊王丸は、もと越前三位通盛卿に仕えていたが、通盛討死後、弟の能登守に仕えて可愛がられていた。教経は、菊王丸が討たれて、すっかり気力を消耗したのか、一先ず船へ引揚げた。
　義経は、嗣信を陣の後あとに運ばせると、急いで馬からとび下りた。
　嗣信はもはや、虫の息であったが、義経の声で、かすかに目を開いた。
「気分はどうじゃ、嗣信」
「今は、もはや、これまでと覚悟いたしております」
「何か、言い残すことはないのか」
「何もございませんが、唯、君のご出世のお姿も見ずに死ぬのが心残りでございます。と申して、弓矢取る身が、同じ敵の手にかかって死ぬのは、何よりも本望、更に、源平の合戦に、奥州の佐藤三郎兵衛嗣信、君の御身代りとなり、屋島の磯にて討死と末代までも名を残すとは、一生の面目、冥途の土産でございます」
　といううちにも、次第に言葉が聞き取れなくなって、ついに息が絶えた。
　義経始め、並みいる面々も涙を拭うのであった。
「このあたりに坊主がいたら連れて参れ」
　義経の命令で、坊主が探し出されて来ると、
「今、なくなった手負いの者のために、弔いを頼む、その代りにこれを遣わそう」
　と、大夫黒たいふぐろと呼ばれた義経愛用の稀代の名馬に、鞍までつけて僧に与えたのであった。
「この君のためならば、命もいらぬ」
　と侍たちは、義経の志に深く感激するのであった。


那須与一

　そのうち、四国の中でも、平家に味方せず、源氏の到着を待っていた者が、あちこちから集って来て義経の兵力も三百騎近い数になった。
「今日はもはや、日も暮れて参った。勝負は明日じゃ」と源氏の勢も、戦闘をやめ、引き退こうとしている時だった。暮れかかる夕もやの中から一艘の綺麗きれいに飾った小船が汀に向って滑るように近づいてくると、ぴたりと進むのを止めて、船を横向きにした。「何だ、何だ」と渚の源氏勢が、面白がってみていると、小舟の中から現れたのは、紅の袴はかまをはいた十八、九と覚しい美少女で、紅の地に日の丸のついた扇を取り出すと、それを船のへりに立て、渚に向ってさし招いた。
　義経は、後藤兵衛実基を呼んで尋ねた。
「あれは、一体、何のつもりじゃ」
「多分、あの扇を射よということでござりましょうが、或は、殿が、あの美女に見とれているところを、誰か手練の者に射させようという魂胆こんたんかも知れませんな。とにかく、扇は射た方がよろしゅうござりましょう」
「さようか、平家も面白いことを思い付くものだのう、さて、誰にやらせよう、そなた、知らぬか」
「そうでござりますな。弓の名手は多勢おりますからな。そうそう、下野国住人那須太郎資高すけたかの息、与一宗高と申す男は如何いかがでございましょうかな。小男ではございますが、腕は確かなものでございます」
「証拠があるのか？」
「よく、空飛ぶ鳥を射落す腕を競って、勝負いたしますが、三羽に二羽は必ず射落す男でございます」
「それならばよかろう、探して参れ」
　義経に呼びつけられた与一は、まだ二十そこそこの若者で、赤地錦をあしらった直垂に、萌黄縅の鎧を着用、二十四さした切斑きりふの矢を負い、薄切斑に鷹たかの羽は割りあわせて作り、鹿の角を使った鏑矢かぶらやをさし添えていた。重籐の弓を脇にたばさんだ形通りの装立ちで、義経の前にかしこまった。
「よう、宗高、そなたの名はよく存じておるぞ、どうじゃ、あすこに見ゆる扇の真中を射て、敵に見物させてやろうと思うのじゃ、やってみる気はないか？」
　与一は暫く考えていたが、きっと若々しい顔をあげた。
「中々、難しい事故、万一にも仕損じることがあるかも知れませぬ。その時には、源氏方の名にもかかわりましょう、誰方か、確かに射る者にご命令下さい」
　義経はこの言葉をきくと、さっと怒りの色を面に現した。
「鎌倉を発たって西国に参った者は、義経の命にそむくことは許されぬ、さもなくば、とっとと鎌倉に帰れ」
　そうまでいわれては、もはや辞退するすべもない。与一は、
「ご命令とあらば、いたし方ござりませぬ、外れた時は、仕方ござりませぬ、とにかく、やってみることにいたしましょう」
　そう覚悟を決めると、家紋をほりつけてある金覆輪の鞍を置いた、たくましい黒馬にまたがると、汀に向って静かに乗りだしていった。この悠々たる姿に、源氏の者達もほっとした様子で、
「あの男なら、きっとやるだろう」
　といって囁き合っていた。
　矢ごろが少し遠いので、与一は馬を六間程海の中にうち入れた。しかし扇までは、まだかなりの距離がある。
　二月十八日午後六時頃のことである。折柄、北風が激しく吹いて、舟は上へ下へとゆれるので、それにつれて、扇も上下に動揺していた。陸の源氏、海の平家は音一つせず、しーんと静まり返って、この様子を眺めている。与一は、じっと目をつぶった。
「南無八幡大菩薩、我が生国の日光権現、宇都宮那須湯泉ゆぜん大明神、願わくは、あの扇の真中を射させ給え。もし射損ずることあらば、生きて再び故郷に帰る事もできませぬ。何卒お力を与え給え」
　目を開けてみると、心なしか、風が少しおさまって、扇の位置も、さっきよりは安定しているようであった。与一は、漸く気を取り直すと、心を落ちつけ、鏑矢をつがい、ねらい定めて、ひょうと放った。小男とは言いながら、名うての強弓、鏑矢は、あたり一面に響く程の音をたてながら、扇の要かなめの一寸ばかりの所に見事に突き刺さり、扇は空に舞いあがり、きりきりと一つ二つ舞っていたが、さっと海に落ちていった。紅に日の丸を描いた扇が、波にゆられ、浮きつ沈みつしているのを見ながら、平家は舷ふなばたをたたき、源氏は箙えびらをたたいて、この見事な弓取りを賞ほめ讃えたのであった。


弓流し

　見事な弓振りに興が湧いたのか、平家の小舟の中から、五十近い黒皮縅の鎧を着た男が、白柄の長刀を持ち、扇の立っていたところで舞い始めた。与一が、同じ場所で、その様子を眺めていると、後へやって来たのは伊勢三郎義盛であった。
「殿の仰せじゃ、奴も射てしまえ」
　与一は一瞬ためらったが、命令とあれば仕方なく、中差なかざしの矢をとって、再びひょうと射た。矢は男の胸の真唯中をつらぬいて、真逆様に舟底に転がり落ちた。
「よくぞ、射たものよ」
「いや、余りにも、情をわきまえぬ」
　と味方のうちにはいろいろいう者があったが、今度箙をたたいて喜んだのは源氏だけであった。
　平家も、さすがに、口惜しいと思ったようであった。今度は一人ずつ、弓、楯、長刀を持った者三人が渚に上ってきて、
「ここへ寄せろ、寄せろ」
　と源氏方をからかった。義経は、かっとなって怒鳴った。
「小しゃくな奴らじゃ、それ、若党ども、馬で蹴散らせ」
　美尾屋みおのや十郎兄弟、或は、丹生にふの四郎、木曽中次の五騎が駆けだした。
　真先に進んだ美尾屋十郎の馬が、矢を射込まれてどうと倒れた。十郎が太刀を抜くと、今度は、楯のかげから大長刀を持った男が現れて、ぐるぐると振り廻した。小太刀と大長刀では勝負にならぬと、十郎が逃げ出すと、今度は、右手を伸ばして十郎の兜の錣しころをしきりに掴つかもうと追っかけてくるのであった。三度も掴みそこなって四度目に漸く掴まえたが、十郎も、ここで捕えられては敵わぬと、頭に力をこめて引っ張ったので、鉢附はちつけの板からふっきれてしまった。十郎はやっとのことで味方の馬のかげに入った。後の四騎は、遠くから眺めていた。白柄の長刀を持ったその男もそれ以上は深入りせず、兜の錣を高くさしあげると、大音声に呼ばわった。
「遠からん者は音にも聞け、近くばよって目にも見よ、我こそは、上総悪七兵衛景清かずさのあくしちびょうえかげきよじゃ」
　この大音声に平家の者たちも、わっとどよめき立った。
「それ、悪七兵衛討たすな。景清に続け」
　と二百余人が渚にのぼり、楯を重ねてつき並べ、源氏勢をさし招いた。
　義経も、見過しにはできず、田代冠者を先頭に、後藤兵衛、金子兄弟に脇を守らせながら、総軍八十余騎が、わあっと鬨ときの声と共に攻め寄せた。この勢に、平家方は殆んどが徒歩武者であったから、馬に蹴散らされては敵わないと、一散に舟に乗り移って退却した。源氏勢は、勝に乗じて、馬の太腹がつかる当りまで海に馬を乗り入れて、平家の小舟を追い討ちした。平家方は、海の上では、熊手で、義経の兜の錣しころを引っかけようと、あちらこちらから、熊手を打ちかけて来るので、源氏方は太刀や長刀の先でうち払いながら戦を続けていた。その時どういうはずみか、義経が持っていた弓を海中へ取落してしまった。義経は、うつ伏せになって弓を拾おうと、必死になった。平家方は、得たりとばかり弓を引っかけようとする者、義経の兜目掛けて、打ちかけようとする者が、義経の馬の囲りを取り巻いた。義経の側近が心配して、
「殿、弓をお捨てなされ、お捨てなされ」
　と怒鳴ったが、義経は知らぬ振りをしたまま、とうとう弓を取り上げると、嬉しそうに、にっこり笑って渚へ引き揚げた。
「たとえ、いかに大切なお弓でも、お命には換えられませぬ、大将軍としては、いささか軽率ではございませぬか？」
　と、老武者が諫いさめると、義経は、
「いやいや、弓が惜しい位ならば、わざわざ取りはせぬ。叔父為朝の如き弓ならば、わざとでも落すであろうが、この張りの弱い弓を敵が拾って、源氏の大将軍、源九郎義経にしては、何たる弱い弓じゃとあざけられるのが口惜くて、命にかけても拾い上げたのじゃよ」
　というのであった。
　漸く長かった戦いの一日が暮れて、平家の船は沖に、源氏は、牟礼むれ、高松の野山に陣を敷いた。源氏方は、一昨日渡辺の浜を出てから、不眠不休の三日間で、すっかり疲れ果て、横になると同時に、前後不覚で眠りこんでしまった。しかし、義経と伊勢三郎だけは、夜っぴいて目を光らせ、敵の来襲に備えていた。その夜、平家方は教経を大将として夜討ちをかけようという計画が、持ちあがっていた。ところが、越中次郎兵衛と海老えみの次郎が、先陣を争っているうちに、その夜も、空しく過ぎてしまったのは、何としても平家に運がなかったのである。もしあの夜、平家が攻め寄せていたら、いかに義経、義盛が孤軍奮戦しても、果して勝ったかどうか危いものだったからである。


志度しど浦合戦

　翌日になると、平家は、志度の浦へ引き退いた。義経ら八十余騎は、渚伝いに志度へ追い討ちをかけた。海上からこの様子を見ていた平家勢は、
「源氏は小勢なるぞ、中にとりこめて討て」
　と、千余人ばかりが、渚にあがって、源氏方を取り囲んで討ち取る気配に見えた。そのうち、屋島に残っていた二百余騎の源氏が一斉にかけつけて来た。平家はこれに驚いて、人数も見極めぬうちから、
「源氏方は後より大勢続いているぞ、こちらが取囲まれては面倒なり」
　と慌てふためいて、船に乗ってしまった。
　船に乗った平家一門には、今や、落ち行く先の目当もなかった。折角、本拠と決めていた四国は攻め落され、九州の大勢は、ほとんど源氏に呼応している。今は唯、海の上を、潮にひかれ、風にまかせて、流れてゆくだけであった。
　義経は、そのとき志度の浦で首実検をしていたが、伊勢三郎義盛を呼んで言った。
「阿波民部重能しげよしの息、田内でんない左衛門教能のりよしとやらは、伊予の河野を討ち取りに参り、河野は討ちもらして昨日首百五十ばかりを先に屋島に送り届けた上、今日は自身三千騎をひきいて屋島に着くという話じゃ。そなた、ご苦労じゃが、源氏方に味方するようすすめて見てはくれぬか」
　義盛は、十六騎の供に白装束を着せ、白旗を持って出発した。やがて、途中、両軍はぱったりとぶつかった。義盛は、使いを送っていった。
「かねてお聞き及びのことと存じまするが、鎌倉殿の御舎弟、九郎大夫判官殿は、平家追討のため、西国へお下りになっておりますが、私はその家来で、伊勢三郎義盛と申します。実は、直きじき、大将にお目通りの上、申し上げたいことがございます。戦をするつもりではありませんから、この通り、鎧、兜も身に着けず、弓矢も持っておりません、何卒、お通し下され」
　というと、三千余騎が、さっと中を開いて、通行を許した。義盛は、教能に目通りすると、
「お聞き及びのことと思いまするが、鎌倉殿の御舎弟、九郎大夫判官、院宣を承まわって、西国へ下っております。私は、その家来伊勢三郎義盛と申します。一昨日、阿波、勝浦に着き、貴殿の伯父御、桜間介さくらまのすけ殿を討ち取り、続いて昨日は、屋島に向い、御所、内裏を焼き払いました。宗盛卿父子は生捕り、主上は御入水、能登殿はご自害、その他、ご自害、ご入水数知れぬ程で、残った輩やからも、今朝、志度の浦にて、全部討ち取りました。貴殿の父君も降参しておいでで、この義盛が一晩お預りいたしましたが、貴殿のことばかり案じておられ、ああ、気の毒なは、わが子教能よ、お味方する平家が、かような事になったのも知らず、明日は戦をして討たれるであろうと、そればかりを案じておらるるのがお気の毒で、そのことをお知らせするため、こうやって参ったのでござります。如何いかがでござろうか、兜を脱ぎ、弓を外して、降人に下り、今一度父君の顔を見られては」
　教能は、道々、平家敗戦の知らせに、不安を感じていた矢先だっただけに、義盛の情理を尽した言葉には、一も二もなく、ころりと参ったのであった。大将が兜を脱ぎ弓を捨ててしまったのだから、三千余騎も、今更戦っても仕方がないと、皆降服したので、義盛は、十六騎の小人数で三千余人をまんまとあざむいて引揚げて来た。
　教能は義盛に預けられたが、ついてきた三千余人は、
「世の乱れを鎮め、国を治めて下さる方だけが主君でございます」
　というので、そのまま義経の手勢に加えたのである。
　さて、義経たちと渡辺の浜で、別れわかれになったままの二百余艘の源氏は、ようやく二月二十二日になって、梶原を先頭に屋島に着いた。
「今頃来ても用はない。五月五日を過ぎた菖蒲しょうぶ、法会に間に合わぬ花、喧嘩の終ったあとの棒ちぎり」と人々はあざ笑うのであった。
　義経が都を発った後、住吉の神主で長盛という男が、院の御所へいって、
「十六日の夜半、当社第三の神殿から、鏑矢の声が、西を指して行きました」
　と奏上した。
　法皇はこの吉兆をきいてお喜びになり、御剣ぎょけんを始め種々の神宝を、住吉の大明神へおさめられることになった。


壇の浦合戦

　義経のひきいる源氏勢は、参河守範頼のひきいる一軍と、周防すおうで落ち合い合流した。平家が長門国引島ながとのくにひくしまに着くと同時に、源氏が同じく長門の追津おいつに着いたのは、天の配剤であったろうか。
　紀伊国の住人で、熊野別当湛増たんぞうという者があった。代々、平家に縁故浅からぬ関係にあり、このたびの戦にも、平家方が心頼みにしている水軍の一人であった。天下の形勢が次第に平家に不利になってくると、湛増の考えも段々変り始めていた。とても自分一人では決め兼ねたので、田辺の新熊野いまくまのに七日間、参籠して祈誓をこらした。ご託宣の結果は、白旗につけとのお告げであった。しかし湛増は、まだこれだけで決めてしまうには、平家に並々ならぬ恩顧を蒙り過ぎていた。そこで赤い鶏と白い鶏を七羽ずつ、権現の神前で勝負させると、赤い鶏は一匹も勝たず、みな負けてしまった。この上はと、湛増も心を決めて一族の者を引き連れ、二千余人が、二百余艘の兵船に乗って、壇の浦へ繰り出してきた。熊野権現の一つ、若王子にゃくおうじのご本尊を乗せ、旗の横上よこがみには金剛童子を書いた、この湛増の兵船が現れると、源氏も平家も、共に手を合わせて拝んだ。ところで、湛増の兵船が、予期に反して源氏方についたのには、平家もあきれ返っているのだった。伊予の河野四郎も、百五十艘の船を引き連れ、源氏方に加わった。
　源氏の船は三千余艘、平家の船は千余艘、船の数では源氏の方が群を抜いていた。平家の船には唐船とうせんが混っていた。
　源平最後の決戦の火ぶたは、いよいよ切って落されんとしている。その日、元暦二年三月二十四日、早朝を期して、豊前国田浦たのうら、門司もじの関、長門国赤間あかまが関、壇の浦で、源平両軍の矢合せが行なわれることも決まった。
　その決戦に先立つ前、義経の陣営で、一寸したいさかいがあって、危く、義経と景時が、同志討ちするような事件が起った。
　事の起りは、景時が義経の前で、当日の先陣を望んだことからであった。
「此の度の戦の先陣、是非、それがしにお任せ下され」
　景時がそういって一歩進み出ると、義経は、ついとそっぽを向いていった。
「さよう、この義経がいなければのう、だが残念なことに、先陣はこのわしじゃ」
　すると、景時がさっと顔色を変えてつめ寄った。
「何と仰せらるる、殿は大将軍でござる、大将軍は先陣などつとめる者ではござらぬ」
「何？　大将軍とな、こりゃ始めて聞いた。大将軍は鎌倉殿、わしは軍いくさ奉行を承ったまでのこと故、そなたたちと同じことじゃ。そなたたちと同じなら、先陣を承っても差しつかえござるまいが」
　とても先陣を与えてはくれそうもない義経の言葉に、愛想をつかした景時は、聞えよがしにつぶやいた。
「まったくこの殿は、生れつき人の主にはなれぬものとみえるな」
　景時の言葉を耳にした義経は、太刀の柄に手をかけた。
「そなたこそ、日本一のおろか者よ」
　こうなれば、売り言葉に買い言葉である。景時も、さっと顔色を変えて、同じように太刀に手をかけた。
「何をなされる？　この私、鎌倉殿よりほかには、主という者を持たぬ身じゃ」
　この様子に、景時の息子、景季かげすえ、景高、景家始め、家の子郎党十四、五人も、てんでに打物をとり、今にもうってかかろうとする様子をみせた。一方、義経の方でも、伊勢三郎を始めとした側近の面々は、主君危うしとばかり、景時目がけてつめ寄ろうとして、あわや、血の雨も降ろうかと思われたとき、騒ぎを聞いて、驚いてかけつけた三浦介義澄が義経に、土肥次郎実平が景時に、取りすがっていうのだった。
「何ということをなされます、気でも狂われたのか、明日の決戦を前に控え、同志討ちなどとは、以ての外の言語道断、平家の思う壺にはまるようなものでございます。又鎌倉殿がお聞きになられましたら、どんなにご立腹の事かわかりませぬ、何分、ご両所よくお気を鎮めて下されませ」
　と心をこめて諫めたので、義経も尤もな事だと怒りを解き、太刀から手を放したので、どうにか事なきを得たのである。しかし以後、ますます景時は、義経を忌み嫌うようになった。義経失脚の原因はこんな所にもあったのである。
　やがて、朝が来た。源平両軍の間は、僅かに三十余町しかはなれていない。
　源氏は潮流に向って対陣していたので、心ならずも押し流され、平家は追い潮にのって前へ出てきた。汀近くで待っていた梶原景時は、ゆうべのうっぷんをこの時に晴らそうというつもりか、行き違う平家の船を熊手で引っ掛け、引っ掛け、敵の舟に乗り移って散々に暴れ廻り、首級をいくつか分捕ってこの日第一番の手柄をあげた。
　やがて、勢揃いした源平の両陣は、声を合わせて鬨ときをあげた。その声は西海の波をはるかに越え、遠く梵天ぼんてんまでも聞えるほどであった。
　新中納言知盛は、舟の屋形に立ち現れると、大音声をあげて叫んだ。
「いかに、名将、勇士といえど、運命が尽きれば力及ばぬが、誰しも名は惜しいものじゃ、東男に弱味を見するな、この期に及んで命を惜しむな、これ以上、一歩も退くな、進めや者ども」
　これに応じるかのように、悪七兵衛景清が、一足前へ進み出た。
「何の坂東武者の千や二千、そもそも、彼らは陸の上でこそ広言を吐き申すが、船軍ふないくさなどは、生れてこのかた経験のない者ばかり、木にのぼった魚同然、ひっ捕えて海につけてやるがよろしい」
「どうせ、海に投げ込むなら、大将義経をねらうに限りますわ。義経は、背の低い色白の、前歯が少しそっ歯の男でござるから、一目見ればわかりまする。ただ、よく鎧、直垂を着替えると申しますから、一寸見分けにくいかも知れぬが」
　越中次郎兵衛がそういうと、景清は、はったと源氏方の舟をにらみつけながら、
「何をあの小童こわっぱめが、多少、心強い奴と申しても、何程の事があろうか？　片脇にはさんで、海に入れてやろう」
　というのであった。
　知盛は、全軍に指揮を下したあと、宗盛の前に出ていった。
「今日は、味方の兵、士気すこぶる旺盛に見受けられます。唯、気になるのは、阿波民部重能がこと、どうやら内通の気づかいがございます。早いところ、首をはねたらいかがでござろうか？」
「何、重能が？　あれほど、勤めておる者がまさか左様なことはあるまい。たいした証拠もなしに、簡単に首をはねるわけにもゆくまい。ともかく、呼んで参れ」
　重能は、木蘭地の直垂に、洗革あらいがわの鎧を着けた装立ちで、宗盛の前に現れた。この男の顔を見た時から、知盛は腹が立って仕方がなかったが、宗盛の手前、ぐっとこらえていた。
「どうじゃ、重能、その方、心変りしたわけではあるまいな、余り元気がないぞ、四国の者どもに、今日の戦、命ある限り戦えと下知いたせ、どうした？　恐ろしくなったのか。おじ気づいたのではないだろうな」
　宗盛の言葉に重能は、
「おじけるなど以ての外」
　と一言きっぱりいうと、宗盛の前を悠然と下っていった。この様子の一部始終を見ていた知盛は、太刀の柄をしっかりと握りしめて命令一下、今にもとびかかるつもりでいたのだが、宗盛の方をいくら伺っても知らぬ顔であった。知盛は、くちびるをわなわな震わせながら、口惜し涙を流すだけであった。
　この日、平家は、全軍を三手に分けた。先ず山賀兵藤次やまがのひょうどうじ秀遠が五百余艘で先陣、二陣は松浦まつら党の三百余艘、殿しんがりに平家の公達、二百余艘が続いた。
　山賀兵藤次秀遠は、九州一の強弓といわれる勇士だったが、先陣を承まわると、五百余人の精鋭をつのり、舟の艫舳ともへに立たせて、五百の矢を一度に源氏に向って射かけさせた。真先に進んだ義経も、この一斉攻撃に、楯や鎧にも矢が当り、射すくめられて、さすがにすこしひるんでいた。この様子に、平家方は攻鼓せめつづみをたたいて、味方の勝ちじゃと喜びの鬨をあげた。
　源氏方の和田小太郎義盛は、船には乗らずに汀のあたりで、馬上から戦の情況を眺めていたが、やおら、馬を海へ乗り入れると、次から次へと息つく暇もなく、矢を射かけた。三町のうちにあった平家の兵は、ことごとく義盛の矢に倒れた。
　とりわけ、一きわ遠くまで飛んだ矢に向って、義盛は大声で叫んだ。
「平家の方々、その矢をお返し下されい」
　新中納言知盛が、この矢を手に取ってみると、白の矢竹に、鶴つるの本白もとじろ羽と鴻こうの羽とを合わせてはいだ矢で、長さは十三束三伏じゅうさんぞくみつぶせ、沓巻くつまきから一束いっそくほど置いたところに、和田小太郎平義盛と漆うるしで書いてあるのだった。平家にも豪勇を以て鳴る勇士は多かったが、遠矢を射る者は少なかったと見えて、暫く音沙汰なかったが、伊予国の住人で、仁井紀四郎親清にいのきしろうちかきよという者が名乗り出て、弓をひきしぼると、たちまち三町を抜いて、義盛の後方に控えていた三浦勢の石左近太郎いしさこんのたろうの左手に突き刺さったのであった。三浦の人々は、
「何とまあ、体裁の悪い。自分一人が精兵だと思って、とんだ赤恥じゃ」
　と囁き交した。
　腹が立って仕方のない義盛は、小舟に乗って平家方の中に乗り入れ、散々に射まくったのであった。
　沖の方から、義経の乗船に、平家方から白矢がとんできて、義盛と同じように、
「源氏の方々よ、矢をお返し下されい」
　と叫ぶ者があった。その矢は山鳥の尾ではいだもので、十四束三伏あった。漆で書きつけられた名を読むと、伊予国住人仁井紀四郎親清と書かれている。
　義経は、味方の者に尋ねた。
「誰か、この矢を射返せる者はおらぬか？」
「甲斐源氏の浅利あさりの与一殿はその道の名人でございます」
「よし、彼を呼べ」
　義経の命に応じて、直ぐさま与一が呼び出された。
「沖から、この矢を射て参った。射返せと申しおるが、そなた、やれる自信はあるか」
「ともかく、その矢を見せて頂きましょう」
　与一は、暫くその矢を調べていたが、
「どうも、この矢では、私の方が強うござります。私の矢で射返してやりましょう」
　と、塗矢の黒ほろはいだ矢の、十五束はあるのを、九尺程の大弓に取って、満月の如く引しぼり、ひょうと射ると、矢は四町ばかりをはるかに越えて、大船の舳に立っていた仁井紀四郎の胸板に突きささったから、紀四郎は、どうと舟底に倒れ落ちた。その後は敵も味方もおめき合いながら、命のかぎり戦いつづけた。戦の形勢は、どうやら、五分五分というところで、どちらにしても、すこしの隙も許されなかった。
　だが、何といっても平家方の強味は、主上が三種神器と共に加わっていられるということであった。こればかりは、如何いかに強い源氏も、持つことのできぬ武器である。そんなことが響いたのか、源氏の旗色は思わしくなく、どうなることかと思っていた矢先、空の彼方かなたから、白雲らしいものが、すうっと源氏の船に舞い下りてくると、それは一流れの白旗であった。義経はこれを見ると、
「これぞ、まさに八幡大菩薩がお下りなされたのじゃ、皆の者、喜べ、源氏に運が向いてくるぞ」
　といいながら、兜を脱ぎ、手水ちょうずうがいして、うやうやしく拝むのであった。源氏の兵も義経の言葉に、勇気の、ひとりでにみなぎってくるのをおぼえながら、白旗を伏し拝んだ。
　又、いるかの大群が、平家の船に向って泳いで来るのを見て、陰陽師おんようし、安倍晴信は、
「このいるかが後戻りすれば、源氏の敗け、又、直ぐに通り過ぎれば、平家の負けにてござりましょう」
　といっている間に、いるかの群は平家の舟の下を通り過ぎた。
「いよいよ、御運も尽きましたなあ」
　晴信も溜息ためいきをつくのであった。


先帝御入水

　これらの現象を一転機として、次第に平家の旗色が悪くなってきた。今まで、源平双方の様子を眺めて、迷い抜いていた阿波民部重能は、いよいよ決意を固めて、源氏に寝返りをうった。彼は、平家が西国へ下って以来、三年間、陰になり日向ひなたになりして、平家に忠勤を尽してきたのだが、息子の田内左衛門尉、生捕りの知らせが、この老武者の去就に拍車をかけたのであった。「重能裏切り」の知らせに、地団駄踏んで口惜しがったのは知盛である。
「何たる不覚、先程、斬り捨てておけばよかった」
　といくら後悔しても後の祭であった。重能の内通は、平家の作戦計画が源氏に筒抜けの結果となった。すなわち、名ある侍武者、諸将を兵船に乗せ、雑兵を唐船に乗せていたので、源氏方は、雑兵の乗る唐船目がけて、一斉に矢を射かけていたのが、重能の内通ですっかり、からくりがわかり、今度は唐船には目もくれず、兵船目がけて打ちかかるのであった。源氏の勢強しと見た四国九州からの平家の援軍も、先刻までの主を捨て、我もわれもと源氏につく者が出てきた。今まで命令に服していた主人に向って弓を引く者、太刀を振う者と、まさに戦は乱戦の様子を見せ、源平の戦も、今日が最後と思われた。
　源氏の兵たちは、平家の船に乗り移り、水主梶取を射殺し、斬殺して、散々に暴れ廻った。味方の敗色濃しとみた新中納言知盛は、急いで御所の御座船にとんだ。
「最後の時が来たようでございます。見苦しい物を船中に残さぬように、みんな海にお捨てなされ」
　知盛はそういうと、自ら、船の中を走り廻って掃いたり、拭いたりして、船中を浄めて廻った。
　女房どもが、知盛の姿に、
「中納言殿、戦の様子は、いかがでございますか？」
　と尋ねると、知盛は、からから笑いながら、
「もうじき、珍しい東あずま男がご覧になれます」
　といったので、女房たちは、
「この時にそんなご冗談などをおっしゃるとは」
　と、てんでに顔色を変えて、騒ぎ立てた。
　二位殿は、日頃から覚悟の事とて、少しも乱れる色もなく、鈍色にぶいろの二衣ふたつぎぬに、練袴ねりばかまをそば高くはさみ、神璽しんじを脇に、宝剣を腰にさし、主上をお抱きして舟ばたまで、静かに歩み出された。
「女の身だからとて、敵の手にかかりとうない、主上の御供いたすつもり、同じ志の者は、私の後よりお続きなさい」
　というと、二位の手に抱かれていられた主上は、つぶらな目を見開いて不思議そうにあたりを見廻すのであった。
「のう、尼前あまぜ、一体、何処へ連れてゆくのじゃ」
　主上は今年八歳、年よりはずっと大人びていられたが、やはり血筋は争われず、あふれる気品は、あたりが輝くばかりで、黒い髪は背中のあたりにゆらゆらとゆれていた。
　二位は、主上のあどけない言葉に涙をこらえながら、
「貴方様は、まだお小さくて、よくおわかりにならないかも知れませぬが、万乗の主としてお生れなされたご運も、悪縁にひかれて、ついにお尽きになったのでございます、先ず、東に向き、伊勢大神宮にお暇遊ばしませ、その後、西に向いて西方極楽浄土のご来迎をお祈り遊ばしませ、このあたりは、粟散辺地ぞくさんへんちといって、厭なところでございますが、これから、極楽浄土と申す有難いところへお連れ申しましょう」
　二位の言葉にうなずかれた主上は、小さく可愛らしい手をそっと合わされて、二位のいう通り、東、伊勢大神宮に向い、つぎに西に手を合わせてお祈りなされるところを、二位殿が、
「波の下にも都がございますよ、さあ参りましょう」
　と、お慰めしながら、身をひるがえして海に沈んだ。
　心ない春の風は、一瞬の間に花のお姿を散らし、西海の荒波は、小さい玉体を沈め奉ったのであった。
　まだ十歳にもならないうちに、かように海のもくずとなられたことは、かえすがえすもお気の毒なことであった。大梵天王だいぼんてんおうの宮殿にも似た内裏で、多くの大臣公卿に取り囲まれ、何不自由ない生活を送られる身であるのに、何の運命のいたずらか、波に漂う舟の上から、波の下へと消えてゆかれたこの帝王の宿命ほど痛わしいものはない。


能登殿の最後

　建礼門院は、主上の御入水じゅすいを見届けると、今はこれまでと覚悟して、硯すずりと温石おんじゃくを左右の懐に入れると、そのまま海に身を躍らせた。これを見た源氏の侍、渡辺源五馬允うまのじょうが小舟を漕ぎ寄せると、門院の髪を熊手に引っ掛けて引きあげた。女房たちは驚いて、てんでに、
「その方は、女院ですぞ、無礼な真似まねは許されませぬぞ」
　と叫んだので、侍たちは義経にこのことを注進し、急いで御所の舟へお移しした。大納言の局は、内侍所の神鏡を入れた唐びつを脇に抱え、海へ飛びこもうとするところを、袴の裾を舟ばたに射つけられて、けつまずいて倒れ、侍たちに取り留められた。源氏の兵が、唐びつの錠をねじ切って蓋を開けようとすると、目がくらくらとして倒れた。
　その時、既に生捕りになっていた平大納言時忠は、
「もったいなくも内侍所じゃ、凡夫の見るものではないぞよ」
　と怒鳴ったので、侍たちも改めて恐れおののいた。
　平中納言教盛、修理大夫経盛の兄弟と、小松新三位中将資盛と、少将有盛、従兄いとこの左馬頭行盛の三人も、手を取り合って海に沈んだ。次々に一門の人々が入水する中にあって、宗盛親子だけは、まだ未練たっぷりに舟端に立って四方を見廻していた。平家の侍の心ある者が、余りみっともないので、傍を駆け抜ける振りをして、宗盛を海に突きとばした。息子の清宗も、父が飛びこんだので慌てて自分も海にとびこんだ。他の人々は、鎧の上に重い物を持って海に入ったから二度と浮ばなかったが、もともと、そんな用意さえしていない宗盛親子は、沈みもせず、更に二人とも、生れつき、泳ぎが達者な方なので、あちら、こちらを泳ぎ廻っているうちに、これをみつけた伊勢三郎義盛が、熊手にかけて、先ず清宗を引きずりあげた。宗盛も、この様子を見て、進んで引き上げて貰いたそうな様子をみせたので、とうとう親子二人は、舟の上に引上げられた。宗盛親子が、源氏の船に引上げられたのを見た宗盛の乳母子めのとご、飛騨ひだの三郎左衛門景経は、主危うしとばかり、急いで義盛の船に飛び乗って来た。
「わが君を取り奉ったのはそも何者じゃ」
　というが早いか、太刀を抜き放って、義盛をかばおうとした若者の兜を真向から打ち割り、続く二の太刀で首を切り、義盛に迫ってきた。この時、隣の舟の堀ほりの弥太郎親経が、義盛を助けようと景経に向って矢を放った。矢は、景経の内兜につき刺さった。景経が痛手にひるむところを、弥太郎が隣の舟からかけつけて、景経に取組み、上になったところへ、弥太郎の家来が駆けつけ、景経の鎧の草摺くさずりを引き上げ、三度、刺し通してから首を取った。自分を助けるために駆けつけた乳母子が、目前に首を討たれるのを見ながら、宗盛は黙っていた。
　平家一門の中でも豪勇を以て知られた能登守教経は、今日を最後と、赤地錦の直垂、唐綾縅からあやおどしの鎧を着、日頃愛用の重籐の弓を手にして、散々に射まくったので、その凄じさに、源氏の兵も誰一人手が出せず、手負い、死ぬ者、数知れぬほどだった。矢種が尽きると、大太刀、大長刀を左右に持ち、当るを幸い斬って斬って斬りまくったから、もう、誰も、能登守に近寄ろうとせず、遠くから見守るばかりであった。能登守の獅子奮迅ししふんじん振りを見ていた新中納言知盛が、使いを送って止めさせた。
「あまり、罪作りなことはなさらぬように。どうせそんな雑兵ども、いくら討ち取っても、物の数ではござらぬ」
　能登守はこれを聞くと、きっと目をつり上げた。
「さては、義経を討ち取れとおっしゃることかな、その儀ならば、引受けた」
　と、刀身近く刀のを握りしめると、源氏の船に乗り移っては、「判官はおらぬか、判官、出て来い」と探し廻った。一寸でも手向う者はたちまち、鋭い教経の一太刀にばたばたと倒れていった。教経は、義経の顔を知らなかったから、物具の良いのをつけているのを見付けると、義経かと思って飛んで行くのであった。暫く、あちこち探していたが、それらしい姿の見えないのにがっかりしながら、尚も尋ね廻っていた。しばらく経って教経は、とうとう本物の義経のいる船にとび乗った。見ると、確かに義経である。教経が、獲物を探し当てた嬉しさに、刀を振りあげ、切りかかろうとしたときであった。義経の姿が、ひらりと躍ったとみる間に、二丈も離れた隣の舟にとび乗っていた。この早業にはさすがの教経も手が出せなかった。この身さえ軽ければと、口惜しがっても始まらなかった。今はもう、これまでと思いつめた教経は、大太刀、長刀をはじめ、兜まで海の中へ投げ捨て、身軽な装立ちになると、仁王立ちになって、あたりを睥睨へいげいしながら叫んだ。
「我と思わん者は、この教経を生捕りにせよ。わしも、今一度、頼朝に対面して言いたいこともあるからのう、どうじゃ、誰かおらぬか、かかって参れ」
　髪は乱れ、顔面を真赤にしてにらみつける教経の凄まじさに、誰一人として手も出ず、しいんとしていると、やおら現れたのは、土佐国住人で、安芸あきの太郎実光さねみつという三十人力を誇る男で、同じく三十人力の郎党一人と、これも大力を以て聞えた弟の次郎の三人で、彼らは教経の前に名乗り出た。
「たとえ、いかに大力を誇る能登殿でも、三人寄れば、どうにかなるであろう」
　と、教経のいる舟にとび乗ると、太刀先を揃えて打ってかかった。教経は、にっこり笑みを浮べ、先ず、真先に進んだ郎党を軽々と海へ投げとばし、兄の太郎を左手に、弟の次郎を右手にかいこむなり、一息に締め殺し、
「よくぞ参った、お前たち、わしの旅路の供をいたせ」
　と、そのまま海に沈んだのであった。教経、この時二十六歳であった。


内侍所の都入

　一門の最後のことごとくを見届け終った知盛は、乳母子の伊賀平内左衛門家長を側に呼ぶと、
「日頃の約束を果す時が参ったようじゃ。忘れてはおらぬであろうな」
　と念を押した。家長は、にっこり笑ってうなずくと、二領の鎧を持ってきて、知盛に着せ、自分も同じように、鎧二領を身に着けた。
「さて、参るといたそうか？」
　知盛と家長は、手を取り合いながら、海に沈んだのであった。知盛の入水に続いて、侍二十数人も後に随った。しかし中には、越中次郎兵衛盛次、上総五郎兵衛忠光、悪七兵衛景清、飛騨四郎兵衛などといった面々は、どこをどうやって落ちのびたものか、行方をくらましてしまった。かくて、天下の興亡を賭けた源平の合戦も此処に終りを告げたのである。春の夕闇が漂い始めた。海上には、平家の赤旗のちぎれたのが、いくつも漂っていて、丁度、紅葉もみじを散らしたようであった。乗手を失った舟が、何艘も、行方知らぬ波に任かせて散らばっている。時に元暦二年、余りにも悲しい平家の終末である。
　この日生捕りになった人々は、平宗盛、平大納言時忠、その子内蔵頭くらのかみ信基、同じく讃岐中将時実、右衛門督清宗、兵部少輔雅明ひょうぶのしょうまさあきら、宗盛の息子で八歳の若君副将ふくしょう、二位僧都全真、法勝寺執行能円ほっしょうじのしゅぎょうのうえん、中納言律師仲快りっしちゅうかい、経誦房阿闍梨融円きょうじゅぼうのあじゃりゆうえん、源大夫判官季貞、摂津判官盛澄、橘内きつない左衛門尉季康すえやす、藤内とうない左衛門尉信康、阿波民部父子以下三十八人であった。
　又、生捕られた女房たちは、女院、北政所きたのまんどころ、の御所おんかた、大納言佐局すけのつぼね、帥佐そつのすけ、治部卿局以下四十三人である。
　四月三日、義経の使者、源八広綱げんぱちひろつなが院の御所へ伺候した。
「去る三月二十四日、平家一族を攻め滅し、三種の神器のうち、神鏡、神玉は無事に平家の手から、こちらに渡り、大切に保管いたしてございますので、間もなく都に着くはずでございます」
　法皇の喜びは大きかった。広綱をお庭先まで呼び寄せ、合戦の事などを詳しくお尋ねになった。その上、その場で彼に左兵衛尉の位を賜わった。
　五日になると、法皇は待ち切れなくなったらしい。北面の武士、藤判官信盛に命じて、
「三種の神器が、都へ帰って来るそうじゃが、無事に着くかどうかが気がかりじゃ、そなた、一つ行って見てきてくれ」
　と院のお馬を下さったので、信盛はそのまま馬に乗って、西国へ下っていった。
　義経始め、平家の捕虜たち一行は、都への道を急いでいたが、四月十四日、播磨国、明石あかしの浦に着いた。月の名所として聞えたところだったから、夜も更けるに従い月がさし上ってくると、全く秋の空かと思われるほど、美しかった。女房たちは、月の美しさに、思わず見とれながら、余りにも変り果てたわが身の姿を振りかえらずにはいられなかった。
「この前、此処を通った時は、これほど、みじめなことになるとは思いませんでしたのに」
「あの時は、まだ誰方どなたもお元気で、笛ふえや琵琶びわなど持ち出して、興じたものでございました」
「今は、皆さま、波の下、或は捕われの身となり果て、今後の行末も計り知れないというのですから、余りにも悲しいご運でございます」
　女房たちは、思い出話にまたひとしきり涙を拭い、忍び音に泣くのであった。
　帥佐そつのすけ殿は、

ながむればぬるる袂たもとにやどりけり
　　月よ雲井の物語せよ


雲の上に見しに変らぬ月影の
　　すむにつけても物ぞ悲しき

　と詠み、大納言佐局は、

我が身こそ明石の浦に旅寝せめ
　　おなじ浪にもやどる月かな

　と嘆じられた。歌心にうとい東国の武士たちも、さぞ昔がなつかしかろうと、女房たちの思いに同情を寄せるものが多かった。
　二十五日、内侍所と璽しるしの御箱おんはこをお迎えに、鳥羽に公卿たちがお迎えに出た。
　勘解由小路かでのこうじの中納言経房つねふさ、検非違使別当左衛門督けびいしのべっとうさえもんのかみ実家、高倉宰相中将泰通やすみち、権ごんの右中弁兼忠かねただ、榎並えなみの中将公時きんとき、但馬たじまの少将教能のりよしといった人々で、武士では、伊豆蔵人大夫頼兼よりかね、石川判官代能兼いしかわのはんがんだいよしかね、左衛門尉有綱などであった。
　その夜、三種の神器のうちの宝剣をのぞいたあとの二つは、無事に太政官庁だいじょうかんのちょうへ納められたのであった。


一門大路渡され

　高倉院の第二皇子守貞親王は、無理矢理に平家の手で連れ去られたまま、西国まで落ちていかれたが、やっと無事に都へ還かえることができた。皇子のお帰りとあって、院の御所からはお迎えの車がつかわされた。皇子の母上始め、乳母、持明院じみょういんの宰相さいしょうの喜びは一通りではなかった。
　平家の生捕りたちが鳥羽を経て都へ入ったのは、四月二十六日のことである。その日直ぐに大路をさし廻されることになった。それぞれ小八葉こはちようの車で、前後の簾すだれを高々とかかげ、左右の物見窓も開かれていた。宗盛はもう白い浄衣じょういを身に着けていた。昔は、色の白い端麗な公達であったが、長い間の海上生活で、すっかり日に焼けた上に、苦労の連続で、やせおとろえ見るかげもなかったが、思いのほかに元気で、車の上から久し振りの京の街をきょときょと見廻していた。息子の右衛門督うえもんのかみは、白い直垂をつけ、宗盛の直ぐ後に続いたが、この方は目もあげられず、うつ伏したまま、涙にむせんでいるのであった。平大納言時忠の車がそのあとに続いた。彼と同車で引き廻されるはずであった讃岐さぬきの中将は、病気のため、また内蔵頭信基くらのかみのぶもとは傷を負っていたために、その列から外された。沿道には、今日の引き廻しを見ようと、京の内は申すに及ばず、はるばると遠くの山や村から集った老若男女の群で埋まっていた。平家が都落ちをして、まだ日が浅かったから、すぎし日の華やかな生活を、昨日のことのように覚えている人が多かった。それだけに、今日のこの哀れな行列を見ると、余りのはかなさに、みんな涙ぐんでいた。まして長年平家に仕え、今は源氏に奉公している者たちは、知り合いの誰それが通るごとに、そっとさしうつ向いて涙をぬぐうものも多かった。
　宗盛の車の牛飼は、かつて義仲の車の牛飼をやり、散々おかしなことをして後に斬られた次郎丸の弟の三郎丸という男だったが、この日鳥羽にやってきて義経のところへ行き、
「舎人とねりとか、牛飼とか申す者は身分の賤しい者でござりますが、それでも、いっぱしの心は持っております。長年大臣殿にお仕え申したご恩は決して忘れてはおりませぬ、何卒、今日一日、最後のお車の牛飼をやらせて下さりませ」
　と涙ながらに願い出た。義経もその志に感じて許したので、三郎丸は立派に装束をつけると、涙ながらに牛を御して行くのであった。法皇も、公卿殿上人を随えて、六条東洞院ひがしのとういんでご見物になっていたが、何といっても長い間、お側近く召し使われた者たちだけに、今日の哀れさは一しお胸をつかれた様子であった。
「まったく、以前は、あの人に目を掛けられたらとか、この人に一言でも言葉をかけて貰えたらと、そんなことまでまるで夢のように思っていたのが、人の運命ほどわからぬものはない」
　都じゅうの人々が一様にそう思うのであった。
　寿永元年、宗盛が内大臣になったときの、その華やかな行列が、まざまざと眼の前によみがえって来るのだ。そのとき前駆は、蔵人頭親宗以下殿上人十六人、花山院かざんのいんの中納言はじめ十二人の公卿がこれにつき従った。何しろ中納言四人、三位中将三人という豪華な顔ぶれで、左衛門督であった平時忠も、もちろんその中に加わっていた。今は、それらの殿上人の代りに、白い直垂を着て、鞍の前輪にしばりつけられた二十余人の侍たちが続いているのであった。
　六条河原まで行ってから、宗盛親子は、義経の宿所、六条堀川に引返えし、そこで一先ず落着くことになった。囲りを兵たちが厳重に警固した。食事を差し上げたが、胸が一杯なのであろう、箸はしをつけようともしない。夜になったが装束も脱がず、そのまま、ごろりと横になってしまった。警固の武士がそっとのぞいてみると、宗盛は自分の薄い狩衣を右衛門督にそっとかけてやっていた。
「身分の上下を問わず、親子の情愛ほど、深いものはない。あんな小袖をかけたってどうということもないのに、かけずにはおられぬのが親心なのであろう」
　と、囲りの者は皆、涙を拭うのであった。


文の沙汰

　平大納言時忠は、子息の讃岐さぬきの中将時実を呼んで、不安そうな面持で話し出した。
「実は、困ったことがあるのじゃよ、人にみられては、われわれ一同の身にかかわる文を、義経に取られてしまったのじゃ。是を、鎌倉の頼朝殿に見られてしまったら、わし達はおろか、他の者にまで迷惑がかかる、どうしたものであろう、何かよい思案はないものかのう」
「聞くところによりますと、義経は中々の女好き、女房の申すことは大抵は聞き入れると申します。幸い、まだ縁づかぬ姫たちがおりますから、あのうちの誰かを義経にめあわせ、親しくなってからでもそのことを持出させてみたらどうかと思いますが」
「何も、娘たちを、あんな官の低い男のところに嫁入らせるために育てたつもりはない、ゆくゆくは、女御にょうご后きさきにと念じて教育もしてきたのに、それでは余りになさけない」
　時忠が未練がましくいった。
「そんなことをいっている場合ではありませぬ、とにかく、誰か一人適当な姫を見つけねばなりませぬ」
　そういって、しばらく考えていた時実は、今の奥方との間にできた当年十七歳になる娘をすすめてみたが、時忠は首をうんと振らなかった。そこで前の奥方との間にできた二十一になった姫君に白羽の矢を立てることにした。
　年はすこし過ぎていたが、容姿端麗で心の優しい娘であったから、義経の喜び方も一しおで、先妻の河越かわごえの太郎重春の娘を別のところへ移し、わざわざ、座敷を設けて朝な夕なに寵愛していた。暫くたって姫が、おずおずと手紙のことを口に出すと、義経は封も切らないままに、直ぐ手紙を持ってきて渡した。大納言は無事に帰ってきた手紙を見て、ほっと安堵の溜息ためいきをもらすと、早々に焼き捨ててしまった。
　このところ、京都における義経の声価は日に日に高まっていた。とにかく、あっという間に平家一門を海底の藻屑もくずとし、内大臣まで捕虜にして帰ってきた義経の目覚しい働きには、誰もが舌を巻いて絶讃した。
「義経ほどの人はめったにないぞ、鎌倉殿などは義経の前では何の力もない、九郎判官こそ、日本国を治めるお人じゃ」
　こういった無邪気な民衆の声が、いつしか鎌倉の頼朝の耳にも入ってきた。頼朝は次第に、義経に疑惑の目を深めてゆくのである。
「頼朝が命令してやらせたからこそ、平家は滅びたのじゃ、義経一人で天下が治まるものではない。それを人の言葉をまにうけて、あの男、近頃、すこし増長している、人もあろうに敵の平大納言の娘を貰いうけて遊びくらしているのは、どういう了簡であろうか。この分じゃ鎌倉へ参っても、定めし自慢ばかりしておるのではないかのう」
　頼朝は、苦々し気につぶやくのであった。


副将被斬ふくしょうのきられ

　宗盛親子の関東下向の日程が決まった。その出発の前日、宗盛は義経の許に使いをやって、
「明日関東下向と伺いましたが、実は、生捕られた者の中に八歳になる子が、もしまだこの世におりましたら一目逢いとうございますが、何卒、良きようお取り計らい下さいませぬか」
　といって頼んだ。
「ご尤もなお頼み、親子の絆きずなほど深いものはござらぬ、遠慮はいり申さぬ、早速お逢わせ申しましょう」
　といって河越小太郎重房に預けた若君を車にのせて、宗盛のところへ連れていった。若君は、久し振りに逢った父の姿を見て、ひどく嬉しそうに近寄ってきた。
「どうじゃ、副将、元気でおるか」
　と宗盛が尋ねると、こっくりとうなずいて、宗盛の膝の上にちょこんと坐るのであった。宗盛は、副将の頭を撫でながら、守護の武士たちにいうのであった。
「各々方、この宗盛の心境、女々しいこととお思いかも知れぬが、この子は、幼くして母を失った不憫ふびんな子じゃ、この子の母は産後の体が思わしくなく、間もなく逝いたのじゃが、死ぬ前に、「これから後、どんな方を妻にして息子をお設けになりましょうとも、決してこの子だけはお手許を離さず、私の形見と思って可愛がってやって下さい」と泣くなくいったものじゃ。朝敵征伐の折には、あの右衛門督を大将軍に、この子を副将にというつもりで、副将と名づけたことをひどく喜び、いまわの際まで、副将、副将と、嬉しげにいっていたものだった。わしがこの子に甘いのは、どうもこの子の顔をみるたびに、亡くなった母親のことを思い出すからなのじゃ」
　宗盛の話に聞き入る人々は皆、衣の袖をぬらすのであった。
　しばらくして宗盛は、
「副将、今日はお前に逢えて嬉しかった、さあ、早くお帰り」
　といったが副将は、ちっとも帰る素振りもみせず、父の膝の上から離れようともしなかった。その哀れさに右衛門督はたまりかねて、
「のう、副将、今夜はひと先ずお帰り、今父上のところに大事なお客様があるのでな。又明日でも参るがよい」
　といったが、副将は頑としてきかない。力一杯宗盛の袖にしがみついて、帰るのはいやじゃ、帰りとうない、といって泣くのであった。
　しかし、そうこうするうちに、時間はどんどん過ぎ、夕暮も近づいてきたので、乳母たちは、泣くなく副将をもぎ離すようにして帰っていった。宗盛は、いつまでも、その幼いうしろ姿を見送りながら、
「ああ、日頃逢いたいと思っていた時の方が、まだましであった。一度逢うたら、とても堪えられぬ」
　といって嘆くのであった。
　宗盛は、亡妻の遺言を忠実に守り、男手一つで副将を育て、三歳の時に元服させて義宗と名乗らせていた。成長するにつれて、妻の面影を宿した美しい子になっていくのがいよいよ楽しみで、今度の都落ちにも一緒につれてゆき、片時も傍を離さなかったのであるが、捕われの身になってからは別れわかれに生捕られて、逢う事のできない親子であったが、今日の別れが、とうとう最後の別れとなったのである。
　副将を預っていた重房は、義経のところへ若君の処分方法に就ての指示を仰いだ。
「さよう、わざわざ鎌倉へ連れてゆくにも及ぶまい。そなたのよきように、どこぞで首を刎はねよ」
　幼い副将の身にも、平家の暗い運命はのしかかっていたのだ。重房は宿に帰ると、気重な心を振り起して女房たちにいった。
「大臣殿は、明日、鎌倉へ参られる。就ては、この重房もお供に加わって下向せねばならぬ。副将殿は、一先ず緒方おがたの三郎惟義これよしにまでお預けと決まったので、今夜のうちにお移り願いたい。車の用意もできておる」
　副将は、車の用意と聞いて、ひどく嬉しそうに、
「また父上の御許へ行かれるのか、早く参ろう、さあ早く」
　と乳母たちをせき立てるのが、見るも哀れであった。二人の女房も続いて乗ったが、車は予定の道とは反対に、六条河原に向っていった。
「これはおかしい、何かある」
　と気づいた時は既に手遅れで、河原から現われたのは、たった今、門を送り出したばかりの重房で、手勢五十騎を引き連れ、車の行く手をさえぎった。重房は車の中から若君を下すと敷皮の上に坐らせた。あたりの異常な状態に何事かを気づいたのか、副将は不意に心細い顔つきになった。
「ここは父上のお館ではない、どこへ連れてゆくのじゃ」
　女房たちは、今は返事もできずに、唯わめき叫ぶばかりであった。
　重房の郎党のひとりが、抜き身をひっさげて若君の後にしのび寄ったのを副将は目ざとく見つけると、わっ、と叫んで乳母の懐へかけ入った。
　さすがに重房も、余りのいたいけなさに、無理に引っ張り出して斬ることもならず、腕をこまねいているばかりである。女房たちはいうまでもない。副将をしっかりと抱きかかえ、おろおろ声で哀願するのであった。
「何卒、これだけはお助け下さいませ。私どもの命は失われても構いませぬ、どうか、どうか」
　とかき口説く女房の言葉に重房は、役目の辛さを身にしみて味わっていた。といって、いつまでこうしていられるわけもない。重房は心を決め、涙を押えていった。
「悲しみは、重畳お気の毒に存ずるが、主命とあっては止むを得ませぬ、何卒お諦めなされい」
　と、いやがる副将を乳母の手から引ずりだすと、押えつけながら首を取った。余りにも、むざんな若君の最後を見た女房たちは、半狂乱の様子で首を持った重房の後を追っかけ、義経の宿所までくると、
「今はただ、お首だけでも下さいませ、後世を弔いとうございます」
　といって嘆願した。義経も、今更ながら、幼い副将の首には気がとがめていたから、快くこれを許した。女房たちは、首となきがらを大事に抱えて、京の街へ帰っていった。
　それから五、六日経って、桂川かつらがわに身を投げた二人の女房がいた。一人は副将の乳母で、首を懐に、今一人はお側付きの女房で、幼いなきがらを大切に抱いて、それぞれ沈んでいった。


腰越こしごえ

　義経が宗盛親子をつれ鎌倉へ旅立ったのは、元暦げんりゃく二年五月七日のことである。途中、次第に遠ざかる都の景色に離れ難い思いを味わいながら、逢坂おうさかの関まで来た。

都をば今日をかぎりのせき水に
　　又逢坂のかげやうつさん

　宗盛が、涙ながらに詠んだ歌である。
　道中のつれづれに義経は、細かいところに気を配って宗盛を慰めた。宗盛は、
「どうか、命だけは助けて頂きたい」
　と、何度も何度も念を押すのであった。
「もちろんでございます、遠国、流島は仕方ございませぬとしても、よもや、お命まで取り上げることもありますまい、たとえそのようなことがあっても、この義経、今度の勲功に代えても命乞いいたしましょう」
　頼もし気な義経の言葉に、
「蝦夷えぞであろうと、千島であろうと、命が助かるならば、どこでも構わぬ、命だけは何としても惜しい」
　といってつぶやくのであった。
　その頃、鎌倉では、梶原平三景時が頼朝に向って、散々、義経の悪口をいっているところだった。
「日本国は、今日、鎌倉殿のご威勢に向う敵なく、平定いたしておりますが、私の意見を以てすれば、御舎弟ごしゃてい、九郎判官殿こそ最後の敵ではないかと思いまする、と申しますのは、この一事に依てもわかろうかと存じますが、去んぬる一の谷の戦の時でございました、九郎殿が申されるには、「一の谷が難なく落ちたのは、ひとえに、この九郎が上から下ったお陰じゃ。さすれば、生捕り、首級などは、第一番に義経の見参にいるべきなのに、何故、あの役にも立たぬ、でくの棒の蒲殿に見せることがあろうか、本三位中将殿を当方へお渡しできぬとあっては、義経の沽券こけんにかかわる。腕にかけても渡して頂こう」と、あわや同士討ちも始りかねないところでしたのを、私と土肥次郎の取り計らいで、本三位中将は土肥が預ることになり、やっと事なきを得たようなこともございました。このように、一人よがりの上に多少激し易いご性格故、中々、ご油断はなりませぬ」
　景時の意地の悪い告げ口に、頼朝はうなずきながら答えた。
「わしも、かねがね、そのことは案じていたのじゃ、九郎が参るそうじゃから、各々、用意怠りなく備えておれ」
　頼朝の命令で、近辺近在の大小名がまたたく間に数千騎も集まって、頼朝の囲りを、十重、二十重に取り囲んで護っていた。
「あいつは、すばしこい奴じゃから、畳の下からでも、はい出ようとするかも知れぬが、この頼朝はそうはさせまいぞ」
　頼朝の疑心暗鬼が深まるにつれ、一人ほくそ笑んでいたのは景時であった。
　こういう状態のうちに、鎌倉に着いた義経は、案に相違した冷たい頼朝の仕打ちに先ず驚かねばならなかった。金洗沢かねあらいざわに関所が設けられ、義経は、そこで宗盛父子を渡しただけで、一歩も鎌倉へ入ることを許されずに腰越こしごえに追い返されたのであった。
「これは一体どうしたこと、何が何だかわしには合点がゆかぬ。去年の春、木曽殿を滅して以来、平家追討の命をおびて西国に向い、ついに西海の波の下に滅して、更に、内侍所を始め、しるしの御箱を無事に内裏にお還しして、おまけに大将軍宗盛親子を生捕る手柄をたて、久びさに兄上にお目にかかろうと、ここまで参ったものを、一度の対面も許されずにお帰しになるとはどういうことであろう。むしろ、どんなにお賞ほめの言葉を賜わるであろうかと、楽しみにしていたし、多分は九州の平家の残党の追討を仰せ付けられ、山陰、山陽、南海道の、どれか一つの将に任ぜられると思っていたのを、たった伊予一国の知行のみ仰せ付けられ、鎌倉に入ることも叶かなわず、追い戻されるとは、どう考えても、わからないことだらけじゃ」
　義経は、事の意外さに呆然ぼうぜんとするばかりであった。頼朝の許へは何度も使いをやって、いろいろ陳情してみたが、景時の讒言ざんげんが余程効きいたと見えて、どんな義経の弁明も一向に耳を貸そうとしないのであった。そこで義経は、大江広元のところへ泣くなく身の潔白を証明するための書状を書いて送った。これが、世にいう腰越状こしごえのじょうといわれるものである。
「源義経、恐れながら申上げ候。この度、鎌倉殿の代官として、院宣を蒙り西国に赴いて朝敵を討ち滅し候。いかなる勲賞も、思いのままと思いしに心なき者の讒言に遭い、恩賞はおろか、無実の罪を着せられて空しく紅涙をしぼるのみにて候。長年、温顔を拝する事叶わずば、骨肉血縁の情も次第に薄れ行くものに候か、或は又、先世の因縁と申すべきか、亡き父上の霊再誕し給わらぬ限り、何者か、この悲しみを申し開き候べき。幼少よりこのかた、一日たりと安堵の思いを致したる事なく、辺土遠国を仮の住家すみかとして土民百姓の頭として、細々と成長致し候いしも、一陽来復、時節到来、平家一族追討の手始めとして義仲を誅戮ちゅうりくしてよりこの方、ある時は、峨々ががたる岩石に、又ある時は、漫々たる大海に、命を惜しまず働きしも、唯、亡き父の魂を安んぜんがために候。更に五位尉に任ぜられたる事、当家に於てこの上の栄誉はなきものと思い候いしが、今の憂いは深く、嘆きは切なるものなり。神仏のお助けなくば、いかでこの愁訴を達せん。それわが国は、神国なり、神は非礼をうけ給わず、願わくは、広大の大慈悲をもって、疑いをば晴らし候え。もし赦免しゃめんに預らば、積善の余慶、長く家門に及び、栄華は長く子孫に伝わらんものと思い候。さすれば、義経年来の愁眉しゅうびを開き、一生の安穏を得るものと思い候。ここに義経、未だ言葉に余る心地候えど、つつしんでお願申上げ候。

元暦二年六月五日

源義経」


大臣殿被斬おおいどののきられ

　鎌倉へ連れてゆかれた宗盛は、庭一つ隔てて頼朝と対面した。頼朝は比企ひきの藤四郎能員よしかずを以て口上を伝えた。
「私自身は決して、私の感情で平家を憎いと思ったことはござらぬ。唯、勅命なれば如何いかんともし難く、心ならずも敵と味方に別れたのでござる。というのも、池禅尼いけのぜんにの助命をお聞き入れ下された清盛入道あってこそ、今この頼朝も生きておれるのじゃ。唯、勅命とあっては、仕方なく、朝敵として追討いたしましたが、今この地に、貴殿をお迎え申す事ができて、何より喜ばしい気持でござる」
　比企能員がこの事を伝えに宗盛のいる座敷へ来ると、驚いたことに宗盛は、座からすべり降りて平伏しているのであった。その場には東国の大小名始め、京の者、或は元平家の家人だった者も大勢いたが、余りのみっともない宗盛の仕業しわざに眉をひそめていた。
「何と浅ましいことをなさる、平伏さえすれば、命が助かるとでも思っておられるのであろうか、こういう女々しい人だからこそ、西国で捕われて、このような憂目にも逢うのであろう。これも身の不肖のなすわざじゃ」
　というものもいたが、またある者は、
「虎というものは、野に在る時は、百獣の王、いかなる獣も怖おそれおののくほどじゃが、一旦いったん捕われて檻に入れられると、まるで性が変ったように温和おとなしくなり、尾を振って食を乞おうとするものじゃ。人間も同じ事で、いかに強い大将軍も、一旦捕われの身になると、心弱く、尾を振るようになるものなのじゃよ」
　といって弁護した。
　ところで、義経の心をこめた書状も、何度かの使いも、頼朝の心を動かすことはできなかった。彼の心に注ぎこんだ景時の毒のある言葉は、余りにも影響が大きかったのである。義経は、対面を終えた宗盛親子を受取ると、一瞥いちべつも与えられず、すごすごと都への道をたどるのであった。
　宗盛は、再び旅の人となったが、一日でも命の伸びたことをせめてもの喜びに、毎日毎日を薄氷を踏む思いで過しているのであった。尾張国内海うつみというところまで来たときは、てっきりそこが、最後だと思った。というのは、故左馬頭義朝が討たれた縁ゆかりの地だったからである。しかし、そこを無事に通り過ぎた時は、ひょっとして助かるのではないかと思った。しかし、右衛門督には、もっと別の事がわかっていた。
「暑い盛りだから、首が腐らぬように都近くで斬るつもりだろう」
　とは思ったが、子供のように手離しで、命の助かることを喜んでいる宗盛には、とてもそれほど残酷なことを口に出せなかったのである。唯、心を鎮めるようにと、いつも念仏をすすめるのであった。
　近江国篠原しのはらの宿しゅくまで来た時、今まで何もかも一緒であった宗盛親子は、別々に引き離された。「さては、いよいよ」と心には思ったが、今になっても宗盛の心は、まだ生への執着に悩み抜いていた。義経の好意で、京から大原本性房湛豪おおはらのほんしょうぼうたんごうという聖僧が迎え入れられた。
　宗盛は聖の顔をみると、すがりつくようにしていうのであった。
「右衛門督はどこにおるのであろう。たとえ首ははねられても、一つところで死のうと約束していたのに、この世にあるうちに別れなければならぬとは、あまりに辛いことじゃ。京、鎌倉と恥をさらし歩いたのも、みな、この右衛門督愛いとしさのためばかりなのに」
　と、さめざめと泣き崩れられてみると、さすがに聖僧も哀れに思ったが、といって、ここで弱味をみせてはかえって良くないと考え直し、涙を押えながら心強くも言い切った。
「この世に生を受けられて以来、天子のご外戚の上、更に内大臣という人臣の高位を極められることはめったにあることではございませぬが、又、かようの憂目にお遭あいになるのも、すべてこれ前世の宿業でございますから、誰をも、お恨みになってはいけませぬ。楽しみ尽きて悲しみ来たる、生ある者は必ず滅す、といわれております」
　言葉を尽して説き聞かせたので、宗盛も、ようやく心を決めると、西に向って手を合わせ、声高らかに念仏を称え始めた。そのうちに仕度を整えた橘右馬允公長きつうまのじょうきんながは、太刀をひっさげて宗盛の後へ廻った。その瞬間、宗盛ははたと念仏をやめた。
「もう右衛門督も、既にか」
　いかにも未練に満ちたその声は哀れであった。公長の体がつと前へ寄ったとみる間に、ころりと宗盛の首は前へ落ちていた。
　今日宗盛の首斬役をしたこの公長という男は、平家相伝の家人で、新中納言知盛に身近く仕えた侍であったから、余りの浅ましい仕業に、人々は陰で囁き合うのであった。右衛門督も、宗盛と同じように鐘を打ち鳴らし、念仏を唱えたが、父と違って取り乱した様子は見せなかった。
「父の最後は如何いかがでございましたでしょうか？」
　と心配そうに尋ねた。
「ご立派でございました。お心安くゆかれるがよろしい」
　聖僧がそういうと、きらりと目を光らせながら静かに首をさし伸べた。
「これで安心いたしました。心置きなくあの世へ参れます。どうぞ斬って下されい」
　右衛門督の首を斬ったのは、堀ほりの弥太郎親経であった。宗盛親子のなきがらは、宗盛の生前の望み通り、一つ穴に葬られた。
　宗盛親子の首は、二十三日、京に着いて、三条通りを西へ、東洞院へ引き廻してから、樗おうちの木に掛けて獄門にさらした。
　西国より帰った時は、生きたまま六条を東へ引き廻され、東国から戻ってきた時は、死体になって、三条を西へ渡されるとはよくよくの恥さらしであった。


第十二巻


重衡被斬しげひらのきられ

　本三位中将重衡は、伊豆の狩野かのの介宗茂の許に預けられたままになっていたが、南都の大衆が、しきりに、その処分を迫ってきているので、頼朝としてもそのままにしておくこともできず、源三位入道頼政よりまさの孫、伊豆蔵人大夫頼兼が守護して、奈良へ連れて行くこととなった。
　都へ入ることは許されなかったので、大津から山科やましな、醍醐だいごを通ることとなった。この道筋からは、重衡の北の方、大納言佐殿が忍び住む日野は程近かった。
　重衡が生捕られた後も、先帝に従って壇の浦まで行き、先帝の入水に続いて入水しようとするところを、源氏の武士に留められて、やがて京に帰り、日野に住む姉の大夫三位たいふさんみに頼って、そこに落着いていたが、風の便りに重衡卿のことを聞くにつけても、恋しさはつのる一方であったが、そうかといって、逢うことは、もちろん思いのほかのことであったから、唯、終日泣き暮していたのである。
　重衡は、日野の傍まで来ると、一目、奥方に逢いたい気持をどうしても押しかくすことができずに、守護の武士に申し入れた。
「道中、いろいろと親切にして頂いて、まことに嬉しく思っておりますが、一つ、わがままをお許し下さるわけには参らぬか。と申すのは、私、子は一人もおらぬ身故、その方の気遣いはござらぬが、ただ長年連れそった女房が日野に侘わび住居を続けていると聞いております。伺いますれば、ここから日野には程近いとやら、せめて此の世にあるうちに今一度逢っておきたいのですが、暫くお許し願えるでしょうか？」
　涙ながらに頼む重衡に、警固の武士も胸をつかれて、快く許した。
「大納言佐局は、おいでになりますか、唯今、奈良へおいでの途中、重衡卿が立ちながらでもお目にかかりたいと申されておりますが」
　使いの者の口上を聞いたとき、大納言佐局は自分の耳を疑ったのであったが、直ぐに走り出すと、日頃の慎しみも忘れて、どこに、どこにと叫びながら、縁先近くへ飛び出してきた。
　そこには藍摺あいずりの直垂ひたたれに、折烏帽子おりえぼしの、色の黒いやせた男が、じっと立っているのであった。その人こそ、奥方が夢にも忘れたことのない重衡であった。
「夢ではござりませぬのか、現うつつであったのですね」
　佐殿は、そういったまま、あまりの変り果てた夫の姿に、唯、呆然ぼうぜんと見とれていた。
　重衡は、涙ながらに話し出した。
「去年の春、一の谷で討死するつもりであったのが生捕りにされた上、さらし者にまでなり、今度は奈良の大衆の手に渡されて斬られることになったのじゃ。せめてもう一度そなたに逢うことができれば、この世に思い残す事はないと思っていたのだから、もうこれで死んでも惜しくはない。何か形見と思うのだが、出家も許されぬ身でのう」
　淋しく笑いながら、急に思いついたらしく、重衡は額にかかる髪の毛の、口あたりまで届くところを一むら、喰いちぎって渡すのであった。
「私とてもお別れした後は、どんなに死んでしまおうかと思ったものの、此この世にないのとは事変り、ひょっとしてもう一度、お目にかかれるかも知れないと、そればかりを楽しみに生き長らえて来たのでございます。でも、それも今日限り、貴方様のいないこの世など、何の未練もなくなってしまいます。今までは、とにかく生きておいでだということが心の支えになっておりましたが、明日から、どうやって過して良いのかわかりませぬ」
　と、重衡にすがって泣くのであった。
「それにしても、そのお召物では、余りに見すぼらしい、せめてお召し替えだけでも」
　と、北の方は袷あわせの小袖こそでに、浄衣じょういを添えて差し出した。衣服を取り更えると、重衡は、今まで着ていた狩衣を差し出した。
「こんな物でも形見になろう、持っていてくれ」
「せめて一言何か書いて下さいましたら、もっと嬉しゅうございますが」
　北の方は硯を差し出した。重衡はすぐ筆をとって、

せきかねて涙のかかるから衣
　　のちの形見にぬぎぞかえぬる

　すると、北の方の返り歌は、

ぬぎかうる衣も今は何かせん
　　きょうを限りの形見と思えば

「縁あらば再び、来世で契り逢おう、そなたも、一つ蓮はちすに生れるようよくよく祈っていてくれ。そろそろ、日も暮れて参った、余り待たせても悪いからのう」
「でも、もう少し、もう少しいて下さいませ」
「いや、いや、いつまでいても同じこと、余計別れが辛くなる、わしの心持も察してくれい。どうせ逃れられぬ身じゃ、一時、長居すればするだけ、心が乱れるだけじゃ、又来世で逢おう」
　心強くもいい切って、北の方の手を振り払うようにして門の外へ出た時には、目の前が、ぼうっとかすんで何も見えなかった。これがこの世の最後の別れと思えば、もう一度、顔を見、声を聞きたいと、腕を引きちぎられるような思いであった。北の方が泣き叫ぶ声は、遠く門外まで聞えてきて、一層重衡の足を鈍らせるのであった。
「むしろ逢わねばよかった、なまじ顔をみたばかりに」
　と思うと、今度は逢ったことが、かえって口惜しく思われてくるのである。奈良へ向う道々、重衡は、じっと押し黙ったまま、悲しい思い出にふけるのであった。
　重衡の身柄を引取った奈良の衆徒のうち、血気にはやった者は、鋸のこぎり引きだの、生き埋めだのの極刑を主張する者も多かった。しかし、良識ある老僧たちは、この残酷な意見を押し留めた。
「確かに、重衡卿は大犯の悪人で、仏法の敵であるが、といって、それではあまりにも、僧徒の身としては穏かでない。これは、警固の武士に任せて、木津こづのあたりで斬らせるのが良いと思うが」
　結局、老僧の意見が通り、重衡は再び武士の手に返された。
　当日になると、重衡卿が木津川のほとりで斬られるとの噂を伝え聞いた人々が、何千人も見物に押しかける騒ぎであった。
　重衡が京へ来た時、いろいろと昔の恩を忘れずに仕えて呉れた木工右馬允知時むくうまのじょうともときは、この日も、最後を見届けようと、馬をとばしてかけつけてきた。彼が刑場に着いた時、重衡は、今まさに斬られようとしているところであった。知時は、人混みをかき分け、かきわけ、重衡の傍近くに近づいていった。
「知時でござります。殿のご最後を見届けんものと思って参ったのでござります。何か、知時の役に立つことでもありましたら、何なりと仰せ付け下されませ」
「有難いぞ、知時、そなたの志、いつまでも決して忘れはせぬ。余りに罪深い身故、せめて仏でも拝み奉ることができたらと思うのじゃが」
「それしきのことなら、お安いご用でござります、暫くお待ちを」
　知時は、守護の武士と相談して、近くから阿弥陀仏一体を借り、河原の砂の上に置いた。知時は、自分の袖のくくりひもを解いて仏の御手に片端をかけ、重衡にもう一方の端を握らせた。重衡は、仏に向っていうのであった。
「重衡が大逆の罪を冒しましたのも、これ皆、私の心からではござりませぬ、この世に生れて、王命を拒否し、父の命に背く者がおりましょうか。いずれにしても、決して辞することのできぬ命令であることは、御仏もご承知下されましょう、罪はたちまち報いとなって現れ、今や私の運命も尽き果てようとしております。後悔千万、悲しんでも、尚余りあるところですが、唯円教意逆即是順ゆいえんきょういぎゃくそくぜじゅんの文句は肝に銘じております。一念弥陀仏、即滅無量罪、願わくは、逆縁を以て順縁となし、最後の念仏により、極楽往生の遂げられんことを、お願い申します」
　高らかに念仏を称えて、首をさし伸べた。
　重衡の顔は安らかであった。日頃の悪行の報いとはいえ、この有様に涙を流さぬ者はなかった。刑後、重衡の首は、治承の戦に伽藍がらんを焼き亡ぼした時に陣を敷いた般若寺はんにゃじの大鳥居の前に釘づけにしてさらされた。
　重衡の斬られたことを聞いた北の方は、首はなくとも、せめてむくろだけでもと輿を持って引取りにいった。むくろはそのまま河原にさらされていた。丁度時候が暑い時で、生前美しかった死体もみるかげがなく、腐りかけていた。北の方の気持はどんなであったろう。やがて法界寺という寺で、これを荼だびに付した。やがて首も、大仏の聖ひじり俊乗坊しゅんじょうぼうに頼んで、貰いうけ、同じように、荼[image: ]に付した。その後、北の方は出家して、夫の後世を弔ったといわれる。


大地震

　長らく専横を極め、乱脈の限りを尽した平家も滅亡し、京の町をはじめ、諸国、各荘園とも次第に秩序が整い、人心は安定し始めていた。ようやくこれで平和な世の中が来る、と上下貴賤の別なく喜び合うのであった。
　ところが七月九日の正午頃であった。突然、大地が揺れ動いた。地震であった。九重の塔も六重までが振り落され、三十三間の御堂みどうも、十七間までが倒れ、皇居を始め、諸々の神社仏閣から、一般の民家にいたるまで、倒壊するもの数知れない有様であった。雷のように恐ろしい音をたてて舞いあがる塵ちりは、煙のようであった。太陽の光は見えず、夕暮にも近い暗さであった。この地震は、京都ばかりか、相当の遠くにまで及び、大地は裂け、山は崩れ、海は大津波が荒れ狂い、人々は逃げる場所もなく、埋もれて死んだ人は、白河、六波羅のあたりにも、何人いるかわからなかった。
　地震の起ったとき、法皇は、丁度、新熊野へご参詣のところであったが、周囲に死傷者が続出したので、急いで六条殿へお還りになった。主上も鳳輦ほうれんに乗られ、急いで池のほとりまで出御になり、法皇は南庭に幕を打ち廻して避難なさった。女院、各宮方も車にお召しになり、それぞれ安全なところへ避難された。天文博士たちが参内すると、
「今夜、十時、十二時には必ずゆり返しが参ります」
　という報告をしたので、人々は一層恐ろしさに身をすくませた。
　この大地震も、入水なさった幼い主上始め平家一門の怨霊おんりょうのたたりではあるまいかと、人々は噂うわさをして一層恐れおののくのであった。


平大納言被流へいだいなごんのながされ

　文覚もんがく上人が、頼朝に源家再興の旗印を上げさせるきっかけをつくったという、例の義朝の髑髏しゃりこうべは、実は偽物であった。唯、頼朝に謀叛心を起させようという、上人の計略であったのだ。ところが本物の義朝の首をひそかに供養していた男があった。義朝に長年使われていた染物職人が、弔う人もない義朝の首を哀れんで、そっと東山円覚寺に納めていたのであった。このことを知った文覚は、その男とともに首を探し出して鎌倉へ持っていった。頼朝は、片瀬川まで出迎え、喪服姿で鎌倉に入った。文覚を上座に据え、自分は庭に立って父の首を受取ると、感無量の面持で胸に抱えるのであった。やがて義朝の首は新しい墓所に埋められ、そこに寺を建て、勝長寿院しょうちょうじゅいんと名づけた。朝廷でも、義朝に正二位内大臣の位を贈り、その霊を慰めた。同じ頃、平家一門のうち、幽囚の日を過していた人々の処分が鎌倉から発表された。
　それに依ると先ず、平大納言時忠は能登国、讃岐中将時実は上総国、内蔵頭信基は安芸国、兵部少輔雅明は隠岐おきの島、二位僧都全真は阿波国、法勝寺執行能円は備後国、中納言律師忠快は武蔵国と、それぞれ流罪が決まった。
　平大納言時忠は、今生のお別れに、建礼門院のいられる吉田を訪れた。
「この度、能登に流罪と決まり、今日、配所へ赴くところでござります。何としてでも都に残り、貴女様のご用などを務めさせて頂きたいと思っておりましたが、それも叶わず、これからはどのようにご不自由になろうかと、そればかり気にかかって、中々行く気になれません」
　泣くなく申し上げる時忠に、門院も、涙を押えられぬご様子で、
「昔なじみといえば、今はもうそなた一人になってしまいましたのに、その一人が行ってしまっては、心細いこと限りありませぬ、誰が訪れてくれる人がありましょうか？」
　と、これまた、嘆き悲しむのであった。
　この時忠という人は、そもそも出羽前司具信でわのぜんじとものぶの孫で、兵部権大輔で、左大臣を贈られた時信の子であったが、故建春門院の兄として、また高倉天皇の外戚として、羽振りをきかせていた上に、清盛入道の北の方が姉であったから、この世の栄華は思いのままであった。正二位の大納言となり、検非違使別当には三度もなったが、別当時代には相当残酷なことも平気でやってのけ、強盗、窃盗せっとうを捕えると、右の肘ひじから切り落して追放などしたので、悪別当などというあだ名を貰ったこともある。かつて、法皇の院宣を持って、西国まで下った平三左衛門重国の顔に、浪方なみかたという焼印を押して帰したのも、この時忠であった。元々、法皇も、亡き建春門院の兄でもあり、好意は持っておられたが、身の程知らぬ悪行が祟り過ぎて、しまいには、すっかり法皇を怒らせてしまったのである。時忠の娘婿となった義経も、いろいろとりなしてみたが、ついに流罪と決まってしまったのである。
　時忠の息子で、侍従の時家は十六歳であったが、幸に流罪に漏れ、伯父の時光卿の許にいたが、父の出発には母と共に、尽きぬ別れを惜しむのであった。
　一度別れれば、恐らくは二度と再び逢見ることのできぬ親子、夫婦の別れは、何にもまして辛いことであった。ついこの間までは、西国の波の上に、不自由な暮しを続け、平家一門の滅亡を目のあたりに見、今日は、人里離れた北の国へ旅立つ大納言の心境は、余りにも侘わびしいものであった。
　いつか都を離れて近江国堅田かただの浦まで来た時、大納言は泣くなくこう詠んだ。

帰りこんことはかた田に引く網の
　　目にもたまらぬ我が涙かな


土佐房被斬とさぼうのきられ

　義経が、頼朝の不興を蒙っているらしいという噂は、間もなく京の街に拡がっていった。そうこうするうちに、頼朝から付けられて義経に仕えていた大名たちが、目立たぬように宿所を引き払うと、一人、二人と、鎌倉へ帰ってしまった。頼朝とは実の兄弟で、父子の契りまで結んだ仲であり、平家追討には、最も目ざましい働きをした義経が、何故、頼朝から疎んじられるようになったのか、誰も彼もが不思議に思うのであった。実はこれは例の屋島攻めの際、摂津国渡辺の浜で起った梶原景時との逆櫓さかろ論争が、大きな役割を果していた。元々義経を嫌いであった景時は、この時以来、心の奥深く、仇敵として義経を見るようになっていた。折あらばとばかり、義経の失脚を心掛けていたのであった。景時の、ちびりちびりと注ぐ毒舌は、次第に頼朝の内にあった公正な判断を狂わせていった。頼朝は、ついに義経を討つことを決意したのであった。しかし、戦乱が鎮まって、折角、人心が安定した京の街を、これ以上騒がせることは、頼朝としても望むところではなかった。そこで、土佐房昌俊しょうしゅんという荒法師に命じて、秘かに義経を暗殺せよという命令を与えたのであった。土佐房は僅かの手勢を連れ、鎌倉を発ち、京に向った。
　土佐房上洛の噂は、いち早く義経の耳に入っていた。
「これはただごとであるまい、恐らくは、義経を油断させて討とうというのであろう。向うが押し掛けて来る前に先手を打って、先に連れて参れ」
　と武蔵坊弁慶に命じて、土佐房を義経の宿所に引っ張って来た。
「土佐房、今頃、何故の上洛じゃ、何か、鎌倉殿からのお言伝てはないのか？」
「格別のお言伝てもござりませんでしたが、唯、お言葉で、「九郎殿がいるお陰で、京都も平穏に治まっているようで大変うれしい、この上も、守護の役目よくよく務めよ」と伝えて呉れと仰有っておられました」
　土佐房のしゃあしゃあと取澄ました顔を義経は、口惜しそうににらみつけた。
「よくも、ぬけぬけとそんなでたらめがいえるものじゃ、真実はこの九郎を討ちに参ったのであろう。大名などを討手に遣わせば、大事に至ることを嫌った鎌倉殿のお謀みで、そなたが物詣でを装ってわしを討ちに参ったに違いない」
　義経の余りに図星を指した言葉に、実は土佐房は内心ぎくりとするものがあった。しかし、そこは老練な彼のことで、おくびにも出さず、ひどくびっくりした様子をみせた。
「また何故にさようなことをお考え遊ばすのでしょうか、私は唯、宿願あって、熊野詣でを思い立って、上洛して参ったものでございます」
「わしは、景時の心ない讒言に依って、鎌倉へ入る事も許されず、そのまま、又京へ帰された、これは一体どういうことなのじゃ」
「さあ、その点は私にも見当がつきませぬのう、ともかく、この私に限って、うしろ暗いことは何一つございませぬ、どうしてもお疑いが解けぬとあっては、起請文きしょうもんを書きまする」
「鎌倉殿から悪く思われている身では、今更、起請文を書かれても仕方ないのう」
　義経の機嫌の悪さに、土佐房は、一時ごまかしにと即座に七枚の起請文を書き、焼いて飲んだり、或は神社に奉納したりして誠意を示そうとした。さすがに義経も、それ以上は追窮もできず、その日は許して帰した。土佐房は長引いては事はかえって面倒と覚り、その夜、夜討ちをかけることにして武者所にふれ廻った。
　土佐房の疑も一先ず解けたので、義経の家来たちも宿所に引揚げた。
　義経が日頃、寵愛していた静しずかという白拍子の娘があった。歌や踊りがうまいばかりか機転のきく娘で、この夜も何となく気にかかるまま、様子を伺っていると、どうも唯ならぬ騒がしさが感じられるのである。
　静は義経にいった。
「都大路には、武者所の者が一杯でございます、今時分、どうも様子がおかしゅうございます。今日参りました土佐房とやらの仕業ではありますまいか、人を遣やって探らせてみた方がよろしゅうございます」
　静の言葉を尤もなことと思った義経は、昔、清盛入道が使っていた禿かぶろで、手許にいる者のうち二人ばかりを見せに遣った。だが、二人は行ったきり、いつまで経っても帰って来ないのである。
「どうもおかしゅうございます。女ならば、目にも立たぬかも知れませぬ」
　静は、今度ははした女を一人出して遣った。間もなく女は、息を切らせ、真青な顔をして飛んで帰ってきた。
「大変でございます、禿らしい者が二人とも土佐房の宿所の門口に斬り捨てられております、それだけではありませぬ、鞍置馬がずらりと並び、幕を張りめぐらした内では、具足に身を固めた侍どもが、今にも寄せる気配でございます。とても、物詣でとは真赤な偽としか思えませぬ」
　義経はこれを聞くと直ぐ身仕度を始めた。静が後から鎧を着せた。義経は無造作な装立ちで、太刀だけを引っつかむと、中門の前に置かれた馬にひらりとまたがり、門を開けて、土佐房今や遅しと待ち構えていた。間もなく、四、五十騎が、鬨ときの声をあげて、攻め寄せて来た。
　義経は、鐙あぶみを踏張り立ちあがり、大音声をあげた。
「夜討ちでも、昼討ちでも、この義経を討てる者が、日本国にいるわけはないぞ」
　義経の威勢におされて、五十騎は易々と道を開いた。その内、江田えだの源三、熊井くまいの太郎、武蔵坊弁慶といった面々が、「すわ、殿の御大事」と、方々から集ってきて、義経の手勢は、六、七十騎になった。土佐房も、ここを先途と戦ったが、とても義経の敵ではなく散々に駆け散らされて大半が討たれた。土佐房だけは何としたものか、漸くその場を逃れたが、程なく、鞍馬山の僧正ヶ谷そうじょうがたにに忍び隠れていたのを、義経の昔なじみで、鞍馬の僧がからめ取り、義経の許へ送ってきた。
　褐かちの直垂に頭巾姿の土佐房を大庭に引き据えると、義経は笑いながらいった。
「どうじゃ、土佐房、起請文の罰てきめんじゃのう」
「覚悟の上でござる、どうせでたらめをかいたのじゃから、罰は当然のことでござります」
　今はすっかり土性骨を据えた土佐房は、少しも悪びれるところがなかった。
「良い度胸じゃ、主命を重んじ、私の命を軽んずる、そなたの志、義経、感心いたした。命惜しくば、助けて鎌倉へ帰そうか」
「随分、情ないことを仰有るものでござりますなあ。鎌倉殿のご命令で、都へのぼりました私、命はすべて鎌倉殿に捧げております。どうして取り戻すことなど思いもよりませぬ。もし、お情があるならば首をお斬り下さいませ」
　というのであった。土佐房は六条河原に引出され、首をはねられたが、その豪気な態度には誰もが感心したのであった。


判官都落

　頼朝と義経が不和になる以前、頼朝から義経の許へ遣わされた雑色ぞうしきがいた。
「中々才気のある男で、重宝な奴じゃから使いなさい」
　という頼朝の言葉であったが、その実、ひそかに義経の動静を探り知らせる為に遣わしたものであった。足立あだちの新三郎という男であったが、土佐房の斬られたのを見て、夜を日に次いで鎌倉へ急報した。
　頼朝は今は止むを得ぬと、弟の参河守範頼を大将に討手を差し向けようとした。範頼はさすがにその命令を直ぐに承服できず、再三再四断ったが、聞き入れられなかった。仕方なく、物具をつけて暇乞いにいった。すると頼朝は、
「そなたも九郎の二の舞をするではないぞ」
　と、範頼に向っていったので、範頼はすっかりおじ気づいてしまった。甲冑を脱ぎ捨てると、京へ上る事はやめ、毎日十枚の起請文を書き謀叛心のないことを証明したが、これも、とうとう最後には討たれてしまった。
　第二の討手の大将は、北条四郎時政であった。時政上洛の知らせに、義経も覚悟を決めた。落ち行く先をいろいろと考えた末、九州の豪族、緒方おがたの三郎惟義これよしを頼って行くことにした。惟義は、平家一門を一歩も九州へ上陸させなかったほどの男であったから、義経も、すがる気持になったらしい。
「加勢を頼みたいが」
　といってやると、
「承知しても宜しいが、唯、御内にお仕えしている菊池きくちの次郎高直は、年来の敵故、お渡し下さって首を切ったらば、ご加勢もいたそう」
　という返事であった。今は、一本の藁わらにもすがりたい心持の義経は、心ならずも菊池を六条河原に引き出して首を斬ったので、惟義は喜んで味方に加わった。
　義経は院の御所へ行き、大蔵卿泰経やすつねを通じて、奏聞した。
「義経のご奉公の数々、今更申しあげる必要もないと思われまするが、それを鎌倉殿は、郎党どもの讒言ざんげんを取上げられて義経追討に乗り出して参っております。京の内外を騒がすのは、義経の望むところではござりませぬ故、暫く鎮西の方へ難を避けたいと思いまする。それに就きまして、院の御所の宣旨を賜わり度く存じまする」
　義経の奏聞は、法皇始め公家たちの間に動揺をもたらした。
「もし、院のお文を差しつかわした事を、頼朝が聞いた場合に具合が悪かろう」
　という頼朝の思惑をはばかる法皇と、また、
「義経が京にいて、再び、京が戦乱の巷ちまたになるよりは、とにかくお文を差し遣わして、鎮西でも何処でも、都を離れていて貰った方がよかろう」
　という意見の対立があったが、結局、公家たちの意向が通って、院の御下文おんくだしぶみが義経の手に渡った。それには、緒方三郎始め、臼杵うすき、戸次へつぎ、松浦党まつらとうの面々が、義経の下知に従うべきことと記されていた。
　義経たち一行は、十一月三日の早朝、忍びやかに都を出て、鎮西に向った。まことに静かな勇将の退場であった。
　摂津源氏で、太田太郎頼基おおたのたろうよりもとは、
「門の前を黙って通させたらば、鎌倉殿のお覚えも悪かろう」
　と、家の子郎党六十余騎を引き連れて、河原津というところに追い付いて攻め駆けた。しかし義経は五百余騎、頼基の六十余騎とでは、とても相手にならない。頼基も身に傷を受け、多くの死傷者を出して引き揚げた。
　義経は、討ち取った首をさらし首にして、門出の血祭にあげ、幸先良しと大物だいもつの浦に急いだ。そこから船で、西国へ下る予定であったが、一行が船に乗りこむ頃になると、急に吹き始めた西風は、海上に出るといよいよ吹きつのり、義経主従を乗せた船は、住吉の浦に打ち上げられてしまった。止むなく吉野に籠ろうとしたが、ここでは吉野法師に攻められ、奈良に落ちのびようとすると、奈良法師に攻められて、再び都に帰ると、今度は奥州を指して落ちていったのであった。
　都から連れて行った女房どもは、足手まといになるまま、住吉の浦に残された。女たちが松の下で、泣き伏しているのを見つけた住吉の神官たちが同情し、都へ送り帰したのであった。
　義経と共に大物の浦を出発した信太三郎先生義教しだのさぶろうせんじょうよしのり、十郎蔵人行家、緒方三郎惟義らは、海上で散りぢりになったまま、行方が知れなかった。
　これも平家の怨霊の祟りであろうと人々は噂し合った。
　東海道をひた押しに京へ急いだ北条時政は、六万余騎を引連れて都に入った。時政も直ぐに院の御所へ赴くと、義経始め、行家、義教追討の院宣を申請した。義経追討の院宣が下ったのは、十一月八日である。三日には、義経に賜わった院宣であった。十日も経たないうちに朝廷の方針は、百八十度も転回するほど、余りにも頼りない、無定見なやり方だと、批判の声は大きかった。
　頼朝は、日本国の総追捕使そうついぶしに任ぜられた。これを機会に、田地一段ごとに、兵粮米ひょうろうまいを五升割り当てて徴発したい旨を朝廷に申し入れた。法皇は、
「昔から朝敵を平げた者には、国の半ばを与えることになっておるが、頼朝の申すところ、いささか分に過ぎた願いと思う」
　と仰せられたが、公卿たちは、頼朝のいうところにも一理あるからお聞き入れ願いたい、としきりに申し上げたので、法皇もついにお許しになった。
　ここに頼朝の発案になる守護、地頭職が生まれたのである。


六代

　義経に代って新たに、京都の守護役に任ぜられた北条時政は、
「平家の子孫と思われる子供を見つけ、在所を教えた者には、望みの物をとらせる」
　という布告を出した。欲に目のくらんだ人の中には、この時こそ恩賞に預ろうと、血まなこになって探し廻ったものもある。中には、平家とは縁もゆかりもない賤しい家の子なのに、顔形が上品であるという理由だけで、六波羅へ引っ立てられたものもいた。
「これは、何々の中将殿の若君、この子は何とかの少将殿の公達」
　といかにも尤もっともらしい名前をつけられ、それを嘆き悲しむ父母たちは、
「あれは、乳母でござります」
「あの男は、郎党でして」
　なぞといわれる始末で、時政としても、どちらの説を信じてよいものやらもわからず、いたいけない子供たちを殺すのは、余りにも殺生が過ぎるとは思うものの、主命とあればこれもいたし方なく、水に漬けたり刺したりして生命を絶った。
　時政が、一番その行方を知りたがっているのは、三位中将維盛の息子、六代御前である。そうそうたる平家の嫡流で、年も十二、三歳になっているはずであったから、何としてでも探し出したいと思っていたが、こればかりは一向に消息もつかめなかった。時政も、今は、これまでと諦めて鎌倉へ帰ろうかと思っていた矢先、一人の女房が六波羅へ訴え出た。
「京の西方遍照寺へんじょうじの奥、大覚寺という山寺の北の方、菖蒲谷しょうぶだにというところに、三位中将の忘れがたみの若君と姫君が奥方とともに忍び隠れておられます」
　さてこそ、と思った時政は、人を遣ってそっと様子を伺わせた。
　女房のいったことは本当であった。僧院の別棟に人目を避けて、暮していたが、平家の公達を探し出して殺すという噂を聞いてからは一層慎重に、外へは一歩も出ずにひっそりと暮していたのだが、この日、若君の可愛がっていた白い小犬が、ちょこちょこと庭へ走り出したのにつられて、六代も、うっかり庭へ追って出た。女房が驚いて、六代を急いで内へ引っ張りこんだ。
「もし人が見たら何となされまする、危いことでございます」
　間の悪いことに、そのとき、様子を伺っていた時政の家来は一部始終をすっかり見てしまっていた。すぐ六波羅にとんで帰って報告すると、
「それこそ、六代御前に違いない」
　と、翌くる日、兵を連れた時政は、この坊の囲りをひしひしと取り囲んでから、使いのものをもって申し入れた。
「小松三位中将殿の若君六代御前のお住居と承ります。鎌倉殿の代官として北条四郎時政がお迎えに参上いたしました。早くお出ましになった方がお身のためかと思いまする」
「あれ、六代を取りこめに参った、どうしたらよかろうか？」
　奥方はすっかり気が転倒して、良い考えも浮ばない。斎藤五、斎藤六の二人は、何とか若君一人逃れ出るすきはないかと、あちこち走り廻ってみたが、その警戒の厳重なことは、蟻ありのはい出る隙もないほどである。
　乳母の女房をはじめ、日頃は話声一つにも気を配っていた家の者たちも、今は唯、声を限りに泣き叫ぶばかりであった。
　家中挙げての悲しみの前に、強気の時政も、すっかり弱り果てていたが、役目とあらばいたし方なく、
「未だ世間も騒がしく、どのようなことで、狼藉ろうぜきするものも出ぬとは限りませぬので、一時、私どものところへお移り頂くだけのことで、決して他に深いわけはないのですから、そのようにご心配なさらずに、早くお出まし下されませ」
　すると、六代御前は、健気けなげにも母に向っていうのであった。
「仕方がござりませぬ、いつまでこうやっていても同じこと、まして武士どもが、家の中に打ち入って無理強いに連れて行くことでもあれば、もっと厭な思いもしなければなりませぬ。たとえ、いったん、北条の許へ参りましても、暫くしましたら暇を貰って帰って参ります、どうぞ、あまり、お悲しみにならないで」
　とかえって母御前を慰める様子が一層いたいたしかった。
　奥方も、泣くなく六代の髪をかき撫で、衣服を改めさせて、いよいよ別れというときに、小さい黒木の数珠じゅずを取り出して渡すのであった。
「これで念仏を唱え、極楽へ参るのですよ」
「はい、今は、何とかして、父上のおられるところへ参りたい一心でございます」
　六代が眼に涙を一杯ためてそういうと、傍で聞いていた十歳になった妹君が、
「父上のところなれば、私も行きたい」
　といって走り出して兄君の後を追いそうになったので、慌てて乳母が抱きかかえた。
　六代御前は今年十二歳であったが、とても十二とは見えぬほど、大人びて落着いていたから、十四、五歳に見られた。行末どんな立派な貴公子になろうかと思われるほど、眉目みめ形の整った紅顔の美少年だったが、敵に弱味を見せまいと、袖で涙をかくしておられる様子が哀れであった。
　斎藤五、斎藤六の二人は、若君の輿こしにぴたりと寄り添って、北条が貸して呉れた馬にも乗らず、はだしで六波羅までついて来た。
　しかし、六代をうばわれた奥方の嘆きは、はたの見る目も痛わしく、地に伏して悶もだえ泣かれるのであった。
「何でも人伝てに聞けば、平家の子供たちは年齢に従い、水に入れたり、土に埋めたり、または刺し殺し、押し殺しなぞして殺すというけれど、あの子は、どうやって殺されるのであろう、年よりは大人びているから、首でも斬るつもりかのう。これまで片時も傍を離さず、掌中の珠と愛しんで育て、殿に先立たれてからは、せめてこの子たちの成長を楽しみに生きてきたのに、この先、生きる甲斐もない。まったくこの三年、いつ見つかるか、いつ捕えられるかと、生きた心地はしなかったけれど、それにしても、こんなに早くその日が来ようとは思いもかけなかった、長谷観音のご利益もなかったのであろうか？」
　考えれば考えるだけ、奥方の悲しみはつのるばかりで、夜になっても一向に寝つこうとはしないのであったが、時にうつらうつらとまどろむと、何だか、今あの子が、白い馬に乗って来たようだったが、と目を覚ましては、また涙ぐむのであった。
　そうこうするうちに、夜も明けはじめて来た。斎藤六が帰って来ると、家中のものは走り出して迎えた。
「どうであった？」
「若君はご無事か？」
　口々に問いかける女房たちに、六は、
「今のところは別にお変りございませぬ、お手紙を書いて下されました」
　といって、奥方の手に手紙を渡すのであった。
「まあ、何と気のつく子じゃろう、こんな時に手紙まで書いてくれるとは」
　と、またまた溢れ出そうになる涙を拭いながら、奥方が手紙を開けてみると、
「ご心配のことと候えども、今のところは、未だ何のこともなく候故、くれぐれもご安心下されたく候。唯、母上、妹、乳母、その他、家中の者どもの恋しい顔ばかりが眼にうかび候」
　と記されてある。奥方はその手紙をひしと抱き締めると、突っ伏してしまうのであった。
「時刻が経ちますと、あちらが気にかかります故、お返事を頂いて帰りとう存じまするが」
　六に促されて奥方は、泣くなく筆を取るのであった。
　乳母の女房は、とても、じっとして家の中におられなかったので、足に任せて、そこここを泣きながら歩き廻っていた。その様子を見るに見かねたのか、ある人が耳よりのことを教えて呉れた。
「この奥の方に、高雄たかおという山寺があり、そこに住まわれる文覚上人という聖ひじりは、鎌倉殿のご信任厚い僧で、何でも貴族の子をお弟子に欲しがっておられたようじゃよ」
　乳母は、それを聞くなり、飛び立つように山寺へ駆けつけた。文覚は、血相変えて寺にとびこんできた女房に、始めは驚いたが、事の次第を問い訊ただすと、
「実は、平家小松三位中将の北の方が、親しくなされていた方のお子さんを養い育てておりましたところが、どういうわけか、小松三位殿の子息と間違われ、昨日、六波羅から武士が参って連れていってしまったのでございます。生れ落ちた時からお育てした大切な若君を余りにもむごうござります、何卒、命を助けてお上人様のお弟子にでもして下さりませ」
　文覚も半狂乱の女房の様子には、心を動かされたらしかった。
「して、その武士と申すは何と申す者じゃ」
「確か、北条とか申していたように思いまする」
「うむ、判った、北条ならば、いささか面識もある。一つ頼んであげよう」
　文覚は、手早く身仕度をして、六波羅へ出かけていった。
　乳母は、さっきよりは少し落着いて、この朗報を一刻も早くと、奥方のところへ急いで帰った。乳母の顔を見ると、今まで泣いていたらしい奥方は、
「まあ、そなた、無事であったのか、お前がどこぞの川にでも身を投げたと思い、私も、よっぽど、後を追おうかと思っていたところであったのに、一体どこへいっていたのかい？」
　乳母の話を聞き終ると、奥方の顔にも微かな喜びの色が浮ぶのであった。
「そのお坊様が、北条殿から貰い受けて下されたら、もう一度逢うこともできるのですね」
　奥方は、見知らぬ僧の姿を頭に描きながら、そっと手を合わせるのであった。
　時ならぬ文覚の訪問を受けた時政は、問われるままに、始めからのことを話し出すのであった。
「鎌倉殿のご命令にて、平家の子孫を探し出しておりましたが、中でも、鎌倉殿の仰有おっしゃるには、維盛卿と新大納言成親卿の娘御との間に生れた男の子は、平家の嫡流でもあり、年も大分大きいから、必ず探し出して首を斬れとのきついご命令だったのです。しかし一向にお行方もわからず、私も諦めて帰るつもりでおりましたところ、一昨日になって、ある女の密告で漸く居所が知れ、昨日、こちらにお連れしたのですが、それが何とも美しい若君でござって、この私自身、どうにも首を斬る気にもなれず、そのままお置きしてあるのですよ」
　と言うのである。文覚が案内されて行って見ると、六代御前は二重織物ふたえおりものの直垂を着け、黒木の数珠をまさぐりながら、端然と坐っていた。髪の毛のかかり具合から、姿、形まで、何ともみやびやかでたけた物腰は、とてもこの世の人とは思えぬような美しさである。それが眠られぬ一夜を過したせいか少し面やつれして、凄艶せいえんでさえあった。六代は、文覚の姿に、何を考えたのか、涙ぐんだまなざしでじっと見つめたので、さすがの文覚も、そこにいたたまれない気持になった。
「たとえ、先々、仇敵あだかたきになろうとも、この人を殺すのは、あまりにもむごい」
　文覚は、その場で決心した。
「二十日の間、この文覚に免じて命を伸ばしてやって欲しいのじゃ、わしは、このままつっ走り鎌倉までいってお命を預り申して来るつもりじゃ。かつて鎌倉殿が伊豆に流罪の折、鎌倉殿のために、院宣を頂いてきたのはこのわしだ。そのとき、わしの願は何でもかなえてやると申された頼朝殿、よもや、その言葉をお忘れはなさるまい」
　と、直ぐそのまま、鎌倉に向けて出発した。斎藤五、斎藤六は、文覚を生身の仏のように思いこんで手を合わせるのであった。早速、奥方のところへこのことを知らせにゆくと、とにかく、最後の決定権は鎌倉にあるものの、二十日間生命の伸びたことにほっとした様子で、これも日頃信仰する観音様のお助けかと思うのであった。
　しかし、二十日という日数はまたたくうちに経ってしまう。二十日近くなっても、文覚は一向に姿を見せなかった。奥方始め、斎藤五、六の両人も、気が気でなかったが、北条時政も思いは同じである、といっていつまでも、べんべんと京にも留まっておられぬ身の上である。ようやく心を決めると、
「文覚殿との約束の日数も過ぎたし、京都で年を過すわけにもゆかぬから、明日出発ということにいたそう」
　これを聞いて、斎藤五、六は、すっかり青くなった。再び奥方のところに行き、涙ながらに話すのであった。
「文覚上人もお帰りなされず、北条殿も、待ち切れずに明日出発とのことでござります」
「では、とうとう、あの子も」
　そういったきり奥方は後の言葉が続かなかった。一度は覚悟したものの、文覚の出現でもしやという一縷の希望を持っていただけに、その衝撃はかえって大きかったのであろう。
「でも、もし上人様が、お許しを頂いて帰ってお出でにでもなった時、既に斬られた後だったら、どうするのじゃ？　誰か、上人様に行き逢うところまで六代を連れて行くように、頼んで下さる人はないものであろうか？　して殺されるのは何時頃の様子じゃ？」
「北条の家の者が、念仏を称えたり、涙を流したりしているのを見ると、明朝ではないかとも思われるのですが」
「可哀想に、あの子はどんな様子か？」
「人の見ている前では、決して涙をお見せにならず、数珠をまさぐって、さあらぬ態を装っておられまするが、人のいない時は、こっそりお泣きになっていらっしゃるようです」
「無理もないのう、今宵限りの生命と思えば、どんなに心細いことか、大人びて見えてもまだ子供だもの、それにしても、あれから二十日ばかり、一度も相見ることもできずに、もう二度と逢えないのであろうか」
　奥方は、またひとしきり涙に暮れるのであった。
「して、そなたたちは、どうするのじゃ」
「このまま、何処までも、お供いたしまして、もしおなくなりになるようなことがありましたら、お骨を高野に納め、出家して後世をお弔い申上げたいと思いまする」
　斎藤五、斎藤六の二人は、再び六波羅へ戻っていった。
　時政が六代御前を連れて都を出発したのは、師走しわすも押し迫った十二月の十六日であった。斎藤五も六も、馬にも乗らず、六代の輿に寄り添うようにして歩いてゆくのである。
　此処ここで斬られるか、いやあすこであろう、警固の武士が馬を早めれば、いよいよと思い、言葉をかける人があると、今度こそかと、そのたびごとに輿の中の六代は身の縮む思いを味っていたのだった。しかしここぞと思うところも事なく過ぎ、いつか一行は駿河国に入っていた。此処まで来れば、鎌倉は目と鼻の先である。六代の命も、もう長くはないと思われた。やがて、千本松原まで来ると、六代の御輿が下され、敷皮が敷かれた。
「ここまでお連れいたしたのも、もしや、文覚殿に行き逢うのではないかと思ったからでござります、しかし残念ながら文覚殿のお姿、影さえも見当りませぬ、これより先は、鎌倉殿の思惑もいかがかと思われます。鎌倉殿には、近江で、お斬り申したとお伝えしておきましょう、何卒お覚悟下さいませ」
　そう言いながらも時政の目から、涙がはらはらと落ちるのである。
　六代は、斎藤五、斎藤六の二人を傍近く招き寄せ、
「私が死んだら、そなたたち二人は都に帰り、母上には、鎌倉へ無事に送り届けたと伝えてくれぬか、いずれ判ることかも知れぬが、母上のお嘆きが目に見えてならぬのじゃ」
　と、しっかりした口調でいうのである。やがて若君は、肩のあたりに懸かる髪を、小さい手で前へかきわけると、静かに西に向って、手を合わせ念仏を称えて、首をさし伸べた。
　この日、首斬役は、狩野工藤三親俊かののくどうぞうちかとしであったが、太刀を脇にひっ下げ、左手から後に廻り、あわや、太刀を振り下ろそうとしたが、どうにも目がくらんで打ち下すことができなかった。
「とても斬る気にはなれませぬ、誰方どなたか他の者に仰せ付け下さい」
　といって辞退してしまったので、止むなく斬手をあれこれと選んでいたが、誰も尻ごみして、中々適当な人物がいないので、意外に時間を喰い、ようやく新しい首斬役が決まって、六代の後へ廻ろうとしたときである。松林の向うからひづめの音が聞えてきた。遥か彼方かなたから月毛の馬に乗り、「おおい、おおい」と叫びながら馬を走らせてくる僧衣の男があった。
　傍まで来ると、息を弾ませながら馬から下り、時政のところに来て、
「これご覧下されい、鎌倉殿からのお教文でござるぞ」
　というや否や一通の書面を差し出した。正しくそれは、頼朝の御教書みきょうしょで、
「維盛卿子息六代殿、高雄の文覚殿が暫く乞請けなされる故、疑なく文覚へ預け入るべし」
　と書かれ、名前の下に判も押してあった。斎藤五や斎藤六はもちろんであったが北条の家人一同も、どっと喜びの声を挙げた。
　そこへ文覚上人も追付いてやって来た。六代殿の乞請けが成功したので、上人も、ひどく得意そうであった。
「いや、中々手間取ってのう、とにかく、若君の父、三位中将殿は初めからの戦の大将軍で、度々の戦にも出陣したからというて、どうしてもお許し下されぬのじゃ。この文覚に逆ろうては後で罰が当りますぞよ、などと申し上げてもお聞き入れなくてのう、わしも今度という今度は、もう駄目かと思ったが、丁度那須野で狩があってのう、文覚もその間中狩場へついていって、ご機嫌を見計らっては申し上げたので、鎌倉殿もわしの根気よさにとうとう根負けなされたというわけじゃよ。これで遅くなったことがお判りになったであろう」
「まったく良いところでございました、一足お使いが遅ければすんでのこと、過ちを犯すところでござりました」
　と時政も、ほっとした表情をしてみせた。
「それでは、本来なれば都までお供いたしとうござりますが、鎌倉には大事の用もございます故、これにてお別れ申します」
　といって空いた馬を斎藤五と斎藤六に与え、時政は再び鎌倉へ、文覚上人は六代と共に左右に別れていった。
　吉報を早く都にいる母君に知らせようと、文覚は夜を日についで道を急いだが、尾張熱田まで来ると、その年も暮れ、都に着いたのは正月五日であった。ひと先ず、二条猪熊いのくまの文覚の宿所で旅疲れをいやした六代御前は、夜になると早速、母の所へ駆けつけた。
　見なれた、なつかしい門の前へ来て、戸をたたいてみたが、中からは人の住む気配もない。その代り、破れた築地の穴から六代の可愛がっていた小犬が、ちょこちょことはい出して来た。
「母上は、一体、何処へ行ってしまわれたのじゃ？」
　犬は唯、ちぎれるようにしっぽを振るばかりである。斎藤六が、築地を乗り越え、中から門を開けた。家の中に入ってみたが、最近、人の住んでいた様子はなかった。
「折角、生命が助かって帰って来たというのに、母や幼い妹たちは一体何処へ行ったのであろう、これでは何のために生きて帰ったのかわからぬではないか」
　六代は、ひと晩じゅう泣き明かした。夜が明けるのを待ち兼ねて近所のものに聞き歩くと、
「何でも、年内は東大寺御参詣とか伺いましたが、正月は長谷寺にお籠りとも聞きました」
　という返事である。斎藤五が長谷にいって、ようやく奥方にあうことができた。事の次第を聞いた奥方も乳母も、夢ではないかと喜び合うのであった。直ぐに大覚寺に駆けつけたが、一月振りでの対面とはいいながら、その苦しかった一月の間に、またしても見違えるほど大人びた六代の姿を見て、
「どんなに苦労したことだろう」
　と思えば、先立つものは、涙ばかりであった。それにしても、これから先のことを思い遣やると、奥方は、
「早く出家をなされて、鎌倉殿のお疑いを晴らさねばなりませぬぞ」
　というのも親心であろう。文覚は、六代御前の美貌を損うことを惜しんで中々髪を切らせようとしなかったが、身柄は高雄に引き取り、大切に養っていた。


六代被斬ろくだいのきられ

　いつしか月日も経って、六代御前は十四、五歳になった。姿形も殊の外に美しく、彼がその場にいるだけで、あたりがぱっと明るくなるような端麗さを持っていた。奥方は、日一日と立派な青年に成長していく姿に、
「ああ、昔ならば、今頃は近衛の少将にでも任ぜられ、華やかな姿を見られたものを」
　と、儚はかない夢を追うのであった。
　ところで、一旦は文覚にねだられて許したものの、頼朝の心には、やはりこの平家の御曹子おんぞうしのことは気にかかってならなかった。それ故、文覚のところに便りあるごとに、
「維盛卿の子息は、どのような人物か？　昔、貴殿が頼朝の人相を見たように、朝敵を平らげ父の仇を討つような男であろうか？」
　と、何度も問い合わせがあるのである。その度ごとに文覚は、
「この子は、どだい、平家の嫡流らしからぬ骨なし男でござります故、ご安心あるがよろしゅうござります」
　といってやるのであったが、そのくらいのことではごまかされぬ頼朝は、
「いやいや、謀叛といえば、喜んで味方に加わる血の気の多い上人のいう事では当てにはならぬ、この頼朝の代はともかく、子孫の末になって、どういうことになるかも知れぬからのう」
　と、決して心を許そうとはしなかった。風の便りに頼朝の心中を聞いた奥方は、今は一日も早く出家するようにすすめたので、文治五年、十六歳で髪を下した。
　やがて、山伏に姿を変え、これも一緒に出家した斎藤五、斎藤六の二人を供にして亡父の後を弔うため、先ず高野へのぼった。そこで滝口入道にも逢い、維盛の出家の様子、入水じゅすい前後の模様などを詳しく聞いた後、父と同じ道を熊野へと向った。浜の宮の前から、父の渡った島にも渡ろうと思ったのだが、折悪しく向い風で船が出ず、それは断念し、ただ、遥かな海上を眺めながら、
「一体どのあたりに、ご入水なされたのであろうか」
　としばらく立ちつくしていた。その浜辺に一夜を明かし、更に翌日は僧を招んで、仏の霊を慰めた上、再び京に帰ってきた。
　当時の主上は後鳥羽院であったが、専ら、遊芸、漁色の道に心をうばわれ、政道はひたすら皇后の生母、卿きょうの局の自由にまかせていた。心ある人々は誰しも眉をひそめぬものはなかったが、中でも、もともと叛骨精神旺盛おうせいな文覚が、これを見過すようなことはなかった。
　高倉天皇の第二皇子、守貞親王は、その性聡明な方で人望も厚く、頼もしい方であったから、文覚は、何とかこの皇子を御位に即けたいと前々から思っていた。しかし、さすがに頼朝の在世中は手出しもできなかったのだが、建久十年、頼朝が死ぬと、文覚の謀叛気は、のこのこと首をもたげた。
　しかし、たちまち役人の耳に入って、文覚は、八十歳に余る身を隠岐島に配流の身となった。文覚は京を出るとき、
「今日、明日とも知らぬ老残の身を、都の片ほとりへ置くならばともかく、隠岐へ流すとは余りにも情を知らぬ。毬杖冠者ぎっちょうかんじゃ（毬杖の好きな天皇）よ、そのうち、そなたを、わしのところにきっと迎え取るぞよ」
　この言葉どおり、後鳥羽院は、承久の乱には隠岐に流されたのであった。
　その頃、六代御前は、三位禅師さんみのぜんじと名乗って高雄の奥で修行専一に励んでいた。すると鎌倉から、
「ああいう人の子で、あの謀叛気の多い人の弟子では、この先が思いやられます。頭は剃っても油断なりませぬ」
　と再三、再四、申し入れがあったので、朝廷から、安あん判官資兼すけかねが召し捕りに向い、関東へ引き渡したが、田越川たごえがわで岡部泰綱の手にかかって、ついに一生を終えた。これで平家の血統は、完全に途絶えたのである。


灌頂の巻


大原入

（女院御出家）

　壇の浦で入水するところを、源氏の兵に救い上げられ、京に帰った建礼門院は、昔とはうって変った侘わびしい生活を続けていた。
　昔、中納言法印慶恵きょうえという、奈良の僧が住んでいた坊が、空家になっていたところに住まわれていたが、見るかげもない廃屋で、草深い庭に囲まれ、寝所を掩う簾さえもない有様で、これが、かつて絢爛けんらん豪華な宮殿に、多くの侍女にかしずかれて過した人の住居とは、到底、信じられなかった。
　それにつけても、まだ、西国の波の上で、仮寝の夢を結んでいた生活の方が、ずっと幸せであったような気がして、思い出話といえば、直ぐ、あの当時は苦しかった西国の海上生活のことであり、あの時は誰々が生きておいでであった、あの方もまだご無事でおいでであったなぞと、今は亡き人々のことばかりが、ひとしきり話題にのぼり、それが涙をそそる種となるのである。
　この世に何の望みもなくなった女院は、いよいよ出家の決心を固められ、文治元年五月一日に、御戒おんかいの師に、長楽寺の阿証坊あしょうぼうの上人印誓いんせいを選んで髪を切られることになった。
　御布施ふせには、今まで形見にと思って大切に持っていた先帝の直衣を、他に適当な物がなかったので、泣くなく取り出されて、上人に渡されたのである。印誓上人もあまりの痛わしさに涙ながらにおしいただいて、帰っていった。
　女院が女御の宣旨を受けられたのは十五歳の年で、翌年中宮となり、二十二歳で皇子を生み、皇子が即位されて安徳帝となられて以来は、院号を賜わり、建礼門院と称したのである。
　清盛の娘という幸運にめぐり合わせた上、内裏へ入られてからは天下の国母こくもと仰がれ、人々の尊敬と羨望を一身に集めていた。丁度、今年で二十九歳である。花の盛りを過ぎたとはいえ、天性の美貌は少しも衰えを見せなかったが、今となっては、もう誰に見せる必要もない黒髪であったから、惜し気もなく切り捨てて、仏門に入ったのである。
　しかし、出家したからといって、簡単に思い切るには余りにも辛いことの多かった半生であった。先帝始め二位殿の最後の様子は、いくら忘れようと努力しても忘れられるものではなく、山鳩色の御衣を召し、びんずりに結った可愛らしい帝の面影は、まぶたの底にこびりついて離れず、いつ憶い出しても涙のつきることがなかった。夜になって床に就いても、目を閉ずれば、幼い帝の顔、入水していった人々の姿が、あざやかによみがえって、眠られぬ夜を過してしまうのである。
　五月の風に誘われて、時鳥ほととぎすが、時折、二声三声と鳴いて過ぎた。昔に変らぬ時鳥の鳴き声が、女院に華やかな宮廷生活を憶い出させたものであろう。硯すずりの蓋ふたに、一首の歌を書き記されるのであった。

郭公ほととぎす花たちばなの香をとめて
　　鳴くは昔の人ぞ恋しき

　女院につき従っていた女房たちも、源氏の武士に捕えられて都へ帰ってからは、とても人前にも出られぬような姿で、哀れな暮しを続けているのであった。


大原入御

　例の七月九日の大地震は、女院のお住居をすっかり駄目にしてしまった。元々が、あばら屋であったところに、あの揺れ方で、僅かに残っていた築地も崩れ、屋根は全く傾いてしまった。その中で、女院は、誰一人訪ねる者もないままに、二、三人の女房たちを相手に細々と日を過していた。たまさか妹の、冷泉大納言隆房たかふさの奥方、七条修理大夫信隆のぶたかの奥方といった人たちが、お忍びで訪れてくるのであったが、
「まさか、あの人たちの世話になろうとは、思いもよらぬことだったのに」
　と女院は、しみじみ、述懐されることが多かった。
「ここも、近頃は、人通りが多くて行ない澄ますには、少しうるさくなってきた、どこぞ静かなところで、念仏三昧に過したいのだけど」
　女院がそういわれるままに、適当な場所を物色していると、寂光院じゃっこういんというところをすすめる者があった。都からは、遥かに離れた大原山の奥で、人里稀な淋しいところだったが女院は、大変、乗気であったから、そこへ居を移すことに決まった。引越しの荷物などは、あるべきはずもなかったが、輿の世話や、出立の準備をしてくれたのは、隆房の奥方だった。
　都を離れて、次第に大原に近づいて来ると、そこはまったく物淋しい場所である。山陰やまかげのせいか、直ぐ夕暮になった。どこで打つ鐘か、入相の鐘の音さえも、ひとしお淋しさをつのらせる。風が出てきて、木の葉がさやさやと音をたてて鹿の音ずれさえも聞えてくる山の中である。過ぎし日に、西国の浦々、島々を渡った時も、これほど心細くはなかったような思いもする。
　寂光院に着くと、傍らに、ささやかな庵を結び、一間をご寝所、一間を仏間として、朝から晩まで念仏に明け暮れる日常を送るようになった。
　ある夜、かさこそと庭の落葉を踏みしだく音がした。
「今頃、一体誰が来たのか？　まさか、世を忍ぶ私に、危害を加えようという者もあるまいが」
　と、おそるおそる女房を出して見せにやると、一匹の小鹿が庭を通りぬけていった。
　女院が、
「誰か参ったのか？」
　と尋ねると、大納言佐殿は、涙を押えて一首の歌を詠むのであった。

岩根ふみ誰かはとわん楢ならの葉の
　　そよぐは鹿の渡るなりけり


大原御幸

　女院が、大原の里に隠れ住んでいられることを聞かれた後白河法皇は、前々から一度、寂光院を訪ねたいと思われていたが、二月、三月の寒い冬の季節は一寸無理なので、賀茂の祭も過ぎた四月半ば、大原御幸をいよいよ実行されることになった。お忍びの御幸ではあったが、供奉ぐぶは徳大寺実定以下、公卿六人、殿上人八人、北面の武士も数人お供に加わった。途中、清原深養父きよはらのふかやぶの建立になる補陀落寺ふだらくじ、小野皇太后宮の旧跡なぞをご覧になってお出でになった。
　丁度四月も二十日過ぎのことで、そろそろ春も終ろうとしていた。夏草の茂みを踏んで、人の通ったこともない山道をわけゆくのであるから、見慣れぬ風景に法皇も興をそそられた様子であった。暫くゆくと、西の山の麓にそれらしき御堂が見えて来た。年代の経った泉水木立がいかにも由緒あり気で、庭の若草も、今を盛りと茂り合っていた。池の中州の松には、薄紫の藤がしだれかかり、遅咲きの桜が色どりを添えていた。折しも、山時鳥やまほととぎすがわけ知り顔に、ひと声鳴くのも一層情趣があった。

池水に汀みぎわの桜散り敷きて
　　波の花こそ盛りなりけれ

　法皇のお歌である。
　女院の庵室の軒には、蔦つた、朝顔がからみついていた。板の葺目ふきめもまばらで、雨や露をどうやってしのいでいるのかと思えるほどであった。うしろには直ぐ山が控え、前は荒涼たる野原に続いている。およそ人の訪れといっては、たまに木樵きこりの木を伐る音と、木から木へ渡り歩く猿の声のみであった。
「誰か、誰かおらぬか？」
　法皇が呼びかけてみたが、室内はしんと静まり返って、人のいるらしい気配もない。どうしたのだろうと思っていると、大分経ってから、老いさらぼえた老尼が、よろけるように出てきた。
「女院はおいでか」
「今、此この上の山へ花を摘みにお出ででございます」
「花を、ご自身でか？　そんなことまでする人もいないのか、何とそれは気の毒な」
　法皇がいいかけると、老尼はきっとなって、言葉をさえぎった。
「何を申されまする、決してお気の毒ではござりませぬ。過去、未来の因果をお悟りの上は、左様なことは決してお嘆きではござりませぬ。悉達太子しったたいしにしてからが、難行苦行の末、悟りをお開きになったのではござりませぬか」
　その態度の毅然とした様子に打たれて法皇は、つくづく老尼をご覧になった。絹か、布かの区別も判らぬ、みすぼらしい限りの衣服を着けていたが、それにしても、中々道理のあることを申す者と思われたのか、
「そなたは、一体何者なのじゃ」
　と、お聞きになった。
　老尼は、はたと当惑したように押し黙ってそっと涙を拭った。
「お判りにならぬのも尤もっともでございます、申し上げるのも恥ずかしいことながら、私は故少納言入道信西しんぜいの娘で阿波の内侍、母は紀伊きいの二位、昔は大層可愛がって下さったものでござりましたのに、やはり身の衰えはどうしようもござりませぬのう」
　と、しのび泣くのであった。
「何？　そなたは阿波の内侍であったか、すっかり見忘れていた。それにしても夢のようじゃな」
　と、まだ信じられないご様子であった。供奉の面々も、先程から、妙に高飛車な尼と思っていたがと、今更ながら驚くのであった。
　内侍の案内で女院の庵室に入り、障子を開けると、一間には来迎の三尊が飾られていた。中尊は手に五色の糸を持ち、左には普賢ふげんの画像、右には善導和尚と先帝の画像と並び、妙法蓮華経八巻と、善導和尚の手になる九巻の御書ごしょも置かれていた。昔は蘭麝香らんじゃこうの香りにみちみちた部屋に過された女院であったが、今は、あやしい香の匂が部屋一杯にたちこめているのであった。
　障子には、いろいろなお経の文句を色紙に書き、ところどころに張りつけてあった。大江定基法師の、「笙歌せいが遥かに聞ゆ孤雲の上、聖衆しょうじゅ来迎す落日の前」という詩も見えた。又女院の歌らしく、

思いきや深山みやまの奥に住居して
　　雲井の月をよそにみんとは

　というのも書かれてあった。
　隣りのひと間は、ご寝所であるらしく、竹の桁に、麻の衣、紙の夜具などが掛っている。その余りのみすぼらしさに、今更ながら、昔の女院の日常が思い合わされ、供奉した殿上人一同、涙を押し拭うのであった。
　暫く経って、後の山から墨染の衣を着た尼がふたり、降りて来るのが見えた。途中、岩のけわしいところがあるらしく、暫く降り悩んでいる様子である。
「あの者たちは？」
　法皇が尋ねると、老尼は涙を押えて、
「お一方、花籠を肘ひじにかけ、岩のつつじをお持ちの方こそ、女院でいらっしゃいます。もう一方の細いたき木とわらびを持ってお出での方は、覚えてもおいででございましょう、先帝のお乳母、重衡卿の奥方で、大納言典侍すけ殿でござりまする」
「それでは、あの尼僧が女院でおいでか」
　法皇も暫し呆然ぼうぜんとして、余りにも変り果てたお姿を見守るのであった。
　一方女院は、突然の法皇の御幸が、余りにも思いがけぬことであったから、どうしてよいやらわけがわからず、立ちすくんでいた。
「いくら世を捨てた身でも、こんな有様でお目にかかるのは恥ずかしい、消えてしまいたい位じゃ」
　と思いながら、戻ることもできず、といって、ご庵室へも近づけず立往生しているのを、老尼が走り寄って、花籠を受け取るとすぐにいった。
「何をお迷いなされることがありましょう、世を捨てた者の習として恥ずかしいということはござりませぬ、さあ、早くお降りになってご対面なされませ」
　と、すすめたので女院も、やっと決心されて庵室にお入りになった。
「仏のお出でばかりをお祈りしている私の前に、余りにも思いがけぬ人の訪れで、見苦しく取り乱してしまいました」
「いやいや、この世のことはすべて、車輪の廻るようなもので、いかなる快楽も、全く束の間の夢まぼろし、流転極まりないものです。唯、天人の悲しみは、人間にもあったのかと、つくづく思いましたよ。それにしても、便りを呉れるものはあるのですか、何かにつけて昔のことがなつかしいでしょうね」
「便りといえば、時たま、隆房、信隆の奥方が、言伝てを寄せて呉れるくらいのものでございます。本当にあの人たちの世話になろうとは、今の今まで思っても見ませんでしたのに」
　といって、涙ぐむのであった。
「でもこのような身になった悲しみは、言葉に尽くせぬほどでございましたが、考えてみますれば、一門の菩提を弔い、忘れ難い先帝の面影を胸に、朝夕、勤めいそしむことは、何よりのお導きと思うようになりました」
「人生の儚なさは、今更驚くにもあたりませんが、それにしても、今の貴女のご様子をみるとどうにも辛いものです」
　と法皇もまた、涙を拭うのであった。ややあって女院は、静かな調子で長い物語を始めたのである。
「私は、清盛の娘として何不自由ない身分に生れ、宮中に入っては、天皇の母として、この世のもので思い通りにならないものは一つもありませんでした。摂政関白以下の公卿殿上人からも、丁重にもてなされ、清涼紫宸ししんの豪華な宮殿をわが家として、歓楽に明け暮れる生活を送っておりました。それが、寿永の秋の始めでございました。木曽義仲とか申す者が都へ乱入するとの噂に脅えた一門の人と共に、住みなれた都を後にしたのが不幸の始りでございます。浦伝い、島伝いの頼りない海上生活が始まったのです、私は始めて、この目で、哀別離苦あいべつりく、怨憎会苦おんぞうえくを味わったのでございました。漸くたどりついた筑前の太宰府では、惟義これよしとか申す者に追われて、まったく頼るところのない浪々の身の上になったのです。この年の十月には、清経きよつねの中将が、この世に見限りをつけて入水なさった悲しい事件もありました。この頃は、明けても暮れても船の上、貢物など海の上ではあろうはずもなく、食事もめったにできない日々で、たまに食物が手に入っても、肝心の水がなくてはどうにもならず、それも、水の上に浮びながら、水を呑のめぬ苦しみは又格別で、これぞ、餓鬼道の苦しみかと覚りました。室山むろやま、水島の戦に勝った頃は、それでもまだ一門の者も気を取り直し、戦の準備にいそしんだものです。直衣束帯を鎧に変えて、日夜、戦に次ぐ戦の日々が始まりました。しかしそれも一の谷を落されてからは、もう先が見えておりました。その頃二位殿が申されたことがございます。
「一門の運命も、尽き果てたと思われます。この戦で、男が生き伸びることは、万が一にも考えられませぬ。でも女は殺さぬ習わし故、そなたは何とか生き長らえて、主上の後世をも弔い、私の後世をもお助け下さい」
　そう仰有おっしゃられた言葉を、夢のまにまに聞いたような気がいたします。
　気がついたときは、二位殿が、先帝をお抱き申して船べりに立ってお出ででした。あの可愛い小さいお手を合わせて、東を伏し拝み、その後、西に向って拝まれた後、沈まれた様子は、どうにも忘れることができないのでございます。留まり残された人の嘆き、悲しみの声は、まさに、叫喚、大叫喚、地獄の罪人もこれ程ではないと思われるくらいでございました。やがて、源氏の武士に捕われの身となって明石の浦に着いた時でございました。不図うつらうつらしたまま夢をみたのです、昔の内裏よりも、もっと立派な御殿に、先帝を始め、一門の公卿殿上人がずらりとお揃いで、
「ここは一体何処ですか」
　と二位殿に尋ねると、
「竜宮城です」
　といわれます。
「大変、良いところでございますが、ここには苦しみはないのでしょうか」
　とお尋ねすると、
「いえ、苦しみはあると竜畜経りゅうちくきょうにも書かれておりますから、よくよく後世を弔って下さい」
　といわれて、ハッと目が覚めました。以後、念仏に精を出し、ご菩提を弔う決心をしたのです。この私の体験したことこそ、まさに六道ではないかと思うのです」
　女院の長い身上話が終ると、法皇はほっと一息つかれたあとで、
「玄弉三蔵げんじょうさんぞうは、悟りを開く前に六道を見、我が国の日蔵にちぞう上人は、蔵王権現ざおうごんげんの力で、六道を見たと言いますが、まのあたり六道をご覧になるなどは、めったにできない事ですよ」
　と、法皇は感じ入ったように眼を輝やかされた。
　やがて、いつしか、鐘の声が夕暮を告げはじめた。積る話も多く、お名残も尽きなかったが、漸ようやく庵室を出られて、法皇は都へ還られるのであった。御輿が、山合いの木立の陰にかくれ去るまでお見送りしながら、女院は、日頃は忘れていた、はなやかだった昔の事が、それからそれへと憶い出されてくるにつれて、庵室の障子に、二首の歌を書きつけられた。

此の頃はいつ習いてかわが心
　　大宮人の恋しかるらん


いにしえも夢になりにし事なれば
　　柴のあみ戸もひさしからじな

　また、供奉に加わった徳大寺大納言も、興の赴くままに一首の歌を庵の柱に書きつけていった。

いにしえは月にたとえし君なれど
　　その光なき深山辺みやまべの里

　山里の春も過ぎ、夏も行き、四季の移り変りを何度も送り迎えている間に、年月は夢のように過ぎていった。やがて静かな僧庵暮しを続けていた女院は、病の床に就く身となった。元々、覚悟の上のことであるから、少しもお悩みの様子もなく、中尊の持つ五色の糸を手にして、「南無西方極楽世界教主弥陀如来、本願過あやまち給わず、必ず引摂いんじょうし給え」と念仏を称えながら、静かに世を去った。大納言佐局すけのつぼね、阿波内侍が、取りすがって声を限りに泣いたが、静かな微笑をたたえたそのお顔からは、何の苦しみも見出せなかった。建久二年二月の中旬のことである。西の空に紫の雲がたなびき、珍しい匂が部屋中に満ちあふれ、妙たえなる楽の音が聞えてくる中を、昇天されたのであった。
　残された二人の女房は、后きさいの宮の時代から女院の傍を片時も離れず奉公した者だけに、別れは一層辛かったらしい。他によるべのない身の上であったから、そのまま庵に住みついて、仏事を営みながらも、二人とも、しずかに往生を遂げたということであった。


解説


　私は、子供の頃から薩摩琵琶さつまびわが好きだったので、大きくなってから自分で弾奏をやりながら歌ったこともある。もちろん、音痴おんちの私が、うたうことのうまい道理はないが、三十をすぎてから、偶然の動機で、正派薩摩琵琶の師匠と知り合い、正派の豪壮な階調が、ことごとく文章、特に語呂の呼吸と物語の筋の一致しているところにあると思った。
　薩摩正派の基点となるべきものは、宿命の悲哀を直接に、肉体にぶっつけてゆく一種の迫力であるが、歌詞の大部分が、『平家物語』に取材していることに私は最初、奇異の感じを懐いた。
　しかし、後になって、私の想像は、むしろ逆であって、『平家物語』の骨子となるべきものが、琵琶によって語りつたえられていったと解釈する方が正しいように思われる。『平家物語』が、日本の国民的叙事詩として、中世期文化の伝統をつらぬく大作品であることはいうまでもないが、一体このような計画と構成を、誰がやったかということになると誰れひとり明確な判断を下し得るものはあるまい。
　一般的には、この作者は、信濃前司行長しなののぜんじゆきながとされているが、感情の累積による物語の構成は、それが、ただ、雄大だとか複雑だとかいうだけではなく、流動形式の自在奔放ほんぽうなことは、到底一人や二人の人間の協力によってやり果せることのできるような仕事ではないことを思わせる。
　おそらく、最初の立案者と執筆者は行長であっても、その後、作品の中の、特に感動的であって、律動的な文格を保つ部分が、琵琶法師によってうたわれてゆくうちに、これを聞いた平家の残党や、その当時の実情を知る人たちが、ひとりでにあつまってきて、やれ、此処はまちがっている、あそこはああすべきだといって、徐々に修正補足されていったものではあるまいか。私の琵琶の師匠は、「千手の前」と「大原御幸」を、もっとも得意としていたようであり、私もまた特に「千手の前」に、魅力をかんじていた。
　私は、日本の物語の中で、これほど、庶民の心をゆすぶり動かすような悲しい物語はあるまいと思っている。特に、平家の公達が、大部分生け捕りとなって、半歳前まで、そこに栄耀のかぎりをつくして数々の思い出を残している京都の街を、さらし者にされながら、引き廻される姿ほど世に哀れなものがあろうか。
　もちろん、『平家物語』は、完璧といっていいほど首尾一貫した形式を備えた叙事詩であるが、その物語的内容の深さにおいては古今無類であるといってもいい。もし、これを適当に翻訳することが出来るとしたら、ただ、日本の古典文学としてだけではなく、東洋文学の代表作として世界的な地位を占めるのではあるまいか。その表現の簡潔さと、律動的な文脈の高さにおいて、『平家物語』は今日においてさえ新鮮さを保っている。この作品は冒頭の序詞において暗示されているがごとく、人間の宿命を宗教と一致させてゆくところに独自の方向と認識を持っているもののように思われるが、しかし、物語の中にあらわれた人間関係、特に権力と寺院、戦争と天変地異に応対する庶民感情の動きに重点のおかれていることはいうまでもあるまい。それが、中世期日本の精神的要素を明らかにした意味において、雄大な風俗史であることの重要さを示すことはもちろんである。
　私は、『平家物語』の完全な口語訳を形成することよりも、むしろ、主観的な立場において、平家琵琶の歌詞につながる俗説に基いて、誰にもわかるような物語を組み立ててゆくことにおいて意図を果そうと試みたのである。あらゆる部分にわたって不満は非常に多いが、しかし、これが機縁となって、『平家物語』の原本を読もうとする人が出てくれば私の希望は半ば達せられたといってもいい。

　昭和三十五年新春

尾崎士郎


※原作には現在の人権意識から不適切と思われる表現が含まれる場合がありますが、当時の時代背景を考慮し、原則として底本の表記を尊重しています。また読みやすさを考慮し、一部現代語表記・表現に改める場合があります。
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